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第８－15図 可搬型発電機及び共通電源車への

補給の系統図（１／２）
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第８－15図 可搬型発電機及び共通電源車への

補給の系統図（２／２）
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表  

技術的能力審査基 準  

1.9 電源の確保に 関する

手順等  

番

号  

 事業指定基準規則  第 42

条（電源設備）  

設 工 認 技 術 基 準 規

則  第 36 条（電源

設備）  

番

号  

【要求事項】  

再処理事業者にお い て，

設計基準事故に対 処 する

ための設備の電源 が 喪失

したことにより重 大 事故

等が発生した場合 に おい

て当該重大事故等 に 対処

するために必要な 電 力を

確保するために必 要 な手

順等が適切に整備 さ れて

いるか，又は整備 さ れる

方針が適切に示さ れ てい

ること。  

①  再処理施設には，設計基

準事故に対処するための

設備の電源が喪失したこ

とにより重大事故等が発

生した場合において当該

重大事故等に対処するた

めに必要な電力を確保す

るために必要な設備を設

けなければならない。  

再処理施設には，

設計基準事故に対

処するための設備

の電源が喪失した

ことにより重大事

故等が発生した場

合において当該重

大事故等に対処す

るために必要な電

力を確保するため

に必要な設備を施

設しなければなら

ない。  

④  

【解釈】  

1 「電力を確保す るた

めに必要な手順等 」 と

は，以下に掲げる 措 置

又はこれらと同等 以 上

の効果を有する措 置 を

行うための手順等をい

う。  

(１ )  重大事故等に対 処

するために必要な 電 力

の確保。  

－  【解釈】  

1 第 42条に規定する

「電源が喪失したこ

と」とは，設計基準の

要求により措置されて

いる第 25条に規定する

保安電源設備の電源を

喪失することをいう。  

－  －  

ａ ）  電 源が喪失した こ

とにより重大事故 等 が

発生した場合にお い

て，当該重大事故 等 に

対処するために必 要 な

電力を確保するた め に

必要な手順等を整 備 す

ること。  

②  2 第 42条に規定する

「必要な電力を確保す

るために必要な設備」

とは，以下に掲げる措

置又はこれらと同等以

上の効果を有する措置

を講じた設備をいう。  

(１ )  代替電源設備を設

けること。  

ａ ）  代替電源設備は，

設計基準事故に対処

するための設備に対

して，独立性を有

し，位置的分散を図

ること。  

ｂ ）  代替電源設備は，

想定される重大事故

等への対処に必要と

なる十分な容量を確

保しておくこと。  

 

－  ⑤  
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技術的能力審査基 準  

1.9 電源の確保に 関する

手順等  

番

号  

 事業指定基準規則  第 42

条（電源設備）  

設 工 認 技 術 基 準 規

則  第 36 条（電源

設備）  

番

号  

ｂ ）  事業所内直流電 源

設備から給電され て

いる間に，十分な 余

裕を持って可搬型 代

替電源設備を繋ぎ 込

み，給電が開始で き

ること。  

－   (２ )  事業所内恒設蓄電

式直流電源設備は，

想定される重大事故

等の発生から，計測

設備に可搬型代替電

源を繋ぎ込み，給電

開始できるまでの

間，電力の供給を行

うことが可能である

こと。また，必要な

容量を確保しておく

こと。  

－  －  

ｃ ）  事業所内電気設 備

（モーター  コント ロ

ール  センター（Ｍ Ｃ

Ｃ），パワー  セン タ

ー（Ｐ／Ｃ）及び 金

属閉鎖配電盤（メ タ

ル  クラッド（Ｍ／

Ｃ）等）は，共通 要

因で機能を失うこ と

なく，少なくとも 一

系統は機能の維持 及

び人の接近性の確 保

を図ること。  

③   (３ )  事業所内電気設備

（モーター  コントロ

ール  センター（ＭＣ

Ｃ），パワー  センタ

ー（Ｐ／Ｃ）及び金

属閉鎖配電盤（メタ

ル  クラッド（Ｍ／

Ｃ））等）は，代替

事業所内電気設備を

設けることなどによ

り共通原因で機能を

失うことなく，少な

くとも一系統は機能

の維持及び人の接近

性の確保を図るこ

と。  

－  ⑥  
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重大事故等対処設 備 自主対策設備

手段 設備

既設

新設

可搬

解釈

対応

番号

手段 設備

前
処
理
建
屋
の
重
大

事

故
対
処
用
母
線

へ
の
給
電

前 処 理 建 屋 の 重 大 事 故 対

処用母線（常 設分電 盤及び

常設電源ケーブル ）

新設
①③

④⑥

－ －

前処理建屋可搬型 発 電機
可搬

(新設 ) 

①②

④⑤

前 処 理 建 屋 の 可 搬 型 分 電

盤  

可搬

(新設 ) 

前 処 理 建 屋 の 可 搬 型 電 源

ケーブル

可搬

(新設 ) 

代 替 セ ル 排 気 系 可 搬 型 排

風機  

可搬

(新設 ) 

情報把握計装設備
可搬

(新設 ) 

分
離
建
屋
の
重
大
事

故

対
処
用
母
線
へ

の
給
電

分 離 建 屋 の 重 大 事 故 対 処

用母線（常設 分電盤 及び常

設電源ケーブル）

新設
①③

④⑥

－ －

分離建屋可搬型発 電 機
可搬

(新設 ) 

①②

④⑤

分離建屋の可搬型 分 電盤
可搬

(新設 ) 

分 離 建 屋 の 可 搬 型 電 源 ケ

ーブル  

可搬

(新設 ) 

代 替 セ ル 排 気 系 可 搬 型 排

風機  

可搬

(新設 ) 

情報把握計装設備
可搬

(新設 ) 

精

製

建

屋

の

重

大

事

故

対

処

用

母

線

へ

の

給

電

精 製 建 屋 の 重 大 事 故 対 処

用母線（常設 分電盤 及び常

設電源ケーブル）

新設 ①③

④⑥

－ －

精製建屋の可搬型 分 電盤
可搬

(新設 ) 

①②

④⑤

精 製 建 屋 の 可 搬 型 電 源 ケ

ーブル  

可搬

(新設 ) 

代 替 セ ル 排 気 系 可 搬 型 排

風機  

可搬

(新設 ) 

情報把握計装設備
可搬

(新設 ) 
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表
重大事故等対処設 備 自主対策設備

手段 設備

既設

新設

可搬

解釈

対応

番号

手段 設備

制
御
建
屋
の
可
搬
型

分

電
盤
と
代
替
通
信
連

絡

設
備
及
び
情
報
把
握

計

装
設
備
へ
の
給
電

制御建屋可搬型発 電 機
可搬

(新設 ) 

①②

④⑤
－ －

制御建屋の可搬型 分 電盤
可搬

(新設 ) 

制 御 建 屋 の 可 搬 型 電 源 ケ

ーブル  

可搬

(新設 ) 

代 替 制 御 建 屋 中 央 制 御 室

換気設備  

可搬

(新設 ) 

代替通信連絡設備
可搬

(新設 ) 

情報把握計装設備
可搬

(新設 ) 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
混
合
脱
硝
建
屋
の

重

大

事
故
対
処
用
母
線
へ

の

給
電

ウラン・プルトニウ ム混合

脱 硝 建 屋 の 重 大 事 故 対 処

用母線（常設分電盤 及び常

設電源ケーブル）

新設
①③

④⑥

－ －

ウラン・プルトニウ ム混合

脱硝建屋可搬型発 電 機

可搬

(新設 ) 

①②

④⑤

ウラン・プルトニウ ム混合

脱硝建屋の可搬型 分 電盤

可搬

(新設 ) 

ウラン・プルトニウ ム混合

脱 硝 建 屋 の 可 搬 型 電 源 ケ

ーブル

可搬

(新設 ) 

代 替 セ ル 排 気 系 可 搬 型 排

風機  

可搬

(新設 ) 

情報把握計装設備
可搬

(新設 ) 
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表
重大事故等対処設 備 自主対策設備

手段 設備

既設

新設

可搬

解釈

対応

番号

手段 設備

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ

ス

固
化
建
屋
の
重
大

事
故
対
処
用
母
線
へ

の

給
電

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化

建 屋 重 大 事 故 対 処 用 母 線

（ 常 設 分 電 盤 及 び 常 設 電

源ケーブル）

新設
①③

④⑥

－ －

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化

建屋可搬型発電機  

可搬

(新設 ) 

①②

④⑤

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化

建屋の可搬型分電 盤  

可搬

(新設 ) 

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化

建 屋 の 可 搬 型 電 源 ケ ー ブ

ル  

可搬

(新設 ) 

代 替 セ ル 排 気 系 可 搬 型 排

風機  

可搬

(新設 ) 

情報把握計装設備
可搬

(新設 ) 

使
用
済
燃
料
の
受
入
れ

施
設
及
び
貯
蔵
施
設

の

可
搬
型
発
電
機
，
可

搬
型
計
測
ユ
ニ
ッ
ト

へ

の
給
電

使 用 済 燃 料 の 受 入 れ 施 設

及 び 貯 蔵 施 設 可 搬 型 発 電

機

可搬

(新設 ) 

①②

④⑤
－ －

使 用 済 燃 料 の 受 入 れ 施 設

及 び 貯 蔵 施 設 の 可 搬 型 分

電盤

可搬

(新設 ) 

使 用 済 燃 料 の 受 入 れ 施 設

及 び 貯 蔵 施 設 の 可 搬 型 電

源ケーブル

可搬

(新設 ) 

代替使用済燃料

受入れ・貯蔵建屋制 御室換

気設備

可搬

(新設 ) 

可搬型計測ユニッ ト
可搬

(新設 ) 

可搬型監視ユニッ ト
可搬

(新設 ) 

可搬型空冷ユニッ ト
可搬

(新設 ) 

可搬型重要計器
可搬

(新設 ) 

代替通信連絡設備
可搬

(新設 ) 

情報把握計装設備
可搬

(新設 ) 

可 搬 型 排 気 モ ニ タ リ ン グ

設備

可搬

(新設 ) 
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重大事故等対処設備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応  

番号  

手

段  
設備  

－  －  －  －  

共
通
電
源
車
に
よ
る

給

電 

非 常 用 電 源 建 屋 の 6.9ｋ Ｖ 非

常用主母線Ａ，Ｂ  

非 常 用 電 源 建 屋 の 460Ⅴ 非 常

用母線Ａ，Ｂ  

非 常 用 電 源 建 屋 の 460Ｖ 非 常

用コントロール  センタＡ，Ｂ  

非 常 用 電 源 建 屋 の 110Ｖ 非 常

用充電器盤Ａ，Ｂ  

非 常 用 電 源 建 屋 の 非 常 用 電 気

設 備 リ レ ー 盤 Ａ １ ， Ａ ２ ， Ｂ

１，Ｂ２  

非 常 用 電 源 建 屋 の 安 重 ケ ー ブ

ル及び安重電線路  

前 処 理 建 屋 の 6.9ｋ Ｖ 非 常 用

母線Ａ，Ｂ  

前 処 理 建 屋 の 460Ⅴ 非 常 用 母

線Ａ，Ｂ  

前 処 理 建 屋 の 460Ｖ 非 常 用 コ

ン ト ロ ー ル  セ ン タ Ａ １ ， Ａ

２，Ａ３，Ｂ１   

前 処 理 建 屋 の 110Ⅴ 非 常 用 充

電器盤Ａ，Ｂ  

前 処 理 建 屋 の 105Ⅴ 非 常 用 無

停電電源装置Ａ，Ｂ  

前 処 理 建 屋 の 安 重 ケ ー ブ ル 及

び安重電線路  

前 処 理 建 屋 の 溶 解 槽 セ ル Ａ 排
風機Ａ  

前 処 理 建 屋 の 溶 解 槽 セ ル Ｂ 排
風機Ａ  

前 処 理 建 屋 の 460Ｖ 非 常 用 コ
ン ト ロ ー ル  セ ン タ Ａ １ の 共
通電源  

前 処 理 建 屋 の よ う 素 除 去 工 程
排風機Ａ制御盤  

前 処 理 建 屋 の 6.9ｋ Ｖ 非 常 用
メタクラＡの制御電源  

前 処 理 建 屋 の 460Ｖ 非 常 用 パ
ワー  センタＡの制御電源  

前 処 理 建 屋 の 溶 解 槽 セ ル Ａ 排
風機Ａ極数変換盤  

前 処 理 建 屋 の 溶 解 槽 セ ル Ｂ 排
風機Ａ極数変換盤  
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重大事故等対処設備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応  

番号  

手

段  
設備  

－  －  －  －  

共
通
電
源
車
に
よ
る

給

電 

前 処 理 建 屋 の よ う 素 除 去 工 程
安全系Ａ制御盤３  

前 処 理 建 屋 の ユ ー テ ィ リ テ ィ
工 程 安 全 系 Ａ 制 御 盤 １ (リ レ
ー盤２ ) 

前 処 理 建 屋 の ユ ー テ ィ リ テ ィ
工 程 安 全 系 Ａ 制 御 盤 ２ (リ レ
ー盤３ ) 

前 処 理 建 屋 の 溶 解 工 程 Ａ ， Ｂ
系 列 安 全 系 Ａ 制 御 盤 ３ (リ レ
ー盤４ ) 

前 処 理 建 屋 の 圧 縮 空 気 設 備 安
全 空 気 圧 縮 装 置 Ａ 現 場 監 視 制
御盤  

前 処 理 建 屋 の 溶 解 工 程 Ｂ 系
列 ， ユ ー テ ィ リ テ ィ 工 程 安 全
系Ａ制御盤２  

前 処 理 建 屋 の よ う 素 除 去 工 程
安全系Ａ制御盤３  

前 処 理 建 屋 の よ う 素 除 去 工 程
Ｃ系統電源切替盤  

前 処 理 建 屋 の 460Ｖ 非 常 用 コ
ン ト ロ ー ル  セ ン タ Ａ ２ の 共
通電源  

前 処 理 建 屋 の 冷 却 水 冷 水 設 備
安 全 冷 却 水 Ａ 冷 却 塔 機 側 変 圧
器盤  

前 処 理 建 屋 の 460Ｖ 非 常 用 コ
ントロール  センタＡ３  

前処理建屋の 460Ｖ非常用コ

ントロール  センタＡ３の共

通電源  

前 処 理 建 屋 の 溶 解 槽 セ ル Ａ 排
風機Ｂ  

前 処 理 建 屋 の 溶 解 槽 セ ル Ｂ 排
風機Ｂ  

前 処 理 建 屋 の 460Ｖ 非 常 用 コ
ン ト ロ ー ル  セ ン タ Ｂ １ の 共
通電源  

前 処 理 建 屋 の よ う 素 除 去 工 程
排風機Ｂ制御盤  

前 処 理 建 屋 の 6.9ｋ Ｖ 非 常 用
メタクラＢの制御電源  
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重大事故等対処設備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応  

番号  

手

段  
設備  

－  －  －  －  

共
通
電
源
車
に
よ
る

給

電 

前処理建屋の 460Ｖ非常用パ

ワー  センタＢの制御電源  

前 処 理 建 屋 の 溶 解 槽 セ ル Ａ 排

風機Ｂ極数変換盤  

前 処 理 建 屋 の 溶 解 槽 セ ル Ｂ 排
風機Ｂ極数変換盤  

前 処 理 建 屋 の よ う 素 除 去 工 程

安全系Ｂ制御盤３  

前 処 理 建 屋 の ユ ー テ ィ リ テ ィ
工 程 安 全 系 Ｂ 制 御 盤 １ (リ レ
ー盤２ ) 

前 処 理 建 屋 の ユ ー テ ィ リ テ ィ
工 程 安 全 系 Ｂ 制 御 盤 ２ (リ レ
ー盤３ ) 

前 処 理 建 屋 の 溶 解 工 程 Ａ ， Ｂ
系 列 安 全 系 Ｂ 制 御 盤 ３ (リ レ
ー盤４ )  

前 処 理 建 屋 の 圧 縮 空 気 設 備 安
全 空 気 圧 縮 装 置 Ｂ 現 場 監 視 制
御盤  

前 処 理 建 屋 の 溶 解 工 程 Ｂ 系
列 ， ユ ー テ ィ リ テ ィ 工 程 安 全
系Ｂ制御盤２  

前 処 理 建 屋 の よ う 素 除 去 工 程
安全系Ｂ制御盤３  

前 処 理 建 屋 の 安 全 冷 却 水 Ａ 循
環ポンプＡ  

前 処 理 建 屋 の 安 全 空 気 圧 縮 装
置Ａ  

前 処 理 建 屋 の 安 全 冷 却 水 １ Ａ
ポンプＡ  

前 処 理 建 屋 の 安 全 冷 却 水 ２ ポ
ンプＡ  

前処理建屋の排風機Ａ  

前処理建屋の安全冷却水Ａ冷

却ファン１，２，３，４，

５，６  

前 処 理 建 屋 の 安 全 冷 却 水 Ａ 冷
却ファン７，８，９， 10， 11，
12 

前 処 理 建 屋 の 安 全 冷 却 水 Ｂ 循
環ポンプＡ  

前 処 理 建 屋 の 安 全 空 気 圧 縮 装
置Ｂ  
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表  

重大事故等対処設備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応  

番号  

手

段  
設備  

－  －  －  －  

共
通
電
源
車
に
よ
る

給

電 

前 処 理 建 屋 の 安 全 冷 却 水 １ Ｂ
ポンプＡ  

前処理建屋の安全冷却水２ポ

ンプＢ  

前処理建屋の排風機Ｂ  

分 離 建 屋 の 460Ⅴ 非 常 用 母 線

Ａ，Ｂ  

分 離 建 屋 の 460Ⅴ 非 常 用 コ ン

トロール  センタＡ，Ｂ  

分 離 建 屋 の 110Ⅴ 非 常 用 充 電

器盤Ａ，Ｂ  

分 離 建 屋 の 105Ⅴ 非 常 用 無 停

電電源装置Ａ，Ｂ  

分 離 建 屋 の 安 重 ケ ー ブ ル 及 び

安重電線路  

分 離 建 屋 の 安 全 冷 却 水 ２ ポ ン

プＡ  

分 離 建 屋 の 460Ｖ 非 常 用 コ ン
ト ロ ー ル  セ ン タ Ａ の 共 通 制
御電源  

分 離 建 屋 の 冷 却 水 循 環 ポ ン プ
Ａ  

分 離 建 屋 の 安 全 冷 却 水 １ Ａ ポ

ンプＡ  

分離建屋の排風機Ａ  

分 離 建 屋 の 460Ｖ 非 常 用 パ ワ

ー   センタＡの制御電源  

分 離 建 屋 の ユ ー テ ィ リ テ ィ 工

程安全系Ａ制御盤１  

分 離 建 屋 の ユ ー テ ィ リ テ ィ 工

程安全系Ａ制御盤２  

分 離 建 屋 の 460Ｖ 非 常 用 コ ン

ト ロ ー ル  セ ン タ Ｂ の 共 通 制

御電源  

分 離 建 屋 の 冷 却 水 循 環 ポ ン プ

Ｃ  

分 離 建 屋 の 安 全 冷 却 水 １ Ｂ ポ

ンプＡ  

分 離 建 屋 の 安 全 冷 却 水 ２ ポ ン

プＢ  

分離建屋の排風機Ｂ  

分 離 建 屋 の 460Ｖ 非 常 用 パ ワ

ー  センタＢの制御電源  
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（つづき）  

審査基準，基準規則と対処設備との対応表  

重大事故等対処設備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応  

番号  

手

段  
設備  

－  －  －  －  

共
通
電
源
車
に
よ
る

給

電 

分 離 建 屋 の ユ ー テ ィ リ テ ィ 工

程安全系Ｂ制御盤１  

分 離 建 屋 の ユ ー テ ィ リ テ ィ 工

程安全系Ｂ制御盤２  

精 製 建 屋 の 460Ⅴ 非 常 用 母 線

Ａ，Ｂ  

精 製 建 屋 の 460Ⅴ 非 常 用 コ ン

トロール  センタＡ１，Ａ２，

Ｂ１，Ｂ２  

精 製 建 屋 の 110Ⅴ 非 常 用 充 電

器盤Ａ，Ｂ  

精 製 建 屋 の 105Ⅴ 非 常 用 無 停

電電源装置Ａ，Ｂ  

精 製 建 屋 の 安 重 ケ ー ブ ル 及 び

安重電線路  

精 製 建 屋 の 460Ⅴ 非 常 用 コ ン
ト ロ ー ル  セ ン タ Ａ １ の 共 通
制御電源  

精 製 建 屋 の 安 全 冷 却 水 Ａ ポ ン
プＡ  

精 製 建 屋 の 110Ⅴ 非 常 用 直 流
主分電盤Ａの共通用電源  

精 製 建 屋 の 460Ｖ 非 常 用 パ ワ
ー  センタＡの制御電源  

精 製 建 屋 の ユ ー テ ィ リ テ ィ 工
程安全系Ａ制御盤 (リレー盤 ) 

精 製 建 屋 の 非 常 用 電 気 設 備 リ
レー盤Ａ  

精 製 建 屋 の 460Ⅴ 非 常 用 コ ン
ト ロ ー ル  セ ン タ Ａ ２ の 共 通
制御電源  

精 製 建 屋 の 安 全 冷 却 水 Ｃ ポ ン
プＡ  

精製建屋の排風機Ａ  

精 製 建 屋 の 460Ⅴ 非 常 用 コ ン
ト ロ ー ル  セ ン タ Ｂ １ の 共 通
制御電源  

精 製 建 屋 の 安 全 冷 却 水 Ｂ ポ ン
プＡ  

精 製 建 屋 の 110Ⅴ 非 常 用 直 流
主分電盤Ｂの共通用電源  

精 製 建 屋 の 460Ｖ 非 常 用 パ ワ
ー  センタＢの制御電源  
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（つづき）  

審査基準，基準規則と対処設備との対応表  

重大事故等対処設備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応  

番号  

手

段  
設備  

－  －  －  －  

共
通
電
源
車
に
よ
る

給

電 

精 製 建 屋 の ユ ー テ ィ リ テ ィ 工
程安全系Ｂ制御盤  

精 製 建 屋 の 非 常 用 電 気 設 備 リ
レー盤Ｂ  

精 製 建 屋 の 460Ⅴ 非 常 用 コ ン
ト ロ ー ル  セ ン タ Ｂ ２ の 共 通
制御電源  

精 製 建 屋 の 安 全 冷 却 水 Ｃ ポ ン
プＢ  

精製建屋の排風機Ｂ  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱

硝 建 屋 の 6.9ｋ Ｖ 非 常 用 母 線

Ａ，Ｂ  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱

硝建屋の 460Ⅴ非常用母線Ａ，

Ｂ  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱

硝 建 屋 の 460Ⅴ 非 常 用 コ ン ト

ロール  センタＡ１，Ｂ１   

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱

硝 建 屋 の 110Ⅴ 非 常 用 充 電 器

盤Ａ，Ｂ  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱

硝 建 屋 の 105Ⅴ 非 常 用 無 停 電

電源装置Ａ，Ｂ  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱

硝 建 屋 の 安 重 ケ ー ブ ル 及 び 安

重電線路  

ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋の 460Ⅴ非常用コント

ロール  センタＡ１の共通制

御電源  

ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋の冷水移送ポンプＡ  

ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋の第１排風機Ａ  

ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋の第２排風機Ａ  

ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋の 110Ⅴ非常用直流主

分電盤Ａの共通用電源  
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（つづき）  

審査基準，基準規則と対処設備との対応表  

重大事故等対処設備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応  

番号  

手

段  
設備  

－  －  －  －  

共
通
電
源
車
に
よ
る

給

電 

ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋の 6.9ｋＶ非常用メタ

クラＡ制御電源  

ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋の 460Ｖ非常用パワー

センタＡ制御電源  

ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋のウラン・プルトニウ

ム混合脱硝設備安全系Ａ制御

盤  

ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋の非常用電気設備リレ

ー盤Ａ  

ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋の 460Ⅴ非常用コント

ロール  センタＢ１の共通制

御電源  

ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋の冷水移送ポンプＣ  

ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋の第１排風機Ｂ  

ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋の第２排風機Ｂ  

ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋の非常用電気設備リレ

ー盤Ｂ  

ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋の 110Ⅴ非常用直流主

分電盤Ｂの共通用電源  

ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋の 6.9ｋＶ非常用メタ

クラＢ制御電源  

ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋の 460Ｖ非常用パワー

センタＢ制御電源  

ウラン・プルトニウム混合脱

硝建屋のウラン・プルトニウ

ム混合脱硝設備安全系Ｂ制御

盤  
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（つづき）  

審査基準，基準規則と対処設備との対応表  

重大事故等対処設備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応  

番号  

手

段  
設備  

－  －  －  －  

共
通
電
源
車
に
よ
る

給

電 

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋

の 460Ⅴ非常用母線Ａ，Ｂ  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋

の 460Ⅴ 非 常 用 コ ン ト ロ ー ル   

センタＡ１，Ａ２，Ｂ１，Ｂ２  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋

の 110Ⅴ非常用充電器盤Ａ，Ｂ  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋

の 105Ⅴ 非 常 用 無 停 電 電 源 装

置Ａ，Ｂ  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋

の 安 重 ケ ー ブ ル 及 び 安 重 電 線

路  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の 460Ⅴ非常用コントロール

センタＡ１の共通電源  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の第１排風機Ａ  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の第２排風機Ａ  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の第１高レベル濃縮廃液貯槽

冷却水ＡポンプＡ  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の第２高レベル濃縮廃液貯槽

冷却水ＡポンプＡ  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の安全冷却水Ａ系ポンプＡ  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の高レベル廃液共用貯槽冷却

水ＡポンプＡ  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の安全冷却水１ＡポンプＡ  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の 460Ｖ非常用パワー  センタ

Ａの制御電源  
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(つづき ) 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表  
重大事故等対処設備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応  

番号  

手

段  
設備  

－  －  －  －  

共
通
電
源
車
に
よ
る

給

電 

高レベル廃液ガラス固化建屋

の高レベル廃液貯蔵・ガラス

固化工程安全系Ａ制御盤 (リ

レー盤１ ) 

高レベル廃液ガラス固化建屋

の高レベル廃液貯蔵・ガラス

固化工程安全系Ａ制御盤 (リ

レー盤２ ) 

高レベル廃液ガラス固化建屋

の高レベル廃液貯蔵・ガラス

固化工程安全系Ａ制御盤 (リ

レー盤３ ) 

高レベル廃液ガラス固化建屋

の非常用電気設備リレー盤Ａ  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の 105Ⅴ非常用無停電電源装

置Ａの制御電源  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の高レベル廃液貯蔵・ガラス

固化工程安全系Ａ制御盤２  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の高レベル廃液貯蔵・ガラス

固化工程安全系Ａ制御盤６  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の排風機Ａ（高レベル濃縮廃

液廃ガス処理系）  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の第１排風機Ｂ  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の 460Ⅴ非常用コントロール

センタＡ２の共通電源  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の排風機Ａ（不溶解残渣廃液

廃ガス処理系）  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の 460Ⅴ非常用コントロール

センタＢ１の共通電源  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の第２排風機Ｂ  
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(つづき ) 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表  
重大事故等対処設備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応  

番号  

手

段  
設備  

－  －  －  －  

共
通
電
源
車
に
よ
る

給

電 

高レベル廃液ガラス固化建屋

の第１高レベル濃縮廃液貯槽

冷却水ＢポンプＡ  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の第２高レベル濃縮廃液貯槽

冷却水ＢポンプＡ  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の安全冷却水Ｂ系ポンプＡ  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の高レベル廃液共用貯槽冷却

水ＢポンプＡ  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の安全冷却水１ＢポンプＡ  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の 460Ｖ非常用パワー  センタ

Ｂの制御電源  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の高レベル廃液貯蔵・ガラス

固化工程安全系Ｂ制御盤 (リ

レー盤１ ) 

高レベル廃液ガラス固化建屋

の高レベル廃液貯蔵・ガラス

固化工程安全系Ｂ制御盤 (リ

レー盤２ ) 

高レベル廃液ガラス固化建屋

の高レベル廃液貯蔵・ガラス

固化工程安全系Ｂ制御盤 (リ

レー盤３ ) 

高レベル廃液ガラス固化建屋

の非常用電気設備リレー盤Ｂ  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の 105Ⅴ非常用無停電電源装

置Ｂの制御電源  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の高レベル廃液貯蔵・ガラス

固化工程安全系Ｂ制御盤２  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の高レベル廃液貯蔵・ガラス

固化工程安全系Ｂ制御盤６  
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(つづき ) 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表  
重大事故等対処設備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応  

番号  

手

段  
設備  

－  －  －  －  

共
通
電
源
車
に
よ
る

給

電 

高レベル廃液ガラス固化建屋

の 460Ⅴ非常用コントロール  

センタＢ２の共通電源  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の排風機Ｂ（高レベル濃縮廃

液廃ガス処理系）  

高レベル廃液ガラス固化建屋

の排風機Ｂ（不溶解残渣廃液

廃ガス処理系）  

主排気筒管理建屋のモニタ中

継伝送盤Ａ  

制御建屋の 460Ｖ非常用パワ

ー  センタＢの制御電源  

制 御 建 屋 の 安 全 系 Ｂ 監 視 制 御

盤ＡＮＮ電源  

制 御 建 屋 の Ｇ 施 設 監 視 制 御 盤

非常用警報及び表示（Ｂ系）  

制 御 建 屋 の 460Ⅴ 非 常 用 コ ン

ト ロ ー ル  セ ン タ Ｂ ２ の 共 通

制御電源  

非 常 用 電 源 建 屋 の 460Ｖ 非 常

用 コ ン ト ロ ー ル  セ ン タ Ａ の

制御電源  

非常用電源建屋の 6.9ｋＶ非

常用メタクラＡの制御電源  

非常用電源建屋の非常用電気

設備リレー盤Ａ１  

非常用電源建屋の非常用電気

設備リレー盤Ａ２  

非常用電源建屋の 460Ｖ非常

用コントロール  センタＢの

制御電源  

非常用電源建屋の 6.9ｋＶ非

常用メタクラＢの制御電源  

主排気筒管理建屋の主排気筒

トリチウム  サンプラＡ制御

電源  

主排気筒管理建屋の放射線表

示盤Ａ  

 

  

1874



(つづき ) 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表  
重大事故等対処設備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応  

番号  

手

段  
設備  

－  －  －  －  

共
通
電
源
車
に
よ
る

給

電 

主排気筒管理建屋の主排気筒

ガス  モニタＡサンプル  ラッ

ク  

主排気筒管理建屋の主排気筒

ダスト・ヨウ素サンプル  ラ

ックＡ（低レンジ）  

主排気筒管理建屋の主排気筒

のトリチウム  サンプラＡ  

主排気筒管理建屋の主排気筒

のＣ -14サンプラＡ  

主排気筒管理建屋のモニタ中

継伝送盤Ｂ  

主排気筒管理建屋の主排気筒

トリチウム  サンプラＢ制御

電源  

主排気筒管理建屋の放射線表

示盤Ｂ  

主排気筒管理建屋の主排気筒

ダスト・ヨウ素サンプル  ラ

ックＢ（低レンジ）  

主排気筒管理建屋の主排気筒

のトリチウム  サンプラＢ  

主排気筒管理建屋の主排気筒

のＣ -14サンプラＢ  

制 御 建 屋 の 6.9ｋ Ｖ 非 常 用 母

線Ａ，Ｂ  

制 御 建 屋 の 460Ⅴ 非 常 用 母 線

Ａ，Ｂ  

制 御 建 屋 の 460Ⅴ 非 常 用 コ ン

トロール  センタＡ１，Ａ２，

Ｂ１，Ｂ２  

制 御 建 屋 の 非 常 用 照 明 用 変 圧

器Ａ１，Ｂ１（運転保安灯）  

制 御 建 屋 の 非 常 用 照 明 用 分 電

盤Ａ１，Ｂ１（直流非常灯）  

制 御 建 屋 の 460Ⅴ 非 常 用 コ ン

ト ロ ー ル  セ ン タ Ａ １ の 共 通

制御電源  

制 御 建 屋 の 非 常 用 所 内 電 源 盤
Ａ  

制御建屋の放射線監視盤１  

制御建屋の放射線監視盤２  
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表  
重大事故等対処設備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応  

番号  

手

段  
設備  

－  －  －  －  

共
通
電
源
車
に
よ
る

給

電 

制 御 建 屋 の 110Ⅴ 非 常 用 直 流

主分電盤Ａの共通用電源  

制 御 建 屋 の 6.9ｋ Ｖ 非 常 用 メ

タクラＡの制御電源  

制 御 建 屋 の 460Ｖ 非 常 用 パ ワ

ー  センタＡの制御電源  

制 御 建 屋 の 安 全 系 Ａ 監 視 制 御

盤ＡＮＮ電源  

制 御 建 屋 の Ｇ 施 設 監 視 制 御 盤

非常用警報及び表示（Ａ系）  

制 御 建 屋 の 460Ⅴ 非 常 用 コ ン

ト ロ ー ル  セ ン タ Ａ ２ の 共 通

制御電源  

制 御 建 屋 の 460Ⅴ 非 常 用 コ ン

ト ロ ー ル  セ ン タ Ｂ １ の 共 通

制御電源  
制 御 建 屋 の 冷 却 水 冷 水 設 備  

安 全 冷 却 水 Ｂ 冷 却 塔 機 側 変 圧

器盤  

制 御 建 屋 の 非 常 用 所 内 電 源 盤

Ｂ  

制 御 建 屋 の 110Ⅴ 非 常 用 直 流

主分電盤Ｂの共通用電源  

制 御 建 屋 の 6.9ｋ Ｖ 非 常 用 メ

タクラＢの制御電源  

制 御 建 屋 の 中 央 制 御 室 送 風 機
Ａ  

制 御 建 屋 の 換 気 空 調 設 備 安 全
系Ａ制御盤  

制 御 建 屋 の 非 常 用 電 気 設 備 リ
レー盤Ａ  

制 御 建 屋 の 中 央 制 御 室 排 風 機
Ａ  

制 御 建 屋 の 中 央 制 御 室 送 風 機
Ｂ  

制 御 建 屋 の 安 全 冷 却 水 Ｂ 冷 却
ファン１，２，３，４，５，６，
７，８，９， 10， 11， 12 

制 御 建 屋 の 換 気 空 調 設 備 安 全
系Ｂ制御盤  

制 御 建 屋 の 非 常 用 電 気 設 備 リ
レー盤Ｂ  
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表  
重大事故等対処設備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応  

番号  

手

段  
設備  

－  －  －  －  

共
通
電
源
車
に
よ
る

給

電 

制 御 建 屋 の 中 央 制 御 室 排 風 機
Ｂ  

非 常 用 電 源 建 屋 の 非 常 用 電 気
設備リレー盤Ｂ１  

非 常 用 電 源 建 屋 の 非 常 用 電 気
設備リレー盤Ｂ２  

制 御 建 屋 の 110Ⅴ 非 常 用 充 電
器盤Ａ，Ｂ  

制 御 建 屋 の 105Ⅴ 非 常 用 無 停
電電源装置Ａ，Ｂ  

制御建屋の屋外常設ケーブ

ル，屋内常設ケーブル及び安

重電線路  

制 御 建 屋 の 安 重 ケ ー ブ ル 及 び

安重電線路  

前 処 理 建 屋 の 建 屋 換 気 設 備  

ＣＰＵ盤  

前 処 理 建 屋 の ア ク テ ィ ブ  ユ ー

テ ィ リ テ ィ 設 備 １  Ｃ Ｐ Ｕ 盤  

前 処 理 建 屋 の ア ク テ ィ ブ  ユ ー

テ ィ リ テ ィ 設 備 ２  Ｃ Ｐ Ｕ 盤  

前 処 理 建 屋 の イ ン ア ク テ ィ ブ

ユ ー テ ィ リ テ ィ 設 備 １  Ｃ Ｐ

Ｕ盤  

前 処 理 建 屋 の イ ン ア ク テ ィ ブ

ユ ー テ ィ リ テ ィ 設 備 ２  Ｃ Ｐ

Ｕ盤  

前 処 理 建 屋 の 電 気 設 備  Ｃ Ｐ

Ｕ盤  

前 処 理 建 屋 の せ ん 断 ･溶 解 工

程 保 守 設 備 Ａ 系 列 １  Ｃ Ｐ Ｕ

盤  

前 処 理 建 屋 の せ ん 断 ･溶 解 工

程 保 守 設 備 Ａ 系 列 ２  Ｃ Ｐ Ｕ

盤  

前 処 理 建 屋 の せ ん 断 ･溶 解 工

程 保 守 設 備 Ｂ 系 列 １  Ｃ Ｐ Ｕ

盤  

前 処 理 建 屋 の せ ん 断 ･溶 解 工

程 保 守 設 備 Ｂ 系 列 ２  Ｃ Ｐ Ｕ

盤  

前 処 理 建 屋 の 溶 解 ・ Ｎ Ｏ ｘ 吸

収工程Ａ系列１  ＣＰＵ盤  

前 処 理 建 屋 の 溶 解 ・ Ｎ Ｏ ｘ 吸

収工程Ａ系列２  ＣＰＵ盤  
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表  
重大事故等対処設備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応  

番号  

手

段  
設備  

－  －  －  －  

共

通

電

源

車

に

よ

る

給

電  

前 処 理 建 屋 の 溶 解 ・ Ｎ Ｏ ｘ 吸

収工程Ｂ系列１  ＣＰＵ盤  

前 処 理 建 屋 の 溶 解 ・ Ｎ Ｏ ｘ 吸

収工程Ｂ系列２  ＣＰＵ盤  

前 処 理 建 屋 の よ う 素 除 去 工 程

／ 溶 解 オ フ ガ ス  フ ィ ル タ 保

守設備  ＣＰＵ盤  

前 処 理 建 屋 の 清 澄 設 備 Ａ 系 列

ＣＰＵ盤  

前 処 理 建 屋 の 清 澄 設 備 Ｂ 系 列

ＣＰＵ盤  

前 処 理 建 屋 の 計 量 設 備  Ｃ Ｐ

Ｕ盤  

前 処 理 建 屋 の 査 察 イ ン タ ー フ

ェイス盤Ａ  

前 処 理 建 屋 の 査 察 イ ン タ ー フ

ェイス盤Ｂ  

前 処 理 建 屋 の 査 察 イ ン タ ー フ

ェイス盤Ｃ  

前 処 理 建 屋 の 査 察 イ ン タ ー フ

ェイス盤Ｄ  

前 処 理 建 屋 の プ ロ セ ス 放 射 線

モニタ制御盤  

前 処 理 建 屋 の 105Ｖ 無 停 電 現

場 計 器 ス イ ッ チ 箱 １ （ Ｆ Ｇ －

２）  

前 処 理 建 屋 の 105Ｖ 無 停 電 現

場 計 器 ス イ ッ チ 箱 ２ （ Ｆ Ｇ －

２）  

前 処 理 建 屋 の 105Ｖ 無 停 電 現

場 計 器 ス イ ッ チ 箱 ３ （ Ｆ Ｇ －

２）  

前 処 理 建 屋 の 105Ｖ 無 停 電 現

場 計 器 ス イ ッ チ 箱 ４ （ Ｆ Ｇ －

２）  

前 処 理 建 屋 の 105Ｖ 無 停 電 現

場 計 器 ス イ ッ チ 箱 ５ （ Ｆ Ｇ －

２）  

前 処 理 建 屋 の 105Ｖ 無 停 電 現

場 計 器 ス イ ッ チ 箱 ６ （ Ｆ Ｇ －

２）  

前 処 理 建 屋 の 105Ｖ 無 停 電 現

場計器スイッチ箱（ＦＧ－２ ,

３ ,４ ,７Ａ ,７Ｂ）  
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表  
重大事故等対処設備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応  

番号  

手

段  
設備  

－  －  －  －  

共

通

電

源

車

に

よ

る

給

電  

前 処 理 建 屋 の 105Ｖ 無 停 電 現

場計器スイッチ箱（ＦＧ－２ ,

３ ,４）  

前 処 理 建 屋 の 105Ｖ 無 停 電 現

場計器スイッチ箱（ＦＧ－３ ,

４）  

前 処 理 建 屋 の 105Ｖ 無 停 電 現

場計器スイッチ箱（ＦＧ－２ ,

５Ａ ,６Ａ ,９Ａ ,10）  

前 処 理 建 屋 の 105Ｖ 無 停 電 現

場 計 器 ス イ ッ チ 箱 （ Ｆ Ｇ － ５

Ｂ ,６Ｂ ,７Ａ ,７Ｂ ,９Ｂ）  

前 処 理 建 屋 の 105Ｖ 無 停 電 現

場計器スイッチ箱（ＦＧ－２ ,

７Ａ ,７Ｂ）  

前 処 理 建 屋 の 105Ｖ 無 停 電 現

場 計 器 ス イ ッ チ 箱 （ Ｆ Ｇ － ７

Ａ ,７Ｂ）  

前 処 理 建 屋 の 105Ｖ 無 停 電 現

場計器スイッチ箱（ＦＧ－２ ,

７Ｂ）  

前 処 理 建 屋 の 計 量 設 備 Ｎ ｏ ．

４計装ラック  

前 処 理 建 屋 の 計 量 設 備 計 量 槽

液量演算装置  

分離建屋の建屋換気設備   
ＣＰＵ盤  
分 離 建 屋 の ア ク テ ィ ブ  ユ ー

ティリティ設備  ＣＰＵ盤  

分 離 建 屋 の イ ン ア ク テ ィ ブ  ユ

ー テ ィ リ テ ィ 設 備  Ｃ Ｐ Ｕ 盤  

分 離 建 屋 の 電 気 設 備  Ｃ Ｐ Ｕ

盤  

分離建屋の共除染・分配系   

ＣＰＵ盤１  

分離建屋の共除染・分配系   

ＣＰＵ盤２  

分離建屋の共除染・分配系   

ＣＰＵ盤３  

分離建屋の共除染・分配系   

ＣＰＵ盤４  

分離建屋の共除染・分配系   

ＣＰＵ盤５  

1879



(つづき ) 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表  
重大事故等対処設備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応  

番号  

手

段  
設備  

－  －  －  －  

共

通

電

源

車

に

よ

る

給

電  

分 離 建 屋 の ウ ラ ン 第 １ 中 間 濃

縮系１  ＣＰＵ盤  

分 離 建 屋 の ウ ラ ン 第 １ 中 間 濃

縮系２  ＣＰＵ盤  

分 離 建 屋 の 高 レ ベ ル 廃 液 濃 縮

系  ＣＰＵ盤  

分 離 建 屋 の 第 １ 酸 回 収 系  Ｃ

ＰＵ盤  

分 離 建 屋 の ア ル カ リ 廃 液 濃 縮

系１  ＣＰＵ盤  

分 離 建 屋 の ア ル カ リ 廃 液 濃 縮

系２  ＣＰＵ盤  

分 離 建 屋 の 第 ２ ブ ロ ッ ク （ 分

離建屋）サーバ盤１  

分 離 建 屋 の 第 ２ ブ ロ ッ ク （ 分

離建屋）サーバ盤２  

分 離 建 屋 の 査 察 イ ン タ ー フ ェ

イス盤Ｂ  

分 離 建 屋 の 査 察 イ ン タ ー フ ェ

イス盤Ａ  

分 離 建 屋 の 査 察 イ ン タ ー フ ェ

イス盤Ｃ  

分離建屋の電気設備変換器盤  

分 離 建 屋 の プ ロ セ ス 放 射 線 モ

ニタ盤  Ｎｏ．１  

分 離 建 屋 の プ ロ セ ス 放 射 線 モ

ニタ盤  Ｎｏ．２  

精製建屋の建屋換気設備   

ＣＰＵ盤  

精 製 建 屋 の ア ク テ ィ ブ  ユ ー

ティリティ設備１  ＣＰＵ盤  

精 製 建 屋 の ア ク テ ィ ブ  ユ ー

ティリティ設備２  ＣＰＵ盤  

精 製 建 屋 の ア ク テ ィ ブ  ユ ー

ティリティ設備３  ＣＰＵ盤  

精 製 建 屋 の イ ン ア ク テ ィ ブ  ユ

ー テ ィ リ テ ィ 設 備  Ｃ Ｐ Ｕ 盤  

精製建屋の電気設備  

ＣＰＵ盤  

精製建屋のウラン精製工程  

ＣＰＵ盤  

精 製 建 屋 の ウ ラ ン 最 終 濃 縮 工

程１  ＣＰＵ盤  
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表  
重大事故等対処設備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応  

番号  

手

段  
設備  

－  －  －  －  

共

通

電

源

車

に

よ

る

給

電  

精 製 建 屋 の ウ ラ ン 最 終 濃 縮 工

程２  ＣＰＵ盤  

精製建屋の第２酸回収工程１  

ＣＰＵ盤  

精製建屋の第２酸回収工程２  

ＣＰＵ盤  

精製建屋の溶媒処理工程   

ＣＰＵ盤  

精 製 建 屋 の プ ル ト ニ ウ ム 精 製

工程１  ＣＰＵ盤  

精 製 建 屋 の プ ル ト ニ ウ ム 精 製

工程２  ＣＰＵ盤  

精 製 建 屋 の プ ル ト ニ ウ ム 精 製

工程３  ＣＰＵ盤  

精 製 建 屋 の プ ル ト ニ ウ ム 精 製

工程４  ＣＰＵ盤  

精 製 建 屋 の プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮

工程１  ＣＰＵ盤  

精 製 建 屋 の プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮

工程２  ＣＰＵ盤  

精 製 建 屋 の 第 ３ ブ ロ ッ ク （ 精

製建屋）サーバ盤１  

精 製 建 屋 の 第 ３ ブ ロ ッ ク （ 精

製建屋）サーバ盤２  

精 製 建 屋 の 査 察 イ ン タ ー フ ェ

イス盤Ｃ  

精 製 建 屋 の 査 察 イ ン タ ー フ ェ

イス盤Ｂ  

精 製 建 屋 の 査 察 イ ン タ ー フ ェ

イス盤Ａ  

精製建屋の電気設備変換器盤  

精 製 建 屋 の 高 精 度 液 位 計 計 装

ラック  

精製建屋の放射線モニタ盤  

精 製 建 屋 の 第 ２ 酸 回 収 蒸 発

缶 ・ 精 留 塔 加 熱 設 備 γ モ ニ タ

現場盤  

精 製 建 屋 の 温 水 設 備 γ モ ニ タ

現場盤  

精 製 建 屋 の 冷 却 水 ・ 冷 水 設 備

γモニタ現場盤１  

精 製 建 屋 の 冷 却 水 ・ 冷 水 設 備

γモニタ現場盤２  
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表  
重大事故等対処設備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応  

番号  

手

段  
設備  

－  －  －  －  

共

通

電

源

車

に

よ

る

給

電  

精 製 建 屋 の 冷 却 水 ・ 冷 水 設 備

γモニタ現場盤３  

精 製 建 屋 の 冷 却 水 ・ 冷 水 設 備

γモニタ現場盤４  

精 製 建 屋 の 冷 却 水 ・ 冷 水 設 備

γモニタ現場盤５  

精 製 建 屋 の プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮

缶加熱設備γモニタ現場盤  

制 御 建 屋 の 分 離 建 屋 監 視 制 御

盤１－１  

制 御 建 屋 の 分 離 建 屋 監 視 制 御

盤１－２  

制 御 建 屋 の 分 離 建 屋 監 視 制 御

盤２－１  

制 御 建 屋 の 分 離 建 屋 監 視 制 御

盤２－２   

制 御 建 屋 の 分 離 建 屋 監 視 制 御

盤３  

制 御 建 屋 の 分 離 建 屋 監 視 制 御

盤用プリンタ１  

制 御 建 屋 の 分 離 建 屋 監 視 制 御

盤用プリンタ２  

制 御 建 屋 の 分 離 建 屋 監 視 制 御

盤用プリンタ３  

制 御 建 屋 の 分 離 建 屋 監 視 制 御

盤用ハード  コピー  

制 御 建 屋 の 分 離 建 屋 当 直 長 用

監視制御盤  

制 御 建 屋 の 分 離 建 屋 保 守 ツ ー

ル  

制 御 建 屋 の 精 製 建 屋 監 視 制 御

盤１－１  

制 御 建 屋 の 精 製 建 屋 監 視 制 御

盤１－２  

制 御 建 屋 の 精 製 建 屋 監 視 制 御

盤２－１  

制 御 建 屋 の 精 製 建 屋 監 視 制 御

盤２－２  

制 御 建 屋 の 精 製 建 屋 監 視 制 御

盤３－１  

制 御 建 屋 の 精 製 建 屋 監 視 制 御

盤３－２  

制 御 建 屋 の 精 製 建 屋 監 視 制 御

盤用プリンタ１  

1882



(つづき ) 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表  
重大事故等対処設備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応  

番号  

手

段  
設備  

－  －  －  －  

共

通

電

源

車

に

よ

る

給

電  

制 御 建 屋 の 精 製 建 屋 監 視 制 御

盤用プリンタ２  

制 御 建 屋 の 精 製 建 屋 監 視 制 御

盤用プリンタ３  

制 御 建 屋 の 精 製 建 屋 ／ 低 レ ベ

ル 廃 液 処 理 建 屋 監 視 制 御 盤 用

ハード  コピー  

制 御 建 屋 の 精 製 建 屋 ／ 低 レ ベ

ル 廃 液 処 理 建 当 直 長 用 監 視 制

御盤  

制 御 建 屋 の 精 製 建 屋 保 守 ツ ー

ル  

制 御 建 屋 の 前 処 理 建 屋 監 視 制

御盤１  

制 御 建 屋 の 前 処 理 建 屋 監 視 制

御盤２  

制 御 建 屋 の 前 処 理 建 屋 監 視 制

御盤３－１  

制 御 建 屋 の 前 処 理 建 屋 監 視 制

御盤３－２  

制 御 建 屋 の 前 処 理 建 屋 監 視 制

御盤６  

制 御 建 屋 の 前 処 理 建 屋 ／ ハ

ル ・ エ ン ド ピ ー ス 貯 蔵 建 屋 監

視制御盤７－１  

制 御 建 屋 の 前 処 理 建 屋 ／ ハ

ル ・ エ ン ド ピ ー ス 貯 蔵 建 屋 監

視制御盤７－２  

制 御 建 屋 の 前 処 理 建 屋 ／ ハ

ル ・ エ ン ド ピ ー ス 貯 蔵 建 屋 監

視制御盤８  

制 御 建 屋 の 前 処 理 建 屋 当 直 長

用監視制御盤  

制 御 建 屋 の 第 １ ブ ロ ッ ク  サ

ーバ／ＧＷ盤１  

制 御 建 屋 の 第 １ ブ ロ ッ ク  サ

ーバ／ＧＷ盤２  

制 御 建 屋 の 前 処 理 建 屋 監 視 制

御盤用プリンタ１  

制 御 建 屋 の 前 処 理 建 屋 監 視 制

御盤用プリンタ２  

制 御 建 屋 の 前 処 理 建 屋 監 視 制

御盤用プリンタ３  

1883



(つづき ) 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表  
重大事故等対処設備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応  

番号  

手

段  
設備  

－  －  －  －  

共

通

電

源

車

に

よ

る

給

電  

制 御 建 屋 の 前 処 理 建 屋 監 視 制

御盤用プリンタ４  

制 御 建 屋 の 前 処 理 建 屋 監 視 制

御盤用ハード  コピー  

制 御 建 屋 の せ ん 断 工 程 せ ん 断

機Ａ／Ｂ中央手動操作盤  

制 御 建 屋 の 特 殊 核 計 装 用 連 続

記録計盤  

制 御 建 屋 の せ ん 断 工 程 せ ん 断

機 Ａ ／ Ｂ 中 央 手 動 操 作 盤 （ 保

守用）  

制 御 建 屋 の Ｐ Ｌ Ｃ 遠 隔 保 守 用

システム収納盤  

制 御 建 屋 の Ｐ Ｌ Ｃ 遠 隔 保 守 用

システム監視制御盤  

制 御 建 屋 の せ ん 断 機 運 転 管 理

計算機  

制 御 建 屋 の せ ん 断 機 運 転 支 援

システム収納盤  

制 御 建 屋 の 特 殊 核 計 装 用  Ｃ

ＲＴ－Ａ  

制 御 建 屋 の 特 殊 核 計 装 用  Ｃ

ＲＴ－Ｂ  

制 御 建 屋 の ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ

ウ ム 混 合 脱 硝 建 屋 監 視 制 御 盤

１－２  

制 御 建 屋 の ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ

ウ ム 混 合 脱 硝 建 屋 監 視 制 御 盤

２－１  

制 御 建 屋 の 光 リ ピ ー タ （ ウ ラ

ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱 硝 －

Ａ系）  

制 御 建 屋 の 光 リ ピ ー タ （ ウ ラ

ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱 硝 －

Ｂ系）  

制 御 建 屋 の Ｃ 建 屋 監 視 制 御 盤

用プリンタ１  
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(つづき ) 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表  
重大事故等対処設備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応  

番号  

手

段  
設備  

－  －  －  －  

共

通

電

源

車

に

よ

る

給

電  

制 御 建 屋 の Ｃ 建 屋 監 視 制 御 盤

用プリンタ２  

制 御 建 屋 の ウ ラ ン 脱 硝 建 屋 ／

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱

硝 建 屋 監 視 制 御 盤 用 ハ ー ド      

コピー  

制 御 建 屋 の 高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ

ス固化建屋監視制御盤１－１  

制 御 建 屋 の 高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ

ス固化建屋監視制御盤２－１  

制 御 建 屋 の 高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ

ス固化建屋監視制御盤３－１  

制 御 建 屋 の 高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ

ス固化建屋監視制御盤４－１  

制 御 建 屋 の 光 リ ピ ー タ （ 高 レ

ベル廃液ガラス固化－Ａ系）  

制 御 建 屋 の 光 リ ピ ー タ （ 高 レ

ベル廃液ガラス固化－Ｂ系）  

制 御 建 屋 の Ｋ 建 屋 監 視 制 御 盤

用プリンタ１  

制 御 建 屋 の Ｋ 建 屋 監 視 制 御 盤

用プリンタ２  

制 御 建 屋 の Ｋ 建 屋 監 視 制 御 盤

用プリンタ３  

制 御 建 屋 の Ｋ 建 屋 監 視 制 御 盤

用プリンタ４  

制 御 建 屋 の Ｋ 建 屋 監 視 制 御 盤

用プリンタ５  

制 御 建 屋 の Ｋ 建 屋 監 視 制 御 盤

用ハード  コピー１  

制 御 建 屋 の Ｋ 建 屋 監 視 制 御 盤

用ハード  コピー２  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱

硝建屋の監視制御盤１  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱

硝建屋の監視制御盤２  

 

  

1885



（つづき）  

審査基準，基準規則と対処設備との対応表  

重大事故等対処設備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応  

番号  

手

段  
設備  

－  －  －  －  

共

通

電

源

車

に

よ

る

給

電  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱

硝建屋の脱硝工程  ＣＰＵ盤  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱

硝 建 屋 の ユ ー テ ィ リ テ ィ ・ 建

屋換気設備  ＣＰＵ盤  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱

硝建屋の電気設備  ＣＰＵ盤  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱

硝建屋の電気 ･光リピータ盤  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱

硝建屋の電気設備変換器盤  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱

硝建屋の焙焼・還元Ａ・還元ガ

ス工程  ＣＰＵ盤  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱

硝建屋の焙焼・還元Ｂ・還元ガ

ス工程  ＣＰＵ盤  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱

硝 建 屋 の マ テ ハ ン 系 ・ 廃 液 処

理工程  ＣＰＵ盤  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱

硝 建 屋 の 査 察 イ ン タ ー フ ェ イ

ス盤  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱

硝 建 屋 の ガ ン マ  モ ニ タ 制 御

盤  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱

硝 建 屋 の ガ ン マ  モ ニ タ 現 場

盤  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱

硝建屋の放射線現場盤１  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱

硝建屋の放射線現場盤２  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱

硝建屋の高精度液量演算装置  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱

硝 建 屋 の 高 精 度 液 位 計 計 装 ラ

ック１  

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱

硝 建 屋 の 高 精 度 液 位 計 計 装 ラ

ック２  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋

の電気設備  ＣＰＵ盤  

1886



（つづき）  

審査基準，基準規則と対処設備との対応表  

重大事故等対処設備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応  

番号  

手

段  
設備  

－  －  －  －  

共

通

電

源

車

に

よ

る

給

電  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋

の光リピータ盤  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋

の 塔 槽 類 廃 ガ ス 処 理 設 備 ガ ラ

ス 固 化 廃 ガ ス 処 理 設 備  Ｃ Ｐ

Ｕ盤  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋

の ユ ー テ ィ リ テ ィ 設 備  Ｃ Ｐ

Ｕ盤１  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋

の ユ ー テ ィ リ テ ィ 設 備  Ｃ Ｐ

Ｕ盤２  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋

の ガ ラ ス 固 化 体 取 扱 工 程  Ｃ

ＰＵ盤  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋

の ガ ラ ス 溶 融 ， ガ ラ ス 固 化 体

取 扱 工 程 ガ ラ ス 原 料 設 備  Ｃ

ＰＵ盤  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋

の 高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 付

帯設備  ＣＰＵ盤  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋

の 高 レ ベ ル 濃 縮 廃 液 ， 共 用 貯

蔵工程  ＣＰＵ盤  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋

の 不 溶 解 残 渣 ， ア ル カ リ 廃 液

貯蔵工程  ＣＰＵ盤  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋

の受入・供給工程  ＣＰＵ盤  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋

の ガ ラ ス 固 化 体 取 扱 ， 固 化 体

貯蔵工程  ＣＰＵ盤  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋

の建屋換気設備  ＣＰＵ盤  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋

の査察インターフェイス盤  

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋

の 冷 却 水 ・ 冷 水 設 備 プ ロ セ ス

放射線モニタ盤  
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（つづき）  

審査基準，基準規則と対処設備との対応表  

重大事故等対処設備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応  

番号  

手

段  
設備  

－  －  －  －  

共

通

電

源  

車  

に

よ

る

給

電  

使 用 済 燃 料 受 入 れ 施 設 及 び 貯

蔵 施 設 の 安 全 系 制 御 盤 １ Ａ －

２  

使 用 済 燃 料 受 入 れ 施 設 及 び 貯

蔵 施 設 の 安 全 系 監 視 制 御 盤 １

Ａ  
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表  
重大事故等対処設 備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応

番号  

手段  設備  

－  －  －  －  

非
常
用
電
源
建
屋
又

は

制
御
建
屋
へ
の
給
電 

共 通 電 源 車 （ 約 2,000ｋ Ｖ

Ａ）  

燃料供給ポンプ  

燃 料供 給 ポ ンプ 用 電 源 ケ ー

ブル  

可搬型電源ケーブル  
可搬型燃料供給ホース  
非 常用 電 源 建屋 の 燃 料 油 貯

蔵タンク  

１Ａ，２Ａ，１Ｂ，２Ｂ  

共 通 電 源 車 （ 約 1,700ｋ Ｖ

Ａ）  

共 通 電 源 車 （ 約 1,000ｋ Ｖ

Ａ）２台  

第１軽油貯槽  

第２軽油貯槽  

軽油タンクローリ  

1889



審査基準，基準規則と対処設備との対応表  
重大事故等対処設 備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応

番号  

手段  設備  

－  －  －  －  

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
建

屋

へ
の
給
電 

共 通 電 源 車 （ 約 2,000ｋ Ｖ

Ａ）  

燃料供給ポンプ  

燃 料供 給 ポ ンプ 用 電 源 ケ ー

ブル  

可搬型電源ケーブル  
可搬型燃料供給ホース  

Ｄ ／Ｇ 用 燃 料油 受 入 れ ・ 貯

蔵所  

共 通 電 源 車 （ 約 1,700ｋ Ｖ

Ａ）  

共 通 電 源 車 （ 約 1,000ｋ Ｖ

Ａ）２台  

第１軽油貯槽  

第２軽油貯槽  

軽油タンクローリ  

1890



審査基準，基準規則と対処設備との対応表  
重大事故等対処設 備  自主対策設備  

手段  設備  

既設  

新設  

可搬  

解釈  

対応

番号  

手段  設備  

－  －  －  －  

使
用
済
燃
料
の
受
入
れ

施
設
及
び
貯
蔵
施
設

へ

の

給
電 

共 通 電 源 車 （ 約 2,000ｋ Ｖ

Ａ）  

燃料供給ポンプ  

燃 料供 給 ポ ンプ 用 電 源 ケ ー

ブル  

可搬型電源ケーブル  
可搬型燃料供給ホース  
使 用済 燃 料 の受 入 れ 施 設 及

び貯蔵施設の重油タンク  

Ａ－１，Ａ－２，Ｂ－１，Ｂ

－２  

共 通 電 源 車 （ 約 1,700ｋ Ｖ

Ａ）  

共 通 電 源 車 （ 約 1,000ｋ Ｖ

Ａ）２台  

第１軽油貯槽  

第２軽油貯槽  

軽油タンクローリ  
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表  

技術的能力審査基 準 （ 1.9）  適合方針  

【要求事項】  

再処理事業者にお い て，設計基

準事故に対処する た めの設備の電

源が喪失したこと に より重大事故

等が発生した場合 に おいて当該重

大事故等に対処す る ために必要な

電力を確保するた め に必要な手順

等が適切に整備さ れ ているか，又

は整備される方針 が 適切に示され

ていること。  

 

設計基準事故に対処するための

設備の電源が喪失したことにより

重大事故等が発生した場合におい

て当該重大事故等に対処するため

に必要な電力を確保するために必

要な手順等を整備する。又は整備

される方針を適示する。  

【解釈】  

１  「電力を確保 す るために必要な

手順等」とは，以 下 に掲げる措置

又はこれらと同等 以 上の効果を有

する措置を行うた め の手順等をい

う。  

－  

（ １ ）  重大事故等に 対処するために

必要な電力の確保  
－  

ａ ）  電源 が喪失した ことにより重

大事故等が発生し た 場合におい

て，当該重大事故 等 に対処する

ために必要な電力 を 確保するた

めに必要な手順等 を 整備するこ

と。  

電源が喪失したことにより重大

事故等が発生した場合において，

当該重大事故等に対処するために

必要な電力を確保するために必要

な手順等を整備する。  

ｂ ）  事業 所内直流電 源設備から給

電されている間に ， 十分な余裕

を持って可搬型代 替 電源設備を

繋ぎ込み，給電が 開 始できるこ

と。  

非常用蓄電池は，想定される重

大事故等の発生から，共通電源車

を繋ぎ込み，給電開始できるまで

の間，計測制御設備に電力の供給

ができる容量を有する設計として

いるが，重大事故等対処設備の計

装設備は，充電池，乾電池又は可

搬型発電機を用いて対処する設計

とすることから，直流電源の供給

は不要とする。  

ｃ ）  事業 所内電気設 備（モーター  

コントロール  セン ター（ＭＣ

Ｃ），パワー  セン ター（Ｐ／

Ｃ）及び金属閉鎖 配 電盤（メタ

ル  クラッド（ＭＣ ）等）は，共

通要因で機能を失 う ことなく，

少なくとも一系統 は 機能の維持

及び人の接近性の 確 保を図るこ

と。  

重大事故等に対処するために必

要な常設重大事故等対処設備は，

非常用所内電源系統とし，共通原

因で機能を失うことなく，少なく

とも１系統の機能の維持及び人の

接近性の確保ができる設計として

いる。  
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重大事故対策の成立性 

 

 １．可搬型発電機による給電 

  （ａ）要員数及び想定時間 

   ａ）前処理建屋可搬型発電機による前処理建屋の重大事故対処用

母線への給電 

作業内容 想定作業

時間 

備考 

可搬型電源ケーブル敷設・接続 １時間以

内 

建屋対策班の班員６人で対応

を想定。 

前処理建屋可搬型発電機起動 15 分以

内 

建屋対策班の班員２人で対応

を想定。 

   以上より，前処理建屋可搬型発電機を用いた前処理建屋の重大事故

対処用母線への給電するための手順に必要となる合計の要員数は実

施責任者等の要員８人，建屋対策班の班員６人の合計 14 人にて実施

する。 

 

ｂ）分離建屋可搬型発電機による分離建屋の重大事故対処用母線

への給電 

作業内容 想定作業

時間 

備考 

可搬型電源ケーブル敷設・接続 １時間

30分以

内 

建屋対策班の班員８人で対応

を想定。 

分離建屋可搬型発電機起動 20分以

内 

建屋対策班の班員２人で対応

を想定。 

   以上より，分離建屋可搬型発電機を用いた分離建屋の重大事故対処

用母線への給電するための手順に必要となる合計の要員数は実施責

任者等の要員８人，建屋対策班の班員 10 人の合計 18 人にて実施す

る。 
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ｃ）ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型発電機による精製

建屋の重大事故対処用母線への給電 

作業内容 想定作業

時間 

備考 

可搬型電源ケーブル敷設・接続 １時間

30分以

内 

建屋対策班の班員４人で対応

を想定。 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋

可搬型発電機起動 

20分以

内 

建屋対策班の班員２人で対応

を想定。 

   以上より，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型発電機を用い

た精製建屋の重大事故対処用母線への給電するための手順に必要と

なる合計の要員数は実施責任者等の要員８人，建屋対策班の班員４人

の合計 12人にて実施する。 

 

ｄ）制御建屋可搬型発電機による制御建屋の重大事故等対処設備

への給電 

作業内容 想定作業

時間 

備考 

制御建屋可搬型発電機起動準備 ２時間

50分以

内 

建屋対策班の班員４人で対応

を想定。 

制御建屋可搬型発電機起動 10分以

内 

建屋対策班の班員２人で対応

を想定。 

   以上より，制御建屋可搬型発電機を用いた制御建屋の重大事故等対

処設備への給電するための手順に必要となる合計の要員数は実施責

任者等の要員８人，建屋対策班の班員４人の合計 12人にて実施する。 

 

ｅ）高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型発電機による高レベル廃

液ガラス固化建屋の重大事故対処用母線への給電 

作業内容 想定作業

時間 

備考 

可搬型電源ケーブル敷設・接続 ２時間

20分以

内 

建屋対策班の班員８人で対応

を想定。 

高レベル廃液ガラス固化建屋可搬

型発電機起動 

50分以

内 
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   以上より，高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型発電機を用いた高レ

ベル廃液ガラス固化建屋の重大事故対処用母線への給電するための

手順に必要となる合計の要員数は実施責任者等の要員８人，建屋対策

班の班員８人の合計 16人にて実施する。 

 

ｆ）使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機による使

用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の重大事故等対処設備へ

の給電 

作業内容 想定作業

時間 

備考 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵

施設可搬型発電機運搬 

40分以

内 

建屋対策班の班員 10 人で対応

を想定。 

可搬型電源ケーブル敷設・接続 ２時間

45 分以

内 

建屋対策班の班員 16 人で対応

を想定。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵

施設可搬型発電機起動 

20分以

内 

建屋対策班の班員８人で対応

を想定。 

   以上より，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機を用

いた使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の重大事故等対処設備へ

の給電するための手順に必要となる合計の要員数は実施責任者等の

要員８人，建屋対策班の班員 26人の合計 34人にて実施する。 

 

（ｂ）操作の成立性 

作業環境：全交流動力電源の喪失に伴う建屋内の照明消灯時にお

いても，ＬＥＤハンド ライト及びヘッドライトを携行

している。また，操作は初動対応にて確認した作業環

境に応じて適切な防護具（酸素呼吸器，タイベック ス

ーツ，個人線量計等）を着用又は携行して作業を行う。

必要な資機材の詳細については，「１．０ 重大事故等

対策における共通事項」の第１－６表の放射線防護式

材等（中央制御室）にて整備する。 

移動経路：ＬＥＤハンド ライト及びヘッドライトを携行しており

近接可能である。また，作業前に実施する初動対応にお

いて，アクセス ルートにおける火災，溢水，薬品漏え

い及び線量上昇の有無等の対処の阻害要因を把握し，

その状況に応じて，適切なアクセス ルートの選定，対
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処の阻害要因の除去を行うため，アクセス ルートに支

障はない。 

連絡手段：操作を行う建屋内と建屋外との通信連絡は，可搬型衛星

電話（屋内用），可搬型トランシーバ（屋内用），可搬型

衛星電話（屋外用），可搬型トランシーバ（屋外用）に

て行う。通信連絡を行うために必要な設備の詳細につ

いては，「１．14 通信連絡に関する手順等」にて整備す

る。 

教育及び訓練：必要な電源確保及び可搬型重大事故等対処設備を使用

した対応操作を習得することを目的に，手順や資機材の

取扱い方法の習得を図るための訓練を計画的に実施す

る。教育及び訓練の詳細については，「１．０ 重大事故

等対策における共通事項」にて整備する。 
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２．共通電源車による給電 

  （ａ）要員数及び想定時間 

   ａ）共通電源車による非常用電源建屋の 6.9ｋＶ非常用主母線へ

の給電 

作業内容 想定作業

時間 

備考 

電源隔離（非常用電源建屋） 40分以

内 

建屋対策班の班員２人で対応

を想定。 

可搬型電源ケーブル敷設・接続 55 分以

内 

建屋対策班の班員２人で対応

を想定。 

可搬型燃料供給ホース敷設・接続 55 分以

内 

建屋対策班の班員４人で対応

を想定。 

共通電源車起動 ５分以内 建屋対策班の班員２人で対応

を想定。 

共通電源車運転状態確認 － 建屋対策班の班員４人で対応

を想定。 

   以上より，共通電源車を用いた非常用電源建屋の 6.9ｋＶ非常用主

母線への給電するための手順に必要となる合計の要員数は，実施責任

者等の要員９人，建屋対策班の班員 14 人の合計 23 人，想定時間は１

時間以内で実施する。 

 

   ｂ）共通電源車による制御建屋の 6.9ｋＶ非常用母線への給電 

作業内容 想定作業

時間 

備考 

電源隔離（非常用電源建屋） 40分以

内 

建屋対策班の班員２人で対応

を想定。 

可搬型電源ケーブル敷設・接続 55 分以

内 

建屋対策班の班員２人で対応

を想定。 

可搬型燃料供給ホース敷設・接続 55 分以

内 

建屋対策班の班員４人で対応

を想定。 

共通電源車起動 ５分以内 建屋対策班の班員２人で対応

を想定。 

共通電源車運転状態確認 － 建屋対策班の班員４人で対応

を想定。 
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   以上より，共通電源車を用いた制御建屋の 6.9ｋＶ非常用母線への

給電するための手順に必要となる合計の要員数は，実施責任者等の要

員９人，建屋対策班の班員 14人の合計 23 人，想定時間は１時間以内

で実施する。 

 

   ｃ）共通電源車によるユーティリティ建屋の 6.9ｋＶ運転予備用

主母線への給電 

作業内容 想定作業

時間 

備考 

電源隔離（ユーティリティ建屋） 40分以

内 

建屋対策班の班員２人で対応

を想定。 

共通電源車移動 30分以

内 

建屋対策班の班員２人で対応

を想定。 

可搬型電源ケーブル敷設・接続 40分以

内 

建屋対策班の班員２人で対応

を想定。 

可搬型燃料供給ホース敷設・接続 40分以

内 

建屋対策班の班員２人で対応

を想定。 

共通電源車起動 ５分以内 建屋対策班の班員２人で対応

を想定。 

共通電源車運転状態確認 － 建屋対策班の班員４人で対応

を想定。 

   以上より，共通電源車を用いたユーティリティ建屋の 6.9ｋＶ運転

予備用主母線への給電するための手順に必要となる合計の要員数は，

実施責任者等の要員９人，建屋対策班の班員 12 人の合計 21 人，想定

時間は１時間 15分以内で実施する。 

 

   ｄ）共通電源車による使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の 6.9

ｋＶ非常用母線への給電 

作業内容 想定作業

時間 

備考 

電源隔離 40分以

内 

建屋対策班の班員２人で対応

を想定。 

共通電源車移動 20分以

内 

建屋対策班の班員２人で対応

を想定。 
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可搬型電源ケーブル敷設・接続 40分以

内 

建屋対策班の班員 10 人で対応

を想定。 

可搬型燃料供給ホース敷設・接続 40分以

内 

建屋対策班の班員８人で対応

を想定。 

共通電源車起動 10分以

内 

建屋対策班の班員２人で対応

を想定。 

共通電源車運転状態確認 － 建屋対策班の班員４人で対応

を想定。 

   以上より，共通電源車を用いた使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施

設の 6.9ｋＶ非常用母線への給電するための手順に必要となる合計

の要員数は，実施責任者等の要員９人，建屋対策班の班員 22 人の合

計 31人，想定時間は１時間 10分以内で実施する。 

 

（ｂ）操作の成立性 

作業環境：全交流動力電源の喪失に伴う建屋内の照明消灯時にお

いても，ＬＥＤハンド ライト及びヘッドライトを携行

している。また，操作は初動対応にて確認した作業環

境に応じて適切な防護具（酸素呼吸器，タイベック ス

ーツ，個人線量計等）を着用又は携行して作業を行う。

必要な資機材の詳細については，「１．０ 重大事故等

対策における共通事項」の第１－６表の放射線防護式

材等（中央制御室）にて整備する。 

移動経路：ＬＥＤハンド ライト及びヘッドライトを携行しており

近接可能である。また，作業前に実施する初動対応にお

いて，アクセス ルートにおける火災，溢水，薬品漏え

い及び線量上昇の有無等の対処の阻害要因を把握し，

その状況に応じて，適切なアクセス ルートの選定，対

処の阻害要因の除去を行うため，アクセス ルートに支

障はない。 

連絡手段：操作を行う建屋内と建屋外との通信連絡は，可搬型衛星

電話（屋内用），可搬型トランシーバ（屋内用），可搬型

衛星電話（屋外用），可搬型トランシーバ（屋外用）に

て行う。通信連絡を行うために必要な設備の詳細につ

いては，「１．14 通信連絡に関する手順等」にて整備す

る。 
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教育及び訓練：必要な電源確保及び可搬型重大事故等対処設備を使用

した対応操作を習得することを目的に，手順や資機材の

取扱い方法の習得を図るための訓練を計画的に実施す

る。教育及び訓練の詳細については，「１．０ 重大事故

等対策における共通事項」にて整備する。  
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３．軽油貯蔵タンクから可搬型発電機，可搬型空気圧縮機，可搬型中

型移送ポンプ及び大型移送ポンプ車への燃料の補給 

（ａ）要員数及び想定時間 

  ａ）軽油貯槽から軽油用タンクローリへの燃料の補給 

作業内容 想定作業

時間 

備考 

軽油貯槽から軽油用タンクローリ

への燃料の補給 

1時間 20

分以内 

軽油用タンクローリ３台使用

し，建屋外対応班の班員３人で

対応を想定。 

   以上より，軽油貯槽から軽油用タンクローリへの燃料の補給するた

めの手順に必要となる合計の要員数は実施責任者等８人，建屋外対応

班の班員３人の合計 11人にて実施する。 

 

ｂ） 軽油用タンクローリから可搬型発電機近傍のドラム缶への

燃料の補給 

作業内容 想定作業

時間 

備考 

軽油用タンクローリから可搬型発

電機の近傍のドラム缶への燃料の

補給 

10時間

以内 

建屋外対応班の班員２人で対

応を想定。 

 軽油用タンクローリから可搬型発

電機の近傍のドラム缶への燃料の

補給（２回目以降） 

９時間

30分以

内 

建屋外対応班の班員１人で対

応を想定。 

以上より，軽油用タンクローリから可搬型発電機の近傍のドラム缶

への燃料の補給するための手順に必要となる合計の要員数は実施責

任者等８人，建屋外対応班の班員２人の合計 10 人，２回目以降の要

員数は実施責任者等８人，建屋外対応班の班員１人の合計９人にて

実施する。 

 

ｃ） 軽油用タンクローリから可搬型空気圧縮機の近傍のドラム

缶への燃料の補給 

作業内容 想定作業

時間 

備考 

軽油用タンクローリから可搬型空

気圧縮機の近傍のドラム缶への燃

料の補給 

７時間以

内 

建屋外対応班の班員１人で対

応を想定。 
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 軽油用タンクローリから可搬型空

気圧縮機の近傍のドラム缶への燃

料の補給（２回目以降） 

９時間

30分以

内 

建屋外対応班の班員１人で対

応を想定。 

以上より，軽油用タンクローリから可搬型空気圧縮機の近傍のドラ

ム缶への燃料の補給するための手順に必要となる合計の要員数は実

施責任者等８人，建屋外対応班の班員１人の合計９人，２回目以降の

要員数は実施責任者等８人，建屋外対応班の班員１人の合計９人に

て実施する。 

 

ｄ） 軽油用タンクローリから可搬型中型移送ポンプの近傍のド

ラム缶への燃料の補給 

作業内容 想定作業

時間 

備考 

軽油用タンクローリから可搬型中

型移送ポンプの近傍のドラム缶へ

の燃料の補給 

５時間

40分以

内 

建屋外対応班の班員１人で対

応を想定。 

軽油用タンクローリから可搬型中

型移送ポンプの近傍のドラム缶へ

の燃料の補給（２回目以降） 

15時間

以内 

建屋外対応班の班員１人で対

応を想定。 

以上より，軽油用タンクローリから可搬型中型移送ポンプの近傍の

ドラム缶への燃料の補給するための手順に必要となる合計の要員数

は実施責任者等８人，建屋外対応班の班員１人の合計９人，２回目以

降の要員数は実施責任者等８人，建屋外対応班の班員１人の合計９

人にて実施する。 

 

ｅ） 軽油用タンクローリから大型移送ポンプ車の近傍のドラム

缶への燃料の補給 

作業内容 想定作業

時間 

備考 

大型移送ポンプ車の近傍のドラム

缶への燃料の補給 

12時間

20分以

内 

建屋外対応班の班員２人で対

応を想定。 

大型移送ポンプ車の近傍のドラム

缶への燃料の補給（２回目以降） 

12時間

30分以

内 

建屋外対応班の班員２人で対

応を想定。 

以上より，軽油用タンクローリから大型移送ポンプ車の近傍のドラ
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ム缶への燃料の補給するための手順に必要となる合計の要員数は実

施責任者等８人，建屋外対応班の班員２人の合計 10人，２回目以降

の要員数は実施責任者等８人，建屋外対応班の班員２人の合計 10人

にて実施する。 

 

ｆ） ドラム缶から可搬型発電機及び可搬型空気圧縮機への燃料

の補給 

作業内容 想定作業

時間 

備考 

ドラム缶から可搬型発電機及び可

搬型空気圧縮機への燃料の補給 

１時間

30分以

内 

建屋対策班の班員 26人で対

応を想定。 

以上より，ドラム缶から可搬型発電機及び可搬型空気圧縮機への燃

料の補給するための手順に必要となる合計の要員数は実施責任者等

９人，建屋対策班の班員 26 人の合計 35 人にて実施する。 

 

ｇ） ドラム缶から可搬型中型移送ポンプへの燃料の補給 

作業内容 想定作業

時間 

備考 

ドラム缶から可搬型中型移送ポン

プへの燃料の補給 

２時間

50分以

内 

建屋外対応班の班員５人で対

応を想定。 

以上より，ドラム缶から可搬型中型移送ポンプへの燃料の補給する

ための手順に必要となる合計の要員数は実施責任者等８人，建屋外

対応班の班員５人の合計 13 人にて実施する。 

 

ｈ） ドラム缶から大型移送ポンプ車への燃料の補給 

作業内容 想定作業

時間 

備考 

ドラム缶から大型移送ポンプ車へ

の燃料の補給 

１時間以

内 

建屋外対応班の班員４人で対

応を想定。 

以上より，ドラム缶から大型移送ポンプ車への燃料の補給するため

の手順に必要となる合計の要員数は実施責任者等８人，建屋外対応

班の班員４人の合計 12人にて実施する。 
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（ｂ）操作の成立性 

作業環境：全交流動力電源の喪失に伴う建屋内の照明消灯時にお

いても，ＬＥＤハンド ライト及びヘッドライトを携行

している。また，操作は初動対応にて確認した作業環

境に応じて適切な防護具（酸素呼吸器，タイベック ス

ーツ，個人線量計等）を着用又は携行して作業を行う。

必要な資機材の詳細については，「１．０ 重大事故等

対策における共通事項」の第１－６表の放射線防護式

材等（中央制御室）にて整備する。 

移動経路：ＬＥＤハンド ライト及びヘッドライトを携行しており

近接可能である。また，作業前に実施する初動対応にお

いて，アクセス ルートにおける火災，溢水，薬品漏え

い及び線量上昇の有無等の対処の阻害要因を把握し，

その状況に応じて，適切なアクセス ルートの選定，対

処の阻害要因の除去を行うため，アクセス ルートに支

障はない。 

連絡手段：操作を行う建屋内と建屋外との通信連絡は，可搬型衛星

電話（屋内用），可搬型トランシーバ（屋内用），可搬型

衛星電話（屋外用），可搬型トランシーバ（屋外用）に

て行う。通信連絡を行うために必要な設備の詳細につ

いては，「１．14 通信連絡に関する手順等」にて整備す

る。 

教育及び訓練：必要な電源確保及び可搬型重大事故等対処設備を使用

した対応操作を習得することを目的に，手順や資機材の

取扱い方法の習得を図るための訓練を計画的に実施す

る。教育及び訓練の詳細については，「１．０ 重大事故

等対策における共通事項」にて整備する。 
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４．共通電源車への燃料の補給 

（ａ）要員数及び想定時間 

   ａ）第１非常用ディーゼル発電機の重油タンクから共通電源車へ

の燃料補給 

作業内容 想定作業

時間 

備考 

可搬型燃料供給ホース敷設・接続 40分以

内 

建屋対策班の班員８人で対応

を想定。 

   以上より，第１非常用ディーゼル発電機の重油タンクから共通電源

車への燃料補給するための手順に必要となる合計の要員数は実施責

任者等９人，建屋対策班の班員８人の合計 17人，想定時間は 40分以

内で実施する。 

 

   ｂ）第２非常用ディーゼル発電機の燃料油貯蔵タンクから共通電

源車への燃料補給 

作業内容 想定作業

時間 

備考 

可搬型燃料供給ホース敷設・接続 １時間以

内 

建屋対策班の班員４人で対応

を想定。 

   以上より，第２非常用ディーゼル発電機の燃料油貯蔵タンクから共

通電源車への燃料補給するための手順に必要となる合計の要員数は

実施責任者等９人，建屋対策班の班員４人の合計 13 人，想定時間は

１時間以内で実施する。 

 

   ｃ）Ｄ／Ｇ用燃料油受入れ・貯蔵所から共通電源車への燃料補給 

作業内容 想定作業

時間 

備考 

可搬型燃料供給ホース敷設・接続 40分以

内 

建屋対策班の班員２人で対応

を想定。 

   以上より，Ｄ／Ｇ用燃料油受入れ・貯蔵所から共通電源車への燃料

補給するための手順に必要となる合計の要員数は実施責任者等９人，

建屋対策班の班員２人の合計 11 人，想定時間は 40 分以内で実施す

る。 
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（ｂ）操作の成立性 

作業環境：全交流動力電源の喪失に伴う建屋内の照明消灯時にお

いても，ＬＥＤハンド ライト及びヘッドライトを携行

している。また，操作は初動対応にて確認した作業環

境に応じて適切な防護具（酸素呼吸器，タイベック ス

ーツ，個人線量計等）を着用又は携行して作業を行う。

必要な資機材の詳細については，「１．０ 重大事故等

対策における共通事項」の第１－６表の放射線防護式

材等（中央制御室）にて整備する。 

移動経路：ＬＥＤハンド ライト及びヘッドライトを携行しており

近接可能である。また，作業前に実施する初動対応にお

いて，アクセス ルートにおける火災，溢水，薬品漏え

い及び線量上昇の有無等の対処の阻害要因を把握し，

その状況に応じて，適切なアクセス ルートの選定，対

処の阻害要因の除去を行うため，アクセス ルートに支

障はない。 

連絡手段：操作を行う建屋内と建屋外との通信連絡は，可搬型衛星

電話（屋内用），可搬型トランシーバ（屋内用），可搬型

衛星電話（屋外用），可搬型トランシーバ（屋外用）に

て行う。通信連絡を行うために必要な設備の詳細につ

いては，「１．14 通信連絡に関する手順等」にて整備す

る。 

教育及び訓練：必要な電源確保及び可搬型重大事故等対処設備を使用

した対応操作を習得することを目的に，手順や資機材の

取扱い方法の習得を図るための訓練を計画的に実施す

る。教育及び訓練の詳細については，「１．０ 重大事故

等対策における共通事項」にて整備する。 
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給電対象負荷リスト  

共通電源車から給 電 する負荷   

【前処理建屋】  
安全冷却水Ａ循環 ポ ンプＡ  
安全空気圧縮装置 Ａ  
溶解槽セルＡ排風 機 Ａ  
溶解槽セルＢ排風 機 Ａ  
460Ｖ非常用コント ロールセンタＡ１の共通電源  
よう素除去工程排 風 機Ａ制御盤  
安全冷却水１Ａポ ン プＡ  
安全冷却水２ポン プ Ａ  
排風機Ａ  
6.9ｋＶ非常用メタ クラＡの制御電源  
460Ｖ非常用パワー センタＡの制御電源  
溶解槽セルＡ排風 機 Ａ極数変換盤  
溶解槽セルＢ排風 機 Ａ極数変換盤  
よう素除去工程安全系Ａ制御盤３  
ユーティリティ工 程 安全系Ａ制御盤１  
ユーティリティ工 程 安全系Ａ制御盤２  
溶解工程Ａ，Ｂ系 列 安全系Ａ制御盤  
圧縮空気設備安全 空 気圧縮装置Ａ現場監視制御盤  
溶解工程Ｂ系列， ユ ーティリティ工程安全系Ａ制御盤２  
よう素除去工程Ｃ 系 統電源切替盤  
460Ｖ非常用コント ロールセンタＡ２の共通電源  
冷却水冷水設備  安 全冷却水Ａ冷却塔機側変圧器盤  
安全冷却水Ａ冷却 フ ァン１，２，３，４，５，６  

460Ｖ非常用コント ロールセンタＡ３の共通電源  

安全冷却水Ａ冷却 フ ァン７，８，９， 10， 11， 12 
安全冷却水Ｂ循環 ポ ンプＡ  
安全空気圧縮装置 Ｂ  
溶解槽セルＡ排風 機 Ｂ  
溶解槽セルＢ排風 機 Ｂ  
460Ｖ非常用コント ロールセンタＢ１の共通電源  
よう素除去工程排 風 機Ｂ制御盤  
安全冷却水１Ｂポ ン プＡ  

安全冷却水２ポン プ Ｂ  

排風機Ｂ（塔槽類 廃 ガス処理設備）  
6.9ｋＶ非常用メタ クラＢの制御電源  
460Ｖ非常用パワー センタＢの制御電源  
溶解槽セルＡ排風 機 Ｂ極数変換盤  
溶解槽セルＢ排風 機 Ｂ極数変換盤  
よう素除去工程安全系Ｂ制御盤３  
ユーティリティ工 程 安全系Ｂ制御盤１  
ユーティリティ工 程 安全系Ｂ制御盤２  
溶解工程Ａ，Ｂ系 列 安全系Ｂ制御盤  

 圧縮空気設備安 全 空気圧縮装置Ｂ現場監視制御盤  
溶解工程Ｂ系列， ユ ーティリティ工程安全系Ｂ制御盤２  

【分離建屋】  
460Ｖ非常用コント ロールセンタＡの共通制御電源  
冷却水循環ポンプ Ａ  
安全冷却水１Ａポ ン プＡ  
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（つづき）  
共通電源車から給 電 する負荷  

【分離建屋】  
安全冷却水２ポン プ Ａ  
排風機Ａ（塔槽類 廃 ガス処理設備）  
460Ｖ非常用パワー センタＡの制御電源  
ユーティリティ工 程 安全系Ａ制御盤１  
ユーティリティ工 程 安全系Ａ制御盤２  
460Ｖ非常用コント ロールセンタＢの共通制御電源  
冷却水循環ポンプ Ｃ  
安全冷却水１Ｂポ ン プＡ  
安全冷却水２ポン プ Ｂ  
排風機Ｂ（塔槽類 廃 ガス処理設備）  
460Ｖ非常用パワー センタＢの制御電源  
ユーティリティ工 程 安全系Ｂ制御盤１  
ユーティリティ工 程 安全系Ｂ制御盤２  

【精製建屋】  
460Ⅴ非常用コント ロールセンタＡ１の共通制御電源  
安全冷却水Ａポン プ Ａ  
110Ⅴ非常用直流主 分電盤Ａの共通用電源  
460Ｖ非常用パワー センタＡの制御電源  
ユーティリティ工 程 安全系Ａ制御盤  
非常用電気設備リ レ ー盤Ａ  
460Ⅴ非常用コント ロールセンタＡ２の共通制御電源  
安全冷却水Ｃポン プ Ａ  
排風機Ａ（塔槽類 廃 ガス処理系）  
460Ⅴ非常用コント ロールセンタＢ１の共通制御電源  
安全冷却水Ｂポン プ Ａ  
110Ⅴ非常用直流主 分電盤Ｂの共通用電源  
460Ｖ非常用パワー センタＢの制御電源  
ユーティリティ工 程 安全系Ｂ制御盤  
非常用電気設備リ レ ー盤Ｂ  
460Ⅴ非常用コント ロールセンタＢ２の共通制御電源  
安全冷却水Ｃポン プ Ｂ  
排風機Ｂ（塔槽類 廃 ガス処理系）  

【制御建屋】  
中央制御室送風機 Ａ  
460Ⅴ非常用コント ロールセンタＡ１の共通制御電源  
非常用照明用変圧 器 Ａ１  
非常用所内電源盤 Ａ  
換気空調設備安全 系 Ａ制御盤  
非常用電気設備リ レ ー盤Ａ  
放射線監視盤１  
放射線監視盤２  
110Ⅴ非常用直流主 分電盤Ａの共通用電源  
6.9ｋＶ非常用メタ クラＡの制御電源  
460Ｖ非常用パワー センタＡの制御電源  
制御建屋安全系Ａ 監 視制御盤ＡＮＮ電源  
Ｇ施設監視制御盤 非 常用警報及び表示（Ａ系）  
200Ⅴ非常用照明用 分電盤Ａ１  
460Ⅴ非常用コント ロールセンタＡ２の共通制御電源  
中央制御室排風機 Ａ  
中央制御室送風機 Ｂ  
460Ⅴ非常用コント ロールセンタＢ１の共通制御電源  
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（つづき）  
共通電源車から給 電 する負荷  

【制御建屋】  
 冷却水冷水設備  安全冷却水Ｂ冷却塔機側変圧器盤  

安全冷却水Ｂ冷却 フ ァン１，２，３，４，５，６，７，８，９  
非常用所内電源盤 Ｂ  
換気空調設備安全 系 Ｂ制御盤  
非常用電気設備リ レ ー盤Ｂ  
110Ⅴ非常用直流主 分電盤Ｂの共通用電源  
6.9ｋＶ非常用メタ クラＢの制御電源  
460Ｖ非常用パワー センタＢの制御電源  
制御建屋安全系Ｂ 監 視制御盤ＡＮＮ電源  
Ｇ施設監視制御盤 非 常用警報及び表示（Ｂ系）  
200Ⅴ非常用照明用 分電盤Ｂ１  
460Ⅴ非常用コント ロールセンタＢ２の共通制御電源  
安全冷却水Ｂ冷却 フ ァン 10， 11， 12 
非常用照明用変圧 器 Ｂ１  
中央制御室排風機 Ｂ  

【ウラン・プルト ニ ウム混合脱硝建屋】  

460Ⅴ非常用コント ロールセンタＡ１の共通制御電源  

冷水移送ポンプＡ  

第１排風機Ａ  

第２排風機Ａ  

110Ⅴ非常用直流主 分電盤Ａの共通用電源  

6.9ｋＶ非常用メタ クラＡ制御電源  

460Ｖ非常用パワー センタＡ制御電源  

ウラン・プルトニ ウ ム混合脱硝設備安全系Ａ制御盤  

非常用電気設備リ レ ー盤Ａ  

460Ⅴ非常用コント ロールセンタＢ１の共通制御電源  

冷水移送ポンプＣ  

第１排風機Ｂ  

第２排風機Ｂ  

110Ⅴ非常用直流主 分電盤Ｂの共通用電源  

6.9ｋＶ非常用メタ クラＢ制御電源  

460Ｖ非常用パワー センタＢ制御電源  

ウラン・プルトニ ウ ム混合脱硝設備安全系Ｂ制御盤  

非常用電気設備リ レ ー盤Ｂ  
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共通電源車から給 電 する負荷  

【高レベル廃液ガ ラ ス固化建屋】  

460Ⅴ非常用コント ロールセンタＡ１の共通電源  

第１排風機Ａ  

第２排風機Ａ  

第１高レベル濃縮 廃 液貯槽冷却水ＡポンプＡ  

第２高レベル濃縮 廃 液貯槽冷却水ＡポンプＡ  

安全冷却水Ａ系ポ ン プＡ  

高レベル廃液共用 貯 槽冷却水ＡポンプＡ  

安全冷却水１Ａポ ン プＡ  

460Ｖ非常用パワー センタＡの制御電源  

高レベル廃液貯蔵 ・ ガラス固化工程安全系Ａ制御盤 (リレー盤１ ) 

高レベル廃液貯蔵 ・ ガラス固化工程安全系Ａ制御盤 (リレー盤２ ) 

高レベル廃液貯蔵 ・ ガラス固化工程安全系Ａ制御盤 (リレー盤３ ) 

非常用電気設備リ レ ー盤Ａ  

105Ⅴ非常用無停電 電源装置Ａの制御電源  

高レベル廃液貯蔵 ・ ガラス固化工程安全系Ａ制御盤２  

高レベル廃液貯蔵 ・ ガラス固化工程安全系Ａ制御盤６  

460Ⅴ非常用コント ロールセンタＡ２の共通電源  

排風機Ａ（高レベ ル 濃縮廃液廃ガス処理系）  

排風機Ａ（不溶解 残 渣廃液廃ガス処理系）  

460Ⅴ非常用コント ロールセンタＢ１の共通電源  

第１排風機Ｂ  

第２排風機Ｂ  

第１高レベル濃縮 廃 液貯槽冷却水ＢポンプＡ  

第２高レベル濃縮 廃 液貯槽冷却水ＢポンプＡ  

安全冷却水Ｂ系ポ ン プＡ  

高レベル廃液共用 貯 槽冷却水ＢポンプＡ  

安全冷却水１ＢポンプＡ  

460Ｖ非常用パワー  センタＢの制御電源  

高レベル廃液貯蔵 ・ ガラス固化工程安全系Ｂ制御盤 (リレー盤１ ) 

高レベル廃液貯蔵 ・ ガラス固化工程安全系Ｂ制御盤 (リレー盤２ ) 

高レベル廃液貯蔵 ・ ガラス固化工程安全系Ｂ制御盤 (リレー盤３ ) 

非常用電気設備リ レ ー盤Ｂ  

105Ⅴ非常用無停電 電源装置Ｂの制御電源  

高レベル廃液貯蔵 ・ ガラス固化工程安全系Ｂ制御盤２  

高レベル廃液貯蔵 ・ ガラス固化工程安全系Ｂ制御盤６  

460Ⅴ非常用コント ロールセンタＢ２の共通電源  

排風機Ｂ（高レベ ル 濃縮廃液廃ガス処理系）  

排風機Ｂ（不溶解 残 渣廃液廃ガス処理系）  

【主排気筒管理建屋】  

モニタ中継伝送盤 Ａ  

主排気筒トリチウ ム サンプラＡ制御電源  

放射線表示盤Ａ  

主排気筒ガスモニ タ Ａサンプルラック  

主排気筒ダスト・ ヨ ウ素サンプルラックＡ（低レンジ）  

主排気筒のトリチ ウ ムサンプラＡ  

主排気筒のＣ -14サンプラＡ  

モニタ中継伝送盤 Ｂ  

主排気筒トリチウ ム サンプラＢ制御電源  

放射線表示盤Ｂ  
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【主排気筒管理建屋】  

主排気筒ガス  モニ タＢサンプルラック  

主排気筒ダスト・ ヨ ウ素サンプルラックＢ（低レンジ）  

主排気筒のトリチ ウ ムサンプラＢ  

主排気筒のＣ -14サンプラＢ  

【非常用電源建屋】  

460Ｖ非常用コント ロールセンタＡの制御電源  

6.9ｋＶ非常用メタ クラＡの制御電源  

非常用電気設備リ レ ー盤Ａ１  

非常用電気設備リ レ ー盤Ａ２  

460Ｖ非常用コント ロールセンタＢの制御電源  

6.9ｋＶ非常用メタ クラＢの制御電源  

非常用電気設備リ レ ー盤Ｂ１  

非常用電気設備リ レ ー盤Ｂ２  
前処理建屋可搬型 発 電機の負荷  

可搬型排風機  

情報把握計装設備  

分離建屋可搬型発 電 機の負荷  

可搬型排風機  

情報把握計装設備  

制御建屋可搬型発 電 機の負荷  

 代替制御建屋中 央 制御室換気設備  

 代替通信連絡設 備  

情報把握計装設備  

ウラン・プルトニ ウ ム混合脱硝建屋可搬型発電機の負荷  

可搬型排風機（精 製 建屋）  

情報把握計装設備 （ 精製建屋）  

可搬型排風機（ウ ラ ン・プルトニウム混合脱硝建屋）  

情報把握計装設備（ ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋）  

高レベル廃液ガラ ス 固化建屋可搬型発電機の負荷  

可搬型排風機  

情報把握計装設備  

使用済燃料の受入 れ 施設及び貯蔵施設可搬型発電機の負荷  

可搬型計測ユニッ ト  
可搬型監視ユニッ ト  
可搬型空冷ユニッ ト  
可搬型重要計器  
代替通信連絡設備  

情報把握計装設備  

可搬型排気モニタ リ ング設備  
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共通電源車（再処 理 施設（使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設を除く）の

計測制御負荷への 給 電）  
【前処理建屋】  

建屋換気設備  ＣＰ Ｕ盤  

アクティブユーテ ィ リティ設備１  ＣＰＵ盤  

アクティブユーテ ィ リティ設備２  ＣＰＵ盤  

インアクティブユ ー ティリティ設備１  ＣＰＵ盤  

インアクティブユ ー ティリティ設備２  ＣＰＵ盤  

電気設備  ＣＰＵ盤  

せん断 ･溶解工程保 守設備Ａ系列１  ＣＰＵ盤  

せん断 ･溶解工程保 守設備Ａ系列２  ＣＰＵ盤  

せん断 ･溶解工程保 守設備Ｂ系列１  ＣＰＵ盤  

せん断 ･溶解工程保 守設備Ｂ系列２  ＣＰＵ盤  

溶解・ＮＯｘ吸収 工 程Ａ系列１  ＣＰＵ盤  

溶解・ＮＯｘ吸収 工 程Ａ系列２  ＣＰＵ盤  

溶解・ＮＯｘ吸収 工 程Ｂ系列１  ＣＰＵ盤  

溶解・ＮＯｘ吸収 工 程Ｂ系列２  ＣＰＵ盤  

よう素除去工程 /溶 解オフガスフィルタ保守設備ＣＰＵ盤  

清澄設備Ａ系列  Ｃ ＰＵ盤  

清澄設備Ｂ系列  Ｃ ＰＵ盤  

計量設備  ＣＰＵ盤  

査察インターフェ イ ス盤Ａ  

査察インターフェ イ ス盤Ｂ  

査察インターフェ イ ス盤Ｃ  

査察インターフェ イ ス盤Ｄ  

プロセス放射線モ ニ タ制御盤  

105Ｖ無停電現場計 器スイッチ箱１（ＦＧ－２）  

105Ｖ無停電現場計 器スイッチ箱２（ＦＧ－２）  

105Ｖ無停電現場計 器スイッチ箱３（ＦＧ－２）  

105Ｖ無停電現場計 器スイッチ箱４（ＦＧ－２）  

105Ｖ無停電現場計 器スイッチ箱５（ＦＧ－２）  

105Ｖ無停電現場計 器スイッチ箱６（ＦＧ－２）  

105Ｖ無停電現場計 器スイッチ箱（ＦＧ－２ ,３ ,４ ,７Ａ ,７Ｂ）  

105Ｖ無停電現場計 器スイッチ箱（ＦＧ－２ ,３ ,４）  

105Ｖ無停電現場計 器スイッチ箱（ＦＧ－３ ,４）  

105Ｖ無停電現場計 器スイッチ箱（ＦＧ－２ ,５Ａ ,６Ａ ,９Ａ ,10）  

105Ｖ無停電現場計 器スイッチ箱（ＦＧ－５Ｂ ,６Ｂ ,７Ａ ,７Ｂ ,９Ｂ）  

105Ｖ無停電現場計 器スイッチ箱（ＦＧ－２ ,７Ａ ,７Ｂ）  

105Ｖ無停電現場計 器スイッチ箱（ＦＧ－７Ａ ,７Ｂ）  

105Ｖ無停電現場計 器スイッチ箱（ＦＧ－２ ,７Ｂ）  

計量設備Ｎｏ．４ 計 装ラック  

計量設備計量槽液 量 演算装置  

 

【分離建屋】  

建屋換気設備  ＣＰ Ｕ盤  

アクティブユーテ ィ リティ設備  ＣＰＵ盤  

インアクティブユ ー ティリティ設備  ＣＰＵ盤  

電気設備  ＣＰＵ盤  

共除染・分配系  Ｃ ＰＵ盤１  

共除染・分配系  Ｃ ＰＵ盤２  

共除染・分配系  Ｃ ＰＵ盤３  

共除染・分配系  Ｃ ＰＵ盤４  
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共除染・分配系  Ｃ ＰＵ盤５  

ウラン第１中間濃 縮 系１  ＣＰＵ盤  

ウラン第１中間濃 縮 系２  ＣＰＵ盤  

高レベル廃液濃縮 系  ＣＰＵ盤  

第１酸回収系  ＣＰ Ｕ盤  

アルカリ廃液濃縮 系 １  ＣＰＵ盤  

アルカリ廃液濃縮 系 ２  ＣＰＵ盤  

第２ブロック（分 離 建屋）サーバ盤１  

第２ブロック（分 離 建屋）サーバ盤２  

査察インターフェ イ ス盤Ｂ  

査察インターフェ イ ス盤Ａ  

査察インターフェ イ ス盤Ｃ  

電気設備変換器盤  

プロセス放射線モ ニ タ盤  Ｎｏ．１  

プロセス放射線モ ニ タ盤  Ｎｏ．２  

 

【精製建屋】  

建屋換気設備  ＣＰ Ｕ盤  

アクティブユーテ ィ リティ設備１  ＣＰＵ盤  

アクティブユーテ ィ リティ設備２  ＣＰＵ盤  

アクティブユーテ ィ リティ設備３  ＣＰＵ盤  

インアクティブ  ユ ーティリティ設備  ＣＰＵ盤  

電気設備  ＣＰＵ盤  

ウラン精製工程  Ｃ ＰＵ盤  

ウラン最終濃縮工 程 １  ＣＰＵ盤  

ウラン最終濃縮工 程 ２  ＣＰＵ盤  

第２酸回収工程１  ＣＰＵ盤  

第２酸回収工程２  ＣＰＵ盤  

溶媒処理工程  ＣＰ Ｕ盤  

プルトニウム精製 工 程１  ＣＰＵ盤  

プルトニウム精製 工 程２  ＣＰＵ盤  

プルトニウム精製 工 程３  ＣＰＵ盤  

プルトニウム精製 工 程４  ＣＰＵ盤  

プルトニウム濃縮 工 程１  ＣＰＵ盤  

プルトニウム濃縮 工 程２  ＣＰＵ盤  

第３ブロック（精 製 建屋）サーバ盤１  

第３ブロック（精 製 建屋）サーバ盤２  

査察インターフェ イ ス盤Ｃ  

査察インターフェ イ ス盤Ｂ  

査察インターフェ イ ス盤Ａ  

電気設備変換器盤  

高精度液位計計装 ラ ック  

放射線モニタ盤  

第２酸回収蒸発缶 ・ 精留塔加熱設備γモニタ現場盤  

温水設備γモニタ現 場盤  

冷却水・冷水設備 γ モニタ現場盤１  

冷却水・冷水設備 γ モニタ現場盤２  

冷却水・冷水設備 γ モニタ現場盤３  

冷却水・冷水設備 γ モニタ現場盤４  

冷却水・冷水設備 γ モニタ現場盤５  

1915



（つづき）  

プルトニウム濃縮 缶 加熱設備γモニタ現場盤  

 

【制御建屋】  

分離建屋監視制御 盤 １－１  

分離建屋監視制御 盤 １－２  

分離建屋監視制御 盤 ２－１  

分離建屋監視制御 盤 ２－２   

分離建屋監視制御 盤 ３  

分離建屋監視制御 盤 用プリンタ１  

分離建屋監視制御 盤 用プリンタ２  

分離建屋監視制御 盤 用プリンタ３  

分離建屋監視制御 盤 用ハードコピー  

分離建屋当直長用 監 視制御盤  

分離建屋保守ツー ル  

精製建屋監視制御 盤 １－１  

精製建屋監視制御 盤 １－２  

精製建屋監視制御 盤 ２－１  

精製建屋監視制御 盤 ２－２  

精製建屋監視制御 盤 ３－１  

精製建屋監視制御 盤 ３－２  

精製建屋監視制御 盤 用プリンタ１  

精製建屋監視制御 盤 用プリンタ２  

精製建屋監視制御 盤 用プリンタ３  

精製建屋／低レベ ル 廃液処理建屋監視制御盤用ハードコピー  

精製建屋／低レベ ル 廃液処理建屋建屋当直長用監視制御盤  

精製建屋保守ツー ル  

前処理建屋監視制 御 盤１  

前処理建屋監視制 御 盤２  

前処理建屋監視制 御 盤３－１  

前処理建屋監視制 御 盤３－２  

前処理建屋監視制 御 盤６  

前処理建屋／ハル ・ エンドピース貯蔵建屋監視制御盤７－１  

前処理建屋／ハル ・ エンドピース貯蔵建屋監視制御盤７－２  

前処理建屋／ハル ・ エンドピース貯蔵建屋監視制御盤８  

前処理建屋当直長 用 監視制御盤  

第１ブロックサー バ ／ＧＷ盤１  

第１ブロックサー バ ／ＧＷ盤２  

前処理建屋監視制 御 盤用プリンタ１  

前処理建屋監視制 御 盤用プリンタ２  

前処理建屋監視制 御 盤用プリンタ３  

前処理建屋監視制 御 盤用プリンタ４  

前処理建屋監視制 御 盤用ハードコピー  

せん断工程せん断 機 Ａ／Ｂ中央手動操作盤  

特殊核計装用連続 記 録計盤  

せん断工程せん断 機 Ａ／Ｂ中央手動操作盤（保守用）  

ＰＬＣ遠隔保守用 シ ステム収納盤  

ＰＬＣ遠隔保守用 シ ステム監視制御盤  

せん断機運転管理 計 算機  

せん断機運転支援 シ ステム収納盤  

特殊核計装用ＣＲ Ｔ －Ａ  
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特殊核計装用ＣＲ Ｔ －Ｂ  

ウラン・プルトニ ウ ム混合脱硝建屋監視制御盤１－２  

ウラン・プルトニ ウ ム混合脱硝建屋監視制御盤２－１  

光リピータ（ウラ ン ・プルトニウム混合脱硝建屋－Ａ系）  

光リピータ（ウラ ン ・プルトニウム混合脱硝建屋－Ｂ系）  

ウラン・プルトニ ウ ム混合脱硝建屋監視制御盤用プリンタ１  

ウラン・プルトニ ウ ム混合脱硝建屋監視制御盤用プリンタ２  

ウラン脱硝建屋／ ウ ラン・プルトニウム混合脱硝建屋監視制御盤用ハー

ドコピー  

高レベル廃液ガラ ス 固化建屋監視制御盤１－１  

高レベル廃液ガラ ス 固化建屋監視制御盤１－２  

高レベル廃液ガラ ス 固化建屋監視制御盤２－１  

高レベル廃液ガラ ス 固化建屋監視制御盤３－１  

高レベル廃液ガラ ス 固化建屋監視制御盤４－１  

光リピータ（高レ ベ ル廃液ガラス固化建屋－Ａ系）  

光リピータ（高レ ベ ル廃液ガラス固化建屋－Ｂ系）  

高レベル廃液ガラ ス 固化建屋監視制御盤用プリンタ１  

高レベル廃液ガラ ス 固化建屋監視制御盤用プリンタ２  

高レベル廃液ガラ ス 固化建屋監視制御盤用プリンタ３  

高レベル廃液ガラ ス 固化建屋監視制御盤用プリンタ４  

高レベル廃液ガラ ス 固化建屋監視制御盤用プリンタ５  

高レベル廃液ガラ ス 固化建屋監視制御盤用ハードコピー１  

高レベル廃液ガラ ス 固化建屋監視制御盤用ハードコピー２  

 

【ウラン・プルト ニ ウム混合脱硝建屋】  

監視制御盤１  

監視制御盤２  

脱硝工程  ＣＰＵ盤  

ユーティリティ建 屋 換気設備  ＣＰＵ盤  

電気設備  ＣＰＵ盤  

電気 ･光リピータ盤  

電気設備変換器盤  

焙焼・還元Ａ・還 元 ガス工程  ＣＰＵ盤  

焙焼・還元Ｂ・還 元 ガス工程  ＣＰＵ盤  

マテハン系・廃液 処 理工程  ＣＰＵ盤  

査察インターフェ イ ス盤  

ガンマモニタ制御 盤  

ガンマモニタ現場 盤  

放射線現場盤１  

放射線現場盤２  

高精度液量演算装 置  

高精度液位計計装 ラ ック１  

高精度液位計計装 ラ ック２  
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【高レベル廃液ガ ラ ス固化建屋】  

電気設備ＣＰＵ盤  

光リピータ盤  

塔槽類廃ガス処理 設 備ガラス固化廃ガス処理設備  ＣＰＵ盤  

ユーティリティ設 備 ＣＰＵ盤１  

ユーティリティ設 備 ＣＰＵ盤２  

ガラス固化体取扱 工 程ＣＰＵ盤  

ガラス溶融，ガラ ス 固化体取扱工程ガラス原料設備  ＣＰＵ盤  

高レベル廃液ガラ ス 固化付帯設備ＣＰＵ盤  

高レベル濃縮廃液 ， 共用貯蔵工程ＣＰＵ盤  

不溶解残渣，アル カ リ廃液貯蔵工程ＣＰＵ盤  

受入・供給工程Ｃ Ｐ Ｕ盤  

ガラス固化体取扱 ， 固化体貯蔵工程ＣＰＵ盤  

建屋換気設備ＣＰ Ｕ 盤  

査察インターフェ イ ス盤  

冷却水・冷水設備 プ ロセス放射線モニタ盤  

 

 
共通電源車（使用 済 燃料受入れ施設及び貯蔵施設の計測制御負荷への給

電）  

安全系制御盤１Ａ － ２  

安全系監視制御盤 １ Ａ  
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臨界事故の対処に 使 用する設備  
【ユーティリティ 建 屋】  

受電開閉設備  
154ｋＶ母線（開閉 所）  
受電変圧器（１号 ， ２号）  
6.9ｋＶ運転予備用 主母線  
460Ｖ運転予備用母 線  
空気圧縮機  
6.9ｋＶ常用主母線  

 
【非常用電源建屋 】  

6.9ｋＶ非常用主母 線（Ａ系）  
6.9ｋＶ非常用主母 線（Ｂ系）  

 
【制御建屋】  

6.9ｋＶ運転予備用 母線  
460Ｖ運転予備用母 線  
無停電電源装置  
監視制御盤  
6.9ｋＶ常用母線  
460Ｖ常用母線  
6.9ｋＶ非常用母線 （Ａ系）  
6.9ｋＶ非常用母線 （Ｂ系）  
 

【前処理建屋】  
6.9ｋＶ運転予備用 母線  
460Ｖ運転予備用母 線  
モータコントロー ル センタＣ 112 
せん断機Ａ  
溶解槽Ａ  
無停電電源装置Ｎ  
計測制御設備  
緊急停止スイッチ  
中性子吸収材供給  
放射線検出器（臨 界 ）  
圧力計（貯留タン ク ）  
流量計（貯留タン ク ）  
放射線モニタ（貯 留 タンク）  
6.9ｋＶ常用母線  
460Ｖ常用母線  
モータコントロー ル センタＤ 1112 
せん断機Ｂ  
溶解槽Ｂ  
非常用パワーセン タ Ａ  
空気圧縮機  
非常用モータコン ト ロールセンタＡ  
排気筒モニタ  
排風機Ａ  
非常用直流電源設 備 Ａ  
隔離弁（せん断・ 溶 解）  
安全系監視制御盤  
非常用無停電電源 装 置Ａ  
隔離弁（貯留タン ク ）  
非常用パワーセン タ Ｂ  
非常用モータコン ト ロールセンタＢ  
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（つづき）  
排風機Ｂ  
非常用直流電源設 備 Ｂ  
非常用無停電電源 装 置Ｂ  
ガンマ線用サーベ イ メータ  
中性子用サーベイ メ ータ  

 
【精製建屋】  

6.9ｋＶ運転予備用 母線  
460Ｖ運転予備用母 線  
モータコントロー ル センタＣ 112 
無停電電源装置Ｎ  
隔離弁（塔槽類廃 ガ ス処理）  
計測制御設備  
緊急停止スイッチ  
隔離弁（貯留タン ク ）  
中性子吸収材供給  
放射線検出器（臨 界 ）  
圧力計（貯留タン ク ）  
流量計（貯留タン ク ）  
放射線モニタ（貯 留 タンク）  
6.9ｋＶ常用母線  
460Ｖ常用母線  
モータコントロー ル センタＤ 1112 
非常用パワーセン タ Ａ  
空気圧縮機  
非常用モータコン ト ロールセンタＡ  
排風機Ａ  
非常用直流電源設 備 Ａ  
安全系監視制御盤  
非常用無停電電源 装 置Ａ  
非常用パワーセン タ Ｂ  
非常用モータコン ト ロールセンタＢ  
排風機Ｂ  
非常用直流電源設 備 Ｂ  
非常用無停電電源 装 置Ｂ  
ガンマ線用サーベ イ メータ  
中性子用サーベイ メ ータ  
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有機溶媒等による 火 災又は爆発への対処に使用する設備   

【ユーティリティ 建 屋】  
受電開閉設備  
154ｋＶ母線（開閉 所）  
受電変圧器（１号 ， ２号）  
6.9ｋＶ運転予備用 主母線  
6.9ｋＶ常用主母線  

 
【非常用電源建屋 】  

6.9ｋＶ非常用主母 線（Ａ系）  
6.9ｋＶ非常用主母 線（Ｂ系）  

 
【精製建屋】  

6.9ｋＶ運転予備用 母線  
460Ｖ運転予備用母 線  
無停電電源装置Ｎ  
計測制御設備  
緊急停止スイッチ  
隔離弁（塔槽類廃 ガ ス処理）  
中性子吸収材供給  
放射線検出器（臨 界 ）  
圧力計（貯留タン ク ）  
流量計（貯留タン ク ）  
放射線モニタ（貯 留 タンク）  
プルトニウム濃縮 缶 圧力計  
プルトニウム濃縮 缶 気相部温度計  
プルトニウム濃縮 缶 液相部温度計  
プルトニウム濃縮 缶 供給槽液位計  
6.9ｋＶ常用母線  
460Ｖ常用母線  
非常用パワーセン タ Ａ  
空気圧縮機（貯留 タ ンク）  
非常用モータコン ト ロールセンタＡ  
排風機Ａ（塔槽類 廃 ガス処理）  
非常用直流電源設 備 Ａ  
安全系監視制御盤  
非常用無停電電源 装 置Ａ  
隔離弁（貯留タン ク ）  
プルトニウム濃縮 缶 加熱蒸気温度計  
非常用パワーセン タ Ｂ  
非常用モータコン ト ロールセンタＢ  
排風機Ｂ（塔槽類 廃 ガス処理）  
非常用直流電源設 備 Ｂ  
非常用無停電電源 装 置Ｂ  
モータコントロー ル センタＣ 1114 
計測交流電源盤Ｎ  
プルトニウム濃縮 缶 供給槽ゲデオン  
モータコントロー ル センタＤ 1114 
ガンマ線用サーベ イ メータ  
中性子用サーベイ メ ータ  
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機
 

可
搬
型
排
風
機

 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
可

搬
型

発
電
機

 

可
搬
型
分
電
盤

 
可
搬
型
排
風
機

 
（
精
製
建
屋
）

 

可
搬
型
分
電
盤

 

可
搬
型
分
電
盤

 

可
搬
型
排
風
機

 
（
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
混
合
脱
硝
建
屋
）

 

可
搬
型
排
風
機

 

1929



対
象
条

文
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備

を
使
用
し

た
手
段

 

審
査

基
準

の
要

求
に

適
合

す
る

た
め

の
手

段
 

電
源
設
備

，
給

電
経

路
，

給
電

対
象

設
備

 

【
1
.
3
】

 

放
射
線

分
解

に
よ
り

発
生

す
る
水

素
に

よ
る
爆

発
に

対
処
す

る
た

め
の
手

順
等

 

・
共

通
電

源
車

を
用

い
た
水
素
掃

気
機
能

の

回
復

 

               

 
共
通
電
源
車

 

非
常
用
電
源
建
屋
の

6.
9
ｋ
Ｖ
非
常
用
主
母
線
 

 

制
御
建
屋
の

6
.
9ｋ

Ｖ
非
常
用
母
線

 

制
御
建
屋
の

4
6
0Ｖ

非
常
用
母
線

 

・
安

全
冷
却

水
Ｂ
冷

却
フ
ァ
ン
１
～

1
2 

1930



対
象
条

文
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備

を
使
用
し

た
手
段

 

審
査

基
準

の
要

求
に

適
合

す
る

た
め

の
手

段
 

電
源
設
備

，
給

電
経

路
，

給
電

対
象

設
備

 

【
1
.
3
】

 

放
射
線

分
解

に
よ
り

発
生

す
る
水

素
に

よ
る
爆

発
に

対
処
す

る
た

め
の
手

順
等

 

・
共

通
電

源
車

を
用

い
た

水
素

掃
気

機
能

の
回

復
 

             

 

・
安
全
冷
却
水
Ａ
循
環
ポ
ン
プ
Ａ
 

又
は
安
全
冷
却
水
Ｂ
循
環
ポ
ン
プ
Ａ
 

・
安

全
空
気

圧
縮
装

置
Ａ
又
は

Ｂ
 

・
溶
解
槽
セ
ル
Ａ
排
風
機
Ａ
，
Ｂ
又
は

溶
解
槽
セ
ル
Ｂ
排
風
機
Ａ
，
Ｂ
 

・
排
風
機
Ａ
又

は
Ｂ
 

・
安

全
冷
却

水
Ａ
冷

却
フ
ァ
ン
１
～
1
2 

共
通
電
源
車

 

非
常
用
電
源
建
屋
の

6.
9
ｋ
Ｖ
非
常
用
主
母
線
 

 

制
御
建
屋
の

6
.
9ｋ

Ｖ
非
常
用
母
線

 

前
処
理
建
屋
の

6.
9
ｋ
Ｖ
非
常
用
母
線
 

 

前
処

理
建

屋
の

4
6
0
Ｖ

非
常
用
母
線
 

 

1931



対
象
条

文
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備

を
使
用
し

た
手
段

 

審
査

基
準

の
要

求
に

適
合

す
る

た
め

の
手

段
 

電
源
設
備

，
給

電
経

路
，

給
電

対
象

設
備

 

【
1
.
3
】

 

放
射
線

分
解

に
よ
り

発
生

す
る
水

素
に

よ
る
爆

発
に

対
処
す

る
た

め
の
手

順
等

 

・
共

通
電

源
車

を
用

い
た

水
素

掃
気

機
能

の
回

復
 

             

 

・
排

風
機
Ａ

又
は
Ｂ

 
・
排
風
機
Ａ
又

は
Ｂ

 

共
通
電
源
車

 

非
常
用
電
源
建
屋
の

6.
9
ｋ
Ｖ
非
常
用
主
母
線
 

 

制
御
建
屋
の

6
.
9ｋ

Ｖ
非
常
用
母
線

 

分
離
建
屋
の

4
6
0Ｖ

 
非
常
用
母
線
 

 
精
製
建
屋
の

4
6
0Ｖ

 

非
常
用
母
線
 

 

1932



対
象
条

文
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備

を
使
用
し

た
手
段

 

審
査

基
準

の
要

求
に

適
合

す
る

た
め

の
手

段
 

電
源
設
備

，
給

電
経

路
，

給
電

対
象

設
備

 

【
1
.
3
】

 

放
射
線

分
解

に
よ
り

発
生

す
る
水

素
に

よ
る
爆

発
に

対
処
す

る
た

め
の
手

順
等

 

・
共

通
電

源
車

を
用

い
た

水
素

掃
気

機
能

の
回

復
 

             

 
共
通
電
源
車

 

非
常
用
電
源
建
屋
の

6.
9
ｋ
Ｖ
非
常
用
主
母
線
 

 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
の

 
6
.
9
ｋ
Ｖ
非
常
用
母
線

 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
の

46
0
Ｖ
非
常
用
母
線

 

・
第

１
排
風

機
Ａ
又

は
Ｂ

 
・

第
２

排
風

機
Ａ
又

は
Ｂ
 

1933



対
象
条

文
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備

を
使
用
し

た
手
段

 

審
査

基
準

の
要

求
に

適
合

す
る

た
め

の
手

段
 

電
源
設
備

，
給

電
経

路
，

給
電

対
象

設
備

 

【
1
.
3
】

 

放
射
線

分
解

に
よ
り

発
生

す
る
水

素
に

よ
る
爆

発
に

対
処
す

る
た

め
の
手

順
等

 

・
共

通
電

源
車

を
用

い
た

水
素

掃
気

機
能

の
回

復
 

             

 

共
通
電
源
車

 

非
常
用
電
源
建
屋
の

6.
9
ｋ
Ｖ
非
常
用
主
母
線
 

 

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固

化
建
屋
の

4
6
0Ｖ

非
常
用
母
線
 

 

・
第

１
排
風

機
Ａ
又

は
Ｂ

 
・

第
２

排
風

機
Ａ
又

は
Ｂ
 

・
排

風
機
Ａ

又
は
Ｂ

（
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
廃
ガ
ス
処
理
系
）
 

・
排

風
機
Ａ

又
は
Ｂ

（
不
溶
解
残
渣
廃
液
廃
ガ
ス
処
理
系
）
 

1934



対
象
条

文
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備

を
使
用
し

た
手
段

 

審
査

基
準

の
要

求
に

適
合

す
る

た
め

の
手

段
 

電
源
設
備

，
給

電
経

路
，

給
電

対
象

設
備

 

【
1
.
3
】

 

放
射
線

分
解

に
よ
り

発
生

す
る
水

素
に

よ
る
爆

発
に

対
処
す

る
た

め
の
手

順
等

 

・
放

出
影

響
緩

和
設
備

を
用
い
た

対
応

 
 

前
処

理
建

屋
可

搬
型
発
電
機

 
可

搬
型
分
電
盤

 
可
搬
型
排
風
機

 

分
離

建
屋

可
搬

型
発
電
機

 
可

搬
型
分
電
盤

 

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
可

搬
型

発
電

機
 

可
搬
型
排
風
機

 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
可

搬
型

発
電
機

 

可
搬
型
分
電
盤

 
可
搬
型
排
風
機

 
（
精
製
建
屋
）

 

可
搬
型
分
電
盤

 

可
搬
型
分
電
盤

 

可
搬
型
排
風
機

 
（
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
混
合
脱
硝
建
屋
）

 

可
搬
型
排
風
機

 

1935



対
象
条

文
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備

を
使
用
し

た
手
段

 

審
査

基
準

の
要

求
に
適

合
す
る
た

め
の
手

段
 

電
源
設
備

，
給

電
経

路
，

給
電

対
象

設
備

 

【
1
.
4
】

 

有
機
溶

媒
等

に
よ
る

火
災

又
は
爆

発
に

対
処
す

る
た

め
の
手

順
等

 

―
 

―
 

 
 

1936



対
象
条

文
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備

を
使
用
し

た
手
段

 

審
査

基
準

の
要

求
に
適

合
す
る
た

め
の
手

段
 

電
源
設
備

，
給

電
経

路
，

給
電

対
象

設
備

 

【
1
.
5
】

 

使
用
済

燃
料

貯
蔵
槽

の
冷

却
等
の

た
め

の
手
順

等
 

・
共

通
電

源
車

を
用

い
た

冷
却

機
能

及
び

注

水
機

能
並

び
に

監
視
機

能
の
回
復

 

    

 

 
 

共
通
電
源
車

 

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
の

6
.
9ｋ

Ｖ
非
常
用
母
線

 
 ・

安
全
冷
却
水
系
冷
却
水
循
環
ポ
ン
プ
Ａ
，
Ｂ

 
・
プ
ー
ル
水
冷
却
系
ポ
ン
プ
Ａ
，
Ｂ

 
・
安
全
冷
却
水
系
冷
却
塔
Ａ
フ
ァ
ン
Ａ
～
Ｐ

 
・
補
給
水
設
備
ポ
ン
プ
Ａ
，
Ｂ

 
・
安
全
冷
却
水
系
冷
却
塔
Ｂ
フ
ァ
ン
Ａ
～
Ｐ

 

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
の

4
6
0Ｖ

非
常
用
母
線

 
 

1937



対
象
条

文
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備

を
使
用
し

た
手
段

 

審
査

基
準

の
要

求
に
適

合
す
る
た

め
の
手

段
 

電
源
設
備

，
給

電
経

路
，

給
電

対
象

設
備

 

【
1
.
5
】

 

使
用
済

燃
料

貯
蔵
槽

の
冷

却
等
の

た
め

の
手
順

等
 

・
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

等
の

監
視

の
た

め
の

手

順
 

 
使
用
済
燃

料
の
受
入
れ
施
設
及

び
貯
蔵
施
設
可
搬
型
発
電
機

 可
搬
型
監
視
ユ
ニ
ッ
ト

 

可
搬

型
重

要
計
器

 
 

情
報
把
握

 
計
装
設
備

 
可
搬
型
空
冷
ユ
ニ
ッ

ト
 

 

可
搬
型
計
測
ユ
ニ
ッ
ト

 

可
搬

型
排

気
モ

ニ

タ
リ
ン
グ
設
備

 
代

替
通

信
連

絡
設

備
 

1938



対
象
条

文
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備

を
使
用
し

た
手
段

 

審
査

基
準

の
要

求
に
適

合
す
る
た

め
の
手

段
 

電
源
設
備

，
給

電
経

路
，

給
電

対
象

設
備

 

【
1
.
6
】

 

放
射
性

物
質

の
漏
え

い
に

対
処
す

る
た

め
の
手

順
等

 

・
共

通
電

源
車

を
用

い
た

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ

ラ
ス

固
化

廃
ガ

ス
処

理
施

設
の

閉
じ

込
め

機

能
の

復
旧

 

 
共
通
電
源
車

 

非
常
用
電
源
建
屋
の

6.
9
ｋ
Ｖ
非
常
用
主
母
線

 

・
第
１
排
風
機
Ａ
又
は
Ｂ

 
・
第
２
排
風
機
Ａ
又
は
Ｂ

 

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
の

4
6
0Ｖ

非
常
用
母
線

 

1939



対
象
条

文
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備

を
使
用
し

た
手
段

 

審
査

基
準

の
要

求
に
適

合
す
る
た

め
の
手

段
 

電
源
設
備

，
給

電
経

路
，

給
電

対
象

設
備

 

【
1
.
7
】

 

工
場
外

へ
の

放
射
性

物
質

等
の
放

出
を

抑
制
す

る
た

め
の
手

順
等

 

―
 

―
 

 
 

1940



対
象
条

文
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備

を
使
用
し

た
手
段

 

審
査

基
準

の
要

求
に
適

合
す
る
た

め
の
手

段
 

電
源
設
備

，
給

電
経

路
，

給
電

対
象

設
備

 

【
1
.
8
】

 

重
大
事

故
等

へ
の
対

処
に

必
要
と

な
る

水
の
供

給
手

順
等

 

―
 

―
 

 
 

1941



対
象
条

文
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備

を
使
用
し

た
手
段

 

審
査

基
準

の
要

求
に
適

合
す
る
た

め
の
手

段
 

電
源
設
備

，
給

電
経

路
，

給
電

対
象

設
備

 

【
1
.
1
0
】

 

事
故
時

の
計

装
に
関

す
る

手
順
等

 

・
重

大
事

故
等

時
の

パ
ラ

メ
ー

タ
を

監
視

及

び
記

録
す

る
手

順
 

      

 前
処

理
建

屋
可

搬
型
発
電
機

 
情
報
把
握
計
装
設
備

 

分
離

建
屋

可
搬

型
発
電
機

 
情
報
把
握
計
装
設
備

 

制
御
建
屋

 
可
搬
型
発
電
機

 
情

報
把
握
計
装
設
備

 

使
用

済
燃

料
の

受
入

れ
施

設
及

び
貯

蔵
施

設
可

搬
型
発
電
機

 

可
搬

型

計
測

ユ

ニ
ッ
ト

 

情
報
把
握
計
装
設
備

 
可

搬
型

監
視

ユ

ニ
ッ
ト

 

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
可

搬
型

発
電

機
 

情
報
把
握
計
装
設
備

 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
可

搬
型

発
電
機

 

情
報
把
握
計
装
設
備
（
精
製
建
屋
）

 

情
報
把
握
計
装
設
備

 
（

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
）

 

可
搬
型
重
要
計
器

 
 

可
搬
型
空
冷
ユ
ニ
ッ
ト

 

1942



対
象
条

文
 

重
大

事
故

等
対

処
設
備

を
使
用
し

た
手
段

 

審
査

基
準

の
要

求
に
適

合
す
る
た

め
の
手

段
 

電
源
設
備

，
給

電
経

路
，

給
電

対
象

設
備

 

【
1
.
1
1
】

 

制
御
室

の
居

住
性
確

保
に

関
す
る

手
順

等
 

・
代

替
中

央
制

御
室
送

風
機
に
よ

る
中
央

制

御
室

の
換

気
を

確
保
す

る
た
め
の

手
順

 

   

 

・
代

替
制

御
室

送
風
機

に
よ
る
使

用
済
燃

料

の
受

入
れ

施
設

及
び
貯

蔵
施
設
の

制
御
室

の
換

気
を

確
保

す
る
た

め
の
手
順

 

   

 

・
中

央
制

御
室

の
通
信

連
絡
設
備

の
設
置

の

手
順

 

  

 

・
使

用
済

燃
料

の
受
入

れ
施
設
及

び
貯
蔵

施

設
の

制
御

室
の

通
信
連

絡
設
備
の

設
置
の

手
順

 

   

 

制
御
建
屋

 
可
搬
型
発
電
機

 
可
搬
型
分
電
盤

 
代
替
制
御
建
屋

 
中
央
制
御
室
換
気
設
備

 
 

使
用

済
燃

料
の

受
入

れ
施

設
及

び
貯

蔵
施

設
可

搬
型

発
電
機

 

代
替
使
用
済
燃
料

 
受

入
れ

・
貯

蔵
建

屋

制
御
室
換
気
設
備

 

可
搬
型
分
電
盤

 

制
御
建
屋

 
可
搬
型
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　　非常用電源建屋の機器配置図

j2180135
タイプライターテキスト
補足説明資料1.9－５　対処用設備の配置図
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高レベル廃液ガラス固化建屋の機器配置図
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1960



必要とする設備に対する容量の積上げについて【自主対策設備】 

設計基準事故に対処するための設備の電源が喪失（外部電源喪失及び非常用

ディーゼル発電機の多重故障（以下，「全交流動力電源喪失」という。））し

た際，地震を起因としない場合，再処理施設の状況によっては，事故対応に有

効な設備として，非常用電源建屋の 6.9ｋⅤ非常用主母線又は制御建屋の 6.9

ｋⅤ非常用母線，ユーティリティ建屋の 6.9ｋＶ運転予備用主母線及び使用済

燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の 6.9ｋＶ非常用母線に共通電源車を接続し，

各建屋へ給電する対策を，自主対策として行うこととしている。 

共通電源車から各建屋へ給電するにあたり，各建屋における重大事故等の

発生防止対策として有効な設備について電力の容量を評価する。 

１．容量の算出方法 

共通電源車においては，重大事故等の発生防止対策に必要な負荷を積上げ

る。なお，共通電源車による負荷の起動は，設計基準事故の対処で行われる

自動起動とは異なり，必要な負荷を手動により起動することから，負荷の積

上げにあたっては，必要な負荷に対する起動順序並びに起動時と運転時の容

量を考慮し，実際の負荷容量を個別に積上げることで評価する。 

２．評価結果 

ａ．共通電源車（非常用電源建屋への給電） 

再処理施設において，重大事故等が発生した場合の発生防止対策に必要な

負荷を以下のとおり積上げることにより，負荷の起動時を考慮しても，共通

電源車の容量である 2,000ｋＶＡを超えることなく負荷を運転することがで

きることを確認した。 

1961



（単位はｋＶＡ） 

順番 対象機器 容量 積上げ 始動時 

１ 非常用電源建屋制御盤    

２ 制御建屋制御盤    

３ 前処理建屋制御盤    

４ 分離建屋制御盤    

５ 精製建屋制御盤    

６ ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋制御盤    

７ 高レベル廃液ガラス固化建屋制御盤    

８ 
主排気筒ガスモニタＡサンプルラック（前

処理建屋） 
   

９ 
主排気筒ダスト･ヨウ素サンプルラックＡ

（低レンジ）（前処理建屋） 
   

10 
主排気筒トリチウムサンプラＡ（前処理建

屋） 
   

11 
主排気筒Ｃ－14 サンプラＡ（前処理建

屋） 
   

12 安全冷却水Ａ循環ポンプＡ（前処理建屋）    

13 安全冷却水冷却ファン１（前処理建屋）    

14 安全冷却水冷却ファン２（前処理建屋）    

15 安全冷却水冷却ファン３（前処理建屋）    

16 安全空気圧縮装置Ａ（前処理建屋）    

17 安全冷却水冷却ファン４（前処理建屋）    

18 安全冷却水冷却ファン５（前処理建屋）    

19 中央制御室送風機Ａ(制御建屋)    

20 安全冷却水冷却ファン６（前処理建屋）    

21 安全冷却水冷却ファン７（前処理建屋）    

22 安全冷却水冷却ファン８（前処理建屋）    

23 安全冷却水冷却ファン９（前処理建屋）    

24 安全冷却水冷却ファン 10（前処理建屋）    

25 安全冷却水冷却ファン 11（前処理建屋）    

26 安全冷却水冷却ファン 12（前処理建屋）    

27 溶解槽セルＡ排風機Ａ（前処理建屋）    

28 溶解槽セルＢ排風機Ａ（前処理建屋）    

29 排風機Ａ（前処理建屋）    

30 安全冷却水２ポンプＡ    

31 安全冷却水１ＡポンプＡ（前処理建屋）    

32 中央制御室排風機Ａ（制御建屋）    

33 冷却水循環ポンプＡ（分離建屋）    

については商業機密の観点から公開できません。

1962



順番 対象機器 容量 積上げ 始動時 

34 排風機Ａ（分離建屋）    

35 安全冷却水１ＡポンプＡ（分離建屋）    

36 安全冷却水２ポンプＡ（分離建屋）    

37 排風機Ａ(高レベル濃縮廃液廃ガス処理系)    

38 排風機Ａ(不溶解残渣廃液ガス処理系)    

39 
第１排風機Ａ（高レベル廃液ガラス固化建

屋） 
   

40 
第２排風機Ａ（高レベル廃液ガラス固化建

屋） 
   

41 
高レベル廃液共用貯槽冷却水ＡポンプＡ

（高レベル廃液ガラス固化建屋） 
   

42 
安全冷却水Ａ系ポンプＡ（高レベル廃液ガ

ラス固化建屋）
   

43 
安全冷却水１ＡポンプＡ（高レベル廃液ガ

ラス固化建屋）
   

44 
第１高レベル濃縮廃液貯槽冷却水Ａポンプ

Ａ（高レベル廃液ガラス固化建屋） 
   

45 
第２高レベル濃縮廃液貯槽冷却水Ａポンプ

Ａ（高レベル廃液ガラス固化建屋） 
   

46 排風機Ａ（精製建屋)    

47 安全冷却水ＡポンプＡ（精製建屋）    

48 安全冷却水ＣポンプＡ（精製建屋）    

49 
第１排風機Ａ（ウラン・プルトニウム混合

脱硝建屋） 
   

50 
第２排風機Ａ（ウラン・プルトニウム混合

脱硝建屋） 
   

51 
冷水移送ポンプＡ（ウラン・プルトニウム

混合脱硝建屋） 
   

合  計 

（起動時は最高値を記載） 
1,715.13 2,232.852 

評  価 

負荷の起動時に，一時的に共通

電源車の容量を超えているが，

共通電源車の仕様範囲内で運用

できることを確認している。 

（つづき） 

については商業機密の観点から公開できません。
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ｂ．制御建屋の居住性確保に必要な負荷 

制御建屋の居住性に必要な負荷を以下のとおり積上げることにより，負荷

の起動時を考慮しても，共通電源車の容量である 2,000ｋＶＡを超えること

なく負荷を運転することができることを確認した。 

（単位はｋＶＡ） 

順番 対象機器 容量 積上げ 始動時 

１ 
制御建屋 460Ｖ 非常用モータコント

ロールセンタＡ１共通制御電源
   

２ 非常用照明用変圧器Ａ１    

３ 非常用所内電源盤Ａ    

４ 換気空調設備安全系Ａ制御盤    

５ 非常用電気設備リレー盤Ａ    

６ 
制御建屋 110Ｖ非常用直流主分電盤

Ａ共通用電源  
   

７ 
制御建屋 6.9ｋＶ非常用メタルクラ

ッドＡ制御電源 
   

８ 
制御建屋 460Ｖ非常用パワーセンタ

Ａ制御電源 
   

９ 非常用電気設備リレー盤Ａ    

10 
制御建屋安全系Ａ監視制御盤ＡＮＮ電

源 
   

11 
Ｇ施設監視制御盤非常用警報及び表示

（Ａ系） 
   

12 
200V 非常用照明用分電盤Ａ１（直流非

常灯） 
   

13 
制御建屋 460Ｖ 非常用モータコント

ロールセンタＡ２共通制御電源
   

14 中央制御室送風機Ａ    

15 中央制御室排風機Ａ    

合  計 

（起動時は最高値を記載） 
222.252 947.512 

評  価 2,000ｋＶＡ以下 

については商業機密の観点から公開できません。
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ｃ．共通電源車（使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設への給電）【自主対

策設備】 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の燃料貯蔵プールの冷却及び制御室

の居住性確保に用いる負荷を以下のとおり積上げることにより，負荷の起動

時を考慮しても，共通電源車の容量である 2,000ｋＶＡを超えることなく負

荷を運転することができることを確認した。 

（単位はｋＶＡ） 

順番 対象機器 容量 積上げ 始動時 

１ 安全冷却水系冷却水循環ポンプ    

２ プール水冷却系ポンプＡ    

３ 105Ｖ常用無停電電源装置Ｎ    

４ 105Ｖ非常用計測交流電源盤Ａ    

５ 105Ｖ常用計測交流電源盤Ｎ    

６ 110Ｖ非常用充電器盤Ａ    

７ 安全冷却水系冷却塔ＡファンＡ    

８ 安全冷却水系冷却塔ＡファンＢ    

９ 安全冷却水系冷却塔ＡファンＣ    

10 安全冷却水系冷却塔ＡファンＤ    

11 安全冷却水系冷却塔ＡファンＥ    

12 安全冷却水系冷却塔ＡファンＦ    

13 安全系監視制御盤１Ａ    

14 105Ｖ非常用無停電電源装置Ａ    

15 安全冷却水系冷却塔ＡファンＧ    

16 安全冷却水系冷却塔ＡファンＨ    

17 安全冷却水系冷却塔ＡファンＩ    

18 安全冷却水系冷却塔ＡファンＪ    

19 安全冷却水系冷却塔ＡファンＫ    

20 安全冷却水系冷却塔ＡファンＬ    

21 補給水設備ポンプＡ    

22 安全冷却水系冷却塔ＡファンＭ    

23 安全冷却水系冷却塔ＡファンＮ    

24 安全冷却水系冷却塔ＡファンＯ    

25 安全冷却水系冷却塔ＡファンＰ    

26 
使用済燃料受入れ・貯蔵建屋 制御

室送風機Ａ 
   

27 制御室外気取入れ隔離ダンパＡ    

28 
制御室高性能粒子フィルタ入口ダン

パＡ 
   

29 制御室排気隔離ダンパＡ    

30 制御室再循環切替ダンパＡ    

については商業機密の観点から公開できません。
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順番 対象機器 容量 積上げ 始動時 

31 
使用済燃料受入れ・貯蔵建屋 6.9ｋＶ

非常用メタルクラッドスイッチギヤＡ 
   

32 
使用済燃料受入れ・貯蔵建屋 460Ｖ非

常用パワーセンタＡ 
   

33 
使用済燃料受入れ・貯蔵建屋 モータ

コントロールセンタＡ４
   

34 非常用照明主分電盤Ａ    

35 照明用変圧器    

合  計 

（起動時は最高値を記載） 
1,137.701 3,174 

評  価 

負荷の起動時に，一時的に共通

電源車の容量を超えているが，

共通電源車の仕様範囲内で運用

できることを確認している。 

（つづき） 

については商業機密の観点から公開できません。
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ｄ．共通電源車（再処理施設（使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設を除

く）の計測制御負荷への給電）【自主対策設備】 

 再処理施設の計測制御に用いる負荷を以下のとおり積上げることにより，

共通電源車の容量である 2,000ｋＶＡを超えることなく負荷を運転すること

ができることを確認した。 

共通電源車（各建屋集計） 

共通電源車から給電する計測制御負荷

負荷名称 容量（ｋＶＡ）

前処理建屋 計測制御負荷 32.42 

分離建屋 計測制御負荷 34.2 

精製建屋 計測制御負荷 42.2 

制御建屋 計測制御負荷 109.33 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 計測制御負荷 33.0 

高レベル廃液ガラス固化建屋 計測制御負荷 30.7 

計測制御負荷合計 281.85 

共通電源車容量 2,000 

1967



前処理建屋 

共通電源車から給電する計測制御負荷

負荷名称 容量（ｋＶＡ）

建屋換気設備 ＣＰＵ盤  

アクティブユーティリティ設備１ ＣＰＵ盤  

アクティブユーティリティ設備２ ＣＰＵ盤  

インアクティブユーティリティ設備１ ＣＰＵ盤  

インアクティブユーティリティ設備２ ＣＰＵ盤  

電気設備 ＣＰＵ盤  

せん断･溶解工程保守設備Ａ系列１ ＣＰＵ盤  

せん断･溶解工程保守設備Ａ系列２ ＣＰＵ盤  

せん断･溶解工程保守設備Ｂ系列１ ＣＰＵ盤  

せん断･溶解工程保守設備Ｂ系列２ ＣＰＵ盤  

溶解・ＮＯｘ吸収工程Ａ系列１ ＣＰＵ盤  

溶解・ＮＯｘ吸収工程Ａ系列２ ＣＰＵ盤  

溶解・ＮＯｘ吸収工程Ｂ系列１ ＣＰＵ盤  

溶解・ＮＯｘ吸収工程Ｂ系列２ ＣＰＵ盤  

よう素除去工程／溶解オフガスフィルタ保守設備Ｃ

ＰＵ盤 
 

清澄設備Ａ系列 ＣＰＵ盤  

清澄設備Ｂ系列 ＣＰＵ盤  

計量設備 ＣＰＵ盤  

査察インターフェイス盤Ａ  

査察インターフェイス盤Ｂ  

査察インターフェイス盤Ｃ  

査察インターフェイス盤Ｄ  

プロセス放射線モニタ制御盤  

105Ｖ無停電現場計器スイッチ箱１（ＦＧ－２）  

105Ｖ無停電現場計器スイッチ箱２（ＦＧ－２）  

105Ｖ無停電現場計器スイッチ箱３（ＦＧ－２）  

105Ｖ無停電現場計器スイッチ箱４（ＦＧ－２）  

105Ｖ無停電現場計器スイッチ箱５（ＦＧ－２）  

105Ｖ無停電現場計器スイッチ箱６（ＦＧ－２）  

105Ｖ無停電現場計器スイッチ箱（ＦＧ－２,３,４,

７Ａ,７Ｂ） 
 

105Ｖ無停電現場計器スイッチ箱（ＦＧ－２,３,４）  

105Ｖ無停電現場計器スイッチ箱（ＦＧ－３,４）  

105Ｖ無停電現場計器スイッチ箱（ＦＧ－２,５Ａ,６

Ａ,９Ａ,10）  

については商業機密の観点から公開できません。
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（つづき）

共通電源車から給電する計測制御負荷

負荷名称 容量（ｋＶＡ）

105Ｖ無停電現場計器スイッチ箱（ＦＧ－５Ｂ,６Ｂ,

７Ａ,７Ｂ,９Ｂ） 
 

105Ｖ無停電現場計器スイッチ箱（ＦＧ－２,７Ａ,７

Ｂ） 
 

105Ｖ無停電現場計器スイッチ箱（ＦＧ－７Ａ,７

Ｂ） 
 

105Ｖ無停電現場計器スイッチ箱（ＦＧ－２,７Ｂ）  

計量設備Ｎｏ．４計装ラック  

計量設備計量槽液量演算装置  

計測制御負荷合計 32.42 

前処理建屋 105Ｖ無停電電源装置Ｎ 200 

については商業機密の観点から公開できません。
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分離建屋 

共通電源車から給電する計測制御負荷

負荷名称 容量（ｋＶＡ）

建屋換気設備 ＣＰＵ盤  

アクティブユーティリティ設備 ＣＰＵ盤  

インアクティブユーティリティ設備 ＣＰＵ盤  

電気設備 ＣＰＵ盤  

共除染・分配系 ＣＰＵ盤１  

共除染・分配系 ＣＰＵ盤２  

共除染・分配系 ＣＰＵ盤３  

共除染・分配系 ＣＰＵ盤４  

共除染・分配系 ＣＰＵ盤５  

ウラン第１中間濃縮系１ ＣＰＵ盤  

ウラン第１中間濃縮系２ ＣＰＵ盤  

高レベル廃液濃縮系 ＣＰＵ盤  

第１酸回収系 ＣＰＵ盤  

アルカリ廃液濃縮系１ ＣＰＵ盤  

アルカリ廃液濃縮系２ ＣＰＵ盤  

第２ブロック（分離建屋）サーバ盤１  

第２ブロック（分離建屋）サーバ盤２  

査察インターフェイス盤Ｂ  

査察インターフェイス盤Ａ  

査察インターフェイス盤Ｃ  

電気設備変換器盤  

プロセス放射線モニタ盤 Ｎｏ．１  

プロセス放射線モニタ盤 Ｎｏ．２  

計測制御負荷合計 34.2 

分離建屋 105Ｖ無停電電源装置Ｎ 100 

については商業機密の観点から公開できません。
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精製建屋 

共通電源車から給電する計測制御負荷

負荷名称 容量（ｋＶＡ）

建屋換気設備 ＣＰＵ盤  

アクティブユーティリティ設備１ ＣＰＵ盤  

アクティブユーティリティ設備２ ＣＰＵ盤  

アクティブユーティリティ設備３ ＣＰＵ盤  

インアクティブユーティリティ設備 ＣＰＵ盤  

電気設備 ＣＰＵ盤  

ウラン精製工程 ＣＰＵ盤  

ウラン最終濃縮工程１ ＣＰＵ盤  

ウラン最終濃縮工程２ ＣＰＵ盤  

第２酸回収工程１ ＣＰＵ盤  

第２酸回収工程２ ＣＰＵ盤  

溶媒処理工程 ＣＰＵ盤  

プルトニウム精製工程１ ＣＰＵ盤  

プルトニウム精製工程２ ＣＰＵ盤  

プルトニウム精製工程３ ＣＰＵ盤  

プルトニウム精製工程４ ＣＰＵ盤  

プルトニウム濃縮工程１ ＣＰＵ盤  

プルトニウム濃縮工程２ ＣＰＵ盤  

第３ブロック（精製建屋）サーバ盤１  

第３ブロック（精製建屋）サーバ盤２  

査察インターフェイス盤Ｃ  

査察インターフェイス盤Ｂ  

査察インターフェイス盤Ａ  

電気設備変換器盤  

高精度液位計計装ラック  

放射線モニタ盤  

第２酸回収蒸発缶・精留塔加熱設備γモニタ現場盤  

温水設備γモニタ現場盤  

冷却水・冷水設備γモニタ現場盤１  

冷却水・冷水設備γモニタ現場盤２  

冷却水・冷水設備γモニタ現場盤３  

冷却水・冷水設備γモニタ現場盤４  

冷却水・冷水設備γモニタ現場盤５  

プルトニウム濃縮缶加熱設備γモニタ現場盤  

計測制御負荷合計 42.2 

精製建屋 105Ｖ無停電電源装置Ｎ 150 

については商業機密の観点から公開できません。
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制御建屋 

共通電源車から給電する計測制御負荷

負荷名称 容量（ｋＶＡ）

分離建屋監視制御盤１－１  

分離建屋監視制御盤１－２  

分離建屋監視制御盤２－１  

分離建屋監視制御盤２－２  

分離建屋監視制御盤３  

分離建屋監視制御盤用プリンタ１  

分離建屋監視制御盤用プリンタ２  

分離建屋監視制御盤用プリンタ３  

分離建屋監視制御盤用ハードコピー  

分離建屋当直長用監視制御盤  

分離建屋保守ツール  

精製建屋監視制御盤１－１  

精製建屋監視制御盤１－２  

精製建屋監視制御盤２－１  

精製建屋監視制御盤２－２  

精製建屋監視制御盤３－１  

精製建屋監視制御盤３－２  

精製建屋監視制御盤用プリンタ１  

精製建屋監視制御盤用プリンタ２  

精製建屋監視制御盤用プリンタ３  

精製建屋／低レベル廃液処理建屋監視制御盤用ハー

ドコピー 
 

精製建屋／低レベル廃液処理建屋当直長用監視制御

盤 
 

精製建屋保守ツール  

前処理建屋監視制御盤１  

前処理建屋監視制御盤２  

前処理建屋監視制御盤３－１  

前処理建屋監視制御盤３－２  

前処理建屋監視制御盤６  

前処理建屋／ハル・エンドピース貯蔵建屋監視制御

盤７－１ 
 

前処理建屋／ハル・エンドピース貯蔵建屋監視制御

盤７－２ 
 

前処理建屋／ハル・エンドピース貯蔵建屋監視制御

盤８ 
 

前処理建屋当直長用監視制御盤  

については商業機密の観点から公開できません。
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（つづき）

共通電源車から給電する計測制御負荷

負荷名称 容量（ｋＶＡ）

第１ブロックサーバ／ＧＷ盤１  

第１ブロックサーバ／ＧＷ盤２  

前処理建屋監視制御盤用プリンタ１  

前処理建屋監視制御盤用プリンタ２  

前処理建屋監視制御盤用プリンタ３  

前処理建屋監視制御盤用プリンタ４  

前処理建屋監視制御盤用ハード コピー  

せん断工程せん断機Ａ／Ｂ中央手動操作盤  

特殊核計装用連続記録計盤  

せん断工程せん断機Ａ／Ｂ中央手動操作盤（保守

用） 
 

ＰＬＣ遠隔保守用システム収納盤  

ＰＬＣ遠隔保守用システム監視制御盤  

せん断機運転管理計算機  

せん断機運転支援システム収納盤  

特殊核計装用ＣＲＴ－Ａ  

特殊核計装用ＣＲＴ－Ｂ  

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋監視制御盤１－

２
 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋監視制御盤２－

１
 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋監視制御盤１－

２
 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋監視制御盤２－

１
 

光リピータ（ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋－

Ａ系） 
 

光リピータ（ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋－

Ｂ系） 
 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋監視制御盤用プ

リンタ１  

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋監視制御盤用プ

リンタ２  

ウラン脱硝建屋／ウラン・プルトニウム混合脱硝建

屋監視制御盤用ハードコピー  

については商業機密の観点から公開できません。

1973



（つづき）

共通電源車から給電する計測制御負荷

負荷名称 容量（ｋＶＡ）

高レベル廃液ガラス固化建屋監視制御盤１－１  

高レベル廃液ガラス固化建屋監視制御盤２－１  

高レベル廃液ガラス固化建屋監視制御盤３－１  

高レベル廃液ガラス固化建屋監視制御盤４－１  

高レベル廃液ガラス固化建屋監視制御盤１－２  

高レベル廃液ガラス固化建屋監視制御盤２－１  

高レベル廃液ガラス固化建屋監視制御盤３－１  

高レベル廃液ガラス固化建屋監視制御盤４－１  

光リピータ（高レベル廃液ガラス固化建屋－Ａ系）  

光リピータ（高レベル廃液ガラス固化建屋－Ｂ系）  

高レベル廃液ガラス固化建屋監視制御盤用プリンタ

１ 
 

高レベル廃液ガラス固化建屋監視制御盤用プリンタ

２ 
 

高レベル廃液ガラス固化建屋監視制御盤用プリンタ

３ 
 

高レベル廃液ガラス固化建屋監視制御盤用プリンタ

４ 
 

高レベル廃液ガラス固化建屋監視制御盤用プリンタ

５ 
 

高レベル廃液ガラス固化建屋監視制御盤用ハードコ

ピー１ 
 

高レベル廃液ガラス固化建屋監視制御盤用ハードコ

ピー２ 
 

計測制御負荷合計 109.33 

制御建屋 105Ｖ無停電電源装置Ｎ１～Ｎ３ 550 

については商業機密の観点から公開できません。

1974



ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋

共通電源車から給電する計測制御負荷

負荷名称 容量（ｋＶＡ）

監視制御盤１  

監視制御盤２  

脱硝工程 ＣＰＵ盤  

ユーティリティ建屋換気設備 ＣＰＵ盤  

電気設備 ＣＰＵ盤  

電気･光リピータ盤  

電気設備変換器盤  

焙焼・還元Ａ・還元ガス工程 ＣＰＵ盤  

焙焼・還元Ｂ・還元ガス工程 ＣＰＵ盤  

マテハン系・廃液処理工程 ＣＰＵ盤  

査察インターフェイス盤  

ガンマモニタ制御盤  

ガンマモニタ現場盤  

放射線現場盤１  

放射線現場盤２  

高精度液量演算装置  

高精度液位計計装ラック１  

高精度液位計計装ラック２  

計測制御負荷合計 33.0 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 105Ｖ無停電電

源装置Ｎ
75 

については商業機密の観点から公開できません。

1975



高レベル廃液ガラス固化建屋 

共通電源車から給電する計測制御負荷

負荷名称 容量（ｋＶＡ）

電気設備 ＣＰＵ盤  

光リピータ盤  

塔槽類廃ガス処理設備ガラス固化廃ガス処理設備 Ｃ

ＰＵ盤 
 

ユーティリティ設備 ＣＰＵ盤１  

ユーティリティ設備 ＣＰＵ盤２  

ガラス固化体取扱工程 ＣＰＵ盤  

ガラス溶融，ガラス固化体取扱工程ガラス原料設備 

ＣＰＵ盤 
 

高レベル廃液ガラス固化付帯設備 ＣＰＵ盤  

高レベル濃縮廃液，共用貯蔵工程 ＣＰＵ盤  

不溶解残渣，アルカリ廃液貯蔵工程 ＣＰＵ盤  

受入・供給工程 ＣＰＵ盤  

ガラス固化体取扱，固化体貯蔵工程 ＣＰＵ盤  

建屋換気設備 ＣＰＵ盤  

査察インターフェイス盤  

冷却水・冷水設備プロセス放射線モニタ盤  

計測制御負荷合計 30.7 

高レベル廃液ガラス固化建屋 105Ｖ無停電電源装置

Ｎ 
150 

については商業機密の観点から公開できません。

1976



ｅ．共通電源車（使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の計測制御負荷への

給電）【自主対策設備】 

 使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の計測制御に用いる負荷を以下のと

おり積上げることにより，共通電源車の容量である 2,000ｋＶＡを超えるこ

となく負荷を運転することができることを確認した。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設 

共通電源車から給電する計測制御負荷

負荷名称 容量（ｋＶＡ）

安全系制御盤１Ａ－２  

安全系監視制御盤１Ａ  

計測制御負荷合計 2.35 

無停電電源装置 150 

共通電源車容量 2,000 

については商業機密の観点から公開できません。

1977
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目－1 

1.10 事故時の計装に関する手順等

＜  目  次  ＞

1.10.1 概要

（１）パラメータを計測する計器の故障時（常設配管の損傷又は

計測範囲を超えた場合）に再処理施設の状態を把握する

ための措置  

（２）計測に必要な電源が喪失した場合の措置  

（３）重大事故等時のパラメータを監視及び記録するための措

置

（４）再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテ

ロリズムが発生した場合に必要な情報を把握するための

措置

（５）自主対策設備  

1.10.2 対応手段と設備の選定

（１）対応手段と設備の選定の考え方

（２）対応手段と設備の選定の結果  

  ａ．パラメータを計測する計器故障時に再処理施設の状態を

把握するための手段及び設備  

  ｂ．計測に必要な計器の電源が喪失した場合の手段及び設備  

  ｃ．重大事故等時のパラメータを監視及び記録する手段及び

設備  

  ｄ．再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテ

ロリズムが発生した場合に必要な情報を把握し記録する

手段及び設備

2002



目－2 

  ｅ．手順等  

1.10.3 重大事故等時の手順等  

1.10.3.1 パラメータを計測する計器が故障した場合（計装配管

が損槽した場合を含む）又は計測範囲を超過した場合  

（１）外的事象による安全機能の喪失を要因として重大事故等が

発生した場合の手順  

  ａ．手順着手の判断基準  

  ｂ．使用する設備  

  ｃ．操作手順  

ｄ．重大事故等の対処に用いる設備への給油  

  ｅ．操作の成立性  

  ｆ．重要代替監視パラメータでの推定方法  

  ｇ．重大事故等時の対応手段の選択  

（２）内的事象による安全機能の喪失を要因として重大事故等が

発生した場合の手順  

  ａ．手順着手の判断基準  

  ｂ．使用する設備  

  ｃ．操作手順  

  ｄ．重大事故等の対処に用いる設備への給油  

  ｅ．操作の成立性  

  ｆ．重要代替監視パラメータでの推定方法  

  ｇ．重大事故等時の対応手段の選択  

1.10.3.2 計測に必要な電源の喪失  

（１）外的事象による安全機能の喪失及び内的事象のうち全交流

動力電源の喪失を要因として重大事故等が発生した場合の

2003
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手段  

  ａ．手順着手の判断基準

  ｂ．使用する設備  

  ｃ．操作手順  

  ｄ．操作の成立性  

  ｅ．共通電源車による給電

1.10.4 重大事故等時のパラメータを監視及び記録する手順  

（１）外的事象による安全機能の喪失及び内的事象のうち全交流

動力電源の喪失を要因として重大事故等が発生した場合の

手段  

  ａ．手順着手の判断基準

  ｂ．使用する設備  

  ｃ．操作手順  

  ｄ．操作の成立性  

  ｅ．機能の健全性  

  ｆ．共通電源車による給電

（２）内的事象による安全機能の喪失を要因として重大事故等が

発生した場合の手段  

  ａ．手順着手の判断基準

  ｂ．使用する設備

  ｃ．操作手順  

  ｄ．操作の成立性

1.10.5 再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテ

ロリズムが発生した場合に必要な情報を把握し記録する

ための手順

2004
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（１）手順着手の判断基準  

（２）使用する設備  

（３）操作手順  

（４）操作の成立性  

（５）機能の健全性  

1.10.6 その他の手順項目にて考慮する手順  

2005



 
 

1.10 事故時の計装に関する手順等  

【要求事項】  

１  再処理事業者において、重大事故等が発生し、計測機器（非

常用のものを含む。）の直流電源の喪失その他の故障により当

該重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメ

ータを計測することが困難となった場合において当該パラメ

ータを推定するために有効な情報を把握するために必要な手

順等が適切に整備されているか、又は整備される方針が適切

に示されていること。  

２  再処理事業者において、再処理施設への故意による大型航

空機の衝突その他のテロリズムが発生した場合においても必

要な情報を把握するために必要な手順等が適切に整備されて

いるか、又は整備される方針が適切に示されていること。  

 

【解釈】  

１  第１項に規定する「当該重大事故等に対処するために監視

することが必要なパラメータを計測することが困難となった

場合においても当該パラメータを推定するために有効な情報

を把握するために必要な手順等」とは、例えば、テスターと

換算表を用いて必要な計測を行うこと又はこれと同等以上の

効果を有する措置を行うための手順等をいう。なお、「当該重

大事故等に対処するために監視することが必要なパラメー

タ」とは、事業者が検討すべき重大事故等対策を成功させる

ために把握することが必要な再処理施設の状態を意味する。  
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２  第１項に規定する「故意による大型航空機の衝突その他

のテロリズムが発生した場合においても必要な情報を把握

する」については、発生する事故の特徴から、作業可能な状

態が比較的長時間確保できる可能性がある場合には、施設

の遠隔操作に代えて、緊急時のモニタや施設制御を現場に

おいて行うための手順等を整備することを含む。  

 

 重大事故等が発生した場合において，重大事故等に対処するた

めに監視することが必要なパラメータを計測する対応及び対処設

備を整備する。また，重大事故等が発生し，計測機器（非常用のも

のを含む。）の直流電源の喪失その他の故障により，当該重大事故

等に対処するために監視することが必要なパラメータを計測する

ことが困難となった場合に，当該パラメータの推定に有効な情報

を把握するため，計器が故障した場合又は計測範囲を超過した場

合の対応，計器電源の喪失時の対応，計測結果を監視及び記録す

るための対処設備を整備する。  

また，再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテ

ロリズムが発生した場合に，中央制御室及び緊急時対策所におい

て必要な情報を把握するための対処設備を整備する。  

ここでは，これらの対処設備を活用した手順等について説明す

る。  
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1.10.1 概要  

（１）パラメータを計測する計器故障時（常設配管の損傷又は計

測範囲を超えた場合）に再処理施設の状態を把握するため

の措置  

外的事象による安全機能の喪失を要因として重大事故等が

発生した場合において，常設計器及び常設代替計器の故障又

は計測範囲の超過により，重要監視パラメータの計測が困難

な場合は，重要監視パラメータを可搬型重要計器にて計測す

る手段に着手する。  

可搬型重要計器の故障（計装配管が損傷した場合を含む。）

により，重要監視パラメータを計測することが困難となった

場合に備え，重要代替監視パラメータを可搬型重要代替計器

にて計測する手段に着手する。  

内的事象による安全機能の喪失を要因とし重大事故等が発

生した場合において，重要監視パラメータを常設重要計器に

て計測する手段，又は常設計器及び常設代替計器の計測範囲

の超過により重要監視パラメータの計測が困難な場合は重要

監視パラメータを可搬型重要計器にて計測する手順に着手す

る。  

常設重要計器の故障により，重要監視パラメータの計測が

困難な場合は，重要代替監視パラメータを他チャンネルの重

要代替計器にて計測する手段に着手する。  

可搬型重要計器の故障（計装配管が損傷した場合を含む。）

により，重要監視パラメータを計測することが困難となった

場合に備え，重要代替監視パラメータを可搬型重要代替計器
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にて計測する手段に着手する。  

手順の整備に当たっては，重大事故等時に把握することが

必要なパラメータの使用目的を考慮し，これに要求される配

備の制限時間に対して十分な余裕をもって設置することを基

本方針とする。  

 

（２）計測に必要な電源が喪失した場合の措置  

外的事象による安全機能の喪失及び内的事象のうち全交流

動力電源の喪失を要因として重大事故等が発生した場合にお

いて，全交流動力電源及び直流電源の喪失により監視機能が

喪失した場合は，重要監視パラメータを可搬型重要計器にて

計測する手順に着手する。  

手順の整備に当たっては，重大事故等時に把握することが

必要なパラメータの使用目的を考慮し，これに要求される配

備の制限時間に対して十分な余裕をもって設置することを基

本方針とする。  

 

（３）重大事故等時のパラメータを監視及び記録するための措置  

外的事象による安全機能の喪失及び内的事象のうち全交流

動力電源の喪失を要因として重大事故等が発生した場合にお

いて，情報把握計装設備用屋内伝送系統，建屋間伝送用無線

装置，前処理建屋可搬型情報収集装置，分離建屋可搬型情報

収集装置，精製建屋可搬型情報収集装置，ウラン・プルトニ

ウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置，高レベル廃液ガラス

固化建屋可搬型情報収集装置，制御建屋可搬型情報収集装置，

2009



 
 

制御建屋可搬型情報表示装置，第１保管庫・貯水所可搬型情

報収集装置，第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置，情報

把握計装設備可搬型発電機，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可

搬型情報収集装置，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報

表示装置（以下「情報把握計装設備」という。），情報収集装

置，情報表示装置及び前処理建屋可搬型発電機等にて，重要

監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを監視及び記録

する手段がある。また，共通電源車による復電によって，監

視制御盤，安全系監視制御盤，データ収集装置，データ表示

装置にて，重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータ

を監視及び記録するための手順に着手する。  

手順の整備にあたり，情報把握計装設備については，重大

事故等対策の操作等に直接関係しない設備であることから，

重大事故等対策に影響のない範囲で可能な限り速やかに設置

する。  

本手順では，設計基準対象の施設である計測制御設備を用

いる手段，設計基準対象の施設である計測制御設備が故障又

は機能喪失した場合の手段を整備している。対処に必要な時

間は以下の通り。  

情報把握計装設備は，重大事故等対策に影響のない範囲で

可能な限り速やかに設置することの観点から，制御建屋，前

処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合

脱硝建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋の可搬型情報収集

装置並びに中央制御室の可搬型情報表示装置の配備は，実施

責任者，要員管理班，情報管理班，建屋外対応班長（以下「実
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施責任者等」という。）８人，建屋対策班の班員３人，合計 11

人にて，事象発生後，中央制御室については３時間 10 分以

内，前処理建屋については６時間 50 分以内，分離建屋につい

ては４時間 20分以内，精製建屋については３時間 45分以内，

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋については４時間 55 分以

内，高レベル廃液ガラス固化建屋については６時間 15 分以内

に配備可能である。  

第１保管庫・貯水所及び第２保管庫・貯水所の可搬型情報

収集装置の配備は，実施責任者，要員管理班，情報管理班，

建屋外対応班長（以下「実施責任者等」という。）８人，建屋

外対応班４人の合計 12 人にて作業した場合，事象発生後，第

１保管庫・貯水所については１時間 30 分以内，第２保管庫・

貯水所については９時間以内に配備可能である。  

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋の可搬型情報収集装置並びに

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の可搬型情報

表示装置の配備は，実施責任者，要員管理班，情報管理班，

建屋外対応班長（以下「実施責任者等」という。）８人，建屋

対策班の班員 26 人，建屋外対応班１人の合計 35 人にて作業

した場合，事象発生後，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋並びに

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室については

22 時間 30 分以内に配備可能である。  

    

（４）再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテロ

リズムが発生した場合に必要な情報を把握するための措置  

再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテロ
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リズムが発生した場合，常設計器，常設代替計器，常設重要

計器，常設重要代替計器，可搬型重要計器，可搬型重要代替

計器及び情報把握計装設備を用いて，中央制御室又は緊急時

対策所において必要な情報を把握し記録する手順に着手する。 

本手順では，設計基準の計測制御設備が機能喪失した場合

の手段として（１）から（３）と同様の対応を行う。  

 

（５）自主対策設備  

重大事故等の対処を確実に実施するためフォールトツリー

分析等により機能喪失の原因分析を行った上で対策の抽出を

行った結果，自主対策設備及び手順を以下のとおり整備する。 

ａ．パラメータを計測する計器故障時に再処理施設の状態を把

握するための手段  

パラメータを計測する計器故障時に再処理施設の状態を把

握するための手段として，常設計器及び常設代替計器は、地震

起因重大事故時機能維持設計としておらず，地震により機能喪

失するおそれがあることから，重大事故等対処設備とは位置付

けないが，機能が維持されている場合は，迅速性の観点から常

設計器及び常設代替計器にてパラメータを計測する。  

 

ｂ．計測に必要な計器の電源が喪失した場合の手段  

計測に必要な計器の電源が喪失した場合の手段として，再処

理施設の所内電源系統が健全である場合には，共通電源車によ

る復電によって常設計器及び常設代替計器にてパラメータを

計測する。  
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ｃ．重大事故等時のパラメータを監視及び記録する手段  

重大事故等時のパラメータを監視及び記録する手段として，

全交流動力電源喪失において，共通電源車が健全，かつ，監視

制御盤，安全系監視制御盤，データ収集装置，データ表示装置

の機能が喪失していない場合は，監視制御盤，安全系監視制御

盤，データ収集装置，データ表示装置にて監視及び記録する。  

 

 ｄ．再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテロ

リズムが発生した場合に必要な情報を把握し記録する手段  

再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテロ

リズムが発生した場合に必要な情報を把握し記録する手段と

して，常設計器及び常設代替計器は、地震起因重大事故時機能

維持設計としておらず，地震により機能喪失するおそれがある

ことから，重大事故等対処設備とは位置付けないが，機能が維

持されている場合は，迅速性の観点から常設計器及び常設代替

計器にてパラメータを計測する。  

 

 

1.10.2 対応手段と設備の選定  

 （１）対応手段と設備の選定の考え方  

   重大事故等時において，重大事故等の発生防止対策及び拡

大防止対策等を実施するため，再処理施設の状態を把握する

ことが重要である。当該重大事故等に対処するために監視す

ることが必要なパラメータとして，使用済燃料の再処理の事
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業に係る再処理事業者の重大事故等の発生及び拡大の防止に

必要な措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基

準（以下，「技術的能力審査基準」という。）のうち，以下の

手順から抽出パラメータを抽出する。  

・ 1.1 臨界事故の拡大を防止するための手順等  

・ 1.2 冷却機能の喪失による蒸発乾固に対処するための手

順等  

・ 1.3 放射線分解により発生する水素による爆発に対処す

るための手順等  

・ 1.4 有機溶媒等による火災又は爆発に対処するための手

順等  

・ 1.5 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等  

・ 1.7 工場等外への放射性物質等の放出を抑制するための

手順等  

・ 1.8 重大事故等への対処に必要となる水の供給手順等  

・ 1.9 電源の確保に関する手順等  

・ 1.10 事故時の計装に関する手順等  

   なお，技術的能力審査基準のうち，以下の作業手順で用い

るパラメータは，重大事故等の発生防止対策及び拡大防止対

策等を実施するための手順では用いないため，各々の手順に

おいて整理する。  

・ 1.11 制御室の居住性等に関する手順等  

・ 1.12 監視測定等に関する手順等  

・ 1.13 緊急時対策所の居住性等に関する手順等  

・ 1.14 通信連絡に関する手順等  
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   抽出パラメータのうち，重大事故等の発生防止対策及び拡

大防止対策等を成功させるために監視することが必要なパラ

メータを主要パラメータとして分類する。また，抽出パラメ

ータのうち，電源設備の受電状態，重大事故等対処設備の運

転状態又は再処理施設の状態を補助的に監視するパラメータ

を補助パラメータとして分類する。  

   主要パラメータは，重要監視パラメータと重要代替監視パ

ラメータに分類する。  

   重要監視パラメータを計測することが困難となった場合に

は，重要代替監視パラメータを用いて重要監視パラメータを

換算等により推定，又は推測する手段を整備する。  

主要パラメータは，重大事故等に対処するための設備とし

て，常設重大事故等対処設備の計器及び可搬型重大事故等対

処設備の計器を用いて計測する。重要監視パラメータを計測

する設備を重要計器とし，重大事故等の発生要因に応じて可

搬型重大事故等対処設備の計器又は常設重大事故等対処設備

の計器を使用する。重要代替監視パラメータを計測する設備

を重要代替計器とし，重大事故等の発生要因に応じて可搬型

重大事故等対処設備の計器又は常設重大事故等対処設備の計

器を使用する。重要監視パラメータを計測する可搬型重大事

故等対処設備の計器を可搬型重要計器，重要監視パラメータ

を計測する常設重大事故等対処設備の計器を常設重要計器と

する。また，重要代替監視パラメータを計測する可搬型重大

事故等対処設備の計器を可搬型重要代替計器，重要代替監視

パラメータを計測する常設重大事故等対処設備の計器を常設
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重要代替計器とする。  

重要監視パラメータを計測する設計基準対象の施設の計

測制御設備の計器を常設計器とする。また，重要代替監視パ

ラメータを計測する設計基準対象の施設の計測制御設備の計

器を常設代替計器とする。  

パラメータの計測に使用する設備を第 1.10－４表，重大事

故時に必要なパラメータの選定フローを第 1.10－１図に示

す。  

計測結果による監視機能の喪失要因についてフォールト

ツリー分析を実施したうえで，監視機能喪失の要因である計

器の故障又は計測範囲を超過した場合及び計器電源喪失によ

り主要パラメータを計測することが困難となった場合におい

て，主要パラメータの推定に必要なパラメータを用いて対応

する手段を整備する。計器の故障については，設計基準対象

の施設である計測制御設備の計装配管が損傷した場合を含む。

監視機能喪失のフォールトツリー分析を第 1.10－２図に示

す。  

   以上の分類にて整理した主要パラメータを計測する重大事

故等対処設備を選定する。さらに，主要パラメータを監視及

び記録するために必要となる重大事故等対処設備を選定する

とともに，重大事故等の対処に必要なパラメータを計測又は

監視し，記録する手順を整備する。重大事故等の対処に必要

なパラメータを監視及び記録する手順の概要を第 1.10－４

図に示す。  

   また，再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他
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のテロリズムが発生した場合において，必要な情報を把握し

記録するために必要な設備を選定するとともに，必要な情報

を把握する手順を整備する。機能喪失を想定する設備と整備

する対応手段，対処設備，手順書一覧を第 1.10－５表に示す。 

   重大事故等対処設備の他に，柔軟な事故対応を行うための

対応手段及び自主対策設備を選定する。  

   選定した重大事故等対処設備により，技術的能力審査基準

だけでなく，事業指定基準規則第四十三条及び技術基準規則

第四十七条の要求機能を満足する設備が網羅されていること

を確認するとともに，自主対策設備との関係を明確にする。  

 

 （２）  対応手段と設備の選定の結果  

   フォールトツリー分析の結果，監視不能となる要因として

計器故障（計装配管が損傷した場合を含む）又は計測範囲を

超過した場合並びに全交流動力電源喪失及び直流電源喪失に

よる計器電源の喪失を想定する。  

 

  a．パラメータを計測する計器故障時に再処理施設の状態を把

握するための手段及び設備  

  (a) 対応手段  

外的事象による安全機能の喪失を要因として重大事故

等が発生した場合において，常設計器及び常設代替計器の

故障又は計測範囲の超過により，重要監視パラメータの計

測が困難な場合は，重要監視パラメータを可搬型重要計器

にて計測する手段を整備する。  
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可搬型重要計器の故障（計装配管が損傷した場合を含

む。）により，重要監視パラメータを計測することが困難と

なった場合に備え，重要代替監視パラメータを可搬型重要

代替計器にて計測する手段を整備する。  

・常設計器  

・常設代替計器  

    ・安全圧縮空気系（設計基準対象の施設と兼用）  

    ・一般圧縮空気系（設計基準対象の施設と兼用）  

    ・電気設備（設計基準対象の施設と兼用）  

・可搬型重要計器※ １  

・可搬型重要代替計器※ １  

・可搬型計測ユニット  

・可搬型監視ユニット  

・可搬型計測ユニット用空気圧縮機  

・可搬型空冷ユニット  

・けん引車  

・可搬型空気圧縮機  

・使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機  

・情報把握計装設備可搬型発電機  

※１  計器に附属の計測用ボンベ，計装配管，充電池

及び乾電池を含む  

 

    内的事象による安全機能の喪失を要因として重大事故等

が発生した場合において，重要監視パラメータを常設重要

計器にて計測する手段，又は常設計器及び常設代替計器の

2018



 
 

計測範囲の超過により重要監視パラメータの計測が困難な

場合は重要監視パラメータを可搬型重要計器にて計測する

手段を整備する。  

    常設重要計器の故障により，重要監視パラメータの計測

が困難な場合は，重要代替監視パラメータを他チャンネル

の重要代替計器にて計測する手段を整備する。  

    可搬型重要計器の故障（計装配管が損傷した場合を含む。）

により，重要監視パラメータを計測することが困難となっ

た場合に備え，重要代替監視パラメータを可搬型重要代替

計器にて計測する手段を整備する。本手順に使用する設備

は以下のとおり。  

・常設計器  

・常設代替計器  

・常設重要計器  

・常設重要代替計器  

・安全圧縮空気系（設計基準対象の施設と兼用）  

・一般圧縮空気系（設計基準対象の施設と兼用）  

・電気設備（設計基準対象の施設と兼用）  

・可搬型重要計器※ １  

・可搬型重要代替計器※ １  

・可搬型計測ユニット  

・可搬型監視ユニット  

・可搬型計測ユニット用空気圧縮機  

・可搬型空冷ユニット  

・けん引車  
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・可搬型空気圧縮機  

・使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機  

・情報把握計装設備可搬型発電機  

※１  計器に附属の計測用ボンベ，計装配管，充電池及

び乾電池を含む  

 

  （ b）重大事故等対処設備と自主対策設備  

    フォールトツリー分析の結果により選定した，重要監視

パラメータを計測する計器の故障時に再処理施設の状態を

把握するための設備として，重大事故等が発生した場合に

おける常設重要代替計器，安全圧縮空気系（設計基準対象

の施設と兼用），一般圧縮空気系（設計基準対象の施設と兼

用），電気設備（設計基準対象の施設と兼用），可搬型重要

計器，可搬型重要代替計器，可搬型計測ユニット，可搬型

監視ユニット，可搬型計測ユニット用空気圧縮機，可搬型

空冷ユニット，けん引車，可搬型空気圧縮機，使用済燃料

の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機並びに情報把握計

装設備可搬型発電機を重大事故等対処設備とする。  

    これらの選定した設備は，技術的能力審査基準，事業指

定基準規則第四十三条及び技術基準規則第四十七条に要求

される事項が全て網羅されている。  

    以上の重大事故等対処設備により，重要監視パラメータ

及び重要代替監視パラメータを把握することができる。  

また，以下の設備は，重大事故等が発生した場合において，

再処理施設の状態によっては事故対応に有効な設備である
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ため，自主対策設備として位置付ける。あわせて，その理

由を示す。  

・常設計器  

・常設代替計器  

上記の設備は，地震起因重大事故時機能維持設計として

おらず，地震により機能喪失するおそれがあることから，

重大事故等対処設備とは位置付けないが，機能が維持され

ている場合は，迅速性の観点から事故対応に有効である。  

なお，自主対策設備が機能喪失した場合は，重大事故等

対処設備を用いて対処を行うため，重大事故対策に悪影響

を及ぼすことはない。  

 

  b．計測に必要な計器の電源が喪失した場合の手段及び設備  

  (a) 対応手段  

    外的事象による安全機能の喪失及び内的事象のうち全交

流動力電源の喪失を要因として重大事故等が発生した場合

において，全交流動力電源及び直流電源の喪失により監視

機能が喪失した場合は，重要監視パラメータを可搬型重要

計器にて計測する手段及び共通電源車による復電によって

常設計器及び常設代替計器にてパラメータを計測する手段

がある。本手順に使用する設備は以下のとおり。  

・常設計器  

・常設代替計器  

・安全圧縮空気系（設計基準対象の施設と兼用）  

・一般圧縮空気系（設計基準対象の施設と兼用）  
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・可搬型重要計器※ １  

・可搬型計測ユニット  

・可搬型監視ユニット  

・可搬型計測ユニット用空気圧縮機  

・可搬型空冷ユニット  

・けん引車  

・可搬型空気圧縮機  

・使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機  

・情報把握計装設備可搬型発電機  

・共通電源車  

※１  計器に附属の計測用ボンベ，計装配管，充電池

及び乾電池を含む  

  (ｂ ) 重大事故等対処設備と自主対策設備  

    フォールトツリー分析の結果により選定した，計器電源

喪失時に重要監視パラメータを計測するための設備として，

安全圧縮空気系（設計基準対象の施設と兼用），一般圧縮空

気系（設計基準対象の施設と兼用），可搬型重要計器，可搬

型計測ユニット，可搬型監視ユニット，可搬型計測ユニッ

ト用空気圧縮機，可搬型空冷ユニット，けん引車，可搬型

空気圧縮機，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型

発電機並びに情報把握計装設備可搬型発電機を，重大事故

等対処設備とする。  

    これらの選定した設備は，技術的能力審査基準，事業指

定基準規則第四十三条及び技術基準規則第四十七条に要求

される事項が全て網羅されている。  
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    以上の重大事故等対処設備により，重要監視パラメータ

を把握することができる。  

    また，以下の設備は再処理施設の状態によっては事故対

応に有効な設備であるため，自主対策設備として位置付け

る。あわせて，その理由を示す。  

・常設計器  

・常設代替計器  

 共通電源車による復電により，パラメータが監視可能な

場合は，事故対応に有効である。  

・共通電源車  

全交流動力電源喪失において，設計基準対象の施設が機

能維持している場合，共通電源車が健全であれば，再処理

施設の状況によっては事故対応に有効である。  

なお，自主対策設備が機能喪失した場合は，重大事故等

対処設備を用いて対処を行うため，重大事故対策に悪影響

を及ぼすことはない。  

 

  ｃ．重大事故等時のパラメータを監視及び記録する手段及び

設備  

  (a) 対応手段  

    外的事象による安全機能の喪失及び内的事象のうち全交

流動力電源の喪失を要因として重大事故等が発生した場合

において，情報把握計装設備用屋内伝送系統，建屋間伝送

用無線装置，前処理建屋可搬型情報収集装置，分離建屋可

搬型情報収集装置，精製建屋可搬型情報収集装置，ウラン・
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プルトニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置，高レベル

廃液ガラス固化建屋可搬型情報収集装置，制御建屋可搬型

情報収集装置，制御建屋可搬型情報表示装置，第１保管庫・

貯水所可搬型情報収集装置，第２保管庫・貯水所可搬型情

報収集装置，情報把握計装設備可搬型発電機，使用済燃料

受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置，使用済燃料受入れ・

貯蔵建屋可搬型情報表示装置（以下「情報把握計装設備」

という。），情報収集装置，情報表示装置及び前処理建屋可

搬型発電機等にて，重要監視パラメータ及び重要代替監視

パラメータを監視及び記録する手段がある。また，共通電

源車による復電によって，監視制御盤，安全系監視制御盤，

データ収集装置，データ表示装置にて，重要監視パラメー

タ及び重要代替監視パラメータを監視及び記録する手段が

ある。  

    重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを監視

及び記録する設備は以下のとおり。  

・情報把握計装設備用屋内伝送系統  

・建屋間伝送用無線装置  

・情報収集装置  

・情報表示装置  

・前処理建屋可搬型情報収集装置  

・分離建屋可搬型情報収集装置  

・精製建屋可搬型情報収集装置  

・ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装

置  
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・高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型情報収集装置  

・制御建屋可搬型情報収集装置  

・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置  

・制御建屋可搬型情報表示装置  

・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表示装置  

・第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置  

・第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置  

・情報把握計装設備可搬型発電機  

・前処理建屋可搬型発電機  

・分離建屋可搬型発電機  

・ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型発電機  

・高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型発電機  

・制御建屋可搬型発電機  

・使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機  

・監視制御盤  

・安全系監視制御盤  

・データ収集装置  

・データ表示装置  

・共通電源車  

 

    重大事故等が発生した場合において，可搬型重要計器又

は可搬型重要代替計器により測定したパラメータは，情報

把握計装設備が設置されるまで，代替通信連絡設備を用い

て中央制御室，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制

御室又は緊急時対策所に連絡し，記録用紙に記録する手順
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を整備する。  

    可搬型重要計器又は可搬型重要代替計器により計測した

パラメータは，実施組織要員が 1 時間 30 分以内の頻度で確

認し監視する。  

 

    内的事象による安全機能の喪失を要因とし，全交流動力

電源の喪失を伴わない重大事故等の発生時には，監視制御

盤，安全系監視制御盤，データ収集装置，データ表示装置，

情報把握計装設備，情報収集装置，情報表示装置，通信連

絡設備及び前処理建屋可搬型発電機等にて重要監視パラメ

ータ及び重要代替監視パラメータを監視及び記録する手段

がある。  

    重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを監視

及び記録する設備は以下のとおり。  

・監視制御盤  

・安全系監視制御盤  

・データ収集装置  

・データ表示装置  

・直流電源設備  

・計測制御用交流電源設備  

・情報把握計装設備用屋内伝送系統  

・建屋間伝送用無線装置  

・情報収集装置  

・情報表示装置  

・前処理建屋可搬型情報収集装置  
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・分離建屋可搬型情報収集装置  

・精製建屋可搬型情報収集装置  

・ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装

置  

・高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型情報収集装置  

・制御建屋可搬型情報収集装置  

・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置  

・制御建屋可搬型情報表示装置  

・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表示装置  

・第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置  

・第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置  

・情報把握計装設備可搬型発電機  

・前処理建屋可搬型発電機  

・分離建屋可搬型発電機  

・ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型発電機  

・高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型発電機  

・制御建屋可搬型発電機  

・使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機  

 

    重大事故等が発生した場合において，可搬型重要計器又

は可搬型重要代替計器により測定したパラメータは，情報

把握計装設備が設置されるまで，通信連絡設備を用いて中

央制御室，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室

又は緊急時対策所に連絡し，記録用紙に記録する手順を整

備する。  
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    可搬型重要計器又は可搬型重要代替計器により計測した

パラメータは，実施組織要員が 1 時間 30 分以内の頻度で確

認し監視する。  

 

  (ｂ ) 重大事故等対処設備と自主対策設備  

    重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを監視

及び記録する設備として，情報収集装置，情報表示装置，

監視制御盤，安全系監視制御盤，データ収集装置，データ

表示装置，直流電源設備，計測制御用交流電源設備，情報

把握計装設備，前処理建屋可搬型発電機，分離建屋可搬型

発電機，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型発電機，

高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型発電機，制御建屋可搬

型発電機，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発

電機を重大事故等対処設備とする。  

    これらの選定した設備は，技術的能力審査基準，事業指

定基準規則第四十三条及び技術基準規則第四十七条に要求

される事項が全て網羅されている。  

    また，以下の設備は，外的事象による安全機能の喪失を

要因として重大事故等が発生した場合において，再処理施

設の状態によっては事故対応に有効な設備であるため，自

主対策設備として位置付ける。あわせて，その理由を示す。  

・監視制御盤  

・安全系監視制御盤  

・データ収集装置  

・データ表示装置  
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・共通電源車  

全交流動力電源喪失において，共通電源車が健全，かつ，

監視制御盤，安全系監視制御盤，データ収集装置，データ

表示装置の機能が喪失していなければ事故対応に有効であ

る。  

なお，自主対策設備が機能喪失した場合は，重大事故等

対処設備を用いて対処を行うため，重大事故対策に悪影響

を及ぼすことはない。  

 

  ｄ．再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテ

ロリズムが発生した場合に必要な情報を把握し記録する手

段及び設備  

  (a) 対応手段  

    再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテ

ロリズムが発生した場合，常設計器，常設代替計器，常設

重要計器，常設重要代替計器，可搬型重要計器，可搬型重

要代替計器及び情報把握計装設備を用いて，中央制御室又

は緊急時対策所において必要な情報を把握し記録する手段

がある。  

    必要な情報の把握に使用する設備は以下のとおり。  

・常設計器  

・常設代替計器  

・常設重要計器  

・常設重要代替計器  

・可搬型重要計器※ １  
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・可搬型重要代替計器※ １  

・可搬型計測ユニット  

・可搬型監視ユニット  

・可搬型計測ユニット用空気圧縮機  

・可搬型空冷ユニット  

・けん引車  

・安全圧縮空気系（設計基準対象の施設と兼用）  

・一般圧縮空気系（設計基準対象の施設と兼用）  

・電気設備（設計基準対象の施設と兼用）  

・可搬型空気圧縮機  

・情報把握計装設備可搬型発電機  

・情報把握計装設備用屋内伝送系統  

・建屋間伝送用無線装置  

・情報収集装置  

・情報表示装置  

・データ収集装置  

・データ表示装置  

・前処理建屋可搬型情報収集装置  

・分離建屋可搬型情報収集装置  

・精製建屋可搬型情報収集装置  

・ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装

置  

・高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型情報収集装置  

・制御建屋可搬型情報収集装置  

・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置  
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・制御建屋可搬型情報表示装置  

・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表示装置  

・第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置  

・第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置  

・監視制御盤  

・安全系監視制御盤  

・前処理建屋可搬型発電機  

・分離建屋可搬型発電機  

・ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型発電機  

・高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型発電機  

・制御建屋可搬型発電機  

・使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機  

・直流電源設備  

・計測制御用交流電源設備  

※１  計器に附属の計測用ボンベ，計装配管，充電池

及び乾電池を含む  

 

  (ｂ ) 重大事故等対処設備と自主対策設備  

    再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテ

ロリズムが発生した場合に必要な情報を把握し記録する設

備として，常設重要計器，常設重要代替計器，安全圧縮空

気系（設計基準対象の施設と兼用），一般圧縮空気系（設計

基準対象の施設と兼用），電気設備（設計基準対象の施設と

兼用），監視制御盤，安全系監視制御盤，直流電源設備，計

測制御用交流電源設備，データ収集装置，データ表示装置，
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情報収集装置，情報表示装置，可搬型重要計器，可搬型重

要代替計器，可搬型計測ユニット，可搬型監視ユニット，

可搬型計測ユニット用空気圧縮機，可搬型空冷ユニット，

けん引車，情報把握計装設備，可搬型空気圧縮機，前処理

建屋可搬型発電機，分離建屋可搬型発電機，ウラン・プル

トニウム混合脱硝建屋可搬型発電機，高レベル廃液ガラス

固化建屋可搬型発電機，制御建屋可搬型発電機，使用済燃

料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機を重大事故等対

処設備とする。  

また，以下の設備は，重大事故等が発生した場合において，

再処理施設の状態によっては事故対応に有効な設備である

ため，自主対策設備として位置付ける。あわせて，その理

由を示す。  

・常設計器  

・常設代替計器  

上記の設備は，地震起因重大事故時機能維持設計として

おらず，地震により機能喪失するおそれがあることから，

重大事故等対処設備とは位置付けないが，機能が維持され

ている場合は，迅速性の観点から事故対応に有効である。  

なお，自主対策設備が機能喪失した場合は，重大事故等

対処設備を用いて対処を行うため，重大事故対策に悪影響

を及ぼすことはない。  

 

  ｅ．手順等  

    上記 a．から d．により選定した対応手段に係る手順を整
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備する。  

    これらの手順は，重大事故等時における実施組織要員に

よる一連の対応として「重大事故等発生時対応手順書」に

定める。計装設備のタイムチャートを第 1.10－５図に示す。 

 1.10.3 重大事故等時の手順等  

 1.10.3.1 パラメータを計測する計器が故障した場合（計装配

管が損傷した場合を含む）又は計測範囲を超過した場合  

 （１）外的事象による安全機能の喪失を要因として重大事故等

が発生した場合の手順  

    外的事象による安全機能の喪失を要因として重大事故等

が発生した場合において，常設計器及び常設代替計器の故

障又は計測範囲の超過により，重要監視パラメータの計測

が困難な場合は，重要監視パラメータを可搬型重要計器に

て計測する。  

    可搬型重要計器の故障（計装配管が損傷した場合を含む）

により，重要監視パラメータを計測することが困難となっ

た場合は，重要代替監視パラメータを可搬型重要代替計器

にて計測する，又は重要監視パラメータを換算等により推

定するための重要代替監視パラメータを可搬型重要代替計

器にて計測する。  

 

  a. 手順着手の判断基準  

    外的事象による安全機能喪失を確認後，重大事故等への

体制移行を実施責任者が判断した場合。  
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   b. 使用する設備  

    本対応で使用する設備は以下のとおり。  

・常設計器  

・常設代替計器  

    ・安全圧縮空気系（設計基準対象の施設と兼用）  

    ・一般圧縮空気系（設計基準対象の施設と兼用）  

    ・電気設備（設計基準対象の施設と兼用）  

・可搬型重要計器※ １  

・可搬型重要代替計器※ １  

・可搬型計測ユニット  

・可搬型監視ユニット  

・可搬型計測ユニット用空気圧縮機  

・可搬型空冷ユニット  

・けん引車  

・可搬型空気圧縮機  

・使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機  

・情報把握計装設備可搬型発電機  

※１  計器に附属の計測用ボンベ，計装配管，充電池

及び乾電池を含む  

  c. 操作手順  

    計器故障の判断及び対応手順は，以下のとおり。  

①  実施組織要員は，常設計器及び常設代替計器が故障し

た場合又は計測範囲を超過した場合は，重要監視パラ

メータを可搬型重要計器により計測する。  

②実施組織要員は，読み取った指示値が正常であること
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を，計測範囲内にあること及び再処理施設の状態によ

りあらかじめ推定される値との間に大きな差異がない

ことにより確認する。  

③実施責任者は，可搬型重要計器の故障（計装配管が損傷

した場合を含む）により重要監視パラメータの計測が

できない場合には，あらかじめ選定した重要代替監視

パラメータによる計測を実施組織要員に指示する。  

④実施組織要員は，読み取った指示値を実施責任者に報

告する。  

⑤主要パラメータを計測する計器のうち，可搬型重要計

器及び可搬型重要代替計器による計測手順は，以下の

とおり。また，火山の影響により，降灰予報（「やや多

量」以上）を確認した場合は，事前の対応作業として可

搬型発電機，可搬型空気圧縮機等の建屋内への移動及

び除灰作業の準備を実施する。また，降灰を確認したの

ち必要に応じ，除灰作業を実施する。  

 

   （ a）貯槽等の温度，凝縮器出口の排気温度，燃料貯蔵プー

ル等の温度の計測  

   ａ － １ ）実施組織要員は，建屋内又は外部保管エリアに保管し

ている可搬型温度計のテスターを設計基準対象の施設で

ある計測制御設備の温度検出器の端子に接続し，温度表

示操作を行う。  

   ａ － ２ ）実施組織要員は，温度検出器の断線等の故障により，

温度が指示されない場合は，計測制御設備の温度検出器
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を計装配管から引き抜く。燃料貯蔵プール等の温度につ

いては，計装配管からの引き抜きは不要である。  

   ａ － ３ ）実施組織要員は，建屋内又は外部保管エリアに保管し

ている可搬型温度計を計装配管に挿入する。挿入した可

搬型温度計に可搬型温度計のテスターを接続し，現在の

貯槽等の温度を把握する。燃料貯蔵プール等の温度のう

ち，サーミスタ及び測温抵抗体についてはテスターの接

続は不要である。  

   ａ － ４ ）温度計測値を中央制御室，使用済燃料の受入れ施設及

び貯蔵施設の制御室並びに緊急時対策所へ情報伝送する

ため，情報把握計装設備用屋内伝送系統と接続する。  

   ａ － ５ ）可搬型温度計の電源は，情報把握計装設備から給電を

行う。情報把握計装設備から給電する前は，可搬型温度

計のテスターに内蔵されている乾電池により表示を行う。

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータは，

以下のとおり。  

・貯槽等温度  

・凝縮器出口排気温度  

・燃料貯蔵プール等水温  

 

   （ｂ）貯槽等の液位，漏えい液受皿の液位，凝縮水回収セル

又は凝縮水槽の液位，圧縮空気手動供給ユニット接続系

統の圧力の計測  

   ｂ － １ ）実施組織要員は，建屋内又は外部保管エリアに保管し

ている可搬型液位計を各貯槽又はセル内の液位計測のた
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めに設置している計装配管に接続する。  

   ｂ － 2）可搬型液位計はエアパージ式液位計であり，実施組織

要員は，計測のために必要な圧縮空気を計器に附属の計

測用ボンベにより可搬型液位計に供給する。可搬型空気

圧縮機により空気の供給準備が完了した場合は，可搬型

空気圧縮機の空気供給系統にホースを接続して可搬型液

位計に供給する。  

   ｂ － 3）可搬型液位計は，貯槽又はセル内の液位に応じた差圧

値を表示する指示計及び貯槽又はセル内の液密度に応じ

た差圧値を表示する指示計を搭載する。伝送する必要が

あるパラメータを計測する可搬型液位計は，貯槽又はセ

ル内の液位に応じた差圧値を表示する指示計及び貯槽又

はセル内の液密度に応じた差圧値を表示する指示計に加

えて，差圧値に応じた電気信号を出力する伝送器を搭載

する。  

   ｂ － 4）実施組織要員は，指示計の差圧値を換算表により換算

し液位を把握する。指示計は，機械式の差圧計であり外

部電源は不要である。また，伝送器は実施組織要員が情

報把握計装設備用屋内伝送系統と接続する。  

ｂ － 5）可搬型液位計は，情報把握計装設備から電源供給を受

け，中央制御室及び緊急時対策所へ情報伝送する。  

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータ

は，以下のとおり。  

・貯槽等液位  

・凝縮水回収セル液位  
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・凝縮水槽液位  

・漏えい液受皿液位  

・圧縮空気手動供給ユニット接続系統圧力  

 

   （ c）セル導出ユニットフィルタの差圧，代替セル排気系フ

ィルタの差圧の計測  

   ｃ － １ ）実施組織要員は，建屋内又は外部保管エリアに保管し

ている可搬型フィルタ差圧計を，重大事故等の対処のた

めに使用するフィルタユニットに設ける接続箇所へ接続

する。  

   ｃ － ２ ）可搬型フィルタ差圧計は，フィルタ差圧に応じた差圧

値を表示する指示計を搭載する。伝送する必要があるパ

ラメータを計測する可搬型フィルタ差圧計は，フィルタ

差圧に応じた差圧値を表示する指示計に加えて，差圧値

に応じた電気信号を出力する伝送器を搭載する。  

   ｃ － ３ ）指示計は機械式であり外部電源は不要である。また，

伝送器は実施組織要員が情報把握計装設備用屋内伝送系

統と接続することにより電源供給を受け，中央制御室及

び緊急時対策所へ情報伝送する。  

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータは，

以下のとおり。  

・セル導出ユニットフィルタ差圧  

・代替セル排気系フィルタ差圧  

 

  （ｄ）内部ループ通水及び冷却コイルの圧力，セル導出経路
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の圧力，導出先セルの圧力，圧縮空気自動供給貯槽の圧

力，圧縮空気自動供給ユニットの圧力，機器圧縮空気自

動供給ユニットの圧力，水素掃気系統圧縮空気の圧力，

かくはん系統圧縮空気の圧力，放水砲の圧力の計測  

   ｄ － １ ）実施組織要員は，建屋内又は外部保管エリアに保管し

ている可搬型圧力計を，常設貯槽又は可搬型ユニットに

設ける接続箇所へ接続する。  

   ｄ － ２ ）可搬型圧力計は，圧力に応じた圧力値を表示する指示

計を搭載する。伝送する必要があるパラメータを計測す

る可搬型圧力計は，圧力に応じた圧力値を表示する指示

計に加えて，圧力値に応じた電気信号を出力する伝送器

を搭載する。  

   ｄ － ３ ）指示計は機械式であり外部電源は不要である。また，

伝送器は実施組織要員が情報把握計装設備用屋内伝送系

統と接続することにより電源供給を受け，中央制御室及

び緊急時対策所へ情報伝送する。  

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータ

は，以下のとおり。  

・内部ループ通水圧力  

・冷却コイル圧力  

・セル導出経路圧力  

・導出先セル圧力  

・圧縮空気自動供給貯槽圧力  

・圧縮空気自動供給ユニット圧力  

・機器圧縮空気自動供給ユニット圧力  
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・水素掃気系統圧縮空気の圧力  

・かくはん系統圧縮空気圧力  

・放水砲圧力  

 

   （ｅ）凝縮器通水の流量，冷却コイル通水の流量，内部ルー

プ通水の流量，貯槽等注水の流量，建屋給水の流量，貯

槽掃気圧縮空気の流量，セル導出ユニットの流量，代替

注水設備の流量，スプレイ設備の流量，放水砲の流量，

第１貯水槽給水の流量の計測  

   e-1)実施組織要員は，建屋内又は外部保管エリアに保管し

ている可搬型流量計を，可搬型建屋内ホースの経路，可

搬型ユニット又は常設計装配管の接続箇所へ接続する。  

   e-2)可搬型流量計は，乾電池又は充電池により動作し流量

を指示する。  

   e-3)可搬型流量計は実施組織要員が情報把握計装設備用屋

内伝送系統と接続することにより電源供給を受け，中央

制御室，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室

並びに緊急時対策所へ情報伝送する。なお，乾電池式又

は充電池式であり，外部電源が喪失した場合でも計測が

可能である。  

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータ

は，以下のとおり。  

・凝縮器通水流量  

・冷却コイル通水流量  

・内部ループ通水流量  
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・貯槽等注水流量  

・建屋給水流量  

・貯槽掃気圧縮空気流量  

・セル導出ユニット流量  

・代替注水設備流量  

・スプレイ設備流量  

・放水砲流量  

・第１貯水槽給水流量  

 

   （ｆ）燃料貯蔵プール等の水位の計測  

   f-1)実施組織要員は，建屋内又は外部保管エリアに保管し

ている可搬型液位計を使用済燃料貯蔵槽の液位計測のた

めに設置する。可搬型液位計には，超音波式，メジャー

式，電波式及びエアパージ式があり，超音波式及びメジ

ャー式については，可搬型計測ユニット等が設置される

前に使用する。  

   f-2)エアパージ式の水位計については，実施組織要員が，

計測のために必要な圧縮空気を可搬型計測ユニット用空

気圧縮機に可搬型ホースを接続して可搬型液位計に供給

する。  

   f-3)可搬型液位計のうち，電波式及びエアパージ式は，使

用済燃料貯蔵槽の液位に応じた電気信号を出力する。  

   f-4)超音波式は乾電池により動作し，メジャーは読み取り

式であり外部電源は不要である。また，電波式及びエア

パージ式は，実施組織要員が情報把握計装設備用屋内伝
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送系統と接続することにより電源供給を受け，中央制御

室，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室並び

に緊急時対策所へ情報伝送する。  

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータ

は，以下のとおり。  

・燃料貯蔵プール等水位  

 

   （ｇ）貯水槽の水位の計測  

   g-1)可搬型液位計にはロープ式と電波式がある。実施組織

要員は，外部保管エリアに保管しているロープ式の可搬

型液位計の計測用ロープを第 1 貯水槽又は第２貯水槽の

開口部へ投入し，電波式の可搬型液位計は第 1 貯水槽又

は第２貯水槽の開口部へ設置する。ロープ式は，第１保

管庫・貯水所可搬型情報収集装置又は第２保管庫・貯水

所可搬型情報収集装置が配備される前に使用する。  

   g-2)ロープ式は，開口部から水面までの高さに応じた値を

読み取る測定用ロープ，巻取り部及びロープ先端が着水

したことを示すランプにより構成し，乾電池により動作

する。  

   g-3)電波式は，第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置又

は第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置と接続するこ

とにより電源供給を受け，中央制御室及び緊急時対策所

へ情報伝送する。  

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータ

は，以下のとおり。  

2042



 
 

・貯水槽水位  

 

   （ｈ）膨張槽の液位の計測  

   h-1)実施組織要員は，常設貯槽に設置されている点検口の

閉止フランジを取り外し，建屋内又は外部保管エリアに

保管している可搬型膨張槽液位計の測定用ロープを膨張

槽内へ投入する。  

   h-2)可搬型膨張槽液位計は点検口から水面までの高さに応

じた値を読み取る測定用ロープ，巻取り部及びロープ先

端が着水したことを示すランプにより構成し，乾電池に

より動作する。測定ロープは読み取り式であるため外部

電源は不要である。  

   h-3)実施組織要員は，可搬型膨張槽液位計の測定用ロープ

の値を読み取り，読み取った値を実施責任者に報告する。 

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータ

は，以下のとおり。  

・膨張槽液位  

 

   （ｉ）貯槽等水素の濃度の計測  

   i-1)実施組織要員は，建屋内又は外部保管エリアに保管し

ている可搬型水素濃度計を，貯槽及び濃縮缶に設ける接

続箇所へ接続する。  

   i-2)可搬型水素濃度計は，気中の水素濃度値を表示及び水

素濃度値に応じた電気信号を出力する指示計ユニット，

サンプリングガスを吸引する真空ポンプ，冷却器，吸着
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剤カラム並びに凝縮液回収容器を搭載する。  

  i-3)可搬型水素濃度計を貯槽及び濃縮缶に接続し，サンプ

リングガスを吸引するための真空ポンプを起動する。サ

ンプリングガスを水素濃度検出器に導入し，水素濃度を

計測する。サンプリングガスは，他の貯槽及び濃縮缶に

排出する。  

i-4)指示計ユニットは，実施組織要員が情報把握計装設備

用屋内伝送系統と接続することにより電源供給を受け，

中央制御室及び緊急時対策所へ情報伝送する。  

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータ

は，以下のとおり。  

・貯槽等水素濃度  

 

   （ｊ）排水の線量の計測  

   j-1)実施組織要員は，建屋内又は外部保管エリアに保管し

ている可搬型冷却水排水線量計を，可搬型排水受槽の近

傍に運搬する。  

   j-2)可搬型冷却水排水線量計は，乾電池又は充電池により

動作し排水の線量を指示する。  

   j-3)可搬型冷却水排水線量計は，実施組織要員が情報把握

計装設備用屋内伝送系統と接続することにより電源供給

を受け，中央制御室及び緊急時対策所へ情報伝送する。  

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータ

は，以下のとおり。  

・排水線量  
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   （ｋ）空間の線量率の計測  

   k-1)実施組織要員は，外部保管エリアに保管している可搬

型燃料貯蔵プール空間線量率計，可搬型空冷ユニット，

可搬型空冷ユニット用ホース，可搬型燃料貯蔵プール状

態監視カメラ用冷却ケース，可搬型燃料貯蔵プール空間

線量率計用冷却ケース及び可搬型計測ユニット用空気圧

縮機を使用済燃料受入れ・貯蔵建屋近傍へけん引車を用

いて運搬する。  

   k-2)可搬型燃料貯蔵プール空間線量率計は，実施組織要員

が可搬型空冷ユニットとケーブルで接続することにより

電源供給を受け，中央制御室，使用済燃料の受入れ施設

及び貯蔵施設の制御室並びに緊急時対策所へ情報伝送す

る。  

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータ

は，以下のとおり。  

・燃料貯蔵プール等空間線量率  

 

   （ｌ）燃料貯蔵プールの状態の監視  

   l-1)実施組織要員は，外部保管エリアに保管している燃料

貯蔵プール等状態監視カメラ，可搬型空冷ユニット，可

搬型空冷ユニット用ホース，可搬型燃料貯蔵プール状態

監視カメラ用冷却ケース，可搬型燃料貯蔵プール空間線

量率計用冷却ケース及び可搬型計測ユニット用空気圧縮

機を使用済燃料受入れ・貯蔵建屋近傍へけん引車を用い

て運搬する。  
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   l-2)燃料貯蔵プール等状態監視カメラは，実施組織要員が

可搬型空冷ユニットとケーブルで接続することにより電

源供給を受け，可搬型空冷ユニットへ画像伝送する。  

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータ

は，以下のとおり。  

     ・燃料貯蔵プール等状態（監視カメラ）  

 

   （ｍ）建屋内の線量率の計測  

   m-1)実施組織要員は，外部保管エリアに保管している可搬

型建屋内線量率計を各建屋内線量計測のために運搬する。 

   m-2)可搬型建屋内線量率計は，乾電池又は充電池により動

作し計測した線量率を指示する。  

   m-3)可搬型建屋内線量率計は，実施組織要員が情報把握計

装設備用屋内伝送系統と接続することにより電源供給を

受け，中央制御室及び緊急時対策所へ情報伝送する。  

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータ

は，以下のとおり。  

・建屋内線量率  

 

   ｄ．重大事故等の対処に用いる設備への給油  

    ①実施組織要員は，情報把握計装設備可搬型発電機，けん

引車，可搬型計測ユニット用空気圧縮機の近傍に準備し

たドラム缶の蓋を開け，給油が必要な設備へ簡易ポンプ

等により燃料を補給する。  

   ②建屋外対応班は，附属タンクの油面計等により，給油量
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を確認し，燃料の補給を終了する。なお，火山の影響に

より，降灰予報（「やや多量」以上）を確認した場合は，

ドラム缶の燃料を携行缶等を用いて発電機等へ供給する。 

   ③建屋外対応班は，可搬型発電機等の連続運転を継続させ

るために，発電機等の運転時間の補給間隔に応じて，操

作手順①～②を繰り返す。  

 

  ｅ．操作の成立性  

    重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，

放射線環境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動

時及び作業時の状況に応じて着用することとする。線量管

理については，個人線量計を着用し，１作業当たり 10ｍＳ

v 以下とすることを目安に管理する。  

    夜間及び停電時においては，確実に運搬，移動ができる

ように，可搬型照明を配備する。  

 

  ｆ．重要代替監視パラメータでの推定方法  

計器故障により，可搬型重要計器の接続による重要監視

パラメータの計測ができない場合には，重要代替監視パラ

メータによる推定を行う。  

    推定に当たっては，関連する重要代替監視パラメータを

確認し，得られた情報の中から有効な情報を評価すること

で，再処理施設の状況を把握する。  

    重要代替監視パラメータが複数ある場合は，重要代替監

視パラメータと重要監視パラメータの相関性の高さ，検出
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器の種類及び使用環境条件等を踏まえた確からしさを考慮

し，使用するパラメータの優先順位をあらかじめ定める。  

    重要代替監視パラメータによる重要監視パラメータの推

定ケースは以下のとおり。  

・他チャンネルへの接続によりパラメータを計測する。 

・他パラメータからの換算等によりパラメータを推定

する。  

・他パラメータの推移により再処理施設の状況を推測

する。  

・可搬型設備の計測用であり，対象パラメータの計測が

困難とならないものについては，重要代替監視パラメ

ータは設定しない。  

 

  ｇ．重大事故等時の対応手段の選択  

    重要代替監視パラメータでの対応手段の優先順位を以下

に示す。  

・他チャンネルにより計測できる場合は，他チャンネルの計

器により重要監視パラメータを計測する。  

・他パラメータからの換算等によりパラメータを推定する。 

・他パラメータの推移により再処理施設の状況を推測する。 

 

  ａ ）  常設計器及び常設代替計器によるパラメータの計測  

    外的事象による安全機能の喪失を要因として重大事故等

が発生した場合において，常設計器及び常設代替計器にて

パラメータを計測する。本対応は，常設計器による対応であ
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り，計器を設置する手順等は必要ないことから重大事故等

対処設備を用いた対処に悪影響を及ぼすことはない。  

  （２）内的事象による安全機能の喪失を要因として重大事故

等が発生した場合の手順  

    内的事象による安全機能の喪失を要因として重大事故等

が発生した場合は，重要監視パラメータを常設重要計器に

て計測，又は常設計器及び常設代替計器の計測範囲の超過

により重要監視パラメータの計測が困難な場合は重要監視

パラメータを可搬型重要計器にて計測する。  

    常設重要計器が故障した場合は，重要監視パラメータを

他チャンネルの常設重要代替計器にて計測する。  

    可搬型重要計器の故障（計装配管が損傷した場合を含む）

により，重要監視パラメータを計測することが困難となっ

た場合は，重要代替監視パラメータを可搬型重要代替計器

にて計測する，又は重要監視パラメータを換算等により推

定するための重要代替監視パラメータを可搬型重要代替計

器にて計測する。  

 

  a. 手順着手の判断基準  

内的事象による安全機能喪失を確認後，重大事故等への

体制移行を実施責任者が判断した場合。  

 

  b. 使用する設備  

計器が故障した場合に使用する設備は以下のとおり。  

・常設計器  

2049



 
 

・常設代替計器  

・常設重要計器  

・常設重要代替計器  

・安全圧縮空気系（設計基準対象の施設と兼用）  

・一般圧縮空気系（設計基準対象の施設と兼用）  

・電気設備（設計基準対象の施設と兼用）  

・可搬型重要計器※ １  

・可搬型重要代替計器※ １  

・可搬型計測ユニット  

・可搬型監視ユニット  

・可搬型計測ユニット用空気圧縮機  

・可搬型空冷ユニット  

・けん引車  

・可搬型空気圧縮機  

・使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機  

・情報把握計装設備可搬型発電機  

※１  計器に附属の計測用ボンベ，計装配管，充電池

及び乾電池を含む  

 

  c. 操作手順  

計器故障の判断及び対応手順は，以下のとおり。  

①実施組織要員は，重要監視パラメータについて，常設

重要計器及び可搬型重要計器により計測する。  

②実施組織要員は，読み取った指示値が正常であること

を，計測範囲内にあること及び再処理施設の状態によ
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りあらかじめ推定される値との間に大きな差異がない

ことにより確認する。  

③計器故障により重要監視パラメータの計測ができな  

い場合には，実施責任者は，可搬型重要計器による重

要監視パラメータを計測又は常設重要代替計器による

重要代替監視パラメータの計測を実施組織要員に指示

する。  

④実施組織要員は，読み取った指示値を実施責任者に報

告する。  

⑤実施責任者は，可搬型重要計器の故障（計装配管が損

傷した場合を含む）により重要監視パラメータの計測

ができない場合には，あらかじめ選定した重要代替監

視パラメータによる計測を実施組織要員に指示する。  

⑥主要パラメータを計測する計器のうち，可搬型重要計

器による計測手順は，以下のとおり。また，火山の影

響により，降灰予報（「やや多量」以上）を確認した場

合は，事前の対応作業として可搬型発電機，可搬型空

気圧縮機等の建屋内への移動及び除灰作業の準備を実

施する。また，降灰を確認したのち必要に応じ，除灰

作業を実施する。  

 

   （ a）貯槽の放射線レベルの計測  

   a-1)実施組織要員は，外部保管エリアに保管している可搬

型放射線レベル計を各建屋内線量計測のために運搬する。 

   a-2)放射線レベル計は，充電池により動作し計測した線量
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を指示する指示計を有する。  

   a-3)実施組織要員が情報把握計装設備用屋内伝送系統と接

続することにより電源供給を受け，中央制御室及び緊急

時対策所へ情報伝送する。  

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータ

は，以下のとおり。  

・放射線レベル  

 

   （ｂ）貯槽等の温度，凝縮器出口の排気温度，燃料貯蔵プー

ル等の温度の計測  

   b-1)実施組織要員は，建屋内又は外部保管エリアに保管し

ている可搬型温度計のテスターを設計基準対象の施設で

ある計測制御設備の温度検出器の端子に接続し，温度表

示操作を行う。  

   b-2)実施組織要員は，温度検出器の断線等の故障により，

温度が指示されない場合は，計測制御設備の温度検出器

を計装配管から引き抜く。燃料貯蔵プール等の温度につ

いては，計装配管からの引き抜きは不要である。  

   b-3)実施組織要員は，建屋内又は外部保管エリアに保管し

ている可搬型温度計を計装配管に挿入する。挿入した可

搬型温度計に可搬型温度計のテスターを接続し，現在の

貯槽等の温度を把握する。燃料貯蔵プール等の温度のう

ち，サーミスタ及び測温抵抗体についてはテスターの接

続は不要である。  

   b-4)温度計測値を中央制御室，使用済燃料の受入れ施設及
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び貯蔵施設の制御室並びに緊急時対策所へ情報伝送する

ため，情報把握計装設備用屋内伝送系統と接続する。  

   b-5)可搬型温度計の電源は，情報把握計装設備から給電を

行う。情報把握計装設備から給電する前は，可搬型温度

計のテスターに内蔵されている乾電池により表示を行う。

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータは，

以下のとおり。  

・貯槽等温度  

・凝縮器出口排気温度  

・燃料貯蔵プール等水温  

 

（ c）貯槽等の液位，漏えい液受皿の液位，凝縮水回収セル

又は凝縮水槽の液位，圧縮空気手動供給ユニット接続

系統の圧力の計測  

   ｃ -1）実施組織要員は，建屋内又は外部保管エリアに保管

している可搬型液位計を各貯槽又はセル内の液位計測の

ために設置している計装配管に接続する。  

   ｃ -2）可搬型液位計はエアパージ式液位計であり，実施組

織要員は，計測のために必要な圧縮空気を計器に附属の

計測用ボンベにより可搬型液位計に供給する。可搬型空

気圧縮機により空気の供給準備が完了した場合は，可搬

型空気圧縮機の空気供給系統にホースを接続して可搬型

液位計に供給する。  

   ｃ -3）可搬型液位計は，貯槽又はセル内の液位に応じた差

圧値を表示する指示計及び貯槽又はセル内の液密度に応
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じた差圧値を表示する指示計を搭載する。伝送する必要

があるパラメータを計測する可搬型液位計は，貯槽又は

セル内の液位に応じた差圧値を表示する指示計及び貯槽

又はセル内の液密度に応じた差圧値を表示する指示計に

加えて，差圧値に応じた電気信号を出力する伝送器を搭

載する。  

   ｃ -4）実施組織要員は，指示計の差圧値を換算表により換

算し液位を把握する。指示計は，機械式の差圧計であり

外部電源は不要である。また，伝送器は実施組織要員が

情報把握計装設備用屋内伝送系統と接続する。  

ｃ -5）可搬型液位計は，情報把握計装設備から電源供給を

受け，中央制御室及び緊急時対策所へ情報伝送する。  

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータ

は，以下のとおり。  

・貯槽等液位  

・凝縮水回収セル液位  

・凝縮水槽液位  

・漏えい液受皿液位  

・圧縮空気手動供給ユニット接続系統圧力  

 

   （ｄ）セル導出ユニットフィルタの差圧，代替セル排気系

フィルタの差圧の計測  

   ｄ -1）実施組織要員は，建屋内又は外部保管エリアに保管

している可搬型フィルタ差圧計を，重大事故等の対処の

ために使用するフィルタユニットに設ける接続箇所へ接
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続する。  

   ｄ -2）可搬型フィルタ差圧計は，フィルタ差圧に応じた差

圧値を表示する指示計を搭載する。伝送する必要がある

パラメータを計測する可搬型フィルタ差圧計は，フィル

タ差圧に応じた差圧値を表示する指示計に加えて，差圧

値に応じた電気信号を出力する伝送器を搭載する。  

   ｄ -3）指示計は機械式であり外部電源は不要である。また，

伝送器は実施組織要員が情報把握計装設備用屋内伝送系

統と接続することにより電源供給を受け，中央制御室及

び緊急時対策所へ情報伝送する。  

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータは，

以下のとおり。  

・セル導出ユニットフィルタ差圧  

・代替セル排気系フィルタ差圧  

 

   （ｅ）内部ループ通水及び冷却コイルの圧力，セル導出経

路の圧力，導出先セルの圧力，圧縮空気自動供給貯槽の

圧力，圧縮空気自動供給ユニットの圧力，機器圧縮空気

自動供給ユニットの圧力，水素掃気系統圧縮空気の圧力，

かくはん系統圧縮空気の圧力，放水砲の圧力の計測  

   ｅ -1)実施組織要員は，建屋内又は外部保管エリアに保管し

ている可搬型圧力計を，常設貯槽又は可搬型ユニットに

設ける接続箇所へ接続する。  

   ｅ -2)可搬型圧力計は，圧力に応じた圧力値を表示する指示

計を搭載する。伝送する必要があるパラメータを計測す
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る可搬型圧力計は，圧力に応じた圧力値を表示する指示

計に加えて，圧力値に応じた電気信号を出力する伝送器

を搭載する。  

   ｅ -3)指示計は機械式であり外部電源は不要である。また，

伝送器は実施組織要員が情報把握計装設備用屋内伝送系

統と接続することにより電源供給を受け，中央制御室及

び緊急時対策所へ情報伝送する。  

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータ

は，以下のとおり。  

・内部ループ通水圧力  

・冷却コイル圧力  

・セル導出経路圧力  

・導出先セル圧力  

・圧縮空気自動供給貯槽圧力  

・圧縮空気自動供給ユニット圧力  

・機器圧縮空気自動供給ユニット圧力  

・水素掃気系統圧縮空気の圧力  

・かくはん系統圧縮空気圧力  

・放水砲圧力  

 

   （ｆ）凝縮器通水の流量，冷却コイル通水の流量，内部ルー

プ通水の流量，貯槽等注水の流量，建屋給水の流量，貯

槽掃気圧縮空気の流量，セル導出ユニットの流量，代替

注水設備の流量，スプレイ設備の流量，放水砲の流量，

第１貯水槽給水の流量の計測  
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   ｆ -1)実施組織要員は，建屋内又は外部保管エリアに保管し

ている可搬型流量計を，可搬型建屋内ホースの経路，可

搬型ユニット又は常設計装配管の接続箇所へ接続する。  

   ｆ -2)可搬型流量計は，乾電池又は充電池により動作し流量

を指示する。  

   ｆ -3)可搬型流量計は実施組織要員が情報把握計装設備用

屋内伝送系統と接続することにより電源供給を受け，中

央制御室，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御

室並びに緊急時対策所へ情報伝送する。なお，乾電池式

又は充電池式であり，外部電源が喪失した場合でも計測

が可能である。  

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータ

は，以下のとおり。  

・凝縮器通水流量  

・冷却コイル通水流量  

・内部ループ通水流量  

・貯槽等注水流量  

・建屋給水流量  

・貯槽掃気圧縮空気流量  

・セル導出ユニット流量  

・代替注水設備流量  

・スプレイ設備流量  

・放水砲流量  

・第１貯水槽給水流量  
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（ｇ）燃料貯蔵プール等の水位の計測  

   ｇ -1)実施組織要員は，建屋内又は外部保管エリアに保管し

ている可搬型液位計を使用済燃料貯蔵槽の液位計測のた

めに設置する。可搬型液位計には，超音波式，メジャー

式，電波式及びエアパージ式があり，超音波式及びメジ

ャー式については，可搬型計測ユニット等が設置される

前に使用する。  

   ｇ -2)エアパージ式の水位計については，実施組織要員が，

計測のために必要な圧縮空気を可搬型計測ユニット用空

気圧縮機に可搬型ホースを接続して可搬型液位計に供給

する。  

   ｇ -3)可搬型液位計のうち，電波式及びエアパージ式は，使

用済燃料貯蔵槽の液位に応じた電気信号を出力する。  

   ｇ -4)超音波式は乾電池により動作し，メジャーは読み取り

式であり外部電源は不要である。また，電波式及びエア

パージ式は，実施組織要員が情報把握計装設備用屋内伝

送系統と接続することにより電源供給を受け，中央制御

室，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室並び

に緊急時対策所へ情報伝送する。  

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータ

は，以下のとおり。  

・燃料貯蔵プール等水位  

 

（ｈ）貯水槽の水位の計測  

   ｈ -1)可搬型液位計にはロープ式と電波式がある。実施組織
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要員は，外部保管エリアに保管しているロープ式の可搬

型液位計の計測用ロープを第 1 貯水槽又は第２貯水槽の

開口部へ投入し，電波式の可搬型液位計は第 1 貯水槽又

は第２貯水槽の開口部へ設置する。ロープ式は，第１保

管庫・貯水所可搬型情報収集装置又は第２保管庫・貯水

所可搬型情報収集装置が配備される前に使用する。  

   ｈ -2)ロープ式は，開口部から水面までの高さに応じた値を

読み取る測定用ロープ，巻取り部及びロープ先端が着水

したことを示すランプにより構成し，乾電池により動作

する。  

   ｈ -3)電波式は，第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置又

は第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置と接続するこ

とにより電源供給を受け，中央制御室及び緊急時対策所

へ情報伝送する。  

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータ

は，以下のとおり。  

・貯水槽水位  

 

   （ｉ）膨張槽の液位の計測  

   ｉ -1)実施組織要員は，常設貯槽に設置されている点検口の

閉止フランジを取り外し，建屋内又は外部保管エリアに

保管している可搬型膨張槽液位計の測定用ロープを膨張

槽内へ投入する。  

   ｉ -2)可搬型膨張槽液位計は点検口から水面までの高さに

応じた値を読み取る測定用ロープ，巻取り部及びロープ
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先端が着水したことを示すランプにより構成し，乾電池

により動作する。  

   ｉ -3)実施組織要員は，可搬型膨張槽液位計の測定用ロープ

の値を読み取り，読み取った値を実施責任者に報告する。 

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータ

は，以下のとおり。  

・膨張槽液位  

 

   （ｊ）貯槽等水素の濃度の計測  

   j-1)実施組織要員は，建屋内又は外部保管エリアに保管し

ている可搬型水素濃度計を，貯槽及び濃縮缶に設ける接

続箇所へ接続する。  

   j-2)可搬型水素濃度計は，気中の水素濃度値を表示及び水

素濃度値に応じた電気信号を出力する指示計ユニット，

サンプリングガスを吸引する真空ポンプ，冷却器，吸着

剤カラム並びに凝縮液回収容器を搭載する。  

  j-3)可搬型水素濃度計を貯槽及び濃縮缶に接続し，サンプ

リングガスを吸引するための真空ポンプを起動する。サ

ンプリングガスを水素濃度検出器に導入し，水素濃度を

計測する。サンプリングガスは，他の貯槽及び濃縮缶に

排出する。  

j-4)指示計ユニットは，実施組織要員が情報把握計装設備

用屋内伝送系統と接続することにより電源供給を受け，

中央制御室及び緊急時対策所へ情報伝送する。  

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータ
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は，以下のとおり。  

・貯槽等水素濃度  

 

   （ｋ）排水の線量の計測  

   k-1)実施組織要員は，建屋内又は外部保管エリアに保管し

ている可搬型冷却水排水線量計を，可搬型排水受槽の近

傍に運搬する。  

   k-2)可搬型冷却水排水線量計は，乾電池又は充電池により

動作し排水の線量を指示する。  

   k-3)可搬型冷却水排水線量計は，実施組織要員が情報把握

計装設備用屋内伝送系統と接続することにより電源供給

を受け，中央制御室及び緊急時対策所へ情報伝送する。  

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータ

は，以下のとおり。  

・排水線量  

 

（ｌ）空間の線量率の計測  

   l-1)実施組織要員は，外部保管エリアに保管している可搬

型燃料貯蔵プール空間線量率計，可搬型空冷ユニット，

可搬型空冷ユニット用ホース，可搬型燃料貯蔵プール状

態監視カメラ用冷却ケース，可搬型燃料貯蔵プール空間

線量率計用冷却ケース及び可搬型計測ユニット用空気圧

縮機を使用済燃料受入れ・貯蔵建屋近傍へけん引車を用

いて運搬する。  

   l-2)可搬型燃料貯蔵プール空間線量率計は，実施組織要員
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が可搬型空冷ユニットとケーブルで接続することにより

電源供給を受け，中央制御室，使用済燃料の受入れ施設

及び貯蔵施設の制御室並びに緊急時対策所へ情報伝送す

る。  

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータ

は，以下のとおり。  

・燃料貯蔵プール等空間線量率  

 

   （ｍ）燃料貯蔵プールの状態の監視  

   m-1)実施組織要員は，外部保管エリアに保管している燃料

貯蔵プール等状態監視カメラ，可搬型空冷ユニット，可

搬型空冷ユニット用ホース，可搬型燃料貯蔵プール状態

監視カメラ用冷却ケース，可搬型燃料貯蔵プール空間線

量率計用冷却ケース及び可搬型計測ユニット用空気圧縮

機を使用済燃料受入れ・貯蔵建屋近傍へけん引車を用い

て運搬する。  

   m-2)燃料貯蔵プール等状態監視カメラは，実施組織要員が

可搬型空冷ユニットとケーブルで接続することにより電

源供給を受け，可搬型空冷ユニットへ画像伝送する。  

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータ

は，以下のとおり。  

     ・燃料貯蔵プール等状態（監視カメラ）  

 

   （ｎ）建屋内の線量率の計測  

   n-1)実施組織要員は，外部保管エリアに保管している可搬
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型建屋内線量率計を各建屋内線量計測のために運搬する。 

   n-2)可搬型建屋内線量率計は，乾電池又は充電池により動

作し計測した線量率を指示する。  

   n-3)可搬型建屋内線量率計は，実施組織要員が情報把握計

装設備用屋内伝送系統と接続することにより電源供給を

受け，中央制御室及び緊急時対策所へ情報伝送する。  

主要パラメータのうち，本手順に適用するパラメータ

は，以下のとおり。  

・建屋内線量率  

 

ｄ．重大事故等の対処に用いる設備への給油  

    ①実施組織要員は，情報把握計装設備可搬型発電機，け

ん引車，可搬型計測ユニット用空気圧縮機の近傍に準備

したドラム缶の蓋を開け，給油が必要な設備へ簡易ポン

プ等により燃料を補給する。  

    ②建屋外対応班は，附属タンクの油面計等により，給油

量を確認し，燃料の補給を終了する。なお，火山の影響

により，降灰予報（「やや多量」以上）を確認した場合は，

ドラム缶の燃料を携行缶等を用いて発電機等へ供給する。 

    ③建屋外対応班は，可搬型発電機等の連続運転を継続さ

せるために，発電機等の運転時間の補給間隔に応じて，操

作手順①～②を繰り返す。  

 

  ｅ．操作の成立性  

    重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，
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放射線環境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動

時及び作業時の状況に応じて着用することとする。線量管

理については，個人線量計を着用し，１作業当たり 10ｍＳ

v 以下とすることを目安に管理する。  

    夜間及び停電時においては，確実に運搬，移動ができる

ように，可搬型照明を配備する。  

 

  ｆ．重要代替監視パラメータでの推定方法  

    重要監視パラメータを計測する常設重要計器の故障によ

り，重要監視パラメータの計測ができない場合には，常設

重要計器の他チャンネルにより重要代替監視パラメータの

計測を行う。  

 

  ｇ．重大事故等時の対応手段の選択  

    他チャンネルの常設重要代替計器により重要代替監視パ

ラメータを計測する。  

 

 1.10.3.2 計測に必要な電源の喪失  

  （１）外的事象による安全機能の喪失及び内的事象のうち全

交流動力電源の喪失を要因として重大事故等が発生した場

合の手段  

    全交流動力電源喪失及び直流電源喪失により計器の電源

が喪失した場合には，重要監視パラメータを可搬型重要計

器にて計測することにより，再処理施設の状態を把握する。 

    また，「１ .９  電源の確保に関する手順等」に示す自主
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対策設備である，共通電源車による非常用電源設備又は常

用電源設備の電源を供給する措置を講じる。  

 

  a. 手順着手の判断基準  

    安全機能喪失を確認後，重大事故等への体制移行を実施

責任者が判断した場合。  

 

  ｂ . 使用する設備  

    本対応で使用する設備は以下のとおり。  

・常設計器  

・常設代替計器  

・安全圧縮空気系（設計基準対象の施設と兼用）  

・一般圧縮空気系（設計基準対象の施設と兼用）  

・可搬型重要計器※ １  

・可搬型計測ユニット  

・可搬型監視ユニット  

・可搬型計測ユニット用空気圧縮機  

・可搬型空冷ユニット  

・けん引車  

・可搬型空気圧縮機  

・使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機  

・情報把握計装設備可搬型発電機  

・共通電源車  

※1 計器に附属の計測用ボンベ，計装配管，充電池

及び乾電池を含む  
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  ｃ . 操作手順  

    重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを計測

する操作手順は，「 1.10.3.1（ 1）ｃ  操作手順」と同様で

ある。  

 

  ｄ . 操作の成立性  

    操作の成立性は，「 1.10.3.1（ 1）e 操作の成立性」と同

様である。  

 

  ｅ . 共通電源車による給電  

    全交流動力電源喪失において，電源復旧により設計基準

対象の施設の機能維持が可能である場合，常設計器及び常

設代替計器による計測機能を回復するため，非常用電源建

屋，ユーティリティ建屋及び使用済燃料受入れ・貯蔵建屋に

共通電源車を接続し，共通電源車からの受電により常設計

器及び常設代替計器による計測機能を回復するための手順

に着手する。  

 本対応で用いる手順等については，「１ .９  電源の確保

に関する手順等」に示す。  

 共通電源車を用いた常設計器及び常設代替計器による計

測機能を回復するための手順は以下のとおり。  

非常用電源建屋の 6.9ｋＶ非常用主母線の電源隔離へ給

電するための電源隔離から共通電源車の起動及び運転状態

の確認までは，実施責任者等の要員９人，建屋対策班の班員
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14 人にて実施する。要員の確保，本対策の実施判断後，１

時間以内で実施する。  

以上より，共通電源車を用いた常設計器及び常設代替計

器による計測機能を回復するための手順に必要となる合計

の要員数は，実施責任者等の要員９人，建屋対策班の班員 14

人の合計 23 人，想定時間は１時間以内で実施する。  

ユーティリティ建屋の 6.9ｋＶ運転予備用主母線へ給電

するための電源隔離から共通電源車の起動及び運転状態の

確認までは，実施責任者等の要員９人，建屋対策班の班員 12

人にて実施する。要員の確保，本対策の実施判断後，１時間

20 分以内で実施する。  

以上より，共通電源車を用いたユーティリティ建屋の常

設計器及び常設代替計器による計測機能を回復するための

手順に必要となる合計の要員数は，実施責任者等の要員９

人，建屋対策班の班員 12 人の合計 21 人，想定時間は１時

間 20 分以内で実施する。  

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の 6.9ｋＶ非常用

母線へ給電するための電源隔離から共通電源車の起動及び

運転状態の確認までは，実施責任者等の要員９人，建屋対策

班の班員 22 人にて実施する。要員の確保，本対策の実施判

断後， 1 時間 10 分以内で実施する。  

以上より，共通電源車を用いた常設計器及び常設代替計

器による計測機能を回復するための手順に必要となる合計

の要員数は，実施責任者等の要員９人，建屋対策班の班員 22

人の合計 31 人，想定時間は 1 時間 10 分以内で実施する。  
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本対応は，対処に用いる系統の健全性を確認し，対処に必

要となる要員の確保ができた場合に着手を行うこととして

いるため，  重大事故等対処設備を用いた対処に悪影響を及

ぼすことはない。  

 

 1.10.4 重大事故等時のパラメータを監視及び記録する手順  

  （１）外的事象による安全機能の喪失及び内的事象のうち全

交流動力電源の喪失を要因として重大事故等が発生した場

合の手段  

    重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータは，情

報把握計装設備の可搬型情報収集装置により計測し，中央

制御室，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室並

びに緊急時対策所において監視及び記録するために伝送す

る。伝送された計測結果は可搬型情報表示装置及び情報表

示装置により監視し，可搬型情報収集装置及び情報収集装

置により記録する。  

    ただし，情報把握計装設備の設置が完了するまでの間及

び継続監視の必要がないパラメータは，代替通信連絡設備

を使用して制御室又は緊急時対策所へ情報を伝達し，記録

用紙に記録する。  

    また，「１ .９  電源の確保に関する手順等」に示す自主

対策設備である，共通電源車による非常用電源設備又は常

用電源設備の電源を供給する措置を講じることにより，監

視制御盤，安全系監視制御盤，データ収集装置，データ表

示装置が使用可能な場合は，重要監視パラメータ及び重要
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代替監視パラメータを監視制御盤，安全系監視制御盤，デ

ータ表示装置により監視し，監視制御盤，データ収集装置

により記録する。  

    重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータの計測

結果の監視及び記録について整理する。  

 

  a. 手順着手の判断基準  

    安全機能喪失を確認後，重大事故等への体制移行を実施

責任者が判断した場合。  

 

  ｂ . 使用する設備  

    パラメータの監視及び記録に使用する設備は以下のとお

り。  

・情報把握計装設備用屋内伝送系統  

・建屋間伝送用無線装置  

・情報収集装置  

・情報表示装置  

・前処理建屋可搬型情報収集装置  

・分離建屋可搬型情報収集装置  

・精製建屋可搬型情報収集装置  

・ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装

置  

・高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型情報収集装置  

・制御建屋可搬型情報収集装置  

・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置  
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・制御建屋可搬型情報表示装置  

・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表示装置  

・第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置  

・第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置  

・情報把握計装設備可搬型発電機  

・前処理建屋可搬型発電機  

・分離建屋可搬型発電機  

・ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型発電機  

・高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型発電機  

・制御建屋可搬型発電機  

・使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機  

・監視制御盤  

・安全系監視制御盤  

・データ収集装置  

・データ表示装置  

・共通電源車  

 

 

  ｃ . 操作手順  

    情報把握計装設備による再処理施設の情報把握について

の手順の概要は以下のとおり。また，火山の影響により，

降灰予報（「やや多量」以上）を確認した場合は，事前の対

応作業として可搬型発電機の建屋内への移動及び除灰作業

の準備を実施する。また，降灰を確認したのち必要に応じ，

除灰作業を実施する。  
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①情報把握計装設備の設置優先順位の判断  

重大事故等が発生している再処理施設の状況を確認

し，監視制御盤，安全系監視制御盤，データ収集装置及

びデータ表示装置にてパラメータの監視及び記録が可

能か確認を行う。監視制御盤，安全系監視制御盤，デー

タ収集装置及びデータ表示装置が使用できない場合は，

情報把握計装設備を設置する。情報把握計装設備の設置

にあたっては，以下のとおり設置の優先順位を判断し設

置する。  

・中央制御室については，重大事故等の発生を仮定す

る建屋への情報把握計装設備が設置完了した時点か

ら順次監視ができるよう始めに設置する。  

・重大事故等の対処の制限時間が短い建屋に優先して

設置する。  

・重大事故等の事象進展により，情報把握計装設備で

の連続監視を優先する必要が生じた場合は優先して

設置する。  

なお，第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置，第２

保管庫・貯水所可搬型情報収集装置については，重大事

故等の発生を仮定する建屋に情報把握計装設備を設置

する建屋対策班の班員とは異なる建屋外対応班の班員

で設置することから，優先順位に関わらず設置する。  

 

②情報把握計装設備の配備  

外部保管エリアに保管している可搬型情報収集装置
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を，前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルト

ニウム混合脱硝建屋，高レベル廃液ガラス固化建屋，第

１保管庫・貯水所及び第２保管庫・貯水所については建

屋入口近傍に，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋については，

可搬型情報収集装置を搭載した可搬型監視ユニットを

建屋近傍に配備する。使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵

施設の制御室には，可搬型情報表示装置を配備する。可

搬型重要計器又は可搬型重要代替計器と使用済燃料受

入れ・貯蔵建屋，前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウ

ラン・プルトニウム混合脱硝建屋及び高レベル廃液ガラ

ス固化建屋に配備した可搬型情報収集装置を情報把握

計装設備用屋内伝送系統及び建屋間伝送用無線設備と

接続し，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋，前処理建屋，分

離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋

及び高レベル廃液ガラス固化建屋に配備した可搬型情

報収集装置から中央制御室，使用済燃料の受入れ施設及

び貯蔵施設の制御室並びに緊急時対策所に情報伝送を

行う。なお，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制

御室には，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋の情報を伝送す

る。  

第１保管庫・貯水所及び第２保管庫・貯水所について

は，建屋近傍に可搬型情報収集装置を配備する。第１保

管庫・貯水所及び第２保管庫・貯水所に配備した可搬型

情報収集装置から，中央制御室，使用済燃料の受入れ施

設及び貯蔵施設の制御室並びに緊急時対策所に情報を
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伝送する。  

制御建屋，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋，前処理建屋，

分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建

屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋の可搬型情報収集

装置並びに中央制御室，使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設の制御室の可搬型情報表示装置の電源は，制御建

屋可搬型発電機，前処理建屋可搬型発電機，分離建屋可

搬型発電機，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型

発電機，高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型発電機並び

に使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機

から給電する。第１保管庫・貯水所及び第２保管庫・貯

水所の可搬型情報収集装置の電源は，情報把握計装設備

発電機から給電する。情報把握計装設備発電機の燃料は，

補機駆動用燃料補給設備から給油する。  

 

③情報監視  

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋，前処理建屋，分離建屋，

精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋，高レベ

ル廃液ガラス固化建屋，第１保管庫・貯水所及び第２保

管庫・貯水所に配備した可搬型情報収集装置から伝送さ

れた情報は，中央制御室，使用済燃料の受入れ施設及び

貯蔵施設の制御室に配備した可搬型情報表示装置及び

緊急時対策所に設置する情報表示装置を使用して監視

する。また，中央制御室，使用済燃料の受入れ施設及び

貯蔵施設の制御室並びに緊急時対策所への情報伝送準

2073



 
 

備ができるまでの間は，代替通信連絡設備を使用して中

央制御室，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御

室並びに緊急時対策所へ情報を伝達する。  

 

  ｄ . 操作の成立性  

    制御建屋，前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プ

ルトニウム混合脱硝建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋

の可搬型情報収集装置並びに中央制御室の可搬型情報表示

装置の配備は，実施責任者，要員管理班，情報管理班，建

屋外対応班長（以下「実施責任者等」という。）８人，建屋

対策班の班員３人，合計 11 人にて作業した場合，事象発生

後，中央制御室については３時間 10 分以内，前処理建屋に

ついては６時間 50 分以内，分離建屋については４時間 20

分以内，精製建屋については３時間 45 分以内，ウラン・プ

ルトニウム混合脱硝建屋については４時間 55 分以内，高レ

ベル廃液ガラス固化建屋については６時間 15 分以内に配

備可能である。  

    第１保管庫・貯水所及び第２保管庫・貯水所の可搬型情

報収集装置の配備は，実施責任者，要員管理班，情報管理

班，建屋外対応班長（以下「実施責任者等」という。）８人，

建屋外対応班４人の合計 12 人にて作業した場合，事象発生

後，第１保管庫・貯水所については１時間 30 分以内，第２

保管庫・貯水所については９時間以内に配備可能である。  

    使用済燃料受入れ・貯蔵建屋の可搬型情報収集装置並び

に使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の可搬型
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情報表示装置の配備は，実施責任者，要員管理班，情報管

理班，建屋外対応班長（以下「実施責任者等」という。）８

人，建屋対策班の班員 26 人，建屋外対応班１人の合計 35

人にて作業した場合，事象発生後，使用済燃料受入れ・貯

蔵建屋並びに使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御

室については 22 時間 30 分以内に配備可能である。情報把

握計装設備のタイムチャートを第 1.10－８図に示す。  

【補足説明資料 1-10-９】   

    監視制御盤，安全系監視制御盤，データ収集装置，デー

タ表示装置は，特別な技量を要することなく容易に操作が

可能である。  

    重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加え

て，放射線環境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，

移動時及び作業時の状況に応じて着用することとする。線

量管理については，個人線量計を着用し，１作業当たり

10ｍＳ v 以下とすることを目安に管理する。  

    重大事故等の対処時においては，中央制御室等との連絡

手段を確保する。  

    夜間及び停電時においては，確実に運搬，移動ができる

ように，可搬型照明を配備する。  

 

  ｅ . 機能の健全性  

    制御建屋，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋，前処理建屋，分

離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋，

高レベル廃液ガラス固化建屋第１保管庫・貯水所及び第２
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保管庫・貯水所への，可搬型情報収集装置の配備完了及び

中央制御室，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御

室への，可搬型情報表示装置の配備完了後に，代替通信連

絡設備を使用して中央制御室，使用済燃料の受入れ施設及

び貯蔵施設の制御室並びに緊急時対策所に情報伝送されて

いることの確認を行う。   

 

 ｆ . 共通電源車による給電  

    全交流動力電源喪失において，電源復旧により設計基準

対象の施設の機能維持が可能である場合，監視制御盤等に

よる監視及び記録機能を回復するため，非常用電源建屋，ユ

ーティリティ建屋及び使用済燃料受入れ・貯蔵建屋に共通

電源車を接続し，共通電源車からの受電により監視制御盤

等による監視及び記録機能を回復するための手順に着手す

る。  

  本対応で用いる手順等については，「１ .９  電源の確保に

関する手順等」に示す。  

共通電源車を用いた監視制御盤等による監視及び記録機

能を回復するための手順は以下のとおり。  

非常用電源建屋の 6.9ｋＶ非常用主母線へ給電するため

の電源隔離から共通電源車の起動及び運転状態の確認まで

は，実施責任者等の要員９人，建屋対策班の班員 14 人にて

実施する。要員の確保，本対策の実施判断後，１時間以内で

実施する。  

以上より，共通電源車を用いた監視制御盤等による監視
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及び記録機能を回復するための手順に必要となる合計の要

員数は，実施責任者等の要員９人，建屋対策班の班員 14 人

の合計 23 人，想定時間は１時間以内で実施する。  

ユーティリティ建屋の 6.9ｋＶ運転予備用主母線へ給電

するための電源隔離から共通電源車の起動及び運転状態の

確認までは，実施責任者等の要員９人，建屋対策班の班員 12

人にて実施する。要員の確保，本対策の実施判断後，１時間

20 分以内で実施する。  

以上より，共通電源車を用いたユーティリティ建屋の監

視制御盤等による監視及び記録機能を回復するための手順

に必要となる合計の要員数は，実施責任者等の要員９人，建

屋対策班の班員 12 人の合計 21 人，想定時間は１時間 20 分

以内で実施する。  

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の 6.9ｋＶ非常用

母線へ給電するための電源隔離から共通電源車の起動及び

運転状態の確認までは，実施責任者等の要員９人，建屋対策

班の班員 22 人にて実施する。要員の確保，本対策の実施判

断後， 1 時間 10 分以内で実施する。  

以上より，共通電源車を用いた監視制御盤等による監視

及び記録機能を回復するための手順に必要となる合計の要

員数は，実施責任者等の要員９人，建屋対策班の班員 22 人

の合計 31 人，想定時間は 1 時間 10 分以内で実施する。  

本対応は，対処に用いる系統の健全性を確認し，対処に必

要となる要員の確保ができた場合に着手を行うこととして

いるため，  重大事故等対処設備を用いた対処に悪影響を及
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ぼすことはない。  

 

  （２）内的事象による安全機能の喪失を要因として重大事故

等が発生した場合の手段  

    内的事象による安全機能の喪失を要因として重大事故等

が発生した場合，重要監視パラメータ及び重要代替監視パ

ラメータの監視及び記録は監視制御盤，安全系監視制御盤，

データ収集装置，データ表示装置，情報把握計装設備及び

前処理建屋可搬型発電機等にて行う。  

    監視制御盤，安全系監視制御盤は中央制御室並びに使用

済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室，データ収集装

置及びデータ表示装置は緊急時対策所において監視，記録

する。  

    ただし，情報把握計装設備の設置が完了するまでの間及

び継続監視の必要がないパラメータは，通信連絡設備を使

用して制御室又は緊急時対策所へ情報を伝達し，記録用紙

に記録する。  

 

  ａ . 手順着手の判断基準  

    安全機能喪失を確認後，重大事故等への体制移行を実施

責任者が判断した場合。  

 

  ｂ . 使用する設備  

    内的事象による安全機能の喪失を要因として重大事故等

が発生した場合において，重要監視パラメータ及び重要代
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替監視パラメータの監視及び記録する設備は以下のとおり。 

・監視制御盤  

・安全系監視制御盤  

・データ収集装置  

・データ表示装置  

・直流電源設備  

・計測制御用交流電源設備  

・情報把握計装設備用屋内伝送系統  

・建屋間伝送用無線装置  

・情報収集装置  

・情報表示装置  

・前処理建屋可搬型情報収集装置  

・分離建屋可搬型情報収集装置  

・精製建屋可搬型情報収集装置  

・ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装

置  

・高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型情報収集装置  

・制御建屋可搬型情報収集装置  

・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置  

・制御建屋可搬型情報表示装置  

・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表示装置  

・第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置  

・第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置  

・情報把握計装設備可搬型発電機  

・前処理建屋可搬型発電機  
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・分離建屋可搬型発電機  

・ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型発電機  

・高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型発電機  

・制御建屋可搬型発電機  

・使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機  

 

  ｃ . 操作手順  

    操作手順は，「 1.10.4 (1 ) ｃ  操作手順」と同様である。  

 

  ｄ . 操作の成立性  

    操作の成立性は，「 1.10.4 (1 ) ｄ  操作の成立性」と同様

である。  

 

 1.10.5 再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他の

テロリズムが発生した場合に必要な情報を把握し記録するた

めの手順  

   再処理施設への故意による大型航空機の衝突その他のテロ

リズムが発生した場合において，常設重要計器，常設重要代

替計器，可搬型重要計器，可搬型重要代替計器及び情報把握

計装設備により中央制御室，使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設の制御室並びに緊急時対策所で必要な情報を把握し記

録する。  

 

  （１）手順着手の判断基準  

    大型航空機の衝突その他のテロリズムにより，安全機能
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喪失を確認後，重大事故等への体制移行を実施責任者が判

断した場合。  

 

  （２）使用する設備  

    本対応で使用する設備は以下のとおり。  

    ・常設計器  

    ・常設代替計器  

・常設重要計器  

・常設重要代替計器  

・可搬型重要計器※ １  

・可搬型重要代替計器※ １  

・可搬型計測ユニット  

・可搬型監視ユニット  

・可搬型計測ユニット用空気圧縮機  

・可搬型空冷ユニット  

・けん引車  

・安全圧縮空気系（設計基準対象の施設と兼用）  

・一般圧縮空気系（設計基準対象の施設と兼用）  

・電気設備（設計基準対象の施設と兼用）  

・可搬型空気圧縮機  

・情報把握計装設備可搬型発電機  

・情報把握計装設備用屋内伝送系統  

・建屋間伝送用無線装置  

・情報収集装置  

・情報表示装置  
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・データ収集装置  

・データ表示装置  

・前処理建屋可搬型情報収集装置  

・分離建屋可搬型情報収集装置  

・精製建屋可搬型情報収集装置  

・ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装

置  

・高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型情報収集装置  

・制御建屋可搬型情報収集装置  

・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置  

・制御建屋可搬型情報表示装置  

・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表示装置  

・第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置  

・第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置  

・監視制御盤  

・安全系監視制御盤  

・前処理建屋可搬型発電機  

・分離建屋可搬型発電機  

・ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型発電機  

・高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型発電機  

・制御建屋可搬型発電機  

・使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機  

・直流電源設備  

・計測制御用交流電源設備  

※１  計器に附属の計測用ボンベ，計装配管，充電池
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及び乾電池を含む  

 

  （３）操作手順  

    大型航空機の衝突その他のテロリズムが発生した場合に

おいて，必要な情報を把握し記録する手順として，以下の

とおり。  

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを計

測する操作手順は，「 1.10.3.1 (1 )  ｃ  操作手順」，「 1.10.3.1 

(２ ) ｃ  操作手順」及び「 1.10.3.2 (１ )  ｃ  操作手順」と同

様である。  

    情報把握計装設備による再処理施設の情報把握について

の手順の概要は「 1.10.4 (1 )  ｃ  操作手順」と同様である。  

 

  （４）操作の成立性  

パラメータ計測の操作の成立性は，「 1.10.3.1 (1)  e 操作

の成立性」，「 1.10.3.1 (２ )  e 操作の成立性」及び「 1.10.3.2 

(１ ) ｄ  操作の成立性」と同様である。  

    情報把握計装設備の操作の成立性は，「 1.10.4 (１ ) ｄ操作

の成立性」と同様である。  

 

  （５）機能の健全性  

    情報把握計装設備の機能の健全性は， 1.10.4 (１ )  ｅ機能

の健全性」と同様である。  

 

 1.10.6 その他の手順項目にて考慮する手順  
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   技術的能力審査基準のうち，「 1.１  臨界事故の拡大を防止

するための手順等」，「１ .2 冷却機能の喪失による蒸発乾固

に対処するための手順等」，「１ .3 放射線分解により発生す

る水素による爆発に対処するための手順等」，「１ .4 有機溶

媒等による火災又は爆発に対処するための手順等」，「１ .5 

使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等」については，技

術的能力審査基準において要求事項があるため，以下のとお

り各々の手順において整備する。  

重要監視パラメータ又は重要代替監視パラメータの監視

に関する手順は，「 1.１  臨界事故の拡大を防止するための手

順等」，「１ .2 冷却機能の喪失による蒸発乾固に対処するた

めの手順等」，「１ .3 放射線分解により発生する水素による

爆発に対処するための手順等」，「１ .4 有機溶媒等による火

災又は爆発に対処するための手順等」，「１ .5 使用済燃料貯

蔵槽の冷却等のための手順等」にて整備する。  

   全交流動力電源喪失，計器電源喪失時の自主対策設備の電

源車等を用いた代替電源確保に関する手順は，「 1.10.3.2 (１ )    

ｅ共通電源車による給電」に記載のとおり，「１ .９  電源の

確保に関する手順等」にて整備する。  
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1
E
+
0
～
1
E
+
7
μ
S
v
/
h
 

電
離
箱
 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
へ
の
貯
留
（
自
動
）
成

否
判
断
の
た
め
,
重
大
事
故
時
に
想
定

さ
れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す

る
。
 

－
 

4
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑥ 溶 解

槽 の 圧
力 

溶
解
槽
圧
力
 

-
2
～
2
k
P
a
 

-
2
～
2
k
P
a
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

溶
解
槽
の
状
態
を
把
握
す
る
た
め
，
重

大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲
を

監
視
可
能
と
す
る
。
 

－
 

4
 

－
 

○
 

〇
 

－
 

⑦ 廃 ガ ス

洗 浄 塔 の

入 口 圧 力 

廃
ガ
ス
洗
浄
塔
入
口
圧
力

※
3  

-
3
.
5
～
3
k
P
a
 

-
3
.
5
～
3
k
P
a
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

の
状

態
を

把
握

す
る

た

め
，

重
大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

－
 

2
 

－
 

○
 

〇
 

－
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
「

(４
) 

有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
3
 
「

(２
) 

冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
及
び
「

(４
) 

有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
4
 
設
備
の
健
全
性
確
認
時
の
み
に
計
測
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
り
，
継
続
監
視
し
な
い
た
め
伝
送
し
な
い
 

※
5
 

小
計
測
範
囲
を
示
す
。

大
計
測
範
囲
は

0
～
1
3
6
 
m
3
/
h
［
n
o
r
m
a
l
］
 

※
6
 

大
変
動
範
囲
を
示
す
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第
1
.
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
２
／
18
）
 

 

 
(２

) 
冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

制
御

室
及

び
緊

急
時

対
策

所
へ

の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

① 貯 槽 等 の 温 度 

貯
槽
等
温
度

※
3  

0～
13

0℃
 

2
9～

1
3
0
℃
 

熱
電
対
 

発
生

防
止

対
策

の
成

否
判

断
／

拡
大

防

止
対

策
の

開
始

判
断

／
貯

槽
等

の
溶

液

温
度

の
監

視
の

た
め

，
重

大
事

故
時

に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可
能

と

す
る
。
 

7
8 

－
 

1
8 

○
 

－
 

○
 

0～
10
0℃

※
7  

－
 

4
1
 

0～
13

0℃
 

測
温
抵
抗
体
 

2
8 

－
 

0～
10
0℃

※
5  

－
 

1
4
 

［
冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量
］

※
2  

「
⑭
冷
却
コ
イ
ル
通
水
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
内
部
ル
ー
プ
通
水
流
量
］

※
2  

「
⑮
内
部
ル
ー
プ
通
水
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
貯
槽
等
液
位
］

※
2  

「
②
貯
槽
等
の
液
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

② 貯 槽 等 の 液 位 

貯
槽
等
液
位

※
4  

液
位
：
0
～

30
k
P
a
 

密
度
：
0
～

5k
P
a
 

液
位
：
0
～

16
.
4
k
P
a
 

密
度
：
0
.
9
2
2
3
～

1
.3
67
4k
Pa
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

拡
大

防
止

対
策

に
お

け
る

貯
槽

等
へ

の

注
水

の
開

始
判

断
／

貯
槽

等
へ

の
注

水

量
の

決
定

／
拡

大
防

止
対

策
の

成
否

判

断
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を
監

視
可

能
と

す

る
。
 

4
 

－
 

－
 

○
 

○
 

－
 

液
位
：
0
～

30
k
P
a
 

密
度
：
0
～

10
k
P
a
 

液
位
：
0
～

30
k
P
a
 

密
度
：
0
～

5.
2
9
6
k
P
a
 

1
8 

－
 

液
位
：
0
～

60
k
P
a
 

密
度
：
0
～

5k
P
a
 

液
位
：
0
～

52
.
4
3
k
P
a
 

密
度
：
1
.
6
6
4
～

3
.8
9k
Pa
 

2
6 

－
 

液
位
：
0
～

60
k
P
a
 

密
度
：
0
～

10
k
P
a
 

液
位
：
0
～

57
.
8
2
k
P
a
 

密
度
：
0
～

7.
5
7
2
3
k
P
a
 

4
8 

－
 

液
位
：
0
～

60
k
P
a
 

密
度
：
0
～

30
k
P
a
 

液
位
：
0
～

27
.
4
6
k
P
a
 

密
度
：
1
6
.
8
0
～

2
2.
17
kP
a 

4
 

－
 

液
位
：
0
～

80
k
P
a
 

密
度
：
0
～

10
k
P
a
 

液
位
：
0
～

65
k
P
a
 

密
度
：
0
～

5.
8
8
4
k
P
a
 

6
 

－
 

液
位
：
0
～

17
.
4
8
k
P
a※

6  

密
度
：
0
～

1.
1
7
7
k
P
a※

6  

液
位

：
0
～

65
k
P
a※

8  

密
度
：
0
～

22
.
1
7
k
P
a※

8  
－
 

5
3
 

［
貯
槽
等
温
度
］

※
2  

「
①
 貯

槽
等
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
貯
槽
等
注
水
流
量
］

※
2  

「
⑯
貯
槽
等
注
水
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位
］

※
2  

「
⑥
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水
槽
の
液
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
凝
縮

水
槽
液
位
］

※
2  

「
⑥
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水
槽
の
液
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
［
 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
 

※
3
 
「

(３
) 

放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
4
 
「

(４
) 

有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
5
 

小
計
測
範
囲
を
示
す
。

大
計
測
範
囲
は

0
～
1
5
0
℃
で
あ
り
，
常
設
計
器
が
計
測
範
囲
を
超
過
し
た
場
合
，
可
搬
型
計
器
で
計
測
す
る
 

※
6
 

小
計

測
範

囲
を

示
す

。
大

計
測

範
囲

は
液

位
：

0
～

65
k
P
a,
 
密

度
：

0
～

10
k
P
a
で

あ
り

，
常

設
計

器
が

計
測

範
囲

を
超

過
し

た
場

合
，
可
搬
型
計
器
で
計
測
す
る
 

※
7
 
常
設
計
器
が
計
測
範
囲
を
超
過
し
た
場
合
，
可
搬
型
計
器
で
計
測
す
る
 

※
8
 

大
変
動
範
囲
を
示
す
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第
1
.
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
３
／
18
）
 

 

 
(２

) 
冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

制
御

室
及

び

緊
急

時
対

策

所
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

③ 凝 縮 器 出 口 の 排 気 温 度 

凝
縮
器
出
口
排
気
温
度
 

0
～

1
3
0
℃
 

2
9
～
1
3
0
℃
 

熱
電
対
 

発
生

蒸
気

の
凝

縮
効

果
を

監
視

す
る

た

め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範

囲
及
び
蒸
気
発
生
元
で
あ
る
貯
槽

温
 

度
の
上
限
値
ま
で
を
監
視
可
能
と

す
る
。
 

8 

－
 

1
5
 

○
 

－
 

○
 

測
温
抵
抗
体
 

4
 

［
貯
槽
等
液
位
］

※
2  

②
「
貯
槽
等
の
液
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位
］

※
2  

「
⑥
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水
槽
の
液
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
凝
縮
水
槽
液
位
］

※
2  

「
⑥
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水
槽
の
液
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

④ セ ル 導 出 ユ

ニ ッ ト フ ィ ル

タ の 差 圧 

セ
ル
導
出

ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル
タ
 

差
圧

※
2  

0～
1.
0k
Pa
 

0～
0.
6k
Pa
 

差
圧
式
 

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ィ

ル
タ

の
目

詰

ま
り

に
よ

る
系

統
切

替
の

判
断

に
用

い

る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変

動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

2
0 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑤ 代 替 セ ル 排

気 系 フ ィ ル タ

の 差 圧 

代
替

セ
ル
排
気
系
 

フ
ィ
ル
タ
差
圧

※
2  

0～
1.
0k
Pa
 

0～
0.
6k
Pa
 

差
圧
式
 

代
替

セ
ル

排
気

系
フ

ィ
ル

タ
の

目
詰

ま

り
に

よ
る

系
統

切
替

の
判

断
に

用
い

る

た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

2
0 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
「

(３
) 

放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
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第
1
.
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
４
／
18
）
 

 

 
(２

) 
冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

制
御

室
及

び

緊
急

時
対

策

所
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

⑥ 凝 縮 水 回 収 セ ル 又 は 凝 縮 水 槽 の 液 位 

凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位

※
4  

0～
5k
Pa

 
0
.5
～

2k
Pa

 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

蒸
気

が
冷

却
さ

れ
凝

縮
水

が
発

生
し

て

い
る
こ
と
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可

能
と
す
る
。
 

2 
－
 

－
 

○
 

○
 

－
 

0～
15
kP
a 

0～
1.
05
kP
a※

7  
6 

－
 

0～
20
kP
a 

0～
0.
85
kP
a 

2 
－
 

0～
1k
Pa

※
5  

0～
2k
Pa

※
7  

－
 

9 

凝
縮
水
槽
液
位
 

液
位
：
0
～

80
k
P
a
 

密
度
：
0
～

5k
P
a
 

液
位
：
0
～

64
.
9
5
k
P
a※

7  

密
度
：
2
.
6
1
5
～

4
.0
66
kP
a 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

蒸
気

が
冷

却
さ

れ
凝

縮
水

が
発

生
し

て

い
る
こ
と
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可

能
と
す
る
。
 

2 
－
 

－
 

○
 

○
 

－
 

液
位
：
0
～

64
.
9
1
k
P
a※

6  

密
度
：
2
.
5
8
1
～

4
.0
14
kP
a※

6  

－
 

2 

［
貯
槽
等
液
位
］

※
2  

「
②
 貯

槽
等
の
液
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
凝
縮
器
出
口
排
気
温
度
］

※
2  

「
③
凝
縮
器
出
口
の
排
気
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

⑦ 膨 張 槽 の

液 位 

膨
張
槽
液
位
 

0
～

1
0
m
 

0
～

2
.
0
7
1
m
※

7  
ロ
ー
プ
式
 

通
水
配
管
に
損
傷
が
無
く
，
内
部
ル
ー
プ

へ
の

通
水

作
業

が
開

始
で

き
る

こ
と

を

判
断

す
る

た
め

,
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

1
4 

－
 

－
 

×
 

※
3
 

－
 

－
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
［
 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
 

※
3
 
設
備
の
健
全
性
確
認
時
の
み
に
計
測
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
り
，
継
続
監
視
し
な
い
た
め
伝
送
し
な
い
 

※
4
 
「
⑪
漏
え
い
液
受
皿
の
液
位
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
5
 

小
計

測
範

囲
を

示
す

。
大

計
測

範
囲

は
0
～

1
3
.
4
4
k
P
a
で

あ
り

，
常

設
計

器
が

計
測

範
囲

を
超

過
し

た
場

合
，

可
搬

型
計

器
で

計
測

す
る

 

※
6
 

小
計

測
範

囲
を

示
す

。
大

計
測

範
囲

は
0
～

6
4
.
95
k
P
a
,
 
密
度
：
2
.
5
8
1
～

4
.
0
6
6
k
P
a
で

あ
り

，
常

設
計

器
が

計
測

範
囲

を
超
過
し
た
場
合
，
可
搬
型
計
器
で
計
測
す
る
 

※
7
 

大
変
動
範
囲
を
示
す
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第
1
.
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
５
／
18
）
 

 

 
(２

) 
冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
「

(１
) 

臨
界
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
」
，
「

(３
) 

放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
及
び
「

(４
) 

有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
3
 
「

(３
) 

放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
4
 
「
⑥
凝
縮
水
回
収
セ
ル
の
液
位
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
5
 
設
備
の
健
全
性
確
認
時
の
み
に
計
測
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
り
，
継
続
監
視
し
な
い
た
め
伝
送
し
な
い
 

※
6
 
内
部
ル
ー
プ
通
水
作
業
の
判
断
を
行
う
対
象
は
，
分
離
建
屋
の
分
離
建
屋
内
部
ル
ー
プ

1
 

※
7
 

小
計
測
範
囲
を
示
す
。

大
計
測
範
囲
は
-
1
2
～

3
k
P
a
で
あ
り
，
常
設
計
器
が
計
測
範
囲
を
超
過
し
た
場
合
，
可
搬
型
計
器
で
計
測
す
る
 

※
8
 

大
変
動
範
囲
を
示
す
 

 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

制
御

室
及

び

緊
急

時
対

策

所
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

⑧ 内 部 ル ー

プ 通 水 及 び

冷 却 コ イ ル

内
部
ル

ー
プ
通
水
圧
力
 

冷
却

コ
イ
ル
圧
力
 

0～
1.
6M
Pa
 

0
～

0
.
8
M
P
a
 

圧
力
式
 

通
水
配
管
に
損
傷
が
無
く
，
冷
却

コ
イ
ル

等
又

は
内

部
ル

ー
プ

へ
の

通
水

作
業

が

開
始
で
き
る
こ
と
を
判
断
す
る
た
め
，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を

監
視
可
能
と
す
る
。

※
6  

1
8 

－
 

－
 

×
 

※
5
 

－
 

－
 

⑨ セ ル 導 出 経

路 の 圧 力 

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

※
2  

-
5～

1
0k

Pa
 

-
5～

1
0k

Pa
※

8  

圧
力
式
 

セ
ル

導
出

時
に

お
け

る
導

出
経

路
の

状

態
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想

定
さ
れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
 

る
。
 

1
0 

－
 

－
 

○
 

〇
 

－
 

-
2.
5～

0
kP
a※

7  
エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

－
 

1
0
 

⑩ 導 出 先 セ

ル の 圧 力 

導
出
先
セ
ル
圧
力

※
3  

-
5
～

5
k
P
a 

-
4.
7～

3
kP
a※

8  
圧
力
式
 

導
出

先
セ

ル
の

重
大

事
故

時
に

想
定

さ

れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

1
6 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑪ 漏 え い 液

受 皿 の 液 位 

漏
え
い
液
受
皿
液
位

※
4  

0～
5k
Pa
 

0～
4.
69
8k
Pa
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

セ
ル

内
漏

え
い

の
有

無
を

確
認

す
る

た

め
，
漏
え
い
液
受
皿
の
重
大
事
故
時
に
想
 

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を
監

視
可

能
と

す

る
。
 

2 

－
 

－
 

×
 

※
5
 

〇
 

－
 

0～
15
kP
a 

0～
15
kP
a※

8  
1
4 

0～
20
kP
a 

0～
13
.4
4k
Pa
 

2 

⑫ 排 水 の

線 量 

排
水
線
量
 

1
E
-
1
～
1
E
+
6
μ
S
v
/
h
 

1
E
-
1
～
1
E
+
6
μ
S
v
/
h
 

半
導
体
検
出
器
 

通
水

ラ
イ

ン
の

循
環

運
転

開
始

判
断

の

た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

1
0 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑬ 凝 縮 器 通

水 の 流 量 

凝
縮

器
通
水
流
量
 

0～
40
.7
m3
/h
 

0～
6m

3 /
h 

電
磁
式
 

凝
縮
器
通
水
流
量
の
調
整
／
冷
却
水
供
 

給
が

継
続

さ
れ

て
い

る
こ

と
の

状
態

を

把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
 

れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

1
0 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

0～
10
7m

3 /
h 

0～
30

m3
/h

※
8  

1
3 

0～
57
2m

3 /
h 

0～
45

m3
/h

 
5 
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／
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(２

) 
冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

制
御

室
及

び

緊
急

時
対

策

所
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

⑭ 冷 却 コ イ ル 通 水 の 流 量 

冷
却
コ

イ
ル
通
水
流
量
 

0～
5.

1×
1
0-

1  
m3
/h
 

0～
5.

1×
1
0
-
1  
m3
/h

※
2  

電
磁
式
 

冷
却

水
供

給
が

継
続

さ
れ

て
い

る
こ

と

の
監
視
及
び
冷
却
水
通
水
流
量
を
調
整
 

す
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

3
3 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

0～
2.
7 
m3
/h
 

0～
2.
7 
m3
/h

※
8  

4
2 

0～
7.

2×
1
0-

1  
m3
/h
 

0～
7.

2×
1
0
-
1  
m3
/h

※
8  

3
9 

0～
2.

9×
1
0-

1  
m3
/h
 

0～
2.

9×
1
0
-
1  
m3
/h

※
8  

1
2 

0～
13
 m

3 /
h 

0～
13

 m
3 /
h※

8  
3
3 

⑮ 内 部 ル ー プ

通 水 の 流 量 

内
部
ル

ー
プ
通
水
流
量
 

0～
10
7 
m3
/h
 

0～
17
 m

3 /
h※

8  

電
磁
式
 

冷
却

水
供

給
が

継
続

さ
れ

て
い

る
こ

と

の
監

視
及

び
冷

却
水

通
水

流
量

を
調

整

す
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

4
3 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

0～
40
.7
 m

3 /
h 

0～
2.

9 
m3
/h

※
8  

1
4 

⑯ 貯 槽 等 注 水

の 流 量 

貯
槽

等
注
水
流
量
 

0～
15
.9
 m

3 /
h 

0～
7.

3×
1
0-

2  
m3
/h

※
8  

電
磁
式
 

貯
槽

等
注

水
流

量
の

調
整

／
貯

槽
等

へ

の
注
水
に
必
要
な
水
供
給
が
で
き
て
い
 

る
こ
と
の
成
否
判
断
を
把
握
す
る
た
め
，

重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲
 

を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

5
0 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

0～
40
.7
 m

3 /
h 

0～
1.

1×
1
0-

1  
m3
/h

※
8  

2
3 

0～
10
7 
m3
/h
 

0～
1.
9 
m3
/h

※
8  

9
4 

⑰ 建 屋 給 水 の

流 量 

建
屋
給
水
流
量
 

0～
48
0 
m3
/h
 

0～
18
0m

3 /
h 

電
磁
式
 

各
建

屋
に

供
給

す
る

冷
却

水
流

量
の

調

整
／

各
建

屋
に

必
要

な
水

供
給

が
で

き

て
い
る
こ
と
の
確
認
の
た
め
，
重
大
事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可

能
と
す
る
。
 

1
5 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 

大
変
動
範
囲
を
示
す
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パ
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パ
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メ
ー
タ
（
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／
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）
 

  
(３

) 
放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

制
御

室
及

び
緊

急
時

対
策

所
へ

の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

① 圧 縮 空 気 自

動 供 給 貯 槽 の

圧 力 

圧
縮
空
気

自
動
供
給
貯
槽
圧
力
 

0～
1.
6M
Pa
 

0
～

0
.
9
7
M
P
a
 

圧
力
式
 

圧
縮

空
気

自
動

供
給

貯
槽

か
ら

圧
縮

空

気
が

供
給

さ
れ

て
い

る
状

態
を

把
握

す

る
た

め
，

重
大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。

 

4
 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

0～
1.
6M
Pa
 

－
 

2
 

［
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
］

※
2  

「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

② 圧 縮 空 気 自

動 供 給 ユ ニ ッ

ト の 圧 力 

圧
縮
空
気
自

動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
圧
力
 

0～
1.
6M
Pa
 

0～
0
.
9
7
M
P
a
 

圧
力
式
 

圧
縮

空
気

自
動

供
給

ユ
ニ

ッ
ト

か
ら

圧

縮
空

気
が

供
給

さ
れ

て
い

る
状

態
を

把

握
す

る
た

め
，

重
大

事
故

時
に

想
定

さ

れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す

る
。
 

2
 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

［
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
］

※
2  

「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

③ 機 器 圧 縮 空 気

自 動 供 給 ユ ニ ッ

ト の 圧 力 

機
器
圧
縮
空

気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト

圧
力
 

0～
1.
6M
Pa
 

0～
0
.
9
7
M
P
a
 

圧
力
式
 

機
器

圧
縮

空
気

自
動

供
給

ユ
ニ

ッ
ト

か

ら
圧

縮
空

気
が

供
給

さ
れ

て
い

る
状

態

を
把

握
す

る
た

め
，

重
大

事
故

時
に

想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を
監

視
可

能
と

す

る
。
 

6
 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

［
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
］

※
2  

「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

④ 圧 縮 空 気 手 動 供

給 ユ ニ ッ ト 接 続 系

統 の 圧 力 

圧
縮
空
気
手

動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
接
続

系
統
圧
力
 

液
位
：
0
～

80
k
P
a
 

密
度
：
0
～

10
k
P
a
 

液
位
：
0
～

64
.
1
8
k
P
a※

4  

密
度
：
0
～

5.
2
9
6
k
P
a※

4  
エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

圧
縮

空
気

手
動

供
給

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

系

統
が

健
全

で
あ

り
，

掃
気

開
始

可
能

で

あ
る

か
の

判
断

に
用

い
る

た
め

，
重

大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監

視
可
能
と
す
る
。
 

6
 

－
 

－
 

×
 

※
3
 

○
 

－
 

［
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
］

※
2  

「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
［
 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
 

※
3
 
設
備
の
健
全
性
確
認
時
の
み
に
計
測
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
り
，
継
続
監
視
し
な
い
た
め
伝
送
し
な
い
 

※
4
 

大
変
動
範
囲
を
示
す
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第
1
.
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
８
／
18
）
 

  
(３

) 
放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

制
御

室
及

び
緊

急
時

対
策

所
へ

の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

⑤ 貯 槽 掃 気 圧 縮 空 気 の 流 量 

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

0～
0.
9 
m3
/h
 

［
n
or

ma
l］

 

0～
0.
5 
m3
/h
 

［
n
or

ma
l］

 

熱
式
 

発
生

防
止

対
策

及
び

拡
大

防
止

対
策

の

成
否

判
断

／
水

素
掃

気
機

能
が

維
持

さ

れ
て
い
る
こ
と
の
監
視
／
拡
大
防
止
対
 

策
の

開
始

判
断

に
用

い
る

た
め

，
重

大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監

視
可
能
と
す
る
。
 

7
3 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

0～
1.
2 
m3
/h
 

［
n
or

ma
l］

 

0～
0.
7 
m3
/h
 

［
n
or

ma
l］

 
2
3 

－
 

0～
3 
m3
/h
 

［
n
or

ma
l］

 

0～
1.
6 
m3
/h
 

［
n
or

ma
l］

 
8
2 

－
 

0～
6 
m3
/h
 

［
n
or

ma
l］

 

0～
3.
0 
m3
/h
 

［
n
or

ma
l］

 
9
 

－
 

0～
30
 m

3 /
h 

［
n
or

ma
l］

 

0～
10
 m

3 /
h 

［
n
or

ma
l］

 
2
3 

－
 

0～
60
 m

3 /
h 

［
n
or

ma
l］

 

0～
32
 m

3 /
h 

［
n
or

ma
l］

 
1
4 

－
 

0
.2
5～

0
.8
 m

3 /
h 

［
n
or

ma
l］

※
4  

0～
32
 m

3 /
h 

［
n
or

ma
l］

※
5  

面
積
式
 

－
 

4
9
 

［
水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
の
圧

力
］

※
2  

「
⑥
水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

[
か
く
は
ん
系
統
圧
縮
空
気
圧
力
]
 

※
2  

「
⑦
か
く
は
ん
系
統
圧
縮
空
気
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

[
セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
流
量
]
 ※

2  
「
⑧
セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
［
 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
 

※
3
 
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
供
給
元
貯
槽
圧
力
を
示
す
 

※
4
 

小
計
測
範
囲
を
示
す
。

大
計
測
範
囲
は

0
.
2
5
～

4
5
 
m
3 /
h
［
n
o
r
m
a
l
］
で
あ
り
，
常
設
計
器
が
計
測
範
囲
を
超
過
し
た
場
合
，
可
搬
型
計
器
で
計
測
す
る
 

※
5
 

大
変
動
範
囲
を
示
す
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第
1
.
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
９
／
18
）
 

  
(３

) 
放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

制
御

室
及

び
緊

急
時

対
策

所
へ

の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

⑥ 水 素 掃 気 系 統

圧 縮 空 気 の 圧 力 

水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
の
圧
力
 

0～
1.
6M
Pa
 

0
～

0
.
9
7
M
P
a
 

圧
力
式
 

水
素

掃
気

用
安

全
圧

縮
空

気
系

へ
圧

縮
空

気
が

供
給

さ
れ

て
い

る
こ

と
の

状
態
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事

故
時

に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を
監

視
可

能
と
す
る
。
 

1
0 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

0～
1.
0M
Pa

※
3  

－
 

6
 

[
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
]
 ※

2  
「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

⑦ か く は ん 系 統

圧 縮 空 気 の 圧 力 

か
く
は
ん
系
統
圧
縮
空
気
圧
力
 

0～
1.
6M
Pa
 

0～
0
.
9
7
M
P
a
 

圧
力
式
 

か
く

は
ん

用
安

全
圧

縮
空

気
系

へ
圧

縮
空

気
が

供
給

さ
れ

て
い

る
こ

と
の

状
態
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事

故
時

に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を
監

視
可

能
と
す
る
。
 

6
 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

[
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
]
 ※

2  
「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

⑧ セ ル 導 出 ユ ニ

ッ ト の 流 量 

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
流
量
 

0～
35
 m

3 /
h 

［
n
or

ma
l］

 

0～
24
.3
5 
m3
/h

［
n
or

ma
l］

※
4  

熱
式
 

機
器

へ
の

圧
縮

空
気

供
給

の
成

否
判

断
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可
能

と
す
る
。
 

1
2 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

0～
13
8.
6 
m3
/h
 

［
n
or

ma
l］

 

0～
13
8.
6 
m3
/h

［
n
or

ma
l
］
 

3 

[
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
]
 ※

2  
「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

⑨ 貯 槽 等 水 素

の 濃 度 

貯
槽
等
水
素
濃
度
 

0～
25

vo
l%
 

0～
8v
ol
% 

熱
伝
導
式
 

貯
槽

等
内

の
水

素
濃

度
の

監
視

の
た

め
，

重
大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

2
1 

－
 

－
 

○
 

○
 

－
 

［
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
］

※
2  

「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
貯
槽
等
温
度
］

※
2  

「
⑭
貯
槽
等
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
［
 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
 

※
3
 

小
計

測
範

囲
を

示
す

。
大

計
測

範
囲

は
0
～

1
.
5
M
P
a
で

あ
り

，
常

設
計

器
が

計
測

範
囲

を
超

過
し

た
場

合
，

可
搬

型
計

器
で

計
測

す
る

 

※
4
 

大
変
動
範
囲
を
示
す
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第
1
.
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
1
0
／
1
8
）
 

 

 
(３

) 
放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

制
御

室
及

び

緊
急

時
対

策

所
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

⑩ セ ル 導 出 ユ

ニ ッ ト フ ィ ル

タ の 差 圧 

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル
タ
 

差
圧

※
2  

0～
1.
0k
Pa
 

0～
0.
6k
Pa
 

差
圧
式
 

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ィ

ル
タ

の
目

詰

ま
り

に
よ

る
系

統
切

替
の

判
断

に
用

い

る
た

め
，

重
大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

2
0 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑪ 代 替 セ ル 排

気 系 フ ィ ル タ

の 差 圧 

代
替
セ
ル
排
気
系
 

フ
ィ
ル
タ
差
圧

※
2  

0～
1.
0k
Pa
 

0～
0.
6k
Pa
 

差
圧
式
 

代
替

セ
ル

排
気

系
フ

ィ
ル

タ
の

目
詰

ま

り
に

よ
る

系
統

切
替

の
判

断
に

用
い

る

た
め

，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ
る

変

動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

2
0 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑫ セ ル 導 出 経

路 の 圧 力 

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

※
3  

-
5～

1
0k

Pa
 

-
4.
7～

3
kP
a※

9  

圧
力
式
 

セ
ル

導
出

時
に

お
け

る
導

出
経

路
の

状

態
を

把
握

す
る

た
め

，
重

大
事

故
時

に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可
能

と

す
る
。
 

4
 

－
 

－
 

○
 

○
 

－
 

-
2.
5～

0
kP
a※

6  
エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

－
 

4 

⑬ 導 出 先

セ ル の 圧

力 

導
出
先
セ
ル
圧
力

※
2  

-
5
～

5
k
P
a 

-
4.
7～

0
.5
kP
a 

圧
力
式
 

導
出

先
セ

ル
の

重
大

事
故

時
に

想
定

さ

れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

1
6 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑭ 貯 槽 等 の 温 度 

貯
槽
等
温
度

※
5  

0～
13

0℃
 

2
9～

1
3
0
℃
 

熱
電
対
 

発
生

防
止

対
策

及
び

拡
大

防
止

対
策

に

お
け

る
貯

槽
等

の
温

度
監

視
の

た
め

，

重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲
 

を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

7
0 

－
 

1
8 

○
 

－
 

○
 

0～
10
0℃

※
7  

－
 

3
7
 

0～
13

0℃
 

測
温
抵
抗
体
 

2
2 

－
 

0～
10
0℃

※
8  

－
 

1
1
 

[
貯
槽
等
水
素
濃
度

] 
※

4  
「
⑨
貯
槽
等
水
素
の
濃
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
「

(２
) 

冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
3
 
「

(１
) 

臨
界
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
」
及
び
「

(２
) 

冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
4
 
［
 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
 

※
5
 
「

(２
) 

冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
及
び
「

(４
) 

有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
6
 

小
計
測
範
囲
を
示
す
。

大
計
測
範
囲
は
-
1
2
～

2
k
P
a
で
あ
り
，
常
設
計
器
が
計
測
範
囲
を
超
過
し
た
場
合
，
可
搬
型
計
器
で
計
測
す
る
 

※
7
 

小
計
測
範
囲
を
示
す
。

大
計
測
範
囲
は

0
～
2
0
0
℃
で
あ
り
，
常
設
計
器
が
計
測
範
囲
を
超
過
し
た
場
合
，
可
搬
型
計
器
で
計
測
す
る
 

※
8
 

小
計
測
範
囲
を
示
す
。

大
計
測
範
囲
は

0
～
1
5
0
℃
で
あ
り
，
常
設
計
器
が
計
測
範
囲
を
超
過
し
た
場
合
，
可
搬
型
計
器
で
計
測
す
る
 

※
9
 

大
変
動
範
囲
を
示
す
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第
1
.
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
1
1
／
1
8
）
 

 

 
(４

) 
有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

制
御

室
及

び

緊
急

時
対

策

所
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

① プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 供 給

槽 の 液 位 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
 

供
給
槽
液
位

※
3  

0
～

3
3
.
2
7
k
P
a
 

0
.
4
0
～
3
1
.
7
3
k
P
a
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

濃
縮
缶
へ
の
供
給
停
止
の
判
断
に

用
い

る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ

れ
る

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

－
 

1
 

－
 

○
 

○
 

－
 

［
供
給
槽
ゲ
デ
オ
ン
流
量
］

※
2  

0～
0.
14
m3
/h
 

0～
0.
12
m3
/
h
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
供
給
槽
の
液
位

に
よ
り
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
へ
の
供

給
が
停
止
し
て
い
る
こ
と
を
判
断
す
る

た
め
，
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
供
給
槽

ゲ
デ
オ
ン
の
流
量
計
の
指
示
値
が
ゼ
ロ

で
あ
る
こ
と
を
確
認
可
能
と
す
る
。
 

－
 

1
 

－
 

○
 

〇
 

－
 

② プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 加 熱 蒸

気 の 温 度 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
加
熱
蒸
気
温

度
 

0
～

1
5
0
℃
 

4
0
～
1
4
3
℃
 

測
温
抵
抗
体
 

加
熱
蒸
気
の
停
止
の
判
断
に
用
い
る
た

め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

－
 

2
 

－
 

○
 

－
 

○
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力
］

※
2  

「
③
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
温

度
］

※
2  

「
④
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
温

度
］

※
2  

「
⑤
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
［
 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
 

※
3
 
「

(２
) 

冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
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第
1
.
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
1
2
／
1
8
）
 

 

 
(４

) 
有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

制
御

室
及

び

緊
急

時
対

策

所
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

③ プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 の 圧 力 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力
 

-
2
4
～

2
k
P
a
 

-
2
～
2
k
P
a
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

拡
大
防
止
対
策
が
機
能
し
て
い
る
こ
と

の
確
認
に
用
い
る
た
め
，
拡
大
防
止
対

策
の
実
施
（
事
象
発
生
の
検
知
か
ら
約

５
秒
）
の
後
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲

を
監
視
可
能
と
す
る
。
な
お
，
事
象
発

生
か
ら
約
３
秒
ま
で
は
計
測
範
囲
を
超

え
る
が
，
監
視
開
始
以
前
の
状
態
で
あ

る
た
め
，
要
求
は
満
足
す
る
。
 

ま
た
，
事
象
発
生
の
判
断
／
濃
縮
缶
へ

の
供
給
停
止
の
実
施
／
加
熱
蒸
気
の
停

止
着
手
の
判
断
／
貯
留
設
備
に
よ
る
放

射
性
物
質
の
貯
留
の
実
施
判
断
に
用
い

る
際
は
，
計
測
範
囲
内
に
警
報
設
定
値

を
設
け
，
こ
の
警
報
の
発
報
に
基
づ
き

判
断
・
動
作
を
行
う
た
め
，
要
求
は
満

足
す
る
。
 

－
 

1
 

－
 

○
 

○
 

－
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
温

度
］

※
2  

「
④
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
温

度
］

※
2  

「
⑤
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
［
 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
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第
1
.
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
1
3
／
1
8
）
 

 

 
(４

) 
有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

制
御

室
及

び
緊

急
時

対
策

所
へ

の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

④ プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 気 相 部 の 温 度 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
 

気
相
部
温
度
 

0
～

2
0
0
℃
 

1
0
0
～

2
0
0
℃
 

熱
電
対
 

拡
大
防
止
対
策
が
機
能
し
て
い
る
こ
と

の
確
認
に
用
い
る
た
め
，
拡
大
防
止
対

策
の
実
施
（
事
象
発
生
の
検
知
か
ら
約

５
秒
）
の
後
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲

を
監
視
可
能
と
す
る
。
な
お
，
事
象
発

生
か
ら
約
３
秒
ま
で
は
計
測
範
囲
を
超

え
る
が
，
監
視
開
始
以
前
の
状
態
で
あ

る
た
め
，
要
求
は
満
足
す
る
。
 

ま
た
，
事
象
発
生
の
判
断
／
濃
縮
缶
へ

の
供
給
停
止
の
実
施
／
加
熱
蒸
気
の
停

止
着
手
の
判
断
／
貯
留
設
備
に
よ
る
放

射
性
物
質
の
貯
留
の
実
施
判
断
に
用
い

る
際
は
，
計
測
範
囲
内
に
警
報
設
定
値

を
設
け
，
こ
の
警
報
の
発
報
に
基
づ
き

判
断
・
動
作
を
行
う
た
め
，
要
求
は
満

足
す
る
。
 

－
 

1
 

－
 

○
 

－
 

○
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力
］

※
2  

「
③
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
温

度
］

※
2  

「
⑤
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
の
温
度
」
を

監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

⑤ プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 液 相 部 の 温 度 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
 

液
相
部
温
度

※
3  

0
～

2
0
0
℃
 

1
0
0
～

1
3
7
℃
 

熱
電
対
 

拡
大
防
止
対
策
が
機
能
し
て
い
る
こ
と

の
確
認
に
用
い
る
た
め
，
重
大
事
故
時

に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能

と
す
る
。
 

ま
た
，
事
象
発
生
の
判
断
／
濃
縮
缶
へ

の
供
給
停
止
の
実
施
／
加
熱
蒸
気
の
停

止
着
手
の
判
断
／
貯
留
設
備
に
よ
る
放

射
性
物
質
の
貯
留
の
実
施
判
断
に
用
い

る
際
は
，
計
測
範
囲
内
に
警
報
設
定
値

を
設
け
，
こ
の
警
報
の
発
報
に
基
づ
き

判
断
・
動
作
を
行
う
た
め
，
要
求
は
満

足
す
る
。
 

－
 

1
 

－
 

○
 

－
 

○
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力
］

※
2  

「
③
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
温

度
］

※
2  

「
③
 プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
［
 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
 

※
3
 
「

(３
) 

放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
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第
1
.
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
1
4
／
1
8
）
 

 

 
(４

) 
有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

制
御

室
及

び
緊

急
時

対
策

所
へ

の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

⑥ 廃 ガ ス 貯

留 槽 の 圧 力 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

※
2  

0
～

1
M
P
a
 

0
～

0
.
5
M
P
a
 

圧
力
式
 

廃
ガ
ス
貯
留
設
備
に
よ
る
放
射
性
物
質

の
貯
留
に
使
用
す
る
設
備
を
用
い
た
対

応
／
放
出
低
減
対
策
の
判
断
に
用
い
る

た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変

動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

－
 

1
4
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑦ 廃 ガ ス 貯

留 槽 の 入 口

流 量 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
入
口
流
量

※
2  

0～
13
6 
m3
/h
 

［
n
or

ma
l］

 

0～
13
6 
m3
/h

［
n
or

ma
l
］
 

差
圧
式
 

廃
ガ
ス
貯
留
設
備
に
よ
る
放
射
性
物
質

の
貯
留
に
使
用
す
る
設
備
を
用
い
た
対

応
に
用
い
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想

定
さ
れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す

る
。
 

－
 

2
 

－
 

○
 

〇
 

－
 

⑧ 廃 ガ ス 洗 浄

塔 の 入 口 圧 力 

廃
ガ
ス
洗
浄
塔
入
口
圧
力

※
3  

-
3
.
5
～
3
k
P
a
 

-
3
.
5
～
0
k
P
a
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

の
状

態
を

把
握

す
る

た

め
，

重
大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

－
 

2
 

－
 

○
 

〇
 

－
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
「

(１
) 

臨
界
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
3
 
「

(１
) 

臨
界
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
」
及
び
「

(２
) 

冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
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第
1
.
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
1
5
／
1
8
）
 

 

 
(５

) 
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

制
御

室
及

び

緊
急

時
対

策

所
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

① 燃 料 貯 蔵 プ ー ル 等 の 水 位 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位
 

0～
11
.5
ｍ

 

0～
11

.5
ｍ
 

超
音
波
式
 

燃
料

が
冠

水
し

て
い

る
こ

と
の

確
認

／

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

へ
の

注
水

の
開

始
・

停
止

判
断

／
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

等

へ
の

注
水

の
成

否
判

断
／

対
策

の
移

行

判
断

／
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

等
の

水
位

監

視
の

た
め

，
超

音
波

式
は

重
大

事
故

時

に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を
監

視
可

能

と
す
る
。
 

な
お
，
メ
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
は
重

大
事
 

故
等

発
生

初
期

の
水

位
は

基
本

的
に

は

左
記
計
測
範
囲
（

2ｍ
）
内
で
変
動
す
る

こ
と

，
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

の
水

面
に

揺

ら
ぎ

等
が

な
け

れ
ば

超
音

波
式

を
使

用

し
て

計
測

す
る

こ
と

か
ら

，
プ

ロ
セ

ス

変
動

範
囲

が
計

測
範

囲
を

上
回

っ
て

い

て
も
要
求
は
満
足
す
る
。
 

〔
携
行
型
〕
 

3  
－
 

－
 

×
 

※
2
 

－
 

－
 

1
1～

1
2ｍ

※
3  

－
 

9
 

0
～

2
ｍ
 

メ
ジ
ャ
ー
 

2
 

－
 

0～
11

.5
ｍ
 

電
波
式
 

燃
料

が
冠

水
し

て
い

る
こ

と
の

確
認

／

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

へ
の

注
水

の
開

始
・

停
止

判
断

／
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

等

へ
の
注
水
の
成
否
判
断
／
対
策
の

移
行
 

判
断

／
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

等
の

水
位

監

視
の

た
め

，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ

る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る

。
 

〔
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
〕
 

3 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

1
2
 

② 燃 料 貯 蔵 プ ー ル 等

の 温 度 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温
 

0
～

1
0
0
℃
 

2
5
～
1
0
0
℃
 

サ
ー
ミ
ス
タ
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

の
水

温
を

監
視

す

る
た

め
，

重
大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。

 

〔
携
行
型
〕
 

3
 

－
 

－
 

×
 

※
2
 

－
 

－
 

測
温
抵
抗
体
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

の
水

温
を

監
視

す

る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ

れ
る
 

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
〕
 

1
2 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

熱
電
対
 

－
 

9
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
携
行
型
の
計
器
に
よ
る
確
認
の
た
め
伝
送
し
な
い
。
伝
送
は
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
の
計
器
に
よ
り
行
う
 

※
3
 
常
設
計
器
が
計
測
範
囲
を
超
過
し
た
場
合
，
可
搬
型
計
器
で
計
測
す
る
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第
1
.
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
1
6
／
1
8
）
 

 

 
(５

) 
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

制
御

室
及

び

緊
急

時
対

策

所
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

③ 代 替 注 水

設 備 の 流 量 

代
替
注
水
設
備
流
量
 

0
～

2
4
0
m
3 /
h 
 

0～
24
0m

3 /
h 

電
磁
式
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

へ
の

注
水

量
の

確

認
／

水
供

給
が

継
続

さ
れ

て
い

る
こ

と

の
監

視
の

た
め

，
重

大
事

故
時

に
想

定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可
能

と
す

る
。
 

3
 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

④ ス プ レ イ

設 備 の 流 量 

ス
プ
レ
イ
設
備
流
量
 

0
～

1
1
4
m
3 /
h 

0～
11

4m
3 /
h 

電
磁
式
 

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
へ

の
供

給
流

量
の

監

視
の

た
め

，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ

る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

3
6 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑤ 空 間 の 線 量 率 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
空
間
線
量
率

※
4  

1
E-
1～

1
E+
6μ

S
v/
h 

5
E
+
1
～
7
.
3
E
+
8
μ
S
v
/
h
 

半
導
体
検
出
器
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

の
線

量
率

を
監

視

す
る

た
め

，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ

る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
携
行
型
〕
 

2
 

－
 

－
 

×
 

※
2
 

－
 

－
 

1
E+
3～

1
E+
9μ

S
v/
h 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

の
線

量
率

を
監

視

す
る

た
め

，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ

る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
〕
 

2
 

－
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

1
E-
1～

1
E+
4μ

S
v/
h※

5  
－
 

4
 

⑥ 燃 料 貯

蔵 プ ー ル

の 状 態 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態
（
監
視
カ

メ
ラ
）

※
4  

－
 

－
 

－
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

の
状

態
を

監
視

可

能
と
す
る
。
 

1
2 

7 
－
 

×
 

※
3
 

－
 

－
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
携
行
型
の
計
器
に
よ
る
確
認
の
た
め
伝
送
し
な
い
。
伝
送
は
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
の
計
器
に
よ
り
行
う
 

※
3
 
映
像
信
号
の
た
め
伝
送
し
な
い
 

※
4
「

(６
) 

工
場
等
外
へ
の
放
射
性
物
質
等
の
放
出
を
抑
制
す
る
た
め
の

設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
5
 
常
設
計
器
が
計
測
範
囲
を
超
過
し
た
場
合
，
可
搬
型
計
器
で
計
測
す
る
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第
1
.
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
1
7
／
1
8
）
 

 

 
(６

) 
工
場
等
外
へ
の
放
射
性
物
質
等
の
放
出
を
抑
制
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

制
御

室
及

び

緊
急

時
対

策

所
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

① 放 水 砲

の 流 量 

放
水
砲
流
量

※
5  

0～
18

00
m3
/h
 

0～
90
0m

3 /
h 

電
磁
式
 

可
搬

型
放

水
砲

の
放

水
量

を
監

視
す

る

た
め

，
重

大
事

故
に

想
定

さ
れ

る
変

動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

2
1 

－
 

－
 

×
 

※
2
 

－
 

－
 

② 放 水 砲

の 圧 力 

放
水
砲
圧
力

※
5  

0～
1.
6M
Pa
 

0～
1.
2M
Pa
 

圧
力
式
 

放
水

時
の

圧
力

を
監

視
す

る
た

め
，

重

大
事

故
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監

視
可
能
と
す
る
。
 

1
4 

－
 

－
 

×
 

※
2
 

－
 

－
 

③ 空 間 の 線 量 率 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
空
間
線
量
率

※
4  

1
E-
1～

1
E+
6μ

S
v/
h 

5
E
+
1
～
7
.
3
E
+
8
μ
S
v
/
h
 

半
導
体
検
出
器
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

の
線

量
率

を
監

視

す
る

た
め

，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ

る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
携
行
型
〕
 

2
 

－
 

－
 

×
 

※
2
 

－
 

－
 

1
E+
3～

1
E+
9μ

S
v/
h 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

の
線

量
率

を
監

視

す
る

た
め

，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ

る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。〔

パ

ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
〕
 

2
 

－
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

1
E-
1～

1
E+
4μ

S
v/
h※

6  
－
 

4
 

④ 燃 料 貯

蔵 プ ー ル

の 状 態 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態
（
監
視
カ

メ
ラ
）

※
4  

－
 

－
 

－
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

の
状

態
を

監
視

可

能
と
す
る
。
 

1
2 

7 
－
 

×
 

※
3
 

－
 

－
 

⑤ 建 屋 内 の

線 量 率 

建
屋
内
線
量
率
 

1
E+
0～

3
E+
5μ

S
v/
h 

2
.5
E+
5～

3
E+
5μ

S
v/
h 

半
導
体
検
出
器
 

建
屋

内
の

線
量

率
を

監
視

す
る

た
め

，

重
大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲

を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

1
0 

－
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

1
E-
1～

1
E+
4μ

S
v/
h※

6  
－
 

6
1
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
情
報
把
握
計
装
設
備
の
接
続
が
放
出
抑
制
対
策
の
柔
軟
性
を
損
な
う
こ
と
か
ら
伝
送
し
な
い
 

※
3
 
映
像
信
号
の
た
め
伝
送
し
な
い
 

※
4
「

(５
) 
使

用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
5
「
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
加
工
施
設
」
と
共
用
す
る
設
備
 

※
6
 
常
設
計
器
が
計
測
範
囲
を
超
過
し
た
場
合
，
可
搬
型
計
器
で
計
測
す
る
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第
1
.
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
1
8
／
1
8
）
 

 

 
(７

) 
重
大
事
故
等
へ
の
対
処
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
に
必
要
な
計
装
設
備
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

制
御

室
及

び

緊
急

時
対

策

所
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

① 貯 水 槽 の 水 位 

貯
水
槽
水
位

※
4  

0～
10
m 

0～
67
50
mm
 

ロ
ー
プ
式
 

貯
水

槽
の

水
位

を
監

視
す

る
た

め
，

重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を

監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
携
行
型
〕
 

8
 

－
 

－
 

×
 

※
2
 

－
 

－
 

3
00
～

75
00
mm
 

電
波
式
 

貯
水

槽
の

水
位

を
監

視
す

る
た

め
，

重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を

監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
〕
 

1
2 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

－
 

4
 

② 第 １ 貯 水 槽 給 水

の 流 量 

第
1
貯
水
槽
給
水
流
量

※
4  

0～
18

00
m3
/h
 

0～
90
0m

3 /
h 

電
磁
式
 

大
型

移
送

ポ
ン

プ
車

か
ら

吐
出

流
量

を

監
視

す
る

た
め

，
重

大
事

故
に

想
定

さ

れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す

る
。
 

3
0 

－
 

－
 

×
 

※
3
 

－
 

－
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
携
行
型
の
計
器
に
よ
る
確
認
の
た
め
伝
送
し
な
い
。
伝
送
は
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
の
計
器
に
よ
り
行
う
 

※
3
 
設
備
の
健
全
性
確
認
時
の
み
に
計
測
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
り
，
継
続
監
視
し
な
い
た
め
伝
送
し
な
い
 

※
4
「
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
加
工
施
設
」
と
共
用
す
る
設
備
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第
1
.
1
0
－
２
表
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
方
法
（
１
／
12
）
 

 

 
(1
) 

臨
界
事
故

の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

※
1
:
重
要
監
視
パ
ラ
メ

ー
タ
又
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
監
視
に
は
常
設
の
計
器
を
使
用
す
る
 

※
2
:
重
要
代
替
監
視
パ

ラ
メ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
分
類
し
，
こ
れ
を
優
先
順
位
と
す
る
 

 
 ａ

．
異
な
る
計
測
点

（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
へ
の
接
続
に
よ
る
測
定
 

ｂ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ

か
ら
の
換
算
等
に
よ
る
推
定
 

ｃ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ

の
推
移
に
よ
る
状
況
の
推
測
 

 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
2  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法
 

貯 槽 の 放 射 線

レ ベ ル 

放
射
線
レ
ベ
ル

※
1  

ａ
．
放
射
線
レ
ベ
ル
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

※
1  

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
臨
界
検
知
用
放
射
線
検
出
器
に
て
貯
槽
の
放
射
線
レ
ベ
ル
を
測
定
す
る
。
 

放
射
線
レ
ベ
ル
 

―
 

携
行
型
及
び
可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か

つ
破
損
等
が
あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

貯 槽 掃 気

圧 縮 空 気

の 流 量 

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

廃 ガ ス

貯 留 槽

の 圧 力 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

※
1  

ａ
．
廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

※
1  

ａ
．
廃
ガ
ス
貯
留
設
備
へ
の
放
射
性
物
質
の
導
出
開
始
及
び
完
了
を
判
断
す
る
た
め
に
計
測
し
，
万
一
，
廃
ガ
ス
貯

留
槽
の
圧
力
が
監
視
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
，
異
な
る
計
測
点
の
圧
力
計
よ
り
パ
ラ
メ
ー
タ
を
測
定
す
る
。
 

廃 ガ ス 貯

留 槽 の 入

口 流 量 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
入
口
流
量

※
1  

ａ
．
廃
ガ
ス
貯
留
槽
入
口
流
量
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

※
1  

ａ
．
廃
ガ
ス
貯
留
設
備
へ
の
放
射
性
物
質
の
導
出
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
判
断
す
る
た
め
に
計
測
し
，
万
一
，
廃
ガ

ス
貯
留
槽
へ
の
流
量
が
監
視
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
，
異
な
る
計
測
点
の
流
量
計
よ
り
パ
ラ
メ
ー
タ
を
測
定
す

る
。
 

廃 ガ ス 貯 留

槽 の 放 射 線

レ ベ ル 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
放
射
線
レ
ベ
ル

※
1  

ａ
．
廃
ガ
ス
貯
留
槽
放
射
線
レ
ベ
ル
 

（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

※
1  

ａ
．
廃
ガ
ス
貯
留
設
備
へ
の
放
射
性
物
質
の
導
出
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
判
断
す
る
た
め
に
計
測
し
，
万
一
，
廃
ガ

ス
貯
留
槽
の
放
射
線
レ
ベ
ル
が
監
視
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
，
異
な
る
計
測
点
の
廃
ガ
ス
貯
留
設
備
の
放
射
線

モ
ニ
タ
に
よ
り
パ
ラ
メ
ー
タ
を
測
定
す
る
。
 

溶 解 槽 の

圧 力 

溶
解
槽
圧
力

※
1  

ａ
．
溶
解
槽
圧
力
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

※
1  

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
圧
力
計
に
て
溶
解
槽
圧
力
を
測
定
す
る
。
 

廃 ガ ス 洗

浄 塔 の 入

口 圧 力 

廃
ガ
ス
洗
浄
塔
入
口
圧
力

※
1  

ａ
．
廃
ガ
ス
洗
浄
塔
入
口
圧
力
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

※
1  

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
圧
力
計
に
て
廃
ガ
ス
洗
浄
塔
入
口
圧
力
を
測
定
す
る
。
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第
1
.
1
0
－
２
表
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
方
法
（
２
／
12
）
 

 

 
(2
) 

冷
却
機
能

の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

※
1
:
重
要
代
替
監
視
パ

ラ
メ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
分
類
し
，
こ
れ
を
優
先
順
位
と
す
る
 

 
 ａ

．
異
な
る
計
測
点

（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
へ
の
接
続
に
よ
る
測
定
 

ｂ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ

か
ら
の
換
算
等
に
よ
る
推
定
 

ｃ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ

の
推
移
に
よ
る
状
況
の
推
測
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法
 

貯 槽 等 の 温 度 

貯
槽
等
温
度
 

ａ
．
貯
槽
等
温
度
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
 

ｂ
．
内
部
ル
ー
プ
通
水
流
量
又
は
冷
却
コ
イ
ル
通
水
流

量
 

ｃ
．
貯
槽
等
液
位
 

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
温
度
計
ガ
イ
ド
管
を
使
用
し
,
貯
槽
等
温
度
を
測
定
す
る
。
 

ｂ
．
貯
槽
の
冷
却
に
必
要
な
冷
却
水
が
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
内
部
ル
ー
プ
通
水
の
流
量
又
は
冷
却
コ
イ
ル
通

水
の
流
量
に
よ
り
把
握
し
，
貯
槽
が
沸
点
未
満
に
冷
却
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
定
す
る
。
 

ｃ
．
貯
槽
等
の
液
位
が
低
下
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
，
貯
槽
が
冷
却
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推

測
す
る
。
 

貯 槽 等 の 液 位 

貯
槽
等
液
位
 

ａ
．
貯
槽
等
液
位
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
 

ｂ
1
．
貯
槽
等
温
度
及
び
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水

槽
液
位
 

ｂ
2
．
貯
槽
等
温
度
，
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水
槽

液
位
及
び
貯
槽
等
注
水
流
量
 

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
計
装
導
圧
配
管
を
使
用
し
,
貯
槽
等
液
位
を
測
定
す
る
。
 

ｂ
1
．
貯
槽
等
の
温
度
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
,
貯
槽
等
の
液
位
が
低
下
し
て
い
な
い
こ
と
を
推
定
す
る
。
ま

た
，
貯
槽
等
の
温
度
が
沸
点
に
至
っ
て
い
る
場
合
に
は
，
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水
槽
液
位
の
上
昇
率
か
ら

貯
槽
等
液
位
を
推
定
す
る
。
 

ｂ
2
．
貯
槽
等
の
温
度
が
沸
点
に
至
っ
て
い
る
場
合
に
は
，
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水
槽
液
位
の
上
昇
率
及
び

貯
槽
等
注
水
流
量
か
ら
貯
槽
等
液
位
を
推
定
す
る
。
 

凝 縮 器 出

口 の 排 気

温 度 

凝
縮
器
出
口
排
気
温
度
 

ｂ
．
貯
槽
等
液
位
及
び
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水

槽
液
位
 

ｂ
．
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水
槽
液
位
か
ら
推
定
さ
れ
る
凝
縮
水
の
発
生
率
及
び
貯
槽
等
液
位
か
ら
推
定
さ

れ
る
蒸
発
率
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
，
蒸
気
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
定
す
る
。
 

セ ル 導 出 ユ ニ

ッ ト フ ィ ル タ

の 差 圧 

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル
タ
差
圧
 

―
 

並
列
に
設
置
さ
れ
た
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
差
圧
計
を
設
置
し
，
片
系
列
運
用
と
す
る
。
一
方
の
系
列
の
差
圧

の
計
測
が
で
き
な
い
場
合
に
は
，
他
方
の
系
列
に
切
り
替
え
る
た
め
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら

な
い
こ
と
か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

代 替 セ ル 排

気 系 フ ィ ル

タ の 差 圧 

代
替
セ
ル
排
気
系
フ
ィ
ル
タ
差
圧
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
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第
1
.
1
0
－
２
表
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
方
法
（
３
／
12
）
 

 

 
(2
) 

冷
却
機
能

の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

※
1
:
重
要
代
替
監
視
パ

ラ
メ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
分
類
し
，
こ
れ
を
優
先
順
位
と
す
る
 

 
 ａ

．
異
な
る
計
測
点

（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
へ
の
接
続
に
よ
る
測
定
 

ｂ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ

か
ら
の
換
算
等
に
よ
る
推
定
 

ｃ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ

の
推
移
に
よ
る
状
況
の
推
測
 

 
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法
 

凝 縮 水 回 収 セ ル 又 は

凝 縮 貯 槽 の 液 位 

凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位
 

ｂ
．
凝
縮
器
出
口
排
気
温
度
及
び
貯
槽
等
液
位
 

ｂ
．
凝
縮
器
出
口
排
気
温
度
か
ら
凝
縮
器
が
所
定
の
性
能
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
，
貯
槽
等
液
位
の
低

下
量
か
ら
凝
縮
水
の
発
生
量
を
推
定
す
る
こ
と
で
，
凝
縮
水
回
収
セ
ル
の
液
位
を
推
定
す
る
。
 

凝
縮
水
槽
液
位
 

ｂ
．
凝
縮
器
出
口
排
気
温
度
及
び
貯
槽
等
液
位
 

ｂ
．
凝
縮
器
出
口
排
気
温
度
か
ら
凝
縮
器
が
所
定
の
性
能
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
，
貯
槽
等
液
位
の
低

下
量
か
ら
凝
縮
水
の
発
生
量
を
推
定
す
る
こ
と
で
，
凝
縮
水
槽
の
液
位
を
推
定
す
る
。
 

膨 張 槽 の 液 位 

膨
張
槽
液
位
 

―
 

直
接
的
な
計
測
方
法
で
あ
る
た
め
，
可
搬
型
の
計
器
以
外
に
故
障
等
が
発
生
す
る
箇
所
が
な
く
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ

の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

内 部 ル ー プ 通

水 及 び 冷 却 コ

イ ル の 圧 力 

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力
 

冷
却
コ
イ
ル
圧
力
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

セ ル 導 出 経 路

の 圧 力 

セ
ル
導
出
経
路
圧
力
 

ａ
．
セ
ル
導
出
経
路
圧
力
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
 

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
計
装
導
圧
配
管
（
気
相
部
）
を
使
用
し
，
セ
ル
導
出
経
路
圧
力
を
測
定
す
る
。
 

導 出 先 セ ル

の 圧 力 

導
出
先
セ
ル
圧
力
 

ａ
．
導
出
先
セ
ル
圧
力
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
 

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
計
装
導
圧
配
管
（
気
相
部
）
に
可
搬
型
圧
力
計
を
接
続
し
，
導
出
先
セ
ル
圧
力
を
測
定
す
る
。 
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第
1
.
1
0
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表
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
方
法
（
４
／
12
）
 

 

 
(2
) 

冷
却
機
能

の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

※
1
:
重
要
代
替
監
視
パ

ラ
メ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
分
類
し
，
こ
れ
を
優
先
順
位
と
す
る
 

 
 ａ

．
異
な
る
計
測
点

（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
へ
の
接
続
に
よ
る
測
定
 

ｂ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ

か
ら
の
換
算
等
に
よ
る
推
定
 

ｃ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ

の
推
移
に
よ
る
状
況
の
推
測
 

 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法
 

漏 え い 液 受

皿 の 液 位 

漏
え
い
液
受
皿
液
位
 

ａ
．
漏
え
い
液
受
皿
液
位
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
 

ａ
．
漏
え
い
液
受
皿
液
位
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
に
可
搬
型
漏
え
い
液
受
皿
液
位
計
を
接
続
し
,
漏
え
い
液
受
皿
液
位
を

測
定
す
る
。
 

排 水 の 線 量 

排
水
線
量
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

凝 縮 器 通 水 の

流 量 

凝
縮
器
通
水
流
量
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

冷 却 コ イ ル 通

水 の 流 量 

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

内 部 ル ー プ 通

水 の 流 量 

内
部
ル
ー
プ
通
水
流
量
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

貯 槽 等 注 水 の

流 量 

貯
槽
等
注
水
流
量
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

建 屋 給 水 の 流

量 

建
屋
給
水
流
量
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
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表
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
方
法
（
５
／
12
）
 

(3
)

放
射
線
分

解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備

※
1
:
重
要
代
替
監
視
パ

ラ
メ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
分
類
し
，
こ
れ
を
優
先
順
位
と
す
る

ａ
．
異
な
る
計
測
点

（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
へ
の
接
続
に
よ
る
測
定

ｂ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ

か
ら
の
換
算
等
に
よ
る
推
定

ｃ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ

の
推
移
に
よ
る
状
況
の
推
測

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法
 

圧 縮 空 気 自 動

供 給 貯 槽

の 圧 力
圧
縮
空
気
自
動
供
給
貯
槽
圧
力
 

ｃ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

ｃ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
が
，
貯
槽
等
を
未
然
防
止
濃
度
に
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
流
量
以
上
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
に
，
水
素
掃
気
系
統
の
施
錠
管
理
し
て
い
る
下
流
側
の
弁
の
開
度
を
確
認
し
た
う
え
で
，
圧

縮
空
気
自
動
供
給
貯
槽
に
必
要
な
圧
縮
空
気
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
測
す
る
。
 

圧 縮 空 気 自 動

供 給 ユ ニ ッ ト

の 圧 力
圧
縮
空
気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
圧
力
 

ｃ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

ｃ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
が
，
貯
槽
等
を
未
然
防
止
濃
度
に
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
流
量
以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
に
，
水
素
掃
気
系
統
の
施
錠
管
理
し
て
い
る
下
流
側
の
弁
の
開
度
を
確
認
し
た
う
え
で
，
圧
縮
空

気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
に
必
要
な
圧
縮
空
気
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
測
す
る
。
 

機 器 圧 縮 空 気 自

動 供 給 ユ ニ ッ ト

の 圧 力
機
器
圧
縮
空
気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
圧
力
 

ｃ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

ｃ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

が
，
貯
槽
等
を
未
然
防
止
濃
度
に
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
流
量
以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
に
，
水
素
掃
気
系
統
の
施
錠
管
理
し
て
い
る
下
流
側
の
弁
の
開
度
を
確
認
し
た
う
え
で
，
機
器
圧

縮
空
気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
に
必
要
な
圧
縮
空
気
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
測
す
る
。
 

圧 縮 空 気 手 動 供 給 ユ

ニ ッ ト 接 続 系 統

の 圧 力
圧
縮
空
気
手
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
接
続
系
統
圧
力
 

ｃ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

ｃ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

が
，
貯
槽
等
を
未
然
防
止
濃
度
に
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
流
量
以
上
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
に
，
か
く
は
ん
系
統
又
は
計
装
導
圧
配
管
の
下
流
側
の
弁
の
開
度
を
確
認
し
た
う
え
で
，
圧
縮
空

気
手
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
に
必
要
な
圧
縮
空
気
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
測
す
る
。
 

貯 槽 掃 気 圧 縮 空 気 の 流 量

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

ａ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
 

ｂ
1
．
水
素
掃
気
系
統
圧
縮
の
空
気
圧
力
 

ｂ
2
．
か
く
は
ん
系
統
圧
縮
空
気
圧
力
 

ｃ
．
セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
流
量
 

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
配
管
を
使
用
し
，
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
を
測
定
す
る
。
 

ｂ
1
．

可
搬

型
空

気
圧

縮
機

か
ら

水
素

爆
発

を
想

定
す

る
機

器
へ

圧
縮

空
気

が
供

給
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る

た
め
，
水
素
掃
気
系
統
の
施
錠
管
理
し
て
い
る
下
流
側
の
弁
の
開
度
を
確
認
し
た
う
え
で
系
統
の
圧
縮
空
気
圧
力
を

測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
，
機
器
に
必
要
な
圧
縮
空
気
が
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
定
す
る
。
 

ｂ
2
．

可
搬

型
空

気
圧

縮
機

か
ら

水
素

爆
発

を
想

定
す

る
機

器
へ

圧
縮

空
気

が
供

給
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る

た
め
，
か
く
は
ん
系
統
の
下
流
側
の
弁
の
開
度
を
確
認
し
た
う
え
で
系
統
の
圧
縮
空
気
圧
力
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ

り
，
機
器
に
必
要
な
圧
縮
空
気
が
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
定
す
る
。
 

ｃ
．
機
器
個
別
の
貯
槽
圧
縮
空

気
流
量
を
変
化
さ
せ
，
そ
の
時
の
セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
流
量
の
変
化
を
確
認
す
る
こ

と
に
よ
り
，
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
を
推
測
す
る
。
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表
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
方
法
（
６
／
12
）
 

(3
)

放
射
線
分

解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）

※
1
:
重
要
代
替
監
視
パ

ラ
メ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
分
類
し
，
こ
れ
を
優
先
順
位
と
す
る

ａ
．
異
な
る
計
測
点

（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
へ
の
接
続
に
よ
る
測
定

ｂ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ

か
ら
の
換
算
等
に
よ
る
推
定

ｃ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ

の
推
移
に
よ
る
状
況
の
推
測

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法
 

水 素 掃 気 系 統 圧

縮 空 気 の 圧 力

水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
の
圧
力
 

ｂ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

ｂ
．
可
搬
型
空
気
圧
縮
機
か
ら
水
素
爆
発
を
想
定
す
る
機
器
へ
圧
縮
空
気
が
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
，

水
素

掃
気

系
統

の
下

流
側

の
弁

の
開

度
を

確
認

し
た

う
え

で
系

統
の

圧
縮

空
気

流
量

を
測

定
す

る
こ

と
に

よ

り
，
機
器
に
必
要
な
圧
縮
空
気
が
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
定
す
る
。
 

か く は ん 系 統 圧

縮 空 気 の 圧 力

か
く
は
ん
系
統
圧
縮
空
気
圧
力
 

ｂ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

ｂ
．
可
搬
型
空
気
圧
縮
機
か
ら
水
素
爆
発
を
想
定
す
る
機
器
へ
圧
縮
空
気
が
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
，

か
く

は
ん

系
統

の
下

流
側

の
弁

の
開

度
を

確
認

し
た

う
え

で
系

統
の

圧
縮

空
気

流
量

を
測

定
す

る
こ

と
に

よ

り
，
機
器
に
必
要
な
圧
縮
空
気
が
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
定
す
る
。
 

セ ル 導 出 ユ ニ ッ ト の

流 量
セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
流
量

ｃ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

ｃ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

を
測
定
す
る
こ
と
で
，
機
器
に
必
要
な
圧
縮
空
気
が
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
測

す
る
。
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重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
方
法
（
７
／
12
）
 

(3
)

放
射
線
分

解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）

※
1
:
重
要
代
替
監
視
パ

ラ
メ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
分
類
し
，
こ
れ
を
優
先
順
位
と
す
る

ａ
．
異
な
る
計
測
点

（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
へ
の
接
続
に
よ
る
測
定

ｂ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ

か
ら
の
換
算
等
に
よ
る
推
定

ｃ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ

の
推
移
に
よ
る
状
況
の
推
測

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法
 

貯 槽 等 水 素

の 濃 度
貯
槽
等
水
素
濃
度
 

ｃ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

ｃ
．
貯
槽
等
温
度
 

ｃ
．
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

よ
り
，
貯
槽
等
を
可
燃
限
界
濃
度
未
満
に
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
空
気
が
供
給
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
，
貯
槽
等
が
可
燃
限
界
濃
度
未
満
で
あ
る
こ
と
を
推
測
す
る
。
 

ｃ
．
貯
槽
等
温
度
よ
り
，
溶
液
の
性
状
の
変
化
に
応
じ
た
水
素
発
生
量
を
推
測
し
，
貯
槽
等
が
可
燃
限
界
濃
度
未
満

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

セ ル 導 出 ユ ニ ッ ト

フ ィ ル タ の 差 圧

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル
タ
差
圧

―
 

並
列
に
設
置
さ
れ
た
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
差
圧
計
を
設
置
し
，
片
系
列
運
用
と
す
る
。
一
方
の
系
列
の
差
圧

の
計
測
が
で
き
な
い
場
合
に
は

，
他
方
の
系
列
に
切
り
替
え
る
た
め
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら

な
い
こ
と
か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

代 替 セ ル 排 気 系

フ ィ ル タ の 差 圧

代
替
セ
ル
排
気
系
フ
ィ
ル
タ
差
圧
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

セ ル 導 出 経 路 の

圧 力
セ
ル
導
出
経
路
圧
力

ａ
．
セ
ル
導
出
経
路
圧
力
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
 

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
計
装
導
圧
配
管
（
気
相
部
）
を
使
用
し
，
セ
ル
導
出
経
路
圧
力
を
測
定
す
る
。
 

導 出 先 セ ル の

圧 力
導
出
先
セ
ル
圧
力
 

ａ
．
導
出
先
セ
ル
圧
力
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
 

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
計
装
導
圧
配
管
（
気
相
部
）
に
可
搬
型
圧
力
計
を
接
続
し
，
導
出
先
セ
ル
圧
力
を
測
定
す
る
。 

貯 槽 等 の 温

度
貯
槽
等
温
度
 

ａ
．
貯
槽
等
温
度
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
 

ｂ
．
貯
槽
等
水
素
濃
度
 

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
温
度
計
ガ
イ
ド
管
を
使
用
し
,
貯
槽
等
温
度
を
測
定
す
る
。
 

ｂ
．
貯
槽
等
水
素
濃
度
よ
り
，
貯
槽
等
の
溶
液
の
性
状
の
変
化
を
確
認
し
，
貯
槽
等
温
度
を
推
定
す
る
。
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第
1
.
1
0
－
２
表
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
方
法
（
８
／
12
）
 

(4
)

有
機
溶
媒

等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備

※
1
:
重
要
監
視
パ
ラ
メ

ー
タ
又
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
監
視
に
は
常
設
の
計
器
を
使
用
す
る

※
2
:
重
要
代
替
監
視
パ

ラ
メ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
分
類
し
，
こ
れ
を
優
先
順
位
と
す
る

 ａ
．
異
な
る
計
測
点

（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
へ
の
接
続
に
よ
る
測
定
 

ｂ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ

か
ら
の
換
算
等
に
よ
る
推
定
 

ｃ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ

の
推
移
に
よ
る
状
況
の
推
測
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
2  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法
 

プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮

缶 供 給 槽 の 液 位

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
供
給
槽
液
位

※
1  

ｂ
．
供
給
槽
ゲ
デ
オ
ン
流
量

※
1  

 

ｂ
．
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
供
給
槽
の
液
位
は
，
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
へ
の
供
給
が
停
止
す
る
こ
と
に
よ
り
，
Ｔ

Ｂ
Ｐ
等
の
錯
体
の
急
激
な
分
解
反
応
の
再
発
が
防
止
で
き
た
こ
と
の
判
断
に
使
用
す
る
た
め
，
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮

缶
へ
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
溶
液
を
供
給
す
る
供
給
槽
ゲ
デ
オ
ン
の
流
量
を
分
単
位
の
流
量
に
換
算
し
，
こ
れ
を
監
視
期
間

に
わ
た
り
積
算
す
る
こ
と
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
供
給
槽
の
減
少
量
を
推
定
し
，
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
へ
の
供

給
が
停
止
し
て
い
る
か
確
認
す
る
。
 

プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 加

熱 蒸 気 の 温 度

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
加
熱
蒸
気
温
度

※
1  

ａ
．
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
加
熱
蒸
気
温
度
（
他
チ
ャ

ン
ネ
ル
）

※
1

ｃ
．
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力

※
1 ，

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

濃
縮
缶
気
相
部
温
度

※
1
及
び
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液

相
部
温
度

※
1  

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
温
度
計
に
て
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
加
熱
蒸
気
温
度
を
測
定
す
る
。
 

ｃ
．
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
加
熱
蒸
気
温
度
は
，
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
へ
の
加
熱
蒸
気
の
供
給
が
停
止
す
る
こ
と

に
よ
り
，
Ｔ
Ｂ
Ｐ
等
の
錯
体
の
急
激
な
分
解
反
応
の
再
発
が
防
止
で
き
た
こ
と
の
判
断
に
使
用
す
る
た
め
，
拡
大
防

止
対
策
の
成
否
に
よ
り
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力
，
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
温
度
及
び
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃

縮
缶
液
相
部
温
度
が
同
様
に
変
動
す
る
こ
と
か
ら
，
こ
れ
ら
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視
す
る
こ
と
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃

縮
缶
加
熱
蒸
気
温
度
の
挙
動
を
推
測
す
る
。
 

プ ル ト ニ ウ ム

濃 縮 缶 の 圧 力

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力

※
1  

ｃ
．
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
温
度

※
1
及
び
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
温
度

※
1

ｃ
．
Ｔ
Ｂ
Ｐ
等
の
錯
体
の
急
激

な
分
解
反
応
の
拡
大
防
止
対
策
の
成
否
に
よ
り
，
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
温

度
及
び
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
温
度
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力
と
同
様
に
変
動
す
る
こ
と
か
ら
，
こ
れ

ら
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視
す
る
こ
と
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力
の
挙
動
を
推
測
す
る
。
 

プ ル ト ニ ウ

ム 濃 縮 缶 気

相 部 の 温 度

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
温
度

※
1  

ｃ
．
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力

※
1
及
び
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
濃
縮
缶
液
相
部
温
度

※
1

ｃ
．
Ｔ
Ｂ
Ｐ
等
の
錯
体
の
急
激

な
分
解
反
応
の
拡
大
防
止
対
策
の
成
否
に
よ
り
，
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力
及
び

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
温
度
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
温
度
と
同
様
に
変
動
す
る
こ
と
か
ら
，
こ
れ

ら
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視
す
る
こ
と
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
温
度
の
挙
動
を
推
測
す
る
。
 

プ ル ト ニ ウ

ム 濃 縮 缶 液

相 部 の 温 度

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
温
度

※
1  

ｃ
．
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力

※
1
及
び
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
濃
縮
缶
気
相
部
温
度

※
1

ｃ
．
Ｔ
Ｂ
Ｐ
等
の
錯
体
の
急
激

な
分
解
反
応
の
拡
大
防
止
対
策
の
成
否
に
よ
り
，
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力
及
び

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
温
度
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
温
度
と
同
様
に
変
動
す
る
こ
と
か
ら
，
こ
れ

ら
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視
す
る
こ
と
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
温
度
の
挙
動
を
推
測
す
る
。
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第
1
.
1
0
－
２
表
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
方
法
（
９
／
12
）
 

 

  
(4
) 

有
機
溶
媒

等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

※
1
:
重
要
監
視
パ
ラ
メ

ー
タ
又
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
監
視
に
は
常
設
の
計
器
を
使
用
す
る
 

※
2
:
重
要
代
替
監
視
パ

ラ
メ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
分
類
し
，
こ
れ
を
優
先
順
位
と
す
る
 

 
 ａ

．
異
な
る
計
測
点

（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
へ
の
接
続
に
よ
る
測
定
 

ｂ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ

か
ら
の
換
算
等
に
よ
る
推
定
 

ｃ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ

の
推
移
に
よ
る
状
況
の
推
測
 

 
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
2  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法
 

廃 ガ ス 貯 留

槽 の 圧 力 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

※
1  

ａ
．
廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

※
1  

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
圧
力
計
に
て
廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力
を
測
定
す
る
。
 

廃 ガ ス 貯 留 槽

の 入 口 流 量 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
入
口
流
量

※
1  

ａ
．
廃
ガ
ス
貯
留
槽
入
口
流
量
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

※
1  

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
流
量
計
に
て
廃
ガ
ス
貯
留
槽
入
口
流
量
を
測
定
す
る
。
 

廃 ガ ス 洗 浄 塔

の 入 口 圧 力 

廃
ガ
ス
洗
浄
塔
入
口
圧
力

※
1  

ａ
．
廃
ガ
ス
洗
浄
塔
入
口
圧
力
（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

※
1  

ａ
．
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
圧
力
計
に
て
廃
ガ
ス
洗
浄
塔
入
口
圧
力
を
測
定
す
る
。
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第
1
.
1
0
－
２
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
方
法
（
1
0
／
1
2
）
 

 

 
(5
) 

使
用
済
燃

料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

※
1
:
重
要
代
替
監
視
パ

ラ
メ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
分
類
し
，
こ
れ
を
優
先
順
位
と
す
る
 

 
 ａ

．
異
な
る
計
測
点

（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
へ
の
接
続
に
よ
る
測
定
 

ｂ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ

か
ら
の
換
算
等
に
よ
る
推
定
 

ｃ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ

の
推
移
に
よ
る
状
況
の
推
測
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法
 

燃 料 貯 蔵 プ ー

ル 等 の 水 位 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位
 

―
 

携
行
型
及
び
可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か

つ
破
損
等
が
あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

燃 料 貯 蔵 プ ー ル

等 の 温 度 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温
 

―
 

携
行
型
及
び
可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か

つ
破
損
等
が
あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

代 替 注 水 設 備

の 流 量 

代
替
注
水
設
備
流
量
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

ス プ レ イ 設 備

の 流 量 

ス
プ
レ
イ
設
備
流
量
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

空 間 の 線 量 率 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
空
間
線
量
率
 

―
 

携
行
型
及
び
可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か

つ
破
損
等
が
あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

燃 料 貯 蔵 プ ー

ル の 状 態 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態
（
監
視
カ
メ
ラ
）
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
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第
1
.
1
0
－
２
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
方
法
（
1
1
／
1
2
）
 

 
 

(6
) 

工
場
等
外

へ
の
放
射
性
物
質
等
の
放
出
を
抑
制
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

※
1
:
重
要
代
替
監
視
パ

ラ
メ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
分
類
し
，
こ
れ
を
優
先
順
位
と
す
る
 

 
 ａ

．
異
な
る
計
測
点

（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
へ
の
接
続
に
よ
る
測
定
 

ｂ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ

か
ら
の
換
算
等
に
よ
る
推
定
 

ｃ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ

の
推
移
に
よ
る
状
況
の
推
測
 

 
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法
 

放 水 砲 の 流 量 

放
水
砲
流
量
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

放 水 砲 の 圧 力 

放
水
砲
圧
力
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

空 間 の 線 量 率 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
空
間
線
量
率
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

燃 料 貯 蔵 プ ー ル

の 状 態 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態
（
監
視
カ
メ
ラ
）
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

建 屋 内 の 線

量 率 

建
屋
内
線
量
率
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
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第
1
.
1
0
－
２
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
方
法
（
1
2
／
1
2
）
 

 
 

(７
) 

重
大
事
故
等
へ
の
対
処
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
に
必
要
な
計
装
設
備
 

※
1
:
重
要
代
替
監
視
パ

ラ
メ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
分
類
し
，
こ
れ
を
優
先
順
位
と
す
る
 

 
 ａ

．
異
な
る
計
測
点

（
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
へ
の
接
続
に
よ
る
測
定
 

ｂ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ

か
ら
の
換
算
等
に
よ
る
推
定
 

ｃ
．
他
パ
ラ
メ
ー
タ

の
推
移
に
よ
る
状
況
の
推
測
 

 分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
1  

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
方
法
 

貯 水 槽 の 水 位 

貯
水
槽
水
位
 

―
 

携
行
型
及
び
可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か

つ
破
損
等
が
あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
 

第 １ 貯 水 槽 給 水

の 流 量 

第
1
貯
水
槽
給
水
流
量
 

―
 

可
搬
型
設
備
の
計
測
用
で
あ
る
た
め
，
重
大
事
故
等
の
起
因
で
は
破
損
等
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
，
か
つ
破
損
等
が

あ
っ
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
の
交
換
対
応
が
可
能
で
あ
り
，
対
象
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測
が
困
難
と
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
,
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
は
な
し
。
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第 1.10－３表 重大事故等時に用いる補助パラメータ（１／７） 
 

事象分類 分類 補助パラメータ 
補助パラメータの

分類の理由 
可搬

型 
常設 

重大事

故等対

処設備 

電源

設備 

再処理施設

の状態を補

助的に監視 

自

主

対

策 

(1)臨界

事故の拡

大を防止

するため

の設備 

貯槽の液位 貯槽液位 

貯槽の状態を確認

するパラメータ 

― 〇 ― ― 〇 〇 

貯槽の温度 貯槽温度 ― 〇 ― ― 〇 〇 

溶液の密度 溶液密度 ― 〇 ― ― 〇 〇 

溶解槽の放射線

のレベル 
放射線レベル 

放射線レベルを確

認するパラメータ 
― 〇 ― ― 

〇 〇 

漏えい液受皿の

液位 
漏えい液受皿液位 セル内の状態を確

認するパラメータ 

― 〇 ― ― 
〇 〇 

フィルタの差圧 フィルタ差圧 ― 〇 ― ― 〇 ― 

圧縮空気貯槽の

圧力 
圧縮空気受入圧力 

圧縮空気貯槽の状

態を確認するパラ

メータ 

― 〇 ― ― 〇 ― 

室の差圧 室差圧 
セル内の状態を確

認するパラメータ 
― 〇 ― ― 〇 〇 

建屋内の放射線

のレベル 
放射線レベル 

放射線レベルを確

認するパラメータ 
― 〇 ― ― 〇 〇 

(2)冷却

機能の喪

失による

蒸発乾固

に対処す

るための

設備 

室の差圧 室差圧 
セル内の状態を確

認するパラメータ 
― 〇 ― ― 〇 ― 

安全冷却水の放

射線レベル 

安全冷却水放射線

レベル 

放射線レベルを確

認するパラメータ 
― 〇 ― ― 〇 ― 

安全冷却水系の

流量 

安全冷却水系流量

（外部ループ） 

安全冷却水系の運

転状態を確認する

パラメータ 

― 〇 ― ― ― 〇 
安全冷却水系流量

（内部ループ） 
― 〇 ― ― ― 〇 

安全冷却水系流量

（使用済燃料の受

入れ施設及び貯蔵

施設用安全冷却水

系） 

― 〇 ― ― ― 〇 

膨張槽の液位 

膨張槽液位（外部

ループ） 
― 〇 ― ― ― 〇 

膨張槽液位（使用

済燃料の受入れ施

設及び貯蔵施設用

安全冷却水系） 

― 〇 ― ― ― 〇 

運転予備負荷用

一般冷却水系の

流量 

運転予備負荷用一

般冷却水系流量 
― 〇 ― ― ― 〇 

運転予備負荷用

膨張槽の液位 

運転予備負荷用膨

張槽液位 
― 〇 ― ― ― 〇 
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第 1.10－３表 重大事故等時に用いる補助パラメータ（２／７） 
 

事象分類 分類 
補助パラメー

タ 
補助パラメータの

分類の理由 

可

搬

型 

常

設 

重大事

故等対

処設備 

電源

設備 

再処理施設

の状態を補

助的に監視 

自

主

対

策 

(3)放射

線分解に

より発生

する水素

による爆

発に対処

するため

の設備 

貯槽の液位 貯槽液位 
貯槽の状態を確認

するパラメータ 
― 〇 ― ― 〇 ― 

室の差圧 室差圧 

セル内の状態を確

認するパラメータ 

― 〇 ― ― 〇 ― 

漏えい液受皿の

液位 

漏えい液受皿

液位 
― 〇 ― ― 〇 ― 

(4)有機

溶媒等に

よる火災

又は爆発

に対処す

るための

設備 

プルトニウム濃

縮缶の液位 

プルトニウム

濃縮缶液位 
プルトニウム濃縮

缶の状態を確認す

るパラメータ 

― 〇 ― ― 〇 ― 

プルトニウム濃

縮缶の密度 

プルトニウム

濃縮缶密度 
― 〇 ― ― 〇 ― 

漏えい液受皿の

液位 

漏えい液受皿

液位 

セル内の状態を確

認するパラメータ 
― 〇 ― ― 〇 ― 

フィルタの差圧 フィルタ差圧 

換気設備の状態を

確認するパラメー

タ 

― 〇 ― ― 〇 ― 

室の差圧 室差圧 
セル内の状態を確

認するパラメータ 
― 〇 ― ― 〇 ― 

圧縮空気貯槽の

圧力 

圧縮空気受入

圧力 

圧縮空気貯槽の状

態を確認するパラ

メータ 

― 〇 ― ― 〇 ― 
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第 1.10－３表 重大事故等時に用いる補助パラメータ（３／７） 
 

事象分類 分類 補助パラメータ 
補助パラメータの

分類の理由 

可

搬

型 

常

設 

重大事

故等対

処設備 

電源

設備 

再処理施設

の状態を補

助的に監視 

自

主

対

策 

(5)使用

済燃料貯

蔵槽の冷

却等のた

めの設備 

燃料貯蔵プール

等漏えい検知装

置 

燃料貯蔵プール等

漏えい検知装置 

燃料貯蔵プールの

状態を確認するパ

ラメータ 

― 〇 ― ― ― 〇 

プール水冷却系

ポンプの出口流

量 

プール水冷却系ポ

ンプ出口流量 
― 〇 ― ― ― 〇 

補給水槽の水位 補給水槽水位 ― 〇 ― ― ― 〇 
安全冷却水系冷

却水循環ポンプ

の出口流量 

安全冷却水系冷却

水循環ポンプ出口

流量 

― 〇 ― ― ― 〇 

安全冷却水系冷

却水循環ポンプ

の入口温度 

安全冷却水系冷却

水循環ポンプ入口

温度 

― 〇 ― ― ― 〇 

安全冷却水系膨

張槽の液位 

安全冷却水系膨張

槽液位 
― 〇 ― ― ― 〇 

可搬型計測ユニ

ット用空気圧縮

機 の 出 口 圧 力

（機器付） 

可搬型計測ユニッ

ト用空気圧縮機出

口圧力（機器付） 

〇 ― 〇 ― 〇 ― 

可搬型空冷ユニ

ットの出口圧力

（機器付） 

可搬型空冷ユニッ

ト出口圧力（機器

付） 

〇 ― 〇 ― 〇 ― 

可搬型空冷ユニ

ット用冷却装置

の 圧 力 （ 機 器

付） 

可搬型空冷ユニッ

ト用冷却装置圧力

（機器付） 

〇 ― 〇 ― 〇 ― 

可搬型空冷ユニ

ット用バルブユ

ニ ッ ト の 流 量

（機器付） 

可搬型空冷ユニッ

ト用バルブユニッ

ト流量（機器付） 

〇 ― 〇 ― 〇 ― 

監視カメラ入口

空気の流量（機

器付） 

監視カメラ入口空

気流量（機器付） 
〇 ― 〇 ― 〇 ― 

線量率計入口空

気の流量（機器

付） 

線量率計入口空気

流量（機器付） 
〇 ― 〇 ― 〇 ― 

(7)工場

等外への

放射性物

質等の放

出を抑制

するため

の設備 

建屋供給冷却水

の流量 

建屋供給冷却水流

量 建屋供給冷却水の

状態を確認するパ

ラメータ 

〇 ― ― ― ― 〇 

可搬型中型移送

ポンプの吐出圧

力 

可搬型中型移送ポ

ンプ吐出圧力 
〇 ― 〇 ― ― 〇 
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第 1.10－３表 重大事故等時に用いる補助パラメータ（４／７） 
 

事象分類 分類 補助パラメータ 
補助パラメータの

分類の理由 

可

搬

型 

常

設 

重大事

故等対

処設備 

電源

設備 

再処理施設

の状態を補

助的に監視 

自

主

対

策 

(8)重大

事故等へ

の対処に

必要とな

る水の供

給設備 

貯水槽の温度 貯水槽温度 
貯水槽の状態を確

認するパラメータ 
― 〇 ― ― 〇 〇 

(9)電源

設備 

代替電源の電圧

等 

前処理建屋可搬型

発電機電圧※1 

電源設備の状態を

確認するパラメー

タ 

〇 ― ○ 〇 〇 ― 

前処理建屋可搬型

発電機燃料油※1 
〇 ― 〇 〇 〇 ― 

分離建屋可搬型発

電機電圧※1 
〇 ― ○ 〇 〇 ― 

分離建屋可搬型発

電機燃料油※1 
〇 ― 〇 〇 〇 ― 

制御建屋可搬型発

電機電圧※1 
〇 ― ○ 〇 〇 ― 

制御建屋可搬型発

電機燃料油※1 
〇 ― 〇 〇 〇 ― 

ウラン・プルトニ

ウム混合脱硝建屋

可搬型発電機電圧
※1 

〇 ― ○ 〇 〇 ― 

ウラン・プルトニ

ウム混合脱硝建屋

可搬型発電機燃料

油※1 

〇 ― 〇 〇 〇 ― 

高レベル廃液ガラ

ス固化建屋可搬型

発電機電圧※1 

〇 ― ○ 〇 〇 ― 

高レベル廃液ガラ

ス固化建屋可搬型

発電機燃料油※1 

〇 ― 〇 〇 〇 ― 

使用済燃料の受入

れ施設及び貯蔵施

設可搬型発電機電

圧※1 

〇 ― ○ 〇 〇 ― 

使用済燃料の受入

れ施設及び貯蔵施

設可搬型発電機燃

料油※1 

〇 ― 〇 〇 〇 ― 

共通電源車発電機

電圧※1 
〇 ― ― 〇 ― 〇 

※1 可搬型発電機付きの計測器で測定するパラメータ  
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第 1.10－３表 重大事故等時に用いる補助パラメータ（５／７） 
 

事象分類 分類 補助パラメータ 
補助パラメータの

分類の理由 

可

搬

型 

常

設 

重大事

故等対

処設備 

電源

設備 

再処理施設

の状態を補

助的に監視 

自

主

対

策 

(9)電源

設備 

（つづ

き） 

母線の電圧 

受電開閉設備 154

ｋＶ受電電圧 

電源設備の状態を

確認するパラメー

タ 

― 〇 〇 〇 ― 〇 

ユーティリティ建

屋 6.9ｋＶ運転予

備用主母線電圧 

― 〇 〇 〇 ― 〇 

使用済燃料の受入

れ施設及び貯蔵施

設 6.9ｋＶ非常用

母線Ａ電圧 

― 〇 ○ 〇 ― 〇 

使用済燃料の受入

れ施設及び貯蔵施

設 6.9ｋＶ非常用

母線Ｂ電圧 

― 〇 〇 〇 ― 〇 

非 常 用 電 源 建 屋

6.9ｋＶ非常用主

母線Ａ電圧 

― 〇 〇 〇 ― 〇 

非 常 用 電 源 建 屋

6.9ｋＶ非常用主

母線Ｂ電圧 

― 〇 ○ 〇 ― 〇 

制御建屋 6.9ｋＶ

非常用母線Ａ電圧 
― 〇 〇 〇 ― 〇 

制御建屋 6.9ｋＶ

非常用母線Ｂ電圧 
― 〇 〇 〇 ― 〇 

制御建屋 6.9ｋＶ

運転予備用母線 C1

電圧 

― 〇 ○ 〇 ― 〇 

制御建屋 6.9ｋＶ

運転予備用母線 C2

電圧 

― 〇 ○ 〇 ― 〇 

制御建屋 460Ｖ非

常用母線Ａ電圧 
― 〇 〇 〇 ― 〇 

制御建屋 460Ｖ非

常用母線Ｂ電圧 
― 〇 〇 〇 ― 〇 

前処理建屋 6.9ｋ

Ｖ非常用母線Ａ電

圧 

― 〇 〇 〇 ― 〇 

前処理建屋 6.9ｋ

Ｖ非常用母線Ｂ電

圧 

― 〇 〇 〇 ― 〇 

前処理建屋 6.9ｋ

Ｖ運転予備用母線

電圧 

― 〇 ○ 〇 ― 〇 

前処理建屋 460Ｖ

非常用母線Ａ電圧 
― 〇 〇 〇 ― 〇 
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第 1.10－３表 重大事故等時に用いる補助パラメータ（６／７） 
 

事象分類 分類 補助パラメータ 
補助パラメータの

分類の理由 

可

搬

型 

常

設 

重大事

故等対

処設備 

電源

設備 

再処理施設

の状態を補

助的に監視 

自

主

対

策 

(9)電源

設備 

（つづ

き） 

母線の電圧 

（つづき） 

前処理建屋 460Ｖ

非常用母線Ｂ電圧 

電源設備の状態を

確認するパラメー

タ 

― 〇 ○ 〇 ― 〇 

分離建屋 460Ｖ非

常用母線Ａ電圧 
― 〇 〇 〇 ― 〇 

分離建屋 460Ｖ非

常用母線Ｂ電圧 
― 〇 ○ 〇 ― 〇 

分離建屋 6.9ｋＶ

運転予備用母線電

圧 

― 〇 〇 〇 ― 〇 

精製建屋 460Ｖ非

常用母線Ａ電圧 
― 〇 〇 〇 ― 〇 

精製建屋 460Ｖ非

常用母線Ｂ電圧 
― 〇 ○ 〇 ― 〇 

精製建屋 6.9ｋＶ

運転予備用母線電

圧 

― 〇 〇 〇 ― 〇 

ウラン・プルトニ

ウム混合脱硝建屋

6.9ｋＶ非常用母

線Ａ電圧 

― 〇 ○ 〇 ― 〇 

ウラン・プルトニ

ウム混合脱硝建屋

6.9ｋＶ非常用母

線Ｂ電圧 

― 〇 〇 〇 ― 〇 

ウラン・プルトニ

ウム混合脱硝建屋

6.9ｋＶ運転予備

用母線電圧 

― 〇 〇 〇 ― 〇 

ウラン・プルトニ

ウム混合脱硝建屋

460Ｖ非常用母線

Ａ電圧 

― 〇 〇 〇 ― 〇 

ウラン・プルトニ

ウム混合脱硝建屋

460Ｖ非常用母線

Ｂ電圧 

― 〇 〇 〇 ― 〇 

高レベル廃液ガラ

ス固化建屋 460Ｖ

非常用母線Ａ電圧 

― 〇 〇 〇 ― 〇 

高レベル廃液ガラ

ス固化建屋 460Ｖ

非常用母線Ｂ電圧 

― 〇 ○ 〇 ― 〇 
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第 1.10－３表 重大事故等時に用いる補助パラメータ（７／７） 
 

事象分類 分類 補助パラメータ 
補助パラメータの

分類の理由 

可

搬

型 

常

設 

重大事

故等対

処設備 

電源

設備 

再処理施設

の状態を補

助的に監視 

自

主

対

策 

(9)電源

設備 

（つづ

き） 

母線の電圧 

（つづき） 

高レベル廃液ガラ

ス固化建屋 6.9ｋ

Ｖ運転予備用母線 

電圧 

電源設備の状態を

確認するパラメー

タ 

― 〇 〇 〇 ― 〇 

燃料油貯蔵タン

クの液位 

第１非常用ディー

ゼル発電機重油貯

蔵タンクＡ液位 

貯蔵タンクの状態

を確認するパラメ

ータ 

― 〇 ― 〇 ― 〇 

第１非常用ディー

ゼル発電機重油貯

蔵タンクＢ液位 

― 〇 ― 〇 ― 〇 

第２非常用ディー

ゼル発電機重油貯

蔵タンクＡ液位 

― 〇 ― 〇 ― 〇 

第２非常用ディー

ゼル発電機重油貯

蔵タンクＢ液位 

― 〇 ― 〇 ― 〇 

Ｄ ／ Ｇ 用燃料

油受入れ・貯蔵所

（ Ｇ ７ ）液位

（常設） 

― 〇 ― 〇 － 〇 

第１軽油貯槽液位
※1 

― 〇 〇 〇 〇 ― 

第２軽油貯槽液位
※1 

― 〇 〇 〇 〇 ― 

軽油用タンクロー

リ液位※1 
〇 ― 〇 〇 〇 ― 

(10)情報

把握計装

設備 

情報把握計装設

備の代替電源の

電圧等 

情報把握計装設備

用可搬型発電機電

圧※2 

情報把握計装設備

用の代替電源の状

態を確認するパラ

メータ 

〇 ― 〇 〇 ― ― 

情報把握計装設備

用可搬型発電機燃

料油※2 

〇 ― 〇 〇 ― ― 

(11)その

他 

モニタリングポ

スト 

モニタリングポス

ト 再処理施設から周

辺への放出状況を

確認するパラメー

タ 

〇※3 〇 ― － 〇 ― 

主排気筒の放射

線のレベル 
主排気筒モニタ 〇※3 〇 ― － 〇 ― 

北換気筒の放射

線のレベル 
北換気筒モニタ 〇※3 〇 ― － 〇 ― 

※1「ＭＯＸ燃料加工施設」と共用する設備 

※2 可搬型発電機付きの計測器で測定するパラメータ 

※3 第 45 条 監視測定設備 

 

2121



臨界検知用放射線検出器【常設】

廃ガス貯留設備の圧力計【常設】

廃ガス貯留設備の流量計【常設】

廃ガス貯留設備の放射線モニタ【常設】

溶解槽圧力計【常設】

廃ガス洗浄塔入口圧力計【常設】

ガンマ線用サーベイメータ【可搬型】

中性子線用サーベイメータ【可搬型】

可搬型貯槽掃気圧縮空気流量計【可搬型】

貯槽液位計【常設】

貯槽温度計【常設】

溶液密度計【常設】

放射線レベル計【常設】

漏えい液受皿液位計【常設】

フィルタ差圧計【常設】

圧縮空気受入圧力計【常設】

室差圧計【常設】

可搬型貯槽温度計【可搬型】

可搬型冷却水流量計【可搬型】

可搬型冷却コイル通水流量計【可搬型】

可搬型貯槽液位計【可搬型】

可搬型機器注水流量計【可搬型】

可搬型凝縮器出口排気温度計【可搬型】

可搬型凝縮器通水流量計【可搬型】

可搬型凝縮水槽液位計【可搬型】

可搬型セル導出ユニットフィルタ差圧計【可搬型】

可搬型フィルタ差圧計【可搬型】

可搬型膨張槽液位計【可搬型】

可搬型冷却コイル圧力計【可搬型】

可搬型廃ガス洗浄塔入口圧力計【可搬型】

可搬型導出先セル圧力計【可搬型】

可搬型漏えい液受皿液位計【可搬型】

可搬型建屋供給冷却水流量計【可搬型】

可搬型冷却水排水線量計【可搬型】

貯槽温度計【常設】

貯槽液位計【常設】

漏えい液受皿液位計【常設】

廃ガス洗浄塔入口圧力計【常設】

混合廃ガス凝縮器入口圧力計【常設】

室差圧計【常設】

安全冷却水放射線レベル計【常設】

安全冷却水系流量計（外部ループ）【常設】

安全冷却水系流量計（内部ループ）【常設】

安全冷却水系流量計（使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設用安全冷却水系）【常設】

膨張槽液位計（外部ループ）【常設】

膨張槽液位計（使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設用安全冷却水系）【常設】

運転予備負荷用一般冷却水系流量計【常設】

運転予備負荷用膨張槽液位計【常設】

可搬型圧縮空気自動供給貯槽圧力計【可搬型】

圧縮空気自動供給貯槽圧力計【常設】

可搬型圧縮空気自動供給ユニット圧力計【可搬型】

可搬型機器圧縮空気自動供給ユニット圧力計【可搬型】

可搬型圧縮空気手動供給ユニット接続系統圧力計【可搬型】

可搬型貯槽掃気圧縮空気流量計【可搬型】

可搬型水素濃度計【可搬型】

可搬型水素掃気系統圧縮空気圧力計【可搬型】

可搬型かくはん系統圧縮空気圧力計【可搬型】

可搬型セル導出ユニット流量計【可搬型】

可搬型セル導出ユニットフィルタ差圧計【可搬型】

可搬型フィルタ差圧計【可搬型】

可搬型廃ガス洗浄塔入口圧力計【可搬型】

可搬型導出先セル圧力計【可搬型】

可搬型貯槽温度計【可搬型】

貯槽掃気圧縮空気流量計【常設】

水素掃気系統圧縮空気圧力計【常設】

廃ガス洗浄塔入口圧力計【常設】

貯槽温度計【常設】

貯槽液位計【常設】

室差圧計【常設】

漏えい液受皿液位計【常設】

設備名称

設備

構成する機器

放射線分解により
発生する水素によ
る爆発に対処する
ための設備

臨界事故の拡大を
防止するための設
備

冷却機能の喪失に
よる蒸発乾固に対
処するための設備

計装設備

計測制御設備

計装設備

計測制御設備

計装設備

計測制御設備

第1.10－４表　パラメータ計測に使用する設備（１／４）

機器グループ
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プルトニウム濃縮缶供給槽液位計【常設】

供給槽ゲデオン流量計【常設】

プルトニウム濃縮缶圧力計【常設】

プルトニウム濃縮缶気相部温度計【常設】

プルトニウム濃縮缶液相部温度計【常設】

プルトニウム濃縮缶加熱蒸気温度計【常設】

廃ガス貯留設備の圧力計【常設】

廃ガス貯留設備の流量計【常設】

廃ガス洗浄塔入口圧力計【常設】

プルトニウム濃縮缶液位計【常設】

プルトニウム濃縮缶密度計【常設】

漏えい液受皿液位計【常設】

フィルタ差圧計【常設】

室差圧計【常設】

圧縮空気受入圧力計【常設】

可搬型燃料貯蔵プール等水位計（超音波式）【可搬型】

可搬型燃料貯蔵プール等水位計（メジャー）【可搬型】

可搬型燃料貯蔵プール等水位計（電波式）【可搬型】

可搬型燃料貯蔵プール等水位計（エアパージ式）【可搬型】

可搬型燃料貯蔵プール等温度計（サーミスタ）【可搬型】

可搬型燃料貯蔵プール等温度計（測温抵抗体）【可搬型】

可搬型代替注水設備流量計【可搬型】

可搬型スプレイ設備流量計【可搬型】

可搬型空冷ユニットＡ【可搬型】

可搬型空冷ユニットＢ【可搬型】

可搬型空冷ユニットＣ【可搬型】

可搬型空冷ユニットＤ【可搬型】

可搬型空冷ユニットＥ【可搬型】

けん引車【可搬型】

可搬型燃料貯蔵プール等状態監視カメラ【可搬型】

可搬型燃料貯蔵プール等空間線量率計（サーベイメータ）【可搬型】

可搬型燃料貯蔵プール等空間線量率計（線量率計）【可搬型】

可搬型空冷ユニット用ホース【可搬型】

可搬型燃料貯蔵プール等状態監視カメラ用冷却ケース【可搬型】

可搬型燃料貯蔵プール等空間線量率計用冷却ケース【可搬型】

可搬型計測ユニット【可搬型】

可搬型監視ユニット【可搬型】

可搬型計測ユニット用空気圧縮機【可搬型】

可搬型計測ユニット用空気圧縮機出口圧力計（機器付）【可搬型】

可搬型空冷ユニット出口圧力計（機器付）【可搬型】

可搬型空冷ユニット用冷却装置圧力計（機器付）【可搬型】

可搬型空冷ユニット用バルブユニット流量計（機器付）【可搬型】

監視カメラ入口空気流量計（機器付）【可搬型】

線量率計入口空気流量計（機器付）【可搬型】

燃料貯蔵プール等水位計【常設】

燃料貯蔵プール等温度計【常設】

燃料貯蔵プール等状態監視カメラ【常設】

燃料貯蔵プール等漏えい検知装置【常設】

プール水冷却系ポンプ出口流量計【常設】

補給水槽水位計【常設】

安全冷却水系冷却水循環ポンプ出口流量計【常設】

安全冷却水系冷却水循環ポンプ入口温度計【常設】

安全冷却水系膨張槽液位計【常設】

放射線監視設備 ガンマ線エリアモニタ【常設】

可搬型放水砲流量計【可搬型】

可搬型放水砲圧力計【可搬型】

可搬型燃料貯蔵プール等状態監視カメラ【可搬型】

可搬型燃料貯蔵プール等空間線量率計（線量率計）【可搬型】

可搬型建屋内線量率計【可搬型】

可搬型建屋供給冷却水流量計【可搬型】

可搬型中型移送ポンプ吐出圧力計【可搬型】

計測制御設備 燃料貯蔵プール等状態監視カメラ【常設】

ガンマ線エリアモニタ【常設】

建屋内線量率計【常設】

可搬型貯水槽水位計（ロープ式）【可搬型】

可搬型貯水槽水位計（電波式）【可搬型】

貯水槽水位計【常設】

貯水槽温度計【常設】

可搬型第１貯水槽給水流量計【可搬型】

有機溶媒等による
火災又は爆発に対
処するための設備

機器グループ
設備

設備名称 構成する機器

計装設備

計測制御設備

第1.10－４表　パラメータ計測に使用する設備（２／４）

重大事故等への対
処に必要となる水
の供給設備

計装設備

使用済燃料貯蔵槽
の冷却等のための
設備

計装設備

放射線監視設備

工場等外への放射
性物質等の放出を
抑制するための設
備

計装設備

計測制御設備
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前処理建屋可搬型発電機電圧計【可搬型】

前処理建屋可搬型発電機燃料油計【可搬型】

分離建屋可搬型発電機電圧計【可搬型】

分離建屋可搬型発電機燃料油計【可搬型】

制御建屋可搬型発電機電圧計【可搬型】

制御建屋可搬型発電機燃料油計【可搬型】

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型発電機電圧計【可搬型】

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型発電機燃料油計【可搬型】

高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型発電機電圧計【可搬型】

高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型発電機燃料油計【可搬型】

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機電圧計【可搬型】

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機燃料油計【可搬型】

電気設備
受電開閉設備・受
電変圧器

受電開閉設備154kV受電電圧計【常設】

ユーティリティ建屋6.9kV運転予備用主母線電圧計【常設】

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設6.9kV非常用母線Ａ電圧計【常設】

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設6.9kV非常用母線Ｂ電圧計【常設】

非常用電源建屋6.9kV非常用主母線Ａ電圧計【常設】

非常用電源建屋6.9kV非常用主母線Ｂ電圧計【常設】

制御建屋6.9kV非常用母線Ａ電圧計【常設】

制御建屋6.9kV非常用母線Ｂ電圧計【常設】

制御建屋6.9kV運転予備用母線C1電圧計【常設】

制御建屋6.9kV運転予備用母線C2電圧計【常設】

制御建屋460Ｖ非常用母線Ａ電圧計【常設】

制御建屋460Ｖ非常用母線Ｂ電圧計【常設】

前処理建屋6.9kV非常用母線Ａ電圧計【常設】

前処理建屋6.9kV非常用母線Ｂ電圧計【常設】

前処理建屋6.9kV運転予備用母線電圧計【常設】

前処理建屋460Ｖ非常用母線Ａ電圧計【常設】

前処理建屋460Ｖ非常用母線Ｂ電圧計【常設】

分離建屋460Ｖ非常用母線Ａ電圧計【常設】

分離建屋460Ｖ非常用母線Ｂ電圧計【常設】

電気設備の所内高
圧系統

分離建屋6.9kV運転予備用母線電圧計【常設】

精製建屋460Ｖ非常用母線Ａ電圧計【常設】

精製建屋460Ｖ非常用母線Ｂ電圧計【常設】

精製建屋6.9kV運転予備用母線電圧計【常設】

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋6.9kV非常用母線Ａ電圧計【常設】

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋6.9kV非常用母線Ｂ電圧計【常設】

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋6.9kV運転予備用母線電圧計【常設】

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋建屋460Ｖ非常用母線Ａ電圧計【常設】

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋建屋460Ｖ非常用母線Ｂ電圧計【常設】

高レベル廃液ガラス固化建屋460Ｖ非常用母線Ａ電圧計【常設】

高レベル廃液ガラス固化建屋460Ｖ非常用母線Ｂ電圧計【常設】

電気設備の所内高
圧系統

高レベル廃液ガラス固化建屋6.9kV運転予備用母線電圧計【常設】

軽油用タンクローリ液位計【可搬型】

共通電源車発電機電圧計【可搬型】

第１非常用ディーゼル発電機重油貯蔵タンクＡ液位計【常設】

第１非常用ディーゼル発電機重油貯蔵タンクＢ液位計【常設】

第２非常用ディーゼル発電機重油貯蔵タンクＡ液位計【常設】

第２非常用ディーゼル発電機重油貯蔵タンクＢ液位計【常設】

D/G 用燃料油受入れ・貯蔵所（ G7 ）液位計（常設）【常設】

第１軽油貯槽液位計【常設】

第２軽油貯槽液位計【常設】

監視制御盤【常設】

安全系監視制御盤【常設】

情報収集装置【常設】

情報表示装置【常設】

データ収集装置【常設】

データ表示装置【常設】

モニタリングポスト【常設】

主排気筒モニタ【常設】

北換気筒モニタ【常設】

モニタリングポスト【可搬型】

主排気筒モニタ【可搬型】

北換気筒モニタ【可搬型】

第1.10－４表　パラメータ計測に使用する設備（３／４）

その他 監視測定設備

制御室

緊急時対策所

制御室における監
視設備

計装設備

電源設備

機器グループ
設備

設備名称 構成する機器

補機駆動用燃料補
給設備

計測制御設備

電気設備の所内低
圧系統

計装設備

電気設備の所内高
圧系統

電気設備の所内低
圧系統

電気設備の所内高
圧系統

電気設備の所内低
圧系統

電気設備の所内低
圧系統

電気設備の所内高
圧系統
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前処理建屋可搬型情報収集装置【可搬型】

分離建屋可搬型情報収集装置【可搬型】

精製建屋可搬型情報収集装置【可搬型】

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置【可搬型】

高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型情報収集装置【可搬型】

制御建屋可搬型情報収集装置【可搬型】

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置【可搬型】

制御建屋可搬型情報表示装置【可搬型】

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表示装置【可搬型】

第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置【可搬型】

第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置【可搬型】

情報把握計装設備可搬型発電機【可搬型】

情報把握計装設備可搬型発電機電圧計【可搬型】

情報把握計装設備可搬型発電機燃料油計【可搬型】

情報把握計装設備用屋内伝送系統【常設】

建屋間伝送用無線装置【常設】

情報把握計装設備情報把握計装設備

第1.10－４表　パラメータ計測に使用する設備（４／４）

機器グループ
設備

設備名称 構成する機器
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第 1.10－５表 機能喪失を想定する設備と整備する対応手段， 

対処設備，手順書一覧（１／３） 

 

機能喪失を想定する

設計基準対象の施設 

対応 

手段 
対処設備 

手順

書 

・常設計器 

・常設代替計器 

計
器
の
故
障
時
に
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
手
段 

外
的
事
象
に
よ
る
安
全
機
能
の
喪
失
を
要
因
と
し
て 

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合 

・可搬型重要計器 
・可搬型重要代替計器 
・可搬型計測ユニット 
・可搬型監視ユニット 
・可搬型計測ユニット用空気圧縮機 
・可搬型空冷ユニット 
・けん引車 
・可搬型空気圧縮機 
・使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機 
・情報把握計装設備可搬型発電機 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

重

大

事

故

等

発

生

時

対

応

手

順

書 

－ 
・常設計器 

・常設代替計器 

自
主
対
策
設
備 

・常設計器 

・常設代替計器 

内
的
事
象
に
よ
る
安
全
機
能
の
喪
失
を
要
因
と
し
て

重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合 

・常設重要計器 
・常設重要代替計器 
・安全圧縮空気系 
・一般圧縮空気系 
・電気設備 
・可搬型重要計器 
・可搬型重要代替計器 
・可搬型計測ユニット 
・可搬型監視ユニット 
・可搬型計測ユニット用空気圧縮機 
・可搬型空冷ユニット 
・けん引車 
・可搬型空気圧縮機 
・使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機 
・情報把握計装設備可搬型発電機 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

－ 
・常設計器 
・常設代替計器 

自
主
対
策
設
備 

・常設計器 

・常設代替計器 

計
測
に
必
要
な
電
源
の
喪
失
時
に
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
手
段 

外
的
事
象
に
よ
る
安
全
機
能
の
喪
失
及
び
内
的
事
象
の
う
ち
全
交
流
動
力

電
源
の
喪
失
を
要
因
と
し
て
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合 

・安全圧縮空気系 
・一般圧縮空気系 
・可搬型重要計器 
・可搬型計測ユニット 
・可搬型監視ユニット 
・可搬型計測ユニット用空気圧縮機 
・可搬型空冷ユニット 
・けん引車 
・可搬型空気圧縮機 
・使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機 
・情報把握計装設備可搬型発電機 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

重
大
事
故
等
発
生
時
対
応
手
順
書 

－ 

・常設計器 

・常設代替計器 

・共通電源車 

自
主
対
策
設
備 
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第 1.10－５表 機能喪失を想定する設備と整備する対応手段， 

対処設備，手順書一覧（２／３） 

 

 

 

 

 

機能喪失を想定する

設計基準対象の施設 

対応 

手段 
対処設備 

手順

書 

・監視制御盤 
・安全系監視制御盤 
・データ収集装置 
・データ表示装置 

重
大
事
故
等
時
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視
及
び
記
録
す
る
手
段 

外
的
事
象
に
よ
る
安
全
機
能
の
喪
失
及
び
内
的
事
象
の
う
ち 

全
交
流
動
力
電
源
の
喪
失
を
要
因
と
し
て
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合 

・情報把握計装設備用屋内伝送系統 
・建屋間伝送用無線装置 
・情報収集装置 
・情報表示装置 
・前処理建屋可搬型情報収集装置 
・分離建屋可搬型情報収集装置 
・精製建屋可搬型情報収集装置 
・ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置 
・高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型情報収集装置 
・制御建屋可搬型情報収集装置 
・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置 
・制御建屋可搬型情報表示装置 
・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表示装置 
・第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置 
・第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置 
・情報把握計装設備可搬型発電機 
・前処理建屋可搬型発電機 
・分離建屋可搬型発電機 
・ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型発電機 
・高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型発電機 
・制御建屋可搬型発電機 
・使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

重

大

事

故

等

発

生

時

対

応

手

順

書 

－ 

・監視制御盤 
・安全系監視制御盤 
・データ収集装置 
・データ表示装置 
・共通電源車 

自
主
対
策
設
備 

－ 

内
的
事
象
に
よ
る
安
全
機
能
の
喪
失
を
要
因
と
し
て
重
大
事
故
等

が
発
生
し
た
場
合 

・監視制御盤 
・安全監視制御盤 
・データ収集装置 
・データ表示装置 
・直流電源設備 
・計測制御用交流電源設備 
・情報把握計装設備用屋内伝送系統 
・建屋間伝送用無線装置 
・情報収集装置 
・情報表示装置 
・前処理建屋可搬型情報収集装置 
・分離建屋可搬型情報収集装置 
・精製建屋可搬型情報収集装置 
・ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置 
・高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型情報収集装置 
・制御建屋可搬型情報収集装置 
・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置 
・制御建屋可搬型情報表示装置 
・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表示装置 
・第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置 
・第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置 
・情報把握計装設備可搬型発電機 
・前処理建屋可搬型発電機 
・分離建屋可搬型発電機 
・ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型発電機 
・高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型発電機 
・制御建屋可搬型発電機 
・使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機  

重
大
事
故
等
対
処
設
備 
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第 1.10－５表 機能喪失を想定する設備と整備する対応手段， 

対処設備，手順書一覧（３／３） 

 

 

 

機能喪失を想定する

設計基準対象の施設 

対応 

手段 
対処設備 

手順

書 

－ 

再
処
理
施
設
へ
の
故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
が
発
生
し
た
場
合
に 

必
要
な
情
報
を
把
握
し
記
録
す
る
手
段 

・常設重要計器 
・常設重要代替計器 
・可搬型重要計器 
・可搬型重要代替計器 
・可搬型計測ユニット 
・可搬型監視ユニット 
・可搬型計測ユニット用空気圧縮機 
・可搬型空冷ユニット 
・けん引車 
・安全圧縮空気系 
・一般圧縮空気系 
・電気設備 
・可搬型空気圧縮機 
・情報把握計装設備可搬型発電機 
・情報把握計装設備用屋内伝送系統 
・建屋間伝送用無線装置 
・情報収集装置 
・情報表示装置 
・データ収集装置 
・データ表示装置 
・前処理建屋可搬型情報収集装置 
・分離建屋可搬型情報収集装置 
・精製建屋可搬型情報収集装置 
・ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型情報収集装置 
・高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型情報収集装置 
・制御建屋可搬型情報収集装置 
・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置 
・制御建屋可搬型情報表示装置 
・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表示装置 
・第１保管庫・貯水所可搬型情報収集装置 
・第２保管庫・貯水所可搬型情報収集装置 
・監視制御盤 
・安全系監視制御盤 
・前処理建屋可搬型発電機 
・分離建屋可搬型発電機 
・ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋可搬型発電機 
・高レベル廃液ガラス固化建屋可搬型発電機 
・制御建屋可搬型発電機 
・使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機 
・直流電源設備 
・計測制御用交流電源設備 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

重
大
事
故
等
発
生
時
対
応
手
順
書 

－ ・常設計器 
・常設代替計器 

自
主
対
策
設
備 
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第

1
.
1
0
－

６
表
 

主
要

パ
ラ
メ
ー

タ
の
監

視
及

び
記
録
に

つ
い

て
（

１
／

1
8
）

 

 

 
(１

) 
臨
界
事
故
の

拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

分
類
 

重
要
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

記
録
先
 

① 貯 槽 の 放 射 線 レ ベ ル 

放
射
線
レ
ベ
ル
 

ガ
ン
マ
線
：
1E
-1
～
 

1
E+
6μ

Sv
/
h 

1
E+
0～

1E
+
4μ

Sv
/h
 

半
導
体
検
出
器
 
未
臨
界
に
移
行
し
た
こ
と
を
携
行
型
の

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
を
用
い
て
セ
ル
周
辺

の
線
量
率
に
よ
り
判
断
す
る
た
め
，
重

大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲
を

監
視
可
能
と
す
る
。
 

3 

－
 

－
 

デ
ー
タ
収
集
装
置
 

中
性
子
線
：
1E
-2
～
 

1
E+
4μ

Sv
/
h 

比
例
計
数
管
 

3 

1
E+
0～

1E
+
7μ

Sv
/h
 

1
E+
0～

1E
+
7μ

Sv
/h
 

電
離
箱
 

臨
界
事
故
の
発
生
を
判
断
す
る
た
め
,

重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲

を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

－
 

2
4 

－
 

デ
ー
タ
収
集
装
置
 

② 貯 槽 掃

気 圧 縮 空

気 の 流 量 

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

0～
30
 m

3 /
h 

［
no
r
ma
l］

 

0～
20
m3
/h
 

［
no
r
ma
l］

 
熱
式
 

水
素
掃
気
成
功
判
断
の
た
め
,重

大
事

故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲
を
監
視

可
能
と
す
る
。
 

1
8 

－
 

－
 

×
※
4  

③ 廃 ガ ス

貯 留 槽 の

圧 力 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

※
2  

0～
1M
Pa
 

0～
0.
5M
Pa
 

圧
力
式
 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
へ
の
貯
留
（
自
動
）
成

否
判
断
/廃

ガ
ス
貯
留
槽
へ
の
貯

留
完

了
判
断
の
た
め
,重

大
事
故
時
に
想
定

さ
れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す

る
。
 

－
 

1
9 

－
 

デ
ー
タ
収
集
装
置
 

④ 廃 ガ ス

貯 留 槽 の

入 口 流 量 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
入
口
流
量

※
2  

0～
68
 m

3 /
h 

［
no
r
ma
l］

 

0～
68
 m

3 /
h 

［
no
r
ma
l］

 
差
圧
式
 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
へ
の
貯
留
（
自
動
）
成

否
判
断
の
た
め
,重

大
事
故
時
に
想
定

さ
れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す

る
。
 

－
 

2 

－
 

デ
ー
タ
収
集
装
置
 

0～
13
6 
m
3 /
h

［
no
r
ma
l］

 

0～
13
6 
m
3 /
h

［
no
r
ma
l］

 
2 

⑤ 廃 ガ ス 貯

留 槽 の 放 射

線 レ ベ ル 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
放
射
線
レ
ベ
ル
 

1
E+
0～

1E
+
7μ

Sv
/h
 

1
E+
0～

1E
+
7μ

Sv
/h
 

電
離
箱
 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
へ
の
貯
留
（
自
動
）
成

否
判
断
の
た
め
,重

大
事
故
時
に
想
定

さ
れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す

る
。
 

－
 

4 
－
 

デ
ー
タ
収
集
装
置
 

⑥ 溶 解

槽 の 圧
力 

溶
解
槽
圧
力
 

-
2～

2k
Pa
 

-
2～

2k
Pa
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

溶
解
槽
の
状
態
を
把
握
す
る
た
め
，
重

大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲
を

監
視
可
能
と
す
る
。
 

－
 

4 
－
 

デ
ー
タ
収
集
装
置
 

⑦ 廃 ガ ス

洗 浄 塔 の

入 口 圧 力 

廃
ガ
ス
洗
浄
塔
入
口
圧
力

※
3  

-
3.
5～

3k
P
a 

-
3.
5～

3k
P
a 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

の
状

態
を

把
握

す
る

た

め
，

重
大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る

。
 

－
 

2 
－
 

デ
ー
タ
収
集
装
置
 

※
1 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
「

(４
) 

有
機
溶
媒
等

に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
3 
「

(４
) 

有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」

及
び
冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ

を
計
測
す
る
設
計
基
準
対
象
の
施
設
の
計
測
制
御
設
備
の
計
器
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
4 
設
備
の
健
全
性
確
認
時
の
み
に
計
測
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
り
，
継
続
監
視
し
な
い
た
め
伝
送
し
な
い
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第

1
.
1
0
－

６
表
 

主
要

パ
ラ
メ
ー

タ
の
監

視
及

び
記
録
に

つ
い

て
（

２
／

1
8
）

 

 

 
(２

) 
冷
却
機
能
の

喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

分
類
 

重
要
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

記
録
先
 

① 貯 槽 等 の 温 度 

貯
槽
等
温
度

※
3  

0～
13
0℃

 
2
9～

13
0℃

 

熱
電
対
 

発
生

防
止

対
策

の
成

否
判

断
／

拡
大

防

止
対

策
の

開
始

判
断

／
貯

槽
等

の
溶

液

温
度

の
監

視
の

た
め

，
重

大
事

故
時

に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可
能

と

す
る
。
 

7
8 

－
 

1
8 

情
報
収
集
装
置
 

－
 

測
温
抵
抗
体
 

2
8 

－
 

－
 

［
冷
却
コ

イ
ル
通
水
流
量
］

※
2  

「
⑭
冷
却
コ
イ
ル
通
水
の
流
量
」
を
監
視
す

る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
内
部
ル

ー
プ
通
水
流
量
］

※
2  

「
⑮
内
部
ル
ー
プ
通
水
の
流
量
」
を
監
視
す

る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
貯
槽
等
液
位
］

※
2  

「
②
貯
槽
等
の
液
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

② 貯 槽 等 の 液 位 

貯
槽
等
液
位
 

液
位
：
0～

30
kP
a 

密
度
：
0～

5k
Pa
 

液
位
：
0～

16
.4
kP
a 

密
度
：
0.
92
23
～

1
.3
67
4k
Pa
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

拡
大

防
止

対
策

に
お

け
る

貯
槽

等
へ

の

注
水

の
開

始
判

断
／

貯
槽

等
へ

の
注

水

量
の

決
定

／
拡

大
防

止
対

策
の

成
否

判

断
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を
監

視
可

能
と

す

る
。
 

4 
－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

液
位
：
0～

30
kP
a 

密
度
：
0～

10
kP
a 

液
位
：
0～

30
kP
a 

密
度
：
0～

5.
29
6k
Pa
 

1
8 

－
 

液
位
：
0～

60
kP
a 

密
度
：
0～

5k
Pa
 

液
位
：
0～

52
.4
3k
Pa
 

密
度
：
1.
66
4～

3
.8
9k
Pa
 

2
6 

－
 

液
位
：
0～

60
kP
a 

密
度
：
0～

10
kP
a 

液
位
：
0～

57
.8
2k
Pa
 

密
度
：
0～

7.
57
23
kP
a 

4
8 

－
 

液
位
：
0～

60
kP
a 

密
度
：
0～

30
kP
a 

液
位
：
0～

27
.4
6k
Pa
 

密
度
：
16
.8
0～

2
2.
17
kP
a 

4 
－
 

液
位
：
0～

80
kP
a 

密
度
：
0～

10
kP
a 

液
位
：
0～

65
kP
a 

密
度
：
0～

5.
88
4k
Pa
 

6 
－
 

［
貯
槽
等
温
度
］

※
2  

「
①
 貯

槽
等
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
貯
槽
等
注
水
流
量
］

※
2  

「
⑯
貯
槽
等
注
水
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
凝
縮
水

回
収
セ
ル
液
位
］

※
2  

「
⑥
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水
槽
の
液
位
」
を
監
視
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。

 

［
凝
縮
水
槽
液
位
］

※
2  

「
⑥
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水

槽
の
液
位
」
を
監
視
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。

 

※
1 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
［
 

］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
 

※
3 
「

(３
) 

放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
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第

1
.
1
0
－

６
表
 

主
要

パ
ラ
メ
ー

タ
の
監

視
及

び
記
録
に

つ
い

て
（

３
／

1
8
）

 

 

 
(２

) 
冷
却
機
能
の

喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

記
録
先
 

③ 凝 縮 器 出 口 の 排 気 温 度 

凝
縮
器
出
口
排
気
温
度
 

0～
13
0℃

 
2
9～

13
0℃

 

熱
電
対
 

発
生

蒸
気

の
凝

縮
効

果
を

監
視

す
る

た

め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る

変
動
範

囲
及
び
蒸
気
発
生
元
で
あ
る
貯
槽
温
 

度
の
上
限
値
ま
で
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

8 

－
 

1
5 

情
報
収
集
装
置
 

測
温
抵
抗
体
 

4 

［
貯
槽
等
液
位
］

※
2  

②
「
貯
槽
等
の
液
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
凝
縮
水

回
収
セ
ル
液
位
］

※
2  

「
⑥
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水
槽
の
液
位
」
を
監
視
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。

 

［
凝
縮
水
槽
液
位
］

※
2  

「
⑥
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水
槽
の
液
位
」
を
監
視
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。

 

④ セ ル 導 出 ユ

ニ ッ ト フ ィ ル

タ の 差 圧 

セ
ル
導
出

ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル
タ
 

差
圧

※
2  

0～
1.
0k
Pa
 

0～
0.
6k
Pa
 

差
圧
式
 

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ィ

ル
タ

の
目

詰

ま
り

に
よ

る
系

統
切

替
の

判
断

に
用

い

る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ

れ
る
変

動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

2
0  

－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

⑤ 代 替 セ ル 排

気 系 フ ィ ル タ

の 差 圧 

代
替
セ
ル
排
気
系
 

フ
ィ
ル
タ
差
圧

※
2  

0～
1.
0k
Pa
 

0～
0.
6k
Pa
 

差
圧
式
 

代
替

セ
ル

排
気

系
フ

ィ
ル

タ
の

目
詰

ま

り
に

よ
る

系
統

切
替

の
判

断
に

用
い

る

た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ

る
変
動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る

。
 

2
0 

－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

※
1 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
「

(３
) 

放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
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第

1
.
1
0
－

６
表
 

主
要

パ
ラ
メ
ー

タ
の
監

視
及

び
記
録
に

つ
い

て
（

４
／

1
8
）

 

 

 
(２

) 
冷
却
機
能
の

喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

記
録
先
 

⑥ 凝 縮 水 回 収 セ ル 又 は 凝 縮 水 槽 の 液 位 

凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位

※
4  

0～
5k
Pa

 
0
.5
～

2k
Pa

 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

蒸
気

が
冷

却
さ

れ
凝

縮
水

が
発

生
し

て

い
る
こ
と
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可

能
と
す
る
。
 

2 
－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

0～
15
kP
a 

0～
1.
05
kP
a 

6 
－
 

0～
20
kP
a 

0～
0.
85
kP
a 

2 
－
 

凝
縮
水
槽
液
位
 

液
位
：
0～

80
kP
a 

密
度
：
0～

5k
Pa
 

液
位
：
0～

64
.9

5k
Pa
 

密
度
：
2.
61
5～

4
.0
66
kP
a 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

蒸
気

が
冷

却
さ

れ
凝

縮
水

が
発

生
し

て

い
る
こ
と
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可

能
と
す
る
。
 

2 
－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

［
貯
槽
等
液
位
］

※
2  

「
②
 貯

槽
等
の
液
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
凝
縮
器

出
口
排
気
温
度
］

※
2  

「
③
凝
縮
器
出
口
の
排
気
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

⑦ 膨 張 槽 の

液 位 

膨
張
槽
液
位
 

0～
10
m 

0～
2.
07
1m
 

ロ
ー
プ
式
 

通
水
配
管
に
損
傷
が
無
く
，
内
部
ル
ー
プ

へ
の

通
水

作
業

が
開

始
で

き
る

こ
と

を

判
断
す
る
た
め

,重
大
事
故
時
に
想
定
さ

れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

1
4 

－
 

－
 

×
※
3  

※
1 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
［
 

］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
 

※
3 
設
備
の
健
全
性
確
認
時
の
み
に
計
測
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
り
，
継
続
監
視
し
な
い
た
め
伝
送
し
な
い
 

※
4 
「
⑪
漏
え
い
液
受
皿
の
液
位
」
と
兼
用
す
る
設
備
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第

1
.
1
0
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６
表
 

主
要

パ
ラ
メ
ー

タ
の
監

視
及

び
記
録
に

つ
い

て
（

５
／

1
8
）

 

 

 
(２

) 
冷
却
機
能
の

喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

※
1 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
「

(３
) 

放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
3 
「
⑥
凝
縮
水
回
収
セ

ル
の
液
位
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
4 
設
備
の
健
全
性
確
認
時
の
み
に
計
測
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
り
，
継
続
監
視
し
な
い
た
め
伝
送
し
な
い
 

※
5 
内
部
ル
ー
プ
通
水
作
業
の
判
断
を
行
う
対
象
は
，
分
離
建
屋
の

分
離
建
屋
内
部
ル
ー
プ

1 

  
 

分
類
 

重
要
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

記
録
先
 

⑧ 内 部 ル ー

プ 通 水 及 び

冷 却 コ イ ル

 

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力
 

冷
却

コ
イ
ル
圧
力
 

0～
1.
6M
Pa
 

0～
0.
8M
Pa
 

圧
力
式
 

通
水
配
管
に
損
傷
が
無
く
，
冷
却
コ
イ
ル

等
又

は
内

部
ル

ー
プ

へ
の

通
水

作
業

が

開
始
で
き
る
こ
と
を
判
断
す
る
た
め
，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を

監
視
可
能
と
す
る
。

※
5  

1
8 

－
 

－
 

×
※
4  

⑨ セ ル 導 出 経

路 の 圧 力 

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

※
2  

-
5～

10
kP
a 

-
5～

10
kP
a 

圧
力
式
 

セ
ル

導
出

時
に

お
け

る
導

出
経

路
の

状

態
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を
監

視
可

能
と

す

る
。
 

1
0 

－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

⑩ 導 出 先 セ

ル の 圧 力 

導
出

先
セ
ル
圧
力

※
2  

-
5～

5k
Pa
 

-
4.
7～

3k
P
a 

圧
力
式
 

導
出

先
セ

ル
の

重
大

事
故

時
に

想
定

さ

れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る

。
 

1
6 

－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

⑪ 漏 え い 液

受 皿 の 液 位 

漏
え
い
液
受
皿
液
位

※
3  

0～
5k
Pa
 

0～
4.
69
8k
Pa
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

セ
ル

内
漏

え
い

の
有

無
を

確
認

す
る

た

め
，
漏
え
い
液
受
皿
の
重
大
事
故
時
に
想
 

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を
監

視
可

能
と

す

る
。
 

2 

－
 

－
 

×
※
4  

0～
15
kP
a 

0～
15
kP
a 

1
4 

0～
20
kP
a 

0～
13
.4
4k
Pa
 

2 

⑫ 排 水 の

線 量 

排
水
線
量
 

1
E-
1～

1E
+
6μ

Sv
/h
 

1
E-
1～

1E
+
6μ

Sv
/h
 

半
導
体
検
出
器
 

通
水

ラ
イ

ン
の

循
環

運
転

開
始

判
断

の

た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

1
0 

－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

⑬ 凝 縮 器 通

水 の 流 量 

凝
縮
器
通
水
流
量
 

0～
40
.7
m
3 /
h 

0～
6m

3 /
h 

電
磁
式
 

凝
縮
器
通
水
流
量
の
調
整
／
冷
却
水
供
 

給
が

継
続

さ
れ

て
い

る
こ

と
の

状
態

を

把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
 

れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

1
0 

－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

0～
10
7m

3 /
h 

0～
30
m3
/h
 

1
3 

0～
57
2m

3 /
h 

0～
45
m3
/h

 
5 
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第

1
.
1
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６
表
 

主
要

パ
ラ
メ
ー

タ
の
監

視
及

び
記
録
に

つ
い

て
（

６
／

1
8
）

 

 

 
(２

) 
冷
却
機
能
の

喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

記
録
先
 

⑭ 冷 却 コ イ ル 通 水 の 流 量 

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量
 

0～
5.
1×

10
-
1  
m3
/h
 

0～
5.
1×

10
-
1  
m3
/h
 

電
磁
式
 

冷
却

水
供

給
が

継
続

さ
れ

て
い

る
こ

と

の
監
視
及
び
冷
却
水
通
水
流
量
を
調
整
 

す
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

3
3 

－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

0～
2.
7 
m
3 /
h 

0～
2.
7 
m
3 /
h 

4
2 

0～
7.
2×

10
-
1  
m3
/h
 

0～
7.
2×

10
-
1  
m3
/h
 

3
9 

0～
2.
9×

10
-
1  
m3
/h
 

0～
2.
9×

10
-
1  
m3
/h
 

1
2 

0～
13
 m

3 /
h 

0～
13
 m

3 /
h 

3
3 

⑮ 内 部 ル ー プ

通 水 の 流 量 

内
部
ル
ー
プ
通
水
流
量
 

0～
10
7 
m
3 /
h 

0～
17
 m

3 /
h 

電
磁
式
 

冷
却

水
供

給
が

継
続

さ
れ

て
い

る
こ

と

の
監

視
及

び
冷

却
水

通
水

流
量

を
調

整

す
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

4
3 

－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

0～
40
.7
 m

3 /
h 

0～
2.
9 
m
3 /
h 

1
4 

⑯ 貯 槽 等 注 水

の 流 量 

貯
槽
等
注
水
流
量
 

0～
15
.9
 m

3 /
h 

0～
7.
3×

10
-
2  
m3
/h
 

電
磁
式
 

貯
槽

等
注

水
流

量
の

調
整

／
貯

槽
等

へ

の
注
水
に
必
要
な
水
供
給
が
で
き
て
い
 

る
こ
と
の
成
否
判
断
を
把
握
す
る
た
め
，

重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲
 

を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

5
0 

－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

0～
40
.7
 m

3 /
h 

0～
1.
1×

10
-
1  
m3
/h
 

2
3 

0～
10
7 
m
3 /
h 

0～
1.
9 
m
3 /
h 

9
4 

⑰ 建 屋 給 水 の

流 量 

建
屋
給
水
流
量
 

0～
48
0 
m
3 /
h 

0～
18
0m

3 /
h 

電
磁
式
 

各
建

屋
に

供
給

す
る

冷
却

水
流

量
の

調

整
／
各

建
屋

に
必

要
な

水
供

給
が

で
き

て
い
る
こ
と
の
確
認
の
た
め
，
重

大
事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可

能
と
す
る
。
 

1
5 

－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

※
1 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
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第

1
.
1
0
－

６
表
 

主
要

パ
ラ
メ
ー

タ
の
監

視
及

び
記
録
に

つ
い

て
（

７
／

1
8
）

 

  
(３

) 
放
射
線
分
解

に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

分
類
 

重
要
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

記
録
先
 

① 圧 縮 空 気 自

動 供 給 貯 槽 の

圧 力 

圧
縮
空
気

自
動
供
給
貯
槽
圧
力
 

0～
1.
6M
Pa
 

0～
0.
97
MP
a 

圧
力
式
 

圧
縮

空
気

自
動

供
給

貯
槽

か
ら

圧
縮

空

気
が

供
給

さ
れ

て
い

る
状

態
を

把
握

す

る
た

め
，

重
大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

4 
－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

［
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
］

※
2  

「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

② 圧 縮 空 気 自

動 供 給 ユ ニ ッ

ト の 圧 力 

圧
縮
空
気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
圧
力
 

0～
1.
6M
Pa
 

0～
0.
97
MP
a 

圧
力
式
 

圧
縮

空
気

自
動

供
給

ユ
ニ

ッ
ト

か
ら

圧

縮
空

気
が

供
給

さ
れ

て
い

る
状

態
を

把

握
す

る
た

め
，

重
大

事
故

時
に

想
定

さ

れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

2 
－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

［
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
］

※
2  

「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

③ 機 器 圧 縮 空 気

自 動 供 給 ユ ニ ッ

ト の 圧 力 

機
器
圧
縮
空
気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト

圧
力
 

0～
1.
6M
Pa
 

0～
0.
97
MP
a 

圧
力
式
 

機
器

圧
縮

空
気

自
動

供
給

ユ
ニ

ッ
ト

か

ら
圧

縮
空

気
が

供
給

さ
れ

て
い

る
状

態

を
把

握
す

る
た

め
，

重
大

事
故

時
に

想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を
監

視
可

能
と

す

る
。
 

6 
－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

［
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
］

※
2  

「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

④ 圧 縮 空 気 手 動 供

給 ユ ニ ッ ト 接 続 系

統 の 圧 力 

圧
縮
空
気
手
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
接
続

系
統
圧
力
 

液
位
：
0～

80
kP
a 

密
度
：
0～

10
kP
a 

液
位
：
0～

64
.1
8k
Pa
 

密
度
：
0～

5.
29
6k
Pa
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

圧
縮

空
気

手
動

供
給

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

系

統
が

健
全

で
あ

り
，

掃
気

開
始

可
能

で

あ
る

か
の

判
断

に
用

い
る

た
め

，
重

大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監

視
可
能
と
す
る
。
 

6 
－
 

－
 

×
※
3  

［
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
］

※
2  

「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
［
 

］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
 

※
3 
設
備
の
健
全
性
確
認
時
の
み
に
計
測
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
り
，
継
続
監
視
し
な
い
た
め
伝
送
し
な
い
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1
.
1
0
－

６
表
 

主
要

パ
ラ
メ
ー

タ
の
監

視
及

び
記
録
に

つ
い

て
（

８
／

1
8
）

 

  
(３

) 
放
射
線
分
解

に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

記
録
先
 

⑤ 貯 槽 掃 気 圧 縮 空 気 の 流 量 

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

0～
0.
9 
m
3 /
h 

［
no
r
ma
l］

 

0～
0.
5 
m
3 /
h 

［
no
r
ma
l］

 

熱
式
 

発
生

防
止

対
策

及
び

拡
大

防
止

対
策

の

成
否

判
断

／
水

素
掃

気
機

能
が

維
持

さ

れ
て
い
る
こ
と
の
監
視
／
拡
大
防
止
対
 

策
の

開
始

判
断

に
用

い
る

た
め

，
重

大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監

視
可
能
と
す
る
。
 

7
3 

－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

0～
1.
2 
m
3 /
h 

［
no
r
ma
l］

 

0～
0.
7 
m
3 /
h 

［
no
r
ma
l］

 
2
3 

－
 

0～
3 
m3
/h
 

［
no
r
ma
l］

 

0～
1.
6 
m
3 /
h 

［
no
r
ma
l］

 
8
2 

－
 

0～
6 
m3
/h
 

［
no
r
ma
l］

 

0～
3.
0 
m
3 /
h 

［
no
r
ma
l］

 
9 

－
 

0～
30
 m

3 /
h 

［
no
r
ma
l］

 

0～
10
 m

3 /
h 

［
no
r
ma
l］

 
2
3 

－
 

0～
60
 m

3 /
h 

［
no
r
ma
l］

 

0～
32
 m

3 /
h 

［
no
r
ma
l］

 
1
4 

－
 

［
水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
の
圧

力
］

※
2  

「
⑥
水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

[か
く
は
ん

系
統
圧
縮
空
気
圧
力
] 

※
2  

「
⑦
か
く
は
ん
系
統
圧
縮
空
気
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

[セ
ル
導
出

ユ
ニ
ッ
ト
流
量
] 

※
2  

「
⑧
セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
［
 

］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
 

※
3 
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
供
給
元
貯
槽
圧
力
を
示
す
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第
1
.
1
0
－

６
表
 

主
要

パ
ラ
メ
ー

タ
の
監

視
及

び
記
録
に

つ
い

て
（

９
／

1
8
）

 

  
(３

) 
放
射
線
分
解

に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

記
録
先
 

⑥ 水 素 掃 気 系 統

圧 縮 空 気 の 圧 力 

水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
の
圧
力
 

0～
1.
6M
Pa
 

0～
0.
97
MP
a 

圧
力
式
 

水
素

掃
気

用
安

全
圧

縮
空

気
系

へ
圧

縮
空

気
が

供
給

さ
れ

て
い

る
こ

と
の

状
態
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事

故
時

に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を
監

視
可

能
と
す
る
。
 

1
0 

－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

[貯
槽
掃
気

圧
縮
空
気
流
量
] 

※
2  

「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

⑦ か く は ん 系 統

圧 縮 空 気 の 圧 力 

か
く
は
ん
系
統
圧
縮
空
気
圧
力
 

0～
1.
6M
Pa
 

0～
0.
97
MP
a 

圧
力
式
 

か
く

は
ん

用
安

全
圧

縮
空

気
系

へ
圧

縮
空

気
が

供
給

さ
れ

て
い

る
こ

と
の

状
態
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事

故
時

に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を
監

視
可

能
と
す
る
。
 

6 
－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

[貯
槽
掃
気

圧
縮
空
気
流
量
] 

※
2  

「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

⑧ セ ル 導 出 ユ ニ

ッ ト の 流 量 

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
流
量
 

0～
35
 m

3 /
h 

［
no
r
ma
l］

 

0～
24
.3
5 

m3
/h

［
no
r
ma
l］

 
熱
式
 

機
器

へ
の

圧
縮

空
気

供
給

の
成

否
判

断
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可
能

と
す
る
。
 

1
2 

－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

0～
13
8.
6 
m3
/h
 

［
no
r
ma
l］

 

0～
13
8.
6 
m3
/h

［
no
r
ma
l］

 
3 

[貯
槽
掃
気

圧
縮
空
気
流
量
] 

※
2  

「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

⑨ 貯 槽 等 水 素

の 濃 度 

貯
槽
等
水
素
濃
度
 

0～
25
vo
l%
 

0～
8v
ol
% 

熱
伝
導
式
 

貯
槽

等
内

の
水

素
濃

度
の

監
視

の
た

め
，

重
大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

2
1 

－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

［
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
］

※
2  

「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
貯
槽
等
温
度
］

※
2  

「
⑭
貯
槽
等
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
［
 

］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
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第

1
.
1
0
－

６
表
 

主
要

パ
ラ
メ
ー

タ
の
監

視
及

び
記
録
に

つ
い

て
（

1
0
／

1
8
）

 

 

 
(３

) 
放
射
線
分
解

に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

記
録
先
 

⑩ セ ル 導 出 ユ

ニ ッ ト フ ィ ル

タ の 差 圧 

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル
タ
 

差
圧

※
2  

0～
1.
0k
Pa
 

0～
0.
6k
Pa
 

差
圧
式
 

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ィ

ル
タ

の
目

詰

ま
り

に
よ

る
系

統
切

替
の

判
断

に
用

い

る
た

め
，

重
大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る

。
 

2
0 

－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

⑪ 代 替 セ ル 排

気 系 フ ィ ル タ

の 差 圧 

代
替

セ
ル
排
気
系
 

フ
ィ
ル
タ
差
圧

※
2  

0～
1.
0k
Pa
 

0～
0.
6k
Pa
 

差
圧
式
 

代
替

セ
ル

排
気

系
フ

ィ
ル

タ
の

目
詰

ま

り
に

よ
る

系
統

切
替

の
判

断
に

用
い

る

た
め

，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ
る

変

動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

2
0 

－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

⑫ セ ル 導

出 経 路 の

圧 力 

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

※
2  

-
5～

10
kP
a 

-
4.
7～

3k
P
a 

圧
力
式
 

セ
ル

導
出

時
に

お
け

る
導

出
経

路
の

状

態
を

把
握

す
る

た
め

，
重

大
事

故
時

に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可
能

と

す
る
。
 

4 
－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

⑬ 導 出 先

セ ル の 圧

力 

導
出

先
セ
ル
圧
力

※
2  

-
5～

5k
Pa
 

-
4.
7～

0.
5
kP
a 

圧
力
式
 

導
出

先
セ

ル
の

重
大

事
故

時
に

想
定

さ

れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る

。
 

1
6 

－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

⑭ 貯 槽 等 の 温 度 

貯
槽
等
温
度

※
2  

0～
13
0℃

 
2
9～

13
0℃

 

熱
電
対
 

発
生

防
止

対
策

及
び

拡
大

防
止

対
策

に

お
け

る
貯

槽
等

の
温

度
監

視
の

た
め

，

重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲
 

を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

7
0 

－
 

1
8 

情
報
収
集
装
置
 

測
温
抵
抗
体
 

2
2 

－
 

[貯
槽
等
水
素
濃
度
] 

※
3  

「
⑨
貯
槽
等
水
素
の
濃
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
「

(２
) 

冷
却
機
能
の

喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
3 
［
 

］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
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第

1
.
1
0
－

６
表
 

主
要

パ
ラ
メ
ー

タ
の
監

視
及

び
記
録
に

つ
い

て
（

1
1
／

1
8
）

 

 

 
(４

) 
有
機
溶
媒
等

に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

分
類
 

重
要
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

記
録
先
 

① プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 供 給

槽 の 液 位 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
 

供
給
槽
液
位

※
3  

0～
33
.2
7k
Pa
 

0
.4
0～

31
.
73
kP
a 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

濃
縮
缶
へ
の
供
給
停
止
の
判
断
に
用
い

る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

－
 

1 
－
 

デ
ー
タ
収
集
装
置
 

［
供
給
槽

ゲ
デ
オ
ン
流
量
］

※
2  

0～
0.
14
m
3 /
h 

0～
0.
12
m
3 /
h 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
供
給
槽
の
液
位

に
よ
り
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
へ
の
供

給
が
停
止
し
て
い
る
こ
と
を
判
断
す
る

た
め
，
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
供
給
槽

ゲ
デ
オ
ン
の
流
量
計
の
指
示
値
が
ゼ
ロ

で
あ
る
こ
と
を
確
認
可
能
と
す
る
。
 

－
 

1 
－
 

デ
ー
タ
収
集
装
置
 

② プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 加 熱 蒸

気 の 温 度 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
加
熱
蒸
気
温

度
 

0～
15
0℃

 
4
0～

14
3℃

 
測
温
抵
抗
体
 

加
熱
蒸
気
の
停
止
の
判
断
に
用
い
る
た

め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

－
 

2 
－
 

デ
ー
タ
収
集
装
置
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力
］

※
2  

「
③
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
の
圧
力

」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
温

度
］

※
2  

「
④
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
の
温
度

」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ

ー
タ
と
同
じ
。
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
温

度
］

※
2  

「
⑤
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
の
温
度

」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ

ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
［
 

］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
 

※
3 
冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
設
計
基
準
対
象
の
施
設
の
計
測
制
御
設
備
の
計
器
と
兼
用
す
る
設
備
 

 

2139



 
 

 
第

1
.
1
0
－

６
表
 

主
要

パ
ラ
メ
ー

タ
の
監

視
及

び
記
録
に

つ
い

て
（

1
2
／

1
8
）

 

 

 
(４

) 
有
機
溶
媒
等

に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

記
録
先
 

③ プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 の 圧 力 

プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力
 

-
24
～
2k
Pa
 

-
2～

2k
Pa
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

拡
大
防
止
対
策
が
機
能
し
て
い
る
こ
と

の
確
認
に
用
い
る
た
め
，
拡
大
防
止
対

策
の
実
施
（
事
象
発
生
の
検
知
か
ら
約

５
秒
）
の
後
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲

を
監
視
可
能
と
す
る
。
な
お
，
事
象
発

生
か
ら
約
３
秒
ま
で
は
計
測
範
囲
を
超

え
る
が
，
監
視
開
始
以
前
の
状
態
で
あ

る
た
め
，
要
求
は
満
足
す
る
。
 

ま
た
，
事
象
発
生
の
判
断
／
濃
縮
缶
へ

の
供
給
停
止
の
実
施
／
加
熱
蒸
気
の
停

止
着
手
の
判
断
／
貯
留
設
備
に
よ
る
放

射
性
物
質
の
貯
留
の
実
施
判
断
に
用
い

る
際
は
，
計
測
範
囲
内
に
警
報
設
定
値

を
設
け
，
こ
の
警
報
の
発
報
に
基
づ
き

判
断
・
動
作
を
行
う
た
め
，
要
求
は
満

足
す
る
。
 

－
 

1 
－
 

デ
ー
タ
収
集
装
置
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
温

度
］

※
2  

「
④
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
の
温
度

」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ

ー
タ
と
同
じ
。
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
温

度
］

※
2  

「
⑤
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
の
温
度

」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ

ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
［
 

］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
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第

1
.
1
0
－

６
表
 

主
要

パ
ラ
メ
ー

タ
の
監

視
及

び
記
録
に

つ
い

て
（

1
3
／

1
8
）

 

 

 
(４

) 
有
機
溶
媒
等

に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

記
録
先
 

④ プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 気 相 部 の 温 度 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
 

気
相
部
温
度
 

0～
20
0℃

 
1
00
～
20
0℃

 
熱
電
対
 

拡
大
防
止
対
策
が
機
能
し
て
い
る
こ
と

の
確
認
に
用
い
る
た
め
，
拡
大
防
止
対

策
の
実
施
（
事
象
発
生
の
検
知
か
ら
約

５
秒
）
の
後
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲

を
監
視
可
能
と
す
る
。
な
お
，
事
象
発

生
か
ら
約
３
秒
ま
で
は
計
測
範
囲
を
超

え
る
が
，
監
視
開
始
以
前
の
状
態
で
あ

る
た
め
，
要
求
は
満
足
す
る
。
 

ま
た
，
事
象
発
生
の
判
断
／
濃
縮
缶
へ

の
供
給
停
止
の
実
施
／
加
熱
蒸
気
の
停

止
着
手
の
判
断
／
貯
留
設
備
に
よ
る
放

射
性
物
質
の
貯
留
の
実
施
判
断
に
用
い

る
際
は
，
計
測
範
囲
内
に
警
報
設
定
値

を
設
け
，
こ
の
警
報
の
発
報
に
基
づ
き

判
断
・
動
作
を
行
う
た
め
，
要
求
は
満

足
す
る
。
 

－
 

1 
－
 

デ
ー
タ
収
集
装
置
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力
］

※
2  

「
③
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
の
圧
力

」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
温

度
］

※
2  

「
⑤
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
の
温
度

」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ

ー
タ
と
同
じ
。
 

⑤ プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 液 相 部 の 温 度 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
 

液
相
部
温
度

※
3  

0～
20
0℃

 
1
00
～
13
7℃

 
熱
電
対
 

拡
大
防
止
対
策
が
機
能
し
て
い
る
こ
と

の
確
認
に
用
い
る
た
め
，
重
大
事
故
時

に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能

と
す
る
。
 

ま
た
，
事
象
発
生
の
判
断
／
濃
縮
缶
へ

の
供
給
停
止
の
実
施
／
加
熱
蒸
気
の
停

止
着
手
の
判
断
／
貯
留
設
備
に
よ
る
放

射
性
物
質
の
貯
留
の
実
施
判
断
に
用
い

る
際
は
，
計
測
範
囲
内
に
警
報
設
定
値

を
設
け
，
こ
の
警
報
の
発
報
に
基
づ
き

判
断
・
動
作
を
行
う
た
め
，
要
求
は
満

足
す
る
。
 

－
 

1 
－
 

デ
ー
タ
収
集
装
置
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力
］

※
2  

「
③
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
の
圧
力

」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
温

度
］

※
2  

「
③
 プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
［
 

］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
 

※
3 
放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
設
計
基
準
対
象
の
施
設
の
計
測
制
御
設
備
の
計
器
と
兼
用
す
る
設
備
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第

1
.
1
0
－

６
表
 

主
要

パ
ラ
メ
ー

タ
の
監

視
及

び
記
録
に

つ
い

て
（

1
4
／

1
8
）

 

 

 
(４

) 
有
機
溶
媒
等

に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

記
録
先
 

⑥ 廃 ガ ス 貯

留 槽 の 圧 力 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

※
2  

0～
1M
Pa
 

0～
0.
5M
Pa
 

圧
力
式
 

廃
ガ
ス
貯
留
設
備
に
よ
る
放
射
性
物
質

の
貯
留
に
使
用
す
る
設
備
を
用
い
た
対

応
／
放
出
低
減
対
策
の
判
断
に
用
い
る

た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変

動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

－
 

1
4 

－
 

デ
ー
タ
収
集
装
置
 

⑦ 廃 ガ ス 貯

留 槽 の 入 口

流 量 

廃
ガ
ス
貯

留
槽
入
口
流
量

※
2  

0～
13
6 
m
3 /
h 

［
no
r
ma
l］

 

0～
13
6 
m
3 /
h

［
no
r
ma
l］

 
差
圧
式
 

廃
ガ
ス
貯
留
設
備
に
よ
る
放
射
性
物
質

の
貯
留
に
使
用
す
る
設
備
を
用
い
た
対

応
に
用
い
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想

定
さ
れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す

る
。
 

－
 

2 
－
 

デ
ー
タ
収
集
装
置
 

⑧ 廃 ガ ス 洗 浄

塔 の 入 口 圧 力 

廃
ガ
ス
洗

浄
塔
入
口
圧
力

※
3  

-
3.
5～

3k
P
a 

-
3.
5～

0k
P
a 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

の
状

態
を

把
握

す
る

た

め
，

重
大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る

。
 

－
 

2 
－
 

デ
ー
タ
収
集
装
置
 

※
1 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
「

(１
) 

臨
界
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
3 
「

(１
) 

臨
界
事
故
の

拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
」
及
び
冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処

す
る
た
め
に
必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
設
計

基
準
対
象
の
施
設
の
計
測
制
御
設
備
の
計
器
と
兼
用
す
る
設
備
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第

1
.
1
0
－

６
表
 

主
要

パ
ラ
メ
ー

タ
の
監

視
及

び
記
録
に

つ
い

て
（

1
5
／

1
8
）

 

 

 
(５

) 
使
用
済
燃
料

貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

分
類
 

重
要
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

記
録
先
 

① 燃 料 貯 蔵 プ ー ル 等 の 水 位 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位
 

0～
11
.5
ｍ

 

0～
11
.5
ｍ
 

超
音
波
式
 

燃
料

が
冠

水
し

て
い

る
こ

と
の

確
認

／

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

へ
の

注
水

の
開

始
・

停
止

判
断

／
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

等

へ
の

注
水

の
成

否
判

断
／

対
策

の
移

行

判
断

／
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

等
の

水
位

監

視
の

た
め

，
超

音
波

式
は

重
大

事
故

時

に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を
監

視
可

能

と
す
る
。
 

な
お
，
メ
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
は
重
大
事
 

故
等
発
生
初
期
の
水
位
は
基
本
的
に
は
 

左
記
計
測
範
囲
（

2ｍ
）
内
で
変
動
す
る

こ
と

，
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

の
水

面
に

揺

ら
ぎ

等
が

な
け

れ
ば

超
音

波
式

を
使

用

し
て

計
測

す
る

こ
と

か
ら

，
プ

ロ
セ

ス

変
動

範
囲

が
計

測
範

囲
を

上
回

っ
て

い

て
も
要
求
は
満
足
す
る
。
 

〔
携
行
型
〕
 

3 
－
 

－
 

×
※
2  

0～
2ｍ

 
メ
ジ
ャ
ー
 

2 
－
 

0～
11
.5
ｍ
 

電
波
式
 

燃
料

が
冠

水
し

て
い

る
こ

と
の

確
認

／

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

へ
の

注
水

の
開

始
・

停
止

判
断

／
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

等

へ
の
注
水
の
成
否
判
断
／
対
策
の
移
行
 

判
断

／
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

等
の

水
位

監

視
の

た
め

，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ

る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
〕
 

3 

－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

1
2 

② 燃 料 貯 蔵 プ ー ル

等 の 温 度 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温
 

0～
10
0℃

 
2
5～

10
0℃

 

サ
ー
ミ
ス
タ
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

の
水

温
を

監
視

す

る
た

め
，

重
大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
携
行
型
〕
 

3 
－
 

－
 

×
※
2  

測
温
抵
抗
体
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

の
水

温
を

監
視

す

る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
 

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
〕
 

1
2 

－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

※
1 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
携
行
型
の
計
器
に
よ
る
確
認
の
た
め
伝
送
し
な
い
。
伝
送
は
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
の
計
器
に
よ
り
行
う
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1
.
1
0
－

６
表
 

主
要

パ
ラ
メ
ー

タ
の
監

視
及

び
記
録
に

つ
い

て
（

1
6
／

1
8
）

 

 

 
(５

) 
使
用
済
燃
料

貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

記
録
先
 

③ 代 替 注 水

設 備 の 流 量 

代
替

注
水
設
備
流
量
 

0～
24
0m

3 /
h 
 

0～
24
0m

3 /
h 

電
磁
式
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

へ
の

注
水

量
の

確

認
／

水
供

給
が

継
続

さ
れ

て
い

る
こ

と

の
監

視
の

た
め

，
重

大
事

故
時

に
想

定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可
能

と
す

る
。
 

3 
－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

④ ス プ レ イ

設 備 の 流 量 

ス
プ

レ
イ
設
備
流
量
 

0～
11
4m

3 /
h 

0～
11
4m

3 /
h 

電
磁
式
 

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
へ

の
供

給
流

量
の

監

視
の

た
め

，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ

る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

3
6 

－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

⑤ 空 間 の 線 量 率 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
空
間
線
量
率

※
4  

1
E-
1～

1E
+
6μ

Sv
/h
 

5
E+
1～

7.
3
E+
8μ

Sv
/
h 

半
導
体
検
出
器
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

の
線

量
率

を
監

視

す
る

た
め

，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ

る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
携
行
型
〕
 

2 
－
 

－
 

×
※
2  

1
E+
3～

1E
+
9μ

Sv
/h
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

の
線

量
率

を
監

視

す
る

た
め

，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ

る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
〕
 

2 
－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

⑥ 燃 料 貯

蔵 プ ー ル

の 状 態 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態
（
監
視
カ

メ
ラ
）

※
4  

－
 

－
 

－
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

の
状

態
を

監
視

可

能
と
す
る
。
 

1
2 

－
 

－
 

×
※
3  

※
1 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
携
行
型
の
計
器
に
よ
る
確
認
の
た
め
伝
送
し
な
い
。
伝
送
は
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
の
計
器
に
よ
り
行
う
 

※
3 
映
像
信
号
の
た
め
伝
送
し
な
い
 

※
4「

(６
) 

工
場
等
外
へ
の
放
射
性
物
質
等
の
放
出
を
抑
制
す
る
た
め
の

設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
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第

1
.
1
0
－

６
表
 

主
要

パ
ラ
メ
ー

タ
の
監

視
及

び
記
録
に

つ
い

て
（

1
7
／

1
8
）

 

 

 
(６

) 
工
場
等
外
へ

の
放
射
性
物
質
等
の
放
出
を
抑
制
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

分
類
 

重
要
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

記
録
先
 

① 放 水 砲

の 流 量 

放
水
砲
流
量

※
5  

0～
18
00
m
3 /
h 

0～
90
0m

3 /
h 

電
磁
式
 

可
搬

型
放

水
砲

の
放

水
量

を
監

視
す

る

た
め

，
重

大
事

故
に

想
定

さ
れ

る
変

動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

2
1 

－
 

－
 

×
※
2  

② 放 水 砲

の 圧 力 

放
水
砲
圧
力

※
5  

0～
1.
6M
Pa
 

0～
1.
2M
Pa
 

圧
力
式
 

放
水

時
の

圧
力

を
監

視
す

る
た

め
，

重

大
事

故
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監

視
可
能
と
す
る
。
 

1
4 

－
 

－
 

×
※
2  

③ 空 間 の 線 量 率 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
空
間
線
量
率

※
4  

1
E-
1～

1E
+
6μ

Sv
/h
 

5
E+
1～

7.
3
E+
8μ

Sv
/
h 

半
導
体
検
出
器
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

の
線

量
率

を
監

視

す
る

た
め

，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ

る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
携
行
型
〕
 

2 
－
 

－
 

×
※
2  

1
E+
3～

1E
+
9μ

Sv
/h
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

の
線

量
率

を
監

視

す
る

た
め

，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ

る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。〔

パ

ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
〕
 

2 
－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

④ 燃 料 貯

蔵 プ ー ル

の 状 態 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態
（
監
視
カ

メ
ラ
）

※
4  

－
 

－
 

－
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

の
状

態
を

監
視

可

能
と
す
る
。
 

1
2 

－
 

－
 

×
※
3  

⑤ 建 屋 内

の 線 量 率 

建
屋
内
線
量
率
 

1
E+
0～

3E
+
5μ

Sv
/h
 

2
.5
E+
5～

3E
+5
μ
Sv
/
h 

半
導
体
検
出
器
 

建
屋

内
の

線
量

率
を

監
視

す
る

た
め

，

重
大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲

を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

1
0 

－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

※
1 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
情
報
把
握
計
装
設
備
の
接
続
が
放
出
抑
制
対
策
の
柔
軟
性
を
損
な
う
こ
と
か
ら
伝
送
し
な
い
 

※
3 
映
像
信
号
の
た
め
伝
送
し
な
い
 

※
4「

(５
) 
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
5「

Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
加
工
施
設
」
と
共
用
す
る
設
備
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第

1
.
1
0
－

６
表
 

主
要

パ
ラ
メ
ー

タ
の
監

視
及

び
記
録
に

つ
い

て
（

1
8
／

1
8
）

 

 

 
(７

) 
重
大
事
故
等

へ
の
対
処
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
に
必
要
な
計
装
設
備
 

分
類
 

重
要
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

記
録
先
 

① 貯 水 槽 の 水 位 

貯
水
槽
水
位

※
4  

0～
10
m 

0～
67
50
mm
 

ロ
ー
プ
式
 

貯
水

槽
の

水
位

を
監

視
す

る
た

め
，

重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を

監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
携
行
型
〕
 

8 
－
 

－
 

×
※
2  

3
00
～
75
00
mm
 

電
波
式
 

貯
水

槽
の

水
位

を
監

視
す

る
た

め
，

重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を

監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
〕
 

1
2 

－
 

－
 

情
報
収
集
装
置
 

② 第 １ 貯 水 槽 給 水

の 流 量 

第
1
貯
水
槽
給
水
流
量

※
4  

0～
18
00
m
3 /
h 

0～
90
0m

3 /
h 

電
磁
式
 

大
型

移
送

ポ
ン

プ
車

か
ら

吐
出

流
量

を

監
視

す
る

た
め

，
重

大
事

故
に

想
定

さ

れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

3
0 

－
 

－
 

×
※
3  

※
1 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2 
携
行
型
の
計
器
に
よ
る
確
認
の
た
め
伝
送
し
な
い
。
伝
送
は
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
の
計
器
に
よ
り
行
う
 

※
3 
設
備
の
健
全
性
確
認
時
の
み
に
計
測
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
り
，
継
続
監
視
し
な
い
た
め
伝
送
し
な
い
 

※
4「

Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
加
工
施
設
」
と
共
用
す
る
設
備
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抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ

 

Ｙ
Ｅ
Ｓ

 

Ｙ
Ｅ
Ｓ

 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
2  

 
再
処
理
施
設
の
状
態
を
直
接
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

 

Ｎ
Ｏ

 Ｎ
Ｏ

 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

 

 
再
処
理
施
設
の
状
態
を
推
定
，
又
は
推
測
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

 

対
象
外

※
3  

再
処
理
施
設
の
状
態
を

 
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

 

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

※
4  

・
電
源
設
備
の
パ
ラ
メ
ー
タ

 
・
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
運
転
状
態
又
は
再
処
理
施
設
の
状

態
を
補
助
的
に
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

 
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ

 

※
1 

当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
各
技
術
的
能
力
等
に
用
い
ら
れ
る
，
以
下
に
示
す
パ
ラ
メ
ー
タ
 

・
技
術
的
能
力
に
係
る
審
査
基
準

1.
1～

1.
10
（
事
業
指
定
基
準
規
則
第

34
～
43

条
）
の
作
業
手
順
に
用
い
る
パ
ラ
メ
ー
タ
 

・
有
効
性
評
価
の
監
視
項
目
に
係
る
パ
ラ
メ
ー
タ
 

・
各
技
術
的
能
力
等
で
使
用
す
る
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
含
む
）
の
運
転
・
動
作
状
態
を
表
示
す
る
設
備
（
ラ
ン

プ
表
示
灯
等
）
に
つ
い
て
は
パ
ラ
メ
ー
タ
と
し
て
は
抽
出
し
な
い
 

※
2 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
は
，
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
当
該
パ
ラ
メ
ー
タ
以
外
の
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
等
）
に
よ
る

推
定
手
順
を
整
備
す
る
 

※
3 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
運
転
・
動
作
状
態
を
表
示
す
る
設
備
（
ラ
ン
プ
表
示
灯
等
）
に
つ
い
て
は
，
事
業
指
定
基
準
規
則
 

第
34
～
43

条
の
事
業
指
定
基
準
規
則
 第

33
条
へ
の
適
合
状
況
の
う
ち
，
(2
)操

作
性
（
事
業
指
定
基
準
規
則
 第

33
条
 

第
1
項
三
）
に
て
，
適
合
性
を
整
理
す
る
 

※
4 

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
状
態
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
は
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
す
る
 

※
5 

重
大
事
故
等
の
発
生
防
止
及
び
拡
大
防
止
対
策
に
用
い
る
パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
，
自
主
対
策
を
行
う
た
め
必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ

は
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
と
す
る
 

第
1.
10
－
１
図
 
重
大
事
故
等
時
に
必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
選
定
フ
ロ
ー
 

  
再
処
理
施
設
の
状
態
を
直
接
監
視
す
る
 

パ
ラ
メ
ー
タ
か
 

Ｙ
Ｅ
Ｓ

 

Ｎ
Ｏ

 

当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め

 
に
各
技
術
的
能
力
等
に
用
い
ら
れ
る

 
パ
ラ
メ
ー
タ
か

※
1  

重
大
事
故
等
の
発
生
防
止
対
策
及
び
拡
大
防
止
対
策
等

を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
監
視
す
る
こ

 
と
が
必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
か

※
5  
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対
応

手
段
 

①
重

要
監
視

パ
ラ
メ
ー

タ
の

計
測
 

②
重

要
代
替

監
視
パ
ラ

メ
ー

タ
の

計
測
 

③
共

通
電
源

車
に
よ
る

給
電

（
自

主
対
策
設
備
）
 

 
 

※
4
 
臨
界
事
故
の
拡
大
防
止
対
策
及
び
有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
の
対

策
に

お
い
て

電
源
喪
失

を
想

定
し

て
い
な
い
た
め
，
当
該
事
故
の
対
策
に
用
い

る
パ

ラ
メ
ー

タ
に
つ
い

て
は

，
計

器
電
源
喪
失
を
考
慮
し
な
い
。
ま
た
，
計
装

電
源

喪
失
後

に
共
通
電

源
車

に
よ

る
給
電
に
よ
っ
て
計
測
機
能
が
回
復
す
る
計

器
に

つ
い
て

は
，
自
主

対
策

設
備

と
し
て
事
故
対
応
に
用
い
る
 

計
器
故
障

※
5  

※
5
 
計
器
故
障
（
計
装
配
管
が
損
傷
し
た
場
合
を
含
む
）
又
は
計
測
範
囲
を
超
過
し

た
場

合
 

Ｐ
／

Ｃ
 

機
能

喪
失
 

Ｍ
／

Ｃ
 

機
能

喪
失
 

※
1
 

※
1
 凡

例
 

 
 

：
AN
D
条

件
 

 
 

 
 

 
 ：

代
替

手
段

に
よ

る
対

応
 

 
 

：
OR

条
件

 
 
 

 
 

 
 
 

計
測

結
果

に
よ

る
監

視
不

能
 

※
2
 

※
3
 

②
 

第
1
.
1
0
－

２
図
 

監
視

機
能

喪
失

の
フ

ォ
ー

ル
ト

ツ
リ

ー
分

析
 

駆
動

源
喪
失
 

（
非

常
用
電

源
）
 

駆
動
源
喪
失
 

（
常
用
電
源

）
 

非
常

用
電
源

喪
失
 

計
器

電
源
喪

失
※

4  ①
 

常
用
電
源
喪
失
 

※
2
 

※
3
 

Ｐ
／
Ｃ
 

機
能
喪
失

 

Ｍ
／

Ｃ
 

機
能

喪
失
 

全
交

流
動
力

電
源
の
喪

失
 

※
1
 

計
器
電
源
は
，
計
器
に
よ
り
以
下
の
２
通
り
が
あ
る
 

・
常

用
電
源
 

・
非

常
用
電

源
 

③
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〇
計
装
設
備
の
計
測
概
要
図
（
エ
ア
パ
ー
ジ
式
）
 

 

 
 

圧
縮
空

気
源

差
圧
発

信
器

セ
ル

計
装

導
圧

配
管

計
装

導
圧

配
管

※
1
 液

位
，
流

量
，
圧

力
計

測
に

使
用

す
る

。

※
2
 代

替
安
全

圧
縮
空

気
系

の
使

用
開

始
前

ま
で

は
，

可
搬

型
計

器
に
附

属
す

る
計

測
用

ボ
ン

ベ
に

よ
り

圧
縮

空
気

を
供
給

す
る

。

※
3
 可

搬
型
計

器
は
パ

ー
ジ

メ
ー

タ
を

含
む

。

代
替

安
全

圧
縮

空
気

系

貯
槽

等

仕
切

弁

仕
切

弁

仕
切

弁

電
気

信
号

可
搬

型
計
器

※
1
，
※
2
，
※

3

第
1
.
1
0
－
３
図
 
主
要
設
備
 
系
統
概
要
図
（
１
／
1
0
）
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〇
計
装
設
備
の
計
測
概
要
図
（
熱
電
対
／
測
温
抵
抗
体
）
 

 

セ
ル

温
度
計

ガ
イ
ド

管

可
搬

型
計
器

テ
ス
タ
ー

貯
槽

等

電
気
信

号

第
1
.
1
0
－
３
図
 
主
要
設
備
 
系
統
概
要
図
（
２
／
1
0
）
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〇
計
装
設
備
の
計
測
概
要
図
（
水
素
濃
度
計
）
 

 

 

熱
伝
導
式

水
素
濃
度
計

冷 却 器

凝
縮
液
回

収
容

器

吸
着
剤

カ
ラ
ム

P

真
空
ポ
ン
プ

仕
切
弁

仕
切
弁

貯
槽

等
貯
槽
等

電
気
信
号

計
装
導
圧

配
管

計
装
導

圧
配
管

気
体

の
流
れ

気
体

の
流
れ

第
1
.
1
0
－
３
図
 
主
要
設
備
 
系
統
概
要
図
（
３
／
1
0
）
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○
臨
界
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等
に
使
用
す
る
計
装
設
備
の
概
要
 

 

第
1
.
1
0
－
３
図
 
主
要
設
備
 
系
統
概
要
図
（
４
／
1
0
）
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○
冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
の
対
処
す
る
た
め
の
手
順
等
に
使
用
す
る
計
装
設
備
の
概
要
 

 

第
1
.
1
0
－
３
図
 
主
要
設
備
 
系
統
概
要
図
（
５
／
1
0
）
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○
放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
手
順
等
に
使
用
す
る
計
装
設
備
の
概
要
 

 

第
1
.
1
0
－
３
図
 
主
要
設
備
 
系
統
概
要
図
（
６
／
1
0
）
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○
有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
の
対
処
す
る
た
め
の
手
順
等
に
使
用
す
る
計
装
設
備
の
概
要

第
1
.
1
0
－
３
図
 
主
要
設
備
 
系
統
概
要
図
（
７
／
1
0
）
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○
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
の
手
順
等
に
使
用
す
る
計
装
設
備
の
概
要

第
1
.
1
0
－
３
図
 
主
要
設
備
 
系
統
概
要
図
（
８
／
1
0
）
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○
工
場
等
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
放
出
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等
に
使
用
す
る
計
装
設
備
の
概
要

第
1
.
1
0
－
３
図
 
主
要
設
備
 
系
統
概
要
図
（
９
／
1
0
）
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○
重
大
事
故
等
へ
の
対
処
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
に
使
用
す
る
計
装
設
備
の
概
要

第
1
.
1
0
－
３
図
 
主
要
設
備
 
系
統
概
要
図
（
１
０
／
1
0
）
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※
4

計
器

故
障

※
3

計
器

故
障

※
５

安
全

機
能
の

喪
失

の
確
認

※
1

設
備
の
使

用
判

断
※

2

可
搬
型

重
要
計

器
を
設
置

（
重

要
監

視
パ
ラ
メ
ー
タ
の

計
測

）

可
搬

型
重
要

代
替

計
器
を
設

置
（
重

要
代
替

監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
の

計
測
お
よ
び
推

定
）

常
設
重

要
計
器

を
使
用

（
重
要
監

視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
計
測

）

常
設
重

要
代
替

計
器

を
使
用

（
重
要
代

替
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
の

計
測
お
よ
び
推
定
）

※
１

平
常
時
に

お
い
て
警

報
発
報

に
よ
り
異
常

を
検
知
し

,安
全
機
能

の
回

復
操
作

に

よ
っ
て
回
復

が
出
来

な
か
っ
た

場
合
,実

施
責
任

者
が
安
全

機
能
の

喪
失

を
判
断

し
,

重
大
事
故
対

策
の
準

備
を
開
始

す
る

※
２

外
的
事
象

に
よ
る
安

全
機
能

の
喪
失
を
要

因
と
し

,地
震

起
因
等

に
よ

り
常
設

計

器
が
機
能
喪

失
し
て

い
る
と
判

断
す
る

※
３

計
器
故
障
（

計
装
配
管
が

損
傷
し
た

場
合
を

含
む
）

※
４

地
震
起
因
重

大
事
故
時
機

能
維
持
設

計
と
し

て
お
ら
ず
，

地
震
に
よ

り
機
能

喪
失

す
る
お

そ
れ
が

あ
る
こ
と
か

ら
，
重
大

事
故
等

対
処
設
備
と

は
位
置
付

け
な
い

が
，

機
能
が

維
持
さ

れ
て
い
る
場

合
は
，
迅

速
性
の

観
点
か
ら
事

故
対
応
に

有
効
で

あ
る

た
め
，

自
主
対

策
と
し
て
位

置
付
け
る

※
５

計
器

故
障

（
計
装

配
管
が
損

傷
し
た

場
合

を
含
む

）
又
は
計

測
範
囲

を
超

過
し
た

場
合

第
1
.
1
0
－

４
図

 
重
大
事
故
等
時
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視
及
び
記
録
す
る
手
順
の
概
要
（
１
／
４
）
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重
大
事

故
対

策
に

可
搬
型

計
器

を
用
い
る
場
合

計
器
故

障
※

3

計
器

故
障

※
3

計
器
故

障
※

4

重
要

代
替

監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
を
有
す
る
場
合

安
全
機

能
の

喪
失

の
確

認
※

1

設
備

の
使

用
判

断
※

2

常
設

重
要

計
器

を
使
用

（
重
要

監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
の
計

測
）

可
搬
型

重
要

計
器

を
設
置

（
重

要
監

視
パ

ラ
メ
ー
タ
の

計
測

）

常
設

重
要

代
替

計
器

を
使
用

（
重
要

代
替
監

視
パ

ラ
メ
ー
タ
の

計
測

お
よ
び
推

定
）

可
搬

型
重

要
代

替
計

器
を
設

置
（
重
要

代
替

監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
の
計

測
お
よ
び
推
定

）

※
１

平
常

時
に
お

い
て
警

報
発
報

に
よ
り

異
常
を

検
知
し

,安
全
機
能

の
回
復

操
作
に

よ
っ
て

回
復
が

出
来
な

か
っ
た

場
合
,実

施
責
任
者

が
安
全

機
能
の

喪
失
を

判
断
し

,

重
大
事

故
対
策

の
準
備

を
開
始

す
る

※
２

内
的

事
象
に

よ
る
安

全
機
能

の
喪
失

を
要
因

と
し
,全

交
流
動
力

電
源
の

喪
失
を

伴
わ
な

い
重
大

事
故
等

の
発
生

時
は
,常

設
計
器
が

機
能
維

持
し
て

い
る
と

判
断
す

る

※
３

計
器

故
障
（

計
装
配

管
が
損

傷
し
た

場
合
を

含
む
）

又
は
計

測
範
囲

を
超
過

し
た

場
合

※
４

計
器
故
障

（
計
装

配
管
が

損
傷
し

た
場
合

を
含
む

）

第
1
.
1
0
－

４
図

 
重
大
事
故
等
時
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視
及
び
記
録
す
る
手
順
の
概
要
（
２
／
４
）
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※
3

安
全

機
能

の
喪

失
の

確
認

※
1

設
備
の

使
用

判
断

※
2

可
搬
型

重
要

計
器

を
設
置

（
重

要
監

視
パ

ラ
メ
ー
タ
の

計
測

）
常

設
重

要
計
器

を
使
用

（
重

要
監

視
パ

ラ
メ
ー
タ
の
計

測
）

常
設
重

要
代

替
計

器
を
使
用

（
重
要

代
替

監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
の

計
測

お
よ
び
推

定
）

※
１

平
常

時
に
お

い
て
警

報
発
報

に
よ

り
異
常

を
検
知

し
,安

全
機

能
の
回

復
操
作

に

よ
っ
て

回
復
が

出
来
な

か
っ
た

場
合
,実

施
責
任

者
が
安

全
機
能

の
喪
失

を
判
断

し
,

重
大
事

故
対
策

の
準
備

を
開
始

す
る

※
２

外
的

事
象
及

び
内
的

事
象
に

よ
る

安
全
機

能
の
喪

失
を
要

因
と
し

,全
交
流
動

力
電

源
の
喪

失
に
よ

り
常
設

計
器
が

機
能
喪

失
し

て
い
る

と
判
断

す
る

※
３

設
計
基
準

対
象
の

施
設
が

機
能
維

持
し
て

お
り
、

共
通
電
源

車
に
よ

る
復
電

が
可
能

な
場

合
に
自

主
対
策

と
し
て

位
置
付

け
る

第
1
.
1
0
－

４
図

 
重
大
事
故
等
時
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視
及
び
記
録
す
る
手
順
の
概
要
（
３
／
４
）
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安
全

機
能

の
喪

失
の

確
認

※
1

設
備

の
使

用
判

断
※

2

常
設

重
要

計
器

，
常

設
重

要
代

替
計

器
を

使
用

※
５

可
搬

型
重

要
計

器
，

可
搬

型
重

要
代

替
計

器
の

設
置

※
3
※

4

情
報

把
握

計
装

設
備

の
設

置

中
央

制
御

室
，

使
用

済
燃

料
の

受
入

れ
施

設
及

び
貯

蔵
施

設
の

制
御

室
，

緊
急

時
対

策
所

に
て

パ
ラ

メ
ー

タ
の

監
視

，
記

録

監
視

制
御
盤

安
全

系
監
視

制
御
盤

デ
ー

タ
表
示

装
置

デ
ー

タ
収
集

装
置

※
5

可
搬
型
情
報

収
集
装

置

可
搬
型
情
報

表
示
装

置

情
報
収
集
装

置
情

報
表
示
装

置

※
３

可
搬
型
貯

槽
温
度

計
等
の

可
搬
型

計
器
を
設

置
す
る

※
４

臨
界
事

故
の
拡

大
防
止

対
策
を

行
う
際

は
，
内

的
事
象

に
よ
る

安
全
機

能
の
喪
失
を

要
因
と

し
，
全

交
流
動

力
電
源

の
喪
失

を
伴
わ

な
い
重

大
事
故

等
の
発
生

時
は
，

常
設
計

器
が

機
能
維

持
し
て

い
る
と

判
断
で

き
る
が

，
一
部

の
対
策

に
お
い

て
は
可

搬
型
計
器
を

必
要
と

す
る
た

め
，
常

設
計
器

と
可
搬

型
計
器

を
用
い

て
，
パ

ラ
メ
ー
タ

の
監
視

，
記
録

を
行
う

※
１

平
常

時
に
お

い
て

警
報
発

報
に
よ

り
異
常

を
検
知

し
，
安

全
機
能

の
回
復

操
作
に

よ
っ
て

回
復
が
で
き

な
か
っ

た
場
合

，
実
施

責
任
者

が
安
全

機
能
の

喪
失
を

判
断
し

，

重
大
事

故
対
策
の
準

備
を
開

始
す
る

※
２

外
的

事
象
に

よ
る
安

全
機
能

の
喪
失

及
び
内
的
事

象
の
う

ち
全
交

流
動
力

電
源
の

喪
失
を

要
因
と

し
て
重

大
事
故

等
が
発

生
し
た
場
合

は
，
常

設
計
器

が
機
能

喪
失
し

て
い
る

と
判
断

し
，
内

的
事
象

に
よ
る

安
全
機
能
の

喪
失
を

要
因
と

し
，
全

交
流
動

力
電
源

の
喪
失

を
伴
わ

な
い
重

大
事
故

等
の
発
生
時

は
，
常

設
計
器

が
機
能

維
持
し

て
い
る

と
判
断

す
る

※
５

全
交
流

動
力
電
源
喪

失
に
お

い
て
，

設
計
基

準
対
象

の
施
設

が
機
能

維
持
し

て
お
り

，
共
通

電
源
車
に

よ
る
復

電
が
可

能
な
場

合
に
自

主
対
策

と
し
て

位
置
付

け
る

第
1
.
1
0
－

４
図

 
重
大
事
故
等
時
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
監
視
及
び
記
録
す
る
手
順
の
概
要
（
４
／
４
）
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第
1
.
1
0
－

５
図

 
臨

界
事

故
の

拡
大

を
防

止
す

る
た

め
に

必
要

な
計

装
設

備
の

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
（

前
処

理
建

屋
）
（

１
／

２
）

作
業

番
号

１ ２ ３

１ １ ２

・
固

体
状

の
核

燃
料

物
質

の
移

送
停

止

Ａ
，

Ｂ

作
業

班
要

員
数

備
　

　
考

0
:
2
5

0
:
0
1

所
要

時
間

（
時

：
分

）

可
溶

性
中

性
子

吸
収

材
の

自
動

供
給

未
臨

界
へ

の
移

行

対
応

手
段

作
業

内
容

実
施

責
任

者

建
屋

対
策

班
長

発
生

検
知

・
臨

界
検

知
用

放
射

線
検

出
器

の
警

報
の

発
報

の
確

認
に

よ
る

臨
界

事
故

の
拡

大
防

止
対

策
の

作
業

の
着

手
判

断
及

び

実
施

判
断

0
:
0
1

・
臨

界
事

故
が

発
生

し
た

セ
ル

周
辺

の
線

量
当

量
率

の
計

測
に

よ
る

未
臨

界
へ

の
移

行
の

成
否

判
断

経
過

時
間

（
時

：
分

）

0
:1
0

0
:2
0

▽
事

象
発
生

0
:3
0

0
:4
0

0
:5
0

1
:0
0
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第
1
.
1
0
－

５
図

 
臨

界
事

故
の

拡
大

を
防

止
す

る
た

め
に

必
要

な
計

装
設

備
の

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
（

前
処

理
建

屋
）
（

２
／

２
）

備
　

　
考

Ｃ
，

Ｄ

Ｃ
，

Ｄ
２

作
業

班
要

員
数

・
計

器
監

視
（

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

）

0
:
2
0

0
:
2
0

水
素

掃
気

対
策

１

対
応

手
段

作
業

内
容

経
過

時
間

（
時

：
分

）

臨
界

事
故

に
よ

り
発

生
す

る
放

射
線

分
解

水
素

の
掃

気

作
業

番
号

３

所
要

時
間

（
時

：
分

）

２

・
一

般
圧

縮
空

気
系

か
ら
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処
理

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

４
班

２
0
:
3
0

外
5
6

・
前

処
理

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

４
班

２
1
:
0
0

外
6
2

・
前

処
理

建
屋

へ
の

水
の

供
給

流
量

及
び

圧
力

の
調

整
建

屋
外

１
班

，
建

屋
外

４
班

４
0
:
3
0

A
A

1
2

・
隔

離
弁

の
操

作
，

可
搬

型
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト
流

量
計

設
置

，
可

搬
型

凝
縮

器
通

水
流

量
計

設
置

建
屋

内
3
2
班

２
0
:
4
5

A
A

1
4

・
可

搬
型

導
出

先
セ

ル
圧

力
計

設
置

，
可

搬
型

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

入
口

圧
力

計
設

置
，

可
搬

型
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト
フ

ィ
ル

タ
差

圧
計

設
置

建
屋

内
3
4
班

２
1
:
2
0

A
A

2
8

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
，

隔
離

，
可

搬
型

凝
縮

器
出

口
排

気
温

度
計

設
置

建
屋

内
1
6
班

，
建

屋
内

1
7
班

４
0
:
3
0

A
A

2
9

・
凝

縮
器

へ
の

通
水

実
施

，
漏

え
い

確
認

及
び

凝
縮

器
通

水
流

量
監

視
建

屋
内

1
6
班

２
0
:
4
0

外
5
5

・
前

処
理

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

４
班

２
0
:
3
0

外
5
6

・
前

処
理

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

４
班

２
1
:
0
0

外
6
2

・
前

処
理

建
屋

へ
の

水
の

供
給

流
量

及
び

圧
力

の
調

整
建

屋
外

１
班

，
建

屋
外

４
班

４
0
:
3
0

外
7
0

・
可

搬
型

・
中

型
移

送
ポ

ン
プ

運
搬

車
に

よ
る

排
水

用
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
の

運
搬

（
前

処
理

建
屋

）
建

屋
外

７
班

２
0
:
3
0

外
7
1

・
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
試

運
転

（
前

処
理

建
屋

）
建

屋
外

５
班

，
建

屋
外

６
班

建
屋

外
７

班
６

0
:
3
0

A
A

1
4

・
可

搬
型

導
出

先
セ

ル
圧

力
計

設
置

，
可

搬
型

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

入
口

圧
力

計
設

置
，

可
搬

型
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト
フ

ィ
ル

タ
差

圧
計

設
置

建
屋

内
3
4
班

２
1
:
2
0

A
A

1
5
－

２
・

可
搬

型
ダ

ク
ト

，
可

搬
型

フ
ィ

ル
タ

設
置

，
可

搬
型

排
風

機
設

置
放

対
６

班
，

放
対

７
班

放
対

８
班

，
放

対
９

班
６

2
:
3
0

A
A

1
8

・
可

搬
型

導
出

先
セ

ル
圧

力
計

確
認

，
可

搬
型

排
風

機
起

動
放

対
６

班
，

放
対

７
班

放
対

８
班

，
放

対
９

班
６

1
:
0
0

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

・
放

射
線

対
応

班
長

・
放

射
線

対
応

班

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
に

お
い

て
使

用
す

る
計

器
の

設
置

・
計

測
（

前
処

理
建

屋
の

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

の
構

築
の

操
作

）

２
～

５
，

７
，

８
，

1
4
，

1
6

１

作
業

内
容

対
応

手
段

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
に

お
い

て
使

用
す

る
計

器
の

設
置

・
計

測
（

前
処

理
建

屋
の

代
替

セ
ル

排
気

系
に

よ
る

対
応

の
操

作
）

貯
槽

等
へ

の
注

水
に

お
い

て
使

用
す

る
計

器
の

設
置

・
計

測
（

前
処

理
建

屋
）

－

・
実

施
責

任
者

・
建

屋
対

策
班

長

・
現

場
管

理
者

・
要

員
管

理
班

作
業

番
号

－ － － －

・
建

屋
外

対
応

班
長

1
2
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

－ －

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

・
情

報
管

理
班

・
通

信
班

長

経
過

時
間

（
時

：
分

）

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

9
:
0
0

2
0
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

1
7
:
0
0

1
4
:
0
0

9
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

作
業

番
号

経
過

時
間

（
時

：
分

）
要

員
数

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

作
業

班
2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0
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第
1
.
1
0
－

５
図

 
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

に
必

要
な

計
装

設
備

の

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
（

前
処

理
建

屋
）

（
４

／
７

）

－
１

－

－
５

－

－
５

－

－
３

－

－
３

－

－
１

1
:
1
5

－
１

－

放
１

－

放
８

－

A
A

2
4

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
建

屋
内

1
6
班

，
建

屋
内

1
7
班

４
1
:
0
0

A
A

2
5

・
可

搬
型

貯
槽

液
位

計
設

置
及

び
貯

槽
液

位
計

測
建

屋
内

1
3
班

，
建

屋
内

1
4
班

建
屋

内
1
5
班

６
1
:
1
0

A
A

2
6

・
貯

槽
等

へ
の

注
水

実
施

，
漏

え
い

確
認

等
建

屋
内

2
8
班

２
0
:
3
0

A
A

2
7

・
貯

槽
液

位
計

測
建

屋
内

2
9
班

２
0
:
4
0

外
5
5

・
前

処
理

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

４
班

２
0
:
3
0

外
5
6

・
前

処
理

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

４
班

２
1
:
0
0

外
6
2

・
前

処
理

建
屋

へ
の

水
の

供
給

流
量

及
び

圧
力

の
調

整
建

屋
外

１
班

，
建

屋
外

４
班

４
0
:
3
0

A
A

1
2

・
隔

離
弁

の
操

作
，

可
搬

型
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト
流

量
計

設
置

，
可

搬
型

凝
縮

器
通

水
流

量
計

設
置

建
屋

内
3
2
班

２
0
:
4
5

A
A

1
4

・
可

搬
型

導
出

先
セ

ル
圧

力
計

設
置

，
可

搬
型

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

入
口

圧
力

計
設

置
，

可
搬

型
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト
フ

ィ
ル

タ
差

圧
計

設
置

建
屋

内
3
4
班

２
1
:
2
0

A
A

2
8

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
，

隔
離

，
可

搬
型

凝
縮

器
出

口
排

気
温

度
計

設
置

建
屋

内
1
6
班

，
建

屋
内

1
7
班

４
0
:
3
0

A
A

2
9

・
凝

縮
器

へ
の

通
水

実
施

，
漏

え
い

確
認

及
び

凝
縮

器
通

水
流

量
監

視
建

屋
内

1
6
班

２
0
:
4
0

外
5
5

・
前

処
理

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

４
班

２
0
:
3
0

外
5
6

・
前

処
理

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

４
班

２
1
:
0
0

外
6
2

・
前

処
理

建
屋

へ
の

水
の

供
給

流
量

及
び

圧
力

の
調

整
建

屋
外

１
班

，
建

屋
外

４
班

４
0
:
3
0

外
7
0

・
可

搬
型

・
中

型
移

送
ポ

ン
プ

運
搬

車
に

よ
る

排
水

用
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
の

運
搬

（
前

処
理

建
屋

）
建

屋
外

７
班

２
0
:
3
0

外
7
1

・
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
試

運
転

（
前

処
理

建
屋

）
建

屋
外

５
班

，
建

屋
外

６
班

建
屋

外
７

班
６

0
:
3
0

A
A

1
4

・
可

搬
型

導
出

先
セ

ル
圧

力
計

設
置

，
可

搬
型

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

入
口

圧
力

計
設

置
，

可
搬

型
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト
フ

ィ
ル

タ
差

圧
計

設
置

建
屋

内
3
4
班

２
1
:
2
0

A
A

1
5
－

２
・

可
搬

型
ダ

ク
ト

，
可

搬
型

フ
ィ

ル
タ

設
置

，
可

搬
型

排
風

機
設

置
放

対
６

班
，

放
対

７
班

放
対

８
班

，
放

対
９

班
６

2
:
3
0

A
A

1
8

・
可

搬
型

導
出

先
セ

ル
圧

力
計

確
認

，
可

搬
型

排
風

機
起

動
放

対
６

班
，

放
対

７
班

放
対

８
班

，
放

対
９

班
６

1
:
0
0

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

・
放

射
線

対
応

班
長

・
放

射
線

対
応

班

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
に

お
い

て
使

用
す

る
計

器
の

設
置

・
計

測
（

前
処

理
建

屋
の

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

の
構

築
の

操
作

）

２
～

５
，

７
，

８
，

1
4
，

1
6

１

作
業

内
容

対
応

手
段

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
に

お
い

て
使

用
す

る
計

器
の

設
置

・
計

測
（

前
処

理
建

屋
の

代
替

セ
ル

排
気

系
に

よ
る

対
応

の
操

作
）

貯
槽

等
へ

の
注

水
に

お
い

て
使

用
す

る
計

器
の

設
置

・
計

測
（

前
処

理
建

屋
）

－

・
実

施
責

任
者

・
建

屋
対

策
班

長

・
現

場
管

理
者

・
要

員
管

理
班

作
業

番
号

－ － － －

経
過

時
間

（
時

：
分

）

4
1
:
0
0

4
2
:
0
0

3
7
:
0
0

・
建

屋
外

対
応

班
長

3
5
:
0
0

3
6
:
0
0

4
3
:
0
0

4
4
:
0
0

4
5
:
0
0

4
6
:
0
0

4
7
:
0
0

3
8
:
0
0

3
9
:
0
0

4
0
:
0
0

2
4
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

－ －

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

・
情

報
管

理
班

・
通

信
班

長

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0
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型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
試

運
転

（
前

処
理

建
屋

）
建

屋
外

５
班

，
建

屋
外

６
班

建
屋

外
７

班
６

0
:
3
0

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

・
放

射
線

対
応

班
長

・
放

射
線

対
応

班

冷
却

コ
イ

ル
等

へ
の

通
水

に
よ

る
冷

却
に

お
い

て
使

用
す

る
計

器
の

設
置

・
計

測
（

前
処

理
建

屋
内

部
ル

ー
プ

１
の

貯
槽

等
）

冷
却

コ
イ

ル
等

へ
の

通
水

に
よ

る
冷

却
に

お
い

て
使

用
す

る
計

器
の

設
置

・
計

測
（

前
処

理
建

屋
内

部
ル

ー
プ

２
の

貯
槽

等
）

２
～

５
，

７
，

８
，

1
4
，

1
6

１

作
業

内
容

対
応

手
段

－

・
実

施
責

任
者

・
建

屋
対

策
班

長

・
現

場
管

理
者

・
要

員
管

理
班

作
業

番
号

－ － － －

・
建

屋
外

対
応

班
長

1
2
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

－ －

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

・
情

報
管

理
班

・
通

信
班

長

経
過

時
間

（
時

：
分

）

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

9
:
0
0

2
0
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

1
7
:
0
0

1
4
:
0
0

9
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

作
業

番
号

経
過

時
間

（
時

：
分

）
要

員
数

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

作
業

班
2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

「
本

頁
の

経
過

時
間

内
に

お
け

る
作

業
は

無
し

」
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図

 
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

に
必

要
な

計
装

設
備

の

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
（

前
処

理
建

屋
）

（
７

／
７

）

－
１

－

－
５

－

－
５

－

－
３

－

－
３

－

－
１

1
:
1
5

－
１

－

放
１

－

放
８

－

A
A
コ

１
１

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

等
運

搬
（

前
処

理
建

屋
内

部
ル

ー
プ

１
）

建
屋

内
1
7
班

２
0
:
5
0

A
A
コ

１
２

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
準

備
（

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
敷

設
，

可
搬

型
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

計
設

置
）

（
前

処
理

建
屋

内
部

ル
ー

プ
１

）
建

屋
内

2
0
班

，
建

屋
内

2
1
班

４
1
:
3
0

A
A
コ

１
３

・
冷

却
コ

イ
ル

等
の

健
全

性
確

認
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
，

冷
却

コ
イ

ル
圧

力
確

認
）

（
前

処
理

建
屋

内
部

ル
ー

プ
１

）
建

屋
内

2
2
班

，
建

屋
内

2
3
班

建
屋

内
2
4
班

６
1
:
1
0

A
A
コ

１
４

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
実

施
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
）

（
前

処
理

建
屋

内
部

ル
ー

プ
１

）
建

屋
内

2
0
班

，
建

屋
内

2
1
班

４
0
:
1
5

外
5
5

・
前

処
理

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

４
班

２
0
:
3
0

外
5
6

・
前

処
理

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

４
班

２
1
:
0
0

外
6
2

・
前

処
理

建
屋

へ
の

水
の

供
給

流
量

及
び

圧
力

の
調

整
建

屋
外

１
班

，
建

屋
外

４
班

４
0
:
3
0

外
7
0

・
可

搬
型

・
中

型
移

送
ポ

ン
プ

運
搬

車
に

よ
る

排
水

用
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
の

運
搬

（
前

処
理

建
屋

）
建

屋
外

７
班

２
0
:
3
0

外
7
1

・
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
試

運
転

（
前

処
理

建
屋

）
建

屋
外

５
班

，
建

屋
外

６
班

建
屋

外
７

班
６

0
:
3
0

A
A
コ

２
１

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

等
運

搬
（

前
処

理
建

屋
内

部
ル

ー
プ

２
）

建
屋

内
2
0
班

２
1
:
2
0

A
A
コ

２
２

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
準

備
（

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
敷

設
，

可
搬

型
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

計
設

置
）

（
前

処
理

建
屋

内
部

ル
ー

プ
２

）
建

屋
内

2
2
班

，
建

屋
内

2
3
班

建
屋

内
2
4
班

，
建

屋
内

2
5
班

８
1
:
2
0

A
A
コ

２
３

・
冷

却
コ

イ
ル

等
の

健
全

性
確

認
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
，

冷
却

コ
イ

ル
圧

力
確

認
）

（
前

処
理

建
屋

内
部

ル
ー

プ
２

）
建

屋
内

1
3
班

，
建

屋
内

1
4
班

建
屋

内
1
5
班

，
建

屋
内

1
6
班

８
1
:
3
0

A
A
コ

２
４

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
実

施
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
）

（
前

処
理

建
屋

内
部

ル
ー

プ
２

）
建

屋
内

2
5
班

２
0
:
3
0

外
5
5

・
前

処
理

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

４
班

２
0
:
3
0

外
5
6

・
前

処
理

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

４
班

２
1
:
0
0

外
6
2

・
前

処
理

建
屋

へ
の

水
の

供
給

流
量

及
び

圧
力

の
調

整
建

屋
外

１
班

，
建

屋
外

４
班

４
0
:
3
0

外
7
0

・
可

搬
型

・
中

型
移

送
ポ

ン
プ

運
搬

車
に

よ
る

排
水

用
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
の

運
搬

（
前

処
理

建
屋

）
建

屋
外

７
班

２
0
:
3
0

外
7
1

・
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
試

運
転

（
前

処
理

建
屋

）
建

屋
外

５
班

，
建

屋
外

６
班

建
屋

外
７

班
６

0
:
3
0

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

・
放

射
線

対
応

班
長

・
放

射
線

対
応

班

冷
却

コ
イ

ル
等

へ
の

通
水

に
よ

る
冷

却
に

お
い

て
使

用
す

る
計

器
の

設
置

・
計

測
（

前
処

理
建

屋
内

部
ル

ー
プ

１
の

貯
槽

等
）

冷
却

コ
イ

ル
等

へ
の

通
水

に
よ

る
冷

却
に

お
い

て
使

用
す

る
計

器
の

設
置

・
計

測
（

前
処

理
建

屋
内

部
ル

ー
プ

２
の

貯
槽

等
）

２
～

５
，

７
，

８
，

1
4
，

1
6

１

作
業

内
容

対
応

手
段

－

・
実

施
責

任
者

・
建

屋
対

策
班

長

・
現

場
管

理
者

・
要

員
管

理
班

作
業

番
号

－ － － －

経
過

時
間

（
時

：
分

）

4
1
:
0
0

4
2
:
0
0

3
7
:
0
0

・
建

屋
外

対
応

班
長

3
5
:
0
0

3
6
:
0
0

4
3
:
0
0

4
4
:
0
0

4
5
:
0
0

4
6
:
0
0

4
7
:
0
0

3
8
:
0
0

3
9
:
0
0

4
0
:
0
0

2
4
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

－ －

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

・
情

報
管

理
班

・
通

信
班

長

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

3
0
:
0
0

3
9
:
0
0

4
0
:
0
0

4
1
:
0
0

4
6
:
0
0

4
7
:
0
0

3
1
:
0
0

4
2
:
0
0

4
3
:
0
0

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

3
6
:
0
0

3
7
:
0
0

3
8
:
0
0

2
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

経
過

時
間

（
時

：
分

）

4
4
:
0
0

4
5
:
0
0

作
業

番
号

要
員

数
所

要
時

間
※

（
時

：
分

）
作

業
班
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冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

に
必

要
な

計
装

設
備

の
 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
（

分
離

建
屋

）
（

１
／

1
4
）

 

－
１

－

－
５

－

－
５

－

－
３

－

－
３

－

－
１

1
:
1
5

－
１

－

放
１

－

放
８

－

A
B

2
7

・
可

搬
型

貯
槽

温
度

計
設

置
及

び
貯

槽
等

温
度

計
測

建
屋

内
４

班
２

1
:
4
5

A
B

2
8

・
内

部
ル

ー
プ

へ
の

通
水

準
備

（
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
 
接

続
）

建
屋

内
８

班
，

建
屋

内
９

班
４

0
:
4
5

A
B

3
0

・
内

部
ル

ー
プ

へ
の

通
水

実
施

（
弁

操
作

，
漏

え
い

確
認

，
内

部
ル

ー
プ

健
全

性
確

認
，

内
部

ル
ー

プ
通

水
流

量
確

認
）

建
屋

内
５

班
，

建
屋

内
６

班
４

0
:
3
5

A
B

3
1

・
貯

槽
等

温
度

計
測

建
屋

内
３

班
２

0
:
3
0

A
B

受
皿

・
可

搬
型

漏
え

い
液

受
皿

液
位

計
設

置
（

漏
え

い
液

受
皿

液
位

測
定

）
建

屋
内

３
班

，
建

屋
内

４
班

４
1
:
0
0

外
８

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

２
班

２
0
:
3
0

外
９

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

２
班

２
3
:
3
0

外
2
2

・
分

離
建

屋
へ

の
水

の
供

給
流

量
及

び
圧

力
の

調
整

（
必

要
に

応
じ

精
製

建
屋

側
も

調
整

）
建

屋
外

１
班

，
建

屋
外

３
班

４
0
:
3
5

外
6
4

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
運

搬
車

に
よ

る
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
（

分
離

建
屋

，
精

製
建

屋
及

び
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
）

建
屋

外
５

班
２

0
:
3
0

外
6
5

・
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
試

運
転

（
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

）
建

屋
外

５
班

，
建

屋
外

６
班

建
屋

外
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ー
ス

敷
設

，
接

続
，

弁
操

作
（

分
離

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
２

，
３

）
建

屋
内

3
6
班

，
建

屋
内

3
8
班

４
1
:
1
0

A
B
凝

１
２

・
漏

え
い

確
認

（
分

離
建

屋
内

部
ル

ー
プ

 
２

，
３

）
建

屋
内

3
9
班

，
建

屋
内

4
0
班

４
0
:
5
0

A
B
凝

１
３

・
凝

縮
器

へ
の

通
水

実
施

（
分

離
建

屋
内

部
ル

ー
プ

 
２

，
３

）
建

屋
内

3
6
班

，
建

屋
内

3
8
班

４
0
:
2
0

A
B

1
8

・
隔

離
弁

の
操

作
，

可
搬

型
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト
流

量
計

設
置

，
可

搬
型

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ィ

ル
タ

差
圧

計
設

置
建

屋
内

４
班

２
0
:
5
0

外
８

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

２
班

２
0
:
3
0

外
９

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

２
班

２
3
:
3
0

外
2
2

・
分

離
建

屋
へ

の
水

の
供

給
流

量
及

び
圧

力
の

調
整

（
必

要
に

応
じ

精
製

建
屋

側
も

調
整

）
建

屋
外

１
班

，
建

屋
外

３
班

４
0
:
3
5

外
6
4

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
運

搬
車

に
よ

る
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
（

分
離

建
屋

，
精

製
建

屋
及

び
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
）

建
屋

外
５

班
２

0
:
3
0

外
6
5

・
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
試

運
転

（
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

）
建

屋
外

５
班

，
建

屋
外

６
班

建
屋

外
７

班
６

0
:
3
0

A
B

2
1

・
可

搬
型

導
出

先
セ

ル
圧

力
計

設
置

建
屋

内
1
0
班

２
0
:
2
0

A
B

2
3

・
可

搬
型

排
風

機
，

可
搬

型
フ

ィ
ル

タ
設

置
建

屋
内

７
班

２
1
:
0
5

A
B

2
6

・
放

射
性

配
管

分
岐

第
１

セ
ル

圧
力

確
認

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

セ
ル

圧
力

確
認

，
 
可

搬
型

排
風

機
起

動
建

屋
内

４
班

２
1
:
0
0

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
に

お
い

て
使

用
す

る
計

器
の

設
置

・
計

測
（

分
離

建
屋

内
部

ル
ー

プ
２

，
３

の
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
の

構
築

の
操

作
）

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
に

お
い

て
使

用
す

る
計

器
の

設
置

・
計

測
（

分
離

建
屋

の
代

替
セ

ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
の

操
作

）

4
2
:
0
0

4
3
:
0
0

4
4
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

4
5
:
0
0

4
6
:
0
0

4
7
:
0
0

3
6
:
0
0

3
7
:
0
0

3
8
:
0
0

3
9
:
0
0

4
0
:
0
0

4
1
:
0
0

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

対
応

手
段

作
業

番
号

作
業

内
容

作
業

班
要

員
数

経
過

時
間

（
時

：
分

）

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

－
・

建
屋

外
対

応
班

長

１
・

放
射

線
対

応
班

長

２
～

５
，

７
，

８
，

1
4
，

1
6

・
放

射
線

対
応

班

－
・

要
員

管
理

班

－
・

情
報

管
理

班

－
・

通
信

班
長

－
・

実
施

責
任

者

－
・

建
屋

対
策

班
長

－
・

現
場

管
理

者

4
2
:
0
0

4
3
:
0
0

4
4
:
0
0

4
5
:
0
0

4
6
:
0
0

4
7
:
0
0

3
6
:
0
0

3
7
:
0
0

3
8
:
0
0

3
9
:
0
0

4
0
:
0
0

4
1
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

作
業

番
号

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

経
過

時
間

（
時

：
分

）

「
本

頁
の

経
過

時
間

内
に

お
け

る
作

業
は

無
し

」
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.
1
0
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図

 
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

に
必

要
な

計
装

設
備

の
 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
（

分
離

建
屋

）
（

９
／

1
4
）

 

－
１

－

－
５

－

－
５

－

－
３

－

－
３

－

－
１

1
:
1
5

－
１

－

放
１

－

放
８

－

A
B
凝

１
１

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
，

弁
操

作
（

分
離

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
２

，
３

）
建

屋
内

3
6
班

，
建

屋
内

3
8
班

４
1
:
1
0

A
B
凝

１
２

・
漏

え
い

確
認

（
分

離
建

屋
内

部
ル

ー
プ

 
２

，
３

）
建

屋
内

3
9
班

，
建

屋
内

4
0
班

４
0
:
5
0

A
B
凝

１
３

・
凝

縮
器

へ
の

通
水

実
施

（
分

離
建

屋
内

部
ル

ー
プ

 
２

，
３

）
建

屋
内

3
6
班

，
建

屋
内

3
8
班

４
0
:
2
0

A
B

1
8

・
隔

離
弁

の
操

作
，

可
搬

型
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト
流

量
計

設
置

，
可

搬
型

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ィ

ル
タ

差
圧

計
設

置
建

屋
内

４
班

２
0
:
5
0

外
８

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

２
班

２
0
:
3
0

外
９

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

２
班

２
3
:
3
0

外
2
2

・
分

離
建

屋
へ

の
水

の
供

給
流

量
及

び
圧

力
の

調
整

（
必

要
に

応
じ

精
製

建
屋

側
も

調
整

）
建

屋
外

１
班

，
建

屋
外

３
班

４
0
:
3
5

外
6
4

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
運

搬
車

に
よ

る
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
（

分
離

建
屋

，
精

製
建

屋
及

び
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
）

建
屋

外
５

班
２

0
:
3
0

外
6
5

・
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
試

運
転

（
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

）
建

屋
外

５
班

，
建

屋
外

６
班

建
屋

外
７

班
６

0
:
3
0

A
B

2
1

・
可

搬
型

導
出

先
セ

ル
圧

力
計

設
置

建
屋

内
1
0
班

２
0
:
2
0

A
B

2
3

・
可

搬
型

排
風

機
，

可
搬

型
フ

ィ
ル

タ
設

置
建

屋
内

７
班

２
1
:
0
5

A
B

2
6

・
放

射
性

配
管

分
岐

第
１

セ
ル

圧
力

確
認

，
塔

槽
類

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

セ
ル

圧
力

確
認

，
 
可

搬
型

排
風

機
起

動
建

屋
内

４
班

２
1
:
0
0

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
に

お
い

て
使

用
す

る
計

器
の

設
置

・
計

測
（

分
離

建
屋

内
部

ル
ー

プ
２

，
３

の
セ

ル
へ

の
導

出
経

路
の

構
築

の
操

作
）

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
に

お
い

て
使

用
す

る
計

器
の

設
置

・
計

測
（

分
離

建
屋

の
代

替
セ

ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
の

操
作

）

6
6
:
0
0

6
7
:
0
0

5
4
:
0
0

5
5
:
0
0

5
6
:
0
0

5
7
:
0
0

5
8
:
0
0

5
9
:
0
0

4
8
:
0
0

4
9
:
0
0

5
0
:
0
0

5
1
:
0
0

5
2
:
0
0

5
3
:
0
0

6
8
:
0
0

6
9
:
0
0

5
1
9
:
0
0

5
2
0
:
0
0

6
0
:
0
0

6
1
:
0
0

6
2
:
0
0

6
3
:
0
0

6
4
:
0
0

6
5
:
0
0

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

経
過

時
間

（
時

：
分

）
対

応
手

段
作

業
番

号
作

業
内

容
作

業
班

要
員

数

－
・

建
屋

外
対

応
班

長

１
・

放
射

線
対

応
班

長

２
～

５
，

７
，

８
，

1
4
，

1
6

・
放

射
線

対
応

班

－
・

要
員

管
理

班

－
・

情
報

管
理

班

－
・

通
信

班
長

－
・

実
施

責
任

者

－
・

建
屋

対
策

班
長

－
・

現
場

管
理

者

6
6
:
0
0

6
7
:
0
0

6
8
:
0
0

5
4
:
0
0

5
5
:
0
0

5
6
:
0
0

5
7
:
0
0

5
8
:
0
0

5
9
:
0
0

4
8
:
0
0

4
9
:
0
0

5
0
:
0
0

5
1
:
0
0

5
2
:
0
0

5
3
:
0
0

6
9
:
0
0

5
1
9
:
0
0

5
2
0
:
0
0

6
0
:
0
0

6
1
:
0
0

6
2
:
0
0

6
3
:
0
0

6
4
:
0
0

6
5
:
0
0

作
業

番
号

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

経
過

時
間

（
時

：
分

）
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第

1
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1
0
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図

 
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

に
必

要
な

計
装

設
備

の
 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
（

分
離

建
屋

）
（

1
0
／

1
4
）

 

－
１

－

－
５

－

－
５

－

－
３

－

－
３

－

－
１

1
:
1
5

－
１

－

放
１

－

放
８

－

A
B
コ

１
１

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
準

備
（

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
敷

設
，

可
搬

型
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

計
設

置
）

（
分

離
建

屋
内

部
ル

ー
プ

１
）

建
屋

内
3
8
班

，
建

屋
内

3
9
班

建
屋

内
4
0
班

６
0
:
5
0

A
B
コ

１
２

・
冷

却
コ

イ
ル

等
の

健
全

性
確

認
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
，

冷
却

コ
イ

ル
圧

力
確

認
）

（
分

離
建

屋
内

部
ル

ー
プ

１
）

建
屋

内
３

班
，

建
屋

内
６

班
４

0
:
3
5

A
B
コ

１
３

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
実

施
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
）

（
分

離
建

屋
内

部
ル

ー
プ

１
）

建
屋

内
３

班
，

建
屋

内
６

班
４

0
:
2
0

外
８

・
分

離
建
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て
使

用
す

る
計

器
の

設
置

・
計

測
（

分
離

建
屋

内
部

ル
ー

プ
１

の
貯

槽
等

）

冷
却

コ
イ

ル
等

へ
の

通
水

に
よ

る
冷

却
に

お
い

て
使

用
す

る
計

器
の

設
置

・
計

測
（

分
離

建
屋

内
部

ル
ー

プ
２

の
貯

槽
等

）

4
2
:
0
0

4
3
:
0
0

4
4
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

4
5
:
0
0

4
6
:
0
0

4
7
:
0
0

3
6
:
0
0

3
7
:
0
0

3
8
:
0
0

3
9
:
0
0

4
0
:
0
0

4
1
:
0
0

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

対
応

手
段

作
業

番
号

作
業

内
容

作
業

班
要

員
数

経
過

時
間

（
時

：
分

）

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

－
・

建
屋

外
対

応
班

長

１
・

放
射

線
対

応
班

長

２
～

５
，

７
，

８
，

1
4
，

1
6

・
放

射
線

対
応

班

－
・

要
員

管
理

班

－
・

情
報

管
理

班

－
・

通
信

班
長

－
・

実
施

責
任

者

－
・

建
屋

対
策

班
長

－
・

現
場

管
理

者

4
2
:
0
0

4
3
:
0
0

4
4
:
0
0

4
5
:
0
0

4
6
:
0
0

4
7
:
0
0

3
6
:
0
0

3
7
:
0
0

3
8
:
0
0

3
9
:
0
0

4
0
:
0
0

4
1
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

作
業

番
号

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

経
過

時
間

（
時

：
分

）
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第
1
.
1
0
－

５
図

 
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

に
必

要
な

計
装

設
備

の

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
（

分
離

建
屋

）
（

1
2
／

1
4
）

－
１

－

－
５

－

－
５

－

－
３

－

－
３

－

－
１

1
:
1
5

－
１

－

放
１

－

放
８

－

A
B
コ

３
１

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

等
運

搬
（

分
離

建
屋

内
部

ル
ー

プ
３

）
建

屋
内

８
班

，
建

屋
内

９
班

建
屋

内
1
0
班

６
0
:
4
0

A
B
コ

３
２

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
準

備
（

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
敷

設
，

可
搬

型
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

計
設

置
）

（
分

離
建

屋
内

部
ル

ー
プ

３
）

建
屋

内
３

班
，

建
屋

内
６

班
建

屋
内

７
班

，
建

屋
内

８
班

建
屋

内
９

班
，

建
屋

内
1
0
班

1
2

9
:
1
0

A
B
コ

３
３

・
冷

却
コ

イ
ル

等
の

健
全

性
確

認
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
，

冷
却

コ
イ

ル
圧

力
確

認
）

（
分

離
建

屋
内

部
ル

ー
プ

３
）

建
屋

内
６

班
，

建
屋

内
７

班
建

屋
内

８
班

，
建

屋
内

９
班

８
6
:
2
5

A
B
コ

３
４

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
実

施
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
）

（
分

離
建

屋
内

部
ル

ー
プ

３
）

建
屋

内
６

班
，

建
屋

内
７

班
建

屋
内

８
班

，
建

屋
内

９
班

８
3
:
4
0

外
８

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

２
班

２
0
:
3
0

外
９

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

２
班

２
3
:
3
0

外
2
2

・
分

離
建

屋
へ

の
水

の
供

給
流

量
及

び
圧

力
の

調
整

（
必

要
に

応
じ

精
製

建
屋

側
も

調
整

）
建

屋
外

１
班

，
建

屋
外

３
班

４
0
:
3
5

外
6
4

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
運

搬
車

に
よ

る
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
（

分
離

建
屋

，
精

製
建

屋
及

び
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
）

建
屋

外
５

班
２

0
:
3
0

外
6
5

・
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
試

運
転

（
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

）
建

屋
外

５
班

，
建

屋
外

６
班

建
屋

外
７

班
６

0
:
3
0

A
B
機

１
１

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
（

分
離

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
２

，
３

）
建

屋
内

3
3
班

，
建

屋
内

3
4
班

４
9
:
4
5

A
B
機

１
２

・
漏

え
い

確
認

（
分

離
建

屋
内

部
ル

ー
プ

 
２

，
３

）
建

屋
内

3
3
班

，
建

屋
内

3
4
班

４
1
:
2
0

A
B
機

１
３

・
可

搬
型

貯
槽

液
位

計
設

置
及

び
貯

槽
液

位
測

定
（

分
離

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
２

，
３

）
建

屋
内

７
班

２
1
:
0
0

A
B
機

１
４

・
貯

槽
等

へ
の

注
水

実
施

（
分

離
建

屋
内

部
ル

ー
プ

 
２

，
３

）
建

屋
内

７
班

２
0
:
1
5

外
８

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

２
班

２
0
:
3
0

外
９

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

２
班

２
3
:
3
0

外
2
2

・
分

離
建

屋
へ

の
水

の
供

給
流

量
及

び
圧

力
の

調
整

（
必

要
に

応
じ

精
製

建
屋

側
も

調
整

）
建

屋
外

１
班

，
建

屋
外

３
班

４
0
:
3
5

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

貯
槽

等
へ

の
注

水
に

お
い

て
使

用
す

る
計

器
の

設
置

・
計

測
（

分
離

建
屋

内
部

ル
ー

プ
２

，
３

の
貯

槽
等

）

冷
却

コ
イ

ル
等

へ
の

通
水

に
よ

る
冷

却
に

お
い

て
使

用
す

る
計

器
の

設
置

・
計

測
（

分
離

建
屋

内
部

ル
ー

プ
３

の
貯

槽
等

）

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

経
過

時
間

（
時

：
分

）

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

対
応

手
段

作
業

番
号

作
業

内
容

作
業

班
要

員
数

1
1
:
0
0

－
・

建
屋

外
対

応
班

長

１
・

放
射

線
対

応
班

長

２
～

５
，

７
，

８
，

1
4
，

1
6

・
放

射
線

対
応

班

－
・

要
員

管
理

班

－
・

情
報

管
理

班

－
・

通
信

班
長

－
・

実
施

責
任

者

－
・

建
屋

対
策

班
長

－
・

現
場

管
理

者

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

作
業

番
号

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

経
過

時
間

（
時

：
分

）

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

1
8
:
0
0
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第

1
.
1
0
－

５
図

 
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

に
必

要
な

計
装

設
備

の
 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
（

分
離

建
屋

）
（

1
3
／

1
4
）

 

－
１

－

－
５

－

－
５

－

－
３

－

－
３

－

－
１

1
:
1
5

－
１

－

放
１

－

放
８

－

A
B
コ

３
１

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

等
運

搬
（

分
離

建
屋

内
部

ル
ー

プ
３

）
建

屋
内

８
班

，
建

屋
内

９
班

建
屋

内
1
0
班

６
0
:
4
0

A
B
コ

３
２

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
準

備
（

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
敷

設
，

可
搬

型
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

計
設

置
）

（
分

離
建

屋
内

部
ル

ー
プ

３
）

建
屋

内
３

班
，

建
屋

内
６

班
建

屋
内

７
班

，
建

屋
内

８
班

建
屋

内
９

班
，

建
屋

内
1
0
班

1
2

9
:
1
0

A
B
コ

３
３

・
冷

却
コ

イ
ル

等
の

健
全

性
確

認
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
，

冷
却

コ
イ

ル
圧

力
確

認
）

（
分

離
建

屋
内

部
ル

ー
プ

３
）

建
屋

内
６

班
，

建
屋

内
７

班
建

屋
内

８
班

，
建

屋
内

９
班

８
6
:
2
5

A
B
コ

３
４

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
実

施
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
）

（
分

離
建

屋
内

部
ル

ー
プ

３
）

建
屋

内
６

班
，

建
屋

内
７

班
建

屋
内

８
班

，
建

屋
内

９
班

８
3
:
4
0

外
８

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

２
班

２
0
:
3
0

外
９

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

２
班

２
3
:
3
0

外
2
2

・
分

離
建

屋
へ

の
水

の
供

給
流

量
及

び
圧

力
の

調
整

（
必

要
に

応
じ

精
製

建
屋

側
も

調
整

）
建

屋
外

１
班

，
建

屋
外

３
班

４
0
:
3
5

外
6
4

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
運

搬
車

に
よ

る
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
（

分
離

建
屋

，
精

製
建

屋
及

び
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
）

建
屋

外
５

班
２

0
:
3
0

外
6
5

・
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
試

運
転

（
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

）
建

屋
外

５
班

，
建

屋
外

６
班

建
屋

外
７

班
６

0
:
3
0

A
B
機

１
１

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
（

分
離

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
２

，
３

）
建

屋
内

3
3
班

，
建

屋
内

3
4
班

４
9
:
4
5

A
B
機

１
２

・
漏

え
い

確
認

（
分

離
建

屋
内

部
ル

ー
プ

 
２

，
３

）
建

屋
内

3
3
班

，
建

屋
内

3
4
班

４
1
:
2
0

A
B
機

１
３

・
可

搬
型

貯
槽

液
位

計
設

置
及

び
貯

槽
液

位
測

定
（

分
離

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
２

，
３

）
建

屋
内

７
班

２
1
:
0
0

A
B
機

１
４

・
貯

槽
等

へ
の

注
水

実
施

（
分

離
建

屋
内

部
ル

ー
プ

 
２

，
３

）
建

屋
内

７
班

２
0
:
1
5

外
８

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

２
班

２
0
:
3
0

外
９

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

２
班

２
3
:
3
0

外
2
2

・
分

離
建

屋
へ

の
水

の
供

給
流

量
及

び
圧

力
の

調
整

（
必

要
に

応
じ

精
製

建
屋

側
も

調
整

）
建

屋
外

１
班

，
建

屋
外

３
班

４
0
:
3
5

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

貯
槽

等
へ

の
注

水
に

お
い

て
使

用
す

る
計

器
の

設
置

・
計

測
（

分
離

建
屋

内
部

ル
ー

プ
２

，
３

の
貯

槽
等

）

冷
却

コ
イ

ル
等

へ
の

通
水

に
よ

る
冷

却
に

お
い

て
使

用
す

る
計

器
の

設
置

・
計

測
（

分
離

建
屋

内
部

ル
ー

プ
３

の
貯

槽
等

）

4
2
:
0
0

4
3
:
0
0

4
4
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

4
5
:
0
0

4
6
:
0
0

4
7
:
0
0

3
6
:
0
0

3
7
:
0
0

3
8
:
0
0

3
9
:
0
0

4
0
:
0
0

4
1
:
0
0

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

対
応

手
段

作
業

番
号

作
業

内
容

作
業

班
要

員
数

経
過

時
間

（
時

：
分

）

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

－
・

建
屋

外
対

応
班

長

１
・

放
射

線
対

応
班

長

２
～

５
，

７
，

８
，

1
4
，

1
6

・
放

射
線

対
応

班

－
・

要
員

管
理

班

－
・

情
報

管
理

班

－
・

通
信

班
長

－
・

実
施

責
任

者

－
・

建
屋

対
策

班
長

－
・

現
場

管
理

者

4
2
:
0
0

4
3
:
0
0

4
4
:
0
0

4
5
:
0
0

4
6
:
0
0

4
7
:
0
0

3
6
:
0
0

3
7
:
0
0

3
8
:
0
0

3
9
:
0
0

4
0
:
0
0

4
1
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

作
業

番
号

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

経
過

時
間

（
時

：
分

）
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1
.
1
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５
図

 
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

に
必

要
な

計
装

設
備

の

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
（

分
離

建
屋

）
（

1
4
／

1
4
）

－
１

－

－
５

－

－
５

－

－
３

－

－
３

－

－
１

1
:
1
5

－
１

－

放
１

－

放
８

－

A
B
コ

３
１

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

等
運

搬
（

分
離

建
屋

内
部

ル
ー

プ
３

）
建

屋
内

８
班

，
建

屋
内

９
班

建
屋

内
1
0
班

６
0
:
4
0

A
B
コ

３
２

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
準

備
（

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
敷

設
，

可
搬

型
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

計
設

置
）

（
分

離
建

屋
内

部
ル

ー
プ

３
）

建
屋

内
３

班
，

建
屋

内
６

班
建

屋
内

７
班

，
建

屋
内

８
班

建
屋

内
９

班
，

建
屋

内
1
0
班

1
2

9
:
1
0

A
B
コ

３
３

・
冷

却
コ

イ
ル

等
の

健
全

性
確

認
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
，

冷
却

コ
イ

ル
圧

力
確

認
）

（
分

離
建

屋
内

部
ル

ー
プ

３
）

建
屋

内
６

班
，

建
屋

内
７

班
建

屋
内

８
班

，
建

屋
内

９
班

８
6
:
2
5

A
B
コ

３
４

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
実

施
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
）

（
分

離
建

屋
内

部
ル

ー
プ

３
）

建
屋

内
６

班
，

建
屋

内
７

班
建

屋
内

８
班

，
建

屋
内

９
班

８
3
:
4
0

外
８

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

２
班

２
0
:
3
0

外
９

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

２
班

２
3
:
3
0

外
2
2

・
分

離
建

屋
へ

の
水

の
供

給
流

量
及

び
圧

力
の

調
整

（
必

要
に

応
じ

精
製

建
屋

側
も

調
整

）
建

屋
外

１
班

，
建

屋
外

３
班

４
0
:
3
5

外
6
4

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
運

搬
車

に
よ

る
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
（

分
離

建
屋

，
精

製
建

屋
及

び
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
）

建
屋

外
５

班
２

0
:
3
0

外
6
5

・
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
試

運
転

（
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

）
建

屋
外

５
班

，
建

屋
外

６
班

建
屋

外
７

班
６

0
:
3
0

A
B
機

１
１

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
（

分
離

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
２

，
３

）
建

屋
内

3
3
班

，
建

屋
内

3
4
班

４
9
:
4
5

A
B
機

１
２

・
漏

え
い

確
認

（
分

離
建

屋
内

部
ル

ー
プ

 
２

，
３

）
建

屋
内

3
3
班

，
建

屋
内

3
4
班

４
1
:
2
0

A
B
機

１
３

・
可

搬
型

貯
槽

液
位

計
設

置
及

び
貯

槽
液

位
測

定
（

分
離

建
屋

内
部

ル
ー

プ
 
２

，
３

）
建

屋
内

７
班

２
1
:
0
0

A
B
機

１
４

・
貯

槽
等

へ
の

注
水

実
施

（
分

離
建

屋
内

部
ル

ー
プ

 
２

，
３

）
建

屋
内

７
班

２
0
:
1
5

外
８

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

２
班

２
0
:
3
0

外
９

・
分

離
建

屋
，

精
製

建
屋

及
び

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

２
班

２
3
:
3
0

外
2
2

・
分

離
建

屋
へ

の
水

の
供

給
流

量
及

び
圧

力
の

調
整

（
必

要
に

応
じ

精
製

建
屋

側
も

調
整

）
建

屋
外

１
班

，
建

屋
外

３
班

４
0
:
3
5

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

貯
槽

等
へ

の
注

水
に

お
い

て
使

用
す

る
計

器
の

設
置

・
計

測
（

分
離

建
屋

内
部

ル
ー

プ
２

，
３

の
貯

槽
等

）

冷
却

コ
イ

ル
等

へ
の

通
水

に
よ

る
冷

却
に

お
い

て
使

用
す

る
計

器
の

設
置

・
計

測
（

分
離

建
屋

内
部

ル
ー

プ
３

の
貯

槽
等

）

6
6
:
0
0

6
7
:
0
0

5
4
:
0
0

5
5
:
0
0

5
6
:
0
0

5
7
:
0
0

5
8
:
0
0

5
9
:
0
0

4
8
:
0
0

4
9
:
0
0

5
0
:
0
0

5
1
:
0
0

5
2
:
0
0

5
3
:
0
0

6
8
:
0
0

6
9
:
0
0

5
1
9
:
0
0

5
2
0
:
0
0

6
0
:
0
0

6
1
:
0
0

6
2
:
0
0

6
3
:
0
0

6
4
:
0
0

6
5
:
0
0

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

経
過

時
間

（
時

：
分

）
対

応
手

段
作

業
番

号
作

業
内

容
作

業
班

要
員

数

－
・

建
屋

外
対

応
班

長

１
・

放
射

線
対

応
班

長

２
～

５
，

７
，

８
，

1
4
，

1
6

・
放

射
線

対
応

班

－
・

要
員

管
理

班

－
・

情
報

管
理

班

－
・

通
信

班
長

－
・

実
施

責
任

者

－
・

建
屋

対
策

班
長

－
・

現
場

管
理

者

6
6
:
0
0

6
7
:
0
0

6
8
:
0
0

5
4
:
0
0

5
5
:
0
0

5
6
:
0
0

5
7
:
0
0

5
8
:
0
0

5
9
:
0
0

4
8
:
0
0

4
9
:
0
0

5
0
:
0
0

5
1
:
0
0

5
2
:
0
0

5
3
:
0
0

6
9
:
0
0

5
1
9
:
0
0

5
2
0
:
0
0

6
0
:
0
0

6
1
:
0
0

6
2
:
0
0

6
3
:
0
0

6
4
:
0
0

6
5
:
0
0

作
業

番
号

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

経
過

時
間

（
時

：
分

）
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図

 
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

に
必

要
な

計
装

設
備

の
 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
（

精
製

建
屋

）
（

１
／

７
）

 

－
１

－

－
５

－

－
５

－

－
３

－

－
３

－

－
１

1
:
1
5

－
１

－

放
１

－

放
８

－

A
C

2
0

・
膨

張
槽

液
位

確
認

建
屋

内
2
3
班

２
1
:
0
0

A
C

2
1

・
可

搬
型

貯
槽

温
度

計
設

置
及

び
貯

槽
等

温
度

計
測

建
屋

内
1
4
班

，
建

屋
内

1
5
班

４
1
:
3
0

A
C

2
2

・
内

部
ル

ー
プ

へ
の

通
水

準
備

（
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
，

弁
隔

離
）

建
屋

内
1
4
班

，
建

屋
内

1
5
班

４
0
:
5
0

A
C

2
3

・
内

部
ル

ー
プ

へ
の

通
水

実
施

（
弁

操
作

，
漏

え
い

確
認

，
内

部
ル

ー
プ

通
水

流
量

確
認

）
建

屋
内

1
4
班

２
0
:
3
0

A
C

2
4

・
貯

槽
等

温
度

計
測

建
屋

内
1
5
班

２
0
:
3
0

A
C

受
皿

・
可

搬
型

漏
え

い
液

受
皿

液
位

計
設

置
（

漏
え

い
液

受
皿

液
位

測
定

）
建

屋
内

1
6
班

，
建

屋
内

1
7
班

建
屋

内
1
8
班

６
1
:
2
0
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0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

対
応

手
段

作
業

番
号

作
業

内
容

作
業

班
要

員
数

貯
槽

等
へ

の
注

水
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
）

－
・

建
屋

外
対

応
班

長

１
・

放
射

線
対

応
班

長

２
～

５
，

７
，

８
，

1
4
，

1
6

・
放

射
線

対
応

班

－
・

要
員

管
理

班

－
・

情
報

管
理

班

－
・

通
信

班
長

－
・

実
施

責
任

者

－
・

建
屋

対
策

班
長

－
・

現
場

管
理

者

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

2
3
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

作
業

番
号

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

経
過

時
間

（
時

：
分

）

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0
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－
１

－

－
５

－

－
５

－

－
３

－

－
３

－

－
１

1
:
1
5

－
１

－

放
１

－

放
８

－

K
A

2
2

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
建

屋
内

3
4
班

，
建

屋
内

3
5
班

建
屋

内
3
6
班

６
1
:
2
0

K
A

2
4

・
可

搬
型

貯
槽

液
位

計
設

置
及

び
貯

槽
液

位
計

測
建

屋
内

3
1
班

，
建

屋
内

3
2
班

建
屋

内
3
3
班

６
4
:
1
5

K
A

2
3

・
貯

槽
等

へ
の

注
水

実
施

，
漏

え
い

確
認

建
屋

内
2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

建
屋

内
3
0
班

６
0
:
3
0

外
2
8

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

３
班

２
1
:
0
0

外
2
9

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

３
班

２
1
:
3
0

外
3
5

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

へ
の

水
の

供
給

流
量

及
び

圧
力

の
調

整
建

屋
外

１
班

，
建

屋
外

３
班

４
0
:
3
0

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

4
2
:
0
0

4
3
:
0
0

4
4
:
0
0

4
5
:
0
0

4
6
:
0
0

4
7
:
0
0

3
6
:
0
0

3
7
:
0
0

3
8
:
0
0

3
9
:
0
0

4
0
:
0
0

4
1
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

経
過

時
間

（
時

：
分

）
対

応
手

段
作

業
番

号
作

業
内

容
作

業
班

要
員

数

貯
槽

等
へ

の
注

水
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
）

－
・

建
屋

外
対

応
班

長

１
・

放
射

線
対

応
班

長

２
～

５
，

７
，

８
，

1
4
，

1
6

・
放

射
線

対
応

班

－
・

要
員

管
理

班

－
・

情
報

管
理

班

－
・

通
信

班
長

－
・

実
施

責
任

者

－
・

建
屋

対
策

班
長

－
・

現
場

管
理

者

3
4
:
0
0

4
7
:
0
0

4
1
:
0
0

4
2
:
0
0

4
3
:
0
0

4
4
:
0
0

4
5
:
0
0

4
6
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

2
8
:
0
0

3
5
:
0
0

3
6
:
0
0

作
業

番
号

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

経
過

時
間

（
時

：
分

）

3
7
:
0
0

3
8
:
0
0

3
9
:
0
0

4
0
:
0
0

2
9
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

 

「
本

頁
の

経
過

時
間

内
に

お
け

る
作

業
は

無
し

」
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－
１

－

－
５

－

－
５

－

－
３

－

－
３

－

－
１

1
:
1
5

－
１

－

放
１

－

放
８

－

K
A

2
2

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
建

屋
内

3
4
班

，
建

屋
内

3
5
班

建
屋

内
3
6
班

６
1
:
2
0

K
A

2
4

・
可

搬
型

貯
槽

液
位

計
設

置
及

び
貯

槽
液

位
計

測
建

屋
内

3
1
班

，
建

屋
内

3
2
班

建
屋

内
3
3
班

６
4
:
1
5

K
A

2
3

・
貯

槽
等

へ
の

注
水

実
施

，
漏

え
い

確
認

建
屋

内
2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

建
屋

内
3
0
班

６
0
:
3
0

外
2
8

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

３
班

２
1
:
0
0

外
2
9

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

３
班

２
1
:
3
0

外
3
5

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

へ
の

水
の

供
給

流
量

及
び

圧
力

の
調

整
建

屋
外

１
班

，
建

屋
外

３
班

４
0
:
3
0

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

7
1
:
0
0

7
2
:
0
0

7
3
:
0
0

7
4
:
0
0

7
5
:
0
0

7
6
:
0
0

6
0
:
0
0

6
1
:
0
0

6
2
:
0
0

6
3
:
0
0

6
4
:
0
0

7
0
:
0
0

5
4
:
0
0

5
5
:
0
0

5
6
:
0
0

5
7
:
0
0

5
8
:
0
0

5
9
:
0
0

4
8
:
0
0

4
9
:
0
0

5
0
:
0
0

5
1
:
0
0

5
2
:
0
0

5
3
:
0
0

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

経
過

時
間

（
時

：
分

）
対

応
手

段
作

業
番

号
作

業
内

容
作

業
班

要
員

数

貯
槽

等
へ

の
注

水
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
）

－
・

建
屋

外
対

応
班

長

１
・

放
射

線
対

応
班

長

２
～

５
，

７
，

８
，

1
4
，

1
6

・
放

射
線

対
応

班

－
・

要
員

管
理

班

－
・

情
報

管
理

班

－
・

通
信

班
長

7
6
:
0
0

－
・

実
施

責
任

者

－
・

建
屋

対
策

班
長

－
・

現
場

管
理

者

7
0
:
0
0

7
1
:
0
0

7
2
:
0
0

7
3
:
0
0

7
4
:
0
0

7
5
:
0
0

5
9
:
0
0

6
0
:
0
0

6
1
:
0
0

6
2
:
0
0

6
3
:
0
0

6
4
:
0
0

5
3
:
0
0

5
4
:
0
0

5
5
:
0
0

5
6
:
0
0

5
7
:
0
0

5
8
:
0
0

4
8
:
0
0

4
9
:
0
0

5
0
:
0
0

5
1
:
0
0

5
2
:
0
0

経
過

時
間

（
時

：
分

）
作

業
番

号
作

業
班

要
員

数
所

要
時

間
※

（
時

：
分

）
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（
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ガ
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建
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）
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５

／
1
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－
１

－

－
５

－

－
５

－

－
３

－

－
３

－

－
１

1
:
1
5

－
１

－

放
１

－

放
８

－

K
A

1
0

・
隔

離
弁

の
操

作
，

可
搬

型
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト
フ

ィ
ル

タ
差

圧
計

設
置

建
屋

内
2
8
班

，
建

屋
内

2
9
班

４
3
:
1
0

K
A

1
3

・
可

搬
型

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

入
口

圧
力

計
及

び
可

搬
型

導
出

先
セ

ル
圧

力
計

の
設

置
建

屋
内

3
1
班

２
0
:
4
0

K
A

1
1
－

１
・

可
搬

型
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト
流

量
計

設
置

建
屋

内
3
1
班

２
0
:
1
5

K
A

2
5

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
，

弁
操

作
建

屋
内

3
4
班

２
1
:
1
0

K
A

2
6

・
可

搬
型

凝
縮

器
出

口
排

気
温

度
計

設
置

建
屋

内
3
4
班

２
0
:
2
5

K
A

2
7

・
凝

縮
器

へ
の

通
水

実
施

，
漏

え
い

確
認

等
建

屋
内

3
4
班

２
0
:
3
0

外
2
8

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

３
班

２
1
:
0
0

外
2
9

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

３
班

２
1
:
3
0

外
3
5

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

へ
の

水
の

供
給

流
量

及
び

圧
力

の
調

整
建

屋
外

１
班

，
建

屋
外

３
班

４
0
:
3
0

外
6
7

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
運

搬
車

に
よ

る
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
）

建
屋

外
６

班
２

0
:
3
0

外
6
8

・
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
試

運
転

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

）
建

屋
外

５
班

，
建

屋
外

６
班

建
屋

外
７

班
６

0
:
3
0

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

2
3
:
0
0

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

経
過

時
間

（
時

：
分

）

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

対
応

手
段

作
業

番
号

作
業

内
容

作
業

班
要

員
数

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

の
構

築
及

び
代

替
セ

ル
排

気
系

に
よ

る
対

応
に

お
い

て
使

用
す

る
計

器
の

設
置

・
計

測
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
の

セ
ル

へ
の

導
出

経
路

の
構

築
の

操
作

）

－
・

建
屋
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K
A
コ

３
３
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冷

却
コ

イ
ル
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の
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全

性
確
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操

作
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漏
え

い
確
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ル
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３
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４
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３
４
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３
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４
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５
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搬
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搬
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５
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２
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５
２
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搬
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搬

型
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

計
設

置
）

（
高

レ
ベ
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５
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５
３
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５

）
建

屋
内

3
4
班

，
建

屋
内

3
5
班

４
6
:
1
0

K
A
コ

５
４
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搬
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搬
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４
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複
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施
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※
（
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－
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２
～

５
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－
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－
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－
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－
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－
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－
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0
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0
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0
0

2
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0
0

3
:
0
0
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:
0
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0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
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0
0

1
6
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0
0

1
7
:
0
0

6
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0
0

7
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0
0

8
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0
0

9
:
0
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1
0
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0
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1
1
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0
0
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作
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作
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作
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班
要
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－
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建
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２
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５
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８
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－
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－
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－
・

通
信

班
長

－
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－
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現
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管
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0
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1
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2
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0
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4
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0
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0
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:
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0
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7
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0
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0
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1
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0
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2
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0

作
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※
（
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0
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0
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6
:
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0
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0
:
0
0

K
A
コ

１
４

・
冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
実

施
（

弁
操

作
，

漏
え

い
確

認
）

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

内
部

ル
ー

プ
１

）
建

屋
内

3
8
班

，
建

屋
内

3
9
班

４
0
:
1
0

外
2
8

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

運
搬

車
で

運
搬

す
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

準
備

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

３
班

２
1
:
0
0

外
2
9

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

用
の

運
搬

車
に

よ
る

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
の

設
置

（
金

具
類

，
可

搬
型

流
量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）
建

屋
外

３
班

２
1
:
3
0

外
3
5

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

へ
の

水
の

供
給

流
量

及
び

圧
力

の
調

整
建

屋
外

１
班

，
建

屋
外

３
班

４
0
:
3
0

外
6
7

・
可

搬
型

中
型

移
送

ポ
ン

プ
運

搬
車

に
よ

る
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
運

搬
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
）

建
屋

外
６

班
２

0
:
3
0

外
6
8

・
排

水
用

可
搬

型
中

型
移

送
ポ

ン
プ

の
設

置
及

び
試

運
転

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

）
建

屋
外

５
班

，
建

屋
外

６
班

建
屋

外
７

班
６

0
:
3
0

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

4
2
:
0
0

4
3
:
0
0

4
4
:
0
0

4
5
:
0
0

4
6
:
0
0

4
7
:
0
0

3
6
:
0
0

3
7
:
0
0

3
8
:
0
0

3
9
:
0
0

4
0
:
0
0

4
1
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

冷
却

コ
イ

ル
等

へ
通

水
に

よ
る

冷
却

に
お

い
て

使
用

す
る

計
器

の
設

置
・

計
測

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

）

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

経
過

時
間

（
時

：
分

）
対

応
手

段
作

業
番

号
作

業
内

容
作

業
班

要
員

数

－
・

建
屋

外
対

応
班

長

１
・

放
射

線
対

応
班

長

２
～

５
，

７
，

８
，

1
4
，

1
6

・
放

射
線

対
応

班

－
・

要
員

管
理

班

－
・

情
報

管
理

班

－
・

通
信

班
長

－
・

実
施

責
任

者

－
・

建
屋

対
策

班
長

－
・

現
場

管
理

者

3
4
:
0
0

4
7
:
0
0

4
1
:
0
0

4
2
:
0
0

4
3
:
0
0

4
4
:
0
0

4
5
:
0
0

4
6
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

2
8
:
0
0

3
5
:
0
0

3
6
:
0
0

作
業

番
号

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

経
過

時
間

（
時

：
分

）

3
7
:
0
0

3
8
:
0
0

3
9
:
0
0

4
0
:
0
0

2
9
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

3
3
:
0
0
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放

射
線

分
解

に
よ

り
発

生
す

る
水

素
に

よ
る

爆
発

に
対

処
す

る
た

め
に

必
要

な
計

装
設

備
の

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
（

前
処

理
建

屋
）

（
１

／
５

）
 

－
－

・
実

施
責

任
者

－

－
－

・
建

屋
対

策
班

長
－

－
－

・
現

場
管

理
者

－

－
－

・
要

員
管

理
班

－

－
－

・
情

報
管

理
班

－

－
－

・
通

信
班

長
1
:
1
5

－
－

・
建

屋
外

対
応

班
長

－

放
１

・
放

射
線

対
応

班
長

－

放
２

～
５

，
７

，
８

，
1
4
，

1
6

・
放

射
線

対
応

班
－

A
A

2
2

・
可

搬
型

貯
槽

温
度

計
設

置
及

び
貯

槽
等

温
度

計
測

建
屋

内
1
4
班

，
建

屋
内

1
5
班

４
1
:
1
0

A
A

２
・

可
搬

型
貯

槽
掃

気
圧

縮
空

気
流

量
計

，
可

搬
型

水
素

掃
気

系
統

圧
縮

空
気

圧
力

計
設

置
及

び
可

搬
型

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

流
量

計
設

置
建

屋
内

2
4
班

，
建

屋
内

2
5
班

４
0
:
2
5

A
A

６
・

水
素

掃
気

系
統

圧
縮

空
気

圧
力

及
び

貯
槽

掃
気

流
量

確
認

，
貯

槽
掃

気
流

量
調

整
，

可
搬

型
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト
流

量
確

認
建

屋
内

2
2
班

，
建

屋
内

2
3
班

４
0
:
5
0

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

2
3
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

1
2
:
0
0

対
応

手
段

作
業

番
号

作
業

内
容

作
業

班
要

員
数

1
3
:
0
0

経
過

時
間

（
時

：
分

）

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

制
御

建
屋

，
各

建
屋

作
業

番
号

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

経
過

時
間

（
時

：
分

）

1
4
:
0
0

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

1
8
:
0
0

1
9
:
0
0

2
0
:
0
0

2
1
:
0
0

2
2
:
0
0

0
:
0
0

1
:
0
0

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

6
:
0
0

7
:
0
0

8
:
0
0

2
3
:
0
0

9
:
0
0

1
0
:
0
0

1
1
:
0
0

1
2
:
0
0

1
3
:
0
0

１ １ ８５ ５ ３ ３ １１

「
本

頁
の

経
過

時
間

内
に

お
け

る
作

業
は

無
し

」
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に
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り
発

生
す

る
水

素
に

よ
る

爆
発

に
対

処
す

る
た

め
に

 

必
要

な
計

装
設

備
の

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
（

前
処

理
建

屋
）

（
２

／
５

）
 

 

－
－

・
実

施
責

任
者

－

－
－

・
建

屋
対

策
班

長
－

－
－

・
現

場
管

理
者

－

－
－

・
要

員
管

理
班

－

－
－

・
情

報
管

理
班

－

－
－

・
通

信
班

長
1
:
1
5

－
－

・
建

屋
外

対
応

班
長

－

放
１

・
放

射
線

対
応

班
長

－

放
２

～
５

，
７

，
８

，
1
4
，

1
6

・
放

射
線

対
応

班
－

A
A

2
2

・
可

搬
型

貯
槽

温
度

計
設

置
及

び
貯

槽
等

温
度

計
測

建
屋

内
1
4
班

，
建

屋
内

1
5
班

４
1
:
1
0

A
A

２
・

可
搬

型
貯

槽
掃

気
圧

縮
空

気
流

量
計

，
可

搬
型

水
素

掃
気

系
統

圧
縮

空
気

圧
力

計
設

置
及

び
可

搬
型

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

流
量

計
設

置
建

屋
内

2
4
班

，
建

屋
内

2
5
班

４
0
:
2
5

A
A

６
・

水
素

掃
気

系
統

圧
縮

空
気

圧
力

及
び

貯
槽

掃
気

流
量

確
認

，
貯

槽
掃

気
流

量
調

整
，

可
搬

型
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト
流

量
確

認
建

屋
内

2
2
班

，
建

屋
内

2
3
班

４
0
:
5
0

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

水
素

爆
発

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
空

気
の

供
給

2
7
:
0
0

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

対
応

手
段

作
業

番
号

3
9
:
0
0

4
0
:
0
0

4
1
:
0
0

4
2
:
0
0

1
4
1
:
0
0

4
3
:
0
0

4
4
:
0
0

4
5
:
0
0

1
3
9
:
0
0

1
4
0
:
0
0

作
業

内
容

作
業

班
要

員
数

経
過

時
間

（
時

：
分

）

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0

3
5
:
0
0

3
6
:
0
0

3
7
:
0
0

3
8
:
0
0

制
御

建
屋

，
各

建
屋

作
業

番
号

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※
（

時
：

分
）

3
5
:
0
0

3
6
:
0
0

3
7
:
0
0

2
8
:
0
0

2
9
:
0
0

3
0
:
0
0

3
1
:
0
0

3
2
:
0
0

2
4
:
0
0

2
5
:
0
0

2
6
:
0
0

2
7
:
0
0

１ １ ８

経
過

時
間

（
時

：
分

）

５ ５ ３ ３ １１

1
4
0
:
0
0

1
4
1
:
0
0

4
3
:
0
0

4
4
:
0
0

4
5
:
0
0

1
3
9
:
0
0

3
8
:
0
0

3
9
:
0
0

4
0
:
0
0

4
1
:
0
0

4
2
:
0
0

3
3
:
0
0

3
4
:
0
0
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放

射
線

分
解

に
よ

り
発

生
す

る
水

素
に

よ
る

爆
発

に
対

処
す

る
た

め
に

必
要

な
計

装
設

備
の

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
（

前
処

理
建

屋
）

（
３

／
５

）
 

－
－

・
実

施
責

任
者

－

－
－

・
建

屋
対

策
班

長
－

－
－

・
現

場
管

理
者

－

－
－

・
要

員
管

理
班

－

－
－

・
情

報
管

理
班

－

－
－

・
通

信
班

長
1
:
1
5

－
－

・
建

屋
外

対
応

班
長

－

放
１

・
放

射
線

対
応

班
長

－

放
２

～
５

，
７

，
８

，
1
4
，

1
6

・
放

射
線

対
応

班
－

A
A

７
・

可
搬

型
貯

槽
掃

気
圧

縮
空

気
流

量
計

設
置

建
屋

内
2
4
班

，
建

屋
内

2
5
班

４
0
:
2
5

A
A

1
0

・
貯

槽
掃

気
流

量
確

認
，

貯
槽

掃
気

流
量

調
整

，
可

搬
型

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

流
量

確
認

建
屋

内
2
2
班

，
建

屋
内

2
3
班

４
0
:
5
0

A
A

２
・

可
搬

型
貯

槽
掃

気
圧

縮
空

気
流

量
計

，
可

搬
型

水
素

掃
気

系
統

圧
縮

空
気

圧
力

計
設

置
及

び
可

搬
型

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

流
量

計
設

置
建

屋
内

2
4
班

，
建

屋
内

2
5
班

４
0
:
2
5

A
A

６
・

水
素

掃
気

系
統

圧
縮

空
気

圧
力

及
び

貯
槽

掃
気

流
量

確
認

，
貯

槽
掃

気
流

量
調

整
，

可
搬

型
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト
流

量
確

認
建

屋
内

2
2
班

，
建

屋
内

2
3
班

４
0
:
5
0

A
A

1
0

・
貯

槽
掃

気
流

量
確

認
，

貯
槽

掃
気

流
量

調
整

，
可

搬
型

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

流
量

確
認

建
屋

内
2
2
班

，
建

屋
内

2
3
班

４
0
:
5
0

A
A

1
2

・
隔

離
弁

の
操

作
，

可
搬

型
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト
流

量
計

設
置

，
可

搬
型

凝
縮

器
通

水
流

量
計

設
置

建
屋

内
3
2
班

２
0
:
4
5

A
A

1
4

・
可

搬
型

導
出

先
セ

ル
圧

力
計

設
置

，
可

搬
型

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

入
口

圧
力

計
設

置
建

屋
内

3
4
班

２
1
:
2
0

A
A

1
8

・
可

搬
型

導
出

先
セ

ル
圧

力
計

確
認

，
可

搬
型

排
風

機
起

動
放

対
６

班
，

放
対

７
班

放
対

８
班

，
放

対
９

班
６

1
:
0
0

A
A

1
3

・
可

搬
型

水
素

濃
度
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受
入

れ
・

貯
蔵

建
屋

）
及

び
放

水
監

視

（
使

用
済

燃
料

受
入

れ
・

貯
蔵

建
屋

プ
ー

ル
注

水
の

場
合
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同

様
の

作
業

時
間

）
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屋

外
３

班
，

建
屋

外
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班

建
屋

外
５

班
，

建
屋

外
６

班

建
屋

外
７

班
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0
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0
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番
号
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班
要

員
数

所
要

時
間

※

（
時
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情

報
管

理
班

３

・
建

屋
外

対
応

班
長
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作
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番
号
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大
型

移
送

ポ
ン

プ
車

の
試

運
転

及
び

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
並

び
に

可
搬

型
放

水

砲
の

状
態

確
認

（
放

水
流

量
，

放
水

圧
力

）

備
　

　
考
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実

施
責

任
者

１

経
過

時
間

（
時

：
分

）
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作
業

内
容

・
運

搬
車

で
運

搬
す

る
可

搬
型
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屋

外
ホ

ー
ス

の
設

置
（

金
具

類
，

可
搬

型
放

水
砲

流
量

計
，

可
搬

型
放

水
砲

圧
力

計
）
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１

班
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２
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３
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班
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５
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４
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0
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0
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工

場
等

外
へ

の
放

射
性

物
質

等
の

放
出

を
抑

制
す

る
た

め
に

必
要

な
 

計
装

設
備

の
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

（
２

／
４

）
 

 

－
－

－

－
－

－

－
－

－

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

放
水

設
備

に
よ

る
大

気
中

へ
の

放
射

性
物

質
の

放
出

抑
制対

応
手

段

放
水

監
視

は
複

数
の

放
水

砲
を

巡
回

す
る

前
処

理
建

屋
へ

の
放

水

3
6

・
運

搬
車

で
運

搬
す

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
設

置
（

金
具

類
，

可
搬

型
放

水
砲

流
量

計
，

可
搬

型
放

水
砲

圧
力

計
）

建
屋

外
1
0
班

建
屋

外
1
1
班

４
1
:
2
0

4
0

・
可

搬
型

放
水

砲
の

調
整

（
前

処
理

建
屋

）
及

び
放

水
監

視
建

屋
外

１
班

建
屋

外
２

班
４

－
前

処
理

建
屋

は
1
4
0
時

間
後

に
放

水
開

始

3
9

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

へ
の

放
水

2
7

・
運

搬
車

で
運

搬
す

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
設

置
（

金
具

類
，

可
搬

型
放

水
砲

流
量

計
，

可
搬

型
放

水
砲

圧
力

計
）

3
5

建
屋

外
1
0
班

建
屋

外
1
1
班

3
2

・
運

搬
車

で
運

搬
す

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
設

置
（

金
具

類
，

可
搬

型
放

水
砲

流
量

計
，

可
搬

型
放

水
砲

圧
力

計
）

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
へ

の
放

水

放
水

監
視

は
複

数
の

放
水

砲
を

巡
回

す
る

0
:
3
0

2
9

・
大

型
移

送
ポ

ン
プ

車
の

試
運

転
及

び
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

並
び

に
可

搬
型

放
水

砲
の

状
態

確
認

（
放

水
流

量
，

放
水

圧
力

）

建
屋

外
３

班
，

建
屋

外
４

班

建
屋

外
５

班
，

建
屋

外
６

班

建
屋

外
７

班

3
0

・
可

搬
型

放
水

砲
の

調
整

（
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
）

及
び

放
水

監
視

建
屋

外
1
0
班

建
屋

外
1
1
班

４
1
:
0
0

3
4

・
大

型
移

送
ポ

ン
プ

車
の

試
運

転
及

び
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

並
び

に
可

搬
型

放
水

砲
の

状
態

確
認

（
放

水
流

量
，

放
水

圧
力

）

建
屋

外
３

班
，

建
屋

外
４

班

建
屋

外
５
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建
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外
６

班

建
屋

外
７

班

1
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・
大

型
移

送
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プ

車
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試
運

転
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び
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

並
び

に
可

搬
型

放
水

砲
の

状
態

確
認

（
放

水
流

量
，

放
水

圧
力

）

建
屋

外
３

班
，

建
屋

外
４

班

建
屋

外
５

班
，

建
屋

外
６

班

建
屋

外
７

班

1
0
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:
3
0
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:
3
0

４
1
:
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0

建
屋

外
１

班

建
屋

外
２

班
４

－

建
屋

外
１

班

建
屋

外
２

班
４

－

1
0

・
可

搬
型

放
水

砲
の

調
整

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

）
及

び
放

水
監

視

－

作
業

番
号

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※

（
時

：
分

）

・
情

報
管

理
班

３

・
建

屋
外

対
応

班
長

１

作
業

番
号

備
　

　
考

・
実

施
責

任
者

１

経
過

時
間

（
時

：
分

）

備
　

　
考

作
業

内
容

経
過

時
間

（
時
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分

）

所
要

時
間

※

（
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分
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作

業
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▽
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工

場
等

外
へ

の
放

射
性

物
質

等
の

放
出

を
抑

制
す

る
た

め
に

必
要

な

計
装

設
備

の
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

（
３

／
４

）
 

―
―

―

―
―

―

―
―

―

―
―

―

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
及

び
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
敷

設
，

接
続

作
業

が
終

了
後

，
注

水
確

認
を

実
施

す
る

備
　

　
考

建
屋

外
２

班
９

作
業

内
容

・
運

搬
車

で
運

搬
す

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
設

置
（

金
具

類
，

可
搬

型
流

量

計
）

作
業

番
号

・
水

の
供

給
及

び
状

態
監

視
（

流
量

）

経
過

時
間

（
時

：
分

）

２
建

屋
外

２
班

２

所
要

時
間

※

（
時

：
分

）

２
―

3
:
3
0

作
業

班
要

員
数

備
　

　
考

・
実

施
責

任
者

１

・
建

屋
対

策
班

長
１

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※

（
時

：
分

）

対
応

手
段

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

へ
の

大
容

量
の

注
水

に
よ

る
工

場
等

外
へ

の
放

射
線

の
放

出
抑

制

経
過

時
間

（
時

：
分

）

作
業

番
号

１ ３
・

情
報

管
理

班

・
建

屋
外

対
応

班
長

６
・

ホ
ー

ス
展

張
車

に
よ

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
敷

設
並

び
に

可
搬

型
建

屋
外

ホ
ー

ス
，

 
可

搬
型

流
量

計
の

接
続

1
:
1
0

1
0

建
屋

外
３

班
，

建
屋

外
４

班

建
屋

外
５

班
，

建
屋

外
６

班

建
屋

外
７

班

▽
移
行

判
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外
へ

の
放

射
性

物
質

等
の

放
出

を
抑

制
す

る
た

め
に

必
要

な

計
装

設
備

の
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

（
４

／
４

）
 

―
―

―

―
―

―

―
―

―

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

対
応

手
段

再
処

理
施

設
の

各
建

物
周

辺
に

お
け

る
航

空
機

衝
突

に
よ

る
航

空
機

燃
料

火
災

及
び

化
学

火
災

の
対

応

備
　

　
考

１

経
過

時
間

（
時

：
分

）

・
実

施
責

任
者

１

作
業

番
号

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※

（
時

：
分

）

・
情

報
管

理
班

３

・
建

屋
外

対
応

班
長

４
建

屋
外

３
班

２
0
:
2
0

９
建

屋
外

１
班

建
屋

外
６

班
４

・
運

搬
車

で
運

搬
す

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
設

置
（

金
具

類
，

可
搬

型
流

量

計
，

可
搬

型
圧

力
計

）

所
要

時
間

※

（
時

：
分

）

・
運

搬
車

で
運

搬
す

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
運

搬
準

備
（

金
具

類
，

可
搬

型
流

量
計

，
可

搬
型

圧
力

計
）

作
業

班

1
:
2
0

作
業

番
号

経
過

時
間

（
時
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分

）

1
2

備
　

　
考

作
業

内
容

・
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型
移

送
ポ

ン
プ

車
の

試
運

転
及

び
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

並
び

に
可

搬
型

放
水
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の

状
態

確
認
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３
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７
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等

へ
の

対
処

に
必

要
と

な
る

水
の

供
給

に
必

要
な

計
装

設
備

の
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

（
１

／
３

）
 

実
施

責
任

者
1

―

建
屋

外
対

応
班

長
1

―

情
報

管
理

班
3

―

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

経
過

時
間

(時
間

)

備
　
　
考

水
源

の
確

保

―
―

1

・
第

１
貯

水
槽

，
第

２
貯

水
槽

の
水

位
及

び
ホ

ー
ス

敷
設

ル
ー

ト
の

状
況

の
確

認
燃

料
給

油
１

班

燃
料

給
油

２
班

2

対
策

作
業

番
号

作
業

作
業

班
要

員
数

所
要

時
間

※

(時
：
分

)

０
：
３
５

2

・
敷

地
外

水
源

の
状

態
及

び
ホ

ー
ス

敷
設

ル
ー

ト
の

状
況

の
確

認
建

屋
外

７
班

2
０
：
３
５

０
：
３
０

3

・
第

１
貯

水
槽

へ
の

可
搬

型
貯

水
槽

水
位

計
（

電
波

式
）

の
設

置
建

屋
外

１
班

2
０
：
３
０

4

・
第

２
貯

水
槽

へ
の

可
搬

型
貯

水
槽

水
位

計
（

電
波

式
）

の
設

置
建

屋
外

３
班

2

1
:0

0
2
:0

0
3
:0

0
4
:0

0
5
:0

0
7
:0

0
8
:0

0
1
0
:0

0
6
:0

0
9
:0

0

▽
移

行
判

断

1
1
:0

0
1
2
:0

0
1
3
:0

0
1
4
:0

0
1
5
:0

0
1
7
:0

0
1
6
:0

0
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第
1
.
1
0
－

５
図

 
重

大
事

故
等

へ
の

対
処

に
必

要
と

な
る

水
の

供
給

に
必

要
な

計
装

設
備

の
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

（
２

／
３

）
 

－
－

－

－
－

－

－
－

－

※
：

各
作

業
内

容
の

実
施

に
必

要
な

時
間

を
示

す
。

（
複

数
回

に
分

け
て

実
施

の
場

合
は

，
作

業
時

間
の

合
計

）

作
業

番
号

要
員

数

１
・

実
施

責
任

者

作
業

班

・
建

屋
外

対
応

班
長

・
情

報
管

理
班

１ ３

所
要

時
間

※

（
時

：
分

）

経
過

時
間

（
時

：
分

）

－

対
応

手
段

１
建

屋
外

１
班

，
 
建

屋
外

２
班

建
屋

外
３

班
，

 
建

屋
外

４
班

建
屋

外
５

班

1
0

第
２

貯
水

槽
を

水
の

補
給

源
と

し
た

，
第

１
貯

水
槽

へ
の

水
の

供
給

・
運

搬
車

で
運

搬
す

る
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

の
設

置
（

金
具

類
，

可
搬

型
流

量

計
）

作
業

内
容

・
使

用
す

る
資

機
材

の
確

認

・
第

２
貯

水
槽

へ
可

搬
型

水
位

計
の

設
置

0
:
3
0

作
業

番
号

・
第

２
貯

水
槽

か
ら

第
１

貯
水

槽
へ

の
水

の
補

給
及

び
状

態
監

視
（

水
位

，
流

量
）

経
過

時
間

（
時

：
分

）

所
要

時
間

※

（
時

：
分

）

建
屋

外
１

班

建
屋

外
２

班
７

４
1
1
:
0
0

0
:
3
0

２
建

屋
外

１
班

２

作
業

班
要

員
数

▽
移
行
判
断

1
:0
0

2
:0
0

3
:0
0

4
:0
0

5
:0
0

6
:0
0

7
:0
0

8
:0
0

9
:0
0

1
0:
0
0

1
1:
0
0

1
2:
0
0

1
3:
0
0

1
4:
0
0

1
5:
0
0

1
6:
0
0

1
7:
0
0

1
:0
0

2
:0
0

3
:0
0

4
:0
0

5
:0
0

6
:0
0

7
:0
0

8
:0
0

9
:0
0

1
0:
0
0

1
1:
0
0

1
2:
0
0

1
3:
0
0

1
4:
0
0

1
5:
0
0

1
6:
0
0

1
7:
0
0
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重

大
事

故
等

へ
の

対
処

に
必

要
と

な
る

水
の

供
給

に
必

要
な

計
装

設
備

の
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

（
３

／
３
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制
御
建

屋

制
御

建
屋

可
搬

型
情

報
表

示
装
置

制
御

建
屋

可
搬

型
情

報
収

集
装
置

前
処

理
建

屋

（
建

屋
境

界
）

緊
急
時

対
策
建

屋 情
報
表

示
装
置

情
報
収

集
装
置

分
離
建

屋分
離

建
屋

可
搬
型

情
報

収
集
装

置

（
建
屋

境
界
）

精
製
建

屋

（
建

屋
境

界
）

ウ
ラ
ン

・
プ
ル

ト
ニ
ウ

ム

混
合
脱

硝
建
屋 （

建
屋
境

界
）

高
レ
ベ

ル
廃

液

ガ
ラ
ス

固
化

建
屋

（
建

屋
境

界
）

使
用

済
燃
料

受
入

れ
・
貯

蔵
建
屋

可
搬
型

情
報
収

集
装
置

可
搬
型

計
器
か

ら

（
建

屋
境

界
）

（
建

屋
境

界
）

Ｅ
Ｒ
Ｄ

Ｓ

緊
急

時
対

策
支

援
シ

ス
テ

ム
(Ｅ

Ｒ
Ｓ
Ｓ

)

再
処

理
事

業
所
外

デ
ー

タ
伝

送
設

備

前
処

理
建
屋

可
搬
型

情
報
収

集
装

置

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ
ウ

ム

混
合

脱
硝
建
屋

可
搬

型
情
報
収

集
装
置

高
レ
ベ

ル
廃
液

ガ
ラ

ス
固
化

建
屋

可
搬
型

情
報
収

集
装
置

精
製

建
屋

可
搬
型

情
報
収

集
装

置

可
搬
型

計
器
か

ら
可

搬
型

計
器
か

ら
可

搬
型

計
器

か
ら

可
搬
型

計
器
か

ら
可

搬
型

計
器
か

ら

使
用
済

燃
料

受
入
れ

・
貯
蔵

建
屋

可
搬

型
情
報

表
示
装

置

第
１
保

管
庫
・

貯
水
所

可
搬
型

計
器
か

ら

凡
例

：
可
搬
型
ケ
ー
ブ
ル

：
情
報
把
握
計
装
設
備
用
屋
内
伝
送
系
統
（
常
設
）

：
建
屋
間
伝
送
用
無
線
装
置
（
常
設
）

※
建
屋
間
の
無
線
通
信
の
た
め
各
建
屋
の
屋
上
に

設
置
す
る

無
線
の
伝
送
状
況
に
応
じ
て
中
継
器
を
設
け
る

：
無
線
系
伝
送

：
衛
星
系
伝
送

（
建

屋
境

界
）

第
２

保
管
庫

・
貯
水

所

可
搬

型
情
報

収
集
装

置

第
２

保
管

庫
・
貯

水
所

可
搬
型

計
器

か
ら

（
建

屋
境

界
）

第
１
保

管
庫
・

貯
水
所

可
搬
型

情
報
収

集
装
置

（
建
屋

境
界

）

使
用

済
燃

料
受

入
れ
・

貯
蔵
建

屋

※
1

※
2

※
3

※
4

※
5

※
6

※
7

※
8

※
1
：
第
２
保
管
庫
・
貯
水
所

可
搬
型
情
報
収
集
装
置
は
，
情
報
把
握
計
装
設
備
可
搬
型
発
電
機
か
ら

給
電
す
る

※
2
：
第
１
保
管
庫
・
貯
水
所

可
搬
型
情
報
収
集
装
置
は
，
情
報
把
握
計
装
設
備
可
搬
型
発
電
機
か
ら

給
電
す
る

※
3
：
前
処
理
建
屋
可
搬
型
情

報
収
集
装
置
は
，
前
処
理
建
屋
可
搬
型
発
電
機
か
ら
給
電
す
る

※
4
：
分
離
建
屋
可
搬
型
情
報

収
集
装
置
は
，
分
離
建
屋
可
搬
型
発
電
機
か
ら
給
電
す
る

※
5
：
精
製
建
屋
可
搬
型
情
報

収
集
装
置
は
，
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
可
搬
型
発
電

機
か
ら
給
電
す
る

※
6
：
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
混
合
脱
硝
建
屋
可
搬
型
情
報
収
集
装
置
は
，
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
混
合
脱
硝
建
屋
可
搬
型
発
電
機
か
ら
給
電
す
る

※
7
：
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋
可
搬
型
情
報
収
集
装
置
は
，
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建

屋
可
搬
型
発
電
機
か
ら
給
電
す
る

※
8
：
使
用
済
燃
料
受
入
れ
・

貯
蔵
建
屋
可
搬
型
情
報
収
集
装
置
及
び
使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建

屋
可
搬
型
情
報
表
示
装
置
は
，
使
用
済
燃
料
の
受

入
れ
施
設
及
び
貯
蔵

施
設
可
搬
型
発
電
機
か
ら
給
電
す
る

※
9
：
制
御
建
屋
可
搬
型
情

報
収
集
装
置
及
び
制
御
建
屋
可
搬
型
情
報
表
示
装
置
は
，
制
御
建
屋
可
搬

型
発
電
機
か
ら
給
電
す
る

※
8

※
9

※
9

第
1
.
1
0
－
６
図
 
主
要
設
備
 
系
統
概
要
図
(
情
報
把
握
計
装
設
備
)
（
１
／
２
）
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統
合

原
子

力
防

災
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（衛

星
系

）

緊
急

時
対

策
支

援
シ
ス
テ
ム

（E
R
S
S
）

統 合 原 子 力 防 災 ネ ッ ト ワ ー ク （ 有 線 系 ）

緊
急

時
対

策
建

屋
制

御
建

屋
，
使

用
済

燃
料

受
入
れ

・貯
蔵
建

屋

デ
ー
タ
伝

送
設

備
（第

47
条

通
信

連
絡

設
備
）

情
報
収

集
装
置

（第
46
条

緊
急

時
対

策
所
）

再
処
理

事
業
所

外
再

処
理

事
業
所

内

【凡
例
】

有
線
系

無
線
ま
た
は

衛
星
系

情
報
表

示
装
置

（第
46
条

緊
急

時
対
策

所
）

可
搬
型

情
報
収

集
装
置

可
搬
型

情
報
表

示
装
置

可
搬
型

情
報
収

集
装
置

※

※
※

現
場

（屋
外

）

可
搬
型

デ
ー
タ
伝

送
装

置
（第

45
条

監
視

測
定
設

備
）

現
場

（屋
内

）

可
搬
型

デ
ー
タ
表

示
装

置
（第

45
条

監
視

測
定
設

備
）

可
搬
型

計
器

第
1
.
1
0
－
６
図
 
主
要
設
備
 
系
統
概
要
図
(
情
報
把
握
計
装
設

備
)
（
２
／
２
）
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第
1
.
1
0
－
７
図
 

電
源
設
備
の
供
給
系
統
図
（
前
処
理
建
屋
可
搬
型
発
電
機
～
前
処
理
建
屋
重
大
事
故
対
処
用
母
線
）
（
１
／
８
）

凡
例

(実
線
部

)：
43

条
掌
握
範
囲
の
設
備

, 
接
続
口

,電
源
ケ
ー
ブ
ル

 

(破
線
部

)：
43

条
掌
握
範
囲
外
の
接
続
口

 

(破
線
部

)：
43

条
掌
握
範
囲
外
の
可
搬
型
電
源
ケ
ー
ブ
ル

 

(破
線
部

)：
43

条
掌
握
範
囲
外
の
そ
の
他
の
設
備

 
2
0
0
Ｖ

 

前
処

理
建
屋

重
大

事
故
対
処
用
母
線

 
前

処
理

建
屋

重
大

事
故

対
処

用
母

線
 

前
処
理
建
屋
可
搬
型
発
電
機

 

Ｇ
 

建 屋 代 替 換 気 設 備

可
搬
型
分

電
盤
 

情 報 把 握 計 装 設 備

情 報 把 握 計 装 設 備

建 屋 代 替 換 気 設 備

可
搬
型
分

電
盤
 

※
１
 

前
処
理
建
屋
重
大
事
故
対
処
用
母
線
２
系
統
の
う
ち
，
何
れ
か
１
系
統
を
選
択
し
て
接
続
す
る
。

※
２
 
情
報
把
握
計
装
設
備
の
設
置
後
は
，
当
該
系
統
よ
り
給
電
す
る
。

第
43

条
※
１

第
43

条
※
１

（
建
屋
境
界
）

前
処
理
建
屋

 

可 搬 型 計 器

充
電
池
又
は
 

乾
電
池
 

 

※
２
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第
1
.
1
0
－
７
図
 

電
源
設
備
の
供
給
系
統
図
（
分
離
建
屋
可
搬
型
発
電
機
～
分
離
建
屋
重
大
事
故
対
処
用
母
線
）（

２
／
８
）

 

2
0
0
Ｖ

 

分
離
建
屋
重
大
事
故
対
処
用
母
線

 
分
離
建
屋
重
大
事
故
対
処
用
母
線

 

（
建
屋
境
界
）

 

分
離

建
屋

 

分
離
建
屋
可
搬
型
発
電
機

 

 Ｇ
 

建 屋 代 替 換 気 設 備 

可
搬
型
分

電
盤
 

情 報 把 握 計 装 設 備 

情 報 把 握 計 装 設 備 

建 屋 代 替 換 気 設 備 

可
搬
型
分

電
盤
 

 

 
 

 
 

 
第

43
条

※
１

 
第

43
条

※
１

 

 

凡
例

 

(実
線
部

)：
43

条
掌
握
範
囲
の
設
備

, 
接
続
口

,電
源
ケ
ー
ブ
ル

 

(破
線
部

)：
43

条
掌
握
範
囲
外
の
接
続
口

 

(破
線
部

)：
43

条
掌
握
範
囲
外
の
可
搬
型
電
源
ケ
ー
ブ
ル

 

(破
線
部

)：
43

条
掌
握
範
囲
外
の
そ
の
他
の
設
備

 

※
１
 
分
離
建
屋
重
大
事
故
対
処
用
母
線
２
系
統
の
う
ち
，
何
れ
か
１
系
統
を
選
択
し
て
接
続

す
る
。
 

※
２
 
情
報
把
握
計
装
設
備
の
設
置
後
は
，
当
該
系
統
よ
り
給
電
す
る
。
 

可 搬 型 計 器 
充
電
池
又
は
 

乾
電
池
 

 

 

※
２
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2
0
0
Ｖ

 

精
製

建
屋

重
大

事
故
対

処
用

母
線

 

精
製
建
屋

重
大
事
故
対
処
用
母
線

 

（
建
屋
境
界
）

 

精
製

建
屋

 

2
0
0
Ｖ
 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋

重
大
事
故
対
処
用
母
線

（
建
屋
境
界
）

 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム

混
合
脱
硝
建
屋

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋

重
大
事
故
対
処
用
母
線

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
可
搬
型
発
電
機

Ｇ
 

情 報 把 握 計 装 設 備
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／
８
）

凡
例

(実
線
部

)：
43

条
掌

握
範
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搬
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／
８
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建
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搬
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実
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－
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－
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理
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－
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－
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情

報
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－
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－
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－

５
建
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搬
建
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３
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６
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搬
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搬
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収
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２
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２
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収
集

装
置

及
び

可
搬

型
発

電
機

設
置

屋
外

３
班

２
0
：

3
0

８
制

御
建

屋
・

可
搬

型
情

報
表

示
装

置
及

び
可

搬
型

情
報

収
集

装
置

設
置

建
屋

内
4
8
班

建
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収
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建
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内
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３
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収
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4
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1
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4
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建
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理
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建
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入
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発
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の
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動
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動

※
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計
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設
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建

屋
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屋
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班
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理
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発
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機
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建
屋
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建
屋

の

伝
送
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実
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型
情
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設
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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視

制
御

盤

制
御

盤

計
器

安
全

系

制
御

盤

計
器

安
全

系

監
視

制
御

盤

監
視

制
御

盤

制
御
盤

計
器

安
全
系

制
御
盤

計
器

安
全

系

監
視

制
御

盤

監
視

制
御

盤

制
御

盤

計
器

安
全

系

制
御

盤

計
器

安
全

系

監
視

制
御

盤

監
視

制
御

盤

制
御

盤

計
器

安
全

系

制
御

盤

計
器

安
全

系

監
視

制
御

盤

使
用

済
燃

料

受
入

れ
・

貯
蔵

建
屋

監
視

制
御

盤

制
御

盤

計
器

安
全

系

制
御

盤

計
器

緊
急
時

対
策
建

屋

計
器

第
２

保
管

庫
・
貯

水
所

デ
ー

タ

表
示

装
置

制
御

盤

デ
ー

タ

収
集

装
置

制
御

盤
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統
合

原
子

力
防

災
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
衛

星
系
）

緊
急

時
対

策
支

援
シ
ス
テ
ム

（
E
R
S
S
）

統 合 原 子 力 防 災 ネ ッ ト ワ ー ク （ 有 線 系 ）

放
射
線
管

理
用

計
算
機

（第
27
条

通
信

連
絡
設

備
）

監
視
制
御

盤

緊
急

時
対

策
建

屋

制
御

建
屋

デ
ー
タ
伝

送
設

備
（第

27
条

通
信

連
絡
設

備
）

E
R
D
S

デ
ー
タ
収

集
装
置

（第
26
条

緊
急

時
対

策
所
）

再
処
理

事
業
所

外
再

処
理

事
業
所

内

【凡
例
】

有
線
系

無
線
ま
た
は

衛
星
系

プ
ロ
セ
ス
デ
ー

タ
伝

送
サ

ー
バ

（第
27
条

通
信

連
絡
設

備
）

環
境
中

継
サ

ー
バ

（第
27
条
通
信

連
絡
設

備
）

総
合
防

災
盤

（通
信
連

絡
設
備

）

放
射
線

監
視
盤

（第
23
条

放
射

線
監
視

設
備
）

気
象
盤

（第
24
条

環
境
管

理
設

備
）

環
境
監

視
盤

（第
23
条

放
射

線
監
視

設
備
）

デ
ー
タ
表
示
装

置
（第

26
条
緊
急

時
対
策

所
）

第
1
.
1
0
－
９
図
 
主
要
設
備
 
系
統
概
要
図
（
２
／
２
）
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再
処

理
施

設
　
安

全
審

査
　
整

理
資

料
　
補

足
説

明
資

料
リ
ス
ト

令
和

２
年

４
月

2
8
日

　
R
7

名
称

提
出

日
R
e
v

審
査
基
準
，
基
準
規
則
と
対
処
設
備
と
の
対

応
表

4
/
2
8

5
表

修
正

重
大
事
故
等
対
処
に
必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
の
選

定
4
/
2
8

6
表

修
正

重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

1
2
/
2
4

0
本

文
表

と
内

容
重

複
の

た
め
削

除

操
作
の
成
立
性
（
計
器
設
置
時
間
根
拠
）

4
/
2
8

4
表

修
正

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個

数
4
/
2
8

4
表

修
正

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
に
て
重
大
事
故
等
対
処
時
の
判
断
基
準
を
判
断
し
た
場
合
の
影
響
に

つ
い
て

4
/
2
8

3
表

修
正

自
主

対
策

設
備

仕
様

1
/
2
8

2
自

条
文

に
お
い
て
対

象
が

な
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
削

除

手
順

の
リ
ン
ク
先

に
つ
い
て

4
/
2
8

3
記

載
修

正

重
大

事
故

等
対

処
の

た
め
の

ア
ク
セ
ス
ル

ー
ト

4
/
2
8

2
図

修
正

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

4
/
2
8

0
新
規
追
加

補
足
説
明
資
料
1
.1
0
-
1
0

補
足
説
明
資
料
1
.1
0
-
8

補
足
説
明
資
料
1
.1
0
-
9

補
足
説
明
資
料
1
.1
0
-
2

補
足
説
明
資
料
1
.1
0
-
3

補
足
説
明
資
料
1
.1
0
-
4

補
足
説
明
資
料
1
.1
0
-
6

備
考

（
8
月

提
出

済
み

の
資

料
に
つ
い
て
は

、
資

料
番

号
を
記

載
）

補
足
説
明
資
料
1
.1
0
-
7

補
足
説
明
資
料
1
.1
0
-
5

1
．
1
0
　
事
故
時
の
計
装
に
関
す
る
手
順
等

資
料
N
o
.

再
処

理
施

設
　
安

全
審

査
　
整

理
資

料
　
補

足
説

明
資

料

補
足
説
明
資
料
1
.1
0
-
1
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補足説明資料1.10-1 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（１／５） 

技術的能力審査基準（ 1.10） 番号 事業指定基準規則（43 条）  
再処理施設の技術基準に関する規則

（47 条） 
番号 

【本文】 
１ 再処理事業者において、重大
事故等が発生し、計測機器（非常
用のものを含む。）の直流電源の喪
失その他の故障により当該重大事
故等に対処するために監視するこ
とが必要なパラメータを計測する
ことが困難となった場合において
当該パラメータを推定するために
有効な情報を把握するために必要
な手順等が適切に整備されている
か、又は整備される方針が適切に
示されていること。 

① 

【本文】 
再処理施設には，重大事故等が
発生し，計測機器（非常用のも
のを含む。）の直流電源の喪失
その他の故障により当該重大
事故等に対処するために監視
することが必要なパラメータ
を計測することが困難となっ
た場合において当該パラメー
タを推定するために有効な情
報を把握できる設備を設けな
ければならない。

【本文】 
再処理施設には、重大事故等が発生し、
計測機器（非常用のものを含む。）の
直流電源の喪失その他故障により当該
重大事故等に対処するために監視する
ことが必要なパラメータを計測するこ
とが困難となった場合において当該パ
ラメータを推定するために有効な情報
を把握できる設備が設けられていなけ
ればならない。

③ 

【解釈】 
１ 第１項に規程する「当該重大
事故等に対処するために監視する
ことが必要なパラメータを計測す
ることが困難となった場合にもい
ても当該パラメータを推定するた
めに有効な情報を把握するために
必要な手順等」とは、例えば、テ
スターと換算表を用いて必要な計
測を行なうこと又はこれと同等以
上の効果を有する措置を行うため
の手順等をいう。なお、「当該重大
事故等に対処するために監視する
ことが必要なパラメータ」とは、
事業者が検討すべき重大事故等対
策を成功させるために把握するこ
とが必要な再処理施設の状態を意
味する。

－ 

【解釈】 
１ 第１項に規程する「直流電
源の喪失」とは，設計基準の要
求により措置されている保安
電源設備の直流電源を喪失す
ることをいう。 
２ 第１項に規程する「パラメ
ータを推定するために有効な
情報を把握できる」とは，テス
ターと換算表を用いて必要な
計測を行なうことをいう。

－ 

【本文】 
２ 再処理事業者において、再処
理施設への故意による大型航空機
の衝突その他のテロリズムが発生
した場合においても必要な情報を
把握するために必要な手順等が適
切に整備されているか、又は整備
される方針が適切に示されている
こと。 

② 

【本文】 
２ 再処理施設には，再処理施
設への故意による大型航空機
の衝突その他のテロリズムが
発生した場合においても必要
な情報を把握できる設備を設
けなければならない。 

【本文】 
２ 再処理施設には、再処理施設への
故意による大型航空機の衝突その他の
テロリズムが発生した場合においても
必要な情報を把握できる設備が設けら
れていなければならない。

④ 

【解釈】 
２ 第 1 項に規程する「故意によ
る大型航空機の衝突その他のテロ
リズムが発生した場合においても
必要な情報を把握する」について
は、発生する事故の特徴から、作
業可能な状態が比較的長時間確保
できる可能性がある場合には、施
設の遠隔操作に代えて、緊急時の
モニタや施設制御を現場において
行うための手順等を整備すること
を含む。

－ 

【解釈】 
３ 第２項に規程する「必要な
情報を把握できる」とは，発生
する事故の特徴から，作業可能
な状態が比較的長時間確保で
きる可能性がある場合には，施
設の遠隔操作に代えて，緊急時
のモニタや施設制御場を現場
において行うことを含むもの
とする。 

－ 

【本文】 
３ 前項の設備は，共通要因
によって制御室と同時にそ
の機能が損なわれないもの
でなければならない。 

【本文】 
３ 前項の設備は、共通要因によって
制御室と同時にその機能が損なわれな
いものでなければならない。 

⑤ 

【解釈】 
４ 第３項に規程する「共通要
因によって制御室と同時にそ
の機能が損なわれない」とは，
第４６条に規程する「緊急時対
策所」に，「必要な情報を把握
できる設備」を備えることによ
り制御室と同時に機能を喪失
しないことをいう。 

－ 
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表（２／５） 

重大事故等対処設備を使用した手段 
審査基準の要求に適合するための手段 自主対策設備 

手段 機器名称 既設 
新設 

解釈 
対応 
番号 

備考 手段 機器名称 

監
視
機
能
の
喪
失

・常設重要計器
・常設重要代替計器
・安全圧縮空気系
・一般圧縮空気系
・電気設備
・可搬型重要計器
・可搬型重要代替計器
・可搬型計測ユニット
・可搬型監視ユニット
・可搬型計測ユニット用空

気圧縮機
・可搬型空冷ユニット
・けん引車
・可搬型空気圧縮機
・使用済燃料の受入れ施設

及び貯蔵施設可搬型発電
機

・情報把握計装設備可搬型
発電機

既設 
新設 

① 
③ 

－ 

監
視
機
能
の
喪
失

・常設計器
・常設重要代替計器

計
器
電
源
の
喪
失

・安全圧縮空気系
・一般圧縮空気系
・可搬型重要計器
・可搬型計測ユニット
・可搬型監視ユニット
・可搬型計測ユニット用空

気圧縮機
・可搬型空冷ユニット
・けん引車
・可搬型空気圧縮機
・使用済燃料の受入れ施設

及び貯蔵施設可搬型発電
機

・情報把握計装設備可搬型
発電機

既設 
新設 

① 
③ 

－ 

計
器
電
源
の
喪
失

・常設計器
・常設代替計器
・共通電源車
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表（３／５） 

重大事故等対処設備を使用した手段 
審査基準の要求に適合するための手段 自主対策設備 

手段 機器名称 既設 
新設 

解釈 
対応 
番号 

備考 手段 機器名称 

パ
ラ
メ
ー
タ
の
監
視
及
び
記
録

・情報把握計装設備用屋内
伝送系統

・建屋間伝送用無線装置
・情報収集装置
・情報表示装置
・前処理建屋可搬型情報収

集装置
・分離建屋可搬型情報収集

装置
・精製建屋可搬型情報収集

装置
・ウラン・プルトニウム混

合脱硝建屋可搬型情報収
集装置

・高レベル廃液ガラス固化
建屋可搬型情報収集装置

・制御建屋可搬型情報収集
装置

・使用済燃料受入れ・貯蔵
建屋可搬型情報収集装置

・制御建屋可搬型情報表示
装置

・使用済燃料受入れ・貯蔵
建屋可搬型情報表示装置

・第１保管庫・貯水所可搬
型情報収集装置

・第２保管庫・貯水所可搬
型情報収集装置

・情報把握計装設備可搬型
発電機

・前処理建屋可搬型発電機
・分離建屋可搬型発電機
・ウラン・プルトニウム混

合脱硝建屋可搬型発電機
・高レベル廃液ガラス固化
建屋可搬型発電機

・制御建屋可搬型発電機
・使用済燃料の受入れ施設

及び貯蔵施設可搬型発電
機

・監視制御盤
・安全監視制御盤
・データ収集装置
・データ表示装置
・直流電源設備
・計測制御用交流電源設備

既設 
新設 

① 
③ 

－ 

パ
ラ
メ
ー
タ
の
監
視
及
び
記
録

・監視制御盤
・安全監視制御盤
・データ収集装置
・データ表示装置
・共通電源車
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表（４／５） 

重大事故等対処設備を使用した手段 
審査基準の要求に適合するための手段 自主対策設備 

手段 機器名称 既設 
新設 

解釈 
対応 
番号 

備考 手段 機器名称 

故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
そ
の
他
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
情
報
把
握

・常設重要計器
・常設重要代替計器
・可搬型重要計器
・可搬型重要代替計器
・可搬型計測ユニット
・可搬型監視ユニット
・可搬型計測ユニット用空

気圧縮機
・可搬型空冷ユニット
・けん引車
・安全圧縮空気系
・一般圧縮空気系
・電気設備
・可搬型空気圧縮機
・情報把握計装設備可搬型

発電機
・情報把握計装設備用屋内

伝送系統
・建屋間伝送用無線装置
・情報収集装置
・情報表示装置
・データ収集装置
・データ表示装置
・前処理建屋可搬型情報収

集装置
・分離建屋可搬型情報収集

装置
・精製建屋可搬型情報収集

装置
・ウラン・プルトニウム混

合脱硝建屋可搬型情報収
集装置

・高レベル廃液ガラス固化
建屋可搬型情報収集装置

・制御建屋可搬型情報収集
装置

・使用済燃料受入れ・貯蔵
建屋可搬型情報収集装置

・制御建屋可搬型情報表示
装置

・使用済燃料受入れ・貯蔵
建屋可搬型情報表示装置

・第１保管庫・貯水所可搬
型情報収集装置

・第２保管庫・貯水所可搬
型情報収集装置

・監視制御盤
・安全系監視制御盤
・前処理建屋可搬型発電機
・分離建屋可搬型発電機
・ウラン・プルトニウム混

合脱硝建屋可搬型発電機
・高レベル廃液ガラス固化

建屋可搬型発電機
・制御建屋可搬型発電機
・使用済燃料の受入れ施設

及び貯蔵施設可搬型発電
機

・直流電源設備
・計測制御用交流電源設備

既設 
新設 

② 
④ 
⑤ 

－ 

故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝
突
そ
の
他
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
情
報
把
握

・常設計器
・常設代替計器
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表（５／５） 

技術的能力審査基準（ 1.10） 適合方針

【本文】 
１ 再処理事業者において、重大事故等が発生し、
計測機器（非常用のものを含む。）の直流電源の喪
失その他の故障により当該重大事故等に対処する
ために監視することが必要なパラメータを計測す
ることが困難となった場合において当該パラメー
タを推定するために有効な情報を把握するために
必要な手順等が適切に整備されているか、又は整
備される方針が適切に示されていること。

安全機能を有する施設の計測機器（非常用の
ものを含む）が機能喪失した場合に，可搬型
の計測機器により，重大事故等対処を実施す
るために把握が必要なパラメータを計測す
るための手順を整備する。 

【解釈】 
１ 第１項に規程する「当該重大事故等に対処す
るために監視することが必要なパラメータを計測
することが困難となった場合にもいても当該パラ
メータを推定するために有効な情報を把握するた
めに必要な手順等」とは、例えば、テスターと換
算表を用いて必要な計測を行なうこと又はこれと
同等以上の効果を有する措置を行うための手順等
をいう。なお、「当該重大事故等に対処するために
監視することが必要なパラメータ」とは、事業者
が検討すべき重大事故等対策を成功させるために
把握することが必要な再処理施設の状態を意味す
る。

－ 

【本文】 
２ 再処理事業者において、再処理施設への故意
による大型航空機の衝突その他のテロリズムが発
生した場合においても必要な情報を把握するため
に必要な手順等が適切に整備されているか、又は
整備される方針が適切に示されていること。 

再処理施設への故意による大型航空機の衝
突その他のテロリズムが発生した場合には，
代替計測器による把握が必要な情報の計測
作業に着手するとともに，情報把握計装設備
により，当該情報を中央制御室及び緊急時対
策所に伝送し，表示するための手順を整備す
る。 

【解釈】 
２ 第 1 項に規程する「故意による大型航空機の
衝突その他のテロリズムが発生した場合において
も必要な情報を把握する」については、発生する
事故の特徴から、作業可能な状態が比較的長時間
確保できる可能性がある場合には、施設の遠隔操
作に代えて、緊急時のモニタや施設制御を現場に
おいて行うための手順等を整備することを含む。 

－ 
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補
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1.
10
-2
 

重
大
事
故
等
対
処
に
必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
の
選
定
 

1.
選
定
の
考
え
方

重
大
事
故
等
の
発
生
防
止
及
び
拡
大
防
止
対
策
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
な
再
処
理
施
設
の
状
態
を
監
視
す
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
は
，

技
術
的
能
力
に
係
る
審
査
基
準

1.
1～

1.
10
（
事
業
指
定
基
準
規
則
第
 
34
～
43

条
）
の
作
業
手
順
に
用
い
る
パ
ラ
メ
ー
タ
並
び
に
有
効
性
評
価
の
判
断
及
び
確

認
に
用
い
る
パ
ラ
メ
ー
タ
よ
り
選
定
す
る
。
 

選
定
し
た
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
は
，
以
下
の
通
り
分
類
す
る
（
第
１
図
参
照
）
。
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

・
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
，
再
処
理
施
設
の
状
態
を
直
接
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
を
い
う
。
 

・
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
，
再
処
理
施
設
の
状
態
を
推
定
，
又
は
推
測
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
を
い
う
。
 

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
 

 
抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
，
電
源
設
備
の
受
電
状
態
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
運
転
状
態
又
は
再
処
理
施
設
の
状
態
を
補
助
的
に
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー

タ
を
い
う
。
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パ
ラ
メ
ー
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Ｏ

 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

再
処
理
施
設
の
状
態
を
推
定
，
又
は
推
測
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

対
象
外

※
3  

再
処
理
施
設
の
状
態
を

監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
助
パ
ラ
メ
ー
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※
4
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電
源
設
備
の
パ
ラ
メ
ー
タ

・
重
大
事
故
等
対
処
設
備
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運
転
状
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又
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再
処
理
施
設
の
状

態
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補
助
的
に
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ

※
1 

当
該
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
各
技
術
的
能
力
等
に
用
い
ら
れ
る
，
以
下
に
示
す
パ
ラ
メ
ー
タ

・
技
術
的
能
力
に
係
る
審
査
基
準

1.
1～

1.
10
（
事
業
指
定
基
準
規
則
第

34
～
43

条
）
の
作
業
手
順
に
用
い
る
パ
ラ
メ
ー

タ

・
有
効
性
評
価
の
監
視
項
目
に
係
る
パ
ラ
メ
ー
タ

・
各
技
術
的
能
力
等
で
使
用
す
る
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
含
む
）
の
運
転
・
動
作
状
態
を
表
示
す
る
設
備
（
ラ
ン

プ
表
示
灯
等
）
に
つ
い
て
は
パ
ラ
メ
ー
タ
と
し
て
は
抽
出
し
な
い
 

※
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重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
は
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重
要
代
替
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ラ
メ
ー
タ
（
当
該
パ
ラ
メ
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外
の
重
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監
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パ
ラ
メ
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に
よ
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推
定
手
順
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整
備
す
る

※
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重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
運
転
・
動
作
状
態
を
表
示
す
る
設
備
（
ラ
ン
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表
示
灯
等
）
に
つ
い
て
は
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事
業
指
定
基
準
規
則

第
34
～
43

条
の
事
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指
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基
準
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則
 第

33
条
へ
の
適
合
状
況
の
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ち
，
(2
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作
性
（
事
業
指
定
基
準
規
則
 第
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条

第
1
項
三
）
に
て
，
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す
る
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補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
の
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ち
，
重
大
事
故
等
対
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備
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態
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視
す
る
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ラ
メ
ー
タ
は
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
す
る

※
5 

重
大
事
故
等
の
発
生
防
止
及
び
拡
大
防
止
対
策
に
用
い
る
パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
，
自
主
対
策
を
行
う
た
め
必
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ

は
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ
と
す
る
 

 
再
処
理
施
設
の
状
態
を
直
接
監
視
す
る
 

パ
ラ
メ
ー
タ
か
 

Ｙ
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Ｎ
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当
該
重
大
事
故
等
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処
す
る
た
め

に
各
技
術
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能
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等
に
用
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れ
る

パ
ラ
メ
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か

※
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重
大
事
故
等
の
発
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防
止
対
策
及
び
拡
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等
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る
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2. 選定の結果

重大事故等の対処に必要なパラメータを選定した結果を第１表に示す。
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第１表 重大事故等の対処に必要なパラメータ（１／９） 

(1) 臨界事故の拡大を防止するための設備に必要な計装設備 

※1:重要監視パラメータ又は重要代替監視パラメータの監視には常設の計器を使用する。 

※2:重要代替監視パラメータは以下のとおり分類し，これを優先順位とする。 

  ａ．異なる計測点（他チャンネル）への接続による測定 

ｂ．他パラメータからの換算等による推定 

ｃ．他パラメータの推移による状況の推測 

  

分類 重要監視パラメータ 重要代替監視パラメータ※2 

貯
槽
の
放
射
線

レ
ベ
ル 

放射線レベル※1 ａ．放射線レベル（他チャンネル）※1 

放射線レベル ― 

貯
槽
掃
気

圧
縮
空
気

の
流
量 

貯槽掃気圧縮空気流量 ― 

廃
ガ
ス
貯
留

槽
の
圧
力 

廃ガス貯留槽圧力※1 ａ．廃ガス貯留槽圧力（他チャンネル）※1 

廃
ガ
ス
貯

留
槽
の
入

口
流
量 

廃ガス貯留槽入口流量※1 ａ．廃ガス貯留槽入口流量（他チャンネル）※1 

廃
ガ
ス
貯
留

槽
の
放
射
線

レ
ベ
ル 

廃ガス貯留槽放射線レベル※1 
ａ．廃ガス貯留槽放射線レベル 

（他チャンネル）※1 

溶
解
槽

の
圧
力 

溶解槽圧力※1 ａ．溶解槽圧力（他チャンネル）※1 

廃
ガ
ス

洗
浄
塔

の
入
口

圧
力 

廃ガス洗浄塔入口圧力※1 ａ．廃ガス洗浄塔入口圧力（他チャンネル）※1 
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第１表 重大事故等の対処に必要なパラメータ（２／９） 

(2) 冷却機能の喪失による蒸発乾固に対処するための設備に必要な計装設備 

※1:重要代替監視パラメータは以下のとおり分類し，これを優先順位とする。 

  ａ．異なる計測点（他チャンネル）への接続による測定 

ｂ．他パラメータからの換算等による推定 

ｃ．他パラメータの推移による状況の推測 

  

分類 重要監視パラメータ 重要代替監視パラメータ※1 

貯
槽
等
の

温
度 

貯槽等温度 

ａ．貯槽等温度（他チャンネル） 

ｂ．内部ループ通水流量又は冷却コイル通水流

量 

ｃ．貯槽等液位 

貯
槽
等
の
液
位 

貯槽等液位 

ａ．貯槽等液位（他チャンネル） 

ｂ1．貯槽等温度及び凝縮水回収セル又は凝縮水

槽液位 

ｂ2．貯槽等温度，凝縮水回収セル又は凝縮水槽

液位及び貯槽等注水流量 

凝
縮
器
出

口
の
排
気

温
度 

凝縮器出口排気温度 
ｂ．貯槽等液位及び凝縮水回収セル又は凝縮水

槽液位 

セ
ル
導
出
ユ

ニ
ッ
ト
フ
ィ

ル
タ
の
差
圧 

セル導出ユニットフィルタ差圧 ― 

代
替
セ
ル

排
気
系
フ

ィ
ル
タ
の

差
圧 

代替セル排気系フィルタ差圧 ― 

凝
縮
水
回
収
セ
ル
又

は
凝
縮
貯
槽
の
液
位 

凝縮水回収セル液位 ｂ．凝縮器出口排気温度及び貯槽等液位 

凝縮水槽液位 ｂ．凝縮器出口排気温度及び貯槽等液位 

膨
張
槽

の
液
位 

膨張槽液位 ― 

内
部
ル

ー
プ
通

水
及
び

冷
却
コ

イ
ル
の

圧
力 

内部ループ通水圧力 

冷却コイル圧力 
― 

セ
ル
導

出
経
路

の
圧
力 

セル導出経路圧力 ａ．セル導出経路圧力（他チャンネル） 

導
出
先

セ
ル
の

圧
力 

導出先セル圧力 ａ．導出先セル圧力（他チャンネル） 
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第１表 重大事故等の対処に必要なパラメータ（３／９） 

(2) 冷却機能の喪失による蒸発乾固に対処するための設備に必要な計装設備（つづき）

※1:重要代替監視パラメータは以下のとおり分類し，これを優先順位とする。

ａ．異なる計測点（他チャンネル）への接続による測定

ｂ．他パラメータからの換算等による推定

ｃ．他パラメータの推移による状況の推測

分類 重要監視パラメータ 重要代替監視パラメータ※1 

漏
え
い
液

受
皿
の
液

位 漏えい液受皿液位 ａ．漏えい液受皿液位（他チャンネル） 

排
水
の
線
量

排水線量 ― 

凝
縮
器
通

水
の
流
量

凝縮器通水流量 ― 

冷
却
コ
イ
ル

通
水
の
流
量

冷却コイル通水流量 ― 

内
部
ル
ー

プ
通
水
の

流
量

内部ループ通水流量 ― 

貯
槽
等
注

水
の
流
量

貯槽等注水流量 ― 

建
屋
給
水

の
流
量

建屋給水流量 ― 
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第１表 重大事故等の対処に必要なパラメータ（４／９） 

(3) 放射線分解により発生する水素による爆発に対処するための設備に必要な計装設備

※1:重要代替監視パラメータは以下のとおり分類し，これを優先順位とする。

ａ．異なる計測点（他チャンネル）への接続による測定

ｂ．他パラメータからの換算等による推定

ｃ．他パラメータの推移による状況の推測

分類 重要監視パラメータ 重要代替監視パラメータ※1 

圧
縮
空
気

自
動
供
給

貯
槽
の
圧

力 圧縮空気自動供給貯槽圧力 ｃ．貯槽掃気圧縮空気流量 

圧
縮
空
気

自
動
供
給

ユ
ニ
ッ
ト

の
圧
力

圧縮空気自動供給ユニット圧力 ｃ．貯槽掃気圧縮空気流量 

機
器
圧
縮
空

気
自
動
供
給

ユ
ニ
ッ
ト
の

圧
力 機器圧縮空気自動供給ユニット圧力 ｃ．貯槽掃気圧縮空気流量 

圧
縮
空
気
手
動
供

給
ユ
ニ
ッ
ト
接
続

系
統
の
圧
力

圧縮空気手動供給ユニット接続系統圧力 ｃ．貯槽掃気圧縮空気流量 

貯
槽
掃
気
圧

縮
空
気
の
流

量 貯槽掃気圧縮空気流量 

ａ．貯槽掃気圧縮空気流量（他チャンネル） 

ｂ1．水素掃気系統圧縮の空気圧力 

ｂ2．かくはん系統圧縮空気圧力 

ｃ．セル導出ユニット流量 

水
素
掃
気
系

統
圧
縮
空
気

の
圧
力

水素掃気系統圧縮空気の圧力 ｂ．貯槽掃気圧縮空気流量 

か
く
は
ん
系

統
圧
縮
空
気

の
圧
力

かくはん系統圧縮空気圧力 ｂ．貯槽掃気圧縮空気流量 

セ
ル
導
出
ユ

ニ
ッ
ト
の
流

量 セル導出ユニット流量 ｃ．貯槽掃気圧縮空気流量 
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第１表 重大事故等の対処に必要なパラメータ（５／９） 

(3) 放射線分解により発生する水素による爆発に対処するための設備に必要な計装設備

（つづき） 

※1:重要代替監視パラメータは以下のとおり分類し，これを優先順位とする。

ａ．異なる計測点（他チャンネル）への接続による測定

ｂ．他パラメータからの換算等による推定

ｃ．他パラメータの推移による状況の推測

分類 重要監視パラメータ 重要代替監視パラメータ※1 

貯
槽
等
水

素
の
濃
度

貯槽等水素濃度 
ｃ．貯槽掃気圧縮空気流量 

ｃ．貯槽等温度 

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト

フ
ィ
ル
タ
の
差
圧

セル導出ユニットフィルタ差圧 ― 

代
替
セ
ル
排
気
系

フ
ィ
ル
タ
の
差
圧

代替セル排気系フィルタ差圧 ― 

セ
ル
導
出
経
路
の

圧
力

セル導出経路圧力 ａ．セル導出経路圧力（他チャンネル） 

導
出
先
セ
ル
の

圧
力

導出先セル圧力 ａ．導出先セル圧力（他チャンネル） 

貯
槽
等
の

温
度

貯槽等温度 

ａ．貯槽等温度（他チャンネル） 

ｂ．貯槽等水素濃度 
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第１表 重大事故等の対処に必要なパラメータ（６／９） 

(4) 有機溶媒等による火災又は爆発に対処するための設備に必要な計装設備 

※1:重要監視パラメータ又は重要代替監視パラメータの監視には常設の計器を使用する。 

※2:重要代替監視パラメータは以下のとおり分類し，これを優先順位とする。 

  ａ．異なる計測点（他チャンネル）への接続による測定 

ｂ．他パラメータからの換算等による推定 

ｃ．他パラメータの推移による状況の推測 

  

分類 重要監視パラメータ 重要代替監視パラメータ※2 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃

縮
缶
供
給
槽
の
液

位 プルトニウム濃縮缶供給槽液位※1 ｂ．供給槽ゲデオン流量※1  

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

濃
縮
缶
加
熱
蒸

気
の
温
度 

プルトニウム濃縮缶加熱蒸気温度※1 

ａ．プルトニウム濃縮缶加熱蒸気温度（他チャ

ンネル）※1 

ｃ．プルトニウム濃縮缶圧力※1，プルトニウム

濃縮缶気相部温度※1及びプルトニウム濃縮缶液

相部温度※1 

プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
濃
縮
缶
の

圧
力 

プルトニウム濃縮缶圧力※1 
ｃ．プルトニウム濃縮缶気相部温度※1及びプル

トニウム濃縮缶液相部温度※1 

プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
濃
縮

缶
気
相
部

の
温
度 

プルトニウム濃縮缶気相部温度※1 
ｃ．プルトニウム濃縮缶圧力※1及びプルトニウ

ム濃縮缶液相部温度※1 

プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
濃
縮
缶
液

相
部
の
温
度 

プルトニウム濃縮缶液相部温度※1 
ｃ．プルトニウム濃縮缶圧力※1及びプルトニウ

ム濃縮缶気相部温度※1 

廃
ガ
ス
貯
留

槽
の
圧
力 

廃ガス貯留槽圧力※1 ａ．廃ガス貯留槽圧力（他チャンネル）※1 

廃
ガ
ス
貯
留

槽
の
入
口
流

量 廃ガス貯留槽入口流量※1 ａ．廃ガス貯留槽入口流量（他チャンネル）※1 

廃
ガ
ス
洗
浄

塔
の
入
口
圧

力 廃ガス洗浄塔入口圧力※1 ａ．廃ガス洗浄塔入口圧力（他チャンネル）※1 
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第１表 重大事故等の対処に必要なパラメータ（７／９） 

(5) 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備に必要な計装設備 

※1:重要代替監視パラメータは以下のとおり分類し，これを優先順位とする。 

  ａ．異なる計測点（他チャンネル）への接続による測定 

ｂ．他パラメータからの換算等による推定 

ｃ．他パラメータの推移による状況の推測 

  

分類 重要監視パラメータ 重要代替監視パラメータ※1 

燃
料
貯
蔵
プ

ー
ル
等
の
水

位 燃料貯蔵プール等水位 ― 

燃
料
貯
蔵
プ
ー

ル
等
の
温
度 

燃料貯蔵プール等水温 ― 

代
替
注
水
設

備
の
流
量 

代替注水設備流量 ― 

ス
プ
レ
イ
設

備
の
流
量 

スプレイ設備流量 ― 

空
間
の
線
量

率 燃料貯蔵プール等空間線量率 ― 

燃
料
貯
蔵
プ

ー
ル
の
状
態 

燃料貯蔵プール等状態（監視カメラ） ― 
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第１表 重大事故等の対処に必要なパラメータ（８／９） 

(6) 工場等外への放射性物質等の放出を抑制するための設備に必要な計装設備 

※1:重要代替監視パラメータは以下のとおり分類し，これを優先順位とする。 

  ａ．異なる計測点（他チャンネル）への接続による測定 

ｂ．他パラメータからの換算等による推定 

ｃ．他パラメータの推移による状況の推測 

  

分類 重要監視パラメータ 重要代替監視パラメータ※1 

放
水
砲
の
流

量 放水砲流量 ― 

放
水
砲
の
圧

力 放水砲圧力 ― 

空
間
の
線
量

率 燃料貯蔵プール等空間線量率 ― 

燃
料
貯
蔵
プ
ー

ル
の
状
態 

燃料貯蔵プール等状態（監視カメラ） ― 

建
屋
内
の

線
量
率 

建屋内線量率 ― 
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第１表 重大事故等の対処に必要なパラメータ（９／９） 

(7) 重大事故等への対処に必要となる水の供給設備に必要な計装設備

※1:重要代替監視パラメータは以下のとおり分類し，これを優先順位とする。

ａ．異なる計測点（他チャンネル）への接続による測定

ｂ．他パラメータからの換算等による推定

ｃ．他パラメータの推移による状況の推測

分類 重要監視パラメータ 重要代替監視パラメータ※1 

貯
水
槽
の
水

位 貯水槽水位 ― 

第
１
貯
水
槽
給

水
の
流
量

第 1 貯水槽給水流量 ― 
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補足説明資料 1.10-4 

操作の成立性（計器設置時間根拠） 

 

可搬型重大事故等対処設備に該当する可搬型計器の設置作業は，逐条側の技術的

能力（手順）におけるタイムチャートで展開されている。 

そのため可搬型計器の設置時間の成立性については，逐条側のタイムチャートで

展開されている計器設置時間（以下「想定作業時間」という。）に対し，訓練実績

等による時間（以下「実績時間」という。）を比較して妥当であることを確認す

る。 

本項においては，計器種別（検出器の種類）毎にグルーピングした上で，想定作

業時間に対し，実績時間との差が短く余裕の少ないものを抽出し，想定作業時間内

までに設置可能であることを評価する。 

また，計器の設置に関しては，想定作業時間が計器の使用開始時間（以下「制限

時間」という。）までに完了することを確認し，設置可能であることを評価する。 

なお重大事故等時に使用する可搬型重大事故等対処設備の計器種別は次頁の表に

示す。 
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１． 計器種別

No. 計器種別 

１ エアパージ式差圧伝送器

２ 熱電対・測温抵抗体 

３ 液位計（ロープ式） 

４ 圧力伝送器 

５ アネロイド圧力計，圧力伝送器

６ 差圧伝送器 

７ サーベイメータ

８ 熱式流量計 

９ 熱伝導式水素濃度計 

10 電磁式流量計 

11 液位計（電波式） 

12 情報把握計装設備 

13 使用済燃料貯蔵槽の冷却に使用する計器 
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２
．
 計

器
種
別
毎
の
評
価

（
１
）

エ
ア
パ
ー
ジ
式
差
圧
伝
送
器

①
エ
ア
パ
ー
ジ
式
差
圧
伝
送
器
を
使
用

す
る
重
大
事
故
等
対
策
と
建
屋
の
関
係
性

以
下
に
エ
ア
パ
ー
ジ
式
差
圧
伝
送
器
を
使
用
す
る
重
大
事
故
等
対
策
と
建
屋
の
関
係
性
を
示
す
。

重
大

事
故

等
対
策
 

使
用
済
燃

料
 

受
入
れ
・

貯
蔵
 

建
屋

 

前
処

理
 

建
屋

 

分
離

建
屋

 
精

製
建

屋
 

ウ
ラ

ン
・

プ
ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱
硝

建
屋
 

高
レ
ベ
ル

廃
液
 

ガ
ラ
ス
固

化
建
屋
 

保
管
庫
・

貯
水
所
 

屋
外
 

臨
界

事
故

の
拡

大
防

止
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

蒸
発

乾
固

へ
の

対
処
 

－
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

－
 

－
 

水
素

爆
発

へ
の

対
処
 

－
 

－
 

〇
 

〇
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

有
機

溶
媒

等
に

よ
る

火
災
及

び
爆

発
へ

の
対

処
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
槽

の
冷
却
 

○
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

放
出

抑
制

 
－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

水
の

供
給

 
－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
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②
 
当
該
計
器
を
使
用
す
る
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

 

以
下
に
当
該
液
位
計
（
エ
ア
パ
ー
ジ
式
差
圧
伝
送
器
）
を
使
用
す
る
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
と
重
大
事
故
等
対
策
の
関
係
性
を
示
す
。

 

パ
ラ
メ
ー

タ
 

臨
界

の
 

拡
大

防
止

 

蒸
発

乾
固

 

へ
の

対
処

 

水
素

爆
発

 

へ
の

対
処

 

有
機
溶
媒

に
よ
る
 

火
災
及
び

爆
発
 

へ
の
対
処
 

使
用
済
燃

料
 

貯
蔵
槽
の
 

冷
却
 

放
出

抑
制
 

水
の
供
給
 

備
考
 

貯
槽

等
液

位
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

凝
縮

水
回

収
セ

ル
液

位
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

凝
縮

水
槽

液
位

 
－

 
〇

 
－

 
－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

圧
縮

空
気

手
動

供
給

ユ
ニ
ッ

ト
接
続
系

統
圧
力
 

－
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

水
位
 

－
 

－
 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

－
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③
 
操
作
の
成
立
性
（
計
器
設
置
時
間
根
拠
）

 

 
エ
ア
パ
ー
ジ
式
差
圧
伝
送
器
に
つ
い
て
，
逐
条
側
の
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
の
時
間
（
想
定
作
業
時
間
）
に
対
し
，
訓
練
実
績
等
に
よ
る
時
間
（
実
績
時
間
）
と
の
差
が

短
く
余
裕
の
少
な
い
前
処
理
建
屋
の
可
搬
型
貯
槽
液
位
計
設
置
作
業
を
代
表
し
て
評
価
す
る
こ
と
で
設
置
の
妥
当
性
を
確
認
し
た
。

 

１
．
液
位
計
（
エ
ア
パ
ー
ジ
式
差
圧
伝
送
器
）

 

作
業
内
容
 

建
屋
 

想
定

作
業

 

時
間

 

（
分

）
 

実
績

時
間

 

（
分

）
 

可
搬

型
 

計
器

設
置

 

訓
練

実
績

 

時
間

等
 

（
分

/
箇

所
）

 

操
作
の
成

立
性
 

液
位

計
設

置
 

（
可

搬
型

貯
槽
液
位

計
）
 

前
処
理
建

屋
 

7
0 

6
0 

1
2 

可
搬

型
計

器
設

置
訓

練
実

績
か

ら
1
2
分

/箇
所

で
あ

り
13

箇
所

を
3
班

4
箇

所
，

4

箇
所

と
5
箇

所
に

分
け

て
計

器
設

置
を

行
う

こ
と

か
ら

，
1
2
分

/箇
所

×
5
か

所
で

あ

り
，
逐

条
側

で
展

開
さ
れ
て

い
る
計
器

設
置
時

間
に
対
し

，
訓
練

実
績
等
に

よ
る
時

間

を
比

較
し

て
も

妥
当

で
あ
り

，
成
立
す

る
こ
と

を
確
認
し

た
。
 

      
 

2288



④
訓
練
写
真
等

kP
a

液
位

差
圧

伝
送

器
密
度

差
圧

伝
送

器

三
方

切
換

弁
に

て
既
設

側
計

装
ラ
ッ
ク
は
隔
離

（
各
計

測
点

へ
供
給

）

接
続

切
替

水
素

掃
気

用
エ
ア
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

一
次

圧
力

0.
6
9
M
P
a 圧
縮

空
気

供
給

系

圧
縮
空

気
供

給
系

元
弁 減

圧
弁

二
次
圧

力
0
.1
4
M
P
a

可
搬

型
液

位
計

用
ホ
ー

ス

可
搬
型

空
気
ボ

ン
ベ

エ
ア
ヘ
ッ
ダ
ー

差
圧
計

エ
ア
ヘ
ッ
ダ
ー

元
弁

H
i側

L
o
w
側

パ
ー

ジ
流

量
計

パ
ー

ジ
ニ
ー

ド
ル

弁
に

て
6
㍑

/
h
に
調

整

既
設

IA
（喪

失
）

既
設

計
装

ト
ラ
ッ
ク

既
設
パ

ー
ジ
流

量
計

ニ
ー
ド
ル
弁

液
位

L
o
w

元
弁

液
位

H
i

元
弁

均
圧
弁

密
度

H
i

元
弁

均
圧
弁 密

度
L
o
w

元
弁

三
方

切
替
弁

導
圧
菅

既
設

導
圧

菅

各
供

給
先

へ

可
搬
型

液
位

計
用

ホ
ー
ス

可
搬

型
液

位
計

均
圧

弁

可
搬

型
測
定

概
略
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⑤
 
想
定
作
業
時
間
と
制
限
時
間
 

逐
条

の
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト
に

お
け

る
計
器

に
よ

る
計
測

を
開

始
す
る

時
間

（
制
限

時
間

）
ま
で

に
，

計
器
の

設
置

が
完
了

す
る

こ
と
を

確
認

し
て
，

設
置

時
間
の

妥
当

性
を
確
認
し
た
。
 

 

計
器
種
別
 

機
器
名

称
 

使
用
場
所
 

想
定
作
業
完
了
時
間
 

制
限
時
間
 

エ
ア

パ
ー

ジ
式

差

圧
伝
送
器
 

可
搬

型
貯

槽
液

位
計

 
前

処
理

建
屋

 
3
9
時

間
 

3
9
時

間
 

分
離
建
屋
 

6
9
時
間

2
0
分
 

6
9
時
間

2
0
分
 

精
製
建
屋
 

9
時
間
 

9
時
間
 

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

 
1
7
時

間
 
 

1
7
時

間
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

1
4
時
間

1
5
分
 

1
4
時
間

1
5
分
 

可
搬

型
凝

縮
水

槽
液

位
計

 
分

離
建

屋
 

7
時

間
1
0
分

 
8
時

間
4
0
分

 

可
搬
型
漏
え
い
液
受
皿

液
位
計
 

前
処
理
建
屋
 

3
2
時
間

3
5
分
 

3
2
時
間

3
5
分
 

分
離
建
屋
 

4
0
時
間

5
0
分
 

4
0
時
間

5
0
分
 

精
製
建
屋
 

6
時
間
 

6
時
間
 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
 

1
3
時
間

2
0
分
 

1
3
時
間

2
0
分
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計
器
種
別

 
機
器
名
称
 

使
用
場
所
 

想
定
作
業
完
了
時
間
 

制
限
時
間
 

エ
ア

パ
ー

ジ
式

差

圧
伝
送
器
 

可
搬

型
漏

え
い

液
受

皿
液

位
計

 
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

 
1
4
時

間
5
0
分

 
2
3
時

間
 
 

可
搬

型
圧

縮
空

気
手

動
供

給
ユ

ニ
ッ

ト

接
続
系
統
圧
力
計
 

分
離

建
屋

 
4
時
間

1
5
分
 

4
時

間
1
5
分

 

精
製

建
屋

 
1
時
間

5
0
分
 

1
時

間
5
0
分

 

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

 
1
時

間
1
0
分

 
1
時

間
1
0
分

 

可
搬

型
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

等
水

位
計

（
エ
ア
パ
ー
ジ
式
）
 

使
用

済
燃

料
受

入
れ

・
貯

蔵
建

屋
 

7
時

間
3
0
分

 
9
時

間
3
0
分
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（
２
）

熱
電
対
，
測
温
抵
抗
体

①
熱
電
対
，
測
温
抵
抗
体
を
使
用
す
る

重
大
事
故
等
対
策
と
建
屋
の
関
係
性

以
下
に
熱
電
対
，
測
温
抵
抗
体
を
使
用
す
る
重
大
事
故
等
対
策
と
建
屋
の
関
係
性
を
示
す
。

重
大

事
故

等
対
策
 

使
用
済
燃

料
 

受
入
れ
・

貯
蔵
 

建
屋

 

前
処

理
 

建
屋

 

分
離

建
屋

 
精

製
建

屋
 

ウ
ラ

ン
・

プ
ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱
硝

建
屋
 

高
レ
ベ
ル

廃
液
 

ガ
ラ
ス
固

化
建
屋
 

保
管
庫
・

貯
水
所
 

屋
外
 

臨
界

事
故

の
拡

大
防

止
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

蒸
発

乾
固

へ
の

対
処
 

－
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

－
 

－
 

水
素

爆
発

へ
の

対
処
 

－
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

－
 

－
 

有
機

溶
媒

等
に

よ
る

火
災
及

び
爆

発
へ

の
対

処
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
槽

の
冷
却
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

放
出

抑
制

 
－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

水
の

供
給

 
－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

2292



 

 

②
 
当
該
計
器
を
使
用
す
る
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

 

以
下
に
当
該
熱
電
対
，
測
温
抵
抗
体
を
使
用
す
る
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
と
重
大
事
故
等
対
策
の
関
係
性
を
示
す
。

 

パ
ラ
メ
ー

タ
 

臨
界

の
 

拡
大

防
止

 

蒸
発

乾
固

 

へ
の

対
処

 

水
素

爆
発

 

へ
の

対
処

 

有
機
溶
媒

に
よ
る
 

火
災
及
び

爆
発
 

へ
の
対
処
 

使
用
済
燃

料
 

貯
蔵
槽
の
 

冷
却
 

放
出

抑
制
 

水
の
供
給
 

備
考
 

貯
槽

等
温

度
 

－
 

〇
 

○
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

凝
縮

器
出

口
排

気
温

度
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
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③
 
操
作
の
成
立
性
（
計
器
設
置
時
間
根
拠
）

 

 
熱
電
対
，
測
温
抵
抗
体
に
つ
い
て
，
逐
条
側
の
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
の
時
間
（
想
定
作
業
時
間
）
に
対
し
，
訓
練
実
績
等
に
よ
る
時
間
（
実
績
時
間
）
と
の
差
が

も

短
く
余
裕
の
少
な
い
前
処
理
建
屋
の
可
搬
型
貯
槽
温
度
計
設
置
作
業
を
代
表
し
て
評
価
す
る
こ
と
で
設
置
の
妥
当
性
を
確
認
し
た
。

 

 

作
業
内
容
 

建
屋
 

想
定

作
業

 

時
間

 

（
分

）
 

実
績

時
間

 

（
分

）
 

可
搬

型
 

計
器

設
置

 

訓
練

実
績

 

時
間

等
 

（
分

/
箇

所
）

 

操
作
の
成

立
性
 

温
度

計
設

置
 

（
可

搬
型

貯
槽
温
度

計
）
 

前
処
理
建

屋
 

7
0
 

7
0
 

1
0
 

可
搬

型
計

器
設

置
訓

練
実
績

か
ら

1
0
分

/箇
所
で
あ
り

1
3
箇
所
を

2
班

6
箇

所
と

7
箇

所
に

分
け

て
計

器
設

置
を

行
う

こ
と

か
ら

，
1
0
分

/箇
所

×
7
か

所
で

あ
り

，
逐

条
側

で

展
開

さ
れ

て
い

る
計

器
設

置
時

間
に

対
し

，
訓

練
実

績
等

に
よ

る
時

間
を

比
較

し
て

も

妥
当

で
あ

り
，

成
立

す
る
こ

と
を
確
認

し
た
。
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④
訓

練
写
真

等

2295



 

 

 
⑤
 
想
定
作
業
時
間
と
制
限
時
間
 

逐
条

の
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト
に

お
け

る
計
器

に
よ

る
計
測

を
開

始
す
る

時
間

（
制
限

時
間

）
ま
で

に
，

計
器
の

設
置

が
完
了

す
る

こ
と
を

確
認

し
て
，

設
置

時
間
の

妥
当

性
を
確
認
し
た
。
 

 

計
器
種
別
 

機
器
名

称
 

使
用
場
所
 

想
定
作
業
完
了
時
間
 

制
限
時
間
 

熱
電

対
・

測
温

抵

抗
体
 

可
搬
型
貯
槽
温
度
計
 

前
処
理
建
屋
 

3
3
時
間

3
0
分
 

3
5
時
間

1
0
分
 

分
離
建
屋
 

4
4
時
間

1
5
分
 

4
4
時
間

1
5
分
 

精
製

建
屋

 
5
時
間

5
0
分
 

5
時

間
5
0
分

 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
 

1
5
時
間

2
0
分
 

1
5
時
間

2
0
分
 

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
 

8
時

間
5
5
分

 
8
時

間
5
5
分

 

可
搬
型
凝
縮
器
出
口
排

気
温
度
計
 

前
処
理
建
屋
 

4
0
時
間

2
0
分
 

4
0
時
間

3
0
分
 

分
離
建
屋
 

4
9
時
間

1
0
分
 

4
9
時
間

2
0
分
 

精
製
建
屋
 

8
時
間
 

8
時
間

1
0
分
 

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

 
1
3
時

間
5
0
分

 
1
4
時

間
 
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

1
9
時
間

1
5
分
 

1
9
時
間

2
5
分
 

2296



（
３
）

液
位
計
（
ロ
ー
プ
式
）

①
液
位
計
（
ロ
ー
プ
式
）
を
使
用
す
る

重
大
事
故
等
対
策
と
建
屋
の
関
係
性

以
下
に
液
位
計
（
ロ
ー
プ
式
）
を
使
用
す
る
重
大
事
故
等
対
策
と
建
屋
の
関
係
性
を
示
す
。

重
大

事
故

等
対
策
 

使
用
済
燃

料
 

受
入
れ
・

貯
蔵
 

建
屋

 

前
処

理
 

建
屋

 

分
離

建
屋

 
精

製
建

屋
 

ウ
ラ

ン
・

プ
ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱
硝

建
屋
 

高
レ
ベ
ル

廃
液
 

ガ
ラ
ス
固

化
建
屋
 

保
管
庫
・

貯
水
所
 

屋
外
 

臨
界

事
故

の
拡

大
防

止
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

蒸
発

乾
固

へ
の

対
処
 

－
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

－
 

－
 

水
素

爆
発

へ
の

対
処
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

有
機

溶
媒

等
に

よ
る

火
災
及

び
爆

発
へ

の
対

処
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
槽

の
冷
却
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

放
出

抑
制

 
－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

水
の

供
給

 
－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

〇
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②
当
該
計
器
を
使
用
す
る
監
視
パ
ラ
メ

ー
タ

以
下
に
当
該
液
位
計
（
ロ
ー
プ
式
）
を
使
用
す
る
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
と
重
大
事
故
等
対
策
の
関
係
性
を
示
す
。

パ
ラ
メ
ー

タ
 

臨
界

の
 

拡
大

防
止

 

蒸
発

乾
固

 

へ
の

対
処

 

水
素

爆
発

 

へ
の

対
処

 

有
機
溶
媒

に
よ
る
 

火
災
及
び

爆
発
 

へ
の
対
処
 

使
用
済
燃

料
 

貯
蔵
槽
の
 

冷
却
 

放
出

抑
制
 

水
の
供
給
 

備
考
 

膨
張

槽
液

位
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

貯
水

槽
水

位
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

〇
 

－
 

2298



 

 

③
 
操
作
の
成
立
性
（
計
器
設
置
時
間
根
拠
）

 

液
位
計
（
ロ
ー
プ
式
）
に
つ
い
て
，
逐
条
側
の
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
の
時
間
（
想
定
作
業
時
間
）
に
対
し
，
訓
練
実
績
等
に
よ
る
時
間
（
実
績
時
間
）
と
の
差
が
短

く
余
裕
の
少
な
い
高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
の
可
搬
型
膨
張
槽
液
位
計
設
置
作
業
を
代
表
し
て
評
価
す
る
こ
と
で
設
置
の
妥
当
性
を
確
認
し
た
。

 

１
．
液
位
計
（
ロ
ー
プ
式
）

 

 

作
業

内
容
 

建
屋
 

想
定

作
業

 

時
間

 

（
分

）
 

実
績

時
間

 

（
分

）
 

可
搬

型
 

計
器

設
置

 

訓
練

実
績

 

時
間

等
 

（
分

/
箇

所
）

 

操
作
の
成

立
性
 

液
位

計
設

置
 

（
可

搬
型

膨
張
槽
液

位
計
）
 

高
レ
ベ
ル

廃
液
ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
 

9
0 

5
0 

1
0 

可
搬

型
計

測
器

設
置

訓
練

実
績

か
ら

1
0
分

/
箇

所
×

1
0
箇

所
 
= 

10
0
分

を
2
班

で
行

う
こ

と
か

ら
，

1
0
0
分

/
2
班

 
=
 
5
0
分

で
あ

り
，

逐
条

側
で

展
開

さ
れ

て
い

る
計

器
設

置
時

間
に

対
し

訓
練

実
績

等
に

よ
る

時
間

を
比
較

し
て
も
妥

当
で
あ

り
，
成
立

す
る
こ

と
を
確
認

し
た
。
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④
訓
練
写
真
等

2300



⑤
想
定
作
業
時
間
と
制
限
時
間

逐
条

の
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

に
お

け
る

計
器

に
よ

る
計
測

を
開

始
す
る

時
間

（
制
限

時
間

）
ま
で

に
，

計
器
の

設
置

が
完
了

す
る

こ
と
を

確
認

し
て
，

設
置

時
間
の

妥
当

性
を
確
認
し
た
。

計
器
種
別
 

機
器
名
称
 

使
用
場
所
 

想
定
作
業
完
了
時
間
 

制
限
時
間
 

液
位

計
（

ロ
ー

プ

式
）
 

可
搬
型
膨
張
槽
液
位
計
 

前
処
理
建
屋
 

3
3
時
間

5
0
分
 

3
3
時
間

5
0
分
 

分
離
建
屋
 

3
9
時
間

5
0
分
 

3
9
時
間

5
0
分
 

精
製
建
屋
 

7
時
間
 

7
時
間
 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋

1
5
時
間

2
0
分
 

1
5
時
間

2
0
分
 

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
 

6
時

間
1
0
分

 
6
時

間
1
0
分

 

可
搬

型
貯

水
槽

水
位

計
（

ロ
ー

プ
式

）
 

屋
外

 
3
0
分

 
3
時

間
 

2301



 

 

（
４
）
 圧

力
伝
送
器

 

①
 
圧
力
伝
送
器
を
使
用
す
る
重
大
事
故
等
対
策
と
建
屋
の
関
係
性

 

重
大

事
故

等
対
策
 

使
用
済
燃

料
 

受
入
れ
・

貯
蔵
 

建
屋

 

前
処

理
 

建
屋

 

分
離

建
屋

 
精

製
建

屋
 

ウ
ラ

ン
・

プ
ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱
硝

建
屋
 

高
レ
ベ
ル

廃
液
 

ガ
ラ
ス
固

化
建
屋
 

保
管
庫
・

貯
水
所
 

屋
外
 

臨
界

事
故

の
拡

大
防

止
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

蒸
発

乾
固

へ
の

対
処
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

水
素

爆
発

へ
の

対
処
 

－
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

－
 

－
 

有
機

溶
媒

等
に

よ
る

火
災
及

び
爆

発
へ

の
対

処
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
槽

の
冷
却
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

放
出

抑
制

 
－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

水
の

供
給

 
－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
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②
 
当
該
計
器
を
使
用
す
る
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

 

以
下
に
当
該
圧
力
伝
送
器
を
使
用
す
る
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
と
重
大
事
故
等
対
策
の
関
係
性
を
示
す
。

 

パ
ラ
メ
ー

タ
 

臨
界

の
 

拡
大

防
止

 

蒸
発

乾
固

 

へ
の

対
処

 

水
素

爆
発

 

へ
の

対
処

 

有
機
溶
媒

に
よ
る
 

火
災
及
び

爆
発
 

へ
の
対
処
 

使
用
済
燃

料
 

貯
蔵
槽
の
 

冷
却
 

放
出

抑
制
 

水
の
供
給
 

備
考
 

圧
縮

空
気

自
動

供
給

貯
槽
圧

力
 

－
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

圧
縮

空
気

自
動

供
給

ユ
ニ
ッ

ト
圧
力
 

－
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

機
器

圧
縮

空
気

自
動

供
給
ユ

ニ
ッ
ト
圧

力
 

－
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

水
素

掃
気

系
圧

縮
空

気
の
圧

力
 

－
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

か
く

は
ん

系
統

圧
縮

空
気
圧

力
 

－
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
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③
操
作
の
成
立
性
（
計
器
設
置
時
間
根

拠
）

圧
力
伝
送
器
に
つ
い
て
，
逐
条
側
の
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
の
時
間
（
想
定
作
業
時
間
）
に
対
し
，
類
似
作
業
実
績
等
に
よ
る
時
間
（
実
績
時
間
）
と
の
差
が
短
く
余
裕

の
少
な
い
前
処
理
建
屋
の
圧
力
伝
送
器
設
置
作
業
を
代
表
し
て
評
価
す
る
こ
と
で
設
置
の
妥
当
性
を
確
認
し
た
。

１
．
圧
力
伝
送
器

作
業

内
容
 

建
屋
 

想
定

作
業

 

時
間

 

（
分

）
 

実
績

時
間

 

（
分

）
 

可
搬

型
 

計
器

設
置

 

訓
練

実
績

 

時
間

等
 

（
分

/
箇

所
）

 

操
作
の
成

立
性
 

可
搬

型
水

素
掃

気
系

統
圧
縮

空
気

圧
力

計
設

置
 

前
処
理
建

屋
 

1
0
 

5
 

5
 

類
似

作
業

実
績

か
ら

5
分

/
箇

所
×

1
箇

所
 
=
 5

分
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
逐

条
側

で
展

開
さ

れ
て

い
る

計
器

設
置

時
間

に
対

し
，

類
似

作
業

実
績

等
に

よ
る

時
間

を
比

較
し

て
も

妥
当

で
あ

り
，

成
立

す
る

こ
と
を

確
認
し
た

。
 

2304



④
訓
練
写
真
等

2305



 

 

 
⑤
 
想
定
作
業
時
間
と
制
限
時
間
 

逐
条

の
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト
に

お
け

る
計
器

に
よ

る
計
測

を
開

始
す
る

時
間

（
制
限

時
間

）
ま
で

に
，

計
器
の

設
置

が
完
了

す
る

こ
と
を

確
認

し
て
，

設
置

時
間
の

妥
当

性
を
確
認
し
た
。
 

 

計
器
種
別
 

機
器
名

称
 

使
用
場
所
 

想
定
作
業
完
了
時
間
 

制
限
時
間
 

圧
力
伝
送
器

 
可

搬
型

圧
縮

空
気

自
動

供
給

貯
槽

圧
力

計
 

分
離
建
屋
 

3
時
間

  
3
時
間
 

精
製

建
屋

 
2
0
分

 
2
0
分

 

可
搬

型
圧

縮
空

気
自

動
供

給
ユ

ニ
ッ

ト

圧
力
計
 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
 

3
時
間

  
3
時
間
 

可
搬

型
機

器
圧

縮
空

気
自

動
供

給
ユ

ニ

ッ
ト
圧
力
計
 

分
離
建
屋
 

3
時
間

  
3
時
間
 

精
製
建
屋
 

3
時
間

  
3
時
間
 

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

 
3
時

間
  

6
時

間
5
0
分

 

可
搬

型
水

素
掃

気
系

統
圧

縮
空

気
圧

力

計
 

前
処

理
建

屋
 

3
5
時

間
5
分
 

3
6
時
間

35
分
 

分
離
建
屋
 

6
時
間
 

6
時
間

2
5
分
 

精
製

建
屋

 
6
時
間

4
5
分
 

7
時

間
1
5
分
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計
器
種
別

 
機
器
名
称
 

使
用
場
所
 

想
定
作
業
完
了
時
間
 

制
限
時
間
 

圧
力
伝
送
器

 
可

搬
型

水
素

掃
気

系
統

圧
縮

空
気

圧
力

計
 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋

1
5
時
間

2
0
分
 

1
5
時
間

3
0
分
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

1
3
時
間

5
5
分
 

1
4
時
間

1
5
分
 

可
搬

型
か

く
は

ん
系

統
圧

縮
空

気
圧

力

計
 

精
製

建
屋

 
9
時
間

3
0
分
 

9
時

間
5
0
分

 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋

1
7
時
間

4
0
分
 

1
7
時
間

5
0
分
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

1
3
時
間

5
5
分
 

1
4
時
間

1
5
分
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（
５
）

ア
ネ
ロ
イ
ド
圧
力
計
，
圧
力
伝
送
器

①
ア
ネ
ロ
イ
ド
圧
力
計
，
圧
力
伝
送
器

を
使
用
す
る
重
大
事
故
等
対
策
と
建
屋
の
関
係
性

重
大

事
故

等
対
策
 

使
用
済
燃

料
 

受
入
れ
・

貯
蔵
 

建
屋

 

前
処

理
 

建
屋

 

分
離

建
屋

 
精

製
建

屋
 

ウ
ラ

ン
・

プ
ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱
硝

建
屋
 

高
レ
ベ
ル

廃
液
 

ガ
ラ
ス
固

化
建
屋
 

保
管
庫
・

貯
水
所
 

屋
外
 

臨
界

事
故

の
拡

大
防

止
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

蒸
発

乾
固

へ
の

対
処
 

－
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

－
 

－
 

水
素

爆
発

へ
の

対
処
 

－
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

－
 

－
 

有
機

溶
媒

等
に

よ
る

火
災
及

び
爆

発
へ

の
対

処
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
槽

の
冷
却
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

放
出

抑
制

 
－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

〇
 

水
の

供
給

 
－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
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②
 
当
該
計
器
を
使
用
す
る
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

 

以
下
に
当
該
ア
ネ
ロ
イ
ド
圧
力
計
，
圧
力
伝
送
器
を
使
用
す
る
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
と
重
大
事
故
等
対
策
の
関
係
性
を
示
す
。

 

パ
ラ
メ
ー

タ
 

臨
界

の
 

拡
大

防
止

 

蒸
発

乾
固

 

へ
の

対
処

 

水
素

爆
発

 

へ
の

対
処

 

有
機
溶
媒

に
よ
る
 

火
災
及
び

爆
発
 

へ
の
対
処
 

使
用
済
燃

料
 

貯
蔵
槽
の
 

冷
却
 

放
出

抑
制
 

水
の
供
給
 

備
考
 

内
部

ル
ー

プ
通

水
圧

力
/
冷

却
コ

イ
ル

圧
力

 
－

 
〇

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 

セ
ル

導
出

経
路

圧
力
 

－
 

〇
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

導
出

先
セ

ル
圧

力
 

－
 

〇
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

放
水

砲
圧

力
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

〇
 

－
 

－
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③
 
操
作
の
成
立
性
（
計
器
設
置
時
間
根
拠
）

 

 
ア
ネ
ロ
イ
ド
圧
力
計
，
圧
力
伝
送
器
に
つ
い
て
，
逐
条
側
の
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
の
時
間
（
想
定
作
業
時
間
）
に
対
し
，
訓
練
実
績
等
に
よ
る
時
間
（
実
績
時
間
）
と

の
差
が
短
く
余
裕
の
少
な
い
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
の
可
搬
型
導
出
先
セ
ル
圧
力
計
設
置
作
業
を
代
表
し
て
評
価
す
る
こ
と
で
設
置
の
妥
当
性
を
確

認
し
た
。

 

１
．
ア
ネ
ロ
イ
ド
圧
力
計
，
圧
力
伝
送
器

 

作
業

内
容
 

建
屋
 

想
定

作
業

 

時
間

 

（
分

）
 

実
績

時
間

 

（
分

）
 

可
搬

型
 

計
器

設
置

 

訓
練

実
績

 

時
間

等
 

（
分

/
箇

所
）

 

操
作
の
成

立
性
 

可
搬

型
導

出
先

セ
ル

圧
力
計

設
置
 

ウ
ラ
ン
・

プ
ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋
 

1
0 

5
 

5
 

類
似

作
業

実
績

か
ら

5
分

/
箇

所
×

1
箇

所
 
=
 5

分
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
逐

条
側

で
展

開
さ

れ
て

い
る

計
器

設
置

時
間

に
対

し
，

類
似

作
業

実
績

等
に

よ
る

時
間

を
比

較
し

て
も

妥
当

で
あ

り
，

成
立

す
る

こ
と
を

確
認
し
た

。
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④
訓
練
写
真
等
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⑤
想
定
作
業
時
間
と
制
限
時
間

逐
条

の
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

に
お

け
る

計
器

に
よ

る
計
測

を
開

始
す
る

時
間

（
制
限

時
間

）
ま
で

に
，

計
器
の

設
置

が
完
了

す
る

こ
と
を

確
認

し
て
，

設
置

時
間
の

妥
当

性
を
確
認
し
た
。

計
器
種
別
 

機
器
名
称
 

使
用
場
所
 

想
定
作
業
完
了
時
間
 

制
限
時
間
 

ア
ネ

ロ
イ

ド
圧

力

計
，
圧
力
伝

送
器
 

可
搬
型
冷
却
コ
イ
ル
圧
力
計
 

前
処
理
建
屋
 

4
4
時
間

3
0
分
 

4
4
時
間

3
0
分
 

分
離
建
屋
 

5
5
時
間

4
0
分
 

5
5
時
間

4
0
分
 

精
製

建
屋

 
3
1
時

間
 

3
7
時

間
 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋

2
4
時
間

3
0
分
 

2
4
時
間

4
0
分
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

2
7
時
間

4
5
分
 

2
7
時
間

4
5
分
 

可
搬
型
廃
ガ
ス
洗
浄
塔

入
口
圧
力
計
 

前
処
理
建
屋
 

3
時
間

 
4
0
時
間

30
分
 

分
離

建
屋

 
2
時
間

3
0
分
 

2
時

間
3
0
分

 

精
製

建
屋

 
2
時
間

5
0
分
 

2
時

間
5
0
分

 

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

3
時

間
1
0
分

 
3
時

間
1
0
分

 

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

2
時
間

2
0
分
 

1
9
時
間

25
分
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計
器
種
別

 
機
器
名
称
 

使
用
場
所
 

想
定
作
業
完
了
時
間
 

制
限
時
間
 

ア
ネ

ロ
イ

ド
圧

力

計
，
圧
力
伝

送
器
 

可
搬
型
導
出
先
セ
ル
圧
力
計
 

前
処
理
建
屋
 

3
時
間

  
4
0
時
間

30
分
 

分
離

建
屋

 
2
時
間

  
5
時

間
1
0
分

 

精
製

建
屋

 
2
時
間

5
0
分
 

5
時

間
4
0
分

 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
 

3
時
間

1
0
分
 

1
4
時
間
 
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

2
時
間

2
0
分
 

1
9
時
間

25
分
 

可
搬
型
放
水
砲
圧
力
計

 
屋
外
 

2
0
時
間

2
0
分
 

1
3
9
時
間

3
0
分
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（
６
）
 差

圧
伝
送
器

 

①
 
差
圧
伝
送
器
を
使
用
す
る
重
大
事
故
等
対
策
と
建
屋
の
関
係
性

 

以
下
に
差
圧
伝
送
器
を
使
用
す
る
重
大
事
故
等
対
策
と
建
屋
の
関
係
性
を
示
す
。

 

重
大

事
故

等
対
策
 

使
用
済
燃

料
 

受
入
れ
・

貯
蔵
 

建
屋

 

前
処

理
 

建
屋

 

分
離

建
屋

 
精

製
建

屋
 

ウ
ラ

ン
・

プ
ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱
硝

建
屋
 

高
レ
ベ
ル

廃
液
 

ガ
ラ
ス
固

化
建
屋
 

保
管
庫
・

貯
水
所
 

屋
外
 

臨
界

事
故

の
拡

大
防

止
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

蒸
発

乾
固

へ
の

対
処
 

－
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

－
 

－
 

水
素

爆
発

へ
の

対
処
 

－
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

－
 

－
 

有
機

溶
媒

等
に

よ
る

火
災
及

び
爆

発
へ

の
対

処
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
槽

の
冷
却
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

放
出

抑
制

 
－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

水
の

供
給

 
－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
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②
 
当
該
計
器
を
使
用
す
る
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

 

以
下
に
当
該
差
圧
伝
送
器
を
使
用
す
る
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
と
重
大
事
故
等
対
策
の
関
係
性
を
示
す
。

 

パ
ラ
メ
ー

タ
 

臨
界

の
 

拡
大

防
止

 

蒸
発

乾
固

 

へ
の

対
処

 

水
素

爆
発

 

へ
の

対
処

 

有
機
溶
媒

に
よ
る
 

火
災
及
び

爆
発
 

へ
の
対
処
 

使
用
済
燃

料
 

貯
蔵
槽
の
 

冷
却
 

放
出

抑
制
 

水
の
供
給
 

備
考
 

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ィ
ル

タ
差
圧
 

－
 

〇
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

代
替

セ
ル

排
気

系
フ

ィ
ル
タ

差
圧
 

－
 

〇
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
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③
操
作
の
成
立
性
（
計
器
設
置
時
間
根

拠
）

差
圧
伝
送
器
に
つ
い
て
，
逐
条
側
の
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
の
時
間
（
想
定
作
業
時
間
）
に
対
し
，
訓
練
実
績
等
に
よ
る
時
間
（
実
績
時
間
）
と
の
差
が
短
く
余
裕
の
少

な
い
分
離
建
屋
の
可
搬
型
セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル
タ
差
圧
計
設
置
作
業
を
代
表
し
て
評
価
す
る
こ
と
で
設
置
の
妥
当
性
を
確
認
し
た
。

 
な
お
フ
ィ
ル
タ
差
圧
計
の
設
置
に
つ
い
て
は
，
可
搬
型
フ
ィ
ル
タ
設
備
の
敷
設
作
業
と
合
わ
せ
て
作
業
時
間
内
に
実
施
で
き
る
た
め
妥
当
で
あ
り
，
成
立
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

１
．
差
圧
伝
送
器

 

作
業
内
容
 

建
屋
 

想
定

作
業

 

時
間

 

（
分

）
 

実
績

時
間

 

（
分

）
 

可
搬

型
 

計
器

設
置

 

訓
練

実
績

 

時
間

等
 

（
分

/
箇

所
）

 

備
考
 

差
圧

伝
送

器
設
置
 

（
可

搬
型

セ
ル

導
出

ユ
ニ
ッ

ト
フ
ィ
ル

タ
差
圧
計

）

分
離
建
屋
 

2
0
 

1
0
 

1
0
 

類
似

作
業

実
績

か
ら

5
分

/
箇

所
×

2
箇

所
（

2
系

列
）

 
=
 
1
0
分

で
あ

り
，

逐
条

側
で

展
開

さ
れ

て

い
る

計
器

設
置

時
間

に
対
し

類
似
作
業

実
績
等

に
よ
る
時

間
を
比

較
し
て
も

妥
当
で

あ
り
，
成

立
す

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
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④
 
訓
練
写
真
等
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⑤
 
想
定
作
業
時
間
と
制
限
時
間
 

逐
条

の
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト
に

お
け

る
計
器

に
よ

る
計
測

を
開

始
す
る

時
間

（
制
限

時
間

）
ま
で

に
，

計
器
の

設
置

が
完
了

す
る

こ
と
を

確
認

し
て
，

設
置

時
間
の

妥
当

性
を
確
認
し
た
。
 

 

計
器
種
別
 

機
器
名

称
 

使
用
場
所
 

想
定
作
業
完
了
時
間
 

制
限
時
間
 

差
圧
伝
送
器

 
可

搬
型

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ィ

ル
タ

差
圧
計
 

前
処
理
建
屋
 

3
時
間

  
4
0
時
間

30
分
 

分
離

建
屋

 
2
時
間

3
0
分
 

9
時

間
2
0
分

 

精
製

建
屋

 
2
時
間

3
0
分
 

2
時

間
3
0
分

 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
 

3
時
間

1
0
分
 

1
4
時
間
 
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

3
時
間

2
0
分
 

1
2
時
間
 
 

可
搬
型
フ
ィ
ル
タ
差
圧

計
 

前
処
理
建
屋
 

1
1
時
間

2
0
分
 

3
2
時
間

1
0
分
 

分
離
建
屋
 

4
時
間

5
分
 

5
時
間

1
0
分
 

精
製

建
屋

 
5
時
間

1
5
分
 

5
時

間
4
0
分

 

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

 
1
3
時

間
4
0
分

 
1
4
時

間
 
 

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
 

1
1
時

間
4
5
分

 
1
2
時

間
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（
７
）

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ

①
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
を
使
用
す
る
重
大

事
故
等
対
策
と
建
屋
の
関
係
性

重
大

事
故

等
対
策
 

使
用
済
燃

料
 

受
入
れ
・

貯
蔵
 

建
屋

 

前
処

理
 

建
屋

 

分
離

建
屋

 
精

製
建

屋
 

ウ
ラ

ン
・

プ
ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱
硝

建
屋
 

高
レ
ベ
ル

廃
液
 

ガ
ラ
ス
固

化
建
屋
 

保
管
庫
・

貯
水
所
 

屋
外
 

臨
界

事
故

の
拡

大
防

止
 

－
 

〇
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

蒸
発

乾
固

へ
の

対
処
 

－
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

－
 

－
 

水
素

爆
発

へ
の

対
処
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

有
機

溶
媒

等
に

よ
る

火
災
及

び
爆

発
へ

の
対

処
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
槽

の
冷
却
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

放
出

抑
制

 
－
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

－
 

－
 

水
の

供
給

 
－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

2319



 

 

②
 
当
該
計
器
を
使
用
す
る
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

 

以
下
に
当
該
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
を
使
用
す
る
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
と
重
大
事
故
等
対
策
の
関
係
性
を
示
す
。

 

パ
ラ
メ
ー

タ
 

臨
界

の
 

拡
大

防
止

 

蒸
発

乾
固

 

へ
の

対
処

 

水
素

爆
発

 

へ
の

対
処

 

有
機
溶
媒

に
よ
る
 

火
災
及
び

爆
発
 

へ
の
対
処
 

使
用
済
燃

料
 

貯
蔵
槽
の
 

冷
却
 

放
出

抑
制
 

水
の
供
給
 

備
考
 

放
射

線
レ

ベ
ル

計
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

排
水

線
量

 
－

 
○

 
－

 
－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

空
間
線

量
率
 

－
 

－
 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

－
 

建
屋

内
線

量
率

 
－

 
－

 
－

 
－
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

      

2320



 

 

③
 
操
作
の
成
立
性
（
計
器
設
置
時
間
根
拠
）

 

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
に
つ
い
て
は
，
対
策
実
施
要
員
が
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
を
起
動
さ
せ
た
状
態
で
現
場
周
辺
の
線
量
率
を
測
定
す
る
こ
と
か
ら
，
線
量
率
の
測
定
の

時
間
に
含
ま
れ
る
た
め
妥
当
で
あ
り
，
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

 

  
 

2321



 

 

 
④
 
想
定
作
業
時
間
と
制
限
時
間
 

逐
条

の
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト
に

お
け

る
計
器

に
よ

る
計
測

を
開

始
す
る

時
間

（
制
限

時
間

）
ま
で

に
，

計
器
の

設
置

が
完
了

す
る

こ
と
を

確
認

し
て
，

設
置

時
間
の

妥
当

性
を
確
認
し
た
。
 

計
器
種
別
 

機
器
名

称
 

使
用
場
所
 

想
定
作
業
完
了
時
間
 

制
限
時
間
 

サ
ー

ベ
イ

メ
ー

タ
 

ガ
ン

マ
線

用
サ

ー
ベ

イ
メ

ー
タ

 
前

処
理

建
屋

 
2
0
分

 
2
0
分

 

精
製

建
屋

 
2
0
分

 
2
0
分

 

中
性

子
線

用
サ

ー
ベ

イ
メ

ー
タ

 
前

処
理

建
屋

 
2
0
分

 
2
0
分

 

精
製

建
屋

 
2
0
分

 
2
0
分

 

可
搬
型
冷
却
水
排
水
線

量
計
 

前
処
理
建
屋
 

3
5
時
間
 
 

3
5
時
間
 
 

分
離

建
屋

 
9
時
間

3
0
分
 

9
時

間
3
0
分

 

精
製

建
屋

 
9
時
間

3
0
分
 

9
時

間
3
0
分

 

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

 
9
時

間
3
0
分

 
9
時

間
3
0
分

 

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

1
7
時
間
 
 

1
7
時
間
 
 

可
搬

型
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

等
空

間
線

量

率
計
（
サ
ー
ベ
イ
メ
ー

タ
）
 

使
用

済
燃

料
受

入
れ

・
貯

蔵
建

屋
 

1
時

間
3
0
分

 
1
時

間
3
0
分

 

2322



計
器
種
別

 
機
器
名
称
 

使
用
場
所
 

想
定
作
業
完
了
時
間
 

制
限
時
間
 

サ
ー
ベ
イ
メ

ー
タ

可
搬
型
建
屋
内
線
量
率

計
 

前
処
理
建
屋
 

※
１

※
１

分
離
建
屋
 

※
１

※
１

精
製
建
屋
 

※
１

※
１

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋

※
１

※
１

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

※
１

※
１

※
１
：

各
建
屋

の
可

搬
型
情

報
収

集
装
置

の
設

置
に
合

わ
せ

て
可
搬

型
建

屋
内
線

量
率

計
を
設

置
す

る
。
着

手
判

断
に
使

用
す

る
も
の

で
あ

り
，
制

限
時

間
を
設

け
て

い
な

い
。
 

2323



 

 

（
８
）
 熱

式
流
量
計

 

①
 
熱
式
流
量
計
を
使
用
す
る
重
大
事
故
等
対
策
と
建
屋
の
関
係
性

 

重
大

事
故

等
対
策
 

使
用
済
燃

料
 

受
入
れ
・

貯
蔵
 

建
屋

 

前
処

理
 

建
屋

 

分
離

建
屋

 
精

製
建

屋
 

ウ
ラ

ン
・

プ
ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱
硝

建
屋
 

高
レ
ベ
ル

廃
液
 

ガ
ラ
ス
固

化
建
屋
 

保
管
庫
・

貯
水
所
 

屋
外
 

臨
界

事
故

の
拡

大
防

止
 

－
 

〇
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

蒸
発

乾
固

へ
の

対
処
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

水
素

爆
発

へ
の

対
処
 

－
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

－
 

－
 

有
機

溶
媒

等
に

よ
る

火
災
及

び
爆

発
へ

の
対

処
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
槽

の
冷
却
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

放
出

抑
制

 
－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

水
の

供
給

 
－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

    

2324



 

 

②
 
当
該
計
器
を
使
用
す
る
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

 

以
下
に
熱
式
流
量
計
を
使
用
す
る
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
と
重
大
事
故
等
対
策
の
関
係
性
を
示
す
。

 

パ
ラ
メ
ー

タ
 

臨
界

の
 

拡
大

防
止

 

蒸
発

乾
固

 

へ
の

対
処

 

水
素

爆
発

 

へ
の

対
処

 

有
機
溶
媒

に
よ
る
 

火
災
及
び

爆
発
 

へ
の
対
処
 

使
用
済
燃

料
 

貯
蔵
槽
の
 

冷
却
 

放
出

抑
制
 

水
の
供
給
 

備
考
 

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量
 

〇
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

流
量
 

－
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
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③
操
作
の
成
立
性
（
計
器
設
置
時
間
根

拠
）

熱
式
流
量
計
に
つ
い
て
，
逐
条
側
の
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
の
時
間
（
想
定
作
業
時
間
）
に
対
し
，
訓
練
実
績
等
に
よ
る
時
間
（
実
績
時
間
）
と
の
短
く
余
裕
の
少
な
い

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
の
可
搬
型
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
計
設
置
作
業
を
代
表
し
て
評
価
す
る
こ
と
で
設
置
の
妥
当
性
を
確
認
し
た
。

１
．
熱
式
流
量
計

作
業
内
容
 

建
屋
 

想
定

作
業

 

時
間

※
 

（
分

）
 

実
績

時
間

※
 

（
分

）
 

可
搬

型
 

計
器

設
置

 

訓
練

実
績

 

時
間

等
 

（
分

/
箇

所
）

 

備
考
 

流
量

計
設

置
 

（
可

搬
型

貯
槽

掃
気

圧
縮
空

気
流

量
計
）
 

ウ
ラ
ン
・

プ
ル
ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋

 
2
5 

2
0 

5
 

類
似

作
業

実
績

か
ら

5
分

/
箇

所
×

4
箇

所
=
 2
0
分

で
あ

り
，

逐
条

側
で

展
開

さ
れ

て

い
る

計
器

設
置

時
間

に
対

し
類

似
作

業
実

績
等

に
よ

る
時

間
を

比
較

し
て

も
妥

当
で

あ
り

，
成

立
す

る
こ

と
を
確

認
し
た
。
 

2326



 

 

④
 
訓
練
写
真
等

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

2327



 

 

 
⑤
 
想
定
作
業
時
間
と
制
限
時
間
 

逐
条

の
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト
に

お
け

る
計
器

に
よ

る
計
測

を
開

始
す
る

時
間

（
制
限

時
間

）
ま
で

に
，

計
器
の

設
置

が
完
了

す
る

こ
と
を

確
認

し
て
，

設
置

時
間
の

妥
当

性
を
確
認
し
た
。
 

 

計
器
種
別
 

機
器
名

称
 

使
用
場
所
 

想
定
作
業
完
了
時
間
 

制
限
時
間
 

熱
式

流
量

計
 

可
搬

型
貯

槽
掃

気
圧

縮
空

気
流

量
計

 
前

処
理

建
屋

 
3
8
時

間
1
0
分

 
3
9
時

間
5
分

 

分
離
建
屋
 

9
時
間
 

9
時
間

2
0
分
 

精
製

建
屋

 
9
時
間

3
0
分
 

9
時

間
5
0
分

 

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

 
1
7
時

40
分

 
1
8
時

間
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

1
8
時
間

4
0
分
 

1
9
時
間

5
0
分
 

可
搬

型
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト
流

量
計

 
前

処
理

建
屋

 
3
5
時

間
5
分

 
3
9
時

間
5
分

 

分
離

建
屋

 
2
時
間

3
0
分
 

6
時

間
5
0
分

 

精
製

建
屋

 
2
時
間

2
5
分
 

7
時

間
1
5
分

 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
 

3
時
間

1
0
分
 

1
5
時
間

50
分
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

2
時
間

4
5
分
 

1
4
時
間

50
分
 

2328



（
９
）

熱
伝
導
式
水
素
濃
度
計

①
熱
伝
導
式
水
素
濃
度
計
を
使
用
す
る

重
大
事
故
等
対
策
と
建
屋
の
関
係
性

重
大

事
故

等
対
策
 

使
用
済
燃

料
 

受
入
れ
・

貯
蔵
 

建
屋

 

前
処

理
 

建
屋

 

分
離

建
屋

 
精

製
建

屋
 

ウ
ラ

ン
・

プ
ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱
硝

建
屋
 

高
レ
ベ
ル

廃
液
 

ガ
ラ
ス
固

化
建
屋
 

保
管
庫
・

貯
水
所
 

屋
外
 

臨
界

事
故

の
拡

大
防

止
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

蒸
発

乾
固

へ
の

対
処
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

水
素

爆
発

へ
の

対
処
 

－
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

－
 

－
 

有
機

溶
媒

等
に

よ
る

火
災
及

び
爆

発
へ

の
対

処
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
槽

の
冷
却
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

放
出

抑
制

 
－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

水
の

供
給

 
－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
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②
 
当
該
計
器
を
使
用
す
る
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

 

以
下
に
当
該
液
位
計
（
熱
伝
導
式
水
素
濃
度
計
）
を
使
用
す
る
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
と
重
大
事
故
等
対
策
の
関
係
性
を
示
す
。

 

パ
ラ
メ
ー

タ
 

臨
界

の
 

拡
大

防
止

 

蒸
発

乾
固

 

へ
の

対
処

 

水
素

爆
発

 

へ
の

対
処

 

有
機
溶
媒

に
よ
る
 

火
災
及
び

爆
発
 

へ
の
対
処
 

使
用
済
燃

料
 

貯
蔵
槽
の
 

冷
却
 

放
出

抑
制
 

水
の
供
給
 

備
考
 

貯
槽

等
水

素
濃

度
 

－
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
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③
 
操
作
の
成
立
性
（
計
器
設
置
時
間
根
拠
）

 

 
熱
伝
導
式
水
素
濃
度
計
に
つ
い
て
，
逐
条
側
の
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
の
時
間
（
想
定
作
業
時
間
）
に
対
し
，
訓
練
実
績
等
に
よ
る
時
間
（
実
績
時
間
）
と
の
差
が
短
く

余
裕
の
少
な
い
前
処
理
建
屋
の
可
搬
型
水
素
濃
度
計
設
置
作
業
を
代
表
し
て
評
価
す
る
こ
と
で
設
置
の
妥
当
性
を
確
認
し
た
。

 

１
．
熱
伝
導
式
水
素
濃
度
計
 

作
業

内
容
 

建
屋
 

想
定

作
業

 

時
間

※
 

（
分

）
 

実
績

時
間

※
 

（
分

）
 

可
搬

型
 

計
器

設
置

 

訓
練

実
績

 

時
間

等
 

（
分

/
箇

所
）

 

備
考
 

可
搬
型
水

素
濃
度
計

設
置
 

前
処
理
建

屋
 

3
0
 

3
0
 

3
0
 

可
搬

型
水

素
濃

度
計

の
設

置
時

間
を

6
0
分

/
班

と
想

定
し

て
お

り
 
2
班

で
作

業
を

行
う
た

め
6
0
/
2
＝

3
0
分

と
し

て
い

る
こ

と
か

ら
，

逐
条

側
で

展
開

さ
れ

て
い

る
計

器
設

置
時

間
に

対
し

こ
の
時

間
を
比
較

し
て
も

妥
当
で
あ

り
，
成
立
す

る
こ
と

を
確

認
し

た
。
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④
訓
練
写
真
等

模
擬
品
 

2332



 

 

 
⑤
 
想
定
作
業
時
間
と
制
限
時
間
 

逐
条

の
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト
に

お
け

る
計
器

に
よ

る
計
測

を
開

始
す
る

時
間

（
制
限

時
間

）
ま
で

に
，

計
器
の

設
置

が
完
了

す
る

こ
と
を

確
認

し
て
，

設
置

時
間
の

妥
当

性
を
確
認
し
た
。
 

 

計
器
種
別
 

機
器
名

称
 

使
用
場
所
 

想
定
作
業
完
了
時
間
 

制
限
時
間
 

熱
伝

導
式

水
素

濃

度
計
 

可
搬
型
水
素
濃
度
計
 

前
処
理
建
屋
 

1
6
時
間

3
0
分
 

1
6
時
間

3
0
分
 

分
離

建
屋

 
3
時
間

1
0
分
 

3
時

間
1
0
分

 

精
製

建
屋

 
1
時
間

1
0
分
 

1
時

間
1
0
分

 

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

 
1
時

間
1
0
分

 
1
時

間
1
0
分

 

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
 

7
時

間
3
0
分

 
7
時

間
3
0
分

 

  
 

2333



 

 

（
１
０
）
 電

磁
式
流
量
計

 

①
 
電
磁
式
流
量
計
を
使
用
す
る
重
大
事
故
等
対
策
と
建
屋
の
関
係
性

 

重
大

事
故

等
対
策
 

使
用
済
燃

料
 

受
入
れ
・

貯
蔵
 

建
屋

 

前
処

理
 

建
屋

 

分
離

建
屋

 
精

製
建

屋
 

ウ
ラ

ン
・

プ
ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱
硝

建
屋
 

高
レ
ベ
ル

廃
液
 

ガ
ラ
ス
固

化
建
屋
 

保
管
庫
・

貯
水
所
 

屋
外
 

臨
界

事
故

の
拡

大
防

止
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

蒸
発

乾
固

へ
の

対
処
 

－
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

－
 

－
 

水
素

爆
発

へ
の

対
処
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

有
機

溶
媒

等
に

よ
る

火
災
及

び
爆

発
へ

の
対

処
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
槽

の
冷
却
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

放
出

抑
制

 
－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

〇
 

水
の

供
給

 
－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

〇
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②
当
該
計
器
を
使
用
す
る
監
視
パ
ラ
メ

ー
タ

以
下
に
当
該
電
磁
式
流
量
計
を
使
用
す
る
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
と
重
大
事
故
等
対
策
の
関
係
性
を
示
す
。

パ
ラ
メ
ー

タ
 

臨
界

の
 

拡
大

防
止

 

蒸
発

乾
固

 

へ
の

対
処

 

水
素

爆
発

 

へ
の

対
処

 

有
機
溶
媒

に
よ
る
 

火
災
及
び

爆
発
 

へ
の
対
処
 

使
用
済
燃

料
 

貯
蔵
槽
の
 

冷
却
 

放
出

抑
制
 

水
の
供
給
 

備
考
 

冷
却

コ
イ

ル
通

水
流

量
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

内
部

ル
ー

プ
通

水
流

量
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

貯
槽

等
注

水
流

量
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

建
屋

給
水

流
量

 
－

 
〇

 
－

 
－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

凝
縮

器
通

水
流

量
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

放
水

砲
流

量
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

第
１

貯
水

槽
給

水
流

量
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

〇
 

－
 

2335



③
操
作
の
成
立
性
（
計
器
設
置
時
間
根

拠
）

電
磁
式
流
量
計
の
設
置
に
つ
い
て
は
，
可
搬
型
ホ
ー
ス
等
の
設
備
の
敷
設
と
合
わ
せ
て
作
業
時
間
内
に
実
施
で
き
る
た
め
妥
当
で
あ
り
，
成
立
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

2336



 

 

④
 
訓
練
写
真
等

 

 
 
 
 
 

 

 
 

2337



 

 

 
⑤
 
想
定
作
業
時
間
と
制
限
時
間
 

逐
条

の
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト
に

お
け

る
計
器

に
よ

る
計
測

を
開

始
す
る

時
間

（
制
限

時
間

）
ま
で

に
，

計
器
の

設
置

が
完
了

す
る

こ
と
を

確
認

し
て
，

設
置

時
間
の

妥
当

性
を
確
認
し
た
。
 

 

計
器
種
別
 

機
器
名

称
 

使
用
場
所
 

想
定
作
業
完
了
時
間
 

制
限
時
間
 

電
磁
式
流
量

計
 

可
搬
型
冷
却
水
流
量
計

 
前
処
理
建
屋
 

3
5
時
間

1
0
分
 

3
5
時
間

1
0
分
 

分
離
建
屋
 

4
4
時
間

2
0
分
 

4
5
時
間

1
0
分
 

精
製

建
屋

 
8
時
間

1
0
分
 

8
時

間
2
0
分

 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
 

1
6
時
間

5
0
分
 

1
6
時
間

5
0
分
 

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
 

1
5
時

間
 

1
9
時

間
3
0
分

 

可
搬
型
冷
却
コ
イ
ル
通

水
流
量
計
 

前
処
理
建
屋
 

4
4
時
間

3
0
分
 

4
4
時
間

3
0
分
 

分
離
建
屋
 

5
5
時
間

4
0
分
 

5
5
時
間

4
0
分
 

精
製

建
屋

 
3
1
時

間
 

3
7
時

間
 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋
 

2
4
時
間

3
0
分
 

2
4
時
間

4
0
分
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

2
7
時
間

4
5
分
 

2
7
時
間

4
5
分
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計
器
種
別

 
機
器
名
称
 

使
用
場
所
 

想
定
作
業
完
了
時
間
 

制
限
時
間
 

電
磁
式
流
量

計
 

可
搬
型
機
器
注
水
流
量

計
 

前
処
理
建
屋
 

3
7
時
間

5
0
分
 

4
0
6
時
間
 

分
離
建
屋
 

6
8
時
間

4
5
分
 

6
9
時
間

2
0
分
 

精
製
建
屋
 

8
時
間

5
0
分
 

2
5
時
間
 

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

1
7
時

間
 

3
2
時

間
 

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
 

9
時

間
 

7
1
時

間
 

可
搬
型
凝
縮
器
通
水
流

量
計
 

前
処
理
建
屋
 

3
時
間
 

4
時
間

3
0
分
 

分
離
建
屋
 

4
9
時
間

1
0
分
 

4
9
時
間

2
0
分
 

精
製
建
屋
 

8
時
間
 

8
時
間

1
0
分
 

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

1
3
時

間
5
0
分

 
1
4
時

間
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

1
7
時
間

1
0
分
 

1
9
時
間

2
5
分
 

可
搬
型
建
屋
供
給
冷
却

水
流
量
計
 

前
処
理
建
屋
 

2
7
時
間

4
0
分
 

3
5
時
間

1
0
分
 

分
離
建
屋
 

5
時
間

4
0
分
 

1
2
時
間

20
分
 

精
製

建
屋

 
5
時
間

4
0
分
 

8
時

間
2
0
分

 

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
脱
硝
建
屋

5
時
間

4
0
分
 

1
5
時
間

20
分
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計
器
種
別

 
機
器
名
称
 

使
用
場
所
 

想
定
作
業
完
了
時
間
 

制
限
時
間
 

電
磁
式
流
量

計
 

可
搬
型
建
屋
供
給
冷
却

水
流
量
計
 

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固
化
建
屋
 

8
時
間
 

1
9
時
間

3
0
分
 

可
搬
型
放
水
砲
流
量
計

 
屋
外
 

2
0
時
間

2
0
分
 

1
3
9
時
間

3
0
分
 

可
搬
型
第
１
貯
水
槽
給

水
流
量
計
 

屋
外
 

3
時
間

  
7
時
間
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（
１
１
）
 液

位
計
（
電
波
式
）

 

①
 
液
位
計
（
電
波
式
）
を
使
用
す
る
重
大
事
故
等
対
策
と
建
屋
の
関
係
性

 

重
大

事
故

等
対
策
 

使
用
済
燃

料
 

受
入
れ
・

貯
蔵
 

建
屋

 

前
処

理
 

建
屋

 

分
離

建
屋

 
精

製
建

屋
 

ウ
ラ

ン
・

プ
ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱
硝

建
屋
 

高
レ
ベ
ル

廃
液
 

ガ
ラ
ス
固

化
建
屋
 

保
管
庫
・

貯
水
所
 

屋
外
 

臨
界

事
故

の
拡

大
防

止
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

蒸
発

乾
固

へ
の

対
処
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

水
素

爆
発

へ
の

対
処
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

有
機

溶
媒

等
に

よ
る

火
災
及

び
爆

発
へ

の
対

処
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
槽

の
冷
却
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

放
出

抑
制

 
－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

水
の

供
給

 
－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

〇
 

    

2341



 

 

②
 
当
該
計
器
を
使
用
す
る
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

 

以
下
に
液
位
計
（
電
波
式
）
を
使
用
す
る
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
と
重
大
事
故
等
対
策
の
関
係
性
を
示
す
。

 

パ
ラ
メ
ー

タ
 

臨
界

の
 

拡
大

防
止

 

蒸
発

乾
固

 

へ
の

対
処

 

水
素

爆
発

 

へ
の

対
処

 

有
機
溶
媒

に
よ
る
 

火
災
及
び

爆
発
 

へ
の
対
処
 

使
用
済
燃

料
 

貯
蔵
槽
の
 

冷
却
 

放
出

抑
制
 

水
の
供
給
 

備
考
 

貯
水

槽
水

位
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

〇
 

－
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③
操
作
の
成
立
性
（
計
器
設
置
時
間
根

拠
）

液
位
計
（
電
波
式
）
に
つ
い
て
，
短
く
余
裕
の
少
な
い
時
間
で
設
置
す
る
前
処
理
建
屋
の
作
業
を
代
表
し
て
評
価
す
る
こ
と
で
設
置
の
妥
当
性
を
確
認
し
た
。

１
．
液
位
計
（
電
波
式
）

 

作
業

内
容
 

建
屋
 

想
定

作
業

 

時
間

 

（
分

）
 

実
績

時
間

 

（
分

）
 

可
搬

型
 

計
器

設
置

 

訓
練

実
績

 

時
間

等
 

（
分

/
箇

所
）

 

備
考
 

液
位

計
設

置
 

（
可

搬
型

電
波

式
液

位
計
）
 

屋
外
 

3
0 

1
5 

1
5 

可
搬

型
計

器
の

運
搬

及
び

設
置

は
1
5
分

/箇
所
×

1
箇

所
 
=
 1
5
分

と
想

定
し

て
お

り
，

逐
条

側
で

展
開

さ
れ

て
い

る
計

器
設

置
時

間
に

対
し

こ
の

時
間

を
比

較
し

て
も

妥
当

で
あ

り
，

成
立

す
る

こ

と
を

確
認

し
た

。
 

2343



 

 

 
④
 
想
定
作
業
時
間
と
制
限
時
間
 

逐
条

の
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト
に

お
け

る
計
器

に
よ

る
計
測

を
開

始
す
る

時
間

（
制
限

時
間

）
ま
で

に
，

計
器
の

設
置

が
完
了

す
る

こ
と
を

確
認

し
て
，

設
置

時
間
の

妥
当

性
を
確
認
し
た
。
 

 

計
器
種
別
 

機
器
名

称
 

使
用
場
所
 

想
定
作
業
完
了
時
間
 

制
限
時
間
 

液
位
計
（
電

波
式
） 

可
搬

型
貯

水
槽

水
位

計
（

電
波

式
）

 
屋

外
 

3
0
分

 
3
時

間
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（
１
２
）
 情

報
把
握
計
装
設
備

 

①
 
操
作
の
成
立
性
（
計
器
設
置
時
間
根
拠
）

 

 
情
報
把
握
計
装
設
備
に
つ
い
て
は
，
精
製
建
屋
の
作
業
を
代
表
し
て
評
価
す
る
こ
と
で
設
置
の
妥
当
性
を
確
認
し
た
。

 

１
．
情
報
把
握
計
装
設
備
 

作
業

内
容
 

建
屋
 

想
定

作
業

 

時
間

 

（
分

/
建

屋
）

 

実
績

時
間

 

（
分

/
建

屋
）

 

可
搬

型
 

計
器

設
置

 

訓
練

実
績

 

時
間

等
 

（
分

/
建

屋
）

 

備
考
 

情
報
把
握

計
装
設
備
 

精
製
建
屋
 

9
0
 

9
0
 

9
0
 

情
報

把
握

計
装

設
備

の
設

置
時

間
は
，

荷
下

ろ
し

や
ケ
ー

ブ
ル

接
続

及
び
伝

送
確

認
の

作
業
を

踏
ま
え

9
0

分
/
建

屋
と

想
定

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
本

資
料

で
展

開
さ

れ
て

い
る

情
報

把
握

計
装

設
備

設
置

時

間
に

対
し

こ
の

時
間

を
比
較

し
て
も
妥

当
で
あ

り
，
成
立

す
る
こ

と
を
確
認

し
た
。
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②
想
定
作
業
時
間
と
制
限
時
間

逐
条

の
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

に
お

け
る

計
器

に
よ

る
計
測

を
開

始
す
る

時
間

（
制
限

時
間

）
ま
で

に
，

計
器
の

設
置

が
完
了

す
る

こ
と
を

確
認

し
て
，

設
置

時
間
の

妥
当

性
を
確
認
し
た
。

計
器
種
別
 

機
器
名
称
 

使
用
場
所
 

想
定
作
業
完
了
時
間
 

制
限
時
間
 

情
報

把
握

計
装

設

備
 

前
処

理
建

屋
可

搬
型

情
報

収
集

装
置

 
前

処
理

建
屋

 
6
時

間
5
0
分

 
6
時

間
5
0
分

 

分
離

建
屋

可
搬

型
情

報
収

集
装

置
 

分
離

建
屋

 
4
時

間
2
0
分

 
4
時

間
2
0
分

 

精
製

建
屋

可
搬

型
情

報
収

集
装

置
 

精
製

建
屋

 
3
時

間
4
5
分

 
3
時

間
4
5
分

 

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建

屋
可
搬
型
情
報
収
集
装

置
 

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

4
時

間
5
5
分

 
4
時

間
5
5
分

 

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
可

搬

型
情
報
収
集
装
置
 

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
 

6
時

間
1
5
分

 
6
時

間
1
5
分

 

制
御

建
屋

可
搬

型
情

報
収

集
装

置
 

制
御

建
屋

 
3
時

間
1
0
分

 
3
時

間
1
0
分

 

使
用

済
燃

料
受

入
れ

・
貯

蔵
建

屋
可

搬

型
情
報
収
集
装
置
 

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
 

2
2
時
間

3
0
分
 

2
2
時
間

3
0
分
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計
器
種
別

 
機
器
名
称
 

使
用
場
所
 

想
定
作
業
完
了
時
間
 

制
限
時
間
 

情
報

把
握

計
装

設

備
 

制
御

建
屋

可
搬

型
情

報
表

示
装

置
 

制
御

建
屋

 
3
時

間
1
0
分

 
3
時

間
1
0
分

 

使
用

済
燃

料
受

入
れ

・
貯

蔵
建

屋
可

搬

型
情
報
表
示
装
置
 

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
 

2
2
時
間

3
0
分
 

※
１

第
１

保
管

庫
・

貯
水

所
可

搬
型

情
報

収

集
装
置
 

第
１

保
管

庫
・

貯
水

所
 

1
時

間
3
0
分

 
1
時

間
3
0
分

 

第
２

保
管

庫
・

貯
水

所
可

搬
型

情
報

収

集
装
置
 

第
２
保
管
庫
・
貯
水
所
 

9
時
間
 

9
時
間
 

※
１
：
事
象
の
事
象
進
展
に
影
響
が
な
く
，
制
限
時
間
が
な
い
も
の
を
示
す
。
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（
１
３
）
 使

用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
に
使
用
す
る
計
器

 

①
 
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
に
使
用
す
る
計
器
を
使
用
す
る
重
大
事
故
等
対
策
と
建
屋
の
関
係
性

 

以
下
に
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
に
使
用
す
る
計
器
を
使
用
す
る
重
大
事
故
等
対
策
と
建
屋
の
関
係
性
を
示
す
。

 

重
大

事
故

等
対
策
 

使
用
済
燃

料
 

受
入
れ
・

貯
蔵
 

建
屋

 

前
処

理
 

建
屋

 

分
離

建
屋

 
精

製
建

屋
 

ウ
ラ

ン
・

プ
ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱
硝

建
屋
 

高
レ
ベ
ル

廃
液
 

ガ
ラ
ス
固

化
建
屋
 

保
管
庫
・

貯
水
所
 

屋
外
 

臨
界

事
故

の
拡

大
防

止
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

蒸
発

乾
固

へ
の

対
処
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

水
素

爆
発

へ
の

対
処
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

有
機

溶
媒

等
に

よ
る

火
災
及

び
爆

発
へ

の
対

処
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵
槽

の
冷
却
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

放
出

抑
制

 
〇
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

水
の

供
給

 
－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
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②
 
当
該
計
器
を
使
用
す
る
監
視
パ
ラ
メ

ー
タ

 

以
下
に
当
該
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
に
使
用
す
る
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
と
重
大
事
故
等
対
策
の
関
係
性
を
示
す
。
 

パ
ラ
メ
ー

タ
 

臨
界

の
 

拡
大

防
止

 

蒸
発

乾
固

 

へ
の

対
処

 

水
素

爆
発

 

へ
の

対
処

 

有
機
溶
媒

に
よ
る
 

火
災
及
び

爆
発
 

へ
の
対
処
 

使
用
済
燃

料
 

貯
蔵
槽
の
 

冷
却
 

放
出

抑
制
 

水
の
供
給
 

備
考
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

水
位
 

－
 

－
 

－
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

温
度
 

－
 

－
 

－
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

代
替

注
水

設
備

流
量
 

－
 

－
 

－
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

ス
プ

レ
イ

設
備

流
量
 

－
 

－
 

－
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

－
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

空
間
線

量
率
計
 

－
 

－
 

－
 

－
 

〇
 

〇
 

－
 

－
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

状
態
（

監
視
カ
メ

ラ
）
 

－
 

－
 

－
 

－
 

〇
 

〇
 

－
 

－
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③
 
操
作
の
成
立
性
（
計
器
設
置
時
間
根

拠
）

 

使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
に
使
用
す
る
計
器
に
つ
い
て
，
訓
練
実
績
等
に
よ
り
以
下
の
よ
う
に
評
価
す
る
こ
と
で
設
置
の
妥
当
性
を
確
認
し
た
。

 

 １
．
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
の
措
置
の
対
応
手
段
 

 
ａ
．
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
へ
の
注
水
 

 
(ａ

)所
要
時
間

 

作
業
内

容
 

想
定

作
業

時
間
 

実
績

等
※
 

備
考
 

保
管
場
所
（
外
部
保

管
エ

リ
ア

）
ま

で
の

移
動
 

3
0
分
 

約
3
0
分
 

中
央

制
御
室

か
ら
外
部

保
管

エ
リ

ア
ま
で
の

移
動

を
約

30
分

と
想

定
 

可
搬

型
代

替
注

水
設

備
流

量
計

の
積

込

み
 

５
分
 

約
５

分
 

類
似
の
訓
練
実
績
か
ら
約
５
分
 

可
搬
型
代
替
注
水
設
備

流
量

計
の

運
搬
 

2
0
分
 

約
2
0
分
 

外
部
保
管
エ
リ
ア
か
ら
対
処
建
屋
ま
で
の
移
動
を
約

2
0
分
と
想
定
 

可
搬

型
代

替
注

水
設

備
流

量
計

の
荷

下

ろ
し
 

５
分
 

約
５

分
 

積
込
み
と
同
等
の
約
５
分
と
想
定
 

可
搬
型
代
替
注
水
設
備

流
量

計
設

置
 

５
分
 

約
５

分
 

ホ
ー
ス
の
接
続
訓
練
実
績
か
ら
約
５
分
と
想
定
 

注
水

流
量
確

認
 

2
0
分
 

約
1
2
分
 

類
似

の
訓
練

実
績
か
ら
約

12
分
 

※
対
策
作
業
の
み
に
必
要
と
な
る
時

間
で
あ

り
，

作
業

場
所
へ
の

移
動

時
間

及
び
要
員

の
装

備
の

装
着
の
着

装
時

間
を

含
ま
な
い

。
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２
．
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い
発
生
時
の
対
応
手
段
 

ａ
．
代
替
補
給
水
設
備
（
ス
プ
レ
イ
）
に
よ
る
ス
プ
レ
イ
 

(
ａ
)
所
要
時
間
 

作
業

内
容
 

想
定

作
業

時
間
 

実
績
等
※
 

備
考
 

保
管
場
所
（
外
部
保

管
エ

リ
ア

）
ま

で
の

移
動
 

3
0
分
 

約
3
0
分
 

中
央

制
御
室

か
ら
外
部

保
管

エ
リ

ア
ま
で
の

移
動

を
約

30
分

と
想

定
 

可
搬

型
ス

プ
レ

イ
設

備
流

量
計

の
積

込

み
 

1
5
分
 

約
1
2
分
 

類
似

の
訓
練

実
績
か
ら
約

12
分
 

可
搬
型
ス
プ
レ

イ
設
備

流
量

計
の

運
搬
 

2
0
分
 

約
2
0
分
 

外
部
保
管
エ
リ
ア
か
ら
対
処
建
屋
ま
で
の
移
動
を
約

2
0
分
と
想
定
 

可
搬

型
ス

プ
レ

イ
設

備
流

量
計

の
荷

下

ろ
し
 

1
5
分
 

約
1
2
分
 

積
込

み
と
同

等
の
約

12
分

と
想

定
 

可
搬
型
ス
プ
レ

イ
設
備

流
量

計
設

置
 

3
0
分
 

約
2
4
分
 

ホ
ー
ス
の
接
続
実
績
か
ら

1
か
所
約

2
分
（
1
2
か
所
）

ス
プ

レ
イ

状
態

確
認

（
ス

プ
レ

イ
流

量

確
認
）
 

2
0
分
 

約
1
2
分
 

類
似

の
訓
練

実
績
か
ら
約

12
分
 

※
対
策
作
業
の
み
に
必
要
と
な
る
時

間
で
あ

り
，

作
業

場
所
へ
の

移
動

時
間

及
び
要
員

の
装

備
の

装
着
の
着

装
時

間
を

含
ま
な
い

。
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３
．
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
の
監
視
の
た
め
の
対
応
手
段
 

 
ａ
．
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
の
状
況
監
視
（
水
位
計
，
温
度
計
，
空
間
線
量
率
計
及
び
カ
メ
ラ
の
設
置
）

 

(ａ
)所

要
時
間

 

作
業

内
容
 

想
定

作
業

時
間
 

実
績
等
※
 

備
考
 

保
管
場
所
（
外
部
保

管
エ

リ
ア

）
ま

で
の

移
動
 

3
0
分
 

約
3
0
分
 

中
央

制
御
室

か
ら
外
部

保
管

エ
リ

ア
ま
で
の

移
動

を
約

30
分

と
想

定
 

水
位
計
，
温
度
計
，
空
間

線
量

率
計

及
び

カ
メ
ラ
の
積
込

み
 

3
0
分
 

約
1
5
分
 

類
似

の
訓
練

実
績
か
ら
約

15
分
 

水
位
計
，
温
度
計
，
空
間

線
量

率
計

及
び

カ
メ
ラ
の
運
搬
 

2
0
分
 

約
2
0
分
 

外
部
保
管
エ
リ
ア
か
ら
対
処
建
屋
ま
で
の
運
搬
を
約

2
0
分
と
想
定
 

水
位
計
，
温
度
計
，
空
間

線
量

率
計

及
び

カ
メ
ラ
の
荷
下

ろ
し
 

3
0
分
 

約
1
5
分
 

積
込

み
と
同

等
の
約

15
分

と
想

定
 

計
測

ユ
ニ

ッ
ト

及
び

監
視

ユ
ニ

ッ
ト

の

運
搬
準
備
 

2
0
分
 

約
2
0
分
 

運
搬
準
備
を
約

1
0
分
×
２
基
の
約

20
分
と
想
定
 

計
測

ユ
ニ

ッ
ト

及
び

監
視

ユ
ニ

ッ
ト

の

運
搬
 

4
0
分
 

約
4
0
分
 

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
に
よ
る
運
搬
を

20
分
×
２
基
の

4
0
分
と
想
定
 

計
測

ユ
ニ

ッ
ト

及
び

監
視

ユ
ニ

ッ
ト

の

配
置
 

2
0
分
 

約
2
0
分
 

運
搬

準
備
と

同
等
の
約

1
0
分

×
２
基

の
約

2
0
分

と
想
定
 

水
位
計
，
温
度
計
，
空
間

線
量

率
計

及
び

カ
メ
ラ
の
設
置

，
ケ
ー

ブ
ル

敷
設
 

1
65

分
 

約
16
5
分
 

類
似
の
訓
練
実
績
を
基
に
約

1
6
5
分
と
想
定
。
 

（
内
訳
：
水
位
計
約

15
分
，
温
度
計
約

5
0
分
，
空
間
線
量
率
計
約

1
0
分
及

び
カ
メ
ラ
約

90
分
）
 

計
測

ユ
ニ

ッ
ト

，
監

視
ユ

ニ
ッ

ト
及

び

各
計
器
間
の
接

続
 

3
5
分
 

約
3
5
分
 

計
測

ユ
ニ
ッ

ト
，
監
視

ユ
ニ

ッ
ト

及
び
各
計

器
間

の
接

続
を

約
3
5
分

と
想

定
。
 

監
視
設
備
の
起

動
確
認

，
状

態
確

認
 

2
0
分
 

約
2
0
分
 

監
視
ユ
ニ
ッ
ト
，
計
測
ユ
ニ
ッ
ト
の
起
動
操
作
を
約

2
0
分
と
想
定
。
 

※
対
策
作
業
の
み
に
必
要
と
な
る
時

間
で
あ

り
，

作
業

場
所
へ
の

移
動

時
間

及
び
要
員

の
装

備
の

装
着
の
着

装
時

間
を

含
ま
な
い

。
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ｂ
．
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
の
状
況
監
視
（
水
位
計
（
広
域
）
の
設
置
）

 

(ａ
)所

要
時
間

 

作
業

内
容
 

想
定

作
業

時
間
 

実
績
等
※
 

備
考
 

保
管
場
所
（
外
部
保

管
エ

リ
ア

）
ま

で
の

移
動
 

3
0
分
 

約
3
0
分
 

中
央

制
御
室

か
ら
外
部

保
管

エ
リ

ア
ま
で
の

移
動

を
約

30
分

と
想

定
 

パ
ー

ジ
管
の

積
込
み
 

7
0
分
 

約
7
0
分
 

１
本

10
分

×
７

本
の
約

7
0
分

と
想
定
 

パ
ー
ジ
管
の
運

搬
 

2
0
分
 

約
2
0
分
 

外
部
保
管
エ
リ
ア
か
ら
対
処
建
屋
ま
で
の
運
搬
を
約

2
0
分
と
想
定
 

パ
ー

ジ
管
の

荷
下
ろ
し

 
7
0
分
 

約
7
0
分
 

積
込

み
と
同

等
の
約

70
分

と
想

定
 

計
測
ユ
ニ
ッ
ト

，
監

視
ユ

ニ
ッ

ト
，
発

電

機
及
び
空
気
圧

縮
機
の

運
搬

準
備
 

4
0
分
 

約
4
0
分
 

運
搬
準
備
を
約

1
0
分
×
４
基
の
約

40
分
と
想
定
 

計
測
ユ
ニ
ッ
ト

，
監

視
ユ

ニ
ッ

ト
，
発

電

機
及
び
空
気
圧

縮
機
の

運
搬
 

8
0
分
 

約
8
0
分
 

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
に
よ
る
運
搬
を

20
分
×
４
基
の

8
0
分
と
想
定
 

計
測
ユ
ニ
ッ
ト

，
監

視
ユ

ニ
ッ

ト
，
発

電

機
及
び
空
気
圧

縮
機
の

配
置
 

4
0
分
 

約
4
0
分
 

運
搬

準
備
と

同
等
の
約

1
0
分

×
４
基

の
4
3
0
分

と
想

定
 

水
位
計
（
広
域
）
パ
ー
ジ
管
敷
設
 

2
0
0
分
 

約
2
0
0
分
 

パ
ー
ジ
管
の
長
さ
，
取
回
し
を
考
慮
し
敷
設
を
約

2
0
0
分
と
想
定
。
 

（
内
訳
：
水
中
に
設
置
す
る
パ
ー
ジ
管
６
本
×
3
0
分
／
本
→
1
80

分
，
気

中

に
設
置
す
る
パ
ー
ジ
管
１
本
×
2
0
分
／
本
→
2
0
分
）
 

計
測
ユ
ニ
ッ
ト

，
監
視

ユ
ニ

ッ
ト

，
発

電
機
，
空
気
圧

縮
機
及

び
パ

ー
ジ

管
の

接
続
 

1
5
分
 

約
1
5
分
 

計
測
ユ
ニ
ッ
ト
，
監
視
ユ
ニ
ッ
ト
，
発
電
機
，
空
気
圧
縮
機
及
び
パ
ー
ジ

管
を
接
続
す
る
ケ
ー
ブ
ル
，
パ
ー
ジ
管
の
本
数
か
ら
約

15
分
と
想
定
。
 

計
測

ユ
ニ

ッ
ト

，
監

視
ユ

ニ
ッ

ト
及

び

空
気
圧
縮
機
の

起
動
確

認
，

状
態

確
認
 

3
0
分
 

約
3
0
分
 

計
測
ユ
ニ
ッ
ト
，
監
視
ユ
ニ
ッ
ト
及
び
空
気
圧
縮
機
の
起
動
操
作
を
約

3
0
分

と
想
定
。
 

※
対
策
作
業
の
み
に
必
要
と
な
る
時

間
で
あ

り
，

作
業

場
所
へ
の

移
動

時
間

及
び
要
員

の
装

備
の

装
着
の
着

装
時

間
を

含
ま
な
い

。
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ｃ
．
監
視
設
備
の
保
護
（
空
冷
ユ
ニ
ッ
ト
の
設
置
）

ａ
)
所
要
時
間
 

作
業

内
容
 

想
定

作
業

時
間
 

実
績
等
※
 

備
考
 

保
管
場
所
（
外
部
保

管
エ

リ
ア

）
ま

で
の

移
動
 

3
0
分
 

約
3
0
分
 

中
央

制
御
室

か
ら
外
部

保
管

エ
リ

ア
ま
で
の

移
動

を
約

30
分

と
想

定
 

空
冷
ホ
ー
ス
の

積
込
み

 
1
6
0
分

 
約

16
0
分
 

約
4
0
分
×
４
回
の
約

1
6
0
分
と
想
定
 

空
冷
ホ
ー
ス
の

運
搬
 

8
0
分
 

約
8
0
分
 

外
部
保
管
エ
リ
ア
か
ら
対
処
建
屋
ま
で
の
運
搬
を
約

2
0
分
×
４
回
と
想
定
 

空
冷

ホ
ー
ス

の
荷
下
ろ

し
 

1
6
0
分

 
約

1
6
0
分

 
積

込
み

と
同

等
の
約

16
0
分

と
想
定
 

空
冷

ユ
ニ

ッ
ト

及
び

空
気

圧
縮

機
の

運

搬
準
備
 

6
0
分
 

約
6
0
分
 

運
搬
準
備
を
約

1
0
分
×
６
基
の
約

60
分
と
想
定
 

空
冷

ユ
ニ

ッ
ト

及
び

空
気

圧
縮

機
の

運

搬
 

1
2
0
分
 

約
1
2
0
分
 

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
に
よ
る
運
搬
を

20
分
×
６
基
の

1
2
0
分
と
想
定

空
冷

ユ
ニ

ッ
ト

及
び

空
気

圧
縮

機
の

配

置
 

6
0
分
 

約
6
0
分
 

運
搬

準
備
と

同
等
の
約

1
0
分

×
６
基

の
約

6
0
分

と
想
定
 

冷
却

ケ
ー
ス

設
置
 

4
0
分
 

約
4
0
分
 

線
量
率
計
（
１
台
）
及
び
カ
メ
ラ
（
６
台
）
へ
の
冷
却
ケ
ー
ス
の
設
置
を
約

4
0
分
と
想
定
 

空
冷

ホ
ー
ス

敷
設
 

1
4
0
分

 
約

14
0
分

 
接

続
箇

所
の

多
さ
を
考

慮
し

，
約

14
0
分
と

想
定

（
７

本
×

2
0
分

）
 

計
測

ユ
ニ

ッ
ト

，
空

冷
ユ

ニ
ッ

ト
及

び

各
空
冷
ユ
ニ
ッ

ト
間
の

接
続
 

3
0
分
 

約
3
0
分
 

計
測

ユ
ニ
ッ

ト
，
空
冷

ユ
ニ

ッ
ト

及
び
各
空

冷
ユ

ニ
ッ

ト
間
で
接

続
す

る
ケ

ー
ブ
ル
，
ホ
ー
ス
の
本
数
か
ら
約

30
分
と
想
定
。
 

空
冷

ユ
ニ

ッ
ト

及
び

空
気

圧
縮

機
の

系

統
起
動
，
起
動

確
認
 

4
5
分
 

約
4
5
分
 

空
冷

ユ
ニ

ッ
ト

及
び

空
気

圧
縮

機
の

起
動

操
作

並
び

に
起

動
確

認
を

約
45

分
と
想
定
。
 

※
対
策
作
業
の
み
に
必
要
と
な
る
時

間
で
あ

り
，

作
業

場
所
へ
の

移
動

時
間

及
び
要
員

の
装

備
の

装
着
の
着

装
時

間
を

含
ま
な
い

。
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(
ｂ

)
操
作
の
成
立
性
 

作
業

環
境

：
全

交
流

動
力

電
源

の
喪

失
に

伴
う

建
屋

内
の

照
明

消
灯

時
に

お
い

て
も

，
Ｌ

Ｅ
Ｄ

ハ
ン

ド
ラ

イ
ト

及
び

ヘ
ッ

ド
ラ

イ
ト

を
携

行
し

て
い

る
。

ま
た
，
操
作
は

移
動
初
動
対

応
に
て
確
認
し
た
作
業
環
境
に
応
じ
て
適
切
な
防
護
具
（
酸
素
呼
吸
器
，
汚
染
防
護
衣
（
放
射
性
物
質
）
，
個
人
線
量
計
等
）
を
着
用
又
は
携
行
し
て
作
業
を
行

う
。
 

移
動

経
路

：
Ｌ

Ｅ
Ｄ

ハ
ン

ド
ラ

イ
ト

及
び

ヘ
ッ

ド
ラ

イ
ト

を
携

行
し

て
お

り
近

接
可

能
で

あ
る

。
ま

た
，

作
業

前
に

実
施

す
る

初
動

対
応

に
お

い
て

，
ア

ク
セ
ス
ル
ー
ト

に
お
け
る
火

災
，
溢
水
，
薬
品
漏
え
い
及
び
線
量
上
昇
の
有
無
等
の
対
処
の
阻
害
要
因
を
把
握
し
，
そ
の
状
況
に
応
じ
て
，
適
切
な
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
選
定
，
対
処
の
阻
害

要
因
の
除
去

を
行
う
た
め
，
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
に
支
障
は
な
い
。
 

操
作
性
 

：
代
替
注
水
設
備
流
量
計
の
接
続
は
，
コ
ネ
ク
タ
接
続
で
あ
り
容
易
に
操
作
可
能
で
あ
る
。
 

連
絡
手
段

：
操
作
を
行
う
建
屋
か
ら
所
内
携
帯
電
話
又
は
可
搬
型
衛
星
電
話
（
屋
外
用
）
の
う
ち
使
用
可
能
な
設
備
に
よ
り
，
建
屋
外
と
の
連
絡
が
可
能
で
あ
る
。
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③
 
想
定
作
業
時
間
と
制
限
時
間
 

逐
条

の
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト
に

お
け

る
計
器

に
よ

る
計
測

を
開

始
す
る

時
間

（
制
限

時
間

）
ま
で

に
，

計
器
の

設
置

が
完
了

す
る

こ
と
を

確
認

し
て
，

設
置

時
間
の

妥
当

性
を
確
認
し
た
。
 

 

計
器
種
別
 

機
器
名

称
 

使
用
場
所
 

想
定
作
業
完
了
時
間
 

制
限
時
間
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵

槽
の

冷
却

に
使

用

す
る
計
器
 

可
搬

型
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

等
水

位
計

（
超
音
波
式
）
 

使
用

済
燃

料
受

入
れ

・
貯

蔵
建

屋
 

1
時

間
3
0
分

 
1
時

間
3
0
分

 

可
搬

型
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

等
水

位
計

（
メ
ジ
ャ
ー
）
 

使
用

済
燃

料
受

入
れ

・
貯

蔵
建

屋
 

1
時

間
3
0
分

 
1
時

間
3
0
分

 

可
搬

型
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

等
水

位
計

（
電
波
式
）
 

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
 

2
1
時
間

1
5
分
 

2
2
時
間

3
0
分
 

可
搬

型
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

等
温

度
計

（
サ
ー
ミ
ス
タ
式
）
 

使
用

済
燃

料
受

入
れ

・
貯

蔵
建

屋
 

1
時

間
3
0
分

 
1
時

間
3
0
分

 

可
搬

型
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

等
温

度
計

（
測
温
抵
抗
体
）
 

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
 

2
1
時
間

1
5
分
 

2
2
時
間

3
0
分
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計
器
種
別

 
機
器
名
称
 

使
用
場
所
 

想
定
作
業
完
了
時
間
 

制
限
時
間
 

使
用

済
燃

料
貯

蔵

槽
の

冷
却

に
使

用

す
る
計
器
 

可
搬
型
代
替
注
水
設
備
流
量
計
 

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
 

2
1
時
間

3
0
分
 

2
1
時
間

3
0
分
 

可
搬
型
ス
プ
レ
イ
設
備

流
量
計
 

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
 

8
時
間

5
5
分
 

1
4
時
間
 

可
搬

型
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

等
状

態
監

視

カ
メ
ラ
 

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
 

2
1
時
間

1
5
分
 

2
2
時
間

3
0
分
 

可
搬

型
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

等
空

間
線

量

率
計
（
線
量
率
計
）
 

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
 

2
1
時
間

1
5
分
 

2
2
時
間

3
0
分
 

可
搬
型
計
測
ユ
ニ
ッ
ト

 
使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
 

2
2
時
間

3
0
分
 

※
２
 

可
搬
型
監
視
ユ
ニ
ッ
ト

 
使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
 

2
2
時
間

3
0
分
 

※
２
 

可
搬
型
計
測
ユ
ニ
ッ
ト

用
空
気
圧
縮
機
 

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
 

2
2
時
間

3
0
分
 

※
２
 

可
搬

型
計

測
ユ

ニ
ッ

ト
用

空
気

圧
縮

機

出
口
圧
力
計
 

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
 

2
2
時
間

3
0
分
 

※
２
 

可
搬
型
空
冷
ユ
ニ
ッ
ト

A
 

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
 

3
0
時
間

4
0
分
 

※
２
 

可
搬
型
空
冷
ユ
ニ
ッ
ト

B
 

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
 

3
0
時
間

4
0
分
 

※
２
 

可
搬
型
空
冷
ユ
ニ
ッ
ト

C
 

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
 

3
0
時
間

4
0
分
 

※
２
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計
器
種
別

 
機
器
名
称
 

使
用
場
所
 

想
定
作
業
完
了
時
間
 

制
限
時
間
 

可
搬
型
空
冷
ユ
ニ
ッ
ト

D
 

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
 

3
0
時
間

4
0
分
 

※
２

可
搬
型
空
冷
ユ
ニ
ッ
ト

E
 

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
 

3
0
時
間

4
0
分
 

※
２

可
搬
型
空
冷
ユ
ニ
ッ
ト

出
口
圧
力
計
 

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
 

3
0
時
間

4
0
分
 

※
２

使
用

済
燃

料
貯

蔵

槽
の

冷
却

に
使

用

す
る
計
器
 

可
搬

型
空

冷
ユ

ニ
ッ

ト
用

冷
却

装
置

圧

力
計
 

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
 

3
0
時
間

4
0
分
 

※
２

可
搬

型
空

冷
ユ

ニ
ッ

ト
用

バ
ル

ブ
ユ

ニ

ッ
ト
流
量
計
 

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
 

3
0
時
間

4
0
分
 

※
２

可
搬
型
空
冷
ユ
ニ
ッ
ト

用
ホ
ー
ス
 

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
 

3
0
時
間

4
0
分
 

※
２

可
搬

型
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

等
空

間
線

量

率
計
用
冷
却
ケ
ー
ス
 

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
 

3
0
時
間

4
0
分
 

※
２

可
搬

型
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

等
状

態
監

視

カ
メ
ラ
用
冷
却
ケ
ー
ス

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
 

3
0
時
間

4
0
分
 

※
２

可
搬
型
監
視
カ
メ
ラ
入

口
空
気
流
量
計
 

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
 

3
0
時
間

4
0
分
 

※
２
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計
器
種
別

 
機
器
名
称
 

使
用
場
所
 

想
定
作
業
完
了
時
間
 

制
限
時
間
 

可
搬
型
線
量
率
計
入
口

空
気
流
量
計
 

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
 

3
0
時
間

4
0
分
 

※
２
 

※
２
 
速
や
か
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
も
の
を
示
す
。
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(
1
)

臨
界

事
故

の
拡

大
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
（
1
 
／
 
4
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

前
処
理
建
屋

放
射
線
レ
ベ
ル
（
γ
線
）

溶
解

槽
Ａ

可
搬

型
1
E
-
1
～

1
E
+
6
μ
S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
4
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

前
処
理
建
屋

放
射
線
レ
ベ
ル
（
γ
線
）

溶
解

槽
Ｂ

可
搬

型
1
E
-
1
～

1
E
+
6
μ
S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
4
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

前
処
理
建
屋

放
射
線
レ
ベ
ル
（
γ
線
）

エ
ン

ド
ピ

ー
ス

酸
洗

浄
槽

Ａ
可

搬
型

1
E
-
1
～

1
E
+
6
μ
S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
4
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

前
処
理
建
屋

放
射
線
レ
ベ
ル
（
γ
線
）

エ
ン

ド
ピ

ー
ス

酸
洗

浄
槽

Ｂ
可

搬
型

1
E
-
1
～

1
E
+
6
μ
S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
4
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

前
処
理
建
屋

放
射
線
レ
ベ
ル
（
γ
線
）

ハ
ル

洗
浄

槽
Ａ

可
搬

型
1
E
-
1
～

1
E
+
6
μ
S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
4
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

前
処
理
建
屋

放
射
線
レ
ベ
ル
（
γ
線
）

ハ
ル

洗
浄

槽
Ｂ

可
搬

型
1
E
-
1
～

1
E
+
6
μ
S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
4
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

精
製
建
屋

放
射
線
レ
ベ
ル
（
γ
線
）

第
５

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

1
E
-
1
～

1
E
+
6
μ
S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
4
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

精
製
建
屋

放
射
線
レ
ベ
ル
（
γ
線
）

第
７

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

1
E
-
1
～

1
E
+
6
μ
S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
4
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

前
処
理
建
屋

放
射
線
レ
ベ
ル
（
ｎ
線
）

溶
解

槽
Ａ

可
搬

型
1
E
-
2
～

1
E
+
4
μ
S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
4
μ

S
v
/
h

比
例

計
数

管

前
処
理
建
屋

放
射
線
レ
ベ
ル
（
ｎ
線
）

溶
解

槽
Ｂ

可
搬

型
1
E
-
2
～

1
E
+
4
μ
S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
4
μ

S
v
/
h

比
例

計
数

管

前
処
理
建
屋

放
射
線
レ
ベ
ル
（
ｎ
線
）

エ
ン

ド
ピ

ー
ス

酸
洗

浄
槽

Ａ
可

搬
型

1
E
-
2
～

1
E
+
4
μ
S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
4
μ

S
v
/
h

比
例

計
数

管

前
処
理
建
屋

放
射
線
レ
ベ
ル
（
ｎ
線
）

エ
ン

ド
ピ

ー
ス

酸
洗

浄
槽

Ｂ
可

搬
型

1
E
-
2
～

1
E
+
4
μ
S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
4
μ

S
v
/
h

比
例

計
数

管

前
処
理
建
屋

放
射
線
レ
ベ
ル
（
ｎ
線
）

ハ
ル

洗
浄

槽
Ａ

可
搬

型
1
E
-
2
～

1
E
+
4
μ
S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
4
μ

S
v
/
h

比
例

計
数

管

前
処
理
建
屋

放
射
線
レ
ベ
ル
（
ｎ
線
）

ハ
ル

洗
浄

槽
Ｂ

可
搬

型
1
E
-
2
～

1
E
+
4
μ
S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
4
μ

S
v
/
h

比
例

計
数

管

精
製
建
屋

放
射
線
レ
ベ
ル
（
ｎ
線
）

第
５

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

1
E
-
2
～

1
E
+
4
μ
S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
4
μ

S
v
/
h

比
例

計
数

管

精
製
建
屋

放
射
線
レ
ベ
ル
（
ｎ
線
）

第
７

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

1
E
-
2
～

1
E
+
4
μ
S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
4
μ

S
v
/
h

比
例

計
数

管

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

可
搬

／
常

設
対

象
機

器

貯
槽

の
放
射

線
レ
ベ
ル

計
測

方
式

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ

1
2

0

1
2

0

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

2361



(
1
)

臨
界

事
故

の
拡

大
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
（
2
 
／
 
4
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

可
搬

／
常

設
対

象
機

器
計

測
方

式
待

機
除

外
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

前
処
理
建
屋

放
射
線
レ
ベ
ル

溶
解

槽
Ａ

常
設

1
E
+
0
～

1
E
+
7
μ

S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
7
μ

S
v
/
h

電
離

箱
3

0

前
処
理
建
屋

放
射
線
レ
ベ
ル

溶
解

槽
Ｂ

常
設

1
E
+
0
～

1
E
+
7
μ

S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
7
μ

S
v
/
h

電
離

箱
3

0

前
処
理
建
屋

放
射
線
レ
ベ
ル

エ
ン

ド
ピ

ー
ス

酸
洗

浄
槽

Ａ
常

設
1
E
+
0
～

1
E
+
7
μ

S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
7
μ

S
v
/
h

電
離

箱
3

0

前
処
理
建
屋

放
射
線
レ
ベ
ル

エ
ン

ド
ピ

ー
ス

酸
洗

浄
槽

Ｂ
常

設
1
E
+
0
～

1
E
+
7
μ

S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
7
μ

S
v
/
h

電
離

箱
3

0

前
処
理
建
屋

放
射
線
レ
ベ
ル

ハ
ル

洗
浄

槽
Ａ

常
設

1
E
+
0
～

1
E
+
7
μ

S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
7
μ

S
v
/
h

電
離

箱
3

0

前
処
理
建
屋

放
射
線
レ
ベ
ル

ハ
ル

洗
浄

槽
Ｂ

常
設

1
E
+
0
～

1
E
+
7
μ

S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
7
μ

S
v
/
h

電
離

箱
3

0

精
製
建
屋

放
射
線
レ
ベ
ル

第
５

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
1
E
+
0
～

1
E
+
7
μ

S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
7
μ

S
v
/
h

電
離

箱
3

0

精
製
建
屋

放
射
線
レ
ベ
ル

第
７

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
1
E
+
0
～

1
E
+
7
μ

S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
7
μ

S
v
/
h

電
離

箱
3

0

前
処
理
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

溶
解

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

3
0
m
3
/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

2
0
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

前
処
理
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

溶
解

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

3
0
m
3
/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

2
0
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

前
処
理
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

エ
ン

ド
ピ

ー
ス

酸
洗

浄
槽

Ａ
可

搬
型

0
～

3
0
m
3
/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

2
0
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

前
処
理
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

エ
ン

ド
ピ

ー
ス

酸
洗

浄
槽

Ｂ
可

搬
型

0
～

3
0
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

2
0
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

前
処
理
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

ハ
ル

洗
浄

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

3
0
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

2
0
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

前
処
理
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

ハ
ル

洗
浄

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

3
0
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

2
0
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

精
製

建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

第
５

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

3
0
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

2
0
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

精
製

建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

第
７

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

3
0
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

2
0
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

貯
槽
掃
気

圧
縮
空
気
の

流
量

貯
槽
の
放
射

線
レ
ベ
ル

2

3 3

1
2

0

1
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(
1
)
 
臨

界
事

故
の

拡
大

を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
（
3
 
／
 
4
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

可
搬

／
常

設
対

象
機

器
計

測
方

式
待

機
除

外
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

前
処
理
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ａ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
5
M
P
a

圧
力

式
1

0

前
処
理
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｂ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
5
M
P
a

圧
力

式
1

0

前
処
理
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｃ
（

予
備

タ
ン

ク
）

常
設

0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
5
M
P
a

圧
力

式
1

0

前
処
理
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｄ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
5
M
P
a

圧
力

式
1

0

前
処
理
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

系
統

圧
力

常
設

0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
5
M
P
a

圧
力

式
1

0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ａ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
5
M
P
a

圧
力

式
1

0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｂ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
5
M
P
a

圧
力

式
1

0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｃ
（

予
備

タ
ン

ク
）

常
設

0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
5
M
P
a

圧
力

式
1

0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｄ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
5
M
P
a

圧
力

式
1

0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｅ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
5
M
P
a

圧
力

式
1

0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｆ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
5
M
P
a

圧
力

式
1

0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｇ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
5
M
P
a

圧
力

式
1

0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｈ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
5
M
P
a

圧
力

式
1

0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｉ
（

予
備

タ
ン

ク
）

常
設

0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
5
M
P
a

圧
力

式
1

0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｊ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
5
M
P
a

圧
力

式
1

0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｋ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
5
M
P
a

圧
力

式
1

0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｌ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
5
M
P
a

圧
力

式
1

0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｍ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
5
M
P
a

圧
力

式
1

0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

系
統

常
設

0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
5
M
P
a

圧
力

式
1

0

前
処
理
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
入
口
流
量

廃
ガ

ス
貯

留
槽

系
統

１
常

設
0
～

6
8
N
㎥

/
h

0
～

6
8
N
㎥

/
h

差
圧

式
1

0

前
処
理
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
入
口
流
量

廃
ガ

ス
貯

留
槽

系
統

２
常

設
0
～

6
8
N
㎥

/
h

0
～

6
8
N
㎥

/
h

差
圧

式
1

0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
入
口
流
量

廃
ガ

ス
貯

留
槽

系
統

１
常

設
0
～

1
3
6
N
㎥
/
h

0
～

1
3
6
N
㎥

/
h

差
圧

式
1

0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
入
口
流
量

廃
ガ

ス
貯

留
槽

系
統

２
常

設
0
～

1
3
6
N
㎥
/
h

0
～

1
3
6
N
㎥

/
h

差
圧

式
1

0

廃
ガ

ス
貯
留

槽
の
圧
力

0

廃
ガ

ス
貯
留

槽
の

入
口
流

量
0
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(
1
)
 
臨

界
事

故
の

拡
大

を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
（
4
 
／
 
4
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

可
搬

／
常

設
対

象
機

器
計

測
方

式
待

機
除

外
時

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

前
処
理
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
放
射
線
レ
ベ

ル
廃

ガ
ス

貯
留

槽
系

統
１

常
設

1
E
+
0
～

1
E
+
7
μ

S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
7
μ

S
v
/
h

電
離

箱
1

0

前
処
理
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
放
射
線
レ
ベ

ル
廃

ガ
ス

貯
留

槽
系

統
２

常
設

1
E
+
0
～

1
E
+
7
μ

S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
7
μ

S
v
/
h

電
離

箱
1

0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
放
射
線
レ
ベ

ル
廃

ガ
ス

貯
留

槽
系

統
１

常
設

1
E
+
0
～

1
E
+
7
μ

S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
7
μ

S
v
/
h

電
離

箱
1

0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
放
射
線
レ
ベ

ル
廃

ガ
ス

貯
留

槽
系

統
２

常
設

1
E
+
0
～

1
E
+
7
μ

S
v
/
h

1
E
+
0
～

1
E
+
7
μ

S
v
/
h

電
離

箱
1

0

前
処
理
建
屋

溶
解
槽
圧
力

溶
解

槽
Ａ

常
設

-
2
～

2
k
P
a

-
2
～

2
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

前
処
理
建
屋

溶
解
槽
圧
力

溶
解

槽
Ａ

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

常
設

-
2
～

2
k
P
a

-
2
～

2
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

前
処
理
建
屋

溶
解
槽
圧
力

溶
解

槽
Ｂ

常
設

-
2
～

2
k
P
a

-
2
～

2
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

前
処
理
建
屋

溶
解
槽
圧
力

溶
解

槽
Ｂ

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

常
設

-
2
～

2
k
P
a

-
2
～

2
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

精
製

建
屋

廃
ガ
ス
洗
浄
塔
入
口
圧
力

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

入
口

圧
力

常
設

-
3
.
5
～

3
k
P
a

-
3
.
5
～

2
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

精
製

建
屋

廃
ガ
ス
洗
浄
塔
入
口
圧
力

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

入
口

圧
力

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

常
設

-
3
.
5
～

3
k
P
a

-
3
.
5
～

2
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

溶
解
槽
の

圧
力

廃
ガ
ス
貯
留

槽
の
放
射
線

レ
ベ
ル

0

廃
ガ

ス
洗
浄

塔
の
入
口

圧
力

00

2364



(
2
)

冷
却

機
能

の
喪

失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
1
 
／
 
2
7
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
温
度

中
継

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
温
度

中
継

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
温
度

リ
サ

イ
ク

ル
槽

Ａ
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
温
度

リ
サ

イ
ク

ル
槽

Ｂ
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
温
度

中
間

ポ
ッ

ト
Ａ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
温
度

中
間

ポ
ッ

ト
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
温
度

計
量

前
中

間
貯

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
温
度

計
量

前
中

間
貯

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
温
度

計
量

後
中

間
貯

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
温
度

計
量

・
調

整
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
温
度

計
量

補
助

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

高
レ

ベ
ル

廃
液

供
給

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
６

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

溶
解

液
中

間
貯

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

溶
解

液
供

給
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

抽
出

廃
液

受
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

抽
出

廃
液

中
間

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
１

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
８

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
７

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
対

象
機

器
可

搬

／
常

設
※
1

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

貯
槽
等
の
温

度

2365



(
2
)

冷
却

機
能

の
喪

失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
2
 
／
 
2
7
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
対

象
機

器
可

搬

／
常

設
※
1

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
４

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

リ
サ

イ
ク

ル
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

希
釈

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

受
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

油
水

分
離

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
供

給
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

一
時

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
１

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

貯
槽
等
温
度

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

貯
槽
等
温
度

混
合

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

貯
槽
等
温
度

混
合

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

貯
槽
等
温
度

一
時

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

供
給

液
槽

Ａ
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

供
給

液
槽

Ｂ
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

貯
槽

等
の
温

度

2366



(
2
)

冷
却

機
能

の
喪

失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
3
 
／
 
2
7
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
対

象
機

器
可

搬

／
常

設
※
1

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

供
給

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

高
レ
ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス

固
化

建
屋

貯
槽
等
温
度

供
給

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

高
レ
ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス

固
化

建
屋

貯
槽
等
温
度

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

高
レ
ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス

固
化

建
屋

貯
槽
等
温
度

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

高
レ
ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス

固
化

建
屋

貯
槽
等
温
度

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

高
レ
ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス

固
化

建
屋

貯
槽
等
温
度

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

高
レ
ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス

固
化

建
屋

貯
槽
等
温
度

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

前
処
理

建
屋

貯
槽
等
温
度

－
可

搬
型

－
－

テ
ス

タ
ー

1
1

1

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

－
可

搬
型

－
－

テ
ス

タ
ー

1
1

1

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

－
可

搬
型

－
－

テ
ス

タ
ー

1
1

1

ウ
ラ
ン
・
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱
硝
建
屋

貯
槽
等
温
度

－
可

搬
型

－
－

テ
ス

タ
ー

1
1

1

高
レ
ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス

固
化

建
屋

貯
槽
等
温
度

－
可

搬
型

－
－

テ
ス

タ
ー

2
2

2

前
処
理

建
屋

貯
槽
等
温
度

中
継

槽
Ａ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

前
処
理

建
屋

貯
槽
等
温
度

中
継

槽
Ｂ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

前
処
理

建
屋

貯
槽
等
温
度

リ
サ

イ
ク

ル
槽

Ａ
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

前
処
理

建
屋

貯
槽
等
温
度

リ
サ

イ
ク

ル
槽

Ｂ
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

前
処
理

建
屋

貯
槽
等
温
度

中
間

ポ
ッ

ト
Ａ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

前
処
理

建
屋

貯
槽
等
温
度

中
間

ポ
ッ

ト
Ｂ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

前
処
理

建
屋

貯
槽
等
温
度

計
量

前
中

間
貯

槽
Ａ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

前
処
理

建
屋

貯
槽
等
温
度

計
量

前
中

間
貯

槽
Ｂ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

前
処
理

建
屋

貯
槽
等
温
度

計
量

後
中

間
貯

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

前
処
理

建
屋

貯
槽
等
温
度

計
量

・
調

整
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

前
処
理

建
屋

貯
槽
等
温
度

計
量

補
助

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

貯
槽
等
の
温

度

2367
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蒸
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搬

／
常

設
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1

必
要

数
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ッ
ク

ア
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ン

ジ
重
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事

故
時
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お

け
る

プ
ロ
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ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
常

設
0
～

1
5
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

高
レ

ベ
ル

廃
液

供
給

槽
常

設
0
～

1
5
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
６

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

溶
解

液
中

間
貯

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

溶
解

液
中

間
貯

槽
（

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

）
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

溶
解

液
供

給
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

溶
解

液
中

間
貯

槽
（

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

）
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

抽
出

廃
液

受
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

抽
出

廃
液

中
間

貯
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ａ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ｂ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
１

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
８

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
７

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
４

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

リ
サ

イ
ク

ル
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

希
釈

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

受
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

貯
槽

等
の
温

度

2368
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プ
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分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

油
水

分
離

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
供

給
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

一
時

貯
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
１

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

貯
槽
等
温
度

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

貯
槽
等
温
度

混
合

槽
Ａ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

貯
槽
等
温
度

混
合

槽
Ｂ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

貯
槽
等
温
度

一
時

貯
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ａ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ｂ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

供
給

液
槽

Ａ
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

供
給

液
槽

Ｂ
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

供
給

槽
Ａ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

供
給

槽
Ｂ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

貯
槽

等
の
温

度

2369
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分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
液
位

リ
サ

イ
ク

ル
槽

Ａ
可

搬
型

液
位

:
0
～

3
0
k
P
a

密
度

：
0
～

5
k
P
a

液
位

:
0
～

1
6
.
4
k
P
a

密
度

：
0
.
9
2
7
9
～

1
.
3
6
7
4
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
液
位

リ
サ

イ
ク

ル
槽

Ｂ
可

搬
型

液
位

:
0
～

3
0
k
P
a

密
度

：
0
～

5
k
P
a

液
位

:
0
～

1
6
.
4
k
P
a

密
度

：
0
.
9
2
2
3
～

1
.
3
5
9
2
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
液
位

中
継

槽
Ａ

可
搬

型
液

位
:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

2
2
.
4
8
k
P
a

密
度

：
3
.
7
0
8
～

6
.
2
4
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
液
位

中
継

槽
Ｂ

可
搬

型
液

位
:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

2
2
.
4
8
k
P
a

密
度

：
3
.
7
0
8
～

6
.
2
4
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
液
位

中
間

ポ
ッ

ト
Ａ

可
搬

型
液

位
:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

1
7
.
0
2
k
P
a

密
度

：
4
.
8
6
8
～

7
.
5
4
5
4
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
液
位

中
間

ポ
ッ

ト
Ｂ

可
搬

型
液

位
:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

1
7
.
0
2
k
P
a

密
度

：
4
.
8
8
5
4
～

7
.
5
7
2
3
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
液
位

計
量

前
中

間
貯

槽
Ａ

可
搬

型
液

位
:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

1
9
.
6
k
P
a

密
度

：
2
.
7
8
6
～

4
.
6
9
2
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
液
位

計
量

前
中

間
貯

槽
Ｂ

可
搬

型
液

位
:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

1
9
.
6
k
P
a

密
度

：
2
.
7
6
7
～

4
.
6
6
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
液
位

計
量

後
中

間
貯

槽
可

搬
型

液
位

:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

1
9
.
6
k
P
a

密
度

：
2
.
7
8
6
～

4
.
6
9
2
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
液
位

計
量

・
調

整
槽

可
搬

型
液

位
:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

3
2
.
1
4
k
P
a

密
度

：
2
.
7
8
6
～

4
.
6
9
2
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
液
位

計
量

補
助

槽
可

搬
型

液
位

:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

2
9
.
3
k
P
a

密
度

：
2
.
7
8
6
～

4
.
6
9
2
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

溶
解

液
供

給
槽

可
搬

型
液

位
:
0
～

3
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

3
0
k
P
a

密
度

：
0
～

5
.
0
0
1
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

抽
出

廃
液

受
槽

可
搬

型
液

位
:
0
～

3
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

3
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
.
2
7
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

液
位

:
0
～

3
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

2
5
k
P
a

密
度

：
0
～

3
.
8
2
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
４

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

液
位

:
0
～

3
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

2
5
k
P
a

密
度

：
0
～

3
.
8
2
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
６

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

液
位

:
0
～

3
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

2
2
k
P
a

密
度

：
0
～

1
.
1
7
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
可

搬
型

液
位

:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

5
7
.
8
2
k
P
a

密
度

：
0
～

3
.
8
9
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

溶
解

液
中

間
貯

槽
可

搬
型

液
位

:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

5
5
k
P
a

密
度

：
0
～

5
.
0
0
1
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

抽
出

廃
液

中
間

貯
槽

可
搬

型
液

位
:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

4
5
k
P
a

密
度

：
0
～

1
.
2
7
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
１

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

液
位

:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

4
5
k
P
a

密
度

：
0
～

4
.
7
0
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
８

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

液
位

:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

3
7
k
P
a

密
度

：
0
～

3
.
5
3
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
７

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

液
位

:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

3
5
k
P
a

密
度

：
0
～

3
.
8
2
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

高
レ

ベ
ル

廃
液

供
給

槽
可

搬
型

液
位

:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

3
8
.
5
9
k
P
a

密
度

：
0
～

3
.
9
4
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

貯
槽

等
の
液

位

2370



(
2
)

冷
却

機
能

の
喪

失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
7
 
／
 
2
7
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
対

象
機

器
可

搬

／
常

設
※
1

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ａ

可
搬

型
液

位
:
0
～

8
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

6
5
k
P
a

密
度

：
0
～

5
.
8
8
4
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ｂ

可
搬

型
液

位
:
0
～

8
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

6
5
k
P
a

密
度

：
0
～

5
.
8
8
4
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
１

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

液
位

:
0
～

3
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

2
8
.
8
3
k
P
a

密
度

：
2
.
1
8
4
～

3
.
7
8
6
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
可

搬
型

液
位

:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

3
4
.
1
8
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

5
.
2
9
6
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

油
水

分
離

槽
可

搬
型

液
位

:
0
～

3
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

2
0
.
8
6
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

3
.
8
2
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

リ
サ

イ
ク

ル
槽

可
搬

型
液

位
:
0
～

3
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

2
5
.
8
4
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

5
.
2
9
6
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽
可

搬
型

液
位

:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

3
3
.
1
7
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

5
.
2
9
6
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

可
搬

型
液

位
:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

3
1
.
5
5
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

5
.
2
9
6
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽
可

搬
型

液
位

:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

5
0
.
9
7
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

5
.
2
9
6
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

受
槽

可
搬

型
液

位
:
0
～

3
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

1
7
.
4
8
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

3
.
8
2
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
供

給
槽

可
搬

型
液

位
:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

3
3
.
2
7
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

3
.
8
2
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

一
時

貯
槽

可
搬

型
液

位
:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

3
4
.
4
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

3
.
8
2
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

液
位

:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

3
1
.
1
9
k
P
a

密
度

：
2
.
0
5
9
～

3
.
8
2
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

液
位

:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

5
1
.
1
9
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

3
.
8
2
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

希
釈

槽
可

搬
型

液
位

:
0
～

8
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

6
4
.
1
8
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

5
.
2
9
6
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

貯
槽
等
液
位

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

可
搬

型
液

位
:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

5
k
P
a

液
位

:
0
～

4
4
.
7
7
k
P
a

密
度

：
1
.
6
6
4
～

2
.
9
9
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

貯
槽
等
液
位

混
合

槽
Ａ

可
搬

型
液

位
:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

5
k
P
a

液
位

:
0
～

4
4
.
7
7
k
P
a

密
度

：
1
.
8
5
2
～

3
.
3
1
4
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

貯
槽
等
液
位

混
合

槽
Ｂ

可
搬

型
液

位
:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

5
k
P
a

液
位

:
0
～

4
4
.
7
7
k
P
a

密
度

：
1
.
8
7
～

3
.
3
4
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

貯
槽
等
液
位

一
時

貯
槽

可
搬

型
液

位
:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

5
k
P
a

液
位

:
0
～

4
4
.
7
7
k
P
a

密
度

：
1
.
8
6
～

3
.
3
2
9
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
液
位

供
給

槽
Ａ

可
搬

型
液

位
:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

3
0
k
P
a

液
位

:
0
～

2
7
.
4
6
k
P
a

密
度

：
1
6
.
8
～

2
2
.
1
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
液
位

供
給

槽
Ｂ

可
搬

型
液

位
:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

3
0
k
P
a

液
位

:
0
～

2
7
.
4
6
k
P
a

密
度

：
1
6
.
8
～

2
2
.
1
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
液
位

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ａ

可
搬

型
液

位
:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

5
k
P
a

液
位

:
0
～

3
7
.
1
2
k
P
a

密
度

：
1
.
9
6
～

2
.
5
9
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
液
位

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ｂ

可
搬

型
液

位
:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

5
k
P
a

液
位

:
0
～

3
7
.
1
2
k
P
a

密
度

：
1
.
9
6
～

2
.
5
9
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

貯
槽

等
の
液

位

2371



(
2
)

冷
却

機
能

の
喪

失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
8
 
／
 
2
7
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
対

象
機

器
可

搬

／
常

設
※
1

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
液
位

供
給

液
槽

Ａ
可

搬
型

液
位

:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

5
k
P
a

液
位

:
0
～

2
6
.
3
6
k
P
a

密
度

：
1
.
9
6
～

2
.
5
9
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
液
位

供
給

液
槽

Ｂ
可

搬
型

液
位

:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

5
k
P
a

液
位

:
0
～

2
6
.
3
6
k
P
a

密
度

：
1
.
9
6
～

2
.
5
9
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

可
搬

型
液

位
:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

5
k
P
a

液
位

:
0
～

5
2
.
4
3
k
P
a

密
度

：
2
.
8
8
～

3
.
8
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

可
搬

型
液

位
:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

5
k
P
a

液
位

:
0
～

5
2
.
4
3
k
P
a

密
度

：
2
.
9
2
～

3
.
8
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

可
搬

型
液

位
:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

5
k
P
a

液
位

:
0
～

4
0
.
1
3
k
P
a

密
度

：
2
.
9
4
～

3
.
8
9
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

可
搬

型
液

位
:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

5
k
P
a

液
位

:
0
～

4
0
.
1
3
k
P
a

密
度

：
2
.
9
4
～

3
.
8
9
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
液
位

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

可
搬

型
液

位
:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
0
～

5
k
P
a

液
位

:
0
～

5
2
.
4
3
k
P
a

密
度

：
2
.
9
3
～

3
.
8
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
液
位

リ
サ

イ
ク

ル
槽

Ａ
常

設
液

位
:
0
～

2
1
.
7
4
k
P
a

密
度

：
0
.
9
2
7
9
～

1
.
3
6
7
4
k
P
a

液
位

:
0
～

1
6
.
4
k
P
a

密
度

：
0
.
9
2
7
9
～

1
.
3
6
7
4
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
液
位

リ
サ

イ
ク

ル
槽

Ｂ
常

設
液

位
:
0
～

2
1
.
7
4
k
P
a

密
度

：
0
.
9
2
2
3
～

1
.
3
5
9
2
k
P
a

液
位

:
0
～

1
6
.
4
k
P
a

密
度

：
0
.
9
2
2
3
～

1
.
3
5
9
2
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
液
位

中
継

槽
Ａ

常
設

液
位

:
0
～

4
1
.
1
9
k
P
a

密
度

：
3
.
7
0
8
～

6
.
2
4
5
k
P
a

液
位

:
0
～

2
2
.
4
8
k
P
a

密
度

：
3
.
7
0
8
～

6
.
2
4
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
液
位

中
継

槽
Ｂ

常
設

液
位

:
0
～

4
1
.
1
9
k
P
a

密
度

：
3
.
7
0
8
～

6
.
2
4
5
k
P
a

液
位

:
0
～

2
2
.
4
8
k
P
a

密
度

：
3
.
7
0
8
～

6
.
2
4
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
液
位

中
間

ポ
ッ

ト
Ａ

常
設

液
位

:
0
～

3
4
.
2
0
1
k
P
a

密
度

：
4
.
8
6
8
～

7
.
5
4
5
4
k
P
a

液
位

:
0
～

1
7
.
0
2
k
P
a

密
度

：
4
.
8
6
8
～

7
.
5
4
5
4
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
液
位

中
間

ポ
ッ

ト
Ｂ

常
設

液
位

:
0
～

3
4
.
2
0
1
k
P
a

密
度

：
4
.
8
8
5
4
～

7
.
5
7
2
3
k
P
a

液
位

:
0
～

1
7
.
0
2
k
P
a

密
度

：
4
.
8
8
5
4
～

7
.
5
7
2
3
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
液
位

計
量

前
中

間
貯

槽
Ａ

常
設

液
位

:
0
～

3
8
.
9
8
k
P
a

密
度

：
2
.
7
8
6
～

4
.
6
9
2
k
P
a

液
位

:
0
～

1
9
.
6
k
P
a

密
度

：
2
.
7
8
6
～

4
.
6
9
2
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
液
位

計
量

前
中

間
貯

槽
Ｂ

常
設

液
位

:
0
～

3
8
.
9
8
k
P
a

密
度

：
2
.
7
6
7
～

4
.
6
6
k
P
a

液
位

:
0
～

1
9
.
6
k
P
a

密
度

：
2
.
7
6
7
～

4
.
6
6
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
液
位

計
量

後
中

間
貯

槽
常

設
液

位
:
0
～

3
8
.
9
8
k
P
a

密
度

：
2
.
7
8
6
～

4
.
6
9
2
k
P
a

液
位

:
0
～

1
9
.
6
k
P
a

密
度

：
2
.
7
8
6
～

4
.
6
9
2
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
液
位

計
量

・
調

整
槽

常
設

液
位

:
0
～

4
8
.
1
k
P
a

密
度

：
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

3
2
.
1
4
k
P
a

密
度

：
2
.
7
8
6
～

4
.
6
9
2
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
液
位

計
量

補
助

槽
常

設
液

位
:
0
～

5
1
.
9
3
k
P
a

密
度

：
2
.
7
8
6
～

4
.
6
9
2
k
P
a

液
位

:
0
～

2
9
.
3
k
P
a

密
度

：
2
.
7
8
6
～

4
.
6
9
2
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

溶
解

液
供

給
槽

常
設

液
位

:
0
～

3
0
k
P
a

密
度

：
2
.
6
3
5
～

4
.
9
7
7
k
P
a

液
位

:
0
～

3
0
k
P
a

密
度

：
0
～

5
.
0
0
1
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

抽
出

廃
液

受
槽

常
設

液
位

:
0
～

3
0
k
P
a

密
度

：
0
.
8
8
3
～

1
.
2
7
5
k
P
a

液
位

:
0
～

3
0
k
P
a

密
度

：
0
～

1
.
2
7
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
液

位
:
0
～

2
5
k
P
a

密
度

：
2
.
0
5
9
～

3
.
8
2
5
k
P
a

液
位

:
0
～

2
5
k
P
a

密
度

：
0
～

3
.
8
2
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
４

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
液

位
:
0
～

2
5
k
P
a

密
度

：
2
.
0
5
9
～

3
.
8
2
5
k
P
a

液
位

:
0
～

2
5
k
P
a

密
度

：
0
～

3
.
8
2
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
６

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
液

位
:
0
～

2
2
k
P
a

密
度

：
0
.
5
8
8
～

1
.
1
7
7
k
P
a

液
位

:
0
～

2
2
k
P
a

密
度

：
0
～

1
.
1
7
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

貯
槽

等
の
液

位

2372



(
2
)

冷
却

機
能

の
喪

失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
9
 
／
 
2
7
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
対

象
機

器
可

搬

／
常

設
※
1

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
常

設
液

位
:
0
～

5
7
.
8
2
k
P
a

密
度

：
2
.
1
9
3
～

3
.
8
9
7
k
P
a

液
位

:
0
～

5
7
.
8
2
k
P
a

密
度

：
0
～

3
.
8
9
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

溶
解

液
中

間
貯

槽
常

設
液

位
:
0
～

5
5
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

5
.
0
0
1
k
P
a

液
位

:
0
～

5
5
k
P
a

密
度

：
0
～

5
.
0
0
1
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

抽
出

廃
液

中
間

貯
槽

常
設

液
位

:
0
～

4
5
k
P
a

密
度

：
0
.
8
8
3
～

1
.
2
7
5
k
P
a

液
位

:
0
～

4
5
k
P
a

密
度

：
0
～

1
.
2
7
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
１

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
液

位
:
0
～

4
5
k
P
a

密
度

：
1
.
7
6
5
～

4
.
7
0
7
k
P
a

液
位

:
0
～

4
5
k
P
a

密
度

：
0
～

4
.
7
0
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
８

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
液

位
:
0
～

3
7
k
P
a

密
度

：
1
.
7
6
5
～

3
.
5
3
k
P
a

液
位

:
0
～

3
7
k
P
a

密
度

：
0
～

3
.
5
3
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
７

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
液

位
:
0
～

3
5
k
P
a

密
度

：
2
.
0
5
9
～

3
.
8
2
5
k
P
a

液
位

:
0
～

3
5
k
P
a

密
度

：
0
～

3
.
8
2
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

高
レ

ベ
ル

廃
液

供
給

槽
常

設
液

位
:
0
～

3
8
.
5
9
k
P
a

密
度

：
2
.
2
2
1
～

3
.
9
4
7
k
P
a

液
位

:
0
～

3
8
.
5
9
k
P
a

密
度

：
0
～

3
.
9
4
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ａ

常
設

液
位

:
0
～

6
5
k
P
a

密
度

：
3
.
5
3
～

5
.
8
8
4
k
P
a

液
位

:
0
～

6
5
k
P
a

密
度

：
0
～

5
.
8
8
4
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

分
離
建
屋

貯
槽
等
液
位

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ｂ

常
設

液
位

:
0
～

6
5
k
P
a

密
度

：
3
.
5
3
～

5
.
8
8
4
k
P
a

液
位

:
0
～

6
5
k
P
a

密
度

：
0
～

5
.
8
8
4
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
１

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
液

位
:
0
～

2
8
.
8
3
k
P
a

密
度

：
2
.
1
8
4
～

3
.
7
8
6
k
P
a

液
位

:
0
～

2
8
.
8
3
k
P
a

密
度

：
2
.
1
8
4
～

3
.
7
8
6
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
常

設
液

位
:
0
～

3
4
.
1
8
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

5
.
2
9
6
k
P
a

液
位

:
0
～

3
4
.
1
8
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

5
.
2
9
6
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

油
水

分
離

槽
常

設
液

位
:
0
～

2
0
.
8
6
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

3
.
8
2
5
k
P
a

液
位

:
0
～

2
0
.
8
6
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

3
.
8
2
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

リ
サ

イ
ク

ル
槽

常
設

液
位

:
0
～

2
5
.
8
4
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

5
.
2
9
6
k
P
a

液
位

:
0
～

2
5
.
8
4
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

5
.
2
9
6
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽
常

設
液

位
:
0
～

3
3
.
1
7
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

5
.
2
9
6
k
P
a

液
位

:
0
～

3
3
.
1
7
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

5
.
2
9
6
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

常
設

液
位

:
0
～

3
1
.
5
5
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

5
.
2
9
6
k
P
a

液
位

:
0
～

3
1
.
5
5
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

5
.
2
9
6
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽
常

設
液

位
:
0
～

5
0
.
9
7
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

5
.
2
9
6
k
P
a

液
位

:
0
～

5
0
.
9
7
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

5
.
2
9
6
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

受
槽

常
設

液
位

:
0
～

1
7
.
4
8
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

3
.
8
2
5
k
P
a

液
位

:
0
～

1
7
.
4
8
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

3
.
8
2
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
供

給
槽

常
設

液
位

:
0
～

3
3
.
2
7
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

3
.
8
2
5
k
P
a

液
位

:
0
～

3
3
.
2
7
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

3
.
8
2
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

一
時

貯
槽

常
設

液
位

:
0
～

3
4
.
4
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

3
.
8
2
5
k
P
a

液
位

:
0
～

3
4
.
4
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

3
.
8
2
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
液

位
:
0
～

3
1
.
1
9
k
P
a

密
度

：
2
.
0
5
9
～

3
.
8
2
5
k
P
a

液
位

:
0
～

3
1
.
1
9
k
P
a

密
度

：
2
.
0
5
9
～

3
.
8
2
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
液

位
:
0
～

5
1
.
1
9
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

3
.
8
2
5
k
P
a

液
位

:
0
～

5
1
.
1
9
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

3
.
8
2
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

精
製
建
屋

貯
槽
等
液
位

希
釈

槽
常

設
液

位
:
0
～

6
4
.
1
8
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

5
.
2
9
6
k
P
a

液
位

:
0
～

6
4
.
1
8
k
P
a

密
度

：
2
.
6
4
8
～

5
.
2
9
6
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

貯
槽
等
液
位

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

常
設

液
位

:
0
～

4
4
.
7
7
k
P
a

密
度

：
1
.
6
6
4
～

2
.
9
9
7
k
P
a

液
位

:
0
～

4
4
.
7
7
k
P
a

密
度

：
1
.
6
6
4
～

2
.
9
9
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

貯
槽

等
の
液

位

2373



(
2
)

冷
却

機
能

の
喪

失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
1
0
 
／
 
2
7
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
対

象
機

器
可

搬

／
常

設
※
1

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

貯
槽
等
液
位

混
合

槽
Ａ

常
設

液
位

:
0
～

4
4
.
7
7
k
P
a

密
度

：
1
.
8
5
2
～

3
.
3
1
4
k
P
a

液
位

:
0
～

4
4
.
7
7
k
P
a

密
度

：
1
.
8
5
2
～

3
.
3
1
4
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

貯
槽
等
液
位

混
合

槽
Ｂ

常
設

液
位

:
0
～

4
4
.
7
7
k
P
a

密
度

：
1
.
8
7
～

3
.
3
4
7
k
P
a

液
位

:
0
～

4
4
.
7
7
k
P
a

密
度

：
1
.
8
7
～

3
.
3
4
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

貯
槽
等
液
位

一
時

貯
槽

常
設

液
位

:
0
～

4
4
.
7
7
k
P
a

密
度

：
1
.
8
6
～

3
.
3
2
9
k
P
a

液
位

:
0
～

4
4
.
7
7
k
P
a

密
度

：
1
.
8
6
～

3
.
3
2
9
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
液
位

供
給

槽
Ａ

常
設

液
位

:
0
～

3
5
.
6
9
k
P
a

密
度

：
1
.
7
4
9
～

3
.
3
0
4
k
P
a

液
位

:
0
～

2
7
.
4
6
k
P
a

密
度

：
1
6
.
8
～

2
2
.
1
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
液
位

供
給

槽
Ｂ

常
設

液
位

:
0
～

3
5
.
6
9
k
P
a

密
度

：
1
.
7
5
2
～

3
.
3
0
9
k
P
a

液
位

:
0
～

2
7
.
4
6
k
P
a

密
度

：
1
6
.
8
～

2
2
.
1
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
液
位

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ａ

常
設

液
位

:
0
～

4
7
.
9
9
k
P
a

密
度

：
1
.
7
5
6
～

3
.
3
1
8
k
P
a

液
位

:
0
～

3
7
.
1
2
k
P
a

密
度

：
1
.
9
6
～

2
.
5
9
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
液
位

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ｂ

常
設

液
位

:
0
～

4
7
.
9
8
k
P
a

密
度

：
1
.
7
7
1
～

3
.
3
4
6
k
P
a

液
位

:
0
～

3
7
.
1
2
k
P
a

密
度

：
1
.
9
6
～

2
.
5
9
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
液
位

供
給

液
槽

Ａ
常

設
液

位
:
0
～

3
0
.
8
9
1
k
P
a

密
度

：
1
.
7
6
2
～

3
.
3
2
8
k
P
a

液
位

:
0
～

2
6
.
3
6
k
P
a

密
度

：
1
.
9
6
～

2
.
5
9
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
液
位

供
給

液
槽

Ｂ
常

設
液

位
:
0
～

3
0
.
8
9
1
k
P
a

密
度

：
1
.
7
6
8
～

3
.
3
3
9
k
P
a

液
位

:
0
～

2
6
.
3
6
k
P
a

密
度

：
1
.
9
6
～

2
.
5
9
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

常
設

液
位

:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
2
.
7
8
3
～

4
.
1
0
1
k
P
a

液
位

:
0
～

5
2
.
4
3
k
P
a

密
度

：
2
.
8
8
～

3
.
8
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

常
設

液
位

:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
2
.
7
9
2
～

4
.
1
1
5
k
P
a

液
位

:
0
～

5
2
.
4
3
k
P
a

密
度

：
2
.
9
2
～

3
.
8
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

常
設

液
位

:
0
～

4
5
k
P
a

密
度

：
2
.
8
0
2
～

4
.
1
3
k
P
a

液
位

:
0
～

4
0
.
1
3
k
P
a

密
度

：
2
.
9
4
～

3
.
8
9
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
液
位

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

常
設

液
位

:
0
～

4
5
k
P
a

密
度

：
2
.
7
8
9
～

4
.
1
1
1
k
P
a

液
位

:
0
～

4
0
.
1
3
k
P
a

密
度

：
2
.
9
4
～

3
.
8
9
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
液
位

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

常
設

液
位

:
0
～

6
0
k
P
a

密
度

：
2
.
7
8
5
～

4
.
1
0
4
k
P
a

液
位

:
0
～

5
2
.
4
3
k
P
a

密
度

：
2
.
9
3
～

3
.
8
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

貯
槽

等
の
液

位

2374



(
2
)

冷
却

機
能

の
喪

失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
1
1
 
／
 
2
7
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
対

象
機

器
可

搬

／
常

設
※
1

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

前
処
理
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
流
量

前
処

理
建

屋
蒸

発
乾

固
１

可
搬

型
6
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

1
3
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

前
処
理
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
流
量

前
処

理
建

屋
蒸

発
乾

固
２

可
搬

型
6
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

1
6
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

分
離
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
流
量

分
離

建
屋

蒸
発

乾
固

１
可

搬
型

6
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

1
4
㎥

/
h

電
磁

式
1

2
2

分
離
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
流
量

分
離

建
屋

蒸
発

乾
固

２
可

搬
型

6
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

8
.
8
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
流
量

分
離

建
屋

蒸
発

乾
固

３
可

搬
型

6
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

1
0
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

精
製
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
流
量

精
製

建
屋

蒸
発

乾
固

１
可

搬
型

2
.
3
～

4
0
.
7
㎥

/
h

0
～

2
.
9
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

精
製
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
流
量

精
製

建
屋

蒸
発

乾
固

２
可

搬
型

2
.
3
～

4
0
.
7
㎥

/
h

0
～

1
.
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
流
量

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

蒸
発

乾
固

１
可

搬
型

2
.
3
～

4
0
.
7
㎥

/
h

0
～

1
.
3
㎥

/
h

電
磁

式
1

2
2

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
流
量

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
蒸

発
乾

固
１

可
搬

型
6
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

1
7
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
流
量

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
蒸

発
乾

固
２

可
搬

型
6
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

1
4
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
流
量

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
蒸

発
乾

固
３

可
搬

型
6
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

1
3
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
流
量

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
蒸

発
乾

固
４

可
搬

型
6
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

1
3
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
流
量

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
蒸

発
乾

固
５

可
搬

型
6
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

1
3
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

前
処
理
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

リ
サ

イ
ク

ル
槽

Ａ
可

搬
型

0
～

5
.
1
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

4
.
1
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

前
処
理
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

リ
サ

イ
ク

ル
槽

Ｂ
可

搬
型

0
～

5
.
1
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

4
.
1
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

前
処
理
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

中
継

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

5
.
1
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

1
.
4
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

前
処
理
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

中
継

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

5
.
1
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

1
.
4
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

前
処
理
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

中
間

ポ
ッ

ト
Ａ

可
搬

型
0
～

5
.
1
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

2
.
6
×

1
0
-
3
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

前
処
理
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

中
間

ポ
ッ

ト
Ｂ

可
搬

型
0
～

5
.
1
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

2
.
6
×

1
0
-
3
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

前
処
理
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

計
量

前
中

間
貯

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

5
.
1
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

5
.
1
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

前
処
理
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

計
量

前
中

間
貯

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

5
.
1
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

5
.
1
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

前
処
理
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

計
量

後
中

間
貯

槽
可

搬
型

0
～

5
.
1
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

3
.
9
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

前
処
理
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

計
量

・
調

整
槽

可
搬

型
0
～

5
.
1
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

3
.
9
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

冷
却

コ
イ
ル

通
水

の
流
量

内
部

ル
ー
プ

通
水

の
流
量

3 83
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(
2
)

冷
却

機
能

の
喪

失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
1
2
 
／
 
2
7
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
対

象
機

器
可

搬

／
常

設
※
1

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

前
処
理
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

計
量

補
助

槽
可

搬
型

0
～

5
.
1
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

1
.
1
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
可

搬
型

0
～

2
.
7
㎥

/
h

0
～

2
.
7
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

高
レ

ベ
ル

廃
液

供
給

槽
可

搬
型

0
～

2
.
7
㎥

/
h

0
～

8
.
1
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

第
６

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

2
.
7
㎥

/
h

0
～

1
.
2
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

溶
解

液
中

間
貯

槽
可

搬
型

0
～

2
.
7
㎥

/
h

0
～

3
.
9
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

溶
解

液
供

給
槽

可
搬

型
0
～

2
.
7
㎥

/
h

0
～

9
.
3
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

抽
出

廃
液

受
槽

可
搬

型
0
～

2
.
7
㎥

/
h

0
～

1
.
5
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

抽
出

廃
液

中
間

貯
槽

可
搬

型
0
～

2
.
7
㎥

/
h

0
～

2
.
0
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

2
.
7
㎥

/
h

0
～

5
.
9
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

2
.
7
㎥

/
h

0
～

5
.
9
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

第
１

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

2
.
7
㎥

/
h

0
～

2
.
9
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

第
８

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

2
.
7
㎥

/
h

0
～

3
.
5
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

第
７

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

2
.
7
㎥

/
h

0
～

2
.
8
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

2
.
7
㎥

/
h

0
～

2
.
0
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

第
４

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

2
.
7
㎥

/
h

0
～

2
.
0
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

精
製
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
可

搬
型

0
～

7
.
2
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

2
.
9
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

精
製
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

リ
サ

イ
ク

ル
槽

可
搬

型
0
～

7
.
2
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

2
.
9
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

精
製
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

希
釈

槽
可

搬
型

0
～

7
.
2
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

7
.
2
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

精
製
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽
可

搬
型

0
～

7
.
2
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

4
.
4
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

精
製
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

可
搬

型
0
～

7
.
2
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

2
.
9
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

精
製
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽
可

搬
型

0
～

7
.
2
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

2
.
9
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

精
製
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

受
槽

可
搬

型
0
～

7
.
2
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

2
.
8
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

精
製
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

油
水

分
離

槽
可

搬
型

0
～

7
.
2
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

2
.
8
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

冷
却

コ
イ
ル

通
水

の
流
量
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(
2
)

冷
却

機
能

の
喪

失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
1
3
 
／
 
2
7
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
対

象
機

器
可

搬

／
常

設
※
1

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

精
製
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
供

給
槽

可
搬

型
0
～

7
.
2
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

9
.
4
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

精
製
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

一
時

貯
槽

可
搬

型
0
～

7
.
2
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

9
.
4
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

精
製
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

第
１

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

7
.
2
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

4
.
7
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

精
製
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

7
.
2
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

4
.
7
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

精
製
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

7
.
2
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

9
.
4
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

可
搬

型
0
～

2
.
9
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

2
.
9
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

混
合

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

2
.
9
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

1
.
8
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

混
合

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

2
.
9
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

1
.
8
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

一
時

貯
槽

可
搬

型
0
～

2
.
9
×

1
0
-
1
㎥

/
h

0
～

2
.
9
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

1
3
㎥

/
h

0
～

2
.
4
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

高
レ
ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス

固
化

建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
3
㎥

/
h

0
～

2
.
4
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

高
レ
ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス

固
化

建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

供
給

液
槽

Ａ
可

搬
型

0
～

1
3
㎥

/
h

0
～

6
.
1
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

供
給

液
槽

Ｂ
可

搬
型

0
～

1
3
㎥

/
h

0
～

6
.
1
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

供
給

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

1
3
㎥

/
h

0
～

2
.
4
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

供
給

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
3
㎥

/
h

0
～

2
.
4
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
3
㎥

/
h

0
～

1
3
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

高
レ
ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス

固
化

建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
3
㎥

/
h

0
～

1
3
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

高
レ
ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス

固
化

建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
3
㎥

/
h

0
～

3
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

高
レ
ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス

固
化

建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
3
㎥

/
h

0
～

3
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

高
レ
ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス

固
化

建
屋

冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
3
㎥

/
h

0
～

1
3
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

冷
却

コ
イ
ル

通
水

の
流
量

2377



(
2
)
 
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
1
4
 
／
 
2
7
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
対

象
機

器
可

搬

／
常

設
※
1

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

リ
サ

イ
ク

ル
槽

Ａ
可

搬
型

0
.
0
4
～

1
5
.
9
㎥

/
h

0
～

5
.
8
×

1
0
-
3
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

リ
サ

イ
ク

ル
槽

Ｂ
可

搬
型

0
.
0
4
～

1
5
.
9
㎥

/
h

0
～

5
.
8
×

1
0
-
3
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

中
継

槽
Ａ

可
搬

型
0
.
0
4
～

1
5
.
9
㎥

/
h

0
～

2
.
1
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

中
継

槽
Ｂ

可
搬

型
0
.
0
4
～

1
5
.
9
㎥

/
h

0
～

2
.
1
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

中
間

ポ
ッ

ト
Ａ

可
搬

型
0
.
0
4
～

1
5
.
9
㎥
/
h

0
～

3
.
8
×

1
0
-
4
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

中
間

ポ
ッ

ト
Ｂ

可
搬

型
0
.
0
4
～

1
5
.
9
㎥
/
h

0
～

3
.
8
×

1
0
-
4
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

計
量

前
中

間
貯

槽
Ａ

可
搬

型
0
.
0
4
～

1
5
.
9
㎥

/
h

0
～

7
.
3
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

計
量

前
中

間
貯

槽
Ｂ

可
搬

型
0
.
0
4
～

1
5
.
9
㎥

/
h

0
～

7
.
3
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

計
量

後
中

間
貯

槽
可

搬
型

0
.
0
4
～

1
5
.
9
㎥

/
h

0
～

5
.
6
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

計
量

・
調

整
槽

可
搬

型
0
.
0
4
～

1
5
.
9
㎥
/
h

0
～

5
.
6
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

計
量

補
助

槽
可

搬
型

0
.
0
4
～

1
5
.
9
㎥

/
h

0
～

1
.
6
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

1
7

貯
槽

等
注
水

の
流
量

2378



(
2
)
 
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
1
5
 
／
 
2
7
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
対

象
機

器
可

搬

／
常

設
※
1

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

分
離
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
（

分
離

建
屋

共
通

）
可

搬
型

0
.
2
7
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

2
.
4
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

2
2

分
離
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

高
レ

ベ
ル

廃
液

供
給

槽
可

搬
型

0
.
2
7
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

1
.
2
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

第
６

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
.
2
7
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

1
.
7
×

1
0
-
3
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

溶
解

液
中

間
貯

槽
可

搬
型

0
.
2
7
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

5
.
6
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

溶
解

液
供

給
槽

可
搬

型
0
.
2
7
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

1
.
4
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

抽
出

廃
液

受
槽

可
搬

型
0
.
2
7
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

2
.
1
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

抽
出

廃
液

中
間

貯
槽

可
搬

型
0
.
2
7
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

2
.
8
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ａ

可
搬

型
0
.
2
7
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

8
.
4
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ｂ

可
搬

型
0
.
2
7
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

8
.
4
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

第
１

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
.
2
7
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

4
.
2
×

1
0
-
3
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

第
８

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
.
2
7
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

5
.
1
×

1
0
-
3
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

第
７

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
.
2
7
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

3
.
9
×

1
0
-
3
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
.
2
7
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

2
.
8
×

1
0
-
3
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

第
４

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
.
2
7
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

2
.
8
×

1
0
-
3
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

貯
槽

等
注
水

の
流
量

2379



(
2
)

冷
却

機
能

の
喪

失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
1
6
 
／
 
2
7
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
対

象
機

器
可

搬

／
常

設
※
1

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

精
製
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
（

精
製

建
屋

共
通

）
可

搬
型

0
.
1
～

4
0
.
7
㎥

/
h

0
～

4
.
2
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式

精
製
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

リ
サ

イ
ク

ル
槽

可
搬

型
0
.
1
～

4
0
.
7
㎥

/
h

0
～

4
.
2
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式

精
製
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

希
釈

槽
可

搬
型

0
.
1
～

4
0
.
7
㎥

/
h

0
～

1
.
1
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式

精
製
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽
可

搬
型

0
.
1
～

4
0
.
7
㎥

/
h

0
～

6
.
2
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式

精
製
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

可
搬

型
0
.
1
～

4
0
.
7
㎥

/
h

0
～

4
.
2
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式

精
製
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽
可

搬
型

0
.
1
～

4
0
.
7
㎥

/
h

0
～

4
.
2
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式

精
製
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

受
槽

可
搬

型
0
.
1
～

4
0
.
7
㎥

/
h

0
～

4
.
1
×

1
0
-
3
㎥

/
h

電
磁

式

精
製
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

油
水

分
離

槽
可

搬
型

0
.
1
～

4
0
.
7
㎥

/
h

0
～

4
.
1
×

1
0
-
3
㎥

/
h

電
磁

式

精
製
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
供

給
槽

可
搬

型
0
.
1
～

4
0
.
7
㎥

/
h

0
～

1
.
4
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式

精
製
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

一
時

貯
槽

可
搬

型
0
.
1
～

4
0
.
7
㎥

/
h

0
～

1
.
4
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式

精
製
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

第
１

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
.
1
～

4
0
.
7
㎥

/
h

0
～

6
.
7
×

1
0
-
3
㎥

/
h

電
磁

式

精
製
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
.
1
～

4
0
.
7
㎥

/
h

0
～

6
.
7
×

1
0
-
3
㎥

/
h

電
磁

式

精
製
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
.
1
～

4
0
.
7
㎥

/
h

0
～

1
.
4
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

可
搬

型
0
.
1
～

4
0
.
7
㎥

/
h

0
～

4
.
2
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

混
合

槽
Ａ

可
搬

型
0
.
1
～

4
0
.
7
㎥

/
h

0
～

2
.
6
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

混
合

槽
Ｂ

可
搬

型
0
.
1
～

4
0
.
7
㎥

/
h

0
～

2
.
6
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

一
時

貯
槽

可
搬

型
0
.
1
～

4
0
.
7
㎥

/
h

0
～

4
.
2
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

6

1
2

2

貯
槽

等
注
水

の
流
量

2380



(
2
)

冷
却

機
能

の
喪

失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
1
7
 
／
 
2
7
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
対

象
機

器
可

搬

／
常

設
※
1

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ａ

可
搬

型
0
.
2
7
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

3
.
5
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ｂ

可
搬

型
0
.
2
7
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

3
.
5
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

供
給

液
槽

Ａ
可

搬
型

0
.
2
7
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

8
.
7
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

供
給

液
槽

Ｂ
可

搬
型

0
.
2
7
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

8
.
7
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

供
給

槽
Ａ

可
搬

型
0
.
2
7
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

3
.
5
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

供
給

槽
Ｂ

可
搬

型
0
.
2
7
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

3
.
5
×

1
0
-
2
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

可
搬

型
0
.
2
7
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

1
.
9
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

高
レ
ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス

固
化

建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

可
搬

型
0
.
2
7
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

1
.
9
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

高
レ
ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス

固
化

建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

可
搬

型
0
.
2
7
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

4
.
4
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

可
搬

型
0
.
2
7
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

4
.
4
×

1
0
-
1
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
注
水
流
量

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

可
搬

型
0
.
2
7
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

1
.
9
㎥

/
h

電
磁

式
1

2

前
処
理
建
屋

凝
縮
器
出
口
排
気
温
度

凝
縮

器
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

分
離

建
屋

凝
縮
器
出
口
排
気
温
度

凝
縮

器
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

分
離

建
屋

凝
縮
器
出
口
排
気
温
度

凝
縮

器
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

精
製

建
屋

凝
縮
器
出
口
排
気
温
度

凝
縮

器
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

凝
縮
器
出
口
排
気
温
度

凝
縮

器
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

高
レ
ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス

固
化

建
屋

凝
縮
器
出
口
排
気
温
度

凝
縮

器
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

前
処
理
建
屋

凝
縮
器
出
口
排
気
温
度

－
可

搬
型

テ
ス

タ
ー

1
1

1

分
離

建
屋

凝
縮
器
出
口
排
気
温
度

－
可

搬
型

テ
ス

タ
ー

1
1

1

精
製

建
屋

凝
縮
器
出
口
排
気
温
度

－
可

搬
型

テ
ス

タ
ー

1
1

1

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

凝
縮
器
出
口
排
気
温
度

－
可

搬
型

テ
ス

タ
ー

1
1

1

高
レ
ベ
ル
廃

液
ガ
ラ
ス

固
化

建
屋

凝
縮
器
出
口
排
気
温
度

－
可

搬
型

テ
ス

タ
ー

1
1

11
7

貯
槽

等
注
水

の
流
量

－ － － － －

凝
縮

器
出
口

の
排

気
温
度

2381



(
2
)

冷
却

機
能

の
喪

失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
1
8
 
／
 
2
7
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
対

象
機

器
可

搬

／
常

設
※
1

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

前
処
理
建
屋

凝
縮
器
通
水
流
量

－
可

搬
型

6
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

1
0
㎥

/
h

電
磁

式
1

2
2

分
離
建
屋

凝
縮
器
通
水
流
量

凝
縮

器
１

可
搬

型
6
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

3
0
㎥

/
h

電
磁

式

分
離
建
屋

凝
縮
器
通
水
流
量

凝
縮

器
２

可
搬

型
6
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

3
0
㎥

/
h

電
磁

式

分
離
建
屋

凝
縮
器
通
水
流
量

凝
縮

器
３

可
搬

型
6
～

1
0
7
㎥

/
h

0
～

3
0
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

精
製
建
屋

凝
縮
器
通
水
流
量

－
可

搬
型

2
.
3
～

4
0
.
7
㎥

/
h

0
～

6
㎥

/
h

電
磁

式
1

2
2

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

凝
縮
器
通
水
流
量

－
可

搬
型

2
.
3
～

4
0
.
7
㎥

/
h

0
～

6
㎥

/
h

電
磁

式
1

2
2

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

凝
縮
器
通
水
流
量

－
可

搬
型

3
1
.
9
～

5
7
2
㎥

/
h

0
～

4
5
㎥

/
h

電
磁

式
1

2
2

前
処
理
建
屋

凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位

放
射

性
配

管
分

岐
第

１
セ

ル
可

搬
型

0
～

2
0
k
P
a

0
～

0
.
8
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

分
離
建
屋

凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位

放
射

性
配

管
分

岐
第

１
セ

ル
可

搬
型

0
～

1
5
k
P
a

0
～

1
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

精
製
建
屋

凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位

一
時

貯
留

処
理

槽
第

１
セ

ル
可

搬
型

0
～

1
5
k
P
a

0
～

1
.
0
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位

凝
縮

廃
液

貯
槽

セ
ル

（
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
共

通
）

可
搬

型
0
～

5
k
P
a

0
.
5
～

2
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位

凝
縮

廃
液

受
槽

Ａ
セ

ル
可

搬
型

0
～

5
k
P
a

0
.
5
～

2
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位

凝
縮

廃
液

受
槽

Ｂ
セ

ル
可

搬
型

0
～

5
k
P
a

0
.
5
～

2
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位

固
化

セ
ル

可
搬

型
0
～

1
5
k
P
a

0
～

0
.
9
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

前
処
理
建
屋

凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位

放
射

性
配

管
分

岐
第

１
セ

ル
常

設
0
～

1
3
.
4
4
k
P
a

0
～

0
.
8
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

前
処
理
建
屋

凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位

放
射

性
配

管
分

岐
第

１
セ

ル
（

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

）
常

設
0
～

1
3
.
4
4
k
P
a

0
～

0
.
8
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

分
離
建
屋

凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位

放
射

性
配

管
分

岐
第

１
セ

ル
常

設
0
.
3
5
～

1
k
P
a

0
～

1
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

精
製
建
屋

凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位

一
時

貯
留

処
理

槽
第

１
セ

ル
常

設
0
.
1
～

1
k
P
a

0
～

1
.
0
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位

凝
縮

廃
液

貯
槽

セ
ル

（
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
共

通
）

常
設

0
.
5
～

2
k
P
a

0
.
5
～

2
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位

凝
縮

廃
液

受
槽

Ａ
セ

ル
常

設
0
.
5
～

2
k
P
a

0
.
5
～

2
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位

凝
縮

廃
液

受
槽

Ｂ
セ

ル
常

設
0
.
5
～

2
k
P
a

0
.
5
～

2
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位

固
化

セ
ル

常
設

0
～

1
0
.
4
9
3
k
P
a

0
～

0
.
9
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位

固
化

セ
ル

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

常
設

0
～

1
0
.
4
9
3
k
P
a

0
～

0
.
9
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

1
1

0

1
2

2

凝
縮

水
回
収

セ
ル

又
は
凝

縮
水
槽
の

液
位

凝
縮
器

通
水
の
流
量

2382



(
2
)

冷
却

機
能

の
喪

失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
1
9
 
／
 
2
7
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
対

象
機

器
可

搬

／
常

設
※
1

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

分
離
建
屋

凝
縮
水
槽
液
位

第
１

供
給

槽
（

分
離

建
屋

共
通

）
可

搬
型

液
位

:
0
～

8
0
k
P
a

密
度

：
0
～

5
k
P
a

液
位

:
0
～

6
4
.
9
1
k
P
a

密
度

：
2
.
6
1
5
～

4
.
0
6
6
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

分
離
建
屋

凝
縮
水
槽
液
位

第
２

供
給

槽
可

搬
型

液
位

:
0
～

8
0
k
P
a

密
度

：
0
～

5
k
P
a

液
位

:
0
～

6
4
.
9
5
k
P
a

密
度

：
2
.
6
1
5
～

4
.
0
6
6
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

分
離
建
屋

凝
縮
水
槽
液
位

第
１

供
給

槽
（

分
離

建
屋

共
通

）
常

設
液

位
:
0
～

6
4
.
9
1
k
P
a

密
度

：
2
.
6
1
5
～

4
.
0
6
6
k
P
a

液
位

:
0
～

6
4
.
9
1
k
P
a

密
度

：
2
.
6
1
5
～

4
.
0
6
6
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

分
離
建
屋

凝
縮
水
槽
液
位

第
２

供
給

槽
常

設
液

位
:
0
～

6
4
.
9
5
k
P
a

密
度

：
2
.
5
8
1
～

4
.
0
1
4
k
P
a

液
位

:
0
～

6
4
.
9
5
k
P
a

密
度

：
2
.
6
1
5
～

4
.
0
6
6
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

前
処
理
建
屋

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル

タ
差
圧

－
可

搬
型

0
～

1
k
P
a

0
～

0
.
6
k
P
a

差
圧

式
2

2
0

分
離
建
屋

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル

タ
差
圧

－
可

搬
型

0
～

1
k
P
a

0
～

0
.
6
k
P
a

差
圧

式
2

2
0

精
製
建
屋

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル

タ
差
圧

－
可

搬
型

0
～

1
k
P
a

0
～

0
.
6
k
P
a

差
圧

式
2

2
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル

タ
差
圧

－
可

搬
型

0
～

1
k
P
a

0
～

0
.
6
k
P
a

差
圧

式
2

2
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル

タ
差
圧

－
可

搬
型

0
～

1
k
P
a

0
～

0
.
6
k
P
a

差
圧

式
2

2
0

前
処
理
建
屋

代
替
セ
ル
排
気
系
フ
ィ
ル
タ

差
圧

－
可

搬
型

0
～

1
k
P
a

0
～

0
.
6
k
P
a

差
圧

式
2

2
0

分
離
建
屋

代
替
セ
ル
排
気
系
フ
ィ
ル
タ

差
圧

－
可

搬
型

0
～

1
k
P
a

0
～

0
.
6
k
P
a

差
圧

式
2

2
0

精
製
建
屋

代
替
セ
ル
排
気
系
フ
ィ
ル
タ

差
圧

－
可

搬
型

0
～

1
k
P
a

0
～

0
.
6
k
P
a

差
圧

式
2

2
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

代
替
セ
ル
排
気
系
フ
ィ
ル
タ

差
圧

－
可

搬
型

0
～

1
k
P
a

0
～

0
.
6
k
P
a

差
圧

式
2

2
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

代
替
セ
ル
排
気
系
フ
ィ
ル
タ

差
圧

－
可

搬
型

0
～

1
k
P
a

0
～

0
.
6
k
P
a

差
圧

式
2

2
0

前
処
理
建
屋

膨
張
槽
液
位

膨
張

槽
（

前
処

理
建

屋
共

通
）

可
搬

型
0
～

1
0
m

0
～

0
.
6
7
5
m

ロ
ー

プ
式

2
2

0

分
離
建
屋

膨
張
槽
液
位

膨
張

槽
（

分
離

建
屋

共
通

）
可

搬
型

0
～

1
0
m

0
～

0
.
6
5
m

ロ
ー

プ
式

1
1

0

精
製
建
屋

膨
張
槽
液
位

膨
張

槽
（

精
製

建
屋

共
通

）
可

搬
型

0
～

1
0
m

0
～

0
.
5
m

ロ
ー

プ
式

1
1

0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

膨
張
槽
液
位

膨
張

槽
（

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

共
通

）
可

搬
型

0
～

1
0
m

0
～

2
.
0
7
1
m

ロ
ー

プ
式

1
1

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

膨
張
槽
液
位

膨
張

槽
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
共

通
）

可
搬

型
0
～

1
0
m

0
～

1
.
1
m

ロ
ー

プ
式

2
2

0

1
1

0

セ
ル
導
出

ユ
ニ
ッ
ト

フ
ィ

ル
タ
の

差
圧

凝
縮
水
回
収

セ
ル
又
は
凝

縮
水
槽
の

液
位

膨
張
槽
の

液
位

代
替
セ
ル
排

気
系
フ
ィ
ル

タ
の

差
圧

2383



(
2
)

冷
却

機
能

の
喪

失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
2
0
 
／
 
2
7
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
対

象
機

器
可

搬

／
常

設
※
1

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

前
処
理
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

リ
サ

イ
ク

ル
槽

Ａ
（

前
処

理
建

屋
共

通
）

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

前
処
理
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

リ
サ

イ
ク

ル
槽

Ｂ
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

前
処
理
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

中
継

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

前
処
理
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

中
継

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

前
処
理
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

中
間

ポ
ッ

ト
Ａ

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

前
処
理
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

中
間

ポ
ッ

ト
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

前
処
理
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

計
量

前
中

間
貯

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

前
処
理
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

計
量

前
中

間
貯

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

前
処
理
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

計
量

後
中

間
貯

槽
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

前
処
理
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

計
量

・
調

整
槽

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

前
処
理
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

計
量

補
助

槽
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

1
1

0

内
部

ル
ー
プ

通
水

及
び
冷

却
コ
イ
ル

の
圧
力

2384
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2
)

冷
却

機
能

の
喪

失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
2
1
 
／
 
2
7
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
対

象
機

器
可

搬

／
常

設
※
1

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

分
離
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
（

分
離

建
屋

共
通

）
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

分
離
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

高
レ

ベ
ル

廃
液

供
給

槽
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

分
離
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

第
６

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

分
離
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

溶
解

液
中

間
貯

槽
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

分
離
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

溶
解

液
供

給
槽

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

分
離
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

抽
出

廃
液

受
槽

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

分
離
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

抽
出

廃
液

中
間

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

分
離
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

分
離
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

分
離
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

第
１

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

分
離
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

第
８

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

分
離
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

第
７

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

分
離
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

分
離
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

第
４

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

内
部

ル
ー
プ

通
水

及
び
冷

却
コ
イ
ル

の
圧
力

1
1

0

2385



(
2
)

冷
却

機
能

の
喪

失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
2
2
 
／
 
2
7
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
対

象
機

器
可

搬

／
常

設
※
1

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

精
製
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
（

精
製

建
屋

共
通

）
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

精
製
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

リ
サ

イ
ク

ル
槽

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

精
製
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

希
釈

槽
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

精
製
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

精
製
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

精
製
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

精
製
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

受
槽

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

精
製
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

油
水

分
離

槽
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

精
製
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
供

給
槽

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

精
製
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

一
時

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

精
製
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

第
１

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

精
製
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

精
製
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

（
ウ

ラ
ン

・
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
混

合
脱

硝
建

屋
共

通
）

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

混
合

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

混
合

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

一
時

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

0
1

1

3
3

0

内
部

ル
ー
プ

通
水

及
び
冷

却
コ
イ
ル

の
圧
力
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(
2
)
 
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
2
3
 
／
 
2
7
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
対

象
機

器
可

搬

／
常

設
※
1

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ａ

（
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ

ラ
ス

固
化

建
屋

共
通

）
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

供
給

液
槽

Ａ
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

供
給

液
槽

Ｂ
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

供
給

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

供
給

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

内
部
ル
ー
プ
通
水
圧
力

冷
却
コ
イ
ル
圧
力

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
8
M
P
a

圧
力

式

3
0

内
部

ル
ー
プ

通
水

及
び
冷

却
コ
イ
ル

の
圧
力

3
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(
2
)
 
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
2
4
 
／
 
2
7
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
対

象
機

器
可

搬

／
常

設
※
1

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

前
処
理
建
屋

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

可
搬

型
-
5
～

1
0
k
P
a

-
4
.
7
～

0
.
5
k
P
a

圧
力

式
1

1
0

分
離
建
屋

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

可
搬

型
-
5
～

1
0
k
P
a

-
5
～

1
0
k
P
a

圧
力

式
1

1
0

精
製
建
屋

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

可
搬

型
-
5
～

1
0
k
P
a

-
4
.
7
～

0
.
5
k
P
a

圧
力

式
1

1
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

可
搬

型
-
5
～

1
0
k
P
a

-
2
.
5
～

1
0
k
P
a

圧
力

式
1

1
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

廃
ガ

ス
処

理
系

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

可
搬

型
-
5
～

1
0
k
P
a

-
4
.
7
～

3
k
P
a

圧
力

式
1

1
0

前
処
理
建
屋

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

常
設

-
2
.
5
～

2
k
P
a

-
4
.
7
～

0
.
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

前
処
理
建
屋

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

常
設

-
2
.
5
～

2
k
P
a

-
4
.
7
～

0
.
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

分
離
建
屋

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

常
設

-
2
.
5
～

0
k
P
a

-
5
～

1
0
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

分
離
建
屋

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

常
設

-
2
.
5
～

0
k
P
a

-
5
～

1
0
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

精
製
建
屋

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

常
設

-
3
.
5
～

3
k
P
a

-
4
.
7
～

0
.
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

精
製
建
屋

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

常
設

-
3
.
5
～

3
k
P
a

-
4
.
7
～

0
.
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

常
設

-
5
～

0
k
P
a

-
2
.
5
～

1
0
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

混
合

廃
ガ

ス
凝

縮
器

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

常
設

-
5
～

0
k
P
a

-
2
.
5
～

1
0
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

廃
ガ

ス
処

理
系

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

(
高

レ
ベ

ル
濃

縮
廃

液
廃

ガ
ス

処
理

系
)

常
設

-
1
2
～

0
k
P
a

-
4
.
7
～

3
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

廃
ガ

ス
処

理
系

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

常
設

-
1
2
～

0
k
P
a

-
4
.
7
～

3
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

セ
ル

導
出
経

路
の
圧
力

2388



(
2
)
 
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
2
5
 
／
 
2
7
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
対

象
機

器
可

搬

／
常

設
※
1

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

前
処
理
建
屋

導
出
先
セ
ル
圧
力

－
可

搬
型

-
5
～

5
k
P
a

-
4
.
7
～

0
.
5
k
P
a

圧
力

式
2

2
0

分
離
建
屋

導
出
先
セ
ル
圧
力

－
可

搬
型

-
5
～

5
k
P
a

-
1
～

1
k
P
a

圧
力

式
2

2
0

精
製
建
屋

導
出
先
セ
ル
圧
力

－
可

搬
型

-
5
～

5
k
P
a

-
4
.
7
～

0
.
5
k
P
a

圧
力

式
2

2
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

導
出
先
セ
ル
圧
力

－
可

搬
型

-
5
～

5
k
P
a

0
～

0
.
5
k
P
a

圧
力

式
1

1
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

導
出
先
セ
ル
圧
力

－
可

搬
型

-
5
～

5
k
P
a

-
4
.
7
～

3
k
P
a

圧
力

式
1

1
0

前
処
理
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

溶
解

槽
Ａ

セ
ル

漏
え

い
検

知
ポ

ッ
ト

１
液

位
（

前
処

理
建

屋
共

通
）

可
搬

型
0
～

2
0
k
P
a

0
～

1
3
.
4
4
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

前
処
理
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

溶
解

槽
Ｂ

セ
ル

漏
え

い
検

知
ポ

ッ
ト

１
液

位
可

搬
型

0
～

2
0
k
P
a

0
～

1
3
.
4
4
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

前
処
理
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

中
継

槽
Ａ

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

可
搬

型
0
～

2
0
k
P
a

0
～

1
3
.
4
4
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

前
処
理
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

中
継

槽
Ｂ

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

可
搬

型
0
～

2
0
k
P
a

0
～

1
3
.
4
4
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

前
処
理
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

清
澄

機
Ａ

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

可
搬

型
0
～

2
0
k
P
a

0
～

1
3
.
4
4
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

前
処
理
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

清
澄

機
Ｂ

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

可
搬

型
0
～

2
0
k
P
a

0
～

1
3
.
4
4
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

前
処
理
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

放
射

性
配

管
分

岐
第

４
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
可

搬
型

0
～

2
0
k
P
a

0
～

1
3
.
4
4
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

前
処
理
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

計
量

・
調

整
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

可
搬

型
0
～

2
0
k
P
a

0
～

1
3
.
4
4
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

分
離
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

抽
出

廃
液

受
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

Ａ
（

分
離

建
屋

共
通

）
可

搬
型

0
～

1
5
k
P
a

0
～

1
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

分
離
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

分
離

建
屋

一
時

貯
留

処
理

槽
第

１
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
Ａ

可
搬

型
0
～

1
5
k
P
a

0
～

1
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

分
離
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

分
離

建
屋

一
時

貯
留

処
理

槽
第

３
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
可

搬
型

0
～

1
5
k
P
a

0
～

1
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

分
離
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

分
離

建
屋

一
時

貯
留

処
理

槽
第

２
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
Ａ

可
搬

型
0
～

1
5
k
P
a

0
～

1
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

分
離
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

溶
解

液
中

間
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
３

液
位

Ａ
可

搬
型

0
～

1
5
k
P
a

0
～

1
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

分
離
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

溶
解

液
供

給
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

Ａ
可

搬
型

0
～

1
5
k
P
a

0
～

1
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

分
離
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

抽
出

廃
液

供
給

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
Ａ

可
搬

型
0
～

1
5
k
P
a

0
～

1
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

分
離
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

高
レ

ベ
ル

廃
液

供
給

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
Ａ

可
搬

型
0
～

1
5
k
P
a

0
～

1
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

21

導
出

先
セ
ル

の
圧
力

漏
え
い
液

受
皿
の
液
位

1
0 0

2

2389



(
2
)
 
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
2
6
 
／
 
2
7
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
対

象
機

器
可

搬

／
常

設
※
1

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

精
製
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

精
製

建
屋

一
時

貯
留

処
理

槽
第

１
セ

ル
漏

え
い

液
受
皿

２
　

液
位

（
精

製
建

屋
共

通
）

可
搬

型
0
～

1
5
k
P
a

0
～

1
.
0
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

精
製
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

精
製

建
屋

一
時

貯
留

処
理

槽
第

１
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
１

　
液

位
１

可
搬

型
0
～

1
5
k
P
a

0
～

1
.
0
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

精
製
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
供

給
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

Ａ
可

搬
型

0
～

1
5
k
P
a

0
～

1
.
0
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

精
製
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

油
水

分
離

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
Ａ

可
搬

型
0
～

1
5
k
P
a

0
～

1
.
0
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

精
製
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

可
搬

型
0
～

1
5
k
P
a

0
～

1
.
0
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

精
製
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
Ａ

可
搬

型
0
～

1
5
k
P
a

0
～

1
.
0
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

精
製
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
Ａ

可
搬

型
0
～

1
5
k
P
a

0
～

1
.
0
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

精
製
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

Ａ
可

搬
型

0
～

1
5
k
P
a

0
～

1
.
0
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

Ａ
（

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

共
通

）
可

搬
型

0
～

5
k
P
a

0
～

4
.
6
9
8
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

混
合

槽
Ａ

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

Ａ
可

搬
型

0
～

5
k
P
a

0
～

4
.
6
9
8
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

混
合

槽
Ｂ

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

Ａ
可

搬
型

0
～

5
k
P
a

0
～

4
.
6
9
8
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

Ａ
可

搬
型

0
～

5
k
P
a

0
～

4
.
6
9
8
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

第
１

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

Ａ
（

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
共

通
）

可
搬

型
0
～

1
5
k
P
a

0
～

9
.
9
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

第
２

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

Ａ
可

搬
型

0
～

1
5
k
P
a

0
～

9
.
9
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

Ａ
可

搬
型

0
～

1
5
k
P
a

0
～

9
.
9
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

Ａ
可

搬
型

0
～

1
5
k
P
a

0
～

1
1
.
2
6
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
第

１
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
Ａ

可
搬

型
0
～

1
5
k
P
a

0
～

9
.
9
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
第

２
セ

ル
漏

え
い

液
受

皿
液

位
Ａ

可
搬

型
0
～

1
5
k
P
a

0
～

1
3
.
1
2
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

漏
え
い
液
受
皿
液
位

固
化

セ
ル

漏
え

い
液

受
皿

液
位

Ａ
可

搬
型

0
～

1
5
k
P
a

0
～

1
3
.
1
2
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1

漏
え
い
液

受
皿

の
液
位

1
00

2
2

0

3
3

2390



(
2
)
 
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
2
7
 
／
 
2
7
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
対

象
機

器
可

搬

／
常

設
※
1

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

前
処
理
建
屋

排
水
線
量

－
可

搬
型

1
E
-
1
～

1
E
+
6
μ

S
v
/
h

1
E
-
1
～

1
E
+
6
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
1

0

分
離
建
屋

排
水
線
量

－
可

搬
型

1
E
-
1
～

1
E
+
6
μ

S
v
/
h

1
E
-
1
～

1
E
+
6
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
1

0

精
製
建
屋

排
水
線
量

－
可

搬
型

1
E
-
1
～

1
E
+
6
μ

S
v
/
h

1
E
-
1
～

1
E
+
6
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
1

0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

排
水
線
量

－
可

搬
型

1
E
-
1
～

1
E
+
6
μ

S
v
/
h

1
E
-
1
～

1
E
+
6
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
1

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

排
水
線
量

－
可

搬
型

1
E
-
1
～

1
E
+
6
μ

S
v
/
h

1
E
-
1
～

1
E
+
6
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
1

0

前
処
理
建
屋

建
屋
給
水
流
量

－
可

搬
型

0
～

4
8
0
㎥

/
h

0
～

1
8
0
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

分
離
建
屋

建
屋
給
水
流
量

－
可

搬
型

0
～

4
8
0
㎥

/
h

0
～

1
8
0
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

精
製
建
屋

建
屋
給
水
流
量

－
可

搬
型

0
～

4
8
0
㎥

/
h

0
～

1
8
0
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

建
屋
給
水
流
量

－
可

搬
型

0
～

4
8
0
㎥

/
h

0
～

1
8
0
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

建
屋
給
水
流
量

－
可

搬
型

0
～

4
8
0
㎥

/
h

0
～

1
8
0
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

※
1
　

常
設
（
常
設
計
器
及
び
常
設
代
替
計
器
）
は
，
自
主
対
策
設
備
と
す
る

建
屋
給

水
の
流
量

排
水

の
線
量
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(
3
)
 
放

射
線

分
解

に
よ

り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
1
 
／
 
1
3
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

分
離
建
屋

圧
縮
空
気
自
動
供
給
貯
槽
圧

力
－

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
9
7
M
P
a

圧
力

式
1

1

精
製
建
屋

圧
縮
空
気
自
動
供
給
貯
槽
圧

力
－

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
9
7
M
P
a

圧
力

式
1

1

分
離
建
屋

圧
縮
空
気
自
動
供
給
貯
槽
圧

力
圧

縮
空

気
自

動
供

給
貯

槽
常

設
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
9
7
M
P
a

圧
力

式
1

0
0

精
製
建
屋

圧
縮
空
気
自
動
供
給
貯
槽
圧

力
圧

縮
空

気
自

動
供

給
貯

槽
常

設
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
9
7
M
P
a

圧
力

式
1

0
0

圧
縮
空
気
自

動
供
給
ユ

ニ
ッ
ト
の
圧

力

ウ
ラ
ン
・

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱
硝
建
屋

圧
縮
空
気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ

ト
圧
力

－
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
9
7
M
P
a

圧
力

式
1

1
0

分
離
建
屋

機
器
圧
縮
空
気
自
動
供
給
ユ

ニ
ッ
ト
圧
力

－
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
9
7
M
P
a

圧
力

式
1

1
0

精
製
建
屋

機
器
圧
縮
空
気
自
動
供
給
ユ

ニ
ッ
ト
圧
力

－
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
9
7
M
P
a

圧
力

式
1

1
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋

機
器
圧
縮
空
気
自
動
供
給
ユ

ニ
ッ
ト
圧
力

－
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
9
7
M
P
a

圧
力

式
1

1
0

分
離
建
屋

圧
縮
空
気
手
動
供
給
ユ
ニ
ッ

ト
接
続
系
統
圧
力

－
可

搬
型

液
位

:
0
～
8
0
k
P
a

密
度

:
0
～
1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

4
0
k
P
a

密
度

:
0
～

3
.
8
2
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

精
製
建
屋

圧
縮
空
気
手
動
供
給
ユ
ニ
ッ

ト
接
続
系
統
圧
力

－
可

搬
型

液
位

:
0
～
8
0
k
P
a

密
度

:
0
～
1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

6
4
.
1
8

密
度

:
0
～

5
.
2
9
6
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋

圧
縮
空
気
手
動
供
給
ユ
ニ
ッ

ト
接
続
系
統
圧
力

－
可

搬
型

液
位

:
0
～

8
0
k
P
a

密
度

:
0
～

1
0
k
P
a

液
位

:
0
～

4
4
.
7
7
k
P
a

密
度

:
0
～

3
.
3
4
7
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

前
処
理
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

中
継

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

0
.
9
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

前
処
理
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

中
継

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

0
.
9
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

前
処
理
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

計
量

補
助

槽
可

搬
型

0
～

0
.
9
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

前
処
理
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

計
量

前
中

間
貯

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
.
1
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

前
処
理
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

計
量

前
中

間
貯

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
.
1
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

前
処
理
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

計
量

・
調

整
槽

可
搬

型
0
～

3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
9
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

前
処
理
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

計
量

後
中

間
貯

槽
可

搬
型

0
～

3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
9
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

貯
槽
掃
気
圧

縮
空
気
の

流
量

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ

圧
縮
空
気
自

動
供
給
貯
槽

の
圧
力

0

計
測

方
式

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

対
象

機
器

可
搬

／
常

設
※
1

計
測

レ
ン
ジ

重
大

事
故

時
に

お
け

る
プ

ロ
セ

ス
変

動
範

囲

機
器
圧
縮
空

気
自
動
供
給

ユ
ニ
ッ
ト
の

圧
力

圧
縮
空
気
手

動
供
給
ユ

ニ
ッ
ト
接
続

系
統
の
圧
力

5 6
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(
3
)

放
射

線
分

解
に

よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
2
 
／
 
1
3
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

対
象

機
器

可
搬

／
常

設
※
1

計
測

レ
ン
ジ

重
大

事
故

時
に

お
け

る
プ

ロ
セ

ス
変

動
範

囲

分
離
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

1
.
2
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
6
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

2

分
離
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

第
４

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

0
.
9
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

分
離
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

溶
解

液
供

給
槽

可
搬

型
0
～

0
.
9
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

分
離
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

抽
出

廃
液

受
槽

可
搬

型
0
～

0
.
9
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

分
離
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

抽
出

廃
液

中
間

貯
槽

可
搬

型
0
～

0
.
9
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

分
離
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

受
槽

可
搬

型
0
～

0
.
9
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

分
離
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

中
間

貯
槽

可
搬

型
0
～

0
.
9
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

分
離
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

0
.
9
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

分
離
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

溶
解

液
中

間
貯

槽
可

搬
型

0
～

3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
9
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

分
離
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
.
2
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

分
離
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
.
2
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

分
離
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
Ａ

可
搬

型
0
～

3
0
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

6
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

2

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

供
給

槽
可

搬
型

0
～

0
.
9
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
可

搬
型

0
～

0
.
9
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

受
槽

可
搬

型
0
～

0
.
9
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

油
水

分
離

槽
可

搬
型

0
～

0
.
9
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

0
.
9
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

0
.
9
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
可

搬
型

0
～

1
.
2
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
7
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

可
搬

型
0
～

1
.
2
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
7
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

リ
サ

イ
ク

ル
槽

可
搬

型
0
～

1
.
2
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
7
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽
可

搬
型

0
～

1
.
2
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
7
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

貯
槽
掃
気
圧

縮
空
気
の

流
量

1
1 5 9 6

2393



(
3
)
 
放

射
線

分
解

に
よ

り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
3
 
／
 
1
3
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

対
象

機
器

可
搬

／
常

設
※
1

計
測

レ
ン
ジ

重
大

事
故

時
に

お
け

る
プ

ロ
セ

ス
変

動
範

囲

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
供

給
槽

可
搬

型
0
～

3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
8
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

一
時

貯
槽

可
搬

型
0
～

3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
8
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽
可

搬
型

0
～

3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

希
釈

槽
可

搬
型

0
～

3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
.
6
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

第
７

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
8
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

可
搬

型
0
～

3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

混
合

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

混
合

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

一
時

貯
槽

可
搬

型
0
～

3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

供
給

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

供
給

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

供
給

液
槽

Ａ
可

搬
型

0
～

6
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

供
給

液
槽

Ｂ
可

搬
型

0
～

6
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

可
搬

型
0
～

3
0
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

7
.
3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

可
搬

型
0
～

3
0
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

7
.
3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

3
0
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
0
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

3
0
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
0
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

可
搬

型
0
～

6
0
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

3
2
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

可
搬

型
0
～

6
0
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

3
2
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

可
搬

型
0
～

6
0
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

3
2
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
2

前
処
理
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

中
継

槽
Ａ

常
設

0
.
2
5
～

0
.
8
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

中
継

槽
Ｂ

常
設

0
.
2
5
～

0
.
8
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

計
量

前
中

間
貯

槽
Ａ

常
設

0
.
5
5
～

1
.
5
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
.
1
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

貯
槽
掃
気
圧

縮
空
気
の

流
量

6 3 3 6 58

2394



(
3
)

放
射

線
分

解
に

よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
4
 
／
 
1
3
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

対
象

機
器

可
搬

／
常

設
※
1

計
測

レ
ン
ジ

重
大

事
故

時
に

お
け

る
プ

ロ
セ

ス
変

動
範

囲

前
処
理
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

計
量

前
中

間
貯

槽
Ｂ

常
設

0
.
5
5
～

1
.
5
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
.
1
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

計
量

・
調

整
槽

常
設

0
.
4
5
～

1
.
5
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
9
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

計
量

後
中

間
貯

槽
常

設
0
.
4
5
～

1
.
5
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
9
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

計
量

補
助

槽
常

設
0
.
2
5
～

0
.
8
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

受
槽

常
設

0
.
2
5
～

0
.
8
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

中
間

貯
槽

常
設

0
.
2
5
～

0
.
8
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
0
.
2
5
～

0
.
8
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
0
.
2
5
～

0
.
8
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
6
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

第
４

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
0
.
2
5
～

0
.
8
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

溶
解

液
中

間
貯

槽
常

設
0
.
4
～

1
.
2
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
9
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

溶
解

液
供

給
槽

常
設

0
.
2
5
～

0
.
8
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

抽
出

廃
液

受
槽

常
設

0
.
2
5
～

0
.
8
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

抽
出

廃
液

中
間

貯
槽

常
設

0
.
2
5
～

0
.
8
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ａ

常
設

0
.
5
5
～

1
.
5
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
.
2
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ｂ

常
設

0
.
5
5
～

1
.
5
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
.
2
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
Ａ

常
設

2
.
8
5
～

8
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

6
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
0
.
2
5
～

0
.
8
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
0
.
2
5
～

0
.
8
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

第
７

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
0
.
2
5
～

0
.
8
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
8
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

供
給

槽
常

設
0
.
2
5
～

0
.
8
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

受
槽

常
設

0
.
2
5
～

0
.
8
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

油
水

分
離

槽
常

設
0
.
2
5
～

0
.
8
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
常

設
0
.
2
5
～

0
.
8
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

貯
槽
掃
気
圧

縮
空
気
の

流
量

2395



(
3
)

放
射

線
分

解
に

よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
5
 
／
 
1
3
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

対
象

機
器

可
搬

／
常

設
※
1

計
測

レ
ン
ジ

重
大

事
故

時
に

お
け

る
プ

ロ
セ

ス
変

動
範

囲

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
供

給
槽

常
設

0
.
2
5
～

0
.
8
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
8
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

一
時

貯
槽

常
設

0
.
2
5
～

0
.
8
㎥

/
h

［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
8
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
常

設
0
.
3
5
～

1
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
7
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

リ
サ

イ
ク

ル
槽

常
設

0
.
3
5
～

1
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
7
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

希
釈

槽
常

設
1
～

2
.
5
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
.
6
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽
常

設
0
.
5
～

1
.
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

常
設

0
.
3
5
～

1
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
7
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽
常

設
0
.
3
5
～

1
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

0
.
7
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

常
設

0
.
6
5
～

2
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

混
合

槽
Ａ

常
設

0
.
6
5
～

2
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

混
合

槽
Ｂ

常
設

0
.
6
5
～

2
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

一
時

貯
槽

常
設

0
.
6
5
～

2
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

常
設

1
8
～

4
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

3
2
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

常
設

1
8
～

4
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

3
2
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

常
設

4
～

1
1
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

7
.
3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

常
設

4
～

1
1
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

7
.
3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

常
設

1
8
～

4
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

3
2
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ａ

常
設

5
～

1
5
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
0
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ｂ

常
設

5
～

1
5
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
0
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

供
給

液
槽

Ａ
常

設
1
.
5
～

5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

供
給

槽
Ａ

常
設

0
.
5
～

1
.
5
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

供
給

液
槽

Ｂ
常

設
1
.
5
～

5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

3
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量

供
給

槽
Ｂ

常
設

0
.
5
～

1
.
5
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

面
積

式
1

0
0

貯
槽
掃
気
圧

縮
空
気
の

流
量

2396



(
3
)

放
射

線
分

解
に

よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
6
 
／
 
1
3
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

対
象

機
器

可
搬

／
常

設
※
1

計
測

レ
ン
ジ

重
大

事
故

時
に

お
け

る
プ

ロ
セ

ス
変

動
範

囲

前
処
理
建
屋

水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
の

圧
力

－
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
9
7
M
P
a

圧
力

式
1

1
0

分
離
建
屋

水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
の

圧
力

－
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
9
7
M
P
a

圧
力

式
1

1
0

精
製
建
屋

水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
の

圧
力

－
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
9
7
M
P
a

圧
力

式
1

1
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋

水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
の

圧
力

－
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
9
7
M
P
a

圧
力

式
1

1
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
の

圧
力

－
可

搬
型

0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
9
7
M
P
a

圧
力

式
1

1
0

前
処
理
建
屋

水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
の

圧
力

水
素

掃
気

用
安

全
圧

縮
空

気
系

常
設

0
～

1
.
1
M
P
a

0
～

0
.
9
7
M
P
a

圧
力

式
1

0
0

分
離
建
屋

水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
の

圧
力

水
素

掃
気

用
安

全
圧

縮
空

気
系

常
設

0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
9
7
M
P
a

圧
力

式
1

0
0

分
離
建
屋

水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
の

圧
力

水
素

掃
気

用
安

全
圧

縮
空

気
系

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

常
設

0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
9
7
M
P
a

圧
力

式
1

0
0

精
製
建
屋

水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
の

圧
力

水
素

掃
気

用
安

全
圧

縮
空

気
系

常
設

0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
9
7
M
P
a

圧
力

式
1

0
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋

水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
の

圧
力

水
素

掃
気

用
安

全
圧

縮
空

気
系

常
設

0
～

1
.
5
M
P
a

0
～

0
.
9
7
M
P
a

圧
力

式
1

0
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固

化
建
屋

水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
の

圧
力

水
素

掃
気

用
安

全
圧

縮
空

気
系

常
設

0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
9
7
M
P
a

圧
力

式
1

0
0

精
製
建
屋

か
く
は
ん
系
統
圧
縮
空
気
圧

力
－

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
9
7
M
P
a

圧
力

式
1

1
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋

か
く
は
ん
系
統
圧
縮
空
気
圧

力
－

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
9
7
M
P
a

圧
力

式
1

1
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

か
く
は
ん
系
統
圧
縮
空
気
圧

力
－

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

0
.
9
7
M
P
a

圧
力

式
1

1
0

前
処
理
建
屋

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
流
量

－
可

搬
型

0
～

3
5
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
9
.
0
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
1

1

分
離
建
屋

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
流
量

－
可

搬
型

0
～

3
5
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

2
4
.
3
5
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
1

1

精
製
建
屋

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
流
量

－
可

搬
型

0
～

3
5
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
4
.
8
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
1

1

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
流
量

－
可

搬
型

0
～

3
5
㎥

/
h
［
n
o
r
m
a
l
］

0
～

4
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
1

1

高
レ
ベ
ル

廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
流
量

－
可

搬
型

0
～

1
3
8
.
6
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
3
8
.
6
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

熱
式

1
1

1

水
素
掃
気
系

統
圧
縮
空
気

の
圧
力

か
く
は
ん
系

統
圧
縮
空
気

の
圧
力

セ
ル
導
出
ユ

ニ
ッ
ト
の
流

量

2397



(
3
)
 
放

射
線

分
解

に
よ

り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
7
 
／
 
1
3
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

対
象

機
器

可
搬

／
常

設
※
1

計
測

レ
ン
ジ

重
大

事
故

時
に

お
け

る
プ

ロ
セ

ス
変

動
範

囲

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
水
素
濃
度

計
量

前
中

間
貯

槽
可

搬
型

0
～

2
5
v
o
l
%

0
～

8
v
o
l
%

熱
伝

導
式

1
1

1

分
離
建
屋

貯
槽
等
水
素
濃
度

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

2
5
v
o
l
%

0
～

8
v
o
l
%

熱
伝

導
式

1
1

1

分
離
建
屋

貯
槽
等
水
素
濃
度

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
可

搬
型

0
～

2
5
v
o
l
%

0
～

8
v
o
l
%

熱
伝

導
式

1
1

1

精
製
建
屋

貯
槽
等
水
素
濃
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽
可

搬
型

0
～

2
5
v
o
l
%

0
～

8
v
o
l
%

熱
伝

導
式

1
1

1

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋

貯
槽
等
水
素
濃
度

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

可
搬

型
0
～

2
5
v
o
l
%

0
～

8
v
o
l
%

熱
伝

導
式

1
1

1

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
水
素
濃
度

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

可
搬

型
0
～

2
5
v
o
l
%

0
～

8
v
o
l
%

熱
伝

導
式

1
1

1

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
水
素
濃
度

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
可

搬
型

0
～

2
5
v
o
l
%

0
～

8
v
o
l
%

熱
伝

導
式

1
1

1

前
処
理
建
屋

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル

タ
差
圧

－
可

搬
型

0
～

1
k
P
a

0
～

0
.
6
k
P
a

差
圧

式
2

2
0

分
離
建
屋

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル

タ
差
圧

－
可

搬
型

0
～

1
k
P
a

0
～

0
.
6
k
P
a

差
圧

式
2

2
0

精
製
建
屋

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル

タ
差
圧

－
可

搬
型

0
～

1
k
P
a

0
～

0
.
6
k
P
a

差
圧

式
2

2
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル

タ
差
圧

－
可

搬
型

0
～

1
k
P
a

0
～

0
.
6
k
P
a

差
圧

式
2

2
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス
固

化
建
屋

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル

タ
差
圧

－
可

搬
型

0
～

1
k
P
a

0
～

0
.
6
k
P
a

差
圧

式
2

2
0

前
処
理
建
屋

代
替
セ
ル
排
気
系
フ
ィ
ル
タ

差
圧

－
可

搬
型

0
～

1
k
P
a

0
～

0
.
6
k
P
a

差
圧

式
2

2
0

分
離
建
屋

代
替
セ
ル
排
気
系
フ
ィ
ル
タ

差
圧

－
可

搬
型

0
～

1
k
P
a

0
～

0
.
6
k
P
a

差
圧

式
2

2
0

精
製
建
屋

代
替
セ
ル
排
気
系
フ
ィ
ル
タ

差
圧

－
可

搬
型

0
～

1
k
P
a

0
～

0
.
6
k
P
a

差
圧

式
2

2
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋

代
替
セ
ル
排
気
系
フ
ィ
ル
タ

差
圧

－
可

搬
型

0
～

1
k
P
a

0
～

0
.
6
k
P
a

差
圧

式
2

2
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

代
替
セ
ル
排
気
系
フ
ィ
ル
タ

差
圧

－
可

搬
型

0
～

1
k
P
a

0
～

0
.
6
k
P
a

差
圧

式
2

2
0

貯
槽
等
水
素

の
濃
度

代
替
セ
ル
排

気
系
フ
ィ
ル

タ
の
差
圧

セ
ル
導
出
ユ

ニ
ッ
ト
フ
ィ

ル
タ
の
差
圧

2398



(
3
)
 
放

射
線

分
解

に
よ

り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
8
 
／
 
1
3
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

対
象

機
器

可
搬

／
常

設
※
1

計
測

レ
ン
ジ

重
大

事
故

時
に

お
け

る
プ

ロ
セ

ス
変

動
範

囲

前
処
理
建
屋

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

常
設

-
2
.
5
～

2
k
P
a

-
4
.
7
～

2
.
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

前
処
理
建
屋

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

常
設

-
2
.
5
～

2
k
P
a

-
4
.
7
～

2
.
5
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

廃
ガ

ス
処

理
系

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

常
設

-
1
2
～

0
k
P
a

-
4
.
7
～

3
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

廃
ガ

ス
処

理
系

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

常
設

-
1
2
～

0
k
P
a

-
4
.
7
～

3
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

前
処
理
建
屋

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

可
搬

型
-
5
～

1
0
k
P
a

-
4
.
7
～

2
.
5
k
P
a

圧
力

式
1

1
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

廃
ガ

ス
処

理
系

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

可
搬

型
-
5
～

1
0
k
P
a

-
4
.
7
～

3
k
P
a

圧
力

式
1

1
0

前
処
理
建
屋

導
出
先
セ
ル
圧
力

－
可

搬
型

-
5
～

5
k
P
a

-
4
.
7
～

0
.
5
k
P
a

圧
力

式
2

2
0

分
離
建
屋

導
出
先
セ
ル
圧
力

－
可

搬
型

-
5
～

5
k
P
a

-
4
.
7
～

0
.
5
k
P
a

圧
力

式
2

2
0

精
製
建
屋

導
出
先
セ
ル
圧
力

－
可

搬
型

-
5
～

5
k
P
a

-
4
.
7
～

0
.
5
k
P
a

圧
力

式
2

2
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋

導
出
先
セ
ル
圧
力

－
可

搬
型

-
5
～

5
k
P
a

-
4
.
7
～

0
.
5
k
P
a

圧
力

式
1

1
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

導
出
先
セ
ル
圧
力

－
可

搬
型

-
5
～

5
k
P
a

-
4
.
7
～

0
.
5
k
P
a

圧
力

式
1

1
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
温
度

中
継

槽
Ａ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
温
度

中
継

槽
Ｂ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
温
度

計
量

前
中

間
貯

槽
Ａ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
温
度

計
量

前
中

間
貯

槽
Ｂ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
温
度

計
量

・
調

整
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
温
度

計
量

後
中

間
貯

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
温
度

計
量

補
助

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
４

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

溶
解

液
中

間
貯

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

溶
解

液
中

間
貯

槽
（

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

）
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

導
出
先
セ
ル

の
圧
力

セ
ル
導
出
経

路
の
圧
力

貯
槽
等
の
温

度
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放

射
線

分
解

に
よ

り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
9
 
／
 
1
3
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

対
象

機
器

可
搬

／
常

設
※
1

計
測

レ
ン
ジ

重
大

事
故

時
に

お
け

る
プ

ロ
セ

ス
変

動
範

囲

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

溶
解

液
供

給
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

溶
解

液
供

給
槽

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

抽
出

廃
液

受
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

抽
出

廃
液

中
間

貯
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ａ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ｂ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
Ａ

常
設

0
～

1
5
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
７

一
時

貯
留

処
理

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

供
給

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

受
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

油
水

分
離

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
常

設
0
～

2
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
供

給
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

一
時

貯
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

リ
サ

イ
ク

ル
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

希
釈

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋

貯
槽
等
温
度

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

貯
槽
等
の
温

度
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0
-
5

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

対
象

機
器

可
搬

／
常

設
※
1

計
測

レ
ン
ジ

重
大

事
故

時
に

お
け

る
プ

ロ
セ

ス
変

動
範

囲

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋

貯
槽
等
温
度

混
合

槽
Ａ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

ウ
ラ
ン
・

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱
硝
建
屋

貯
槽
等
温
度

混
合

槽
Ｂ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

ウ
ラ
ン
・

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱
硝
建
屋

貯
槽
等
温
度

一
時

貯
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

高
レ
ベ
ル

廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

高
レ
ベ
ル

廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

高
レ
ベ
ル

廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

高
レ
ベ
ル

廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

高
レ
ベ
ル

廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

高
レ
ベ
ル

廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ａ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

高
レ
ベ
ル

廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ｂ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

高
レ
ベ
ル

廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

供
給

液
槽

Ａ
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

高
レ
ベ
ル

廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

供
給

槽
Ａ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

高
レ
ベ
ル

廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

供
給

液
槽

Ｂ
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

高
レ
ベ
ル

廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

供
給

槽
Ｂ

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

0
0

貯
槽
等
の
温

度

2401
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備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
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の
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数

補
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資
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1
.
1
0
-
5

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

対
象

機
器

可
搬

／
常

設
※
1

計
測

レ
ン
ジ

重
大

事
故

時
に

お
け

る
プ

ロ
セ

ス
変

動
範

囲

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
温
度

中
継

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
温
度

中
継

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
温
度

計
量

前
中

間
貯

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
温
度

計
量

前
中

間
貯

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
温
度

計
量

・
調

整
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
温
度

計
量

後
中

間
貯

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

前
処
理
建
屋

貯
槽
等
温
度

計
量

補
助

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
４

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

溶
解

液
中

間
貯

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

溶
解

液
供

給
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

抽
出

廃
液

受
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

抽
出

廃
液

中
間

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

抽
出

廃
液

供
給

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

高
レ

ベ
ル

廃
液

濃
縮

缶
Ａ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
２

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
３

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
７

一
時

貯
留

処
理

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

供
給

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

貯
槽
等
の
温

度
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1
0
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必
要

数
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ク

ア
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プ
数

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

対
象

機
器

可
搬

／
常

設
※
1

計
測

レ
ン
ジ

重
大

事
故

時
に

お
け

る
プ

ロ
セ

ス
変

動
範

囲

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

受
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

油
水

分
離

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
供

給
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

一
時

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
受

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

リ
サ

イ
ク

ル
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

希
釈

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
一

時
貯

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
計

量
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

液
中

間
貯

槽
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋

貯
槽
等
温
度

硝
酸

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋

貯
槽
等
温
度

混
合

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋

貯
槽
等
温
度

混
合

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合

脱
硝
建
屋

貯
槽
等
温
度

一
時

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
１

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

第
２

高
レ

ベ
ル

濃
縮

廃
液

一
時

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

高
レ

ベ
ル

廃
液

共
用

貯
槽

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

高
レ

ベ
ル

廃
液

混
合

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

供
給

液
槽

Ａ
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

貯
槽
等
の
温

度

2403



(
3
)
 
放

射
線

分
解

に
よ

り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
1
3
 
／
 
1
3
）計

装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

対
象

機
器

可
搬

／
常

設
※
1

計
測

レ
ン
ジ

重
大

事
故

時
に

お
け

る
プ

ロ
セ

ス
変

動
範

囲

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

供
給

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

高
レ
ベ
ル

廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

供
給

液
槽

Ｂ
可

搬
型

0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

高
レ
ベ
ル

廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

供
給

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
3
0
℃

2
9
～

1
3
0
℃

熱
電

対
1

1
0

前
処

理
建
屋

貯
槽
等
温
度

－
可

搬
型

テ
ス

タ
ー

1
1

1

分
離
建
屋

貯
槽
等
温
度

－
可

搬
型

テ
ス

タ
ー

1
1

1

精
製
建
屋

貯
槽
等
温
度

－
可

搬
型

テ
ス

タ
ー

1
1

1

ウ
ラ
ン
・

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱
硝
建
屋

貯
槽
等
温
度

－
可

搬
型

テ
ス

タ
ー

1
1

1

高
レ
ベ
ル

廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

貯
槽
等
温
度

－
可

搬
型

テ
ス

タ
ー

2
2

2

※
1
　
常
設
（
常
設
計
器

及
び
常
設
代
替
計
器
）
は
，
自
主
対
策
設
備
と

す
る

貯
槽
等
の
温

度

－－ － － －

2404



(
4
)
 
有

機
溶

媒
等

に
よ

る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
1
 
／
 
2
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

精
製
建
屋

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
供
給

槽
液
位

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
供

給
槽

常
設

0
～

3
3
.
2
7
k
P
a

0
.
4
0
～

3
1
.
7
3
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

精
製
建
屋

供
給
槽
ゲ
デ
オ
ン
流
量

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
供

給
槽

ゲ
デ

オ
ン

Ａ
常

設
0
～

0
.
1
4
㎥
/
h

0
～

0
.
1
2
㎥

/
h

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
濃
縮
缶
の

圧
力

精
製
建
屋

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
常

設
-
2
4
～

2
k
P
a

-
2
～

2
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
濃
縮
缶
気

相
部
の
温
度

精
製
建
屋

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相

部
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
常

設
0
～

2
0
0
℃

1
0
0
～

2
0
0
℃

熱
電

対
1

0
0

プ
ル

ト
ニ
ウ

ム
濃

縮
缶
液

相
部

の
温
度

精
製
建
屋

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相

部
温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
常

設
0
～

2
0
0
℃

1
0
0
～

1
3
7
℃

熱
電

対
1

0
0

精
製
建
屋

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
加
熱

蒸
気
温
度

蒸
気

発
生

器
常

設
0
～

1
5
0
℃

4
0
～

1
4
3
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

精
製
建
屋

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
加
熱

蒸
気
温
度

蒸
気

発
生

器
（

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

）
常

設
0
～

1
5
0
℃

4
0
～

1
4
3
℃

測
温

抵
抗

体
1

0
0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ａ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
7
6
M
P
a

圧
力

式
1

0
0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｂ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
7
6
M
P
a

圧
力

式
1

0
0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｃ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
7
6
M
P
a

圧
力

式
1

0
0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｄ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
7
6
M
P
a

圧
力

式
1

0
0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｅ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
7
6
M
P
a

圧
力

式
1

0
0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｆ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
7
6
M
P
a

圧
力

式
1

0
0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｇ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
7
6
M
P
a

圧
力

式
1

0
0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｈ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
7
6
M
P
a

圧
力

式
1

0
0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｉ
（

予
備

タ
ン

ク
）

常
設

0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
7
6
M
P
a

圧
力

式
1

0
0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｊ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
7
6
M
P
a

圧
力

式
1

0
0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｋ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
7
6
M
P
a

圧
力

式
1

0
0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｌ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
7
6
M
P
a

圧
力

式
1

0
0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

Ｍ
常

設
0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
7
6
M
P
a

圧
力

式
1

0
0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

廃
ガ

ス
貯

留
槽

系
統

常
設

0
～

1
M
P
a

0
～

0
.
7
6
M
P
a

圧
力

式
1

0
0

プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
濃
縮
缶

加
熱
蒸
気
の

温
度

廃
ガ
ス
貯
留

槽
の
圧
力

対
象

機
器

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ

プ
ル

ト
ニ
ウ

ム
濃
縮
缶

供
給
槽
の

液
位

計
測

方
式

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

数
可

搬
／

常
設

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

必
要

数

2405



(
4
)
 
有

機
溶

媒
等

に
よ

る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
（
2
 
／
 
2
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

対
象

機
器

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

数
可

搬
／

常
設

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

変
動

範
囲

必
要

数

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
入
口
流
量

廃
ガ

ス
貯

留
槽

系
統

１
常

設
0
～

1
3
6
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
3
6
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

差
圧

式
1

0
0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
貯
留
槽
入
口
流
量

廃
ガ

ス
貯

留
槽

系
統

２
常

設
0
～

1
3
6
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

0
～

1
3
6
㎥

/
h
［

n
o
r
m
a
l
］

差
圧

式
1

0
0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
洗
浄
塔
入
口
圧
力

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

入
口

圧
力

常
設

-
3
.
5
～

3
k
P
a

-
3
.
5
～

3
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

精
製
建
屋

廃
ガ
ス
洗
浄
塔
入
口
圧
力

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

入
口

圧
力

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

常
設

-
3
.
5
～

3
k
P
a

-
3
.
5
～

3
k
P
a

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
0

0

廃
ガ

ス
貯
留

槽
の

入
口
流

量

廃
ガ

ス
洗
浄

塔
の
入
口

圧
力

2406



(
5
)
 
使

用
済

燃
料

貯
蔵

槽
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
（
1
 
／
 
6
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
B
W
R
燃

料
用

)
可

搬
型

0
～

1
1
.
5
m

0
～

1
1
.
5
m

超
音

波
式

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
P
W
R
燃

料
用

)
可

搬
型

0
～

1
1
.
5
m

0
～

1
1
.
5
m

超
音

波
式

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
B
W
R
/
P
W
R
燃

料
用

)
可

搬
型

0
～

1
1
.
5
m

0
～

1
1
.
5
m

超
音

波
式

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

送
出

し
ピ

ッ
ト

可
搬

型
0
～

1
1
.
5
m

0
～

1
1
.
5
m

超
音

波
式

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

仮
置

き
ピ

ッ
ト

Ａ
可

搬
型

0
～

1
1
.
5
m

0
～

1
1
.
5
m

超
音

波
式

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

仮
置

き
ピ

ッ
ト

Ｂ
可

搬
型

0
～

1
1
.
5
m

0
～

1
1
.
5
m

超
音

波
式

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
B
W
R
燃

料
用

)
可

搬
型

0
～

2
m

0
～

1
1
.
5
m

メ
ジ

ャ
ー

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
P
W
R
燃

料
用

)
可

搬
型

0
～

2
m

0
～

1
1
.
5
m

メ
ジ

ャ
ー

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
B
W
R
/
P
W
R
燃

料
用

)
可

搬
型

0
～

2
m

0
～

1
1
.
5
m

メ
ジ

ャ
ー

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

送
出

し
ピ

ッ
ト

可
搬

型
0
～

2
m

0
～

1
1
.
5
m

メ
ジ

ャ
ー

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

仮
置

き
ピ

ッ
ト

Ａ
可

搬
型

0
～

2
m

0
～

1
1
.
5
m

メ
ジ

ャ
ー

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

仮
置

き
ピ

ッ
ト

Ｂ
可

搬
型

0
～

2
m

0
～

1
1
.
5
m

メ
ジ

ャ
ー

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
B
W
R
燃

料
用

)
可

搬
型

0
～

1
1
.
5
m

0
～

1
1
.
5
m

電
波

式

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
P
W
R
燃

料
用

)
可

搬
型

0
～

1
1
.
5
m

0
～

1
1
.
5
m

電
波

式

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
B
W
R
/
P
W
R
燃

料
用

)
可

搬
型

0
～

1
1
.
5
m

0
～

1
1
.
5
m

電
波

式

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

送
出

し
ピ

ッ
ト

可
搬

型
0
～

1
1
.
5
m

0
～

1
1
.
5
m

電
波

式

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

仮
置

き
ピ

ッ
ト

Ａ
可

搬
型

0
～

1
1
.
5
m

0
～

1
1
.
5
m

電
波

式

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

仮
置

き
ピ

ッ
ト

Ｂ
可

搬
型

0
～

1
1
.
5
m

0
～

1
1
.
5
m

電
波

式

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ

1
1

1 1

1
1

0

1

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

重
大

事
故

時
に

お
け

る
プ

ロ
セ

ス
の

変
動

範
囲

計
測

レ
ン

ジ

燃
料
貯
蔵

プ
ー

ル
等
の

水
位

建
屋

計
測

方
式

分
類

1

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

対
象

機
器

可
搬

／
常

設
※
1

2407



(
5
)
 
使

用
済

燃
料

貯
蔵

槽
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
（
2
 
／
 
6
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
必

要
数

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

数
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

の
変

動
範

囲
計

測
レ

ン
ジ

建
屋

計
測

方
式

分
類

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

対
象

機
器

可
搬

／
常

設
※
1

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
B
W
R
燃

料
用

)
可

搬
型

0
～

1
1
.
5
m

0
～

1
1
.
5
m

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
P
W
R
燃

料
用

)
可

搬
型

0
～

1
1
.
5
m

0
～

1
1
.
5
m

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
B
W
R
/
P
W
R
燃

料
用

)
可

搬
型

0
～

1
1
.
5
m

0
～

1
1
.
5
m

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

送
出

し
ピ

ッ
ト

可
搬

型
0
～

1
1
.
5
m

0
～

1
1
.
5
m

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

仮
置

き
ピ

ッ
ト

Ａ
可

搬
型

0
～

1
1
.
5
m

0
～

1
1
.
5
m

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

仮
置

き
ピ

ッ
ト

Ｂ
可

搬
型

0
～

1
1
.
5
m

0
～

1
1
.
5
m

エ
ア

パ
ー

ジ
式

1
1

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
B
W
R
燃

料
用

)
常

設
1
1
～

1
2
m

0
～

1
1
.
5
m

超
音

波
式

1
0

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
B
W
R
燃

料
用

)
常

設
1
1
～

1
2
m

0
～

1
1
.
5
m

超
音

波
式

1
0

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
P
W
R
燃

料
用

)
常

設
1
1
～

1
2
m

0
～

1
1
.
5
m

超
音

波
式

1
0

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
P
W
R
燃

料
用

)
常

設
1
1
～

1
2
m

0
～

1
1
.
5
m

超
音

波
式

1
0

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
B
W
R
/
P
W
R
燃

料
用

)
常

設
1
1
～

1
2
m

0
～

1
1
.
5
m

超
音

波
式

1
0

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
B
W
R
/
P
W
R
燃

料
用

)
常

設
1
1
～

1
2
m

0
～

1
1
.
5
m

超
音

波
式

1
0

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

送
出

し
ピ

ッ
ト

常
設

1
1
～

1
2
m

0
～

1
1
.
5
m

超
音

波
式

1
0

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

仮
置

き
ピ

ッ
ト

Ａ
常

設
1
1
～

1
2
m

0
～

1
1
.
5
m

超
音

波
式

1
0

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位

燃
料

仮
置

き
ピ

ッ
ト

Ｂ
常

設
1
1
～

1
2
m

0
～

1
1
.
5
m

超
音

波
式

1
0

0

燃
料
貯
蔵

プ
ー

ル
等
の

水
位

燃
料
貯
蔵

プ
ー
ル
等
の

水
位

2408



(
5
)
 
使

用
済

燃
料

貯
蔵

槽
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
（
3
 
／
 
6
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
必

要
数

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

数
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

の
変

動
範

囲
計

測
レ

ン
ジ

建
屋

計
測

方
式

分
類

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

対
象

機
器

可
搬

／
常

設
※
1

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
B
W
R
燃

料
用

)
可

搬
型

0
～

1
0
0
℃

2
5
～

1
0
0
℃

サ
ー

ミ
ス

タ

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
P
W
R
燃

料
用

)
可

搬
型

0
～

1
0
0
℃

2
5
～

1
0
0
℃

サ
ー

ミ
ス

タ

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
B
W
R
/
P
W
R
燃

料
用

)
可

搬
型

0
～

1
0
0
℃

2
5
～

1
0
0
℃

サ
ー

ミ
ス

タ

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温

燃
料

送
出

し
ピ

ッ
ト

可
搬

型
0
～

1
0
0
℃

2
5
～

1
0
0
℃

サ
ー

ミ
ス

タ

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温

燃
料

仮
置

き
ピ

ッ
ト

Ａ
可

搬
型

0
～

1
0
0
℃

2
5
～

1
0
0
℃

サ
ー

ミ
ス

タ

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温

燃
料

仮
置

き
ピ

ッ
ト

Ｂ
可

搬
型

0
～

1
0
0
℃

2
5
～

1
0
0
℃

サ
ー

ミ
ス

タ

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
B
W
R
燃

料
用

)
可

搬
型

0
～

1
0
0
℃

2
5
～

1
0
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
P
W
R
燃

料
用

)
可

搬
型

0
～

1
0
0
℃

2
5
～

1
0
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
B
W
R
/
P
W
R
燃

料
用

)
可

搬
型

0
～

1
0
0
℃

2
5
～

1
0
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温

燃
料

送
出

し
ピ

ッ
ト

可
搬

型
0
～

1
0
0
℃

2
5
～

1
0
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温

燃
料

仮
置

き
ピ

ッ
ト

Ａ
可

搬
型

0
～

1
0
0
℃

2
5
～

1
0
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温

燃
料

仮
置

き
ピ

ッ
ト

Ｂ
可

搬
型

0
～

1
0
0
℃

2
5
～

1
0
0
℃

測
温

抵
抗

体
1

1
0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
B
W
R
燃

料
用

)
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
5
～

1
0
0
℃

熱
電

対
1

0
0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
B
W
R
燃

料
用

)
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
5
～

1
0
0
℃

熱
電

対
1

0
0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
P
W
R
燃

料
用

)
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
5
～

1
0
0
℃

熱
電

対
1

0
0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
P
W
R
燃

料
用

)
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
5
～

1
0
0
℃

熱
電

対
1

0
0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
B
W
R
/
P
W
R
燃

料
用

)
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
5
～

1
0
0
℃

熱
電

対
1

0
0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
(
B
W
R
/
P
W
R
燃

料
用

)
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
5
～

1
0
0
℃

熱
電

対
1

0
0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温

燃
料

送
出

し
ピ

ッ
ト

常
設

0
～

1
0
0
℃

2
5
～

1
0
0
℃

熱
電

対
1

0
0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温

燃
料

仮
置

き
ピ

ッ
ト

Ａ
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
5
～

1
0
0
℃

熱
電

対
1

0
0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温

燃
料

仮
置

き
ピ

ッ
ト

Ｂ
常

設
0
～

1
0
0
℃

2
5
～

1
0
0
℃

熱
電

対
1

0
0

1
1

1

燃
料
貯
蔵

プ
ー

ル
等
の

温
度

燃
料
貯
蔵

プ
ー
ル
等
の

温
度
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(
5
)
 
使

用
済

燃
料

貯
蔵

槽
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
（
4
 
／
 
6
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
必

要
数

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

数
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

の
変

動
範

囲
計

測
レ

ン
ジ

建
屋

計
測

方
式

分
類

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

対
象

機
器

可
搬

／
常

設
※
1

代
替
注
水

設
備

の
流
量

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

代
替
注
水
設
備
流
量

－
可

搬
型

0
～

2
4
0
㎥

/
h

0
～

2
4
0
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

ス
プ
レ
イ

設
備

の
流
量

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

ス
プ
レ
イ
設
備
流
量

－
可

搬
型

0
～

1
1
4
㎥

/
h

0
～

1
1
4
㎥

/
h

電
磁

式
1
2

1
2

1
2

使
用
済

燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
空
間
線

量
率

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

可
搬

型
1
E
-
1
～

1
E
+
6
μ
S
v
/
h

5
E
+
1
～

7
.
3
E
+
8
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
1

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
空
間
線

量
率

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

可
搬

型
1
E
+
3
～

1
E
+
9
μ
S
v
/
h

5
E
+
1
～

7
.
3
E
+
8
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
1

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
空
間
線

量
率

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
μ

S
v
/
h

5
E
+
1
～

7
.
3
E
+
8
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
空
間
線

量
率

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
μ

S
v
/
h

5
E
+
1
～

7
.
3
E
+
8
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
空
間
線

量
率

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
μ

S
v
/
h

5
E
+
1
～

7
.
3
E
+
8
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
空
間
線

量
率

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
μ

S
v
/
h

5
E
+
1
～

7
.
3
E
+
8
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

可
搬

型
－

－
－

1
1

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

可
搬

型
－

－
－

1
1

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

可
搬

型
－

－
－

1
1

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

可
搬

型
－

－
－

1
1

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

可
搬

型
－

－
－

1
1

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

可
搬

型
－

－
－

1
1

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

仮
置

き
ピ

ッ
ト

Ａ
/
燃

料
取

出
し

ピ
ッ

ト
Ａ

常
設

－
－

－
1

0
0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

仮
置

き
ピ

ッ
ト

Ｂ
/
燃

料
取

出
し

ピ
ッ

ト
Ｂ

常
設

－
－

－
1

0
0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
（

B
W
R
燃

料
用

）
常

設
－

－
－

1
0

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
（

P
W
R
燃

料
用

）
常

設
－

－
－

1
0

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
（

B
W
R
及

び
P
W
R
燃

料
用

）
常

設
－

－
－

1
0

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

送
出

し
エ

リ
ア

監
視

用
カ

メ
ラ

常
設

－
－

－
1

0
0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

送
出

し
エ

リ
ア

監
視

用
カ

メ
ラ

常
設

－
－

－
1

0
0

空
間
の

線
量
率

燃
料
貯
蔵

プ
ー

ル
の
状

態
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(
5
)
 
使

用
済

燃
料

貯
蔵

槽
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
（
5
 
／
 
6
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
必

要
数

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

数
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

の
変

動
範

囲
計

測
レ

ン
ジ

建
屋

計
測

方
式

分
類

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

対
象

機
器

可
搬

／
常

設
※
1

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

可
搬
型
空
冷
ユ
ニ
ッ
ト
A

－
可

搬
型

－
－

－
1

1
1

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

可
搬
型
空
冷
ユ
ニ
ッ
ト
B

－
可

搬
型

－
－

－
1

1
1

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

可
搬
型
空
冷
ユ
ニ
ッ
ト
C

－
可

搬
型

－
－

－
1

1
1

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

可
搬
型
空
冷
ユ
ニ
ッ
ト
D

－
可

搬
型

－
－

－
1

1
1

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

可
搬
型
空
冷
ユ
ニ
ッ
ト
E

－
可

搬
型

－
－

－
1

1
1

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

可
搬
型
空
冷
ユ
ニ
ッ
ト
用

ホ
ー
ス

－
可

搬
型

－
－

－
1
式

1
式

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

可
搬
型
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等

状
態
監
視
カ
メ
ラ
用
冷
却

ケ
ー
ス

－
可

搬
型

－
－

－
6

6
0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

可
搬
型
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等

空
間
線
量
率
計
用
冷
却
ケ
ー

ス
－

可
搬

型
－

－
－

1
1

0

－
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(
5
)
 
使

用
済

燃
料

貯
蔵

槽
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
（
6
 
／
 
6
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
必

要
数

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

数
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

の
変

動
範

囲
計

測
レ

ン
ジ

建
屋

計
測

方
式

分
類

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

対
象

機
器

可
搬

／
常

設
※
1

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

可
搬
型
計
測
ユ
ニ
ッ
ト

－
可

搬
型

－
－

－
1

1
1

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

可
搬
型
監
視
ユ
ニ
ッ
ト

－
可

搬
型

－
－

－
1

1
1

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

可
搬
型
計
測
ユ
ニ
ッ
ト
用
空

気
圧
縮
機

－
可

搬
型

－
－

－
1

1
1

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

可
搬
型
計
測
ユ
ニ
ッ
ト
用
空

気
圧
縮
機
出
口
圧
力
（
機
器

付
）

可
搬

型
計

測
ユ

ニ
ッ

ト
用

空
気

圧
縮

機
可

搬
型

－
－

－
1

1
1

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

可
搬
型
空
冷
ユ
ニ
ッ
ト
出
口

圧
力
（
機
器
付
）

可
搬

型
空

冷
ユ

ニ
ッ

ト
Ａ

可
搬

型
－

－
－

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

可
搬
型
空
冷
ユ
ニ
ッ
ト
出
口

圧
力
（
機
器
付
）

可
搬

型
空

冷
ユ

ニ
ッ

ト
Ｂ

可
搬

型
－

－
－

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

可
搬
型
空
冷
ユ
ニ
ッ
ト
出
口

圧
力
（
機
器
付
）

可
搬

型
空

冷
ユ

ニ
ッ

ト
Ｃ

可
搬

型
－

－
－

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

可
搬
型
空
冷
ユ
ニ
ッ
ト
出
口

圧
力
（
機
器
付
）

可
搬

型
空

冷
ユ

ニ
ッ

ト
Ｄ

可
搬

型
－

－
－

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

可
搬
型
空
冷
ユ
ニ
ッ
ト
出
口

圧
力
（
機
器
付
）

可
搬

型
空

冷
ユ

ニ
ッ

ト
Ｅ

可
搬

型
－

－
－

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

可
搬
型
空
冷
ユ
ニ
ッ
ト
用
冷

却
装
置
圧
力
（
機
器
付
）

可
搬

型
空

冷
ユ

ニ
ッ

ト
用

冷
却

装
置

可
搬

型
－

－
－

1
1

1

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

可
搬
型
空
冷
ユ
ニ
ッ
ト
用
バ

ル
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
流
量
（
機
器

付
）

可
搬

型
空

冷
ユ

ニ
ッ

ト
用

バ
ル

ブ
ユ

ニ
ッ

ト
可

搬
型

－
－

－
1

1
1

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

監
視
カ
メ
ラ
入
口
空
気
流
量

（
機
器
付
）

－
可

搬
型

－
－

－
1

1
1

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

線
量
率
計
入
口
空
気
流
量

（
機
器
付
）

－
可

搬
型

－
－

－
1

1
1

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

け
ん
引
車

－
可

搬
型

－
－

－
1

1
11

1

※
1
　

常
設
（
常
設
計
器
）
は
，
自
主
対
策
設
備
と
す
る

1

－
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(
6
)
 
工

場
等

外
へ

の
放

射
性
物
質
等
の
放
出
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備
（
1
 
／
 
5
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

建
屋
外

放
水
砲
流
量

放
水

砲
Ａ

可
搬

型
0
～

1
8
0
0
㎥
/
h

0
～

9
0
0
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

建
屋
外

放
水
砲
流
量

放
水

砲
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
8
0
0
㎥

/
h

0
～

9
0
0
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

建
屋
外

放
水
砲
流
量

放
水

砲
Ｃ

可
搬

型
0
～

1
8
0
0
㎥

/
h

0
～

9
0
0
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

建
屋
外

放
水
砲
流
量

放
水

砲
Ｄ

可
搬

型
0
～

1
8
0
0
㎥

/
h

0
～

9
0
0
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

建
屋
外

放
水
砲
流
量

放
水

砲
Ｅ

可
搬

型
0
～

1
8
0
0
㎥

/
h

0
～

9
0
0
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

建
屋
外

放
水
砲
流
量

放
水

砲
Ｆ

可
搬

型
0
～

1
8
0
0
㎥

/
h

0
～

9
0
0
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

建
屋
外

放
水
砲
流
量

放
水

砲
Ｇ

可
搬

型
0
～

1
8
0
0
㎥

/
h

0
～

9
0
0
㎥

/
h

電
磁

式
1

1
1

建
屋
外

放
水
砲
圧
力

放
水

砲
Ａ

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

1
.
2
M
P
a

圧
力

式
1

1
0

建
屋
外

放
水
砲
圧
力

放
水

砲
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

1
.
2
M
P
a

圧
力

式
1

1
0

建
屋
外

放
水
砲
圧
力

放
水

砲
Ｃ

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

1
.
2
M
P
a

圧
力

式
1

1
0

建
屋
外

放
水
砲
圧
力

放
水

砲
Ｄ

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

1
.
2
M
P
a

圧
力

式
1

1
0

建
屋
外

放
水
砲
圧
力

放
水

砲
Ｅ

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

1
.
2
M
P
a

圧
力

式
1

1
0

建
屋
外

放
水
砲
圧
力

放
水

砲
Ｆ

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

1
.
2
M
P
a

圧
力

式
1

1
0

建
屋
外

放
水
砲
圧
力

放
水

砲
Ｇ

可
搬

型
0
～

1
.
6
M
P
a

0
～

1
.
2
M
P
a

圧
力

式
1

1
0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
空
間
線

量
率

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

可
搬

型
1
E
+
3
～

1
E
+
9
μ

S
v
/
h

5
E
+
1
～

7
.
3
E
+
8
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
1

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
空
間
線

量
率

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
μ

S
v
/
h

5
E
+
1
～

7
.
3
E
+
8
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
空
間
線

量
率

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
μ

S
v
/
h

5
E
+
1
～

7
.
3
E
+
8
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
空
間
線

量
率

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
μ

S
v
/
h

5
E
+
1
～

7
.
3
E
+
8
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
空
間
線

量
率

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
μ

S
v
/
h

5
E
+
1
～

7
.
3
E
+
8
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ

放
水
砲
の

流
量

計
測

方
式

分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

対
象

機
器

可
搬

／

常
設

※
1

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

の
変

動
範

囲
必

要
数

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

数

放
水
砲
の

圧
力

空
間
の

線
量
率
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(
6
)
 
工

場
等

外
へ

の
放

射
性
物
質
等
の
放
出
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備
（
2
 
／
 
5
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

対
象

機
器

可
搬

／

常
設

※
1

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

の
変

動
範

囲
必

要
数

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

数

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

可
搬

型
－

1
1

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

可
搬

型
－

1
1

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

可
搬

型
－

1
1

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

可
搬

型
－

1
1

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

可
搬

型
－

1
1

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

可
搬

型
－

1
1

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

仮
置

き
ピ

ッ
ト

Ａ
/
燃

料
取

出
し

ピ
ッ

ト
Ａ

常
設

－
1

0
0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

仮
置

き
ピ

ッ
ト

Ｂ
/
燃

料
取

出
し

ピ
ッ

ト
Ｂ

常
設

－
1

0
0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
（

B
W
R
燃

料
用

）
常

設
－

1
0

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
（

P
W
R
燃

料
用

）
常

設
－

1
0

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
（

B
W
R
及

び
P
W
R
燃

料
用

）
常

設
－

1
0

0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

送
出

し
エ

リ
ア

監
視

用
カ

メ
ラ

常
設

－
1

0
0

使
用
済
燃
料

受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態

(
監
視
カ
メ
ラ
)

燃
料

送
出

し
エ

リ
ア

監
視

用
カ

メ
ラ

常
設

－
1

0
0

－ － －－ － － － －－ － － － －

燃
料
貯
蔵

プ
ー
ル
の

状
態
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工

場
等

外
へ

の
放

射
性
物
質
等
の
放
出
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備
（
3
 
／
 
5
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

対
象

機
器

可
搬

／

常
設

※
1

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

の
変

動
範

囲
必

要
数

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

数

前
処
理
建
屋

建
屋
内
線
量
率

前
処

理
建

屋
用

可
搬

型
1
E
+
0
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
1

0

分
離
建
屋

建
屋
内
線
量
率

分
離

建
屋

用
可

搬
型

1
E
+
0
～

3
E
+
5
 
μ
S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
1

0

精
製
建
屋

建
屋
内
線
量
率

精
製

建
屋

用
可

搬
型

1
E
+
0
～

3
E
+
5
 
μ
S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
1

0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

建
屋
内
線
量
率

ウ
ラ

ン
・

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

混
合

脱
硝

建
屋

用
可

搬
型

1
E
+
0
～

3
E
+
5
 
μ
S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
1

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

建
屋
内
線
量
率

高
レ

ベ
ル

廃
液

ガ
ラ

ス
固

化
建

屋
用

可
搬

型
1
E
+
0
～

3
E
+
5
 
μ
S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
1

0

前
処
理
建
屋

建
屋
内
線
量
率

極
低

レ
ベ

ル
含

塩
廃

液
ポ

ン
プ

室
常

設
1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ
S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

前
処
理
建
屋

建
屋
内
線
量
率

地
下

４
階

南
北

第
１

廊
下

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ
S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

前
処
理
建
屋

建
屋
内
線
量
率

ド
ラ

ム
搬

送
設

備
Ｂ

第
１

保
守

室
常

設
1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ
S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

前
処
理
建
屋

建
屋
内
線
量
率

ド
ラ

ム
搬

送
設

備
Ａ

第
１

保
守

室
常

設
1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ
S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

前
処
理
建
屋

建
屋
内
線
量
率

清
澄

機
保

守
室

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ
S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

前
処
理
建
屋

建
屋
内
線
量
率

清
澄

機
セ

ル
Ａ

ポ
ン

プ
保

守
室

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ
S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

前
処
理
建
屋

建
屋
内
線
量
率

清
澄

機
セ

ル
Ｂ

ポ
ン

プ
保

守
室

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

前
処
理
建
屋

建
屋
内
線
量
率

計
量

・
調

整
槽

セ
ル

ス
チ

ー
ム

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
保

守
室

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

前
処
理

建
屋

建
屋
内
線
量
率

溶
解

槽
セ

ル
第

１
保

守
室

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

前
処
理
建
屋

建
屋
内
線
量
率

溶
解

槽
セ

ル
第

１
保

守
室

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

前
処
理
建
屋

建
屋
内
線
量
率

溶
解

槽
セ

ル
第

１
保

守
室

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

前
処
理
建
屋

建
屋
内
線
量
率

地
下

１
階

東
西

第
１

廊
下

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

前
処
理
建
屋

建
屋
内
線
量
率

溶
解

設
備

Ｂ
保

守
室

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

前
処
理
建
屋

建
屋
内
線
量
率

地
上

１
階

南
北

第
１

廊
下

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

前
処
理
建
屋

建
屋
内
線
量
率

溶
解

設
備

Ａ
保

守
室

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

前
処
理
建
屋

建
屋
内
線
量
率

せ
ん

断
設

備
Ｂ

保
守

室
常

設
1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

前
処
理
建
屋

建
屋
内
線
量
率

ハ
ル

・
エ

ン
ド

ピ
ー

ス
ド

ラ
ム

搬
送

室
常

設
1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

建
屋
内
の

線
量
率

2415



(
6
)

工
場

等
外

へ
の

放
射
性
物
質
等
の
放
出
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備
（
4
 
／
 
5
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

対
象

機
器

可
搬

／

常
設

※
1

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

の
変

動
範

囲
必

要
数

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

数

前
処
理
建
屋

建
屋
内
線
量
率

せ
ん

断
設

備
Ａ

・
Ｂ

保
守

室
常

設
1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

前
処
理
建
屋

建
屋
内
線
量
率

燃
料

供
給

設
備

Ａ
・

Ｂ
保

守
室

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

前
処
理
建
屋

建
屋
内
線
量
率

せ
ん

断
設

備
Ａ

・
Ｂ

保
守

室
常

設
1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

前
処
理
建
屋

建
屋
内
線
量
率

D
O
G
サ

ン
プ

リ
ン

グ
室

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

前
処
理
建
屋

建
屋
内
線
量
率

溶
解

槽
セ

ル
排

気
フ

ィ
ル

タ
ユ

ニ
ッ

ト
室

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

分
離
建
屋

建
屋
内
線
量
率

地
下

３
階

南
北

第
５

廊
下

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

分
離
建
屋

建
屋
内
線
量
率

地
下

３
階

南
北

第
５

廊
下

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

分
離
建
屋

建
屋
内
線
量
率

地
下

３
階

東
西

第
１

廊
下

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

分
離
建
屋

建
屋
内
線
量
率

地
下

３
階

南
北

第
３

廊
下

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

分
離
建
屋

建
屋
内
線
量
率

極
低

レ
ベ

ル
廃

液
サ

ン
プ

槽
室

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

分
離
建
屋

建
屋
内
線
量
率

地
下

３
階

南
北

第
１

廊
下

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

分
離
建
屋

建
屋
内
線
量
率

地
下

２
階

南
北

第
３

廊
下

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

分
離
建
屋

建
屋
内
線
量
率

分
配

設
備

ポ
ン

プ
保

守
室

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

分
離
建
屋

建
屋
内
線
量
率

液
体

廃
棄

物
設

備
ポ

ン
プ

室
常

設
1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

分
離
建
屋

建
屋
内
線
量
率

地
下

２
階

東
西

第
３

廊
下

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

分
離
建
屋

建
屋
内
線
量
率

サ
ン

プ
リ

ン
グ

ベ
ン

チ
第

６
保

守
室

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

分
離
建
屋

建
屋
内
線
量
率

地
下

１
階

南
北

第
１

廊
下

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

分
離
建
屋

建
屋
内
線
量
率

極
低

レ
ベ

ル
廃

ガ
ス

洗
浄

塔
ポ

ン
プ

室
常

設
1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

分
離
建
屋

建
屋
内
線
量
率

ミ
キ

サ
・

セ
ト

ラ
撹

拌
機

保
守

室
常

設
1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

分
離
建
屋

建
屋
内
線
量
率

ミ
キ

サ
・

セ
ト

ラ
撹

拌
機

保
守

室
常

設
1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

分
離
建
屋

建
屋
内
線
量
率

地
下

１
階

東
西

第
２

廊
下

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

分
離
建
屋

建
屋
内
線
量
率

塔
槽

類
廃

ガ
ス

第
３

処
理

室
常

設
1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

建
屋
内
の

線
量
率

2416



(
6
)
 
工

場
等

外
へ

の
放

射
性
物
質
等
の
放
出
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備
（
5
 
／
 
5
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
計

測
方

式
分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

対
象

機
器

可
搬

／

常
設

※
1

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

の
変

動
範

囲
必

要
数

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

数

分
離
建
屋

建
屋
内
線
量
率

ア
ク

テ
ィ

ブ
試

薬
設

備
第

１
室

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ
S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

分
離
建
屋

建
屋
内
線
量
率

現
場

放
射

線
管

理
機

器
室

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

分
離
建
屋

建
屋
内
線
量
率

ア
ク

テ
ィ

ブ
試

薬
設

備
第

６
室

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

分
離
建
屋

建
屋
内
線
量
率

排
気

フ
ィ

ル
タ

ユ
ニ

ッ
ト

室
常

設
1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

精
製
建
屋

建
屋
内
線
量
率

地
下

３
階

南
北

第
３

廊
下

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

精
製
建
屋

建
屋
内
線
量
率

地
下

３
階

南
北

第
３

廊
下

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

精
製
建
屋

建
屋
内
線
量
率

地
下

３
階

東
西

第
１

廊
下

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

精
製
建
屋

建
屋
内
線
量
率

地
下

３
階

東
西

第
１

廊
下

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

精
製
建
屋

建
屋
内
線
量
率

第
７

保
守

室
常

設
1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

精
製
建
屋

建
屋
内
線
量
率

地
下

１
階

南
北

第
４

廊
下

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

精
製
建
屋

建
屋
内
線
量
率

第
９

保
守

室
常

設
1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

精
製
建
屋

建
屋
内
線
量
率

硝
酸

ウ
ラ

ニ
ル

サ
ン

プ
リ

ン
グ

用
フ

ー
ド

室
常

設
1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

精
製
建
屋

建
屋
内
線
量
率

ウ
ラ

ナ
ス

溶
液

ポ
ン

プ
室

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

精
製
建
屋

建
屋
内
線
量
率

地
下

１
階

南
北

第
１

廊
下

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

精
製
建
屋

建
屋
内
線
量
率

排
気

フ
ィ

ル
タ

ユ
ニ

ッ
ト

室
常

設
1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

建
屋
内
線
量
率

廃
液

処
理

室
常

設
1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
脱

硝
建
屋

建
屋
内
線
量
率

硝
酸

ウ
ラ

ニ
ル

貯
槽

室
常

設
1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

建
屋
内
線
量
率

固
化

セ
ル

保
守

第
２

室
常

設
1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

建
屋
内
線
量
率

固
化

セ
ル

保
守

第
１

室
常

設
1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

建
屋
内
線
量
率

地
下

４
階

南
北

第
３

廊
下

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

建
屋
内
線
量
率

ユ
ー

テ
ィ

リ
テ

ィ
分

配
室

常
設

1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

高
レ
ベ
ル
廃
液
ガ
ラ
ス

固
化
建
屋

建
屋
内
線
量
率

機
器

搬
送

第
１

室
常

設
1
E
-
1
～

1
E
+
4
 
μ

S
v
/
h

2
.
5
E
+
5
～

3
E
+
5
 
μ

S
v
/
h

半
導

体
検

出
器

1
0

0

※
1
　

常
設
（
常
設
計
器
）
は
，
自
主
対
策
設
備
と
す
る

建
屋
内
の

線
量
率
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(
7
)
 
重

大
事

故
等

へ
の

対
処
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
設
備
（
1
 
／
 
1
）

計
装
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
の
個
数

補
足

説
明

資
料

1
.
1
0
-
5

屋
外

貯
水
槽
水
位

第
１

貯
水

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

1
0
m

0
～

6
7
5
0
m
m

ロ
ー

プ
式

1
1

0

屋
外

貯
水
槽
水
位

第
１

貯
水

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
0
m

0
～

6
7
5
0
m
m

ロ
ー

プ
式

1
1

0

屋
外

貯
水
槽
水
位

第
２

貯
水

槽
Ａ

可
搬

型
0
～

1
0
m

0
～

6
7
5
0
m
m

ロ
ー

プ
式

1
1

0

屋
外

貯
水
槽
水
位

第
２

貯
水

槽
Ｂ

可
搬

型
0
～

1
0
m

0
～

6
7
5
0
m
m

ロ
ー

プ
式

1
1

0

屋
外

貯
水
槽
水
位

第
１

貯
水

槽
Ａ

可
搬

型
3
0
0
～

7
5
0
0
m
m

0
～

6
7
5
0
m
m

電
波

式
1

1
1

屋
外

貯
水
槽
水
位

第
１

貯
水

槽
Ｂ

可
搬

型
3
0
0
～

7
5
0
0
m
m

0
～

6
7
5
0
m
m

電
波

式
1

1
1

屋
外

貯
水
槽
水
位

第
２

貯
水

槽
Ａ

可
搬

型
3
0
0
～

7
5
0
0
m
m

0
～

6
7
5
0
m
m

電
波

式
1

1
1

屋
外

貯
水
槽
水
位

第
２

貯
水

槽
Ｂ

可
搬

型
3
0
0
～

7
5
0
0
m
m

0
～

6
7
5
0
m
m

電
波

式
1

1
1

屋
外

貯
水
槽
水
位

第
１

貯
水

槽
Ａ

常
設

3
0
0
～

7
5
0
0
m
m

0
～

6
7
5
0
m
m

電
波

式
1

0
0

屋
外

貯
水
槽
水
位

第
１

貯
水

槽
Ｂ

常
設

3
0
0
～

7
5
0
0
m
m

0
～

6
7
5
0
m
m

電
波

式
1

0
0

屋
外

貯
水
槽
水
位

第
２

貯
水

槽
Ａ

常
設

3
0
0
～

7
5
0
0
m
m

0
～

6
7
5
0
m
m

電
波

式
1

0
0

屋
外

貯
水
槽
水
位

第
２

貯
水

槽
Ｂ

常
設

3
0
0
～

7
5
0
0
m
m

0
～

6
7
5
0
m
m

電
波

式
1

0
0

屋
外

第
１
貯
水
槽
給
水
流
量

大
型

ポ
ン

プ
車

Ａ
（

水
源

→
第

１
貯

水
槽

）
可

搬
型

0
～

1
8
0
0
m
3
/
h

0
～

9
0
0
m
3
/
h

電
磁

式
1

1
1

屋
外

第
１
貯
水
槽
給
水
流
量

大
型

ポ
ン

プ
車

Ａ
（

水
源

→
第

１
貯

水
槽

）
可

搬
型

0
～

1
8
0
0
m
3
/
h

0
～

9
0
0
m
3
/
h

電
磁

式
1

1
1

屋
外

第
１
貯
水
槽
給
水
流
量

大
型

ポ
ン

プ
車

Ｂ
（

水
源

→
第

１
貯

水
槽

）
可

搬
型

0
～

1
8
0
0
m
3
/
h

0
～

9
0
0
m
3
/
h

電
磁

式
1

1
1

屋
外

第
１
貯
水
槽
給
水
流
量

大
型

ポ
ン

プ
車

Ｂ
（

水
源

→
第

１
貯

水
槽

）
可

搬
型

0
～

1
8
0
0
m
3
/
h

0
～

9
0
0
m
3
/
h

電
磁

式
1

1
1

屋
外

第
１
貯
水
槽
給
水
流
量

大
型

ポ
ン

プ
車

Ｃ
（

水
源

→
第

１
貯

水
槽

）
可

搬
型

0
～

1
8
0
0
m
3
/
h

0
～

9
0
0
m
3
/
h

電
磁

式
1

1
1

屋
外

第
１
貯
水
槽
給
水
流
量

大
型

ポ
ン

プ
車

Ｃ
（

水
源

→
第

１
貯

水
槽

）
可

搬
型

0
～

1
8
0
0
m
3
/
h

0
～

9
0
0
m
3
/
h

電
磁

式
1

1
1

屋
外

第
１
貯
水
槽
給
水
流
量

大
型

ポ
ン

プ
車

Ｅ
（

水
源

→
第

１
貯

水
槽

）
可

搬
型

0
～

1
8
0
0
m
3
/
h

0
～

9
0
0
m
3
/
h

電
磁

式
1

1
1

屋
外

第
１
貯
水
槽
給
水
流
量

大
型

ポ
ン

プ
車

Ｅ
（

水
源

→
第

１
貯

水
槽

）
可

搬
型

0
～

1
8
0
0
m
3
/
h

0
～

9
0
0
m
3
/
h

電
磁

式
1

1
1

屋
外

第
１
貯
水
槽
給
水
流
量

大
型

ポ
ン

プ
車

Ｄ
（

第
２

貯
水

槽
→

第
１

貯
水

槽
）

可
搬

型
0
～

1
8
0
0
m
3
/
h

0
～

9
0
0
m
3
/
h

電
磁

式
1

1
1

屋
外

第
１
貯
水
槽
給
水
流
量

大
型

ポ
ン

プ
車

Ｄ
（

第
２

貯
水

槽
→

第
１

貯
水

槽
）

可
搬

型
0
～

1
8
0
0
m
3
/
h

0
～

9
0
0
m
3
/
h

電
磁

式
1

1
1

※
1
　

常
設
（
常
設
計
器
及
び
常
設
代
替
計
器
）
は
，
自
主
対
策
設
備
と
す
る

第
１
貯
水
槽

給
水
の

流
量

必
要

数
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
数

待
機

除
外

時
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ

貯
水
槽
の

水
位

計
測

方
式

計
測

レ
ン

ジ
重

大
事

故
時

に
お

け
る

プ
ロ

セ
ス

の
変

動
範

囲
分
類

建
屋

パ
ラ
メ
ー
タ
名
称

対
象

機
器

可
搬

／
常

設
※
1
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補足説明資料 1.10-6 
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補足説明資料 1.10-6 

 

重要代替監視パラメータにて重大事故等対処時の判断基準を判断した場合の影

響について 

 

重要監視パラメータを計測することが困難となった場合に，技術的能力

1.1～1.10 の作業着手の判断基準及び操作手順並びに有効性評価の判断及び

確認について，重要代替監視パラメータを用いて判断した場合の影響につい

て以下のとおり確認した。 

なお，重要代替監視パラメータによる判断への影響を第 1 表に示す。 

 

確認結果 

(1)  重要代替監視パラメータによる各技術的能力の作業着手の判断基

準及び操作手順並びに有効性評価の判断及び確認への影響について

検討した結果として，判断及び操作に対する影響がないことを確認

した。 

 (2) これらの判断に使用する重要代替計器は，事故時の耐環境性等を

有した重大事故等対処設備であり，判断及び操作に対する影響はな

いと判断した。 

 

※ 重要代替監視パラメータによる推定にあたっては，重要代替監視パ

ラメータの誤差による影響を考慮する。 
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第
１

表
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

判
断

へ
の

影
響

（
１

／
1
2
）

 

(
1
)
臨

界
事

故
の

拡
大

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備
 

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 
判

断
基

準
※

1
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
※

2
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

判
断

へ
の

影
響

 
影

響
 

貯 槽 の 放 射

線 レ ベ ル 

放
射

線
レ

ベ
ル

 

有
 

・
 

手
 

・
貯

槽
の

放
射

線
レ

ベ

ル
の

確
認

 

ａ
．

放
射

線
レ

ベ
ル

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

 

放
射

線
レ

ベ
ル

が
監

視
不

能
に

な
っ

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
の

臨
界

検
知

用

放
射

線
検

出
器

を
用

い
て

，
パ

ラ
メ

ー
タ

を
採

取
す

る
。

 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
臨

界
検

知
用

放
射

線
検

出
器

に
よ

り
，

セ
ル

周
辺

の
放

射
線

レ
ベ

ル
の

計
測

が
可

能
で

あ
り

，
判

断
に

与
え

る
影

響
は

な

い
。

 

な
し

 

廃 ガ ス 貯 留

槽 の 圧 力 

廃
ガ

ス
貯

留
槽

圧
力

 

有
 

・
 

手
 

・
廃

ガ
ス

貯
留

設
備

へ

の
放

射
性

物
質

の
導

出

開
始

及
び

完
了

を
判

断
 

ａ
．

廃
ガ

ス
貯

留
槽

圧
力

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
圧

力
計

に
よ

り
，

廃
ガ

ス
貯

留
槽

圧
力

を
測

定
す

る
。

 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
圧

力
計

で
廃

ガ
ス

貯
留

槽
の

圧
力

を
確

認
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
，

判
断

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 
な

し
 

廃 ガ ス 貯 留 槽

の 入 口 流 量 

廃
ガ

ス
貯

留
槽

入
口

流
量

 

有
 

・
 

手
 

・
廃

ガ
ス

貯
留

設
備

へ

の
放

射
性

物
質

の
導

出

が
開

始
さ

れ
た

こ
と

を

判
断

 

ａ
．

廃
ガ

ス
貯

留
槽

入
口

流
量

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
流

量
計

に
よ

り
，

廃
ガ

ス
貯

留
槽

入
口

流
量

を
測

定
す

る
。

 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
流

量
計

で
廃

ガ
ス

貯
留

槽
の

入
口

流
量

を
確

認
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
，
判

断
に

与
え

る
影

響
は

な
い

。
 

な
し

 

廃 ガ ス 貯 留 槽 の

放 射 線 レ ベ ル 

廃
ガ

ス
貯

留
槽

放
射

線
レ

ベ

ル
 

有
 

・
 

手
 

・
廃

ガ
ス

貯
留

設
備

へ

の
放

射
性

物
質

の
導

出

が
開

始
さ

れ
た

こ
と

を

判
断

 

ａ
．

廃
ガ

ス
貯

留
槽

放
射

線
レ

ベ
ル

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
放

射
線

モ
ニ

タ
に

よ
り

，
廃

ガ
ス

貯
留

槽
放

射
線

レ
ベ

ル
を

測

定
す

る
。

 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
放

射
線

モ
ニ

タ
で

廃
ガ

ス
貯

留
槽

の
放

射
線

レ
ベ

ル
を

確
認

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
り

，
判

断
に

与
え

る
影

響
は

な
い

。
 

な
し

 

※
1
 

有
：

有
効

性
評

価
に

使
用

し
た

判
断

基
準

，
手

：
技

術
的

能
力

審
査

基
準

（
各

手
順

）
に

係
る

判
断

基
準

 

※
2
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
は

以
下

の
と

お
り

分
類

し
，

こ
れ

を
優

先
順

位
と

す
る

 

ａ
．

異
な

る
計

測
点

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

へ
の

接
続

に
よ

る
測

定
 

ｂ
．

他
パ

ラ
メ

ー
タ

か
ら

の
換

算
等

に
よ

る
推

定
 

ｃ
．

他
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

移
に

よ
る

状
況

の
推

測
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第
１

表
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

判
断

へ
の

影
響

（
２

／
1
2
）

 

(
1
)
臨

界
事

故
の

拡
大

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

（
つ

づ
き

）
 

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 
判

断
基

準
※

1
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
※

2
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

判
断

へ
の

影
響

 
影

響
 

溶 解 槽 の 

圧 力 

溶
解

槽
圧

力
 

手
 

・
溶

解
槽

の
状

態
を

把

握
 

ａ
．

溶
解

槽
圧

力
（

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

）
 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
圧

力
計

に
よ

り
，

溶
解

槽
圧

力
を

測
定

す
る

。
 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
圧

力
計

で
溶

解
槽

圧
力

を
確

認
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
，

判
断

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 
な

し
 

廃 ガ ス 洗 浄 塔

の 入 口 圧 力 

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

入
口

圧
力

 
手

 
・

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

の
状

態
を

把
握

 

ａ
．

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

入
口

圧
力

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
圧

力
計

に
よ

り
，

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

入
口

を
測

定
す

る
。

 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
圧

力
計

で
廃

ガ
ス

洗
浄

塔
入

口
圧

力
を

確
認

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
り

，
判

断
に

与
え

る
影

響
は

な
い

。
 

な
し

 

※
1
 

有
：

有
効

性
評

価
に

使
用

し
た

判
断

基
準

，
手

：
技

術
的

能
力

審
査

基
準

（
各

手
順

）
に

係
る

判
断

基
準

 

※
2
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
は

以
下

の
と

お
り

分
類

し
，

こ
れ

を
優

先
順

位
と

す
る

 

ａ
．

異
な

る
計

測
点

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

へ
の

接
続

に
よ

る
測

定
 

ｂ
．

他
パ

ラ
メ

ー
タ

か
ら

の
換

算
等

に
よ

る
推

定
 

ｃ
．

他
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

移
に

よ
る

状
況

の
推

測
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第
１

表
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

判
断

へ
の

影
響

（
３

／
1
2
）

 

(
2
)
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
 

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 
判

断
基

準
※

1
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
※

2
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

判
断

へ
の

影
響

 
影

響
 

貯 槽 等 の 温 度 

貯
槽

等
温

度
 

有
 

・
 

手
 

・
発

生
防

止
対

策
（

内

部
ル

ー
プ

へ
の

通
水

）

の
成

否
判

断
 

・
拡

大
防

止
対

策
（

冷

却
コ

イ
ル

等
へ

の
通

水
）

の
成

否
判

断
 

・
発

生
防

止
対

策
及

び

拡
大

防
止

対
策

実
施

時

の
状

態
監

視
 

ａ
．

貯
槽

等
温

度
（

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

）
 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
温

度
計

ガ
イ

ド
管

を
使

用
し

，
貯

槽
等

温
度

を
測

定
す

る
。

 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
温

度
計

ガ
イ

ド
管

で
貯

槽
等

温
度

を
確

認
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
，

判
断

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

な
し

 

ｂ
．

冷
却

コ
イ

ル
通

水
流

量
 

冷
却

コ
イ

ル
通

水
流

量
が

計
画

値
ど

お
り

と
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と

で
貯

槽
等

温
度

を
推

定
す

る
。

 

貯
槽

等
温

度
は

，
溶

液
の

崩
壊

熱
，

内
部

ル
ー

プ
通

水
流

量
及

び
冷

却
水

温
度

を
用

い
て

算
出

さ
れ

る
。

 

計
画

し
た

内
部

ル
ー

プ
通

水
流

量
及

び
冷

却
コ

イ
ル

通
水

流
量

か
ら

通
水

で
き

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

こ
と

に
よ

り
，

使
用

済
燃

料
の

再
処

理
計

画
に

基
づ

く
溶

液
の

崩
壊

熱
の

算
出

又
は

再
処

理
運

転
中

に
実

施
さ

れ
る

分
析

に
基

づ
く

溶
液

の
崩

壊
熱

の
特

定
，

冷
却

水
温

度
か

ら
貯

槽
等

温
度

を
推

定
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
，

判
断

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

ｂ
．

内
部

ル
ー

プ
通

水
流

量
 

内
部

ル
ー

プ
通

水
流

量
が

計
画

値
ど

お
り

と
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と

で
貯

槽
等

温
度

を
推

定
す

る
。

 

ｃ
．

貯
槽

等
液

位
 

貯
槽

等
液

位
が

低
下

し
て

い
な

い
こ

と
を

も
っ

て
，

貯
槽

等
温

度
が

沸
点

未
満

で

あ
る

こ
と

を
推

測
す

る
。

 

貯
槽

等
液

位
が

低
下

し
て

い
な

い
こ

と
で

貯
槽

等
温

度
が

沸
点

未
満

で
あ

る
こ

と
を

推
測

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
り

、
判

断
に

与
え

る
影

響
は

な

い
。

 

貯 槽 等 の 液 位 

貯
槽

等
液

位
 

有
 

・
 

手
 

・
拡

大
防

止
対

策
（

貯

槽
等

へ
の

注
水

）
の

成

否
判

断
 

・
貯

槽
等

へ
の

注
水

量

の
設

定
 

ａ
．

貯
槽

等
液

位
（

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

）
 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
計

装
導

圧
配

管
を

使
用

し
，
貯

槽
等

液
位

を
測

定
す

る
。
液

位
の

計
測

は
エ

ア
パ

ー
ジ

し
て

い
る

配
管

の
差

圧
か

ら
換

算
し

て
い

る
。

液
位

計
の

計
装

導
圧

配
管

の
損

傷
に

よ
り

液
位

計
測

が
不

可
と

な
っ

た
場

合
は

，
隣

接
す

る
密

度
計

の
計

装
導

圧
配

管
の

差
圧

を
計

測
し

，
液

位
を

推
定

す
る

。
 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
計

装
導

圧
配

管
で

貯
槽

等
液

位
を

確
認

す
る

こ
と

で
き

る
。

ま
た

，
液

位
計

の

計
装

導
圧

配
管

の
差

圧
に

よ
る

液
位

計
測

が
不

可
能

に
な

っ
た

と
し

て
も

，
隣

接
す

る
計

装
導

圧

配
管

を
用

い
る

こ
と

に
よ

っ
て

差
圧

の
計

測
が

で
き

，
貯

槽
等

の
液

位
を

推
定

す
る

こ
と

が
可

能

で
あ

り
，

判
断

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

な
し

 
b
1
．

貯
槽

等
温

度
，

凝
縮

水
回

収
セ

ル
液

位
，

凝
縮

水
槽

液
位

 

貯
槽

等
の

温
度

を
確

認
す

る
こ

と
に

よ
り

,
貯

槽
等

の
液

位
が

低
下

し
て

い
な

い

こ
と

を
推

定
す

る
。
貯

槽
等

の
温

度
が

沸
点

に
至

っ
て

い
る

場
合

に
は

，
凝

縮
水

回
収

セ
ル

又
は

凝
縮

水
槽

液
位

の
上

昇
率

か
ら

貯
槽

等
液

位
を

推
定

す
る

。
 

貯
槽

内
の

液
量

の
低

下
量

は
，
凝

縮
水

発
生

量
と

ほ
ぼ

１
対

１
の

関
係

に
あ

る
こ

と
か

ら
，
凝

縮
水

発
生

量
か

ら
貯

槽
等

液
位

を
推

定
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
，

判
断

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 
b
2
．

貯
槽

等
温

度
，

凝
縮

水
回

収
セ

ル
液

位
，

凝
縮

水
槽

液
位

，
貯

槽
等

注
水

流
量

 

貯
槽

等
の

温
度

が
沸

点
に

至
っ

て
い

る
場

合
に

は
，

凝
縮

水
回

収
セ

ル
又

は
凝

縮

水
槽

液
位

の
上

昇
率

及
び

貯
槽

等
注

水
流

量
か

ら
貯

槽
等

液
位

を
推

定
す

る
。

 

※
1
 

有
：

有
効

性
評

価
に

使
用

し
た

判
断

基
準

，
手

：
技

術
的

能
力

審
査

基
準

（
各

手
順

）
に

係
る

判
断

基
準

 

※
2
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
は

以
下

の
と

お
り

分
類

し
，

こ
れ

を
優

先
順

位
と

す
る

 

ａ
．

異
な

る
計

測
点

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

へ
の

接
続

に
よ

る
測

定
 

ｂ
．

他
パ

ラ
メ

ー
タ

か
ら

の
換

算
等

に
よ

る
推

定
 

ｃ
．

他
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

移
に

よ
る

状
況

の
推

測
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第
１

表
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

判
断

へ
の

影
響

（
４

／
1
2
）

 

(
2
)
冷

却
機

能
の

喪
失

に
よ

る
蒸

発
乾

固
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
（

つ
づ

き
）
 

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 
判

断
基

準
※

1
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
※

2
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

判
断

へ
の

影
響

 
影

響
 

凝 縮 器 出 口

の 排 気 温 度 

凝
縮

器
出

口
排

気
温

度
 

有
 

・
 

手
 

・
拡

大
防

止
対

策
（

凝

縮
器

へ
の

通
水

）
の

成

否
判

断
，

状
態

監
視

 

ｂ
．

凝
縮

水
回

収
セ

ル
液

位
，

凝
縮

水
槽

液
位

，
貯

槽
等

液
位

 

凝
縮

水
回

収
セ

ル
又

は
凝

縮
水

槽
液

位
及

び
貯

槽
等

液
位

か
ら

，
凝

縮
器

が
期

待

す
る

性
能

を
発

揮
し

て
い

る
こ

と
を

推
定

す
る

。
 

貯
槽

内
の

液
量

の
低

下
量

は
，
凝

縮
水

発
生

量
と

ほ
ぼ

１
対

１
の

関
係

に
あ

る
こ

と
か

ら
，
凝

縮
水

発
生

量
か

ら
凝

縮
器

の
稼

動
状

況
を

推
定

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
り

，
判

断
に

与
え

る
影

響
は

な

い
。

 

な
し

 

凝 縮 水 回 収 セ ル 又 は 凝 縮

水 槽 の 液 位 

凝
縮

水
回

収
セ

ル
液

位
 

又
は

凝
縮

水
槽

液
位

 

有
 

・
 

手
 

・
拡

大
防

止
対

策
（

凝

縮
器

へ
の

通
水

）
の

成

否
判

断
，

状
態

監
視

 

ｂ
．

凝
縮

器
出

口
排

気
温

度
，

貯
槽

等
液

位
 

凝
縮

器
出

口
排

気
温

度
を

確
認

す
る

こ
と

に
よ

り
，

凝
縮

器
が

期
待

す
る

性
能

を

発
揮

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
上

で
，

貯
槽

等
液

位
の

減
少

率
か

ら
凝

縮
水

回
収

セ
ル

液
位

又
は

凝
縮

水
槽

液
位

を
推

定
す

る
。

 

貯
槽

内
の

液
量

の
低

下
量

は
，
凝

縮
水

発
生

量
と

ほ
ぼ

１
対

１
の

関
係

に
あ

る
こ

と
か

ら
，
貯

槽
等

液
位

か
ら

凝
縮

水
発

生
量

を
推

定
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
，

判
断

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

な
し

 

セ ル 導 出 経 路

の 圧 力 

セ
ル

導
出

経
路

圧
力

 
手

 

・
セ

ル
導

出
時

に
お

け

る
導

出
経

路
の

状
態

を

把
握

 

ａ
．

セ
ル

導
出

経
路

圧
力

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
計

装
導

圧
配

管
（

気
相

部
）
を

使
用

し
，
セ

ル
導

出
経

路
圧

力
を

測
定

す
る

。
 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
計

装
導

圧
配

管
で

セ
ル

導
出

経
路

圧
力

を
確

認
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
，
判

断
に

与
え

る
影

響
は

な
い

。
 

な
し

 

導 出 先 セ

ル の 圧 力 

導
出

先
セ

ル
圧

力
 

手
 

・
可

搬
型

排
風

機
起

動

の
判

断
 

ａ
．

導
出

先
セ

ル
圧

力
（

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

）
 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
計

装
導

圧
配

管
（

気
相

部
）
に

可
搬

型
圧

力
計

を
接

続
し

，
導

出

先
セ

ル
圧

力
を

測
定

す
る

。
 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
計

装
導

圧
配

管
で

導
出

先
セ

ル
圧

力
を

確
認

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
り

，
判

断

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 
な

し
 

漏 え い 液 受

皿 の 液 位 

漏
え

い
液

受
皿

液
位

 
手

 
・

セ
ル

内
漏

え
い

の
有

無
を

確
認

 

ａ
．

漏
え

い
液

受
皿

液
位

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

 

漏
え

い
液

受
皿

液
位
（

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

）
に

可
搬

型
漏

え
い

液
受

皿
液

位
計

を
接

続

し
導

出
先

セ
ル

圧
力

を
測

定
す

る
。

 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
計

装
導

圧
配

管
で

漏
え

い
液

受
皿

液
位

を
確

認
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
，
判

断
に

与
え

る
影

響
は

な
い

。
 

な
し

 

※
1
 

有
：

有
効

性
評

価
に

使
用

し
た

判
断

基
準

，
手

：
技

術
的

能
力

審
査

基
準

（
各

手
順

）
に

係
る

判
断

基
準

 

※
2
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
は

以
下

の
と

お
り

分
類

し
，

こ
れ

を
優

先
順

位
と

す
る

 

ａ
．

異
な

る
計

測
点

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

へ
の

接
続

に
よ

る
測

定
 

ｂ
．

他
パ

ラ
メ

ー
タ

か
ら

の
換

算
等

に
よ

る
推

定
 

ｃ
．

他
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

移
に

よ
る

状
況

の
推

測
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第
１

表
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

判
断

へ
の

影
響

（
５

／
1
2
）

 

(
3
)
放

射
線

分
解

に
よ

り
発

生
す

る
水

素
に

よ
る

爆
発

に
対

処
す

る
た

め
の

設
備
 

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 
判

断
基

準
※

1
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
※

2
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

判
断

へ
の

影
響

 
影

響
 

圧 縮 空 気 自 動 供

給 貯 槽 の 圧 力 

圧
縮

空
気

自
動

供
給

貯
槽

圧

力
 

手
 

・
貯

槽
等

を
未

然
防

止

濃
度

に
維

持
す

る
た

め

に
必

要
な

圧
縮

空
気

圧

力
が

確
保

さ
れ

て
い

る

こ
と

を
確

認
 

ｃ
．

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

 

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

が
，

貯
槽

等
を

未
然

防
止

濃
度

に
維

持
す

る
た

め
に

必

要
な

流
量

以
上

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

こ
と

に
よ

り
，

圧
縮

空
気

自
動

供
給

貯
槽

に
必

要
な

圧
縮

空
気

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

測
す

る
。

 

貯
槽

等
を

未
然

防
止

濃
度

に
維

持
す

る
た

め
に

必
要

な
圧

縮
空

気
自

動
供

給
貯

槽
圧

力
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

，
貯

槽
掃

気
圧

縮
空

気
流

量
を

計
測

す
る

こ
と

に
よ

り
推

測
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
，

判
断

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

な
し

 

圧 縮 空 気 自 動 供 給

ユ ニ ッ ト の 圧 力 

圧
縮

空
気

自
動

供
給

ユ
ニ

ッ

ト
圧

力
 

手
 

・
貯

槽
等

を
未

然
防

止

濃
度

に
維

持
す

る
た

め

に
必

要
な

圧
縮

空
気

圧

力
が

確
保

さ
れ

て
い

る

こ
と

を
確

認
 

ｃ
．

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

 

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

が
，

貯
槽

等
を

未
然

防
止

濃
度

に
維

持
す

る
た

め
に

必

要
な

流
量

以
上

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

こ
と

に
よ

り
，

圧
縮

空
気

自
動

供
給

ユ
ニ

ッ
ト

に
必

要
な

圧
縮

空
気

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

測
す

る
。

 

貯
槽

等
を

未
然

防
止

濃
度

に
維

持
す

る
た

め
に

必
要

な
圧

縮
空

気
自

動
供

給
ユ

ニ
ッ

ト
圧

力
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

，
貯

槽
掃

気
圧

縮
空

気
流

量
を

計
測

す
る

こ
と

に
よ

り
推

測
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
，

判
断

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

な
し

 

機 器 圧 縮 空 気 自 動 供

給 ユ ニ ッ ト の 圧 力 

機
器

圧
縮

空
気

自
動

供
給

ユ

ニ
ッ

ト
圧

力
 

手
 

・
貯

槽
等

を
未

然
防

止

濃
度

に
維

持
す

る
た

め

に
必

要
な

予
備

圧
縮

空

気
圧

力
が

確
保

さ
れ

て

い
る

こ
と

を
確

認
 

ｃ
．

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

 

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

が
，

貯
槽

等
を

未
然

防
止

濃
度

に
維

持
す

る
た

め
に

必

要
な

流
量

以
上

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

こ
と

に
よ

り
，

機
器

圧
縮

空
気

自
動

供
給

ユ
ニ

ッ
ト

に
必

要
な

圧
縮

空
気

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

測
す

る
。

 

貯
槽

等
を

未
然

防
止

濃
度

に
維

持
す

る
た

め
に

必
要

な
機

器
圧

縮
空

気
自

動
供

給
ユ

ニ
ッ

ト
圧

力
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

，
貯

槽
掃

気
圧

縮

空
気

流
量

を
計

測
す

る
こ

と
に

よ
り

推
測

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
り

，
判

断
に

与
え

る
影

響
は

な

い
。

 

な
し

 

※
1
 

有
：

有
効

性
評

価
に

使
用

し
た

判
断

基
準

，
手

：
技

術
的

能
力

審
査

基
準

（
各

手
順

）
に

係
る

判
断

基
準

 

※
2
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
は

以
下

の
と

お
り

分
類

し
，

こ
れ

を
優

先
順

位
と

す
る

 

ａ
．

異
な

る
計

測
点

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

へ
の

接
続

に
よ

る
測

定
 

ｂ
．

他
パ

ラ
メ

ー
タ

か
ら

の
換

算
等

に
よ

る
推

定
 

ｃ
．

他
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

移
に

よ
る

状
況

の
推

測
 

2425



第
１

表
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

判
断

へ
の

影
響

（
６

／
1
2
）

 

(
3
)
放

射
線

分
解

に
よ

り
発

生
す

る
水

素
に

よ
る

爆
発

に
対

処
す

る
た

め
の

設
備

（
つ

づ
き

）

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 
判

断
基

準
※

1
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
※

2
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

判
断

へ
の

影
響

 
影

響
 

圧 縮 空 気 手 動 供 給 ユ ニ ッ ト

接 続 系 統 の 圧 力

圧
縮

空
気

手
動

供
給

ユ
ニ

ッ

ト
接

続
系

統
圧

力
手

 

・
貯

槽
等

に
圧

縮
空

気

手
動

供
給

ユ
ニ

ッ
ト

か

ら
貯

槽
等

を
未

然
防

止

濃
度

に
維

持
す

る
た

め

に
必

要
な

空
気

が
供

給

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確

認

ｃ
．

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

 

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

計
を

接
続

し
，

必
要

な
流

量
の

圧
縮

空
気

が
供

給
さ

れ

て
い

る
こ

と
を

推
測

す
る

。
 

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

を
計

測
す

る
こ

と
に

よ
り

，
貯

槽
等

を
未

然
防

止
濃

度
に

維
持

す
る

た
め

に
必

要
な

空
気

が
供

給
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

測
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
，

判
断

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

な
し

 

※
1
 

有
：

有
効

性
評

価
に

使
用

し
た

判
断

基
準

，
手

：
技

術
的

能
力

審
査

基
準

（
各

手
順

）
に

係
る

判
断

基
準

※
2
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
は

以
下

の
と

お
り

分
類

し
，

こ
れ

を
優

先
順

位
と

す
る

ａ
．

異
な

る
計

測
点

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

へ
の

接
続

に
よ

る
測

定

ｂ
．

他
パ

ラ
メ

ー
タ

か
ら

の
換

算
等

に
よ

る
推

定
 

ｃ
．

他
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

移
に

よ
る

状
況

の
推

測

2426



 

第
１

表
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

判
断

へ
の

影
響

（
７

／
1
2
）

 

(
3
)
放

射
線

分
解

に
よ

り
発

生
す

る
水

素
に

よ
る

爆
発

に
対

処
す

る
た

め
の

設
備

（
つ

づ
き

）
 

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 
判

断
基

準
※

1
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
※

2
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

判
断

へ
の

影
響

 
影

響
 

貯 槽 掃 気 圧 縮 空 気 の 流 量 

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

 

有
 

・
 

手
 

・
貯

槽
等

の
水

素
濃

度

を
可

燃
限

界
濃

度
未

満

に
維

持
す

る
た

め
に

必

要
な

流
量

の
圧

縮
空

気

が
供

給
さ

れ
て

い
る

こ

と
を

確
認

 

ａ
．

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
配

管
を

使
用

し
，

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

を
測

定
す

る
。

 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
流

量
計

で
貯

槽
掃

気
圧

縮
空

気
流

量
を

確
認

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
り

，
判

断
に

与
え

る
影

響
は

な
い

。
 
 

な
し

 

b
1
．

水
素

掃
気

系
統

圧
縮

空
気

の
圧

力
 

下
流

側
の

弁
の

開
度

が
適

切
に

設
定

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

う
え

で
，

貯

槽
掃

気
圧

縮
空

気
流

量
を

水
素

掃
気

系
統

圧
縮

空
気

の
圧

力
か

ら
以

下
の

通
り

推
定

す
る

。
 

F
貯

槽
＝

（
P

水
素

掃
気

系
統
／

P
水

素
掃

気
系

統
０
）

0
.
5
×

F
貯

槽
Ｐ

水
素

掃
気

系
統

０
 

F
貯

槽
：

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

 

P
水

素
掃

気
系

統
：

水
素

掃
気

系
統

圧
力

 

P
水

素
掃

気
系

統
０
：

水
素

掃
気

系
統

初
期

圧
力

 

F
貯

槽
Ｐ

水
素

掃
気

系
統

０
：

水
素

掃
気

系
統

初
期

圧
力

に
お

け
る

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

 

※
供

給
す

る
圧

縮
空

気
は

乱
流

の
領

域
と

な
る

た
め

，
乱

流
を

考
慮

し
た

推
定

式
を

適
用

す
る

。
 

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

は
，

水
素

掃
気

系
統

圧
縮

空
気

の
圧

力
，

か
く

は
ん

系
統

圧
縮

空
気

圧
力

及
び

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

流
量

に
よ

り
推

測
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
，

判
断

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

b
2
．

か
く

は
ん

系
統

圧
縮

空
気

圧
力

 

下
流

側
の

弁
の

開
度

が
適

切
に

設
定

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

う
え

で
，

貯

槽
掃

気
圧

縮
空

気
流

量
を

か
く

は
ん

系
統

圧
縮

空
気

圧
力

か
ら

以
下

の
通

り
推

定
す

る
。

 

F
貯

槽
＝

（
P

か
く

は
ん

系
統
／

P
か

く
は

ん
系

統
０
）

0
.
5
×

F
貯

槽
Ｐ

か
く

は
ん

系
統

０
 

F
貯

槽
：

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

 

P
か

く
は

ん
系

統
：

か
く

は
ん

系
統

圧
力

 

P
か

く
は

ん
系

統
０
：

か
く

は
ん

系
統

初
期

圧
力

 

F
貯

槽
Ｐ

か
く

は
ん

系
統

０
：

か
く

は
ん

系
統

初
期

圧
力

に
お

け
る

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

 

※
供

給
す

る
圧

縮
空

気
は

乱
流

の
領

域
と

な
る

た
め

，
乱

流
を

考
慮

し
た

推
定

式
を

適
用

す
る

。
 
 

ｃ
．

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

流
量

 

機
器

個
別

の
貯

槽
圧

縮
空

気
流

量
を

変
化

さ
せ

，
そ

の
時

の
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト

流
量

の
変

化
を

確
認

す
る

こ
と

に
よ

り
，

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

を
推

測
す

る
。

 

※
1
 

有
：

有
効

性
評

価
に

使
用

し
た

判
断

基
準

，
手

：
技

術
的

能
力

審
査

基
準

（
各

手
順

）
に

係
る

判
断

基
準

 

※
2
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
は

以
下

の
と

お
り

分
類

し
，

こ
れ

を
優

先
順

位
と

す
る

 

ａ
．

異
な

る
計

測
点

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

へ
の

接
続

に
よ

る
測

定
 

ｂ
．

他
パ

ラ
メ

ー
タ

か
ら

の
換

算
等

に
よ

る
推

定
 

ｃ
．

他
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

移
に

よ
る

状
況

の
推

測
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第
１

表
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

判
断

へ
の

影
響

（
８

／
1
2
）

 

(
3
)
放

射
線

分
解

に
よ

り
発

生
す

る
水

素
に

よ
る

爆
発

に
対

処
す

る
た

め
の

設
備

（
つ

づ
き

）
 

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 
判

断
基

準
※

1
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
※

2
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

判
断

へ
の

影
響

 
影

響
 

水 素 掃 気 系 統 圧 縮 空 気 の

圧 力 

水
素

掃
気

系
統

圧
縮

空
気

の

圧
力

 

有
 

・
 

手
 

・
機

器
へ

の
圧

縮
空

気

供
給

の
成

否
判

断
を

把

握
 

ｂ
．

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

 

下
流

側
の

弁
の

開
度

が
適

切
に

設
定

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

う
え

で
，

水

素
掃

気
系

統
圧

縮
空

気
圧

力
を

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

か
ら

以
下

の
通

り
推

定
す

る
。

 

P
水

素
掃

気
系

統
＝

P
水

素
掃

気
系

統
０
×

（
F

貯
槽
／

F
貯

槽
Ｐ

水
素

掃
気

系
統

０
）

２
 

P
水

素
掃

気
系

統
：

水
素

掃
気

系
統

圧
力

 

P
水

素
掃

気
系

統
０
：

水
素

掃
気

系
統

初
期

圧
力

 

F
貯

槽
：

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

 

F
貯

槽
Ｐ

水
素

掃
気

系
統

０
：

水
素

掃
気

系
統

初
期

圧
力

に
お

け
る

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

 

※
供

給
す

る
圧

縮
空

気
は

乱
流

の
領

域
と

な
る

た
め

，
乱

流
を

考
慮

し
た

推
定

式
を

適
用

す
る

。
 

水
素

掃
気

系
統

圧
縮

空
気

の
圧

力
と

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

に
は

正
の

相
関

関
係

が
あ

り
，

換
算

式
を

用
い

て
水

素
掃

気
系

統
圧

縮
空

気
の

圧
力

を
推

定
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
，

判
断

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

な
し

 

か く は ん 系 統 圧 縮 空 気 の 圧

力 

か
く

は
ん

系
統

圧
縮

空
気

圧

力
 

有
 

・
 

手
 

・
か

く
は

ん
用

安
全

圧

縮
空

気
系

へ
圧

縮
空

気

が
供

給
さ

れ
て

い
る

こ

と
の

状
態

を
把

握
 

ｂ
．

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

 

下
流

側
の

弁
の

開
度

が
適

切
に

設
定

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

う
え

で
，

か

く
は

ん
系

統
圧

縮
空

気
圧

力
を

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

か
ら

以
下

の
通

り
推

定
す

る
。

 

P
か

く
は

ん
系

統
＝

P
か

く
は

ん
系

統
０
×

（
F

貯
槽
／

F
貯

槽
Ｐ

か
く

は
ん

系
統

０
）

２
 

P
か

く
は

ん
系

統
：

か
く

は
ん

系
統

圧
力

 

P
か

く
は

ん
系

統
０
：

か
く

は
ん

系
統

初
期

圧
力

 

F
貯

槽
：

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

 

F
貯

槽
Ｐ

か
く

は
ん

系
統

０
：

か
く

は
ん

系
統

初
期

圧
力

に
お

け
る

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

 

※
供

給
す

る
圧

縮
空

気
は

乱
流

の
領

域
と

な
る

た
め

，
乱

流
を

考
慮

し
た

推
定

式
を

適
用

す
る

。
 

か
く

は
ん

系
統

圧
縮

空
気

圧
力

と
貯

槽
掃

気
圧

縮
空

気
流

量
に

は
正

の
相

関
関

係
が

あ
り

，
換

算
式

を
用

い
て

か
く

は
ん

系
統

圧
縮

空
気

圧
力

を
推

定
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
，

判
断

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

な
し

 

セ ル 導 出 ユ ニ ッ

ト の 流 量 

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

流
量

 

有
 

・
 

手
 

・
機

器
へ

の
圧

縮
空

気

供
給

の
成

否
判

断
を

把

握
 

ｃ
．

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

 

 
機

器
個

別
の

貯
槽

圧
縮

空
気

流
量

を
変

化
さ

せ
，

そ
の

時
の

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

流
量

の
変

化
を

確
認

す
る

こ
と

に
よ

り
，

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

を
推

測
す

る
。

 

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

を
計

測
し

，
貯

槽
等

を
未

然
防

止
濃

度
に

維
持

す
る

た
め

に
必

要
な

圧
縮

空
気

が
供

給
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と
に

よ
り

，
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト
流

量
を

推
測

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
り

，
判

断
に

与
え

る
影

響
は

な
い

。
 

な
し

 

※
1
 

有
：

有
効

性
評

価
に

使
用

し
た

判
断

基
準

，
手

：
技

術
的

能
力

審
査

基
準

（
各

手
順

）
に

係
る

判
断

基
準

 

※
2
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
は

以
下

の
と

お
り

分
類

し
，

こ
れ

を
優

先
順

位
と

す
る

 

ａ
．

異
な

る
計

測
点

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

へ
の

接
続

に
よ

る
測

定
 

ｂ
．

他
パ

ラ
メ

ー
タ

か
ら

の
換

算
等

に
よ

る
推

定
 

ｃ
．

他
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

移
に

よ
る

状
況

の
推

測
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第
１

表
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

判
断

へ
の

影
響

（
９

／
1
2
）

 

(
3
)
放

射
線

分
解

に
よ

り
発

生
す

る
水

素
に

よ
る

爆
発

に
対

処
す

る
た

め
の

設
備

（
つ

づ
き

）
 

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 
判

断
基

準
※

1
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
※

2
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

判
断

へ
の

影
響

 
影

響
 

貯 槽 等 水 素 の 濃 度 

貯
槽

等
水

素
濃

度
 

有
 

・
 

手
 

・
貯

槽
等

の
水

素
濃

度

が
可

燃
限

界
濃

度
未

満

に
維

持
さ

れ
て

い
る

こ

と
を

確
認

 

ｃ
．

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

 

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

よ
り

，
貯

槽
等

を
可

燃
限

界
濃

度
未

満
に

維
持

す
る

た

め
に

必
要

な
空

気
が

供
給

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

す
る

こ
と

に
よ

り
，

貯
槽

等
が

可
燃

限
界

濃
度

未
満

で
あ

る
と

推
測

す
る

。
 

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

計
に

よ
り

，
貯

槽
等

の
水

素
濃

度
が

可
燃

限
界

濃
度

未
満

に
維

持
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
推

測
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
，

判
断

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

な
し

 

ｃ
．

貯
槽

等
温

度
 

貯
槽

等
温

度
が

計
画

値
ど

お
り

と
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と
で

貯
槽

等

水
素

濃
度

を
推

測
す

る
。

 

貯
槽

等
温

度
の

推
移

を
確

認
す

る
こ

と
に

よ

り
，

水
素

発
生

量
と

貯
槽

等
温

度
の

関
係

か
ら

貯
槽

等
水

素
濃

度
を

推
測

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
り

，
判

断
に

与
え

る
影

響
は

な
い

。
 

セ ル 導 出 経 路

の 圧 力 

セ
ル

導
出

経
路

圧
力

 
手

 

・
セ

ル
導

出
時

に
お

け

る
導

出
経

路
の

状
態

を

把
握

 

ａ
．

セ
ル

導
出

経
路

圧
力

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
計

装
導

圧
配

管
（

気
相

部
）
を

使
用

し
，

セ
ル

導
出

経
路

圧
力

を

測
定

す
る

。
 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
計

装
導

圧
配

管
で

セ
ル

導
出

経
路

圧
力

を
確

認
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
，

判
断

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 
な

し
 

導 出 先 セ ル の

圧 力 

導
出

先
セ

ル
圧

力
 

手
 

・
可

搬
型

排
風

機
起

動

の
判

断
 

ａ
．

導
出

先
セ

ル
圧

力
（

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

）
 

 
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
の

計
装

導
圧

配
管
（

気
相

部
）
に

可
搬

型
圧

力
計

を
接

続
し

，
導

出

先
セ

ル
圧

力
を

測
定

す
る

。
 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
計

装
導

圧
配

管
で

導
出

先
セ

ル
圧

力
を

確
認

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
り

，
判

断
に

与
え

る
影

響
は

な
い

。
 

な
し

 

貯 槽 等 の 温 度 

貯
槽

等
温

度
 

有
 

・
 

手
 

・
発

生
防

止
対

策
及

び

拡
大

防
止

対
策

に
お

け

る
貯

槽
の

温
度

監
視

 

ａ
．

貯
槽

等
温

度
（

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

）
 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
温

度
計

ガ
イ

ド
管

を
使

用
し

,
貯

槽
等

温
度

を
測

定
す

る
。

 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
温

度
計

ガ
イ

ド
管

で
貯

槽
等

温
度

を
確

認
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
，

判
断

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

な
し

 

ｂ
．

貯
槽

等
水

素
濃

度
 

貯
槽

等
水

素
濃

度
が

計
画

値
ど

お
り

と
な

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と
で

貯

槽
等

温
度

を
推

定
す

る
。

 

貯
槽

等
の

水
素

濃
度

の
推

移
を

確
認

す
る

こ
と

に
よ

り
，

水
素

発
生

量
と

貯
槽

等
温

度
の

関
係

か
ら

貯
槽

等
温

度
を

推
定

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
り

，
判

断
に

与
え

る
影

響
は

な
い

。
 

※
1
 

有
：

有
効

性
評

価
に

使
用

し
た

判
断

基
準

，
手

：
技

術
的

能
力

審
査

基
準

（
各

手
順

）
に

係
る

判
断

基
準

 

※
2
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
は

以
下

の
と

お
り

分
類

し
，

こ
れ

を
優

先
順

位
と

す
る

 

ａ
．

異
な

る
計

測
点

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

へ
の

接
続

に
よ

る
測

定
 

ｂ
．

他
パ

ラ
メ

ー
タ

か
ら

の
換

算
等

に
よ

る
推

定
 

ｃ
．

他
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

移
に

よ
る

状
況

の
推

測
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第
１

表
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

判
断

へ
の

影
響

（
1
0
／

1
2
）

 

(
4
)
有

機
溶

媒
等

に
よ

る
火

災
又

は
爆

発
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
に

必
要

な
計

装
設

備

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 
判

断
基

準
※

1
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
※

2
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

判
断

へ
の

影
響

 
影

響
 

プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 供

給 槽 の 液 位

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
供

給

槽
液

位
 

有
 

・
 

手
 

・
拡

大
防

止
対

策
（

供

給
液

の
供

給
停

止
）

の

成
否

判
断

ｂ
．

供
給

槽
ゲ

デ
オ

ン
流

量
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
へ

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

溶
液

を
供

給
す

る
供

給
槽

ゲ
デ

オ
ン

の

流
量

を
分

単
位

の
流

量
に

換
算

し
，

こ
れ

を
監

視
期

間
に

わ
た

り
積

算
す

る
こ

と
に

よ
り

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

供
給

槽
の

減
少

量
を

算
出

す
る

こ
と

で
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

液
位

を
推

定
す

る
。

事
象

発
生

時
，

供
給

槽
ゲ

デ
オ

ン
流

量
計

及
び

監
視

制
御

盤
が

使
用

可
能

で
あ

り
，

供
給

槽
ゲ

デ
オ

ン
の

流
量

と
時

間
を

掛
け

合
わ

せ
る

こ
と

で
算

出
で

き
る

液
量

は
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

供
給

槽
の

減
少

量
で

あ
る

た
め

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

供
給

槽
へ

の
供

給
が

停
止

し
て

い
る

か
確

認
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
，

判
断

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

な
し

 

プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 加 熱 蒸 気 の 温 度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
加

熱

蒸
気

温
度

 

有
 

・
 

手
 

・
拡

大
防

止
対

策
（

加

熱
蒸

気
の

供
給

停
止

）

の
成

否
判

断

ａ
．

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
加

熱
蒸

気
温

度
（

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

）
 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
温

度
計

に
て

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
加

熱
蒸

気
温

度
を

測
定

す

る
。

 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
温

度
計

ガ
イ

ド
管

で
貯

槽
等

温
度

を
確

認
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
，

判
断

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 
 

な
し

 
ｃ

．
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

圧
力

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

気
相

部
温

度
，
プ

ル
ト

ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
液

相
部

温
度

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
圧

力
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
気

相
部

温
度

及
び

プ
ル

ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

液
相

部
温

度
の

挙
動

を
監

視
す

る
こ

と
で

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

加
熱

蒸
気

の
温

度
の

挙
動

を
推

測
す

る
。

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
加

熱
蒸

気
温

度
は

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

へ
の

加
熱

蒸
気

の
供

給
が

停
止

す
る

こ
と

に
よ

り
，

Ｔ
Ｂ

Ｐ
等

の
錯

体
の

急
激

な
分

解
反

応
の

再
発

が
防

止
で

き
た

こ
と

の
判

断
に

使
用

す
る

た
め

，
拡

大
防

止
対

策
の

成
否

に
よ

り
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

圧
力

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

気
相

部
温

度
及

び
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

液
相

部
温

度
は

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
加

熱
蒸

気
温

度
と

同
様

に
変

動
す

る
こ

と
か

ら
，

こ
の

パ
ラ

メ
ー

タ
を

監
視

す
る

こ
と

で
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

加
熱

蒸
気

温
度

の
挙

動
を

推
測

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
り

，
判

断
に

与
え

る
影

響
は

な
い

。

※
1
 

有
：

有
効

性
評

価
に

使
用

し
た

判
断

基
準

，
手

：
技

術
的

能
力

審
査

基
準

（
各

手
順

）
に

係
る

判
断

基
準

※
2
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
は

以
下

の
と

お
り

分
類

し
，

こ
れ

を
優

先
順

位
と

す
る

ａ
．

異
な

る
計

測
点

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

へ
の

接
続

に
よ

る
測

定

ｂ
．

他
パ

ラ
メ

ー
タ

か
ら

の
換

算
等

に
よ

る
推

定
 

ｃ
．

他
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

移
に

よ
る

状
況

の
推

測
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第
１

表
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

判
断

へ
の

影
響

（
1
1
／

1
2
）

 

(
4
)
有

機
溶

媒
等

に
よ

る
火

災
又

は
爆

発
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
に

必
要

な
計

装
設

備
（

つ
づ

き
）
 

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 
判

断
基

準
※

1
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
※

2
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

判
断

へ
の

影
響

 
影

響
 

プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮

缶 の 圧 力 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
圧

力
 

有
 

・
 

手
 

・
拡

大
防

止
対

策
が

機

能
し

て
い

る
こ

と
の

確

認
 

ｃ
．

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
気

相
部

温
度

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

液
相

部
温

度
 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
気

相
部

温
度

及
び

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
液

相
部

温
度

の

挙
動

を
監

視
す

る
こ

と
で

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
圧

力
の

挙
動

を
推

測
す

る
。

 

Ｔ
Ｂ

Ｐ
等

の
錯

体
の

急
激

な
分

解
反

応
の

拡
大

防
止

対
策

の
成

否
に

よ
り

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

気
相

部
温

度
及

び
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

液
相

部
温

度
は

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
圧

力
と

同
様

に
変

動
す

る
こ

と
か

ら
，

こ
の

パ
ラ

メ
ー

タ
を

監
視

す
る

こ
と

で
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

圧
力

の
挙

動
を

推
測

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ

り
，

判
断

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

な
し

 

プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮

缶 気 相 部 の 温 度 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
気

相

部
温

度
 

有
 

・
 

手
 

・
拡

大
防

止
対

策
が

機

能
し

て
い

る
こ

と
の

確

認
 

ｃ
．

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
圧

力
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
液

相
部

温
度

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
圧

力
及

び
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

液
相

部
温

度
の

挙
動

を

監
視

す
る

こ
と

で
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

気
相

部
の

温
度

の
挙

動
を

推
測

す
る

。
 

Ｔ
Ｂ

Ｐ
等

の
錯

体
の

急
激

な
分

解
反

応
の

拡
大

防
止

対
策

の
成

否
に

よ
り

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

圧
力

及
び

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
液

相
部

温
度

は
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

気
相

部
温

度
と

同
様

に
変

動
す

る
こ

と
か

ら
，

こ
の

パ
ラ

メ
ー

タ
を

監
視

す
る

こ
と

で
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

気
相

部
温

度
の

挙
動

を
推

測
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
，

判
断

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

な
し

 

プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮

缶 液 相 部 の 温 度 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
液

相

部
温

度
 

有
 

・
 

手
 

・
拡

大
防

止
対

策
が

機

能
し

て
い

る
こ

と
の

確

認
 

ｃ
．

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
圧

力
，

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
気

相
部

温
度

 

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
圧

力
及

び
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

気
相

部
温

度
の

挙
動

を

確
認

す
る

こ
と

で
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

液
相

部
温

度
の

挙
動

を
推

測
す

る
。

 

Ｔ
Ｂ

Ｐ
等

の
錯

体
の

急
激

な
分

解
反

応
の

拡
大

防
止

対
策

の
成

否
に

よ
り

，
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮

缶
圧

力
及

び
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

気
相

部
温

度
は

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

濃
縮

缶
液

相
部

温
度

と
同

様
に

変
動

す
る

こ
と

か
ら

，
こ

の
パ

ラ
メ

ー
タ

を

監
視

す
る

こ
と

で
プ

ル
ト

ニ
ウ

ム
濃

縮
缶

液
相

部
温

度
を

推
測

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
り

，
判

断

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 

な
し

 

廃 ガ ス 貯 留

槽 の 圧 力 

廃
ガ

ス
貯

留
槽

圧
力

 

有
 

・
 

手
 

・
廃

ガ
ス

貯
留

設
備

へ

の
放

射
性

物
質

の
導

出

開
始

及
び

完
了

を
判

断
 

ａ
．

廃
ガ

ス
貯

留
槽

圧
力

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
圧

力
計

に
よ

り
，

廃
ガ

ス
貯

留
槽

圧
力

を
測

定
す

る
。

 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
圧

力
計

で
廃

ガ
ス

貯
留

槽
の

圧
力

を
確

認
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
，
判

断
に

与
え

る
影

響
は

な
い

。
 

な
し

 

※
1
 

有
：

有
効

性
評

価
に

使
用

し
た

判
断

基
準

，
手

：
技

術
的

能
力

審
査

基
準

（
各

手
順

）
に

係
る

判
断

基
準

 

※
2
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
は

以
下

の
と

お
り

分
類

し
，

こ
れ

を
優

先
順

位
と

す
る

 

ａ
．

異
な

る
計

測
点

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

へ
の

接
続

に
よ

る
測

定
 

ｂ
．

他
パ

ラ
メ

ー
タ

か
ら

の
換

算
等

に
よ

る
推

定
 

ｃ
．

他
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

移
に

よ
る

状
況

の
推

測
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第
１

表
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

判
断

へ
の

影
響

（
1
2
／

1
2
）

 

(
4
)
有

機
溶

媒
等

に
よ

る
火

災
又

は
爆

発
に

対
処

す
る

た
め

の
設

備
に

必
要

な
計

装
設

備
（

つ
づ

き
）
 

分
類

 
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

 
判

断
基

準
※

1
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
※

2
 

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
に

よ
る

判
断

へ
の

影
響

 
影

響
 

廃 ガ ス 貯 留 槽

の 入 口 流 量 

廃
ガ

ス
貯

留
槽

入
口

流
量

 

有
 

・
 

手
 

・
廃

ガ
ス

貯
留

設
備

へ

の
放

射
性

物
質

の
導

出

が
開

始
さ

れ
た

こ
と

を

判
断

 

ａ
．

廃
ガ

ス
貯

留
槽

入
口

流
量

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
流

量
計

に
よ

り
，

廃
ガ

ス
貯

留
槽

入
口

流
量

を
測

定
す

る
。

 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
流

量
計

で
廃

ガ
ス

貯
留

槽
の

入
口

流
量

を
確

認
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
，
判

断
に

与
え

る
影

響
は

な
い

。
 

な
し

 

廃 ガ ス 洗 浄 塔

の 入 口 圧 力 

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

入
口

圧
力

 
手

 
・

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

の
状

態
を

把
握

 

ａ
．

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

入
口

圧
力

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
圧

力
計

に
よ

り
，

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

入
口

を
測

定
す

る
。

 

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
圧

力
計

で
廃

ガ
ス

洗
浄

塔
入

口
圧

力
を

確
認

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
り

，
判

断

に
与

え
る

影
響

は
な

い
。

 
な

し
 

※
1
 

有
：

有
効

性
評

価
に

使
用

し
た

判
断

基
準

，
手

：
技

術
的

能
力

審
査

基
準

（
各

手
順

）
に

係
る

判
断

基
準

 

※
2
 

重
要

代
替

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
は

以
下

の
と

お
り

分
類

し
，

こ
れ

を
優

先
順

位
と

す
る

 

ａ
．

異
な

る
計

測
点

（
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

へ
の

接
続

に
よ

る
測

定
 

ｂ
．

他
パ

ラ
メ

ー
タ

か
ら

の
換

算
等

に
よ

る
推

定
 

ｃ
．

他
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

移
に

よ
る

状
況

の
推

測
 

2432
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補足説明資料 1.10-8 

2433



 

補足説明資料 1.10-8 

手順のリンク先について 

 

事故時の計装に関する手順等について，手順のリンク先を以下に取りまとめる。 

 

その他の手順項目にて考慮する手順 

  ・臨界事故の拡大を防止するための手順等 

   ＜リンク先＞ １.ｂ.(a) 臨界事故の拡大防止対策の対応手順 

  ・冷却機能の喪失による蒸発乾固に対処するための手順等 

   ＜リンク先＞ ２.ｂ.(a) 蒸発乾固の発生防止対策の対応手順 

          ２.ｂ.(b) 蒸発乾固の拡大防止対策の対応手順 

  ・放射線分解により発生する水素による爆発に対処するための手順等 

   ＜リンク先＞ ３.ｂ.(a) 水素爆発の発生防止対策の対応手順 

          ３.ｂ.(b) 水素爆発の拡大防止対策の対応手順 

  ・有機溶媒等による火災又は爆発に対処するための手順等 

   ＜リンク先＞ ４.ｂ.(a) ＴＢＰ等の錯体の急激な分解反応の拡大の防止のため

の措置の対応手順 

  ・使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等 

   ＜リンク先＞ ５.ｂ.(a) 燃料貯蔵プール等の冷却機能及び注水機能の喪失時，又

は燃料貯蔵プール等からの小規模な水の漏えい発生時

の対応手順 

５.ｂ.(b) 燃料貯蔵プール等からの大量の水の漏えい発生時の対

応手順 

５.ｂ.(c) 燃料貯蔵プール等の監視のための手順 

  ・工場等外への放射性物質等の放出を抑制するための手順等 

   ＜リンク先＞ ６.ｂ.(a) 大気中への放射性物質の放出を抑制するための対応手

順 

６.ｂ.(b) 工場等外への放射線の放出を抑制するための対応手順 

６.ｂ.(d) 再処理施設の各建物周辺における航空機衝突による航

空機燃料火災，化学火災に対応するための対応手順 

  ・重大事故等への対処に必要となる水の供給手順等 

   ＜リンク先＞ ７.ｂ.(a) 水源及び水の移送ルートの確保の対応手順 

７.ｂ.(b) 水源を使用した対応手順 

７.ｂ.(c) 水源を切り替えるための対応手順 
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・電源の確保に関する手順等

＜リンク先＞ ８.ｂ.(a) 全交流動力電源喪失を要因として発生する重大事故等

の対処に必要な電源の確保に関する対応手順 

８.ｂ.(b) 全交流動力電源喪失を要因とせずに発生する重大事故

等の対処に必要な電源の確保に関する対応手順 

８.ｂ.(c) 燃料補給のための対応手順

以 上 
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補足説明資料1.10-9 

 

重大事故等対処のためのアクセスルート 

 

第１図 前処理建屋 臨界事故の拡大防止対策のアクセスルート 

（可溶性中性子吸収剤の自動供給）（１／５）～（５／５） 

第２図 精製建屋 臨界事故の拡大防止対策のアクセスルート 

（可溶性中性子吸収剤の自動供給）（１／12）～（12／12） 

第３図 前処理建屋 臨界事故の拡大防止対策のアクセスルート 

（臨界事故により発生する放射線分解水素の掃気）（１／９）～（９／９） 

第４図 精製建屋 臨界事故の拡大防止対策のアクセスルート 

（臨界事故により発生する放射線分解水素の掃気）（１／７）～（７／７） 

第５図 屋外 蒸発乾固の発生防止対策のアクセスルート 

第６図 前処理建屋 蒸発乾固の発生防止対策のアクセスルート 

（内部ループへの通水による冷却）（１／６）～（６／６） 

第７図 分離建屋 蒸発乾固の発生防止対策のアクセスルート 

（内部ループへの通水による冷却））（１／６）～（６／６） 

第８図 精製建屋 蒸発乾固の発生防止対策のアクセスルート 

（内部ループへの通水による冷却））（１／８）～（８／８） 

第９図 ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 蒸発乾固の発生防止対策のアクセスルート 

（内部ループへの通水による冷却））（１／６）～（６／６） 

第 10 図 高レベル廃液ガラス固化建屋 蒸発乾固の発生防止対策のアクセスルート 

（内部ループへの通水による冷却））（１／５）～（５／５） 

第 11 図 前処理建屋 蒸発乾固の拡大防止対策のアクセスルート 

（貯槽等への注水）（１／３）～（３／３） 

第 12 図 分離建屋 蒸発乾固の拡大防止対策のアクセスルート 

（貯槽等への注水）（１／４）～（４／４） 

第 13 図 精製建屋 蒸発乾固の拡大防止対策のアクセスルート 

（貯槽等への注水）（１／７）～（７／７） 

第 14 図 ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 蒸発乾固の拡大防止対策のアクセスルート 

（貯槽等への注水）（１／３）～（３／３） 

第 15 図 高レベル廃液ガラス固化建屋 蒸発乾固の拡大防止対策のアクセスルート 

（貯槽等への注水）（１／５）～（５／５） 

第 16 図 前処理建屋 蒸発乾固の拡大防止対策のアクセスルート 

（冷却コイル等への通水による冷却）（１／３）～（３／３） 
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第 17 図 分離建屋 蒸発乾固の拡大防止対策のアクセスルート 

（冷却コイル等への通水による冷却）（１／５）～（５／５） 

第 18 図 精製建屋 蒸発乾固の拡大防止対策のアクセスルート 

（冷却コイル等への通水による冷却）（１／４）～（４／４） 

第 19 図 ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 蒸発乾固の拡大防止対策のアクセスルート 

（冷却コイル等への通水による冷却）（１／２）～（２／２） 

第 20 図 高レベル廃液ガラス固化建屋 蒸発乾固の拡大防止対策のアクセスルート 

（冷却コイル等への通水による冷却）（１／４）～（４／４） 

第 21 図 前処理建屋 蒸発乾固の拡大防止対策のアクセスルート 

（セルへの導出経路の構築及び代替セル排気系による対応）（１／７）～（７／７） 

第 22 図 分離建屋 蒸発乾固の拡大防止対策のアクセスルート 

（セルへの導出経路の構築及び代替セル排気系による対応）（１／５）～（５／５） 

第 23 図 精製建屋 蒸発乾固の拡大防止対策のアクセスルート 

（セルへの導出経路の構築及び代替セル排気系による対応）（１／６）～（６／６） 

第 24 図 ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 蒸発乾固の拡大防止対策のアクセスルート 

（セルへの導出経路の構築及び代替セル排気系による対応）（１／４）～（４／４） 

第 25 図 高レベル廃液ガラス固化建屋 蒸発乾固の拡大防止対策のアクセスルート 

（セルへの導出経路の構築及び代替セル排気系による対応）（１／５）～（５／５） 

第 26 図 前処理建屋 水素爆発の発生防止対策のアクセスルート 

（水素爆発を未然に防止するための空気の供給）（１／４）～（４／４） 

第 27 図 分離建屋 水素爆発の発生防止対策のアクセスルート 

（水素爆発を未然に防止するための空気の供給）（１／６）～（６／６） 

第 28 図 精製建屋 水素爆発の発生防止対策のアクセスルート 

（水素爆発を未然に防止するための空気の供給）（１／６）～（６／６） 

第 29 図 ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 水素爆発の発生防止対策のアクセスルート 

（水素爆発を未然に防止するための空気の供給）（１／３）～（３／３） 

第 30 図 高レベル廃液ガラス固化建屋 水素爆発の発生防止対策のアクセスルート 

（水素爆発を未然に防止するための空気の供給）（１／５）～（５／５） 

第 31 図 前処理建屋 水素爆発の拡大防止対策のアクセスルート 

（水素爆発の再発を防止するための空気の供給）（１／５）～（５／５） 

第 32 図 分離建屋 水素爆発の拡大防止対策のアクセスルート 

（水素爆発の再発を防止するための空気の供給）（１／６）～（６／６） 

第 33 図 精製建屋 水素爆発の拡大防止対策のアクセスルート 

（水素爆発の再発を防止するための空気の供給）（１／７）～（７／７） 

第 34 図 ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 水素爆発の拡大防止対策のアクセスルート 

（水素爆発の再発を防止するための空気の供給）（１／３）～（３／３） 
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第 35 図 高レベル廃液ガラス固化建屋 水素爆発の拡大防止対策のアクセスルート 

（水素爆発の再発を防止するための空気の供給）（１／５）～（５／５） 

第 36 図 前処理建屋 水素爆発の拡大防止対策のアクセスルート 

（セルへの導出経路の構築及び代替セル排気系による対応）（１／７）～（７／７）

第 37 図 分離建屋 水素爆発の拡大防止対策のアクセスルート 

（セルへの導出経路の構築及び代替セル排気系による対応）（１／５）～（５／５）

第 38 図 精製建屋 水素爆発の拡大防止対策のアクセスルート 

（セルへの導出経路の構築及び代替セル排気系による対応）（１／７）～（７／７）

第 39 図 ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 水素爆発の拡大防止対策のアクセスルート

（セルへの導出経路の構築及び代替セル排気系による対応）（１／４）～（４／４）

第 40 図 高レベル廃液ガラス固化建屋 水素爆発の拡大防止対策のアクセスルート 

（セルへの導出経路の構築及び代替セル排気系による対応）（１／５）～（５／５）

第 41 図 使用済燃料受入れ・貯蔵建屋のアクセスルート（１／12）～（12／12） 

第 42 図 屋外 放出抑制のアクセスルート 

第 43 図 屋外 水供給のアクセスルート 

第 44 図 第１保管庫・貯水所 水供給設備のアクセスルート 

第 45 図 第２保管庫・貯水所 水供給設備のアクセスルート 

第 46 図 情報把握計装設備のアクセスルート図（前処理建屋 地上 1階） 

第 47 図 情報把握計装設備のアクセスルート図（分離建屋 地上 1階） 

第 48 図 情報把握計装設備のアクセスルート図（精製建屋 地上 1階） 

第 49 図 情報把握計装設備のアクセスルート図 

（ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 地上 1階）

第 50 図 情報把握計装設備のアクセスルート図（高レベル廃液ガラス固化建屋 地上 1階） 

第 51 図 情報把握計装設備のアクセスルート図（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋 地上 1階） 

第 52 図 情報把握計装設備のアクセスルート図（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋 地上２階） 

第 53 図 情報把握計装設備のアクセスルート図（制御建屋 地上１階） 

第 54 図 情報把握計装設備のアクセスルート図（第１保管庫・貯水所） 

第 55 図 情報把握計装設備のアクセスルート図（第２保管庫・貯水所） 
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ン
プ

車
設

置
エ

リ
ア

 

：
可

搬
型

放
水

砲
設

置
エ

リ
ア

※
 

※
：

可
搬

型
放

水
砲

の
位

置
は

，
風

向
き

，
 

及
び

対
処

の
必

要
な

建
物

に
対

し
て

 

放
水

を
行

え
る

設
置

場
所

を
選

定
 

す
る

。
 

：
周

辺
監

視
区

域
境

界
 

：
敷

地
境

界
 

（
E
L
+
5
5
1
5
0
）

 

（
E
L
+
4
8
6
5
0
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E
L
+
0
）

 

（
E
L
+
0
）
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E
L
+
0
）
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E
L
+
0
）
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凡
例
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ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

 

外
部

保
管

エ
リ

ア
１

 

外
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エ
リ

ア
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➀

，
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➀
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②
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ー

タ

①
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②
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①
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②
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+
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+
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+
0
）

（
E
L
+
0
）

（
凡

例
） ：

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト

：
大

型
移

送
ポ

ン
プ

車
設

置
エ

リ
ア

外
部

保
管

エ
リ

ア
２
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②
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第

1
.
1
0
－

1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
１
／
1
8
）
 
 

 
補
足
説
明
資
料

1
.
1
0
-
1
0
 

 

 
(１

) 
臨
界
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

制
御

室
及

び
緊

急
時

対
策

所
へ

の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

① 貯 槽 の 放 射 線 レ ベ ル 

放
射
線
レ
ベ
ル
 

ガ
ン
マ
線
：
1
E
-
1
～
 

1
E+
6μ

S
v/
h 

1
E+
0～

1
E+
4μ

S
v/
h 

半
導
体
検
出
器
 
未
臨
界
に
移
行
し
た
こ
と
を
携
行
型
の

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
を
用
い
て
セ
ル
周
辺

の
線
量
率
に
よ
り
判
断
す
る
た
め
，
重

大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲
を

監
視
可
能
と
す
る
。
 

3 

－
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

中
性
子
線
：
1
E
-
2
～
 

1
E+
4μ

S
v/
h 

比
例
計
数
管
 

3
 

1
E
+
0
～
1
E
+
7
μ
S
v
/
h
 

1
E
+
0
～
1
E
+
7
μ
S
v
/
h
 

電
離
箱
 

臨
界
事
故
の
発
生
を
判
断
す
る
た
め
,

重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲

を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

－
 

2
4
 

－
 

○
 

－
 

－
 

② 貯 槽 掃

気 圧 縮 空

気 の 流 量 

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

0～
30
 m

3 /
h 

［
n
or

ma
l］

 

0～
20
m3
/h
 

［
n
o
r
ma

l］
 

熱
式
 

水
素
掃
気
成
功
判
断
の
た
め
,
重
大
事

故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲
を
監
視

可
能
と
す
る
。
 

1
8 

－
 

－
 

×
 

※
4
 

－
 

－
 

③ 廃 ガ ス

貯 留 槽 の

圧 力 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

※
2  

0
～

1
M
P
a
 

0
～

0
.
5
M
P
a
 

圧
力
式
 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
へ
の
貯
留
（
自
動
）
成

否
判
断
/
廃
ガ
ス
貯
留
槽
へ
の
貯
留
完

了
判
断
の
た
め
,
重
大
事
故
時
に
想
定

さ
れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す

る
。
 

－
 

1
9
 

－
 

○
 

－
 

－
 

④ 廃 ガ ス

貯 留 槽 の

入 口 流 量 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
入
口
流
量

※
2  

0～
68
 m

3 /
h 

［
n
or

ma
l］

 

0～
68
 m

3 /
h 

［
n
o
r
ma

l］
 

差
圧
式
 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
へ
の
貯
留
（
自
動
）
成

否
判
断
の
た
め
,
重
大
事
故
時
に
想
定

さ
れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す

る
。
 

－
 

2 

－
 

○
 

○
 

－
 

0～
13
6 
m3
/h

［
n
or

ma
l］

 

0～
13
6 
m3
/h

［
n
o
r
ma

l］
 

2 

⑤ 廃 ガ ス 貯

留 槽 の 放 射

線 レ ベ ル 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
放
射
線
レ
ベ
ル
 

1
E
+
0
～
1
E
+
7
μ
S
v
/
h
 

1
E
+
0
～
1
E
+
7
μ
S
v
/
h
 

電
離
箱
 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
へ
の
貯
留
（
自
動
）
成

否
判
断
の
た
め
,
重
大
事
故
時
に
想
定

さ
れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す

る
。
 

－
 

4
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑥ 溶 解

槽 の 圧
力 

溶
解
槽
圧
力
 

-
2
～
2
k
P
a
 

-
2
～
2
k
P
a
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

溶
解
槽
の
状
態
を
把
握
す
る
た
め
，
重

大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲
を

監
視
可
能
と
す
る
。
 

－
 

4
 

－
 

○
 

〇
 

－
 

⑦ 廃 ガ ス

洗 浄 塔 の

入 口 圧 力 

廃
ガ
ス
洗
浄
塔
入
口
圧
力

※
3  

-
3
.
5
～
3
k
P
a
 

-
3
.
5
～
3
k
P
a
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

の
状

態
を

把
握

す
る

た

め
，

重
大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

－
 

2
 

－
 

○
 

〇
 

－
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
「

(４
) 

有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
3
 
「

(４
) 

有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
の

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
及
び
「

(２
) 

冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
の
設
計
基
準
対
象
の
施
設
の
計
測
制
御
設
備
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
4
 
設
備
の
健
全
性
確
認
時
の
み
に
計
測
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
り
，
継
続
監
視
し
な
い
た
め
伝
送
し
な
い
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第
1
.
1
0
－
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
２
／
1
8
）
 

(２
)

冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

設
計
基
準
対

象
の
施
設
の

計
測
制
御
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

制
御

室
及

び
緊

急
時

対
策

所
へ

の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

① 貯 槽 等 の 温 度

貯
槽
等
温
度

※
3  

0～
13

0℃
 

2
9～

1
3
0
℃
 

熱
電
対
 

発
生

防
止

対
策

の
成

否
判

断
／

拡
大

防

止
対

策
の

開
始

判
断

／
貯

槽
等

の
溶

液

温
度

の
監

視
の

た
め

，
重

大
事

故
時

に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可
能

と

す
る
。
 

7
8 

－
 

1
8 

○
 

－
 

○
 

0～
10
0℃

※
7  

－
 

4
1
 

0～
13

0℃
 

測
温
抵
抗
体
 

2
8 

－
 

0～
10
0℃

※
5  

－
 

1
4
 

［
冷
却
コ
イ
ル
通
水
流
量
］

※
2  

「
⑭
冷
却
コ
イ
ル
通
水
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
内
部
ル
ー
プ
通
水
流
量
］

※
2  

「
⑮
内
部
ル
ー
プ
通
水
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
貯
槽
等
液
位
］

※
2  

「
②
貯
槽
等
の
液
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

② 貯 槽 等 の 液 位

貯
槽
等
液
位

※
4  

液
位
：
0
～

30
k
P
a
 

密
度
：
0
～

5k
P
a
 

液
位
：
0
～

16
.
4
k
P
a
 

密
度
：
0
.
9
2
2
3
～

1
.3
67
4k
Pa
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

拡
大

防
止

対
策

に
お

け
る

貯
槽

等
へ

の

注
水

の
開

始
判

断
／

貯
槽

等
へ

の
注

水

量
の

決
定

／
拡

大
防

止
対

策
の

成
否

判

断
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を
監

視
可

能
と

す

る
。
 

4
 

－
 

－
 

○
 

○
 

－
 

液
位
：
0
～

30
k
P
a
 

密
度
：
0
～

10
k
P
a
 

液
位
：
0
～

30
k
P
a
 

密
度
：
0
～

5.
2
9
6
k
P
a
 

1
8 

－
 

液
位
：
0
～

60
k
P
a
 

密
度
：
0
～

5k
P
a
 

液
位
：
0
～

52
.
4
3
k
P
a
 

密
度
：
1
.
6
6
4
～

3
.8
9k
Pa
 

2
6 

－
 

液
位
：
0
～

60
k
P
a
 

密
度
：
0
～

10
k
P
a
 

液
位
：
0
～

57
.
8
2
k
P
a
 

密
度
：
0
～

7.
5
7
2
3
k
P
a
 

4
8 

－
 

液
位
：
0
～

60
k
P
a
 

密
度
：
0
～

30
k
P
a
 

液
位
：
0
～

27
.
4
6
k
P
a
 

密
度
：
1
6
.
8
0
～

2
2.
17
kP
a 

4
 

－
 

液
位
：
0
～

80
k
P
a
 

密
度
：
0
～

10
k
P
a
 

液
位
：
0
～

65
k
P
a
 

密
度
：
0
～

5.
8
8
4
k
P
a
 

6
 

－
 

液
位
：
0
～

17
.
4
8
k
P
a※

6  

密
度
：
0
～

1.
1
7
7
k
P
a※

6  

液
位

：
0
～

65
k
P
a※

8  

密
度
：
0
～

22
.
1
7
k
P
a※

8  
－
 

5
3
 

［
貯
槽
等
温
度
］

※
2  

「
①
 貯

槽
等
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
貯
槽
等
注
水
流
量
］

※
2  

「
⑯
貯
槽
等
注
水
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位
］

※
2  

「
⑥
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水
槽
の
液
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
凝
縮

水
槽
液
位
］

※
2  

「
⑥
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水
槽
の
液
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む

※
2
 
［
 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す

※
3
 
「

(３
) 

放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備

※
4
 
設
計
基
準
対
象
の
施
設
の
計
測
制
御
設
備
は
,「

(４
) 

有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
の

常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
兼
用

す
る
設
備

※
5
 

小
計
測
範
囲
を
示
す
。

大
計
測
範
囲
は

0
～
1
5
0
℃
で
あ
り
，
常
設
計
器
が
計
測
範
囲
を
超
過
し
た
場
合
，
可
搬
型
計
器
で
計
測
す
る

※
6
 

小
計

測
範

囲
を

示
す

。
大

計
測

範
囲

は
液

位
：

0
～

65
k
P
a,
 
密

度
：

0
～

10
k
P
a
で

あ
り

，
常

設
計

器
が

計
測

範
囲

を
超

過
し

た
場

合
，
可
搬
型
計
器
で

計
測
す
る

※
7
 
常
設
計
器
が
計
測
範
囲
を
超
過
し
た
場
合
，
可
搬
型
計
器
で
計
測
す
る

※
8
 

大
変
動
範
囲
を
示
す
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第
1
.
1
0
－
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
３
／
1
8
）
 

(２
)

冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）

分
類
 

重
要
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

設
計
基
準
対

象
の
施
設
の

計
測
制
御
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

制
御

室
及

び

緊
急

時
対

策

所
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

③ 凝 縮 器 出 口 の 排 気 温 度

凝
縮
器
出
口
排
気
温
度
 

0
～

1
3
0
℃
 

2
9
～
1
3
0
℃
 

熱
電
対
 

発
生

蒸
気

の
凝

縮
効

果
を

監
視

す
る

た

め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る

変
動
範

囲
及
び
蒸
気
発
生
元
で
あ
る
貯
槽
温
 

度
の
上
限
値
ま
で
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

8 

－
 

1
5
 

○
 

－
 

○
 

測
温
抵
抗
体
 

4
 

［
貯
槽
等
液
位
］

※
2  

②
「
貯
槽
等
の
液
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。

［
凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位
］

※
2  

「
⑥
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水
槽
の
液
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
凝
縮
水
槽
液
位
］

※
2  

「
⑥
凝
縮
水
回
収
セ
ル
又
は
凝
縮
水
槽
の
液
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

④ セ ル 導 出 ユ

ニ ッ ト フ ィ ル

タ の 差 圧

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル
タ

差
圧

※
2  

0～
1.
0k
Pa

0～
0.
6k
Pa

差
圧
式
 

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ィ

ル
タ

の
目

詰

ま
り

に
よ

る
系

統
切

替
の

判
断

に
用

い

る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ

れ
る
変

動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。

2
0

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑤ 代 替 セ ル 排

気 系 フ ィ ル タ

の 差 圧

代
替
セ
ル
排
気
系
 

フ
ィ

ル
タ
差
圧

※
2

0～
1.
0k
Pa

0～
0.
6k
Pa

差
圧
式
 

代
替

セ
ル

排
気

系
フ

ィ
ル

タ
の

目
詰

ま

り
に

よ
る

系
統

切
替

の
判

断
に

用
い

る

た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ

る
変
動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

2
0 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む

※
2
 
「

(３
) 

放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
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第
1
.
1
0
－
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
４
／
1
8
）
 

 

 
(２

) 
冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

設
計
基
準
対

象
の
施
設
の

計
測
制
御
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

制
御

室
及

び

緊
急

時
対

策

所
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

⑥ 凝 縮 水 回 収 セ ル 又 は 凝 縮 水 槽 の 液 位 

凝
縮
水
回
収
セ
ル
液
位

※
4  

0～
5k
Pa

 
0
.5
～

2k
Pa

 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

蒸
気

が
冷

却
さ

れ
凝

縮
水

が
発

生
し

て

い
る
こ
と
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可

能
と
す
る
。
 

2 
－
 

－
 

○
 

○
 

－
 

0～
15
kP
a 

0～
1.
05
kP
a※

7  
6 

－
 

0～
20
kP
a 

0～
0.
85
kP
a 

2 
－
 

0～
1k
Pa

※
5  

0～
2k
Pa

※
7  

－
 

9 

凝
縮
水
槽
液
位
 

液
位
：
0
～

80
k
P
a
 

密
度
：
0
～

5k
P
a
 

液
位
：
0
～

64
.
9
5
k
P
a※

7  

密
度
：
2
.
6
1
5
～

4
.0
66
kP
a 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

蒸
気

が
冷

却
さ

れ
凝

縮
水

が
発

生
し

て

い
る
こ
と
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可

能
と
す
る
。
 

2  
－
 

－
 

○
 

○
 

－
 

液
位
：
0
～

64
.
9
1
k
P
a※

6  

密
度
：
2
.
5
8
1
～

4
.0
14
kP
a※

6  

－
 

2 

［
貯
槽
等
液
位
］

※
2  

「
②
 貯

槽
等
の
液
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
凝
縮
器
出
口
排
気
温
度
］

※
2  

「
③
凝
縮
器
出
口
の
排
気
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

⑦ 膨 張 槽 の

液 位 

膨
張
槽
液
位
 

0
～

1
0
m
 

0
～

2
.
0
7
1
m
※

7  
ロ
ー
プ
式
 

通
水
配
管
に
損
傷
が
無
く
，
内
部
ル
ー
プ

へ
の

通
水

作
業

が
開

始
で

き
る

こ
と

を

判
断

す
る

た
め

,
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

1
4 

－
 

－
 

×
 

※
3
 

－
 

－
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
［
 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
 

※
3
 
設
備
の
健
全
性
確
認
時
の
み
に
計
測
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
り
，
継
続
監
視
し
な
い
た
め
伝
送
し
な
い
 

※
4
 
「
⑪
漏
え
い
液
受
皿
の
液
位
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
5
 

小
計

測
範

囲
を

示
す

。
大

計
測

範
囲

は
0
～

1
3
.
4
4
k
P
a
で

あ
り

，
常

設
計

器
が

計
測

範
囲

を
超

過
し

た
場

合
，

可
搬

型
計

器
で

計
測

す
る

 

※
6
 

小
計

測
範

囲
を

示
す

。
大

計
測

範
囲

は
0
～

6
4
.
95
k
P
a
,
 
密
度
：
2
.
5
8
1
～

4
.
0
6
6
k
P
a
で

あ
り

，
常

設
計

器
が

計
測

範
囲

を
超
過
し
た
場
合
，
可
搬
型
計
器
で
計
測
す
る
 

※
7
 

大
変
動
範
囲
を
示
す
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第
1
.
1
0
－
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
５
／
1
8
）
 

 

 
(２

) 
冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
は
「

(３
) 

放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
で
あ
り
、

設
計
基
準
対
象
の
施
設
の
計
測
制
御
設
備
は
「

(１
) 

臨
界
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
」
 

及
び

「
(４

) 
有
機
溶

媒
等

に
よ
る
火

災
又
は
爆

発
に
対
処

す
る
た
め

の
設
備
」

の
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
及
び
「

(３
) 

放
射
線

分
解
に
よ

り
発
生
す

る
水
素
に

よ
る
爆
発

に
対
処
す

る
た
め
の

設
備
」
の

設
計
基
準
対
象
の
施
設
の
計
測
制
御
設
備
と
兼

用
す
る
設
備
 

※
3
 
「

(３
) 

放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
4
 
「
⑥
凝
縮
水
回
収
セ
ル
の
液
位
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
5
 
設
備
の
健
全
性
確
認
時
の
み
に
計
測
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
り
，
継
続
監
視
し
な
い
た
め
伝
送
し
な
い
 

※
6
 
内
部
ル
ー
プ
通
水
作
業
の
判
断
を
行
う
対
象
は
，
分
離
建
屋
の
分
離
建
屋
内
部
ル
ー
プ

1
 

※
7
 

小
計
測
範
囲
を
示
す
。

大
計
測
範
囲
は
-
1
2
～

3
k
P
a
で
あ
り
，
常
設
計
器
が
計
測
範
囲
を
超
過
し
た
場
合
，
可
搬
型
計
器
で
計
測
す
る
 

※
8
 

大
変
動
範
囲
を
示
す
 

 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

設
計
基
準
対

象
の
施
設
の

計
測
制
御
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

制
御

室
及

び

緊
急

時
対

策

所
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

⑧ 内 部 ル ー

プ 通 水 及 び

冷 却 コ イ ル

内
部
ル

ー
プ
通
水
圧
力
 

冷
却

コ
イ
ル
圧
力
 

0～
1.
6M
Pa
 

0
～

0
.
8
M
P
a
 

圧
力
式
 

通
水
配
管
に
損
傷
が
無
く
，
冷
却

コ
イ
ル

等
又

は
内

部
ル

ー
プ

へ
の

通
水

作
業

が

開
始
で
き
る
こ
と
を
判
断
す
る
た
め
，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を

監
視
可
能
と
す
る
。

※
6  

1
8 

－
 

－
 

×
 

※
5
 

－
 

－
 

⑨ セ ル 導 出 経

路 の 圧 力 

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

※
2  

-
5～

1
0k

Pa
 

-
5～

1
0k

Pa
※

8  

圧
力
式
 

セ
ル

導
出

時
に

お
け

る
導

出
経

路
の

状

態
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想

定
さ
れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
 

る
。
 

1
0 

－
 

－
 

○
 

〇
 

－
 

-
2.
5～

0
kP
a※

7  
エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

－
 

1
0
 

⑩ 導 出 先 セ

ル の 圧 力 

導
出
先
セ
ル
圧
力

※
3  

-
5
～

5
k
P
a 

-
4.
7～

3
kP
a※

8  
圧
力
式
 

導
出

先
セ

ル
の

重
大

事
故

時
に

想
定

さ

れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

1
6 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑪ 漏 え い 液

受 皿 の 液 位 

漏
え
い
液
受
皿
液
位

※
4  

0～
5k
Pa
 

0～
4.
69
8k
Pa
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

セ
ル

内
漏

え
い

の
有

無
を

確
認

す
る

た

め
，
漏
え
い
液
受
皿
の
重
大
事
故
時
に
想
 

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を
監

視
可

能
と

す

る
。
 

2 

－
 

－
 

×
 

※
5
 

〇
 

－
 

0～
15
kP
a 

0～
15
kP
a※

8  
1
4 

0～
20
kP
a 

0～
13
.4
4k
Pa
 

2 

⑫ 排 水 の

線 量 

排
水
線
量
 

1
E
-
1
～
1
E
+
6
μ
S
v
/
h
 

1
E
-
1
～
1
E
+
6
μ
S
v
/
h
 

半
導
体
検
出
器
 

通
水

ラ
イ

ン
の

循
環

運
転

開
始

判
断

の

た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

1
0 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑬ 凝 縮 器 通

水 の 流 量 

凝
縮

器
通
水
流
量
 

0～
40
.7
m3
/h
 

0～
6m

3 /
h 

電
磁
式
 

凝
縮
器
通
水
流
量
の
調
整
／
冷
却
水
供
 

給
が

継
続

さ
れ

て
い

る
こ

と
の

状
態

を

把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
 

れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

1
0 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

0～
10
7m

3 /
h 

0～
30

m3
/h

※
8  

1
3 

0～
57
2m

3 /
h 

0～
45

m3
/h

 
5 
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第
1
.
1
0
－
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
６
／
1
8
）
 

 

 
(２

) 
冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

設
計
基
準
対

象
の
施
設
の

計
測
制
御
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

制
御

室
及

び

緊
急

時
対

策

所
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

⑭ 冷 却 コ イ ル 通 水 の 流 量 

冷
却
コ

イ
ル
通
水
流
量
 

0～
5.

1×
1
0-

1  
m3
/h
 

0～
5.

1×
1
0
-
1  
m3
/h

※
2  

電
磁
式
 

冷
却

水
供

給
が

継
続

さ
れ

て
い

る
こ

と

の
監
視
及
び
冷
却
水
通
水
流
量
を
調
整
 

す
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

3
3 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

0～
2.
7 
m3
/h
 

0～
2.
7 
m3
/h

※
8  

4
2 

0～
7.

2×
1
0-

1  
m3
/h
 

0～
7.

2×
1
0
-
1  
m3
/h

※
8  

3
9 

0～
2.

9×
1
0-

1  
m3
/h
 

0～
2.

9×
1
0
-
1  
m3
/h

※
8  

1
2 

0～
13
 m

3 /
h 

0～
13

 m
3 /
h※

8  
3
3 

⑮ 内 部 ル ー プ

通 水 の 流 量 

内
部
ル

ー
プ
通
水
流
量
 

0～
10
7 
m3
/h
 

0～
17
 m

3 /
h※

8  

電
磁
式
 

冷
却

水
供

給
が

継
続

さ
れ

て
い

る
こ

と

の
監

視
及

び
冷

却
水

通
水

流
量

を
調

整

す
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

4
3 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

0～
40
.7
 m

3 /
h 

0～
2.

9 
m3
/h

※
8  

1
4 

⑯ 貯 槽 等 注 水

の 流 量 

貯
槽

等
注
水
流
量
 

0～
15
.9
 m

3 /
h 

0～
7.

3×
1
0-

2  
m3
/h

※
8  

電
磁
式
 

貯
槽

等
注

水
流

量
の

調
整

／
貯

槽
等

へ

の
注
水
に
必
要
な
水
供
給
が
で
き
て
い
 

る
こ
と
の
成
否
判
断
を
把
握
す
る
た
め
，

重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲
 

を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

5
0 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

0～
40
.7
 m

3 /
h 

0～
1.

1×
1
0-

1  
m3
/h

※
8  

2
3 

0～
10
7 
m3
/h
 

0～
1.
9 
m3
/h

※
8  

9
4 

⑰ 建 屋 給 水 の

流 量 

建
屋
給
水
流
量
 

0～
48
0 
m3
/h
 

0～
18
0m

3 /
h 

電
磁
式
 

各
建

屋
に

供
給

す
る

冷
却

水
流

量
の

調

整
／

各
建

屋
に

必
要

な
水

供
給

が
で

き

て
い
る
こ
と
の
確
認
の
た
め
，
重
大
事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可

能
と
す
る
。
 

1
5 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 

大
変
動
範
囲
を
示
す
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第
1
.
1
0
－
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
７
／
1
8
）
 

  
(３

) 
放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

設
計
基
準
対

象
の
施
設
の

計
測
制
御
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

制
御

室
及

び
緊

急
時

対
策

所
へ

の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

① 圧 縮 空 気 自

動 供 給 貯 槽 の

圧 力 

圧
縮
空
気

自
動
供
給
貯
槽
圧
力
 

0～
1.
6M
Pa
 

0
～

0
.
9
7
M
P
a
 

圧
力
式
 

圧
縮

空
気

自
動

供
給

貯
槽

か
ら

圧
縮

空

気
が

供
給

さ
れ

て
い

る
状

態
を

把
握

す

る
た

め
，

重
大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。

 

4
 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

0～
1.
6M
Pa
 

－
 

2
 

［
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
］

※
2  

「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

② 圧 縮 空 気 自

動 供 給 ユ ニ ッ

ト の 圧 力 

圧
縮
空
気
自

動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
圧
力
 

0～
1.
6M
Pa
 

0～
0
.
9
7
M
P
a
 

圧
力
式
 

圧
縮

空
気

自
動

供
給

ユ
ニ

ッ
ト

か
ら

圧

縮
空

気
が

供
給

さ
れ

て
い

る
状

態
を

把

握
す

る
た

め
，

重
大

事
故

時
に

想
定

さ

れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す

る
。
 

2
 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

［
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
］

※
2  

「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

③ 機 器 圧 縮 空 気

自 動 供 給 ユ ニ ッ

ト の 圧 力 

機
器
圧
縮
空

気
自
動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト

圧
力
 

0～
1.
6M
Pa
 

0～
0
.
9
7
M
P
a
 

圧
力
式
 

機
器

圧
縮

空
気

自
動

供
給

ユ
ニ

ッ
ト

か

ら
圧

縮
空

気
が

供
給

さ
れ

て
い

る
状

態

を
把

握
す

る
た

め
，

重
大

事
故

時
に

想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を
監

視
可

能
と

す

る
。
 

6
 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

［
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
］

※
2  

「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

④ 圧 縮 空 気 手 動 供

給 ユ ニ ッ ト 接 続 系

統 の 圧 力 

圧
縮
空
気
手

動
供
給
ユ
ニ
ッ
ト
接
続

系
統
圧
力
 

液
位
：
0
～

80
k
P
a
 

密
度
：
0
～

10
k
P
a
 

液
位
：
0
～

64
.
1
8
k
P
a※

4  

密
度
：
0
～

5.
2
9
6
k
P
a※

4  
エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

圧
縮

空
気

手
動

供
給

ユ
ニ

ッ
ト

接
続

系

統
が

健
全

で
あ

り
，

掃
気

開
始

可
能

で

あ
る

か
の

判
断

に
用

い
る

た
め

，
重

大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監

視
可
能
と
す
る
。
 

6
 

－
 

－
 

×
 

※
3
 

○
 

－
 

［
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
］

※
2  

「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
［
 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
 

※
3
 
設
備
の
健
全
性
確
認
時
の
み
に
計
測
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
り
，
継
続
監
視
し
な
い
た
め
伝
送
し
な
い
 

※
4
 

大
変
動
範
囲
を
示
す
 

  
 

2683



 
 

 
 

第
1
.
1
0
－
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
８
／
1
8
）
 

  
(３

) 
放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

設
計
基
準
対

象
の
施
設
の

計
測
制
御
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

制
御

室
及

び
緊

急
時

対
策

所
へ

の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

⑤ 貯 槽 掃 気 圧 縮 空 気 の 流 量 

貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
 

0～
0.
9 
m3
/h
 

［
n
or

ma
l］

 

0～
0.
5 
m3
/h
 

［
n
or

ma
l］

 

熱
式
 

発
生

防
止

対
策

及
び

拡
大

防
止

対
策

の

成
否

判
断

／
水

素
掃

気
機

能
が

維
持

さ

れ
て
い
る
こ
と
の
監
視
／
拡
大
防
止
対
 

策
の

開
始

判
断

に
用

い
る

た
め

，
重

大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監

視
可
能
と
す
る
。
 

7
3 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

0～
1.
2 
m3
/h
 

［
n
or

ma
l］

 

0～
0.
7 
m3
/h
 

［
n
or

ma
l］

 
2
3 

－
 

0～
3 
m3
/h
 

［
n
or

ma
l］

 

0～
1.
6 
m3
/h
 

［
n
or

ma
l］

 
8
2 

－
 

0～
6 
m3
/h
 

［
n
or

ma
l］

 

0～
3.
0 
m3
/h
 

［
n
or

ma
l］

 
9
 

－
 

0～
30
 m

3 /
h 

［
n
or

ma
l］

 

0～
10
 m

3 /
h 

［
n
or

ma
l］

 
2
3 

－
 

0～
60
 m

3 /
h 

［
n
or

ma
l］

 

0～
32
 m

3 /
h 

［
n
or

ma
l］

 
1
4 

－
 

0
.2
5～

0
.8
 m

3 /
h 

［
n
or

ma
l］

※
4  

0～
32
 m

3 /
h 

［
n
or

ma
l］

※
5  

面
積
式
 

－
 

4
9
 

［
水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
の
圧

力
］

※
2  

「
⑥
水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

[
か
く
は
ん
系
統
圧
縮
空
気
圧
力
]
 

※
2  

「
⑦
か
く
は
ん
系
統
圧
縮
空
気
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

[
セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
流
量
]
 ※

2  
「
⑧
セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
［
 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
 

※
3
 
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
供
給
元
貯
槽
圧
力
を
示
す
 

※
4
 

小
計
測
範
囲
を
示
す
。

大
計
測
範
囲
は

0
.
2
5
～

4
5
 
m
3 /
h
［
n
o
r
m
a
l
］
で
あ
り
，
常
設
計
器
が
計
測
範
囲
を
超
過
し
た
場
合
，
可
搬
型
計
器
で
計
測
す
る
 

※
5
 

大
変
動
範
囲
を
示
す
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第
1
.
1
0
－
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
９
／
1
8
）
 

(３
)

放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）

分
類
 

重
要
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

設
計
基
準
対

象
の
施
設
の

計
測
制
御
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

制
御

室
及

び
緊

急
時

対
策

所
へ

の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

⑥ 水 素 掃 気 系 統

圧 縮 空 気 の 圧 力

水
素
掃
気
系
統
圧
縮
空
気
の
圧
力
 

0～
1.
6M

Pa
 

0
～

0
.
9
7
M
P
a
 

圧
力
式
 

水
素

掃
気

用
安

全
圧

縮
空

気
系

へ
圧

縮
空

気
が

供
給

さ
れ

て
い

る
こ

と
の

状
態
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事

故
時

に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を
監

視
可

能
と
す
る
。
 

1
0 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

0～
1.
0M
Pa

※
3  

－
 

6
 

[
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
]
 ※

2  
「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

⑦ か く は ん 系 統

圧 縮 空 気 の 圧 力

か
く
は
ん
系
統
圧
縮
空
気
圧
力
 

0～
1.
6M
Pa
 

0～
0
.
9
7
M
P
a
 

圧
力
式
 

か
く

は
ん

用
安

全
圧

縮
空

気
系

へ
圧

縮
空

気
が

供
給

さ
れ

て
い

る
こ

と
の

状
態
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故
時

に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を
監

視
可

能
と
す
る
。
 

6
 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

[
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
]
 ※

2  
「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

⑧ セ ル 導 出 ユ ニ

ッ ト の 流 量

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
流
量

0～
35
 m

3 /
h 

［
n
or

ma
l］

 

0～
24
.3
5 
m3
/h

［
n
or

ma
l］

※
4  

熱
式
 

機
器

へ
の

圧
縮

空
気

供
給

の
成

否
判

断
を
把
握
す
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可
能

と
す
る
。
 

1
2 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

0～
13
8.
6 
m3
/h
 

［
n
or

ma
l］

 

0～
13
8.
6 
m3
/h

［
n
or

ma
l
］
 

3 

[
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
]
 ※

2  
「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

⑨ 貯 槽 等 水 素

の 濃 度

貯
槽
等
水
素
濃
度
 

0～
2 5

vo
l%
 

0～
8v
ol
% 

熱
伝
導
式
 

貯
槽

等
内

の
水

素
濃

度
の

監
視

の
た

め
，

重
大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

2
1 

－
 

－
 

○
 

○
 

－
 

［
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
流
量
］

※
2  

「
⑤
貯
槽
掃
気
圧
縮
空
気
の
流
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
貯
槽
等
温
度
］

※
2  

「
⑭
貯
槽
等
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む

※
2
 
［
 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す

※
3
 

小
計

測
範

囲
を

示
す

。
大

計
測

範
囲

は
0
～

1
.
5
M
P
a
で

あ
り

，
常

設
計

器
が

計
測

範
囲

を
超

過
し

た
場

合
，

可
搬

型
計

器
で

計
測

す
る

※
4
 

大
変
動
範
囲
を
示
す
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第
1
.
1
0
－
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
10
／
1
8
）
 

 

 
(３

) 
放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

設
計
基
準
対

象
の
施
設
の

計
測
制
御
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

制
御

室
及

び

緊
急

時
対

策

所
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

⑩ セ ル 導 出 ユ

ニ ッ ト フ ィ ル

タ の 差 圧 

セ
ル
導
出
ユ
ニ
ッ
ト
フ
ィ
ル
タ
 

差
圧

※
2  

0～
1.
0k
Pa
 

0～
0.
6k
Pa
 

差
圧
式
 

セ
ル

導
出

ユ
ニ

ッ
ト

フ
ィ

ル
タ

の
目

詰

ま
り

に
よ

る
系

統
切

替
の

判
断

に
用

い

る
た

め
，

重
大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

2
0 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑪ 代 替 セ ル 排

気 系 フ ィ ル タ

の 差 圧 

代
替
セ
ル
排
気
系
 

フ
ィ
ル
タ
差
圧

※
2  

0～
1.
0k
Pa
 

0～
0.
6k
Pa
 

差
圧
式
 

代
替

セ
ル

排
気

系
フ

ィ
ル

タ
の

目
詰

ま

り
に

よ
る

系
統

切
替

の
判

断
に

用
い

る

た
め

，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ
る

変

動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

2
0 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑫ セ ル 導 出 経

路 の 圧 力 

セ
ル
導
出
経
路
圧
力

※
3  

-
5～

1
0k

Pa
 

-
4.
7～

3
kP
a※

9  

圧
力
式
 

セ
ル

導
出

時
に

お
け

る
導

出
経

路
の

状

態
を

把
握

す
る

た
め

，
重

大
事

故
時

に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可
能

と

す
る
。
 

4
 

－
 

－
 

○
 

○
 

－
 

-
2.
5～

0
kP
a※

6  
エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

－
 

4 

⑬ 導 出 先

セ ル の 圧

力 

導
出
先
セ
ル
圧
力

※
2  

-
5
～

5
k
P
a 

-
4.
7～

0
.5
kP
a 

圧
力
式
 

導
出

先
セ

ル
の

重
大

事
故

時
に

想
定

さ

れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

1
6 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑭ 貯 槽 等 の 温 度 

貯
槽
等
温
度

※
5  

0～
13

0℃
 

2
9～

1
3
0
℃
 

熱
電
対
 

発
生

防
止

対
策

及
び

拡
大

防
止

対
策

に

お
け

る
貯

槽
等

の
温

度
監

視
の

た
め

，

重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲
 

を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

7
0 

－
 

1
8 

○
 

－
 

○
 

0～
10
0℃

※
7  

－
 

3
7
 

0～
13

0℃
 

測
温
抵
抗
体
 

2
2 

－
 

0～
10
0℃

※
8  

－
 

1
1
 

[
貯
槽
等
水
素
濃
度

] 
※

4  
「
⑨
貯
槽
等
水
素
の
濃
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
「

(２
) 

冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
3
 
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
は
「

(２
) 

冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
で
あ
り
、
設
計
基
準
対
象
の
施
設
の
計
測
制
御
設
備
は
「

(１
) 

臨
界
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
」
の
常
設
重
大
事
故
 

等
対
処
設
備
及
び
「

(２
) 

冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
の

設
計
基
準
対
象
の
施
設
の
計
測
制
御
設
備
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
4
 
［
 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
 

※
5
 
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
は
「

(２
) 

冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る

蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
で
あ
り
、
設
計
基
準
対
象
の
施
設
の
計
測
制
御
設
備
は
「

(４
) 

有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
 

の
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
及
び
「

(２
) 

冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
の

設
計
基
準
対
象
の
施
設
の
計
測
制
御
設
備
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
6
 

小
計
測
範
囲
を
示
す
。

大
計
測
範
囲
は
-
1
2
～

2
k
P
a
で
あ
り
，

常
設
計
器
が
計
測
範
囲
を
超
過
し
た
場
合
，
可
搬
型
計
器
で
計
測
す
る
 

※
7
 

小
計
測
範
囲
を
示
す
。

大
計
測
範
囲
は

0
～
2
0
0
℃
で
あ
り
，
常
設
計
器
が
計
測
範
囲
を
超
過
し
た
場
合
，
可
搬
型
計
器
で
計
測
す
る
 

※
8
 

小
計
測
範
囲
を
示
す
。

大
計
測
範
囲
は

0
～
1
5
0
℃
で
あ
り
，
常
設
計
器
が
計
測
範
囲
を
超
過
し
た
場
合
，
可
搬
型
計
器
で
計
測
す
る
 

※
9
 

大
変
動
範
囲
を
示
す
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第
1
.
1
0
－
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
11
／
1
8
）
 

 

 
(４

) 
有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

制
御

室
及

び

緊
急

時
対

策

所
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

① プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 供 給

槽 の 液 位 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
 

供
給
槽
液
位

※
3  

0
～

3
3
.
2
7
k
P
a
 

0
.
4
0
～
3
1
.
7
3
k
P
a
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

濃
縮
缶
へ
の
供
給
停
止
の
判
断
に

用
い

る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ

れ
る

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

－
 

1
 

－
 

○
 

○
 

－
 

［
供
給
槽
ゲ
デ
オ
ン
流
量
］

※
2  

0～
0.
14
m3
/h
 

0～
0.
12
m3
/
h
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
供
給
槽
の
液
位

に
よ
り
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
へ
の
供

給
が
停
止
し
て
い
る
こ
と
を
判
断
す
る

た
め
，
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
供
給
槽

ゲ
デ
オ
ン
の
流
量
計
の
指
示
値
が
ゼ
ロ

で
あ
る
こ
と
を
確
認
可
能
と
す
る
。
 

－
 

1
 

－
 

○
 

〇
 

－
 

② プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 加 熱 蒸

気 の 温 度 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
加
熱
蒸
気
温

度
 

0
～

1
5
0
℃
 

4
0
～
1
4
3
℃
 

測
温
抵
抗
体
 

加
熱
蒸
気
の
停
止
の
判
断
に
用
い
る
た

め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変
動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

－
 

2
 

－
 

○
 

－
 

○
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力
］

※
2  

「
③
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
温

度
］

※
2  

「
④
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
温

度
］

※
2  

「
⑤
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
［
 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
 

※
3
 
「

(２
) 

冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
の
設
計
基
準
対
象
の
施
設
の
計
測
制
御
設
備
と
兼
用
す
る
設
備
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第
1
.
1
0
－
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
12
／
1
8
）
 

 

 
(４

) 
有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

制
御

室
及

び

緊
急

時
対

策

所
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

③ プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 の 圧 力 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力
 

-
2
4
～

2
k
P
a
 

-
2
～
2
k
P
a
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

拡
大
防
止
対
策
が
機
能
し
て
い
る
こ
と

の
確
認
に
用
い
る
た
め
，
拡
大
防
止
対

策
の
実
施
（
事
象
発
生
の
検
知
か
ら
約

５
秒
）
の
後
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲

を
監
視
可
能
と
す
る
。
な
お
，
事
象
発

生
か
ら
約
３
秒
ま
で
は
計
測
範
囲
を
超

え
る
が
，
監
視
開
始
以
前
の
状
態
で
あ

る
た
め
，
要
求
は
満
足
す
る
。
 

ま
た
，
事
象
発
生
の
判
断
／
濃
縮
缶
へ

の
供
給
停
止
の
実
施
／
加
熱
蒸
気
の
停

止
着
手
の
判
断
／
貯
留
設
備
に
よ
る
放

射
性
物
質
の
貯
留
の
実
施
判
断
に
用
い

る
際
は
，
計
測
範
囲
内
に
警
報
設
定
値

を
設
け
，
こ
の
警
報
の
発
報
に
基
づ
き

判
断
・
動
作
を
行
う
た
め
，
要
求
は
満

足
す
る
。
 

－
 

1
 

－
 

○
 

○
 

－
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
温

度
］

※
2  

「
④
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
温

度
］

※
2  

「
⑤
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
［
 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
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第
1
.
1
0
－
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
13
／
1
8
）
 

(４
)

有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

制
御

室
及

び
緊

急
時

対
策

所
へ

の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

④ プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 気 相 部 の 温 度

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
 

気
相
部
温
度
 

0
～

2
0
0
℃
 

1
0
0
～

2
0
0
℃
 

熱
電
対
 

拡
大
防
止
対
策
が
機
能
し
て
い
る
こ
と

の
確
認
に
用
い
る
た
め
，
拡
大
防
止
対

策
の
実
施
（
事
象
発
生
の
検
知
か
ら
約

５
秒
）
の
後
に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲

を
監
視
可
能
と
す
る
。
な
お
，
事
象
発

生
か
ら
約
３
秒
ま
で
は
計
測
範
囲
を
超

え
る
が
，
監
視
開
始
以
前
の
状
態
で
あ

る
た
め
，
要
求
は
満
足
す
る
。
 

ま
た
，
事
象
発
生
の
判
断
／
濃
縮
缶
へ

の
供
給
停
止
の
実
施
／
加
熱
蒸
気
の
停

止
着
手
の
判
断
／
貯
留
設
備
に
よ
る
放

射
性
物
質
の
貯
留
の
実
施
判
断
に
用
い

る
際
は
，
計
測
範
囲
内
に
警
報
設
定
値

を
設
け
，
こ
の
警
報
の
発
報
に
基
づ
き

判
断
・
動
作
を
行
う
た
め
，
要
求
は
満

足
す
る
。

－
 

1
 

－
 

○
 

－
 

○
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力
］

※
2  

「
③
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
温

度
］

※
2  

「
⑤
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
液
相
部
の
温
度
」
を

監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

⑤ プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 液 相 部 の 温 度

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
 

液
相
部
温
度

※
3  

0
～

2
0
0
℃
 

1
0
0
～

1
3
7
℃
 

熱
電
対
 

拡
大
防
止
対
策
が
機
能
し
て
い
る
こ
と

の
確
認
に
用
い
る
た
め
，
重
大
事
故
時

に
想
定
さ
れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能

と
す
る
。
 

ま
た
，
事
象
発
生
の
判
断
／
濃
縮
缶
へ

の
供
給
停
止
の
実
施
／
加
熱
蒸
気
の
停

止
着
手
の
判
断
／
貯
留
設
備
に
よ
る
放

射
性
物
質
の
貯
留
の
実
施
判
断
に
用
い

る
際
は
，
計
測
範
囲
内
に
警
報
設
定
値

を
設
け
，
こ
の
警
報
の
発
報
に
基
づ
き

判
断
・
動
作
を
行
う
た
め
，
要
求
は
満

足
す
る
。
 

－
 

1
 

－
 

○
 

－
 

○
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
圧
力
］

※
2  

「
③
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

［
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
温

度
］

※
2  

「
③
 プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
濃
縮
缶
気
相
部
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
。
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む

※
2
 
［
 
］
は
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す

※
3
 
「

(３
) 

放
射
線
分
解
に
よ
り
発
生
す
る
水
素
に
よ
る
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
の

設
計
基
準
対
象
の
施
設
の
計
測
制
御
設
備
と
兼
用
す
る
設
備
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第
1
.
1
0
－
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
14
／
1
8
）
 

 

 
(４

) 
有
機
溶
媒
等
に
よ
る
火
災
又
は
爆
発
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え

方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

常
設
重
大
事

故
等
対
処
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー

個
数

※
1  

制
御

室
及

び
緊

急
時

対
策

所
へ

の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

⑥ 廃 ガ ス 貯

留 槽 の 圧 力 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
圧
力

※
2  

0
～

1
M
P
a
 

0
～

0
.
5
M
P
a
 

圧
力
式
 

廃
ガ
ス
貯
留
設
備
に
よ
る
放
射
性
物
質

の
貯
留
に
使
用
す
る
設
備
を
用
い
た
対

応
／
放
出
低
減
対
策
の
判
断
に
用
い
る

た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
変

動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

－
 

1
4
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑦ 廃 ガ ス 貯

留 槽 の 入 口

流 量 

廃
ガ
ス
貯
留
槽
入
口
流
量

※
2  

0～
13
6 
m3
/h
 

［
n
or

ma
l］

 

0～
13
6 
m3
/h

［
n
or

ma
l
］
 

差
圧
式
 

廃
ガ
ス
貯
留
設
備
に
よ
る
放
射
性
物
質

の
貯
留
に
使
用
す
る
設
備
を
用
い
た
対

応
に
用
い
る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想

定
さ
れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す

る
。
 

－
 

2
 

－
 

○
 

〇
 

－
 

⑧ 廃 ガ ス 洗 浄

塔 の 入 口 圧 力 

廃
ガ
ス
洗
浄
塔
入
口
圧
力

※
3  

-
3
.
5
～
3
k
P
a
 

-
3
.
5
～
0
k
P
a
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

廃
ガ

ス
洗

浄
塔

の
状

態
を

把
握

す
る

た

め
，

重
大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

－
 

2
 

－
 

○
 

〇
 

－
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
「

(１
) 

臨
界
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
3
 
「

(１
) 

臨
界
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
」
の
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
及
び
「

(２
) 

冷
却
機
能
の
喪
失
に
よ
る
蒸
発
乾
固
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
」
の
設
計
基
準
対
象
の
施
設
の
計
測
制
御
設
備
と
兼
用
す
る
設
備
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第

1
.
1
0
－
1
0
－
１
表
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
1
5
／
1
8
）
 

 

 
(５

) 
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

設
計
基
準
対

象
の
施
設
の

計
測
制
御
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

制
御

室
及

び

緊
急

時
対

策

所
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

① 燃 料 貯 蔵 プ ー ル 等 の 水 位 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
位
 

0～
11
.5
ｍ

 

0～
11

.5
ｍ
 

超
音
波
式
 

燃
料

が
冠

水
し

て
い

る
こ

と
の

確
認

／

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

へ
の

注
水

の
開

始
・

停
止

判
断

／
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

等

へ
の

注
水

の
成

否
判

断
／

対
策

の
移

行

判
断

／
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

等
の

水
位

監

視
の

た
め

，
超

音
波

式
は

重
大

事
故

時

に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を
監

視
可

能

と
す
る
。
 

な
お
，
メ
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
は
重

大
事
 

故
等

発
生

初
期

の
水

位
は

基
本

的
に

は

左
記
計
測
範
囲
（

2ｍ
）
内
で
変
動
す
る

こ
と

，
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

の
水

面
に

揺

ら
ぎ

等
が

な
け

れ
ば

超
音

波
式

を
使

用

し
て

計
測

す
る

こ
と

か
ら

，
プ

ロ
セ

ス

変
動

範
囲

が
計

測
範

囲
を

上
回

っ
て

い

て
も
要
求
は
満
足
す
る
。
 

〔
携
行
型
〕
 

3  
－
 

－
 

×
 

※
2
 

－
 

－
 

1
1～

1
2ｍ

※
3  

－
 

9
 

0
～

2
ｍ
 

メ
ジ
ャ
ー
 

2
 

－
 

0～
11

.5
ｍ
 

電
波
式
 

燃
料

が
冠

水
し

て
い

る
こ

と
の

確
認

／

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

へ
の

注
水

の
開

始
・

停
止

判
断

／
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

等

へ
の
注
水
の
成
否
判
断
／
対
策
の

移
行
 

判
断

／
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

等
の

水
位

監

視
の

た
め

，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ

る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る

。
 

〔
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
〕
 

3 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

エ
ア
パ
ー
ジ
式
 

1
2
 

② 燃 料 貯 蔵 プ ー ル 等

の 温 度 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
水
温
 

0
～

1
0
0
℃
 

2
5
～
1
0
0
℃
 

サ
ー
ミ
ス
タ
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

の
水

温
を

監
視

す

る
た

め
，

重
大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。

 

〔
携
行
型
〕
 

3
 

－
 

－
 

×
 

※
2
 

－
 

－
 

測
温
抵
抗
体
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

の
水

温
を

監
視

す

る
た
め
，
重
大
事
故
時
に
想
定
さ

れ
る
 

変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
〕
 

1
2 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

熱
電
対
 

－
 

9
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
携
行
型
の
計
器
に
よ
る
確
認
の
た
め
伝
送
し
な
い
。
伝
送
は
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
の
計
器
に
よ
り
行
う
 

※
3
 
常
設
計
器
が
計
測
範
囲
を
超
過
し
た
場
合
，
可
搬
型
計
器
で
計
測
す
る
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第
1
.
1
0
－
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
16
／
1
8
）
 

(５
)

使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
（
つ
づ
き
）

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

設
計
基
準
対

象
の
施
設
の

計
測
制
御
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

制
御

室
及

び

緊
急

時
対

策

所
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

③ 代 替 注 水

設 備 の 流 量

代
替
注
水
設
備
流
量
 

0
～

2
4
0
m
3 /
h 
 

0～
24
0m

3 /
h 

電
磁
式
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

へ
の

注
水

量
の

確

認
／

水
供

給
が

継
続

さ
れ

て
い

る
こ

と

の
監

視
の

た
め

，
重

大
事

故
時

に
想

定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監
視

可
能

と
す

る
。

3
 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

④ ス プ レ イ

設 備 の 流 量

ス
プ
レ
イ
設
備
流
量

0
～

1
1
4
m
3 /
h 

0～
11

4m
3 /
h 

電
磁
式

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
へ

の
供

給
流

量
の

監

視
の

た
め

，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ

る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。

3
6 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

⑤ 空 間 の 線 量 率

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
空
間
線
量
率

※
4  

1
E-
1～

1
E+
6μ

S
v/
h 

5
E
+
1
～
7
.
3
E
+
8
μ
S
v
/
h
 

半
導
体
検
出
器
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

の
線

量
率

を
監

視

す
る

た
め

，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ

る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
携
行
型
〕

2
 

－
 

－
 

×
 

※
2

－
 

－
 

1
E+
3～

1
E+
9μ

S
v/
h 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

の
線

量
率

を
監

視

す
る

た
め

，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ

る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
〕

2
 

－
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

1
E-
1～

1
E+
4μ

S
v/
h※

5  
－
 

4
 

⑥ 燃 料 貯

蔵 プ ー ル

の 状 態

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態
（
監
視
カ

メ
ラ
）

※
4

－
 

－
 

－
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

の
状

態
を

監
視

可

能
と
す
る
。
 

1
2 

7 
－
 

×
 

※
3

－
 

－
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む

※
2
 
携
行
型
の
計
器
に
よ
る
確
認
の
た
め
伝
送
し
な
い
。
伝
送
は
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
の
計
器
に
よ
り
行
う

※
3
 
映
像
信
号
の
た
め
伝
送
し
な
い

※
4
「

(６
) 

工
場
等
外
へ
の
放
射
性
物
質
等
の
放
出
を
抑
制
す
る
た
め
の

設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備

※
5
 
常
設
計
器
が
計
測
範
囲
を
超
過
し
た
場
合
，
可
搬
型
計
器
で
計
測
す
る
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第
1
.
1
0
－
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
17
／
1
8
）
 

 

 
(６

) 
工
場
等
外
へ
の
放
射
性
物
質
等
の
放
出
を
抑
制
す
る
た
め
に
必
要
な
計
装
設
備
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

設
計
基
準
対

象
の
施
設
の

計
測
制
御
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

制
御

室
及

び

緊
急

時
対

策

所
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

① 放 水 砲

の 流 量 

放
水
砲
流
量

※
5  

0～
18

00
m3
/h
 

0～
90
0m

3 /
h 

電
磁
式
 

可
搬

型
放

水
砲

の
放

水
量

を
監

視
す

る

た
め

，
重

大
事

故
に

想
定

さ
れ

る
変

動

範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

2
1 

－
 

－
 

×
 

※
2
 

－
 

－
 

② 放 水 砲

の 圧 力 

放
水
砲
圧
力

※
5  

0～
1.
6M
Pa
 

0～
1.
2M
Pa
 

圧
力
式
 

放
水

時
の

圧
力

を
監

視
す

る
た

め
，

重

大
事

故
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
を

監

視
可
能
と
す
る
。
 

1
4 

－
 

－
 

×
 

※
2
 

－
 

－
 

③ 空 間 の 線 量 率 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
空
間
線
量
率

※
4  

1
E-
1～

1
E+
6μ

S
v/
h 

5
E
+
1
～
7
.
3
E
+
8
μ
S
v
/
h
 

半
導
体
検
出
器
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

の
線

量
率

を
監

視

す
る

た
め

，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ

る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
携
行
型
〕
 

2
 

－
 

－
 

×
 

※
2
 

－
 

－
 

1
E+
3～

1
E+
9μ

S
v/
h 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

の
線

量
率

を
監

視

す
る

た
め

，
重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ

る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す
る
。〔

パ

ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
〕
 

2
 

－
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

1
E-
1～

1
E+
4μ

S
v/
h※

6  
－
 

4
 

④ 燃 料 貯

蔵 プ ー ル

の 状 態 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
等
状
態
（
監
視
カ

メ
ラ
）

※
4  

－
 

－
 

－
 

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
等

の
状

態
を

監
視

可

能
と
す
る
。
 

1
2 

7 
－
 

×
 

※
3
 

－
 

－
 

⑤ 建 屋 内 の

線 量 率 

建
屋
内
線
量
率
 

1
E+
0～

3
E+
5μ

S
v/
h 

2
.5
E+
5～

3
E+
5μ

S
v/
h 

半
導
体
検
出
器
 

建
屋

内
の

線
量

率
を

監
視

す
る

た
め

，

重
大

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲

を
監
視
可
能
と
す
る
。
 

1
0 

－
 

－
 

〇
 

－
 

－
 

1
E-
1～

1
E+
4μ

S
v/
h※

6  
－
 

6
1
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む
 

※
2
 
情
報
把
握
計
装
設
備
の
接
続
が
放
出
抑
制
対
策
の
柔
軟
性
を
損
な
う
こ
と
か
ら
伝
送
し
な
い
 

※
3
 
映
像
信
号
の
た
め
伝
送
し
な
い
 

※
4
「

(５
) 
使

用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却
等
の
た
め
の
設
備
」
と
兼
用
す
る
設
備
 

※
5
「
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
加
工
施
設
」
と
共
用
す
る
設
備
 

※
6
 
常
設
計
器
が
計
測
範
囲
を
超
過
し
た
場
合
，
可
搬
型
計
器
で
計
測
す
る
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第
1
.
1
0
－
1
0
－
１
表
 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
18
／
1
8
）
 

(７
)

重
大
事
故
等
へ
の
対
処
に
必
要
と
な
る
水
の
供
給
に
必
要
な
計
装
設
備

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

重
大
事
故
時
に
お
け
る
 

プ
ロ
セ
ス
の
変
動
範
囲
 

計
測
方
式
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
重
大

事
故
等
対
処

設
備
個
数

※
1  

設
計
基
準
対

象
の
施
設
の

計
測
制
御
設

備
個
数
 

テ
ス
タ
ー
 

個
数

※
1  

制
御

室
及

び

緊
急

時
対

策

所
へ
の
伝
送
 

計
装
導
圧

配
管
と
の

接
続
 

温
度
計
ガ

イ
ド
管
と

の
接
続
 

① 貯 水 槽 の 水 位

貯
水
槽
水
位

※
4  

0～
10
m 

0～
67
50
mm
 

ロ
ー
プ
式

貯
水

槽
の

水
位

を
監

視
す

る
た

め
，

重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を

監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
携
行
型
〕

8
 

－
 

－
 

×
 

※
2

－
 

－
 

3
00
～

75
00
mm
 

電
波
式
 

貯
水

槽
の

水
位

を
監

視
す

る
た

め
，

重

大
事

故
時

に
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

を

監
視
可
能
と
す
る
。
 

〔
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
〕

1
2 

－
 

－
 

○
 

－
 

－
 

－
 

4
 

② 第 １ 貯 水 槽 給 水

の 流 量
第

1
貯
水
槽
給
水
流
量

※
4  

0～
18

00
m3
/h
 

0～
90
0m

3 /
h 

電
磁
式
 

大
型

移
送

ポ
ン

プ
車

か
ら

吐
出

流
量

を

監
視

す
る

た
め

，
重

大
事

故
に

想
定

さ

れ
る
変
動
範
囲
を
監
視
可
能
と
す

る
。
 

3
0 

－
 

－
 

×
 

※
3

－
 

－
 

※
1
 
故
障
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
及
び
待
機
除
外
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
む

※
2
 
携
行
型
の
計
器
に
よ
る
確
認
の
た
め
伝
送
し
な
い
。
伝
送
は
パ
ラ
メ
ー
タ
伝
送
型
の
計
器
に
よ
り
行
う

※
3
 
設
備
の
健
全
性
確
認
時
の
み
に
計
測
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
り
，
継
続
監
視
し
な
い
た
め
伝
送
し
な
い

※
4
「
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
加
工
施
設
」
と
共
用
す
る
設
備
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令和 2 年 4 月 28 日 R20 

１．11 制御室の居住性等に関する手順等 
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1.11.1 概要 

1.11.1.1 居住性を確保するための措置 

(1 )  制御室の換気を確保するための措置 

a.  代替制御建屋中央制御室換気設備による中央制御室の換

気を確保するための手順 

中央制御室送風機の機能喪失，制御建屋の換気ダクトの

破損又は全交流電源喪失により制御建屋中央制御室換気設

備の機能喪失が発生した場合には，代替中央制御室送風

機，制御建屋の可搬型ダクトによる中央制御室の換気を確

保するための手順に着手する。 

本手順では，代替中央制御室送風機，制御建屋の可搬型

ダクトの敷設による換気経路の構築並びに制御建屋の可搬

型電源ケーブル，制御建屋の可搬型分電盤及び制御建屋可

搬型発電機の設置を，実施責任者等の要員９人，建屋対策

班の班員８人の合計17人にて，事象発生後４時間以内に実

施する。 

また，火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以

上）を確認した場合には事象発生後４時間30分以内に実施

する。 

b.  代替使用済燃料受入れ・貯蔵建屋制御室換気設備による

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の換気を

確保するための手順 

制御室送風機の機能喪失，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋

の換気ダクトの破損又は全交流電源喪失により使用済燃料
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受入れ・貯蔵建屋制御室換気設備の機能喪失が発生した場

合には，代替制御室送風機，使用済燃料の受入れ施設及び

貯蔵施設の可搬型ダクトによる使用済燃料の受入れ施設及

び貯蔵施設の制御室の換気を確保するための手順に着手す

る。 

本手順では，代替制御室送風機，使用済燃料の受入れ施

設及び貯蔵施設の可搬型ダクトの敷設による換気経路の構

築並びに使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の可搬型電

源ケーブル，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の可搬

型分電盤及び使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型

発電機の設置を，実施責任者等の要員９人，建屋対策班の

班員４人の合計13人にて，事象発生後22時間30分以内に実

施する。 

 

(2 )  制御室の照明を確保する措置 

a.  中央制御室の代替照明設備による中央制御室の照明を

確保するための手順 

中央制御室の照明が機能喪失した場合には，可搬型照明

（ＳＡ）による中央制御室の照明を確保するための手順に

着手する。 

本手順では，可搬型照明（ＳＡ）の運搬及び設置を実施

責任者が常駐する中央安全監視室は建屋外対応班長を除く

実施責任者等の要員８人，建屋対策班の班員２人の合計10

人にて，事象発生後１時間10分以内に実施する。また，事
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故対処に早期にあたる必要のある建屋を管理する第３ブロ

ック及び第４ブロックは建屋外対応班長を除く実施責任者

等の要員８人，建屋対策班の班員２人の合計10人にて，事

象発生後２時間以内に実施する。残りの全ての箇所は建屋

外対応班長を除く実施責任者等の要員８人，建屋対策班の

班員４人の合計12人にて，事象発生後３時間10分以内に実

施する。 

b.  使用済燃料の受入 れ 施 設 及 び 貯 蔵 施 設 の 制 御 室 の 代替

照明設備による使 用 済 燃 料 の 受 入 れ 施 設 及 び 貯 蔵 施設

の制御室の照明を確保するための手順 

 使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の照明が

機能喪失した場合には，可搬型照明（ＳＡ）による使用済

燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の照明を確保する

ための手順に着手する。 

本手順では，可搬型照明（ＳＡ）の運搬及び設置を建屋

外対応班長を除く実施責任者等の要員８人，建屋対策班の

班員４人の合計 12 人にて，事象発生後 22 時間 30 分以内

に実施する。 

 

(3 )  制御室の酸素濃度等測定に関する措置 

a.  中央制御室の酸素及び二酸化炭素の濃度測定のための手

順 

代替制御建屋中央制御室換気設備による中央制御室の

換気運転中の場合又は共通電源車からの受電による制御
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建屋中央制御室換気設備の再循環運転中の場合には，中

央制御室内の居住性確認のため，酸素濃度及び二酸化炭

素濃度の測定の手順に着手する。 

本手順では，可搬型酸素濃度計及び可搬型二酸化炭素

濃度計による測定を，建屋外対応班長を除く実施責任者

等の要員８人，建屋対策班の班員２人の合計10人にて，

実施責任者が中央制御室内の居住性確認のため酸素濃度

及び二酸化炭素濃度の測定を必要と判断してから，約10

分以内に実施する。 

b.  中央制御室の窒素酸化物の濃度測定のための手順 

  再処理施設内で火災又は爆発により窒素酸化物の発生

が予測された場合には，中央制御室内の居住性確認のた

め，窒素酸化物濃度の測定の手順に着手する。 

  本手順では，可搬型窒素酸化物濃度計による測定を，

建屋外対応班長を除く実施責任者等の要員８人，建屋対

策班の班員２人の合計10人にて，窒素酸化物の発生が予

測され，実施責任者が窒素酸化物濃度の測定を必要と判

断してから，約10分以内に実施する。 

c.  使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の酸素及

び二酸化炭素の濃度測定のための手順 

代替使用済燃料受入れ・貯蔵建屋制御室換気設備によ

る使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の換気

運転中の場合又は共通電源車からの受電による使用済燃

料受入れ・貯蔵建屋制御室換気設備の再循環運転中の場
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合には，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室

内の居住性確認のため，酸素濃度及び二酸化炭素濃度の

測定の手順に着手する。 

  本手順では，可搬型酸素濃度計及び可搬型二酸化炭素

濃度計による測定を，建屋外対応班長を除く実施責任者

等の要員８人，建屋対策班の班員２人の合計10人にて，

実施責任者が使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制

御室内の居住性確認のため酸素濃度及び二酸化炭素濃度

の測定を必要と判断してから，約10分以内に実施する。 

d.  使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の窒素酸

化物の濃度測定のための手順 

再処理施設内で火災又は爆発により窒素酸化物の発生

が予測された場合には，使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設の制御室内の居住性確認のため，窒素酸化物濃度

の測定の手順に着手する。 

  本手順では，可搬型窒素酸化物濃度計による測定を，

建屋外対応班長を除く実施責任者等の要員８人，建屋対

策班の班員２人の合計10人にて，窒素酸化物の発生が予

測され，実施責任者が窒素酸化物濃度の測定を必要と判

断してから，約10分以内に実施する。 

(4 )  制御室の放射線計測に関する措置 

a.  中央制御室の放射線計測の手順 

  主排気筒モニタが機能喪失し，かつ，再処理施設内で

放射性物質の放出が予測される場合には，中央制御室内

2700



の居住性確認のため，放射線計測の手順に着手する。 

本手順では，ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ），ア

ルファ・ベータ線用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬型

ダストサンプラ（ＳＡ）による放射線計測を，建屋外対

応班長を除く実施責任者等の要員８人，建屋対策班の班

員２人の合計10人にて，主排気筒モニタが機能喪失し，

かつ，再処理施設内で放射性物質の放出が予測され，実

施責任者が放射線計測を必要と判断してから，約15分以

内に実施する。 

b.  使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の放射線

計測の手順 

主排気筒モニタが機能喪失し，かつ，再処理施設内で

放射性物質の放出が予測される場合には，使用済燃料の

受入れ施設及び貯蔵施設の制御室内の居住性確認のた

め，放射線計測の手順に着手する。 

本手順では，ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ），ア

ルファ・ベータ線用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬型

ダストサンプラ（ＳＡ）による放射線計測を，建屋外対

応班長を除く実施責任者等の要員８人，建屋対策班の班

員２人の合計10人にて，主排気筒モニタが機能喪失して

おり，かつ，再処理施設内で放射性物質の放出が予測さ

れ，実施責任者が放射線計測を必要と判断してから，約

15分以内に実施する。 
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1.11.1.2 制御室への汚染の持ち込みを防止するための措置  

(1 )  中央制御室の出入管理区画の設置及び運用手順 

実施責任者が重大事故等の対処を実施するための体制移

行を必要と判断した場合には，中央制御室への汚染の持ち

込みを防止するため，中央制御室の出入管理区画の設置及

び運用の手順に着手する。 

本手順では，出入管理区画設置用の資機材の搬出，可搬

型代替照明の設置，床及び壁の養生，除染エリアの設置等

を，建屋外対応班長を除く実施責任者等の要員８人，建屋

対策班の班員６人の合計14人にて，重大事故等の対処を実

施するための体制移行後，線量計貸出及び初動対応要員の

着装補助が完了する約30分後から設置を開始して，重大事

故等の対処を実施するための体制移行後１時間30分以内に

実施する。 

(2 )  使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の出入管理

区画の設置及び運用手順 

実施責任者が重大事故等の対処を実施するため使用済燃

料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室での操作を必要と判

断した場合には，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の

制御室への汚染の持ち込みを防止するため，使用済燃料の

受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の出入管理区画の設置及

び運用の手順に着手する。 

本手順では，出入管理区画設置用の資機材の搬出，可搬

型代替照明の設置，床及び壁の養生，除染エリアの設置等
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を，建屋外対応班長を除く実施責任者等の要員８人，建屋

対策班の班員２人の合計10人にて，実施責任者が重大事故

等の対処を実施するため使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵

施設の制御室での操作を必要と判断してから約１時間以内

に実施する。  

1.11.1.3 通信連絡設備及び情報把握計装設備の設置に関す

る措置 

(1 )  制御室の代替通信連絡設備の設置に関する措置

a. 中央制御室の代替通信連絡設備の設置の手順

所内携帯電話が使用できないと判断された場合には，

重大事故等に対処する建屋の屋内と屋外での通信連絡を

確保するため，代替通信連絡設備の設置の手順に着手す

る。 

操作の判断等に関わる通信連絡の手順の詳細は，

「1.14 通信連絡に関する手順等」にて整備する。 

b. 使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の代替

通信連絡設備の設置の手順

所内携帯電話が使用できないと判断された場合には，

重大事故等に対処する建屋の屋内と屋外での通信連絡を

確保するため，代替通信連絡設備の設置の手順に着手す

る。 

操作の判断等に関わる通信連絡の手順の詳細は，
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「1.14 通信連絡に関する手順等」にて整備する。  

(2 )  制御室の情報把握計装設備の設置に関する措置 

a.  中央制御室の情報把握計装設備の設置の手順 

重大事故等が発生した場合には，重大事故等に対処す

る建屋の代替計測制御設備のパラメータを収集及び表示

するため，可搬型情報収集装置及び可搬型情報表示装置

の設置の手順に着手する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順の詳細

は，「1.10 事故時の計装に関する手順等」にて整備す

る。 

b.  使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の情報

把握計装設備設置の手順 

重大事故等が発生した場合には，重大事故等に対処す

る建屋の代替計測制御設備のパラメータを収集及び表示

するため，可搬型情報収集装置及び可搬型情報表示装置

の設置の手順に着手する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順の詳細

は，「1.10 事故時の計装に関する手順等」にて整備す

る。  

 

1.11.14 自主対策に関する措置  

  重大事故等の対処を確実に実施するためフォールトツリー

分析を行った上で，対策の抽出を行った結果，内的事象によ

り全交流動力電源が喪失した場合の制御室の換気確保対策と
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して自主対策設備及び手順を以下のとおり整備する。

また，大気中に放射性よう素の浮遊が予測される場合の中

央制御室の居住性確保対策として自主対策設備及び手順，並

びに建屋対策班等が対処にあたる場合の防護具の着装手順に

ついて整備する。 

なお，以下の対策は，重大事故等対処設備を用いた対応に

係る要員に加えて，対策を実施するための要員を確保可能な

場合に着手を行うこととしているため，重大事故等対処設備

を用いた対処に悪影響を及ぼすことはない。 

(1 ) 制御建屋に接続した共通電源車からの受電による中央制御

室の換気の確保 

a. 設備

代替制御建屋中央制御室換気設備による中央制御室の

換気の確保の実施後に，制御建屋中央制御室換気設備に

損傷が確認されなかった場合には，制御建屋中央制御室

換気設備による換気の確保のため，制御建屋に共通電源

車を接続し，共通電源車からの受電により制御建屋中央

制御室換気設備を起動し，中央制御室の換気を確保する

ための手順に着手する。 

b. 手順

共通電源車からの受電により制御建屋中央制御室換気

設備を起動し，中央制御室の換気を確保する手順は以下

のとおり。 
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共通電源車の燃料を確保するため，可搬型燃料供給ホ

ースを敷設し，第２非常用ディーゼル発電機の燃料油貯

蔵タンクと共通電源車を接続する。 

共通電源車から電源を受電するため，可搬型電源ケー

ブルを敷設し，制御建屋の6.9ｋＶ非常用母線と共通電

源車を接続する。 

給電対象外の機器を隔離後，共通電源車及び中央制御

室送風機を起動する。 

本手順では，共通電源車からの受電により中央制御室

送風機の起動を実施責任者等18人，建屋対策班の班員14

人の合計32人にて，実施責任者が作業開始を判断してか

ら，１時間45分以内で実施する。 

 

(2 )  非常用電源建屋に接続した共通電源車からの受電による中

央制御室の換気の確保 

a.  設備 

  代替制御建屋中央制御室換気設備による中央制御室の

換気の確保の実施後に，制御建屋中央制御室換気設備に

損傷が確認されなかった場合には，制御建屋中央制御室

換気設備による換気の確保のため，非常用電源建屋に共

通電源車を接続し，共通電源車からの受電により制御建

屋中央制御室換気設備を起動し，中央制御室の換気を確

保するための手順に着手する。 

b.  手順 
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共通電源車からの受電により制御建屋中央制御室換気設

備を起動し，中央制御室の換気を確保する手順は以下のと

おり。 

共通電源車の燃料を確保するため，可搬型燃料供給ホー

スを敷設し，第２非常用ディーゼル発電機の燃料貯蔵タン

クと共通電源車を接続する。 

共通電源車から電源を受電するため，可搬型電源ケーブ

ルを敷設し，非常用電源建屋の6.9ｋＶ非常用主母線と共

通電源車を接続する。 

給電対象外の機器を隔離後，共通電源車を起動し，制御

建屋の6.9ｋＶ非常用母線の受電確認後，中央制御室送風

機を起動する。 

本手順では，共通電源車からの受電により制御建屋中央

制御室換気設備の起動を実施責任者等19人，建屋対策班の

班員18人の合計37人にて，実施責任者が作業開始を判断し

てから１時間45分以内で実施する。 

(3 )  使用済燃料受入れ・貯蔵建屋に接続した共通電源車からの

受電による使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室

の換気の確保 

a.  設備 

  代替使用済燃料受入れ・貯蔵建屋制御室換気設備によ

る使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の換気

の確保の実施後に，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋制御室

換気設備に損傷が確認されなかった場合には，使用済燃

2707



料受入れ・貯蔵建屋制御室換気設備による換気の確保の

ため，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋に共通電源車を接続

し，共通電源車からの受電により使用済燃料受入れ・貯

蔵建屋制御室換気設備を起動し，使用済燃料の受入れ施

設及び貯蔵施設の制御室の換気を確保するための手順に

着手する。 

b. 手順

共通電源車からの受電により使用済燃料受入れ・貯蔵建

屋制御室換気設備を起動し，使用済燃料の受入れ施設及び

貯蔵施設の制御室の換気を確保する手順は以下のとおり。

共通電源車の燃料を確保するため，可搬型燃料供給ホー

スを敷設し，ディーゼル発電機用燃料油受入れ・貯蔵所又

は第1非常用ディーゼル発電機の燃料油貯蔵タンクと共通

電源車を接続する。 

共通電源車から電源を受電するため，可搬型電源ケーブ

ルを敷設し，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋6.9ｋＶ非常用

母線と共通電源車を接続する。

給電対象外の機器を隔離後，共通電源車を起動し，制御

室送風機を起動する。 

本手順は，共通電源車からの受電により使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋制御室換気設備の起動を実施責任者等16人，

建屋対策班の班員22人の合計38人にて，実施責任者が作業

開始を判断してから１時間30分以内で実施する。 
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( 4 )  可搬型よう素フィルタの設置のための手順 

a.  設備 

大気中に放射性よう素の有意な値の検出がされる場合に

は，中央制御室へ放射性よう素の取込みを防止するため，

制御建屋中央制御室換気設備の給気口に可搬型よう素フィ

ルタを設置するための手順に着手する。 

b.  手順 

制御建屋中央制御室換気設備に可搬型よう素フィルタを

設置する手順は以下のとおり。 

中央制御室へ放射性よう素の取込みを防止するため，可

搬型よう素フィルタを給気口に接続する。 

本手順では，制御建屋中央制御室換気設備への可搬型よ

う素フィルタの設置を制御建屋対策班２人にて，実施責

任者が作業開始を判断してから約30分以内で対応可能で

ある。 

 

(5 )  防護具の着装の手順等 

a.  手順 

対処にあたる現場環境において，第1.11－１ 表に記載

の対処の阻害要因の発生が予測される場合，各対処の阻害

要因に適合する防護具を選定し，着装する。 

また,中央制御室又は使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵

施設の制御室にて，制御室の放射線計測に関する措置の対

応手順にて実施する放射線計測にて，2.6μＳｖ／ｈを上
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回る場合においても，防護具を選定し，着装する。

本手順は，防護具の着装を放射線対応班３人にて，実施

責任者が作業開始を判断してから約１時間30分以内で対応

可能である。 

【補足説明資料：1.11-6】
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1.11 制御室の居住性等に関する手順等 

方
針
目
的

重大事故等が発生した場合において，実施組織要員が制御室にとどま

るために必要な対処設備及び資機材を整備しており，この対処設備及

び資機材を活用した手順等を整備する。 

対
応
手
段
等

制
御
室
の
換
気
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置

代
替
中
央
制
御
室
送
風
機
に
よ
る
中
央
制
御
室
の
換
気
の
確
保

【着手判断】 

中央制御室送風機が機能喪失若しくは制御建屋の換

気ダクトの損傷により，制御建屋中央制御室換気設備が

機能喪失している場合又は外部電源が喪失し，第２非常

用ディーゼル発電機を運転できない場合，手順に着手す

る。 

【代替中央制御室送風機による起動】 

 制御建屋の可搬型分電盤を制御建屋内に設置し，制御

建屋可搬型発電機と代替中央制御室送風機を制御建屋

の可搬型分電盤を介して制御建屋の可搬型電源ケーブ

ルにより接続する。

制御建屋の可搬型ダクトを代替中央制御室送風機か

ら中央制御室まで敷設する。 

制御建屋可搬型発電機を起動し，その後代替中央制御

室送風機を起動する。 

 手順の成否は，制御建屋可搬型発電機及び代替中央制

御室送風機が正常に起動し，中央制御室内の酸素濃度が

19％以上，かつ，二酸化炭素濃度が 1.0％以下であるこ

とにより確認する。 

第５表 重大事故等対処における手順の概要（12／15）
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1.11 制御室の居住性等に関する手順等 

対
応
手
段
等

制
御
室
の
換
気
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置

代
替
制
御
室
送
風
機
に
よ
る
使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の
制
御
室
の
換

気
の
確
保

【着手判断】 

制御室送風機が機能喪失若しくは使用済燃料受入れ・

貯蔵建屋の換気ダクトの損傷により，使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋制御室換気設備が機能喪失している場合又

は外部電源が喪失し，第１非常用ディーゼル発電機を運

転できない場合，手順に着手する。 

【代替制御室送風機による起動】 

 使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の可搬型分電

盤を使用済燃料受入れ・貯蔵建屋に設置し，使用済燃料

の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機と代替制御室

送風機を使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の可搬

型分電盤を介して使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施

設の可搬型電源ケーブルにより接続する。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の可搬型ダクト

を代替制御室送風機から使用済燃料の受入れ施設及び

貯蔵施設の制御室まで敷設する。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機

を起動し，その後代替制御室送風機を起動する。 

手順の成否は，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

可搬型発電機及び代替制御室送風機が正常に起動し，使

用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室内の酸素

濃度が 19％以上，かつ，二酸化炭素濃度が 1.0％以下で

あることにより確認する。 
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1.11 制御室の居住性等に関する手順等 

対
応
手
段
等

制
御
室
の
照
明
を
確
保
す
る
措
置

可
搬
型
代
替
照
明
に
よ
る
中
央
制
御
室
の
照
明
の

確
保

【着手判断】 

非常用照明の損傷又は電気設備の損傷により中央制

御室の照明が使用できない場合，手順に着手する。 

【可搬型代替照明による点灯】 

可搬型代替照明を制御建屋内の保管場所から中央制

御室内に運搬し，設置する。 

可搬型代替照明を起動する。 

可搬型代替照明の点灯を確認する。 

手順の成否は，可搬型代替照明が正常に点灯し，想定

される重大事故等時に実施組織要員が中央制御室で操

作可能な照明を確保できていることにより確認する。 

対
応
手
段
等

制
御
室
の
照
明
を
確
保
す
る
措
置

可
搬
型
代
替
照
明
に
よ
る
使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の

制
御
室
の
照
明
の
確
保

【着手判断】 

非常用照明の損傷又は電気設備の損傷により使用済

燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の照明が使用

できない場合，手順に着手する。 

【可搬型代替照明による点灯】 

可搬型代替照明を使用済燃料受入れ・貯蔵建屋内の保

管場所から使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制

御室内に運搬し，設置する。 

可搬型代替照明を起動する。 

可搬型代替照明の点灯を確認する。 

手順の成否は，可搬型代替照明が正常に点灯し，想定

される重大事故等時に実施組織要員が使用済燃料の受

入れ施設及び貯蔵施設の制御室で操作可能な照明を確

保できていることにより確認する。 
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1.11 制御室の居住性等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

制
御
室
の
酸
素
等
濃
度
測
定
に
関
す
る
措
置 

中
央
制
御
室
の
酸
素
及
び
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
測
定 

【着手判断】 

代替中央制御室送風機にて中央制御室を換気してい

る場合又は共通電源車からの受電による制御建屋中央

制御室換気設備の再循環運転中の場合，手順に着手す

る。 

【可搬型酸素濃度計及び可搬型二酸化炭素濃度計によ

る測定】 

可搬型酸素濃度計及び可搬型二酸化炭素濃度計を起

動し，中央制御室内の酸素及び二酸化炭素の濃度を測定

する。 

中央制御室の酸素濃度が 19％を下回る場合又は二酸

化炭素濃度が 1.0％を上回る場合には，予備機への切替

運転や外気の取入れを開始する。 

手順の成否は，可搬型酸素濃度計及び可搬型二酸化炭

素濃度計が正常に起動し，中央制御室の酸素濃度及び二

酸化炭素濃度が活動に支障のない範囲であることによ

り確認する。 

 

中
央
制
御
室
の
窒
素
酸
化
物
の
濃
度
測
定 

【着手判断】 

再処理施設内で窒素酸化物の発生が予測される場合，

手順に着手する。 

【可搬型窒素酸化物濃度計による測定】 

可搬型窒素酸化物濃度計を起動し，中央制御室内の窒

素酸化物の濃度を測定する。 

中央制御室の窒素酸化物濃度が0.2ｐｐｍを上回る場

合には，外気の取入れを停止する。 

手順の成否は，可搬型窒素酸化物濃度計が正常に起動

し，中央制御室の窒素酸化物濃度が活動に支障のない範

囲であることにより確認する。 
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1.11 制御室の居住性等に関する手順等 

対
応
手
段
等

制
御
室
の
酸
素
等
濃
度
測
定
に
関
す
る
措
置

使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の
制
御
室
の
酸
素
及
び

二
酸
化
炭
素
の
濃
度
測
定

【着手判断】 

代替制御室送風機にて使用済燃料の受入れ施設及び

貯蔵施設の制御室を換気している場合又は共通電源車

からの受電による使用済燃料受入れ・貯蔵建屋制御室換

気設備の再循環運転中の場合，手順に着手する。 

【可搬型酸素濃度計及び可搬型二酸化炭素濃度計によ

る測定】 

可搬型酸素濃度計及び可搬型二酸化炭素濃度計を起

動し，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室内

の酸素及び二酸化炭素の濃度を測定する。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の酸

素濃度が 19％を下回る場合又は二酸化炭素濃度が

1.0％を上回る場合には，予備機への切替運転や外気の

取入れを開始する。 

手順の成否は，可搬型酸素濃度計及び可搬型二酸化炭

素濃度計が正常に起動し，使用済燃料の受入れ施設及び

貯蔵施設の制御室の酸素濃度及び二酸化炭素濃度が活

動に支障のない範囲であることにより確認する。 

使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の
制
御

室
の
窒
素
酸
化
物
の
濃
度
測
定

【着手判断】 

再処理施設内で窒素酸化物の発生が予測される場合，

手順に着手する。 

【可搬型窒素酸化物濃度計による測定】 

可搬型窒素酸化物濃度計を起動し，使用済燃料の受入

れ施設及び貯蔵施設の制御室内の窒素酸化物の濃度を

測定する。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の窒

素酸化物濃度が 0.2ｐｐｍを上回る場合には，外気の取

入れを停止する。 

手順の成否は，可搬型窒素酸化物濃度計が正常に起動

し，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の窒

素酸化物濃度が活動に支障のない範囲であることによ

り確認する。 

2715



1.11 制御室の居住性等に関する手順等 

対
応
手
段
等

制
御
室
の
放
射
線
計
測
に
関
す
る
措
置

中
央
制
御
室
の
放
射
線
計
測

【着手判断】 

主排気筒モニタが機能喪失しており，かつ，再処理施

設内で放射性物質の放出が予測される場合，手順に着手

する。 

【ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ），アルファ・ベー

タ線用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬型ダストサンプ

ラ（ＳＡ）による測定】

ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ），アルファ・ベー

タ線用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬型ダストサンプ

ラ（ＳＡ）を起動し，中央制御室内の放射性物質を測定

する。 

中央制御室の放射性物質の測定結果が2.6μＳｖ／ｈ

を上回る場合には，保護具を着装する。 

手順の成否は，ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ），

アルファ・ベータ線用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬

型ダストサンプラ（ＳＡ）が正常に起動し，中央制御室

の実効線量が活動に支障のない範囲であることにより

確認する。 
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1.11 制御室の居住性等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

制
御
室
の
放
射
線
計
測
に
関
す
る
措
置 

使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の
制
御
室
の
放
射
線
計
測 

【着手判断】 

主排気筒モニタが機能喪失しており，かつ，再処理施

設内で放射性物質の放出が予測される場合，手順に着手

する。 

【ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ），アルファ・ベー

タ線用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬型ダストサンプ

ラ（ＳＡ）による測定】 

ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ），アルファ・ベー

タ線用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬型ダストサンプ

ラ（ＳＡ）を起動し，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵

施設の制御室内の放射性物質を測定する。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の放

射性物質の測定結果が 2.6μＳｖ／ｈを上回る場合に

は，保護具を着装する。 

手順の成否は，ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ），

アルファ・ベータ線用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬

型ダストサンプラ（ＳＡ）が正常に起動し，使用済燃料

の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の実効線量が活動

に支障のない範囲であることにより確認する。 
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1.11 制御室の居住性等に関する手順等 

対
応
手
段
等

制
御
室
へ
の
汚
染
の
持
込
み
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

中
央
制
御
室
の
出
入
管
理
区
画
の
設
置
及
び
運
用

【着手判断】 

実施責任者が重大事故等の対処を実施するための体

制移行が必要と判断した場合，手順に着手する。 

【出入管理区画の設置及び運用】 

作業服の着替え，防護具の着装及び脱装，身体汚染検

査並びに除染作業ができる区画（以下「出入管理区画」

という。）設置場所の照明が確保されていない場合，可

搬型代替照明を設置する。 

出入管理区画において使用する資機材（以下「出入管

理区画用資機材」という。）を準備・移動・設置し，床・

壁等の養生シートの状態を確認する。 

各エリア間にバリア，入口に粘着マット等を設置す

る。 

簡易シャワー等を設置する。 

脱装した防護具類を回収するロール袋及びサーベイ

メータ等を必要な箇所に設置する。

手順の成否は，出入管理区画の設置が完了し，汚染管

理ができることにより確認する。 

2718



1.11 制御室の居住性等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

制
御
室
へ
の
汚
染
の
持
込
み
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置 

使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の
制
御
室
の
出
入
管
理
区
画
の
設
置
及
び
運
用 

【着手判断】 

実施責任者が重大事故等の対処を実施するための体

制移行が必要と判断した場合，手順に着手する。 

【出入管理区画の設置及び運用】 

出入管理区画設置場所の照明が確保されていない場

合，可搬型代替照明を設置する。 

出入管理区画用資機材を準備・移動・設置し，床・壁

等の養生シートの状態を確認する。 

各エリア間にバリア，入口に粘着マット等を設置す

る。 

簡易シャワー等を設置する。 

脱装した防護具類を回収するロール袋及びサーベイ

メータ等を必要な箇所に設置する。 

手順の成否は，出入管理区画の設置が完了し，汚染管

理ができることにより確認する。 
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1.11 制御室の居住性等に関する手順等 

配
慮
す
べ
き
事
項

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択

換
気
の
確
保

制御建屋中央制御室換気設備の機能喪失が発生した

場合には，中央制御室の換気を確保するための措置の対

応手順に従い，代替中央制御室送風機により，中央制御

室の換気を確保する。 

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋制御室換気設備の機能喪

失が発生した場合には，使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設の制御室の換気を確保するための措置の対応手

順に従い，代替制御室送風機により，使用済燃料の受入

れ施設及び貯蔵施設の制御室の換気を確保する。 

これらの対応手段の他に系統の健全性を確認し，対処

に必要となる要員が確保できた場合には，自主対策設備

を用いた対応を選択することができる。 

照
明
の
確
保

中央制御室の照明が使用できない場合には，可搬型代

替照明を設置し，照明を確保する。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の照

明が使用できない場合には，可搬型代替照明を設置し，

照明を確保する。 

汚
染
の
持
ち
込
み
防
止

実施責任者が重大事故等の対処を実施するための体

制移行が必要と判断した場合には，出入管理建屋玄関又

は制御建屋内搬出入口付近に出入管理区画を設置し，中

央制御室への汚染の持ち込みを防止する。 

実施責任者が使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室での操作が必要と判断した場合には，使用済燃

料受入れ・貯蔵建屋玄関口付近に出入管理区画を設置

し，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室への

汚染の持ち込みを防止する。 
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1.11 制御室の居住性等に関する手順等 

配
慮
す
べ
き
事
項

作
業
性

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加え

て，放射線環境や作業環境に応じた防護具の配備を行

い，移動時及び作業時の状況に応じて着用することとす

る。また， 

重大事故等の対処時においては，中央制御室等との連

絡手段を確保する。夜間及び停電時においては，確実に

運搬及び移動ができるように，可搬型照明を配備する。 

電
源
確
保

全交流動力電源喪失時は，制御建屋可搬型発電機又は

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機を

用いて代替中央制御室送風機又は代替制御室送風機等

へ給電する。 

燃
料
給
油

電気設備の操作の判断等に関わる手順については，第

５－１表（10／15）「電源の確保に関する手順等」にて

整備する。 

放
射
線
管
理

放
射
線
防
護

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加え

て，放射線環境や作業環境に応じた防護具の配備を行

い，移動時及び作業時の状況に応じて着用することとす

る。 

線量管理については，個人線量計を着用し，１作業当

たり 10ｍＳｖ以下とすることを目安に管理する。 

さらに，実施組織要員の作業場所への移動及び作業に

おいては，作業場所の線量率の把握及び状況に応じた対

応を行うことにより，実施組織要員の被ばく線量を可能

な限り低減する。 
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手順等 対応手段 要員 要員数 想定時間 制限時間 

制
御
室
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
等

代替中央制御室送風機による中

央制御室の換気の確保 

実施責任者等 

の要員 
９人 

４時間 

以内 
26 時間 

制御建屋対策班

の班員 
８人 

代替制御室送風機による使用済

燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室の換気の確保 

実施責任者等 

の要員 
９人 

22 時間 30 分 

以内 
163 時間 

使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋対

策班の班員 

４人 

可搬型代替照明による中央制御

室の照明の確保 

（中央制御室内の中央安全監視

室） 

実施責任者等 

の要員 
８人 

１時間 10 分 

以内 
※１

制御建屋対策班

の班員 
２人 

可搬型代替照明による中央制御

室の照明の確保 

（第３ブロック及び第４ブロッ

ク） 

実施責任者等 

の要員 
８人 

２時間 

以内 
※１

制御建屋対策班

の班員 
２人 

可搬型代替照明による中央制御

室の照明の確保 

（第１ブロック，第２ブロッ

ク，第５ブロック及び第６ブロ

ック）

実施責任者等 

の要員 
８人 

３時間 10 分

以内 
※１

制御建屋対策班

の班員 
４人 

可搬型代替照明による使用済燃

料の受入れ施設及び貯蔵施設の

制御室の照明の確保 

実施責任者等 

の要員 
８人 

22 時間 30 分 

以内 
※１

使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋対

策班の班員 

４人 

中央制御室の酸素及び二酸化炭

素の濃度測定 

実施責任者等 

の要員 
８人 

10 分 

以内 
※１

制御建屋対策班

の班員 
２人 

中央制御室の窒素酸化物の濃度

測定 

実施責任者等の

要員 
８人 

10 分 

以内 
※１

制御建屋対策班

の班員 
２人 

使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設の制御室の酸素及び二酸

化炭素の濃度測定 

実施責任者等の

要員 
８人 

10 分 

以内 
※１

使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋対

策班の班員 

２人 

使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設の制御室の窒素酸化物の

濃度測定 

実施責任者等の

要員 
８人 

10 分 

以内 
※１

使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋対

策班の班員 

２人 

第６表 重大事故等対策における操作の成立性(11/14)
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手順等 対応手段 要員 要員数 想定時間 制限時間 

制
御
室
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
等

中央制御室の放射線計測 

実施責任者等 

の要員 
８人 

15 分 

以内 
※１

制御建屋対策班

の班員 
２人 

使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設の制御室の放射線計測 

実施責任者等 

の要員 
８人 

15 分 

以内 
※１

使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋対

策班の班員 

２人 

中央制御室の出入管理区画の設

置及び運用 

実施責任者等 

の要員 
８人 

１時間 30 分 

以内 
※１

制御建屋対策班

の班員 
６人 

使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設の制御室の出入管理区画

の設置及び運用 

実施責任者等 

の要員 
８人 

１時間 

以内 
※１

使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋対

策班の班員 

２人 

中央制御室の通信連絡設備の設

置の手順 

操作の判断等に関わる通信連絡の手順の詳細

は， 「1.14 通信連絡に関する手順等」にて

整備する。 

※１

使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設の制御室の通信連絡設備

の設置の手順 

操作の判断等に関わる通信連絡の手順の詳細

は， 「1.14 通信連絡に関する手順等」にて

整備する。 

※１

中央制御室の情報把握計装設備

の設置 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手

順の詳細は，「1.10 事故時の計装に関する手

順等」にて整備する。 

※１

使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設の制御室の情報把握計装

設備の設置 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手

順の詳細は，「1.10 事故時の計装に関する手

順等」にて整備する。 

※１

※１：事故の事象進展に影響がなく，制限時間がないものを示す。

第６表 重大事故等対策における操作の成立性(11/14)

2723



第５－１表 重大事故等対処における手順の概要（12／15）

1.11 制御室の居住性等に関する手順等 

方
針
目
的

重大事故等が発生した場合において，実施組織要員が制御室にとどま

るために必要な対処設備及び資機材を整備しており，この対処設備及

び資機材を活用した手順等を整備する。 

対
応
手
段
等

制
御
室
の
換
気
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置

代
替
中
央
制
御
室
送
風
機
に
よ
る
中
央
制
御
室
の
換
気
の
確
保

【着手判断】 

中央制御室送風機が機能喪失若しくは制御建屋の換

気ダクトの損傷により，制御建屋中央制御室換気設備が

機能喪失している場合又は外部電源が喪失し，第２非常

用ディーゼル発電機を運転できない場合，手順に着手す

る。 

【代替中央制御室送風機による起動】 

 制御建屋の可搬型分電盤を制御建屋内に設置し，制御

建屋可搬型発電機と代替中央制御室送風機を制御建屋

の可搬型分電盤を介して制御建屋の可搬型電源ケーブ

ルにより接続する。

制御建屋の可搬型ダクトを代替中央制御室送風機か

ら中央制御室まで敷設する。 

制御建屋可搬型発電機を起動し，その後代替中央制御

室送風機を起動する。 

 手順の成否は，制御建屋可搬型発電機及び代替中央制

御室送風機が正常に起動し，中央制御室内の酸素濃度が

19％以上，かつ，二酸化炭素濃度が 1.0％以下であるこ

とにより確認する。 
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1.11 制御室の居住性等に関する手順等 

対
応
手
段
等

制
御
室
の
換
気
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置

代
替
制
御
室
送
風
機
に
よ
る
使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の
制
御
室
の
換

気
の
確
保 

【着手判断】 

制御室送風機が機能喪失若しくは使用済燃料受入れ・

貯蔵建屋の換気ダクトの損傷により，使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋制御室換気設備が機能喪失している場合又

は外部電源が喪失し，第１非常用ディーゼル発電機を運

転できない場合，手順に着手する。 

【代替制御室送風機による起動】 

 使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の可搬型分電

盤を使用済燃料受入れ・貯蔵建屋に設置し，使用済燃料

の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機と代替制御室

送風機を使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の可搬

型分電盤を介して使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施

設の可搬型電源ケーブルにより接続する。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の可搬型ダクト

を代替制御室送風機から使用済燃料の受入れ施設及び

貯蔵施設の制御室まで敷設する。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機

を起動し，その後代替制御室送風機を起動する。 

手順の成否は，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

可搬型発電機及び代替制御室送風機が正常に起動し，使

用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室内の酸素

濃度が 19％以上，かつ，二酸化炭素濃度が 1.0％以下で

あることにより確認する。 
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1.11 制御室の居住性等に関する手順等 

対
応
手
段
等

制
御
室
の
照
明
を
確
保
す
る
措
置

可
搬
型
代
替
照
明
に
よ
る
中
央
制
御
室
の
照
明
の

確
保 

【着手判断】 

非常用照明の損傷又は電気設備の損傷により中央制

御室の照明が使用できない場合，手順に着手する。 

【可搬型代替照明による点灯】 

可搬型代替照明を制御建屋内の保管場所から中央制

御室内に運搬し，設置する。 

可搬型代替照明を起動する。 

可搬型代替照明の点灯を確認する。 

手順の成否は，可搬型代替照明が正常に点灯し，想定

される重大事故等時に実施組織要員が中央制御室で操

作可能な照明を確保できていることにより確認する。 

対
応
手
段
等

制
御
室
の
照
明
を
確
保
す
る
措
置

可
搬
型
代
替
照
明
に
よ
る
使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の

制
御
室
の
照
明
の
確
保 

【着手判断】 

非常用照明の損傷又は電気設備の損傷により使用済

燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の照明が使用

できない場合，手順に着手する。 

【可搬型代替照明による点灯】 

可搬型代替照明を使用済燃料受入れ・貯蔵建屋内の保

管場所から使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制

御室内に運搬し，設置する。 

可搬型代替照明を起動する。 

可搬型代替照明の点灯を確認する。 

手順の成否は，可搬型代替照明が正常に点灯し，想定

される重大事故等時に実施組織要員が使用済燃料の受

入れ施設及び貯蔵施設の制御室で操作可能な照明を確

保できていることにより確認する。 
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1.11 制御室の居住性等に関する手順等 

対
応
手
段
等

制
御
室
の
酸
素
等
濃
度
測
定
に
関
す
る
措
置

中
央
制
御
室
の
酸
素
及
び
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
測
定

【着手判断】 

代替中央制御室送風機にて中央制御室を換気してい

る場合又は共通電源車からの受電による制御建屋中央

制御室換気設備の再循環運転中の場合，手順に着手す

る。 

【可搬型酸素濃度計及び可搬型二酸化炭素濃度計によ

る測定】 

可搬型酸素濃度計及び可搬型二酸化炭素濃度計を起

動し，中央制御室内の酸素及び二酸化炭素の濃度を測定

する。 

中央制御室の酸素濃度が 19％を下回る場合又は二酸

化炭素濃度が 1.0％を上回る場合には，予備機への切替

運転や外気の取入れを開始する。 

手順の成否は，可搬型酸素濃度計及び可搬型二酸化炭

素濃度計が正常に起動し，中央制御室の酸素濃度及び二

酸化炭素濃度が活動に支障のない範囲であることによ

り確認する。 

中
央
制
御
室
の
窒
素
酸
化
物
の
濃
度
測
定

【着手判断】 

再処理施設内で窒素酸化物の発生が予測される場合，

手順に着手する。 

【可搬型窒素酸化物濃度計による測定】 

可搬型窒素酸化物濃度計を起動し，中央制御室内の窒

素酸化物の濃度を測定する。 

中央制御室の窒素酸化物濃度が0.2ｐｐｍを上回る場

合には，外気の取入れを停止する。 

手順の成否は，可搬型窒素酸化物濃度計が正常に起動

し，中央制御室の窒素酸化物濃度が活動に支障のない範

囲であることにより確認する。 
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1.11 制御室の居住性等に関する手順等 

対
応
手
段
等

制
御
室
の
酸
素
等
濃
度
測
定
に
関
す
る
措
置

使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の
制
御
室
の
酸
素
及
び

二
酸
化
炭
素
の
濃
度
測
定 

【着手判断】 

代替制御室送風機にて使用済燃料の受入れ施設及び

貯蔵施設の制御室を換気している場合又は共通電源車

からの受電による使用済燃料受入れ・貯蔵建屋制御室換

気設備の再循環運転中の場合，手順に着手する。 

【可搬型酸素濃度計及び可搬型二酸化炭素濃度計によ

る測定】 

可搬型酸素濃度計及び可搬型二酸化炭素濃度計を起

動し，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室内

の酸素及び二酸化炭素の濃度を測定する。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の酸

素濃度が 19％を下回る場合又は二酸化炭素濃度が

1.0％を上回る場合には，予備機への切替運転や外気の

取入れを開始する。 

手順の成否は，可搬型酸素濃度計及び可搬型二酸化炭

素濃度計が正常に起動し，使用済燃料の受入れ施設及び

貯蔵施設の制御室の酸素濃度及び二酸化炭素濃度が活

動に支障のない範囲であることにより確認する。 

使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の
制
御

室
の
窒
素
酸
化
物
の
濃
度
測
定 

【着手判断】 

再処理施設内で窒素酸化物の発生が予測される場合，

手順に着手する。 

【可搬型窒素酸化物濃度計による測定】 

可搬型窒素酸化物濃度計を起動し，使用済燃料の受入

れ施設及び貯蔵施設の制御室内の窒素酸化物の濃度を

測定する。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の窒

素酸化物濃度が 0.2ｐｐｍを上回る場合には，外気の取

入れを停止する。 

手順の成否は，可搬型窒素酸化物濃度計が正常に起動

し，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の窒

素酸化物濃度が活動に支障のない範囲であることによ

り確認する。 
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1.11 制御室の居住性等に関する手順等 

対
応
手
段
等

制
御
室
の
放
射
線
計
測
に
関
す
る
措
置

中
央
制
御
室
の
放
射
線
計
測

【着手判断】 

主排気筒モニタが機能喪失しており，かつ，再処理施

設内で放射性物質の放出が予測される場合，手順に着手

する。 

【ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ），アルファ・ベー

タ線用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬型ダストサンプ

ラ（ＳＡ）による測定】

ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ），アルファ・ベー

タ線用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬型ダストサンプ

ラ（ＳＡ）を起動し，中央制御室内の放射性物質を測定

する。 

中央制御室の放射性物質の測定結果が2.6μＳｖ／ｈ

を上回る場合には，保護具を着装する。 

手順の成否は，ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ），

アルファ・ベータ線用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬

型ダストサンプラ（ＳＡ）が正常に起動し，中央制御室

の実効線量が活動に支障のない範囲であることにより

確認する。 
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1.11 制御室の居住性等に関する手順等 

対
応
手
段
等

制
御
室
の
放
射
線
計
測
に
関
す
る
措
置

使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の
制
御
室
の
放
射
線
計
測

【着手判断】 

主排気筒モニタが機能喪失しており，かつ，再処理施

設内で放射性物質の放出が予測される場合，手順に着手

する。 

【ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ），アルファ・ベー

タ線用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬型ダストサンプ

ラ（ＳＡ）による測定】

ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ），アルファ・ベー

タ線用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬型ダストサンプ

ラ（ＳＡ）を起動し，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵

施設の制御室内の放射性物質を測定する。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の放

射性物質の測定結果が 2.6μＳｖ／ｈを上回る場合に

は，保護具を着装する。 

手順の成否は，ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ），

アルファ・ベータ線用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬

型ダストサンプラ（ＳＡ）が正常に起動し，使用済燃料

の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の実効線量が活動

に支障のない範囲であることにより確認する。 
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1.11 制御室の居住性等に関する手順等 

対
応
手
段
等

制
御
室
へ
の
汚
染
の
持
込
み
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

中
央
制
御
室
の
出
入
管
理
区
画
の
設
置
及
び
運
用

【着手判断】 

実施責任者が重大事故等の対処を実施するための体

制移行が必要と判断した場合，手順に着手する。 

【出入管理区画の設置及び運用】 

作業服の着替え，防護具の着装及び脱装，身体汚染検

査並びに除染作業ができる区画（以下「出入管理区画」

という。）設置場所の照明が確保されていない場合，可

搬型代替照明を設置する。 

出入管理区画において使用する資機材（以下「出入管

理区画用資機材」という。）を準備・移動・設置し，床・

壁等の養生シートの状態を確認する。 

各エリア間にバリア，入口に粘着マット等を設置す

る。 

簡易シャワー等を設置する。 

脱装した防護具類を回収するロール袋及びサーベイ

メータ等を必要な箇所に設置する。

手順の成否は，出入管理区画の設置が完了し，汚染管

理ができることにより確認する。 
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1.11 制御室の居住性等に関する手順等 

対
応
手
段
等

制
御
室
へ
の
汚
染
の
持
込
み
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の
制
御
室
の
出
入
管
理
区
画
の
設
置
及
び
運
用

【着手判断】 

実施責任者が重大事故等の対処を実施するための体

制移行が必要と判断した場合，手順に着手する。 

【出入管理区画の設置及び運用】 

出入管理区画設置場所の照明が確保されていない場

合，可搬型代替照明を設置する。 

出入管理区画用資機材を準備・移動・設置し，床・壁

等の養生シートの状態を確認する。 

各エリア間にバリア，入口に粘着マット等を設置す

る。 

簡易シャワー等を設置する。 

脱装した防護具類を回収するロール袋及びサーベイ

メータ等を必要な箇所に設置する。

手順の成否は，出入管理区画の設置が完了し，汚染管

理ができることにより確認する。 
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1.11 制御室の居住性等に関する手順等 

配
慮
す
べ
き
事
項

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択

換
気
の
確
保

制御建屋中央制御室換気設備の機能喪失が発生した

場合には，中央制御室の換気を確保するための措置の対

応手順に従い，代替中央制御室送風機により，中央制御

室の換気を確保する。 

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋制御室換気設備の機能喪

失が発生した場合には，使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設の制御室の換気を確保するための措置の対応手

順に従い，代替制御室送風機により，使用済燃料の受入

れ施設及び貯蔵施設の制御室の換気を確保する。 

これらの対応手段の他に系統の健全性を確認し，対処

に必要となる要員が確保できた場合には，自主対策設備

を用いた対応を選択することができる。 

照
明
の
確
保

中央制御室の照明が使用できない場合には，可搬型代

替照明を設置し，照明を確保する。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の照

明が使用できない場合には，可搬型代替照明を設置し，

照明を確保する。 

汚
染
の
持
ち
込
み
防
止

実施責任者が重大事故等の対処を実施するための体

制移行が必要と判断した場合には，出入管理建屋玄関又

は制御建屋内搬出入口付近に出入管理区画を設置し，中

央制御室への汚染の持ち込みを防止する。 

実施責任者が使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室での操作が必要と判断した場合には，使用済燃

料受入れ・貯蔵建屋玄関口付近に出入管理区画を設置

し，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室への

汚染の持ち込みを防止する。 
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1.11 制御室の居住性等に関する手順等 

配
慮
す
べ
き
事
項

作
業
性

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加え

て，放射線環境や作業環境に応じた防護具の配備を行

い，移動時及び作業時の状況に応じて着用することとす

る。 

また，重大事故等の対処時においては，中央制御室等

との連絡手段を確保する。夜間及び停電時においては，

確実に運搬及び移動ができるように，可搬型照明を配備

する。 

電
源
確
保

全交流動力電源喪失時は，制御建屋可搬型発電機又は

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機を

用いて代替中央制御室送風機又は代替制御室送風機等

へ給電する。 

燃
料
給
油

電気設備の操作の判断等に関わる手順については，第

５－１表（10／15）「電源の確保に関する手順等」にて

整備する。 

放
射
線
管
理

放
射
線
防
護

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加え

て，放射線環境や作業環境に応じた防護具の配備を行

い，移動時及び作業時の状況に応じて着用することとす

る。 

線量管理については，個人線量計を着用し，１作業当

たり 10ｍＳｖ以下とすることを目安に管理する。 

さらに，実施組織要員の作業場所への移動及び作業に

おいては，作業場所の線量率の把握及び状況に応じた対

応を行うことにより，実施組織要員の被ばく線量を可能

な限り低減する。 
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第 5－２表 重大事故等対策における操作の成立性(11/14) 

手順等 対応手段 要員 要員数 想定時間 制限時間 

制
御
室
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
等

代替中央制御室送風機による中

央制御室の換気の確保 

実施責任者等 

の要員 
９人 

４時間 

以内 
26 時間 

制御建屋対策班

の班員 
８人 

代替制御室送風機による使用済

燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室の換気の確保 

実施責任者等 

の要員 
９人 

22 時間 30分 

以内 
163 時間 

使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋対

策班の班員 

４人 

可搬型代替照明による中央制御

室の照明の確保 

（中央制御室内の中央安全監視

室） 

実施責任者等 

の要員 
８人 

１時間 10分 

以内 
※１

制御建屋対策班

の班員 
２人 

可搬型代替照明による中央制御

室の照明の確保 

（第３ブロック及び第４ブロッ

ク） 

実施責任者等 

の要員 
８人 

２時間 

以内 
※１

制御建屋対策班

の班員 
２人 

可搬型代替照明による中央制御

室の照明の確保 

（第１ブロック，第２ブロッ

ク，第５ブロック及び第６ブロ

ック） 

実施責任者等 

の要員 
８人 

３時間 10分

以内 
※１

制御建屋対策班

の班員 
４人 

可搬型代替照明による使用済燃

料の受入れ施設及び貯蔵施設の

制御室の照明の確保 

実施責任者等 

の要員 
８人 

22 時間 30分 

以内 
※１

使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋対

策班の班員 

４人 

中央制御室の酸素及び二酸化炭

素の濃度測定 

実施責任者等 

の要員 
８人 

10 分 

以内 
※１

制御建屋対策班

の班員 
２人 

中央制御室の窒素酸化物の濃度

測定 

実施責任者等の

要員 
８人 

10 分 

以内 
※１

制御建屋対策班

の班員 
２人 

使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設の制御室の酸素及び二酸

化炭素の濃度測定 

実施責任者等の

要員 
８人 

10 分 

以内 
※１

使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋対

策班の班員 

２人 
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手順等 対応手段 要員 要員数 想定時間 制限時間 

使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設の制御室の窒素酸化物の

濃度測定 

実施責任者等の

要員 
８人 

10 分 

以内 
※１ 

使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋対

策班の班員 

２人 

制
御
室
の
居
住
性
等
に
関
す
る
手
順
等 

中央制御室の放射線計測 

実施責任者等 

の要員 
８人 

15 分 

以内 
※１ 

制御建屋対策班

の班員 
２人 

使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設の制御室の放射線計測 

実施責任者等 

の要員 
８人 

15 分 

以内 
※１ 

使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋対

策班の班員 

２人 

中央制御室の出入管理区画の設

置及び運用 

実施責任者等 

の要員 
８人 

１時間 30分 

以内 
※１ 

制御建屋対策班

の班員 
６人 

使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設の制御室の出入管理区画

の設置及び運用 

実施責任者等 

の要員 
８人 

１時間 

以内 
※１ 

使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋対

策班の班員 

２人 

中央制御室の通信連絡設備の設

置の手順 

操作の判断等に関わる通信連絡の手順の詳細

は， 「1.14 通信連絡に関する手順等」にて

整備する。 

※１ 

使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設の制御室の通信連絡設備

の設置の手順 

操作の判断等に関わる通信連絡の手順の詳細

は， 「1.14 通信連絡に関する手順等」にて

整備する。 

※１ 

中央制御室の情報把握計装設備

の設置 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手

順の詳細は，「1.10 事故時の計装に関する手

順等」にて整備する。 

※１ 

使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設の制御室の情報把握計装

設備の設置 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手

順の詳細は，「1.10 事故時の計装に関する手

順等」にて整備する。 

※１ 

※１：事故の事象進展に影響がなく，制限時間がないものを示す。 
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1.11 制御室の居住性等に関する手順等

【要求事項】

再処理事業者において、制御室に関し、重大事故が発生し

た場合においても運転員がとどまるために必要な手順等が適

切に整備されているか、又は整備される方針が適切に示され

ていること。 

【解釈】 

１ 「運転員がとどまるために必要な手順等」とは、以下に掲

げる措置（制御室の遮蔽設計及び換気設計に加えてマスク及

びボンベ等により対応する場合）又はこれらと同等以上の効

果を有する措置を行うための手順等をいう。 

a) 重大事故が発生した場合においても、放射線防護措置等

により、運転員がとどまるために必要な手順等を整備する

こと。 

b) 制御室用の電源（空調及び照明等）が、代替電源設備か

らの給電を可能とする手順等（手順及び装備等）を整備す

ること。 

重大事故等が発生した場合においても，実施組織要員が制

御室にとどまるために必要な対処設備及び資機材を整備して

おり，ここでは，この対処設備及び資機材を活用した手順等

について説明する。 

2737



1.11.2 対応手段と設備の選定

(1) 対応手段と設備の選定の考え方

重大事故等が発生した場合においても，実施組織要員が

制御室にとどまるためには，制御室の換気及び照明を確保

並びに汚染の持ち込みを防止する必要がある。 

重大事故等対処設備の他に，柔軟な事故対応を行うため

の対応手段及び自主対策設備※ １ 並びに資機材※ ２ を用いた対

応手段を選定する。 

※1 自主対策設備：技術基準上全ての要求事項を満たすこ

とや全てのプラント状況で使用するこ

とは困難であるが，プラント状況によ

っては，事故対応に有効な設備。 

※2 資機材：防護具（全面マスク等）及び出入管理区画設

営用資機材については，資機材であるため重

大事故等対処設備としない。 

外部電源からの給電が喪失した場合には，その機能を代

替するための機能，相互関係を明確にした上で，想定する

故障に対応できる対応手段及び重大事故等対処施設を選定

する。また，重大事故等に対処するために必要な情報を把

握する設備及び通信連絡を行うための設備についても同様

に選定する。（第1.11－１～第1.11－ 4図）

選定した重大事故等対処設備により，技術的能力審査基

準（以下「審査基準」という。）だけでなく，事業指定基

準規則第四十四条及び技術基準規則第四十八条（以下「基
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準規則」という。）の要求機能を満足する設備が網羅され

ていることを確認するとともに，自主対策設備との関係を

明確にする。 

【補足説明資料：1.11-2】  

(2 )  対応手段と設備の選定の結果 

フォールトツリー分析の結果，制御室の居住性に影響を

及ぼすおそれのある要因として，制御室の換気設備及び照

明設備の機能喪失を想定する。 

制御室の換気設備及び照明設備の機能喪失時の代替機能

となるように重大事故等対処施設を選定するとともに，汚

染の持ち込み防止の対応手段を選定する。 

重大事故等の発生の起因となる安全機能の喪失の要因に

応じて対処に有効な設備を使用することとし，内的事象に

よる安全機能の喪失を要因とし，全交流動力電源の喪失を

伴わない重大事故等の発生時に対処する重大事故等対処設

備を選定する。 

また，共通電源車からの給電による換気の確保の対処を

行うものについては，全てのプラント状況において使用す

ることが困難であるが，個別機器の故障に対しては有効な

手段であることから，自主対策設備として選定する。 

なお，中央制御室を内包する制御建屋は，事故対処にあ

たる建屋対策班のための防護具等資機材を配備しているこ

とから，自主対策の手順として防護具の着装の手順を整備

する。 
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安全機能を有する施設に要求される機能の喪失原因から

選定した対応手段及び審査基準，基準規則からの要求によ

り選定した対応手段と，その対応に使用する重大事故等対

処施設，自主対策設備及び資機材を以下に示す。（第1.11

－２表，第1.11－３表） 

a. 重大事故等が発生した場合においても実施組織要員が制

御室にとどまるために必要な対応手段及び設備

(a) 中央制御室

ア. 対応手段

重大事故等が発生した場合において，実施組織要

員が中央制御室にとどまるため，代替制御建屋中央

制御室換気設備による中央制御室の換気の確保，中

央制御室の代替照明設備による中央制御室の照明の

確保，中央制御室の酸素及び二酸化炭素の濃度測

定，中央制御室の窒素酸化物の濃度測定，中央制御

室の放射線計測，中央制御室の出入管理区画の設置

及び運用，中央制御室の代替通信連絡設備の設置，

中央制御室の情報把握計装設備の設置のための手段

がある。 

重大事故等が発生した場合において，実施組織要員が

中央制御室にとどまるための設備は以下のとおり。 

・ 代替中央制御室送風機
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・ 制御建屋の可搬型ダクト

・ 制御建屋可搬型発電機（第42条 電源設備）

・ 制御建屋の可搬型分電盤（第42条 電源設備）

・ 制御建屋の可搬型電源ケーブル（第42条 電源設備）

・ 第１軽油貯槽（第42条 電源設備）

・ 第２軽油貯槽（第42条 電源設備）

・ 軽油用タンクローリ（第42条 電源設備）

・ 中央制御室送風機（設計基準対象の施設と兼用）

・ 制御建屋の換気ダクト（設計基準対象の施設と兼用）

・ 制御建屋安全系監視制御盤（設計基準対象の施設と兼

用）

・ 非常用電源建屋の6.9ｋＶ非常用主母線（設計基準対

象の施設と兼用）（第42条  電源設備）

・ 制御建屋の6.9ｋＶ非常用母線（設計基準対象の施設

と兼用）（第42条  電源設備）

・ 制御建屋の460Ｖ非常用母線（設計基準対象の施設と

兼用）（第42条  電源設備）

・ 可搬型代替照明

・ 中央制御室遮蔽（設計基準対象の施設と兼用）

・ 可搬型酸素濃度計

・ 可搬型二酸化炭素濃度計

・ 可搬型窒素酸化物濃度計

・ ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ）

・ アルファ・ベータ線用サーベイメータ（ＳＡ）
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・ 可搬型ダストサンプラ（ＳＡ） 

・ 可搬型通話装置（第47条  通信連絡を行うために必要

な設備） 

・ 可搬型衛星電話（屋内用）（第47条  通信連絡を行う

ために必要な設備） 

・ 可搬型衛星電話（屋外用）（第47条  通信連絡を行う

ために必要な設備） 

・ 可搬型トランシーバ（屋内用）（第47条  通信連絡を

行うために必要な設備） 

・ 可搬型トランシーバ（屋外用）（第47条  通信連絡を

行うために必要な設備） 

・ 可搬型情報収集装置（第43条 計装設備） 

・ 可搬型情報表示装置（第43条 計装設備） 

・ 非常用照明（設計基準対象の施設と兼用） 

・ 共通電源車（第42条  電源設備） 

・ 第２非常用ディーゼル発電機の燃料油貯蔵タンク（設

計基準対象の施設と兼用）（第14条  安全避難通路）

（第42条  電源設備） 

・ 燃料供給ポンプ（第42条  電源設備） 

・ 燃料供給ポンプ用電源ケーブル（第42条  電源設備） 

・ 可搬型燃料供給ホース（第42条  電源設備） 

・ 可搬型電源ケーブル（第42条 電源設備） 

・ 可搬型よう素フィルタ  
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(b) 使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室

ア. 対応手段

重大事故等時に実施組織要員が使用済燃料の受入

れ施設及び貯蔵施設の制御室にとどまるため，代替

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋制御室換気設備による

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の換

気の確保，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の

制御室の代替照明設備による使用済燃料の受入れ施

設及び貯蔵施設の制御室の照明の確保，使用済燃料

の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の酸素及び二酸

化炭素の濃度測定，使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設の制御室の窒素酸化物の濃度測定，使用済燃

料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の放射線計

測，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室

の出入管理区画の設置及び運用，使用済燃料の受入

れ施設及び貯蔵施設の制御室の代替通信連絡設備の

設置，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御

室の情報把握計装設備の設置のための手段がある。

重大事故等が発生した場合において，実施組織要員が

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室にとどま

るための設備は以下のとおり。 

・ 代替制御室送風機

・ 使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の可搬型ダクト
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・ 使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機

（第42条  電源設備） 

・ 使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の可搬型分電盤

（第42条  電源設備） 

・ 使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の可搬型電源ケ

ーブル（第42条  電源設備） 

・ 第１軽油貯槽（第42条  電源設備）  

・ 第２軽油貯槽（第42条  電源設備）  

・ 軽油用タンクローリ（第42条 電源設備） 

・ 制御室送風機（設計基準対象の施設と兼用） 

・ 使用済燃料受入れ・貯蔵建屋の換気ダクト（設計基準

対象の施設と兼用） 

・ 使用済燃料受入れ・貯蔵建屋安全系監視制御盤（設計

基準対象の施設と兼用） 

・ 使用済燃料受入れ・貯蔵建屋の6.9ｋＶ非常用母線

（設計基準対象の施設と兼用）（第42条  電源設備） 

・ 使用済燃料受入れ・貯蔵建屋の460Ｖ非常用母線（設

計基準対象の施設と兼用）（第42条  電源設備）  

・ 可搬型代替照明 

・ 制御室遮蔽（設計基準対象の施設と兼用） 

・ 可搬型酸素濃度計 

・ 可搬型二酸化炭素濃度計 

・ 可搬型窒素酸化物濃度計 

・ ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ） 
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・ アルファ・ベータ線用サーベイメータ（ＳＡ） 

・ 可搬型ダストサンプラ（ＳＡ） 

・ 可搬型衛星電話（屋内用）（第47条  通信連絡を行う

ために必要な設備） 

・ 可搬型衛星電話（屋外用）（第 47条 通信連絡を行う

ために必要な設備）  

・ 可搬型トランシーバ（屋内用）（第 47条 通信連絡を

行うために必要な設備）  

・ 可搬型トランシーバ（屋外用）（第47条  通信連絡を

行うために必要な設備）  

・ 可搬型情報収集装置（第43条 計装設備）  

・ 可搬型情報表示装置（第43条 計装設備）  

・ 非常用照明（設計基準対象の施設と兼用）（第14条  

安全避難通路） 

・ 共通電源車（第42条  電源設備） 

・ 第１非常用ディーゼル発電機の重油タンク（設計基準

対象の施設と兼用）（第42条 電源設備） 

・ 燃料供給ポンプ（第42条  電源設備） 

・ 燃料供給ポンプ用電源ケーブル（第42条  電源設備） 

・ 可搬型燃料供給ホース（第42条  電源設備） 

・ 可搬型電源ケーブル（第42条 電源設備） 

 

b.  重大事故等対処設備及び自主対策設備 

(a)  中央制御室 
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中央制御室の居住性を確保するための設備のうち，代

替中央制御室送風機，制御建屋の可搬型ダクト，制御建

屋可搬型発電機，制御建屋の可搬型分電盤，制御建屋の

可搬型電源ケーブル，第１軽油貯槽，第２軽油貯槽，軽

油貯蔵タンク，軽油用タンクローリ，中央制御室送風

機，制御建屋の換気ダクト，安全系監視制御盤，非常用

電源建屋の6.9ｋＶ非常用主母線，制御建屋の6.9ｋＶ非

常用母線，制御建屋の460Ｖ非常用母線，可搬型代替照

明，中央制御室遮蔽，可搬型酸素濃度計，可搬型二酸化

炭素濃度計，可搬型窒素酸化物濃度計，ガンマ線用サー

ベイメータ（ＳＡ），アルファ・ベータ線用サーベイメ

ータ（ＳＡ），可搬型ダストサンプラ（ＳＡ）を重大事

故等対処施設とする。 

中央制御室の通信連絡設備及び情報把握計装設備のう

ち，可搬型通話装置，可搬型衛星電話（屋内用），可搬

型衛星電話（屋外用），可搬型トランシーバ（屋内

用），可搬型トランシーバ（屋外用），可搬型情報収集

装置，及び可搬型情報表示装置を重大事故等対処施設と

する。 

以上の重大事故等対処施設により，重大事故等が発生

した場合においても中央制御室に実施組織要員がとどま

ることができるため，以下の設備は自主対策設備と位置

付ける。併せてその理由を示す。 

なお，防護具及び出入管理区画用資機材については，
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資機材であるため重大事故等対処設備とはしない。

・ 非常用照明

上記の非常用照明は，基準地震動による地震力に対し

て十分な耐震性を有していないが，設備が健全である場

合は，照明を確保するための手段として有効である。 

・ 共通電源車，第２非常用ディーゼル発電機の燃料油貯

蔵タンク，燃料供給ポンプ，燃料供給ポンプ用電源ケ

ーブル，可搬型燃料供給ホース，可搬型電源ケーブル

 上記の共通電源車，可搬型電源ケーブルは，全交流

動力電源喪失時に制御建屋中央制御室換気設備の中央

制御室送風機及び非常用照明に給電可能である。ま

た，第２非常用ディーゼル発電機の燃料油貯蔵タン

ク，燃料供給ポンプ，燃料供給ポンプ用電源ケーブ

ル，可搬型燃料供給ホースは，設計基準事故に対処す

るための設備であり重大事故等が発生した場合の機能

を担保できないが，共通電源車に給油可能である。 

共通電源車，第２非常用ディーゼル発電機の燃料油

貯蔵タンク，燃料供給ポンプ，燃料供給ポンプ用電源

ケーブル，可搬型燃料供給ホース，可搬型電源ケーブ

ルは，設計基準事故に対処するための設備と接続する

ことから，重大事故等が発生した場合の機能を担保で

きないが，接続先の設備が健全である場合は，全交流
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動力電源喪失時に，制御建屋中央制御室換気設備の中

央制御室送風機に給電し，中央制御室の換気を確保す

るための手段として有効である。 

 

・  可搬型よう素フィルタ 

 上記の可搬型よう素フィルタを考慮せずとも制御室

にとどまる実施組織要員の実効線量が7日間で100ｍ Sv

を超えないが，可搬型よう素フィルタは，制御建屋中

央制御室換気設備が大気中に放射性よう素の有意な値

が検出される場合に，実施組織要員に対する実効線量

をより低減できることから中央制御室の居住性を確保

するための手段として有効である。 

 

(b)  使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の居住

性を確保するための設備のうち，代替制御室送風機，使

用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の可搬型ダクト，使

用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機，使用

済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の可搬型分電盤，使用

済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の可搬型電源ケーブ

ル，第１軽油貯槽，第２軽油貯槽，軽油用タンクロー

リ，制御室送風機，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋の換気

ダクト，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋安全系監視制御

盤，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋の6.9ｋＶ非常用母
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線，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋の460Ｖ非常用母線，

可搬型代替照明，制御室遮蔽，可搬型酸素濃度計，可搬

型二酸化炭素濃度計，可搬型窒素酸化物濃度計，ガンマ

線用サーベイメータ（ＳＡ），アルファ・ベータ線用サ

ーベイメータ（ＳＡ），可搬型ダストサンプラ（ＳＡ）

を重大事故等対処施設とする。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の通信

連絡設備及び情報把握計装設備のうち，可搬型衛星電話

（屋内用），可搬型衛星電話（屋外用），可搬型トラン

シーバ（屋内用），可搬型トランシーバ（屋外用），可

搬型情報収集装置及び可搬型情報表示装置を重大事故等

対処施設とする。 

以上の重大事故等対処施設により，重大事故等が発生

した場合においても使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施

設の制御室に実施組織要員がとどまることができるた

め，以下の設備は自主対策設備と位置付ける。併せてそ

の理由を示す。 

なお，出入管理区画設営用資機材については，資機材

であるため重大事故等対処設備とはしない。 

 

・  非常用照明 

上記の非常用照明は，基準地震動による地震力に対し

て十分な耐震性を有していないが，設備が健全である場

合は，照明を確保するための手段として有効である。 
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・  共通電源車，第１非常用ディーゼル発電機の重油タン

ク，燃料供給ポンプ，燃料供給ポンプ用電源ケーブ

ル，可搬型燃料供給ホース，可搬型電源ケーブル 

     上記の共通電源車，可搬型電源ケーブルは，全交流動

力電源喪失時に使用済燃料受入れ・貯蔵建屋制御室換気

設備の制御室送風機及び非常用照明に給電可能である。

また，第１非常用ディーゼル発電機の重油タンク，燃料

供給ポンプ，燃料供給ポンプ用電源ケーブル，可搬型燃

料供給ホースは，設計基準事故に対処するための設備で

あり重大事故等が発生した場合の機能を担保できない

が，共通電源車に給油可能である。 

共通電源車，第１非常用ディーゼル発電機の重油タン

ク，燃料供給ポンプ，燃料供給ポンプ用電源ケーブル，

可搬型燃料供給ホース，可搬型電源ケーブルは，設計基

準事故に対処するための設備と接続することから，重大

事故等が発生した場合の機能を担保できないが，接続先

の設備が健全である場合は，全交流動力電源喪失時に，

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋制御室換気設備の制御室送

風機に給電し使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制

御室の換気を確保するための手段として有効である。 

 

c.  手順等 

上記の(1)により選定した対応手段に係る手順を整備す
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る。 

これらの手順は，重大事故等発生時における実施組織

要員による一連の対応として，中央制御室に関わるもの

は「制御建屋重大事故等発生対応手順書」に，使用済燃

料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室に関わるものは

「使用済燃料受入れ・貯蔵建屋重大事故等発生対応手順

書」にそれぞれ定める。（第1.11－２表）。 
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1.11.3 重大事故等時の手順等 

1.11.3.1 居住性を確保するための手順等 

(１ )  制御室の換気を確保するための措置の対応手順 

ａ．代替中央制御室送風機による中央制御室の換気の確保 

    中央制御室送風機の機能喪失，制御建屋の換気ダクト

の破損又は全交流動力電源喪失により制御建屋中央制御

室換気設備の機能が喪失したと実施責任者が判断してか

ら，実施組織要員が中央制御室にとどまるために，代替

中央制御室送風機，制御建屋の可搬型分電盤, 制御建屋

の可搬型電源ケーブル及び制御建屋可搬型発電機の設置

並びに制御建屋の可搬型ダクトの敷設により換気経路を

構築し，代替中央制御室送風機による換気運転を行い，

中央制御室の換気を確保する。 

    地震により制御建屋中央制御室換気設備の機能が喪失

したと実施責任者が判断した場合には，現場環境確認を

行った後に対処を開始する。 

    また，火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以

上）を確認し，実施責任者が必要と判断した場合は，事

前の対応作業として，制御建屋可搬型発電機の建屋内へ

の移動及び除灰作業の準備を実施する。また，降灰を確

認したのち必要に応じ，除灰作業を実施する。 

    制御建屋可搬型発電機へ燃料を供給する手順の詳細

は，「1.9 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

 

2752



( a )  手順着手の判断基準 

  中央制御室送風機が機能喪失又は制御建屋の換気ダクトの

損傷により，制御建屋中央制御室換気設備が機能喪失，若し

くは，外部電源が喪失し，第２非常用ディーゼル発電機を運

転できないと実施責任者が判断した場合（第1.11－４表） 

 ( b )  操作手順 

代替中央制御室送風機による中央制御室の換気の確保の手

順の概要は以下のとおり。各手順の成功は，代替中央制御室

送風機が起動し，中央制御室内の酸素濃度が19％以上，か

つ，二酸化炭素濃度が1.0％以下であることより確認する。手

順の概要を第1.11－５図，タイムチャートを第1.11－６図及

び第1.11－７図，制御建屋の代替中央制御室送風機換気概要

図を第1.11－８図並びに電源構成図を第1.11－９図に示す。 

①  実施責任者は，中央制御室送風機が機能喪失若しくは制御

建屋の換気ダクトの損傷により，制御建屋中央制御室換気

設備が機能喪失していると判断又は地震により外部電源が

喪失し，第２非常用ディーゼル発電機が起動できないと判

断してから，建屋対策班に現場環境確認の実施を指示す

る。 

②  制御建屋対策班は，現場環境確認を実施し，確認結果を実

施責任者に報告する。 

③  実施責任者は，現場環境確認結果に基づき対処に用いる制

御建屋の可搬型ダクト及び制御建屋の可搬型電源ケーブル

の敷設ルートを判断する。 
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④  実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき制御建屋対策

班に代替中央制御室送風機による中央制御室の換気の確保

のための準備を指示する。 

⑤  制御建屋対策班は，制御建屋の可搬型分電盤を制御建屋内

に設置する。 

⑥  制御建屋対策班は，制御建屋可搬型発電機と代替中央制御

室送風機を，制御建屋の可搬型分電盤を介して制御建屋の

可搬型電源ケーブルにて接続する。 

また，降灰により制御建屋可搬型発電機が機能喪失するお

それがある場合には，制御建屋対策班は制御建屋可搬型発

電機を制御建屋内に配置する。 

⑦  制御建屋対策班は，制御建屋の可搬型ダクトを代替中央制

御室送風機から中央制御室まで敷設する。 

⑧  制御建屋対策班は，制御建屋可搬型発電機及び代替中央制

御室送風機の起動準備作業完了を実施責任者に報告する。 

⑨  実施責任者は，作業完了を確認後に制御建屋対策班に制御

建屋可搬型発電機を起動し，その後代替中央制御室送風機

の起動を指示する。 

⑩  制御建屋対策班は，制御建屋可搬型発電機及び代替中央制

御室送風機を起動し，起動確認後，実施責任者に報告す

る。  

⑪  実施責任者は，制御建屋可搬型発電機及び代替中央制御室

送風機の状態監視並びに中央制御室内の酸素濃度が19％以

上，かつ，二酸化炭素濃度が1.0％以下であることを確認
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することにより，代替中央制御室送風機による中央制御室

の換気の確保が出来ていることを判断する。  

 ( c )  操作の成立性 

    上記の代替中央制御室送風機，制御建屋の可搬型分電

盤，制御建屋の可搬型電源ケーブル及び制御建屋可搬型

発電機の設置並びに制御建屋の可搬型ダクトの敷設によ

る換気経路の構築及び運転は，実施責任者等の要員９

人，建屋対策班の班員８人の合計17人にて作業を実施し

た場合，中央制御室送風機の停止から中央制御室の二酸

化炭素濃度が1.0％に達する約26時間に対し，事象発生

後，４時間以内で対応可能である。 

    地震による制御建屋中央制御室換気設備の機能が喪失

した場合における現場環境確認は，実施責任者等の要員

９人，建屋対策班の班員６人の合計15人にて作業を実施

した場合，50分以内で対応可能であり，現場環境確認及

び代替中央制御室送風機等設置による換気経路の構築及

び運転の全ての作業を実施責任者等の要員９人，建屋対

策班の班員８人の合計17人にて作業を実施した場合，事

象発生後，４時間以内で対応可能である。 

    また，降灰予報（「やや多量」以上）を確認した場合

の制御建屋可搬型発電機の屋内への運搬は，実施責任者

等の要員９人，建屋対策班の班員４人の合計13人にて作

業を実施した場合，１時間30分以内で実施可能である。

制御建屋可搬型発電機の屋内への運搬及び代替中央制御
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室送風機等設置による換気経路の構築及び運転の全ての

作業を実施責任者等の要員９人，建屋対策班の班員８人

の合計17人にて作業を実施した場合，事象発生後，４時

間30分以内で対応可能であることから，重大事故等の対

処への影響を与えることなく作業が可能である。 

    重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加え

て，放射線環境や作業環境に応じた防護具（全面マスク

及び半面マスク等）の配備を行い，移動時及び作業時の

状況に応じて着用することとする。線量管理について

は，個人線量計を着用し，１作業当たり10ｍＳｖ以下と

することを目安に管理する。さらに，実施組織要員の作

業場所への移動及び作業においては，作業場所の線量率

の把握及び状況に応じた対応を行うことにより，実施組

織要員の被ばく線量を可能な限り低減する。重大事故等

の対処時においては，中央制御室等との連絡手段を確保

する。夜間及び停電時においては，確実に運搬及び移動

ができるように，ＬＥＤハンドライト及びＬＥＤヘッド

ライトを配備する。 

 

ｂ．代替制御室送風機による使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵

施設の制御室の換気の確保 

    制御室送風機の機能喪失，使用済燃料受入れ・貯蔵建

屋の換気ダクトの破損又は全交流動力電源喪失により使

用済燃料受入れ・貯蔵建屋制御室換気設備の機能が喪失
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したと実施責任者が判断してから，実施組織要員が使用

済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室にとどまるた

めに，代替制御室送風機，使用済燃料の受入れ施設及び

貯蔵施設の可搬型分電盤, 使用済燃料の受入れ施設及び

貯蔵施設の可搬型電源ケーブル及び使用済燃料の受入れ

施設及び貯蔵施設可搬型発電機の設置並びに使用済燃料

の受入れ施設及び貯蔵施設の可搬型ダクトの敷設により

換気経路を構築し，代替制御室送風機による換気運転を

行い，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の

換気を確保する。 

    地震による使用済燃料受入れ・貯蔵建屋制御室換気設

備の機能が喪失したと実施責任者が判断した場合には，

現場環境確認を行った後に対処を開始する。 

    また，火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以

上）を確認し，実施責任者が必要と判断した場合は，事

前の対応作業として，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵

施設可搬型発電機の建屋内への移動及び除灰作業の準備

を実施する。また，降灰を確認したのち必要に応じ，除

灰作業を実施する。 

    なお，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発

電機へ燃料を供給する手順の詳細は，「1.9 電源の確保

に関する手順等」にて整備する。 

 ( a )  手順着手の判断基準 

制御室送風機が機能喪失又は使用済燃料受入れ・貯蔵建屋
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の換気ダクトの損傷により，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋制

御室換気設備が機能喪失，若しくは，外部電源が喪失し，第

１非常用ディーゼル発電機を運転できないと実施責任者が判

断した場合（第1.11－４表） 

 ( b )  操作手順 

代替制御室送風機による使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵

施設の制御室の換気の確保の手順の概要は以下のとおり。各

手順の成功は，代替制御室送風機が起動し，使用済燃料の受

入れ施設及び貯蔵施設の制御室内の酸素濃度が19％以上，か

つ，二酸化炭素濃度が1.0％以下であることより確認する。手

順の概要を第1.11－ 10図，タイムチャートを第1.11－６図及

び第1.11－７図，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋の代替制御室

送風機換気概要図を第1.11－ 11図及び電源構成図を第1.11－

12図に示す。 

①  実施責任者は，制御室送風機が機能喪失又は使用済燃料

受入れ・貯蔵建屋の換気ダクトの損傷により，使用済燃

料受入れ・貯蔵建屋制御室換気設備が機能喪失，若しく

は，地震により外部電源が喪失し，第１非常用ディーゼ

ル発電機が起動できないと判断してから，建屋対策班に

現場環境確認の実施を指示する。 

②  建屋対策班は，現場環境確認を実施し，確認結果を実施

責任者に報告する。 

③  実施責任者は，現場環境確認結果に基づき対処に用いる

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の可搬型ダクト並
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びに使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の可搬型電源

ケーブルの敷設ルートを判断する。 

④  実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき建屋対策班

に代替制御室送風機による使用済燃料の受入れ施設及び

貯蔵施設の制御室の換気の確保のための準備を指示す

る。 

⑤  建屋対策班は，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の

可搬型分電盤を使用済燃料受入れ・貯蔵建屋内に設置す

る。 

⑥  建屋対策班は，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可

搬型発電機と代替制御室送風機を，使用済燃料の受入れ

施設及び貯蔵施設の可搬型分電盤を介して使用済燃料の

受入れ施設及び貯蔵施設の可搬型電源ケーブルにて接続

する。 

また，降灰により使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施

設可搬型発電機が機能喪失するおそれがある場合には，

建屋対策班は使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬

型発電機を使用済燃料受入れ・貯蔵建屋内に配置する。 

⑦  建屋対策班は，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の

可搬型ダクトを代替制御室送風機から使用済燃料の受入

れ施設及び貯蔵施設の制御室まで敷設する。 

⑧  建屋対策班は，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可

搬型発電機及び代替制御室送風機の起動準備作業完了を

実施責任者に報告する。 
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⑨  実施責任者は，作業完了を確認後に建屋対策班に使用済

燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機を起動し，

その後代替制御室送風機の起動を指示する。 

⑩  建屋対策班は，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可

搬型発電機及び代替制御室送風機を起動し，起動確認

後，実施責任者に報告する。  

⑪  実施責任者は，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可

搬型発電機及び代替制御室送風機の状態監視並びに使用

済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室内の酸素濃度

が19％以上，かつ，二酸化炭素濃度が1.0％以下であるこ

とを確認することにより，代替制御室送風機による使用

済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の換気の確保

が出来ていることを判断する。  

 ( c )  操作の成立性 

  上記の代替制御室送風機，使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設の可搬型分電盤, 使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施

設の可搬型電源ケーブル及び使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設可搬型発電機の設置並びに使用済燃料の受入れ施設及

び貯蔵施設の可搬型ダクトの敷設による換気経路の構築及び

運転は，実施責任者等の要員９人，建屋対策班の班員４人の

合計13人にて作業を実施した場合，制御室送風機の停止から

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の二酸化炭素

濃度が1.0％に達する約163時間（第1.11－５表）に対し，事

象発生後22時間30分以内で対応可能である。 
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  地震による使用済燃料受入れ・貯蔵建屋制御室換気設備の

機能が喪失した場合における現場環境確認は，実施責任者等

の要員９人，建屋対策班の班員６人の合計15人にて作業を実

施した場合，50分で対応可能であり，現場環境確認及び代替

制御室送風機等設置による換気経路の構築及び運転の全ての

作業を実施責任者等の要員９人，建屋対策班の班員６人の合

計15人にて作業を実施した場合，作業着手後22時間30分以内

で対応可能である。 

  また，降灰予報（「やや多量」以上）を確認した場合の使

用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機の屋内への

運搬は，実施責任者等の要員９人，建屋対策班の班員６人の

合計15人にて作業を実施した場合，１時間30分以内で実施可

能である。使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電

機の屋内への運搬及び代替制御室送風機等設置による換気経

路の構築及び運転の全ての作業を実施責任者等の要員９人，

建屋対策班の班員６人の合計15人にて作業を実施した場合，

作業着手後22時間30分以内で対応可能であることから，重大

事故等の対処への影響を与えることなく作業が可能である。 

  重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，

放射線環境や作業環境に応じた防護具（全面マスク及び半面

マスク等）の配備を行い，移動時及び作業時の状況に応じて

着用することとする。線量管理については，個人線量計を着

用し，１作業当たり10ｍＳｖ以下とすることを目安に管理す

る。さらに，実施組織要員の作業場所への移動及び作業にお
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いては，作業場所の線量率の把握及び状況に応じた対応を行

うことにより，実施組織要員の被ばく線量を可能な限り低減

する。重大事故等の対処時においては，中央制御室等との連

絡手段を確保する。夜間及び停電時においては，確実に運搬

及び移動ができるように，ＬＥＤハンドライト及びＬＥＤヘ

ッドライトを配備する。 

 

(２ )  制御室の照明を確保する措置の対応手順 

ａ．可搬型照明（ＳＡ）による中央制御室の照明の確保 

  非常用照明の損傷又は電気設備の損傷により中央制御室の

照明が使用できないと実施責任者が判断してから，中央制御

室に可搬型代替照明を設置し，照明を確保する。なお，設置

に当たっては，中央制御室内の中央安全監視室，精製建屋の

蒸発乾固が発生する可能性のある約10時間後までに事故対処

を実施する準備のための実施組織要員の参集箇所となる第３

ブロック及びウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の蒸発乾固

が発生する可能性のある約18時間後までに事故対処を実施す

る準備のための実施組織要員の参集箇所となる第４ブロック

を優先して設置する。 

中央制御室内のその他の実施組織要員の参集箇所となる第

１ブロック，第２ブロック，第５ブロック及び第６ブロック

は，上記の箇所への設置完了後に順次実施する。 

 ( a )  手順着手の判断基準 

非常用照明の損傷又は電気設備の損傷により中央制御室の
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照明が使用できないと実施責任者が判断した場合（第1.11－

４表） 

(b )  操作手順 

全交流動力電源喪失時の可搬型照明（ＳＡ）の設置手順の

概要は以下のとおり。各手順の成功は，可搬型照明（ＳＡ）

の点灯により確認する。タイムチャートを第1.11－６図及び

第1.11－７図に，可搬型照明の配置概要図を第1.11－ 13図に

それぞれ示す。 

【補足説明資料：1.11-4】  

①  実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，建屋対策班

に中央制御室の照明を確保するため，可搬型代替照明の点

灯確認及び可搬型代替照明の設置を指示する。 

②  建屋対策班は，可搬型代替照明を制御建屋内の保管場所か

ら中央制御室内に運搬及び設置し，中央制御室の照明を確

保する。 

③  実施責任者は，中央制御室内の可搬型代替照明の点灯を確

認し，可搬型代替照明の状態監視を行うことにより，可搬

型代替照明による中央制御室の照明の確保が出来ているこ

とを判断する。 

(c )  操作の成立性 

   上記の可搬型代替照明の運搬及び設置は，事象発生後，中

央制御室内の中央安全監視室において，各班長が集まり図

面や手順書等を確認し，対処を検討することから，最優先

に実施する。また，精製建屋の蒸発乾固が発生する可能性
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のある約10時間後までに事故対処を実施する準備のための

第３ブロック及びウラン・プルトニウム混合脱硝建屋の蒸

発乾固が発生する可能性のある約18時間後までに事故対処

を実施する準備のための第４ブロックを，他ブロックに優

先して実施する。 

   中央制御室内の中央安全監視室，第３ブロック及び第４ブ

ロックは，事象発生後，中央制御室の非常用照明が消灯す

る２時間後までに可搬型代替照明の設置を実施するため，

建屋外対応班長を除く実施責任者等の要員８人，建屋対策

班の班員２人の合計10人にて作業を実施した場合，中央制

御室内の中央安全監視室は事象発生後１時間10分以内，第

３ブロック及び第４ブロックは，事象発生後２時間以内で

それぞれ対応可能である。 

   第１ブロック，第２ブロック，第５ブロック及び第６ブロ

ックについては，先行して配置した可搬型代替照明からの

薄明かりによって照らされている状態である。また，可搬

型代替照明設置まで事故対策検討は，中央制御室内の中央

安全監視室にて実施すること及び当該ブロックの管理建屋

のうち，最も事象発生が早い前処理建屋の水素爆発が起こ

る約73時間以内で十分な照明を確保する必要があることか

ら，建屋外対応班長を除く実施責任者等の要員８人，建屋

対策班の班員４人の合計12人にて作業を実施した場合，事

象発生後３時間10分以内で対応可能である。 

   なお，実施組織要員は，全交流動力電源の喪失による照明
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の消灯から可搬型代替照明の設置が完了するまでの間，Ｌ

ＥＤハンドライト及びＬＥＤヘッドライトにより中央制御

室内の照明を確保するため，中央制御室内の作業に支障を

生じるおそれはない。 

   重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，

放射線環境や作業環境に応じた防護具（全面マスク及び半

面マスク等）の配備を行い，移動時及び作業時の状況に応

じて着用することとする。線量管理については，個人線量

計を着用し，１作業当たり10ｍＳｖ以下とすることを目安

に管理する。さらに，実施組織要員の作業場所への移動及

び作業においては，作業場所の線量率の把握及び状況に応

じた対応を行うことにより，実施組織要員の被ばく線量を

可能な限り低減する。重大事故等の対処時においては，中

央制御室等との連絡手段を確保する。夜間及び停電時にお

いては，確実に運搬及び移動ができるように，ＬＥＤハン

ドライト及びＬＥＤヘッドライトを配備する。 
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ｂ．可搬型照明（ＳＡ）による使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設の制御室の照明の確保 

   非常用照明の損傷又は電気設備の損傷により使用済燃料の

受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の照明が使用できないと

実施責任者が判断してから，可搬型代替照明を設置し，照

明を確保する。 

 ( a )  手順着手の判断基準 

非常用照明の損傷又は電気設備の損傷により使用済燃料

の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の照明が使用できない

と実施責任者が判断した場合（第1.11－４表） 

(b )  操作手順 

全交流動力電源喪失時の可搬型照明（ＳＡ）の設置手順の

概要は以下のとおり。各手順の成功は，可搬型照明（ＳＡ）

の点灯により確認する。タイムチャートを第1.11－６図及び

第1.11－７図に，可搬型照明の配置概要図を第1.11－ 13図に

それぞれ示す。 

【補足説明資料：1.11-4】  

①  実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，建屋対策班

に使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の照明を

確保するため，可搬型代替照明の点灯確認，可搬型代替照

明の設置を指示する。 

②  建屋対策班は，可搬型代替照明を使用済燃料受入れ・貯蔵

建屋内の保管場所から使用済燃料受入れ・貯蔵建屋制御室

内に運搬及び設置し，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施
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設の制御室の照明を確保する。 

③  実施責任者は，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制

御室内の可搬型代替照明の点灯を確認し，可搬型代替照明

の状態監視を行うことにより，可搬型代替照明による使用

済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の照明の確保が

出来ていることを判断する。 

 

(c )  操作の成立性 

  上記の可搬型代替照明の運搬及び設置は，代替制御室送風

機による使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の換

気の確保と併せて実施するため，建屋外対応班長を除く実施

責任者等の要員８人，建屋対策班の班員４人の合計12人にて

作業を実施した場合，事象発生後22時間30分以内で対応可能

である。 

  なお，実施組織要員は，全交流動力電源の喪失による照明

の消灯から可搬型代替照明の設置が完了するまでの間，ＬＥ

Ｄハンドライト及びＬＥＤヘッドライトにより使用済燃料の

受入れ施設及び貯蔵施設の制御室内の照明を確保するため，

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室内の作業に支

障を生じるおそれはない。 

  重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，

放射線環境や作業環境に応じた防護具（全面マスク及び半面

マスク等）の配備を行い，移動時及び作業時の状況に応じて

着用することとする。線量管理については，個人線量計を着
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用し，１作業当たり10ｍＳｖ以下とすることを目安に管理す

る。さらに，実施組織要員の作業場所への移動及び作業にお

いては，作業場所の線量率の把握及び状況に応じた対応を行

うことにより，実施組織要員の被ばく線量を可能な限り低減

する。重大事故等の対処時においては，中央制御室等との連

絡手段を確保する。夜間及び停電時においては，確実に運搬

及び移動ができるように，ＬＥＤハンドライト及びＬＥＤヘ

ッドライトを配備する。 

【補足説明資料：1.11-4】  

 

(３ )  制御室の酸素等濃度測定に関する措置の対応手順  

ａ．中央制御室の酸素及び二酸化炭素の濃度測定 

  代替中央制御室送風機による中央制御室の換気を開始又は

共通電源車からの受電による制御建屋中央制御室換気設備の

再循環運転を開始したと実施責任者が判断してから，中央制

御室内の居住性確保の観点から，可搬型酸素濃度計及び可搬

型二酸化炭素濃度計により酸素濃度及び二酸化炭素濃度を測

定する。 

 ( a )  手順着手の判断基準 

代替中央制御室送風機にて中央制御室の換気を開始又は共

通電源車からの受電による制御建屋中央制御室換気設備の再

循環運転を開始したと実施責任者が判断した場合（第1.11－

４表） 
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( b )  操作手順 

  中央制御室の酸素及び二酸化炭素の濃度を測定・管理する

手順の概要は以下のとおり。 

①  実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，建屋対策班

に中央制御室の酸素濃度及び二酸化炭素濃度の測定を指示

する。 

②  建屋対策班は，可搬型酸素濃度計及び可搬型二酸化炭素濃

度計を起動し，中央制御室内の酸素濃度及び二酸化炭素濃

度の測定を行う（測定範囲は，第1.11－ 14図を参照）。 

(c )  操作の成立性 

  上記の可搬型酸素濃度計及び可搬型二酸化炭素濃度計によ

る測定は，建屋外対応班長を除く実施責任者等の要員８人，

建屋対策班の班員２人の合計10人にて作業を実施した場合，

実施責任者が中央制御室内の居住性確認のため酸素濃度及び

二酸化炭素濃度の測定が必要と判断してから約10分以内に測

定可能であり，中央制御室送風機の停止から中央制御室の二

酸化炭素濃度が1.0％に達する約26時間（第1.11－５表）以内

に対応可能である。 

  また，実施責任者は，建屋対策班より，中央制御室内の酸

素及び二酸化炭素の濃度に関する報告を受け，酸素濃度が

19％を下回る場合又は二酸化炭素濃度が1.0％を上回る場合に

は，酸素及び二酸化炭素の濃度調整を行うため，建屋対策班

に代替中央制御室送風機の予備機への切替運転や外気取入れ

による換気を指示する。 
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【補足説明資料：1.11-3】  

 

ｂ．中央制御室の窒素酸化物の濃度測定 

  再処理施設内で火災又は爆発により窒素酸化物の発生が予

測されると実施責任者が判断してから，中央制御室内の居住

性確保の観点より，可搬型窒素酸化物濃度計により窒素酸化

物濃度を測定する。 

 ( a )  手順着手の判断基準 

  再処理施設内で火災又は爆発により窒素酸化物の発生が予

測されると実施責任者が判断した場合（第1.11－４表） 

(b )  操作手順 

中央制御室の窒素酸化物の濃度を測定する手順の概要は以

下のとおり。 

①  実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，建屋対策班

に中央制御室の窒素酸化物の濃度測定を指示する。 

②  建屋対策班は，可搬型窒素酸化物濃度計を起動し，中央制

御室内の窒素酸化物濃度の測定を行う（測定範囲は，第

1.11－ 14図を参照）。 

(c )  操作の成立性 

  上記の中央制御室の対応は，建屋外対応班長を除く実施責

任者等の要員８人，建屋対策班の班員２人の合計10人にて作

業を実施した場合，窒素酸化物の発生が予測され，実施責任

者が窒素酸化物濃度の測定を必要と判断してから約10分以内

に測定可能であり，代替中央制御室送風機の換気によって中
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央制御室内の雰囲気が最も早く置換される２時間以内に対応

可能である。 

  また，実施責任者は，建屋対策班より，中央制御室の窒素

酸化物の濃度に関する報告を受け，窒素酸化物濃度が0.2ｐｐ

ｍを上回る場合には，窒素酸化物を含んだ外気の取入れを停

止するため，建屋対策班に制御建屋中央制御室換気設備の再

循環ラインの外気遮断ダンパ及び排気遮断ダンパの閉操作並

びに還気遮断ダンパの開操作を指示する。 

 

ｃ．使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の酸素及び

二酸化炭素の濃度測定 

  代替制御室送風機にて使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施

設の制御室の換気を開始又は共通電源車からの受電による使

用済燃料受入れ・貯蔵建屋制御室換気設備の再循環運転を開

始したと実施責任者が判断してから，使用済燃料の受入れ施

設及び貯蔵施設の制御室内の居住性確保の観点より，可搬型

酸素濃度計及び可搬型二酸化炭素濃度計により酸素濃度及び

二酸化炭素濃度を測定する。 

 ( a )  手順着手の判断基準 

代替制御室送風機にて使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施

設の制御室の換気を開始又は共通電源車からの受電による使

用済燃料受入れ・貯蔵建屋制御室換気設備の再循環運転を開

始したと実施責任者が判断した場合（第1.11－４表） 
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( b )  操作手順 

中央制御室の酸素及び二酸化炭素の濃度を測定・管理する手

順の概要は以下のとおり。 

①  実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，建屋対策班

に使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の酸素濃

度及び二酸化炭素濃度の測定を指示する。 

②  建屋対策班は，可搬型酸素濃度計及び可搬型二酸化炭素濃

度計を起動し，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制

御室内の酸素濃度及び二酸化炭素濃度の測定を行う（測定

範囲は，第1.11－ 15図を参照） 

(c )  操作の成立性 

   上記の可搬型酸素濃度計及び可搬型二酸化炭素濃度計によ

る測定は，建屋外対応班長を除く実施責任者等の要員８

人，建屋対策班の班員２人の合計10人にて作業を実施した

場合，実施責任者が使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室内の居住性確認のため酸素濃度及び二酸化炭素濃

度の測定が必要と判断してから約10分以内に測定可能であ

り，制御室送風機の停止から使用済燃料の受入れ施設及び

貯蔵施設の制御室の二酸化炭素濃度が1.0％に達する約163

時間（第1.11－５表）以内に対応可能である。 

   また，実施責任者は，建屋対策班より，使用済燃料の受入

れ施設及び貯蔵施設の制御室内の酸素及び二酸化炭素の濃

度に関する報告を受け，酸素濃度が19％を下回る場合又は

二酸化炭素濃度が1.0％を上回る場合には，酸素及び二酸化
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炭素の濃度調整を行うために，建屋対策班に代替制御室送

風機の予備機への切替運転や外気取入れによる換気を指示

する。 

【補足説明資料1.11-3】  

 

ｄ．使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の窒素酸化

物の濃度測定 

   再処理施設内で火災又は爆発により窒素酸化物の発生が予

測されると実施責任者が判断してから，使用済燃料の受入れ

施設及び貯蔵施設の制御室内の居住性確保の観点より，可搬

型窒素酸化物濃度計により窒素酸化物濃度を測定する。 

 ( a )  手順着手の判断基準 

再処理施設内で火災又は爆発により窒素酸化物の発生が予

測されると実施責任者が判断した場合（第1.11－４表） 

(b )  操作手順 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の窒素酸化

物の濃度を測定する手順の概要は以下のとおり。 

①  実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，建屋対策班

に使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の窒素酸

化物濃度の測定を指示する。 

②  建屋対策班は，可搬型窒素酸化物濃度計を起動し，使用済

燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の窒素酸化物濃度

の測定を行う。（測定範囲は，第1.11－ 15図を参照） 
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( c )  操作の成立性 

  上記の可搬型窒素酸化物濃度計による測定は，建屋外対応

班長を除く実施責任者等の要員８人，建屋対策班の班員２人

の合計10人にて作業を実施した場合，窒素酸化物の発生が予

測され実施責任者が窒素酸化物濃度の測定を必要と判断して

から約10分以内に測定可能であり，代替制御室送風機の換気

によって使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室内の

雰囲気が最も早く置換される約17分以内に対応可能である。 

  また，実施責任者は，建屋対策班より，使用済燃料の受入

れ施設及び貯蔵施設の制御室の窒素酸化物の濃度に関する報

告を受け，窒素酸化物濃度が0.2ｐｐｍを上回る場合には，

窒素酸化物を含んだ外気の取入れを停止するため，建屋対策

班に使用済燃料受入れ・貯蔵建屋制御室換気設備の再循環ラ

インの外気取入れ隔離ダンパ及び排気隔離ダンパの閉操作並

びに再循環切替ダンパの開操作を指示する。 

 

(４ )  制御室の放射線計測に関する措置の対応手順 

ａ．中央制御室の放射線計測 

主排気筒モニタが機能喪失し，かつ，再処理施設内で放射

性物質の放出が予測されると実施責任者が判断してから，中

央制御室内の居住性確保の観点から，ガンマ線用サーベイメ

ータ（ＳＡ），アルファ・ベータ線用サーベイメータ（Ｓ

Ａ）及び可搬型ダストサンプラ（ＳＡ）により，中央制御室

内の放射線計測をする。 
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( a )  手順着手の判断基準 

  主排気筒モニタが機能喪失しており，かつ，再処理施設内

で放射性物質の放出が予測されると実施責任者が判断した場

合（第1.11－４表） 

(b )  操作手順 

  ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ），アルファ・ベータ線

用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬型ダストサンプラ（Ｓ

Ａ）の測定手順の概要は以下のとおり。 

①  実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，建屋対策

班に中央制御室内の放射性物質の測定を指示する。 

②  建屋対策班は，ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ），ア

ルファ・ベータ線用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬型

ダストサンプラ（ＳＡ）を起動し，中央制御室内の放射

性物質の測定を行う。 

 (ｃ )  操作の成立性 

上記のガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ），アルファ・

ベータ線用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬型ダストサン

プラ（ＳＡ）による放射線計測は，建屋外対応班長を除く

実施責任者等の要員８人，建屋対策班の班員２人の合計10

人にて作業を実施した場合，主排気筒モニタが機能喪失

し，かつ，再処理施設内で放射性物質の放出が予測され実

施責任者が放射線の計測が必要と判断してから約15分以内

に測定可能であり，代替中央制御室送風機の換気によって

中央制御室内の雰囲気が最も早く置換される約２時間以内
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に対応可能である。 

 また，実施責任者は建屋対策班より，中央制御室内の放

射性物質の測定結果に関する報告を確認し，2.6μＳｖ／ｈ

を上回る場合には，中央制御室内の実施対策組織要員に対

し防護具（全面マスク及び半面マスク等）の着装を指示す

る。 

 

ｂ．使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の放射線計

測 

主排気筒モニタが機能喪失し，かつ，再処理施設内で放射

性物質の放出が予測されると実施責任者が判断してから，使

用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室内の居住性確保

の観点より，ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ），アルフ

ァ・ベータ線用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬型ダストサ

ンプラ（ＳＡ）により，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施

設の制御室内の放射性物質を測定する。 

(a )  手順着手の判断基準 

主排気筒モニタが機能喪失しており，かつ，再処理施設内

で放射性物質の放出が予測されると実施責任者が判断した場

合（第1.11－４表） 

(b )  操作手順 

ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ），アルファ・ベータ線

用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬型ダストサンプラ（Ｓ

Ａ）の測定手順の概要は以下のとおり。 
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①  実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，建屋対策班

に使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室内の放射

性物質の測定を指示する。 

②  建屋対策班は，ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ），アル

ファ・ベータ線用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬型ダス

トサンプラ（ＳＡ）を起動し，使用済燃料の受入れ施設及

び貯蔵施設の制御室内の放射性物質の測定を行う。 

(ｃ )  操作の成立性 

  上記のガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ），アルファ・ベ

ータ線用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬型ダストサンプラ

（ＳＡ）による放射線計測は，建屋外対応班長を除く実施責

任者等の要員８人，建屋対策班の班員２人の合計10人にて作

業を実施した場合，主排気筒モニタが機能喪失し，かつ，再

処理施設内で放射性物質の放出が予測され実施責任者が放射

線の計測が必要と判断してから約15分以内に測定可能であ

り，代替制御室送風機の換気によって最も使用済燃料の受入

れ施設及び貯蔵施設の制御室内の雰囲気が最も早く置換され

る約17分以内に対応可能である。 

  また，実施責任者は建屋対策班より，使用済燃料の受入れ

施設及び貯蔵施設の制御室内の放射性物質の測定結果に関す

る報告を確認し，2.6μＳｖ／ｈを上回る場合には，使用済

燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室内の実施対策組織要

員に対し防護具（全面マスク及び半面マスク等）の着装を指

示する。 

2777



1.11.3.2 制御室への汚染の持ち込みを防止するための措置の

対応手順 

(１ ) 中央制御室の出入管理区画の設置及び運用 

各建屋への通常時の入退域ルートを確保できないと実施責

任者が判断してから，中央制御室への汚染の持ち込みを防止

するため，出入管理区画を設置する。 

出入管理区画には，防護具（全面マスク及び半面マスク

等）を脱衣する脱装エリア，放射性物質による要員や物品の

汚染の有無を確認するためのサーベイエリア，汚染が確認さ

れた際に除染を行う除染エリアを設け，建屋対策班が汚染検

査及び除染を行うとともに，出入管理区画の汚染管理を行

う。 

除染エリアは，サーベイエリアに隣接して設置し，除染は

紙ウエスでの拭取りを基本とするが，拭取りにて除染できな

い場合には，簡易シャワーにて水洗による除染を行う。簡易

シャワーで発生した汚染水は，必要に応じてウエスへ染み込

ませる等により固体廃棄物として廃棄する。 

また，出入管理区画設置場所付近の全照明が消灯した場合

には，可搬型代替照明を設置する。 

出入管理区画用資機材は，出入管理区画設置場所の付近に

保管する。また，出入管理区画の設置が確実にできるよう，

出入管理区画用資機材は複数の箇所に保管する。 

なお，各建屋にて対処にあたる実施組織要員はサーベイメ

ータを携行し, 建屋出入口付近にて相互に汚染検査を実施す
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る。 

中央制御室における７日間の被ばく評価結果は，各重大事

故の有効性評価の対象としている事象のうち，最も厳しい結

果を与える全交流動力電源の喪失を起因とする「放射線分解

により発生する水素による爆発」と「冷却機能の喪失による

蒸発乾固」の重畳において約１×10－ ３ ｍＳｖであるが，自主

対策として防護具（全面マスク及び半面マスク等）を配備す

る。なお，実施組織要員は，交替要員を確保する。 

ａ．手順着手の判断基準 

各建屋への通常時の入退域ルートを確保できないと実施責

任者が判断した場合（第1.11－４表） 

ｂ．操作手順 

出入管理区画を設置するための手順の概要は以下のとお

り。タイムチャートを第1.1－ 16図に示す。 

①  実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，建屋対策班

に出入管理建屋玄関又は制御建屋内搬出入口付近の出入管

理区画の設置を指示する。 

②  建屋対策班は，出入管理区画設置場所の照明が確保されて

いない場合，可搬型代替照明を設置し，照明を確保する。 

③  建屋対策班は，出入管理区画用資機材を準備・移動・設置

し，床・壁等の養生シートの状態を確認する。 

④  建屋対策班は，各エリア間にバリア，入口に粘着マット等

を設置する。 

⑤  建屋対策班は，簡易シャワー等を設置する。 
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⑥  建屋対策班は，脱装した防護具類を回収するロール袋及び

サーベイメータ等を必要な箇所に設置する。 

⑦  建屋対策班は，実施責任者に出入管理区画の設置完了を報

告する。 

ｃ．操作の成立性 

上記の出入管理区画の設置は，建屋外対応班長を除く実

施責任者等の要員８人，建屋対策班の班員６人の合計14人

にて作業を実施した場合，重大事故等の対処を実施するた

めの体制移行後に各建屋への通常時の入退域ルートを確保

できないと実施責任者が判断してから，線量計貸出及び実

施組織要員の着装補助が完了する約30分後に設置を開始

し，近傍の保管場所以外から出入管理区画用資機材の搬出

を考慮しても，重大事故等の対処を実施するための体制移

行後１時間30分以内に対応可能であり，初動対応班のう

ち，中央制御室に最も早く戻ってくる１時間30分以内に出

入管理区画の設置が可能である。 

【補足説明資料：1.11-5】  

 

(２ ) 使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の出入管理

区画の設置及び運用 

各建屋への通常時の入退域ルートを確保できないと実施

責任者が判断してから，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵

施設の制御室への汚染の持ち込みを防止するため，出入管

理区画を設置する。 
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出入管理区画には，防護具（全面マスク及び半面マスク

等）を脱衣する脱装エリア，放射性物質による要員や物品

の汚染の有無を確認するためのサーベイエリア，汚染が確

認された際に除染を行う除染エリアを設け，建屋対策班が

汚染検査及び除染を行うとともに，出入管理区画の汚染管

理を行う。 

除染エリアは，サーベイエリアに隣接して設置し，除染

は紙ウエスでの拭取りを基本とするが，拭取りにて除染で

きない場合には，簡易シャワーにて水洗による除染を行

う。簡易シャワーで発生した汚染水は，必要に応じてウエ

スへ染み込ませる等により固体廃棄物として廃棄する。 

また，出入管理区画設置場所付近の全照明が消灯した場

合には，可搬型代替照明を設置する。 

出入管理区画用資機材は，出入管理区画設置場所の付近

に保管する。また，出入管理区画の設置が確実にできるよ

う，出入管理区画用資機材は複数の箇所に保管する。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室における

７日間の被ばく評価結果は，各重大事故の有効性評価の対

象としている事象のうち，最も厳しい結果を与える臨界に

おいて約３×10－ ３ ｍＳｖであるが，自主対策として防護具

（全面マスク及び半面マスク等）を配備する。なお，実施

組織要員は，交替要員を確保する。 

ａ．手順着手の判断基準 

実施責任者が各建屋への通常時の入退域ルートを確保でき
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ないと判断し，かつ，重大事故等の対処を実施するため使用

済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室での操作が必要と

判断した場合（第1.11－４表） 

ｂ．操作手順 

出入管理区画を設置するための手順の概要は以下のとお

り。 

①  実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，建屋対策

班に使用済燃料受入れ・貯蔵建屋玄関口付近の出入管理

区画の設置を指示する。 

②  建屋対策班は，出入管理区画設置場所の照明が確保され

ていない場合，可搬型代替照明を設置し，照明を確保す

る。 

③  建屋対策班は，出入管理区画用資機材を準備・移動・設

置し，床・壁等の養生シートの状態を確認する。 

④  建屋対策班は，各エリア間にバリア，入口に粘着マット

等を設置する。 

⑤  建屋対策班は，簡易シャワー等を設置する。 

⑥  建屋対策班は，脱装した防護具類を回収するロール袋及

びサーベイメータ等を必要な箇所に設置する。 

⑦  建屋対策班は，実施責任者に出入管理区画の設置完了を

報告する。 

ｃ．操作の成立性 

上記の出入管理区画の設置は，建屋外対応班長を除く実

施責任者等の要員８人，建屋対策班の班員２人の合計10人
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にて作業を実施した場合，実施責任者が各建屋への通常時

の入退域ルートを確保できないと判断し，かつ，重大事故

等の対処を実施するため使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵

施設の制御室での操作が必要と判断してから１時間以内に

対応可能である。          

【補足説明資料：１.11-5】  

 

1.11.3.3 制御室の通信連絡設備及び情報把握計装設備の設置

に関する措置の対応手順 

（ １ ）  制御室の通信連絡設備の設置に関する措置  

ａ．中央制御室の通信連絡設備の設置の手順 

所内携帯電話が使用できないと実施責任者が判断してか

ら，重大事故等に対処する建屋の屋内と屋外での通信連絡を

確保するため，通信連絡設備の設置の手順に着手する。 

操作の判断等に関わる通信連絡の手順の詳細は，「1.14 通

信連絡に関する手順等」にて整備する。 

 

ｂ．使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の通信連絡

設備の設置の手順 

所内携帯電話が使用できないと判断された場合には，重大

事故等に対処する建屋の屋内と屋外での通信連絡を確保する

ため，通信連絡設備の設置の手順に着手する。 

操作の判断等に関わる通信連絡の手順の詳細は，「1.14 通

信連絡に関する手順等」にて整備する。 
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（ ２ ）  制御室の情報把握計装設備の設置に関する措置 

ａ．中央制御室の情報把握計装設備の設置 

重大事故等が発生した場合には，重大事故等に対処する建

屋の重大事故等対処計装設備のパラメータを収集及び表示す

るため，制御建屋用可搬型情報収集装置及び制御建屋用可搬

型情報表示装置の設置の手順に着手する。 

  操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順の詳細は，

「1.10 事故時の計装に関する手順等」にて整備する。 

 

ｂ．使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の情報把握

計装設備の設置 

重大事故等が発生した場合には，重大事故等に対処する建

屋の重大事故等対処計装設備のパラメータを収集及び表示す

るため，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報収集装置及

び使用済燃料受入れ・貯蔵建屋可搬型情報表示装置の設置の

手順に着手する。 

  操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順の詳細は，

「1.10 事故時の計装に関する手順等」にて整備する。 
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1.11.3.4 自主対策に関する措置の対応手順 

以下の対策は，対策を実施するための要員を確保可能な場合に

実施するため，重大事故等対処設備を用いた対処に悪影響を及ぼ

すことはない。 

（ １ ）  制御建屋に接続した共通電源車からの受電による中央制御

室の換気の確保 

 全交流動力電源喪失において，電源復旧により設計基準対象

の施設の機能維持が可能である場合，制御建屋中央制御室換気

設備による換気の確保のため，制御建屋に共通電源車を接続し，

共通電源車からの受電により制御建屋中央制御室換気設備を

起動し，中央制御室の換気を確保するための手順に着手する。 

ａ．手順着手の判断基準 

代替中央制御室送風機による中央制御室の換気の確保の実

施後，実施責任者が制御建屋中央制御室換気設備に損傷が確認

されず，かつ，要員の確保，対策実施の準備ができたと判断し

た場合。 

ｂ．操作手順 

共通電源車を用いた中央制御室の換気を確保するための手

順は以下のとおり。 

制御建屋の6.9ｋＶ非常用母線へ給電するための電源隔離か

ら共通電源車の起動及び運転状態の確認までは，実施責任者等

９人，建屋対策班の班員14人にて１時間以内で実施する。 

要員の確保，対策実施の準備ができたと判断してから制御建

屋の6.9ｋＶ非常用母線の復電を実施責任者等18人，建屋対策

班の班員２人にて35分以内で実施する。 
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要員の確保が出来てから負荷起動までは，実施責任者等18

人，建屋対策班の班員２人にて10分以内で実施する。 

以上より，共通電源車を用いた中央制御室の換気を確保する

ための手順に必要となる合計の要員数は，実施責任者等18人，

建屋対策班の班員14人の合計32人，想定時間１時間45分以内で

実施する。 

共通電源車を用いたタイムチャートは，第1.11－ 18図に示す。 

各手順の成功は，制御建屋の母線電圧が6.6ｋＶであること

及び母線電圧低警報が回復することにより確認する。手順の概

要を第1.11－ 17図に示す。 

 

（ ２ ）  非常用電源建屋に接続した共通電源車からの受電による中

央制御室の換気の確保 

 全交流動力電源喪失において，電源復旧により設計基準対象

の施設の機能維持が可能である場合，制御建屋中央制御室換気

設備による換気の確保のため，非常用電源建屋に共通電源車を

接続し，共通電源車からの受電により制御建屋中央制御室換気

設備を起動し，中央制御室の換気を確保するための手順に着手

する。 

ａ．手順着手の判断基準 

代替中央制御室送風機による中央制御室の換気の確保の実

施後，実施責任者が制御建屋中央制御室換気設備に損傷が確認

さず，かつ，要員の確保，対策実施の準備ができたと判断した

場合。 
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ｂ．操作手順 

共通電源車を用いた中央制御室の換気を確保するための手

順は以下のとおり。 

非常用電源建屋の6.9ｋＶ非常用主母線へ給電するための電

源隔離から共通電源車の起動及び運転状態の確認までは，実施

責任者等９人，建屋対策班の班員14人にて１時間以内で実施す

る。 

要員の確保が出来てから電源隔離（制御建屋），電源隔離（引

きロック）及び制御建屋の6.9ｋＶ非常用母線の復電を実施責

任者等18人，建屋対策班の班員６人にて１時間15分以内で実施

する。 

要員の確保，対策実施の準備ができたと判断してから負荷起

動までは，実施責任者等18人，建屋対策班の班員２人にて10

分以内で実施する。 

以上より，共通電源車を用いた中央制御室の換気を確保する

ための手順に必要となる合計の要員数は，実施責任者等19人，

建屋対策班の班員18人の合計37人，想定時間は１時間45分以内

で実施する。 

共通電源車を用いたタイムチャートは，第1.11－ 22図に示す。 

手順の成功は，非常用電源建屋の母線電圧が6.6ｋＶである

こと及び母線電圧低警報が回復することにより確認する。手順

の概要を第1.11－ 21図に示す。 

【補足説明資料：1.11-9】  

（ ３ ）  使用済燃料受入れ・貯蔵建屋に接続した共通電源車からの

受電による使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室
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の換気の確保 

 全交流動力電源喪失において，電源復旧により設計基準対象

の施設の機能維持が可能である場合，使用済燃料受入れ・貯蔵

建屋制御室換気設備による換気の確保のため，使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋に共通電源車を接続し，共通電源車からの受電に

より使用済燃料受入れ・貯蔵建屋制御室換気設備を起動し，使

用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の換気を確保す

るための手順に着手する。 

ａ．手順着手の判断基準 

代替制御室送風機による使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵

施設の制御室の換気の確保の実施後，実施責任者が使用済燃料

受入れ・貯蔵建屋制御室換気設備に損傷が確認されず，かつ，

要員の確保，対策実施の準備ができたと判断した場合。 

ｂ．操作手順 

共通電源車を用いた使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室の換気を確保するための手順は以下のとおり。 

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋の6.9ｋＶ非常用母線へ給電す

るための電源隔離から共通電源車の起動及び運転状態の確認

までは，実施責任者等９人，建屋対策班の班員22人にて１時間

10分以内で実施する。 

要員の確保，対策実施の準備ができたと判断してから使用済

燃料受入れ・貯蔵建屋の6.9ｋＶ非常用母線の復電を実施責任

者等16人，建屋対策班の班員２人にて10分以内で実施する。 

要員の確保，対策実施の準備ができたと判断してから負荷起

動までは，実施責任者等16人，建屋対策班の班員２人にて10
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分以内で実施する。 

以上より，共通電源車を用いた使用済燃料の受入れ施設及び

貯蔵施設の制御室の換気を確保するための手順に必要となる

合計の要員数は，実施責任者等16人，建屋対策班の班員22人の

合計38人，想定時間は１時間30分以内で実施する。 

共通電源車を用いたタイムチャートは，第1.11－ 25図に示す。 

手順の成功は，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋の母線電圧が6.6

ｋＶであること及び母線電圧低警報が回復することにより確

認する。手順の概要を第1.11－ 24図に示す。 

【補足説明資料：1.11-9】  
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（ ４ ）  可搬型よう素フィルタの設置の手順 

大気中に放射性よう素の有意な値の検出がされ，実施責任者

が要員の確保，対策実施の準備ができたと判断してから，中央

制御室へ放射性よう素の取込みを防止するため，制御建屋中央

制御室換気設備の給気口に可搬型よう素フィルタを設置する

ための手順に着手する。 

ａ．手順着手の判断基準 

可搬型排気モニタリング設備の可搬型ダスト・よう素サンプ

ラにて放射性よう素の有意な値を検出し，実施責任者が要員の

確保，対策実施の準備ができたと判断した場合。 

ｂ．操作手順 

制御建屋中央制御室換気設備に可搬型よう素フィルタユニ

ットを設置する手順の概要は以下のとおり。 

①  実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，建屋対策班

に制御建屋中央制御室換気設備への可搬型よう素フィルタ

ユニットの設置を指示する。 

②  建屋対策班は，制御建屋中央制御室換気設備が再循環運転

中であることを確認する。 

③  建屋対策班は，可搬型よう素フィルタユニットを給気口に

接続し，可搬型よう素フィルタユニットによう素フィルタ

を設置する。 

④  よう素フィルタユニット設置後，二酸化炭素濃度が1.0％以

上になる26時間以内に外気取入れを開始する。 

 

上記の設置は，建屋対策班２人にて，実施責任者が作業着手
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判断した時から可搬型よう素フィルタユニットの設置が完了

するまで約30分以内で対応可能である。 
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（ ５ ）  防護具の着装の手順等 

ａ．手順着手の判断基準 

（ a）  対処にあたる現場環境において，第1.11－ 1 表に記載の

対処の阻害要因である酸欠，溢水，薬品，汚染及びその

他（内部被ばく防止を考慮）の発生が予測される場合 

（ b） 中央制御室又は使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の

制御室にて，制御室の放射線計測に関する措置の対応手

順にて実施する放射線計測にて，2.6μＳｖ／ｈ以上を

計測した場合 

ｂ．操作手順 

第 1.11－ 1 表に記載の対処の阻害要因である酸欠，溢水，

薬品，汚染及びその他（内部被ばく防止を考慮）に適合する防

護具（全面マスク及び半面マスク等）を選定し，着装する。着

装の手順の概要は以下のとおり。 

（ a）  汚染防護衣（化学物質）又は汚染防護衣（放射性物質）の

着装手順 

①  実施責任者は，作業着手の判断基準に基づき，実施組織要

員に管理区域用管理服の着装を指示する。 

②  建屋対策班は管理区域用管理服を着装する。 

③  建屋対策班は汚染防護衣（化学物質）又は汚染防護衣（放

射性物質）の健全性を確認する。 

④  建屋対策班は汚染防護衣（化学物質）又は汚染防護衣（放

射性物質）を管理区域用管理服の上に着装する。必要に応

じて，酸素呼吸器の面体，耐薬品長靴及び耐薬品用グロー
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ブとテープで固定する。 

（ b）  耐薬品用長靴の着装手順 

①  実施責任者は，作業着手の判断基準に基づき，建屋対策班

に耐薬品用長靴の着装を指示する。 

②  建屋対策班は耐薬品用長靴を着装する。 

③  建屋対策班は(a)の手順で着装した汚染防護衣（化学物質）

又は汚染防護衣（放射性物質）を耐薬品用長靴の上に被せ

てテープで固定する。 

（ c）  酸素呼吸器の着装手順 

①  建屋対策班は酸素呼吸器及び酸素呼吸器の面体を点検す

る。 

②  建屋対策班は酸素呼吸器の面体を着装し，酸素呼吸器を背

負う。 

③  建屋対策班は酸素呼吸器と酸素呼吸器の面体を接続して

給気バルブを開き，呼吸ができることを確認する。 

【補足説明資料：1.11-6】  
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1.11.4 重大事故等時の対応手段の選択 

重大事故等時の対応手段の選択方法は以下のとおり。 

制御建屋中央制御室換気設備の機能喪失が発生した場合に

は，中央制御室の換気を確保するための措置の対応手順に従い，

代替中央制御室送風機により，中央制御室の換気を確保する。 

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋制御室換気設備の機能喪失が発

生した場合には，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御

室の換気を確保するための措置の対応手順に従い，代替制御室

送風機により，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室

の換気を確保する。 

中央制御室の照明が使用できない場合には，可搬型代替照明

を設置し，照明を確保する。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の照明が使

用できない場合には，可搬型代替照明を設置し，照明を確保す

る。 

実施責任者が重大事故等の対処を実施するための体制移行

が必要と判断した場合には，出入管理建屋玄関又は制御建屋内

搬出入口付近に出入管理区画を設置し，中央制御室への汚染の

持ち込みを防止する。また，実施責任者が使用済燃料の受入れ

施設及び貯蔵施設の制御室での操作が必要と判断した場合に

は，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋玄関口付近にも出入管理区画

を設置し，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室への

汚染の持ち込みを防止する。 

これらの対応手段の他に制御建屋中央制御室換気設備の健
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全性が確保されている場合には，自主対策の設備及び手順に従

い，非常用電源建屋又は制御建屋に共通電源車を接続し，共通

電源車からの受電により制御建屋中央制御室換気設備を起動

し中央制御室の換気を確保するとともに，使用済燃料受入れ・

貯蔵建屋制御室換気設備の健全性が確保されている場合には，

自主対策の設備及び手順に従い，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋

に共通電源車を接続し，共通電源車からの受電により使用済燃

料受入れ・貯蔵建屋制御室換気設備を起動し使用済燃料の受入

れ施設及び貯蔵施設の制御室の換気を確保する対応手順を選

択することができる。 
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1.11.5 その他の手順項目について考慮する手順 

電気設備の操作の判断等に関わる手順については，「1.9 電

源の確保に関する手順等」にて整備する。 

計装設備の操作の判断等に関する手順については，「1.10 事

故時の計装に関する手順等」にて整備する。 

通信連絡の操作の判断等に関わる手順については，「1.14 通

信連絡に関する手順等」にて整備する。 
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態

監
視

―
―

作
業

番
号

3 4 5 6

1
5
:
0
0

1
6
:
0
0

1
7
:
0
0

第
1
.
1
1
－

６
図

 
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

（
居

住
性

確
保

）

中
央

制
御

室
の

対
応

判
断

制
御

建
屋

内
ケ

ー
ブ

ル
ル

ー
ト

確
認

0
:
5
0

中
央

制
御

室
の

現
場

状
況

確
認

外
部

電
源

及
び

第
2
非

常
用

D
/
G
の

運
転

状
態

確
認

0
:
0
5

安
全

監
視

室
へ

の
可

搬
型

照
明

設
置

制
御

室
4
班

1
:
0
0

第
1
ブ

ロ
ッ

ク
へ

の
可

搬
型

照
明

設
置

制
御

室
4
班

0
:
4
0

第
2
ブ

ロ
ッ

ク
へ

の
可

搬
型

照
明

設
置

制
御

室
4
班

0
:
3
0

制
御

室
3
班

0
:
1
0

作
業

番
号

３

作
業

番
号

１
作

業
番

号
1
2

作
業

番
号

３
作

業
番

号
1
4、

17

作
業

番
号

1
2

作
業

番
号

1
9

作
業

番
号

1
7

作
業

番
号

1
7,
1
8,
1
9

作
業

番
号

2
3

作
業

番
号

2
0

作
業

番
号

1
3

作
業

番
号

2

作
業

番
号

1
8

作
業

番
号

1
4、

15

作
業

番
号

1
6

作
業

番
号

1
3、

６

作
業

番
号

1
6

作
業

番
号

1
2

作
業

番
号

1
8

作
業

番
号

2
3、

26
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1
2

1
3

1
4

1
5

2
7

所
要

時
間

（
時

：
分

）

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

― ― 4 4 ― 2 ―

1 2 1
6

1
7

1 4 2 2 2 2 1 1 2 2 ― 4 4 2 2 4 1

7 8 9 1
0

1
1

対
応

要
員

・
要

員
数 4 2 4

制
御

室
1
班

制
御

室
2
班

可
搬

型
送

風
機

の
起

動

可
搬

型
送

風
機

の
起

動
準

備
制

御
室

1
班

制
御

室
2
班

0
:
2
5

使
用

済
燃

料
の

受
入

れ
施

設
及

び
貯

蔵
施

設
の

制
御

室
へ

の
可

搬
型

照
明

設
置

制
御

室
1
班

制
御

室
2
班

0
:
3
0

送
風

機
、

ダ
ン

パ
及

び
制

御
建

屋
内

ハ
ザ

ー
ド

確
認

0
:
5
0

制
御

室
3
班

制
御

室
5
班

制
御

室
1
班

制
御

室
1
班

可
搬

型
発

電
機

の
起

動
準

備

可
搬

型
照

明
に

よ
る

制
御

室
の

照
明

確
保

可
搬
型
照
明
に
よ
る
使

用
済
燃
料
の
受
入
れ
施

設
及
び
貯
蔵
施
設
の
制

御
室
の
照
明
確
保

代
替

制
御

室
送

風
機

に
よ

る
制

御
室

の
換

気
確

保

代
替

制
御

室
送

風
機

に
よ

る
使

用
済

燃
料

の
受

入
れ

施
設

及
び

貯
蔵

施
設

の
制

御
室

の
換

気
確

保
準

備

可
搬

型
送

風
機

の
起

動
準

備
（

ケ
ー

ブ
ル

敷
設

）
制

御
室

1
班

制
御

室
2
班

0
:
2
5

代
替

制
御

室
送

風
機

に
よ

る
制

御
室

の
換

気
確

保

可
搬

型
発

電
機

の
起

動
―

―

状
態

監
視

―
―

可
搬

型
送

風
機

の
起

動
制

御
室

3
班

0
:
1
0

可
搬

型
発

電
機

の
起

動
準

備
(
運

搬
）

―
―

状
態

監
視

―
―

代
替

中
央

制
御

室
送

風
機

に
よ

る
中

央
制

御
室

の
換

気
確

保

代
替

中
央

制
御

室
送

風
機

に
よ

る
中

央
制

御
室

の
換

気
確

保
準

備

送
風

機
、

ダ
ン

パ
及

び
使

用
済

燃
料

受
入

れ
・

貯
蔵

建
屋

内
ハ

ザ
ー

ド
確

認
制

御
室

2
班

制
御

室
3
班

0
:
4
0

制
御

室
の

対
応

判
断

現
場

状
況

確
認

外
部

電
源

及
び

第
1
非

常
用

D
/
G
の

運
転

状
態

確
認

制
御

室
1
班

0
:
0
5

使
用

済
燃

料
受

入
れ

・
貯

蔵
建

屋
内

ケ
ー

ブ
ル

ル
ー

ト
確

認
制

御
室

1
班

0
:
4
0

2
:
5
0

可
搬

型
送

風
機

の
起

動
準

備
制

御
室

3
班

制
御

室
5
班

2
:
5
0

代
替

中
央

制
御

室
送

風
機

に
よ

る
中

央
制

御
室

の
換

気
確

保

可
搬

型
発

電
機

の
起

動
制

御
室

2
班

0
:
1
0

状
態

監
視

制
御

室
4
班

制
御

室
5
班

―

対
策

作
業

第
5
ブ

ロ
ッ

ク
へ

の
可

搬
型

照
明

設
置

建
屋

内
3
0
班

0
:
3
5

第
6
ブ

ロ
ッ

ク
へ

の
可

搬
型

照
明

設
置

建
屋

内
3
0
班

0
:
3
0

第
3
ブ

ロ
ッ

ク
へ

の
可

搬
型

照
明

設
置

制
御

室
4
班

0
:
5
0

第
4
ブ

ロ
ッ

ク
へ

の
可

搬
型

照
明

設
置

制
御

室
4
班

0
:
5
0

可
搬

型
照

明
に

よ
る

中
央

制
御

室
の

照
明

確
保

可
搬

型
照

明
に

よ
る

中
央

制
御

室
の

照
明

確
保

状
態

監
視

―
―

作
業

番
号

3 4 5 6

 

中
央

制
御

室
の

対
応

判
断

制
御

建
屋

内
ケ

ー
ブ

ル
ル

ー
ト

確
認

0
:
5
0

中
央

制
御

室
の

現
場

状
況

確
認

外
部

電
源

及
び

第
2
非

常
用

D
/
G
の

運
転

状
態

確
認

0
:
0
5

安
全

監
視

室
へ

の
可

搬
型

照
明

設
置

制
御

室
4
班

1
:
0
0

第
1
ブ

ロ
ッ

ク
へ

の
可

搬
型

照
明

設
置

制
御

室
4
班

0
:
4
0

第
2
ブ

ロ
ッ

ク
へ

の
可

搬
型

照
明

設
置

制
御

室
4
班

0
:
3
0

制
御

室
3
班

0
:
1
0

1
8
:
0
0
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#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

#
#

代
替

制
御

室
送

風
機

に
よ

る
使

用
済

燃
料

の
受

入
れ

施
設

及
び

貯
蔵

施
設

の
制

御
室

の
換

気
確

保

3
1

状
態

監
視

―
―

―

代
替

中
央

制
御

室
送

風
機

に
よ

る
中

央
制

御
室

の
換

気
確

保

可
搬

型
照

明
に

よ
る

制
御

室
の

照
明

確
保

可
搬
型
照
明
に
よ
る
使

用
済
燃
料
の
受
入
れ
施

設
及
び
貯
蔵
施
設
の
制

御
室
の
照
明
確
保

2
3

状
態

監
視

制
御

室
4
班

制
御

室
5
班

4
―

2
4

2
5

代
替

中
央

制
御

室
送

風
機

に
よ

る
中

央
制

御
室

の
換

気
確

保

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

対
応

要
員

・
要

員
数

7
第

6
ブ

ロ
ッ

ク
へ

の
可

搬
型

照
明

設
置

建
屋

内
3
0
班

2

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

― ― 4

1
4

2 2 2 1 1 2 ― 4 4 4 4 4 4

建
屋

内
3
0
班

状
態

監
視

―

第
3
ブ

ロ
ッ

ク
へ

の
可

搬
型

照
明

設
置

制
御

室
4
班

第
4
ブ

ロ
ッ

ク
へ

の
可

搬
型

照
明

設
置

対
策

作
業

1
1

1
2

作
業

番
号

4 5 6 8 9

第
5
ブ

ロ
ッ

ク
へ

の
可

搬
型

照
明

設
置

1 2 3 1
0

第
1
.
1
1
－

７
図

 
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

（
居

住
性

確
保

）
（

降
灰

予
報

発
令

時
）

可
搬

型
照

明
に

よ
る

中
央

制
御

室
の

照
明

確
保

可
搬

型
照

明
に

よ
る

中
央

制
御

室
の

照
明

確
保

安
全

監
視

室
へ

の
可

搬
型

照
明

設
置

制
御

室
4
班

1
:
0
0

第
1
ブ

ロ
ッ

ク
へ

の
可

搬
型

照
明

設
置

制
御

室
4
班

0
:
4
0

第
2
ブ

ロ
ッ

ク
へ

の
可

搬
型

照
明

設
置

制
御

室
4
班

0
:
3
0

制
御

室
1
班

制
御

室
2
班

Ｓ
Ａ

設
備

の
吊

り
上

げ
及

び
積

載
制

御
室

1
班

制
御

室
2
班

0
:
3
0

0
:
3
5

―

0
:
5
0

4 ― 2

1
3

4 2

経
過

時
間

（
時

：
分

）

2
:
0
0

3
:
0
0

4
:
0
0

5
:
0
0

事
前

対
応

1
:
0
0

Ｓ
Ａ

設
備

の
固

縛
解

縛
制

御
室

1
班

制
御

室
2
班

Ｓ
Ａ

設
備

の
玉

が
け

・
地

切
り

4 4 4 4 4

―
―

可
搬

型
発

電
機

の
起

動
準

備
(
運

搬
）

―
―

可
搬

型
送

風
機

の
起

動
準

備
制

御
室

1
班

制
御

室
2
班

0
:
2
5

使
用

済
燃

料
の

受
入

れ
施

設
及

び
貯

蔵
施

設
の

制
御

室
へ

の
可

搬
型

照
明

設
置

制
御

室
1
班

制
御

室
2
班

0
:
3
0

可
搬

型
送

風
機

の
起

動
制

御
室

3
班

0
:
1
0

可
搬

型
発

電
機

の
起

動
―

―

可
搬

型
送

風
機

の
起

動
準

備
（

ケ
ー

ブ
ル

敷
設

）
制

御
室

1
班

制
御

室
2
班

0
:
2
5

状
態

監
視

0
:
0
0

1
:
0
0

0
:
0
0

Ｓ
Ａ

設
備

の
固

縛
解

縛
制

御
室

1
班

制
御

室
2
班

可
搬

型
送

風
機

の
起

動
準

備
制

御
室

3
班

制
御

室
5
班

2
:
5
0

4

制
御

室
4
班

0
:
5
0

所
要

時
間

（
時

：
分

）

可
搬

型
送

風
機

の
起

動
制

御
室

3
班

0
:
1
0

可
搬

型
発

電
機

の
起

動
準

備
制

御
室

1
班

制
御

室
2
班

2
:
5
0

2

車
両

移
動

制
御

室
1
班

制
御

室
2
班

車
両

寄
付

き
制

御
室

1
班

制
御

室
2
班

Ｓ
Ａ

設
備

の
車

上
固

縛
制

御
室

1
班

制
御

室
2
班

可
搬

型
発

電
機

の
起

動
制

御
室

2
班

0
:
1
0

Ｓ
Ａ

設
備

の
玉

が
け

・
地

切
り

制
御

室
1
班

制
御

室
2
班

Ｓ
Ａ

設
備

の
吊

り
上

げ
及

び
積

載
制

御
室

1
班

制
御

室
2
班

Ｓ
Ａ

設
備

の
車

上
固

縛
制

御
室

1
班

制
御

室
2
班

作
業
番
号

1
9

作
業
番
号

1
8

作
業
番
号

2
1，

27

作
業
番
号

1
9

作
業
番
号

2
7

作
業
番
号

2
2、

23

作
業
番
号

2
0

作
業
番
号

3
0

作
業
番
号

2
3

作
業
番
号

３
、

20
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代

替
中

央
制

御
室

送
風

機
 

使
用

済
燃

料
受

入
れ

施
設

及
び

貯
蔵

施
設

の
制

御
室

 

中
央

制
御

室
 

 

第
1
.
1
1
－

８
図

 
代

替
制

御
建

屋
中

央
制

御
室

換
気

設
備

概
要

図
 

制
御

建
屋

可
搬

型
発

電
機
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2
0
0
Ｖ

 

（
建

屋
境

界
）

 

制
御

建
屋

 

代 替 通 信 連 絡 設 備 

1
0
0
Ｖ

 

制
御
建
屋

可
搬
型

発
電

機
 

 Ｇ
 

情 報 把 握 計 装 設 備 

1
0
0
Ｖ

 

居 住 性 を 確 保 す る 

た め の 設 備 

居 住 性 を 確 保 す る 

た め の 設 備 

可
搬

型
分
電

盤
 

凡
例

 

：
接
続
口

 

：
可
搬
型
電
源
ケ
ー
ブ
ル

 

：
電
源
ケ
ー
ブ
ル

 

：
そ
の
他
の
設
備
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使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵

施
設
の
制
御
室
の
居
住
性
の
状
況
※

1 

制
御
室
送
風
機
、
照
明
設
備
は
機
能

維
持
し
て
い
る
か

 
居
住
性
監
視
継
続

 

可
搬
型
代
替
照
明
の
設
置

 
代
替
制
御
室
送
風
機
へ

 
使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及

び
貯
蔵
施
設
の
可
搬
型
発
電
機

 
の
接
続
・
起
動
※

2 

代
替
制
御
室
送
風
機
及
び

可
搬
型
発
電
機
の

 
状
態
監
視

 
環
境
測
定
設
備
に
よ
る

 
制

御
室
環
境
監
視
※

3 

機
能
維
持
し
て
い
る

 

機
能
喪
失
し
て
い
る

 

可
搬
型
代
替
照
明

の
状
態
監
視

 

※
１

 
設
備
の
状
況
を
確
認
し
以
下
の
状
況
を
確
認
し
た
際

 
・

制
御

室
送
風
機
Ａ
及
び
制
御
室
送
風
機
Ｂ
の
機
能
喪
失
に
よ
り
使
用
済
燃
料
受

 

入
れ

・
貯
蔵
建
屋
制
御
室
換
気
設
備
が
機
能
喪
失
し
て
い
る
場
合

 
・

制
御

室
換
気
ダ
ク
ト
の
損
傷
に
よ
り
使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
制
御
室

 

換
気

設
備
が
機
能
喪
失
し
て
い
る
場
合
 

・
運

転
保
安
灯
及
び
直
流
非
常
灯
の
損
傷
に
よ
り
使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及

 

び
貯

蔵
施
設
の
制
御
室
の
照
明
が
使
用
で
き
な
い
場
合
 

・
電

気
設
備
(Ａ

系
)、

電
気
設
備
(Ｂ

系
)及

び
電
気
設
備
(生

産
系

)の
損
傷
に
よ
 

り
使

用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の
制
御
室
の
照
明
が
使
用
で
き
 

な
い

場
合
 

  ※
2 

・
建

屋
南
側
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
発
電
機
，
１
Ｆ
保
管
エ
リ
ア
の
代
替
制
御
室

 

送
風
機
を
使
用
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
 

・
保

管
エ
リ
ア
の
現
場
確
認
の
結
果
，
異
常
が
あ
る
場
合
は
，
建
屋
北

側
保
管
エ
 

リ
ア
の
可
搬
型
発
電
機
，
２
Ｆ
保
管
エ
リ
ア
の
代
替
中
央
制
御
室
送
風
機
を
使
 

用
す
る
。
 

第
１

.
1
1
－

1
0
図

 
使

用
済
燃
料

の
受
入

れ
施

設
及
び
貯

蔵
施
設

の
制

御
室

の
居

住
性

確
保

の
手

順
の

概
要

 

 

※
3 

・
定

期
的
に
使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の
制
御
室
内
の
酸
素
濃

 

度
，

二
酸
化
炭
素
濃
度
を
測
定
す
る
。
 凡
例

 
 

 
 
：
操
作
・
確
認

 
 

 
 
：
判
断

 
 

 
 
：
監
視
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使

用
済

燃
料

受
入

れ
・

貯
蔵

建
屋

 

可
搬

型
発

電
機

 

使
用

済
燃

料
受

入
れ

施
設

及
び

貯
蔵

施
設

の
制

御
室

 

第
1
.
1
1
－

1
1
図

 
代

替
使

用
済

燃
料

受
入

れ
・

貯
蔵

建
屋

制
御

室
換

気
設

備
概

要
図

 
 

  

使
用

済
燃

料
受

入
れ

・
貯

蔵
建

屋
 

使
用

済
み

燃
料

受
入

れ
・

貯
蔵

建
屋
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代 替 計 測 制 御 設 備 

2
0
0
Ｖ

 

使
用
済
燃

料
の
受

入
れ

施
設
及
び

 
貯
蔵
施
設

可
搬
型

発
電

機
 

情 報 把 握 計 装 設 備 

可
搬
型
計

測
ユ
ニ

ッ
ト

 

 
2
0
0
Ｖ

 

（
建

屋
境

界
）

 
使
用
済
燃

料
の

 
受
入
れ
施

設
 

及
び
貯
蔵

施
設

 

 
Ｇ

 

居 住 性 を 確 保 

す る た め の 設 備 

2
0
0
Ｖ

 

凡
例

 

：
接
続
口

 

：
可
搬
型
電
源
ケ
ー
ブ
ル

 

：
電
源
ケ
ー
ブ
ル

 

：
そ
の
他
の
設
備

 

代 替 通 信 連 絡 設 備 

燃 料 貯 蔵 プ ー ル 等 の 冷 却

等 の 機 能 喪 失 の 対 処 に 

必 要 な 空 冷 設 備 ※ 

可
搬
型
監

視
ユ
ニ

ッ
ト

 

 

2
0
0
Ｖ

 

1
0
0Ｖ

 
1
0
0Ｖ

 

可
搬
型
分
電
盤
 

第
43

条
 

 

第
43

条
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中央制御室 可搬型代替照明配置概要 

 

 

 
使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室 

 可搬型代替照明配置概要 

 

 

 

 

第1.11－13図 使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室 可搬

型代替照明配置概要図 

第 4ブロック 第 5ブロック 第 6ブロック 

第 3ブロック 第 2ブロック 

：可搬型代替照明 

配置箇所 

凡例 

第 1ブロック 

中央安全監視室 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室 

：可搬型代替照明 

配置箇所 

凡例 
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【
凡
例
】

●
：
可
搬
型
酸
素
濃
度
計
，
可
搬
型
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
，

可
搬
型
窒
素
酸
化
物
濃
度
計

配
置
（
測
定
）
場
所

▲
：
ガ
ン
マ
線
用
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
（
Ｓ
Ａ
）
，
ア
ル

フ
ァ
・
ベ
ー
タ
線
用
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
（
Ｓ
Ａ
）
，

可
搬
型
ダ
ス
ト
サ
ン
プ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）

配
置
（
測
定

場
所
）

第
1
.
1
1
-
1
4
図

制
御
建
屋
環
境
測
定
設
備
，
制
御
建
屋
放
射
線
計
測
設
備
配
置
図
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【
凡
例
】

●
：
可
搬
型
酸
素
濃
度
計
，
可
搬
型
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
，

可
搬
型
窒
素
酸
化
物
濃
度
計

配
置
（
測
定
）
場
所

▲
：
ガ
ン
マ
線
用
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
（
Ｓ
Ａ
）
，
ア
ル

フ
ァ
・
ベ
ー
タ
線
用
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
（
Ｓ
Ａ
）
，

可
搬
型
ダ
ス
ト
サ
ン
プ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）

配
置
（
測
定

場
所
）

第
1
.
1
1
-
1
5
図

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
環
境
測
定
設
備
，
制
御
建
屋
放
射
線
計
測
設
備
配
置
図
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内
的

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0
0

1
1
0

1
2
0

1
3
0

1
4
0

1
5
0

1
6
0

1
7
0

1
8
0

備
　

　
　

　
考

5 6 7 8 93 4

要
員

数

3 3 3 3
放

管
2
班

1
2

作
業

番
号

0
:
1
0

除
染

エ
リ

ア
の

設
営

放
管

2
班

0
:
1
0

壁
の

養
生

放
管

2
班

0
:
1
0

仕
切

り
壁

の
設

置
（

導
線

の
確

保
）

放
管

2
班

壁
の

養
生

放
管

2
班

仕
切

り
壁

の
設

置
（

導
線

の
確

保
）

3 3

0
:
1
0

資
機

材
準

備
・

搬
出

，
仮

設
照

明
の

設
置

放
管

2
班

1
0

1
1

3 3 3

0
:
1
0

資
機

材
準

備
・

搬
出

，
仮

設
照

明
の

設
置

放
管

資
機

材
と

放
射

線
測

定
器

の
配

備
放

管
2
班

0
:
1
0

3

第
1
.
1
1
－

1
6
図

 
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

（
出

入
管

理
区

画
の

設
置

）

放
管

資
機

材
と

放
射

線
測

定
器

の
配

備
放

管
2
班

0
:
1
0

除
染

エ
リ

ア
の

設
営

放
管

2
班

0
:
1
0

3 3

出
入

管
理

区
画

の
設

営
に

よ
る

汚
染

の
持

込
み

防
止

中
央

制
御

室
の

出
入

管
理

区
画

の
設

営

使
用

済
燃

料
の

受
入

れ
施

設
及

び
貯

蔵
施

設
の

出
入

管
理

区
画

の
設

営

0
:
1
0

床
の

養
生

放
管

2
班

0
:
1
0

▽
事

象
発

生
対

処
ま

で
の

時
間

経
過

時
間

（
時

：
分

）

1
:
0
0

1
3
:
0
0

対
策

作
業

0
:
1
0

床
の

養
生

放
管

2
班

0
:
1
0

放
管

2
班

所
要

時
間

（
時

間
：

分
）

1 2

作
業
番
号
7

作
業
番
号
6

2813



可
搬
型
電
源
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
・
接
続

第
1
.
1
1
-
1
7
図

共
通
電
源
車
を
用
い
た
中
央
制
御
室
の
換
気
機
能
の
復
旧
手
順
の
概
要
（
制
御
建
屋
給
電
）

：
操
作
・
確
認

：
判
断

：
監
視

：
中
央
制
御
室
の
換
気
機
能
の
復
旧

凡
例

重
大
事
故
等
へ
の
対
処
の
移
行
・

着
手
判
断
※
１

中
央
制
御
室
送
風
機
の
起
動

制
御
建
屋
へ
の

給
電
開
始

共
通
電
源
車
を
接
続
す
る
受
電
系
統
※
２

の
判
断

共
通
電
源
車
か
ら
制
御
建
屋
へ
の
ア
ク
セ

ス
ル
ー
ト
の
整
備

共
通
電
源
車
を
接
続
す
る
燃
料
油
供
給
系

統
※
３
の
判
断

共
通
電
源
車
の
起
動

可
搬
型
燃
料
供
給
ホ
ー
ス
敷
設
・
接
続

共
通
電
源
車

運
転
状
態
確
認

制
御
建
屋
に
お
け
る
各
機
器
の
引
き
ロ
ッ
ク

及
び
電
源
隔
離

電
源
供
給
の
判
断

中
央
制
御
室
送
風
機

運
転
状
態
確
認

※
１

重
大

事
故
等

へ
の
対

処
の
移
行

・
着
手

判
断

・
全

交
流

動
力

電
源

の
喪
失

に
伴
う
、

中
央
制

御
室
の
換

気
機
能

が
喪
失
し

た
場
合

・
外

部
電

源
が

喪
失

し
，
第

２
非
常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電

機
が
手

動
起
動
で

き
な
い

場
合

・
要

員
の

確
保

，
対

策
実
施

の
準
備
が

で
き
た

と
判
断
し

た
場
合

※
２

※
３

6
.
9
ｋ

Ｖ
非

常
用

母
線

Ａ
系
現
場

確
認
結
果

6
.
9
ｋ

Ｖ
非

常
用

母
線

Ｂ
系
現
場

確
認
結
果

燃
料
油
系

統
Ａ
系

現
場
確
認

結
果

燃
料
油
系

統
Ｂ
系

現
場
確
認

結
果

Ａ
系
使

用
Ｂ
系
使

用

Ａ
系
使

用
Ｂ
系
使

用

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常
有
り

異
常
有
り

異
常
な
し

異
常
な
し

制
御
建
屋
へ
の

給
電
成
功
判
断

※
４

※
４

制
御

建
屋
へ

の
給
電

成
功
判
断

・
制

御
建

屋
の

母
線

電
圧

が
6
.
6
ｋ

Ｖ
で

あ
る

こ
と

・
制

御
建

屋
の
母

線
電
圧

低
警
報
が

回
復
し

た
こ
と
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状
態

確
認

の
要

員
の

割
当

は
，

1
時

間
1
5
分

～
3
時

間
ま

で
は

建
屋

内
3
5
班

，
3
～

4
時

間
ま

で
は

制
御

室
3
班

，
4
時

間
以

降
は

制
御

室
4
・

5
班

と
す

る
。

第
1
.
1
1
－
1
8
図
 
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト

（
共

通
電

源
車

 
制

御
建

屋
受

電
に

よ
る

起
動

）

中
央

制
御

室
の

換
気

確
保

0
:
1
0

―

状
態

確
認

の
要

員
の

割
当

は
，

1
時

間
1
5
分

～
3
時

間
ま

で
は

建
屋

内
3
5
班

，
3
～

4
時

間
ま

で
は

制
御

室
3
班

，
4
時

間
以

降
は

制
御

室
4
・

5
班

と
す

る
。

5
制

御
建

屋
へ

の
給

電
開

始
建

屋
内

3
6
班

2
0
:
3
5

6
共

通
電

源
車

運
転

状
態

確
認

7
中

央
制

御
室

送
風

機
に

よ
る

中
央

制
御

室
の

換
気

確
保

中
央

制
御

室
送

風
機

の
起

動
建

屋
内

3
6
班

2

8
中

央
制

御
室

送
風

機
運

転
状

態
確

認
建

屋
内

3
5
班

制
御

室
3
班

，
4
班

，
5
班

8

建
屋

内
3
5
班

制
御

室
3
班

，
4
班

，
5
班

8
―

建
屋

内
3
9
班

建
屋

内
4
0
班

4
0
:
5
5

4
共

通
電

源
車

の
起

動
建

屋
内

3
6
班

2
0
:
0
5

2
0
:
4
0

2
可

搬
型

電
源

ケ
ー

ブ
ル

敷
設

・
接

続
建

屋
内

3
8
班

2
0
:
5
5

1

共
通

電
源

車
に

よ
る

制
御

建
屋

へ
の

給
電

各
建

屋
に

お
け

る
各

機
器

の
引

き
ロ

ッ
ク

及
び

電
源

隔
離

建
屋

内
3
7
班

3
可

搬
型

燃
料

供
給

ホ
ー

ス
敷

設
・

接
続

備
　

　
考

1
:
0
0

2
:
0
0

経
過

時
間

（
時

：
分

）

対
策

作
業

番
号

作
業

要
員

数
所

要
時

間

▽
実
施
責

任
者
の

作
業
着

手
判
断

作
業
番
号

7

作
業
番
号

5
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6
.
9
kV

非
常
用
母
線

 
 
 
 
 
6
.
9
kV

非
常
用

母
線

 

6
.
9
k
V
非
常

用
 

主
母
線
か
ら

 

制
 
御
 
建
 
屋

 

凡
例

 
 

：
遮

断
器

 
  

：
動

力
用
変

圧
器

 
  

：
接

続
口

 
  

：
可

搬
型
電

源
ケ
ー
ブ

ル
 

  
：

電
源

ケ
ー

ブ
ル
（
常

設
）

 

（
建

屋
境
界

）
 

精 製 建 屋 

分 離 建 屋 

前 処 理 建 屋 

前 処 理 建 屋 

分 離 建 屋 

精 製 建 屋 

4
6
0
V 

非
常
用

 
母
線

 

M
 

中 央 制 御 室 送 風 機 

4
6
0
V 

非
常
用

 
母
線

 

M
 

中 央 制 御 室 送 風 機 

6
.
9
k
V
非
常

用
 

主
母
線
か
ら

 

共
通
電
源
車

 

第
1.

1
1－

2
0
図
 

共
通
電
源
車
に
よ
る
給
電
（
制
御
建

屋
）

系
統

図
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可
搬
型
電
源
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
・
接
続

第
1
.
1
1
-
2
1
図

共
通
電
源
車
を
用
い
た
中
央
制
御
室
の
換
気
機
能
の
復
旧
手
順
の
概
要
（
非
常
用
電
源
建
屋
給
電
）

：
操
作
・
確
認

：
判
断

：
監
視

：
中
央
制
御
室
換
気
機
能
の
復
旧

凡
例

重
大
事
故
等
へ
の
対
処
の
移
行
・

着
手
判
断
※
１

非
常
用
電
源
建
屋
へ
の
給
電
開
始

共
通

電
源
車
を
接
続
す
る
受
電
系
統
※
２

の
判
断

共
通
電
源
車
か
ら
非
常
用
電
源
建
屋
へ
の

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
整
備

共
通
電
源
車
を
接
続
す
る
燃
料
油
供
給
系

統
※
２
の
判
断

共
通
電
源
車
の
起
動

可
搬
型
燃
料
供
給
ホ
ー
ス
敷
設
・
接
続

共
通
電
源
車

運
転
状
態
確
認

各
建
屋
※
５
に
お
け
る
各
機
器
の
引
き

ロ
ッ
ク
及
び
電
源
隔
離

電
源
供
給
の
判
断

※
１

重
大

事
故
等

へ
の
対

処
の
移
行

・
着
手

判
断

・
全

交
流

動
力

電
源

の
喪
失

に
伴
う
中

央
制
御

室
の
換
気

機
能
が

喪
失
し
た

場
合

・
外

部
電

源
が

喪
失

し
，
第

２
非
常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電

機
が
手

動
起
動
で

き
な
い

場
合

・
要

員
の

確
保

，
対

策
実
施

の
準
備
が

で
き
た

と
判
断
し

た
場
合

※
２

※
３

6
.
9
kV
非

常
用

主
母

線

Ａ
系
現
場

確
認
結
果

6
.
9
kV
非

常
用

主
母

線

Ｂ
系
現
場

確
認
結
果

燃
料
油
系

統
Ａ
系

現
場
確
認

結
果

燃
料
油
系

統
Ｂ
系

現
場
確
認

結
果

Ａ
系
使

用
Ｂ
系
使

用

Ａ
系
使

用
Ｂ
系
使

用

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常
有
り

異
常
有
り

異
常
な
し

異
常
な
し

※
５

前
処

理
建
屋

分
離

建
屋

精
製

建
屋

ウ
ラ

ン
・
プ

ル
ト
ニ

ウ
ム
混
合

脱
硝
建

屋
高

レ
ベ

ル
廃

液
ガ
ラ

ス
固
化
建

屋
制

御
建

屋
分

析
建

屋
非

常
用

電
源

建
屋

非
常
用
電
源
建
屋
へ
の

給
電
成
功
判
断

※
４

※
４

非
常

用
電
源

建
屋
へ

の
給
電
成

功
判
断

・
非

常
用

電
源

建
屋

の
母

線
電

圧
が

6
.
6
ｋ

Ｖ
で

あ
る

こ
と

・
非

常
用

電
源
建

屋
の
母

線
電
圧
低

警
報
が

回
復
し
た

こ
と

制
御
建
屋
へ
の
給
電
確
認
後
の

中
央
制
御
室
送
風
機
の
起
動

中
央
制
御
室
送
風
機

運
転
状
態
確
認
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共
通

電
源

車
に

よ
る

非
常

用
電

源
建

屋
へ

の
給

電

8

所
要

時
間

―

0
:
3
5

0
:
0
5

0
:
5
5

0
:
5
5

0
:
4
0

54321

可
搬

型
電

源
ケ

ー
ブ

ル
敷

設
・

接
続

建
屋

内
3
8
班

対
策

作
業

要
員

数

経
過

時
間

（
時

：
分

）

備
　

　
考

1
:
0
0

2
:
0
0

作
業

番
号

建
屋

内
3
5
班

制
御

室
3
班

，
4
班

，
5
班

8
―

状
態

確
認

の
要

員
の

割
当

は
，

1
時

間
1
5
分

～
3
時

間
ま

で
は

建
屋

内
3
5
班

，
3
～

4
時

間
ま

で
は

制
御

室
3
班

，
4
時

間
以

降
は

制
御

室
4
・

5
班

と
す

る
。

2

共
通

電
源

車
の

起
動

建
屋

内
3
6
班

2

非
常

用
電

源
建

屋
へ

の
給

電
開

始
建

屋
内

3
6
班

2

中
央

制
御

室
送

風
機

運
転

状
態

確
認

建
屋

内
3
5
班

制
御

室
3
班

，
4
班

，
5
班

8

第
1
.
1
1
－
2
2
図
 
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
（

共
通

電
源

車
 
非

常
用

電
源

建
屋

受
電

に
よ

る
起

動
）

中
央

制
御

室
の

換
気

確
保

各
建

屋
に

お
け

る
各

機
器

の
引

き
ロ

ッ
ク

及
び

電
源

隔
離

建
屋

内
3
7
班

6

2

可
搬

型
燃

料
供

給
ホ

ー
ス

敷
設

・
接

続
建

屋
内

3
9
班

建
屋

内
4
0
班

4

状
態

確
認

の
要

員
の

割
当

は
，

1
時

間
1
5
分

～
3
時

間
ま

で
は

建
屋

内
3
5
班

，
3
～

4
時

間
ま

で
は

制
御

室
3
班

，
4
時

間
以

降
は

制
御

室
4
・

5
班

と
す

る
。

共
通

電
源

車
運

転
状

態
確

認

7
制

御
建

屋
へ

の
給

電
確

認
後

の
中

央
制

御
室

送
風

機
の

起
動

建
屋

内
3
6
班

2
0
:
1
0

中
央

制
御

室
送

風
機

に
よ

る
中

央
制

御
室

の
換

気
確

保

▽
実
施
責

任
者
の

作
業
着

手
判
断

作
業
番
号

7

作
業
番
号

5
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東
北
電
力
㈱
 

電
力
系
統
か
ら

 

 
 
 
 
6
.
9
kV

非
常
用
母
線

 

共
通
電
源
車

 

 
 
 
 
6
.
9
kV

非
常
用

母
線

 

D
/G

 

4
6
0
V 

非
常
用

 
母
線

 

 
 
 
 
6
.
9
kV

非
常
用
主
母
線

 
6
.
9
k
V
非
常
用
主
母
線

 

第 ２ 非 常 用 

デ ィ ー ゼ ル 発 電 機 

D
/G

 

4
6
0
V 

非
常
用

 
母
線

 

第 ２ 非 常 用 

デ ィ ー ゼ ル 発 電 機 

6
.
9
k
V
運
転

予
備
用

 
主

母
線

か
ら

 

東
北
電
力
㈱
 

電
力
系
統
か
ら

 

6
.
9
k
V
運
転

予
備
用

 
主

母
線

か
ら

 

非
常

用
電

源
建

屋

制
 

御
 
建
 

屋
 

凡
例

 
 

：
遮

断
器

 
  

：
動

力
用
変

圧
器

 
  

：
接

続
口

 
  

：
可

搬
型
電

源
ケ
ー
ブ

ル
 

  
：

電
源

ケ
ー

ブ
ル
（
常

設
）

 

（
建

屋
境
界

）
 

（
建

屋
境
界

）
 

4
6
0
V 

非
常

用
 

母
線

 

4
6
0
V 

非
常
用

 
母
線

 

精 製 建 屋 

分 離 建 屋 

前 処 理 建 屋 

前 処 理 建 屋 

分 離 建 屋 

精 製 建 屋 

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋 

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱 硝 建 屋 

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋 

ウ ラ ン ・ プ ル ト ニ ウ ム 混 合 脱 硝 建 屋 

M 中 央 制 御 室 送 風 機 

M 中 央 制 御 室 送 風 機 

第
1.
1
1
－
2
3
図
 

共
通
電
源
車
に
よ
る
給
電
（
非
常
用
電
源
建
屋
）
系
統
図
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可
搬
型
電
源
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
・
接
続

第
1
.
1
1
-
2
4
図

共
通
電
源
車
を
用
い
た
使
用
済
燃
料
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の
制
御
室
の
換
気
機
能
の
復
旧
手
順
の
概
要

：
操
作
・
確
認

：
判
断

：
監
視

：
使
用
済
燃
料
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の
制
御
室
の

換
気
機
能
の
復
旧

凡
例

重
大
事
故
等
へ
の
対
処
の
移
行
・

着
手
判
断
※
１

制
御
室
送
風
機
の
起
動

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
へ
の

給
電
開
始

共
通
電
源
車
を
接
続
す
る
受
電
系
統
※
２

の
判
断

共
通
電
源
車
か
ら
非
常
用
電
源
建
屋
へ
の

ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
の
整
備

共
通
電
源
車
を
接
続
す
る
燃
料
油
供
給
系

統
※
３
の
判
断

共
通
電
源
車
の
起
動

可
搬
型
燃
料
供
給
ホ
ー
ス
敷
設
・
接
続

共
通
電
源
車

運
転
状
態
確
認

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
に
お
け
る

各
機
器
の
引
き
ロ
ッ
ク
及
び
電
源
隔
離

電
源
供
給
の
判
断

制
御
室
送
風
機

運
転
状
態
確
認

※
１

重
大

事
故
等

へ
の
対

処
の
移
行

・
着
手

判
断

・
全

交
流

動
力

電
源

の
喪
失

に
伴
う
、

使
用
済

燃
料
受
入

れ
施
設

及
び
貯
蔵

施
設
の

制
御

室
の

換
気

機
能
が

喪
失
し

た
場
合

・
外

部
電

源
が

喪
失

し
，
第

１
非
常
用

デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電

機
が
手

動
起
動
で

き
な
い

場
合

※
２

※
３

6
.
9
kV
非

常
用

母
線

Ａ
系
現
場

確
認
結
果

6
.
9
kV
非

常
用

母
線

Ｂ
系
現
場

確
認
結
果

燃
料
油
系

統
Ａ
系

現
場
確
認

結
果

燃
料
油
系

統
Ｂ
系

現
場
確
認

結
果

Ａ
系
使

用
Ｂ
系
使

用

Ａ
系
使

用
Ｂ
系
使

用

異
常

な
し

異
常

な
し

異
常
有
り

異
常
有
り

異
常
な
し

異
常
な
し

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
へ
の

給
電
成
功
判
断

※
４

※
４

使
用

済
燃
料

受
入
れ

・
貯
蔵
建

屋
へ
の

給
電
成
功

判
断

・
使

用
済

燃
料

受
入

れ
・

貯
蔵

建
屋

の
母

線
電

圧
が

6
.
6
ｋ

Ｖ
で

あ
る

こ
と

・
使

用
済

燃
料
受

入
れ
・

貯
蔵
建
屋

の
母
線

電
圧
低
警

報
が
回

復
し
た
こ

と
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対
策

作
業

番
号

作
業

要
員

数
所

要
時

間

備
　

　
考

1
:
0
0

2
:
0
0

経
過

時
間

（
時

：
分

）

2
0
:
4
0

3
可

搬
型

電
源

ケ
ー

ブ
ル

敷
設

・
接

続

制
御

室
2
班

，
3

班
建

屋
内

4
4
班

，
4
5
班

，
4
6
班

9
0
:
4
0

0
:
3
0

1

共
通

電
源

車
に

よ
る

使
用

済
燃

料
受

入
れ

・
貯

蔵
建

屋
へ

の
給

電

各
建

屋
に

お
け

る
各

機
器

の
引

き
ロ

ッ
ク

及
び

電
源

隔
離

制
御

室
1
班

4
可

搬
型

燃
料

供
給

ホ
ー

ス
敷

設
・

接
続

制
御

室
1
班

建
屋

内
4
6
班

，
4
7
班

，
4
8
班

7
0
:
4
0

5
共

通
電

源
車

の
起

動
制

御
室

2
班

2
0
:
1
0

6
使

用
済

燃
料

受
入

れ
・

貯
蔵

建
屋

建
屋

へ
の

給
電

開
始

制
御

室
1
班

2
0
:
1
0

7
共

通
電

源
車

運
転

状
態

確
認

建
屋

内
1
班

，
2

班
4

―

第
1
.
1
1
－
2
5
図
 
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
（
共
通
電
源
車
 
使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
受
電
に
よ
る
起
動
）

使
用

済
燃

料
の

受
入

れ
施

設
及

び
貯

蔵
施

設
の

制
御

室
の

換
気

確
保

0
:
1
0

9
制

御
室

送
風

機
運

転
状

態
確

認
建

屋
内

1
班

，
2

班
4

8
制

御
室

送
風

機
に

よ
る

使
用

済
燃

料
の

受
入

れ
施

設
及

び
貯

蔵
施

設
の

制
御

室
の

換
気

確
保

使
用

済
燃

料
受

入
れ

・
貯

蔵
建

屋
建

屋
へ

の
給

電
確

認
後

の
制

御
室

送
風

機
の

起
動

制
御

室
1
班

2

―

2
共

通
電

源
車

の
起

動
走

行
前

確
認

，
移

動
制

御
室

2
班

2

▽
実

施
責

任
者

の
作

業
着

手
判

断

作
業

番
号

4

作
業

番
号

6

作
業

番
号

1
作

業
番

号
6

作
業

番
号

3

作
業

番
号

2

作
業

番
号

4

作
業

番
号

5

作
業

番
号

3

作
業

番
号

8
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6
.
9
k
V
非
常
用
母
線

 6
.
9
k
V
常
用

 
主
母
線
か
ら

 

（
建

屋
境
界

）
 

6
.
9
k
V
常
用

 
主
母
線
か
ら

 

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋

 

 
 
 
 
6
.
9
k
V
非
常
用
母
線

 
 
 
 
 
6
.
9
k
V
非
常
用
母
線

 

 
 
 
 
4
6
0
V
 

非
常
用
母
線

 
 
 
 
 
4
6
0
V
 

非
常
用
母
線

 
 
 
 
 
4
6
0
V
 

非
常
用
母
線

 

制 御 室 送 風 機 

制 御 室 送 風 機 

第 １ 非 常 用 デ ィ ー ゼ ル 発 電 機 

第 １ 非 常 用 デ ィ ー ゼ ル 発 電 機 

M
 

M
 

D
/
G
 

D
/
G
 

凡
例

 
 

：
遮

断
器

 
  

：
動

力
用
変

圧
器

 
  

：
電

源
ケ
ー

ブ
ル

 
 

共 通 電 源 車 接 続 箇 所 

共 通 電 源 車 接 続 箇 所 

第
1.
1
1
－
2
7
図
 
共
通
電
源
車
に
よ
る
給
電
（
使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
）
系
統
図
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再
処

理
施

設
　

安
全

審
査

　
整

理
資

料
　

補
足

説
明

資
料

リ
ス

ト
令

和
2
年
4
月
2
8
日

　
R
5

資
料

№
名

称
提

出
日

R
e
v

 補
足

説
明

資
料

1
.1

1
-
1

 対
応

手
段

と
し

て
選

定
し

た
設

備
の

電
源

構
成

図
1
2
/
2
0

0
 新

規
作

成
　

本
文

に
記

載
を

追
加

の
た

め
削

除

補
足

説
明

資
料

1
.1

1
-
2

審
査

基
準

、
基

準
規

則
と

対
処

設
備

と
の

対
応

表
4
/
2
8

4
新

規
作

成

補
足

説
明

資
料

1
.1

1
-
3

制
御

室
換

気
系

再
循

環
運

転
時

の
酸

素
及

び
二

酸
化

炭
素

濃
度

に
つ

い
て

3
/
1
3

3
新

規
作

成

補
足

説
明

資
料

1
.1

1
-
4

可
搬

型
照

明
（
S
A

)の
配

置
に

つ
い

て
3
/
1
3

2
新

規
作

成

補
足

説
明

資
料

1
.1

1
-
5

チ
ェ

ン
ジ

エ
リ

ア
に

つ
い

て
4
/
2
8

4
新

規
作

成

補
足

説
明

資
料

1
.1

1
-
6

中
央

制
御

室
内

に
配

備
す

る
資

機
材

の
数

量
に

つ
い

て
4
/
2
8

4
新

規
作

成

 補
足

説
明

資
料

1
.1

1
-
7

 手
順

の
リ

ン
ク

先
に

つ
い

て
1
2
/
2
0

0
 新

規
作

成
　

本
文

に
記

載
を

追
加

の
た

め
削

除

 補
足

説
明

資
料

1
.1

1
-
8

 共
通

電
源

車
に

よ
る

制
御

建
屋

の
6
.9

ｋ
V

非
常

用
母

線
へ

の
給

電
手

順
の

概
要

1
2
/
2
0

0
 新

規
作

成
　

本
文

に
記

載
を

追
加

の
た

め
削

除

補
足

説
明

資
料

1
.1

1
-
9

重
大

事
故

等
対

処
設

備
を

用
い

た
対

応
と

自
主

対
策

を
並

行
し

て
実

施
し

た
場

合
の

悪
影

響
の

防
止

に
つ

い
て

4
/
2
8

2
新

規
作

成

補
足

説
明

資
料

1
.1

1
-
1
0

自
主

対
策

設
備

仕
様

1
/
2
2

1
新

規
作

成

補
足

説
明

資
料

1
.1

1
-
1
1

重
大

事
故

対
策

の
成

立
性

4
/
2
8

4
新

規
作

成

1
.1

1
　

制
御

室
の

居
住

性
等

に
関

す
る

手
順

等

再
処

理
施

設
　

安
全

審
査

　
整

理
資

料
　

補
足

説
明

資
料

備
考

（
8
月

提
出

済
み

の
資

料
に

つ
い

て
は

、
資

料
番

号
を

記
載

）

(1
/
1
)
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補足説明資料 1.11-２ 

2824



補足説明資料 1.11-2 

第１表 審査基準，基準規則と対処設備との対応表（１/11）  

技 術 的 能 力 審 査 基
準 （ 1.11）  

番 号 設 置 許 可 基 準 規 則
(４ ４ 条 ) 

技 術 基 準 規 則 (38
条 ) 

番 号

【 本 文 】
再 処 理 事 業 者 に お
い て 、 制 御 室 に 関
し 、 重 大 事 故 が 発
生 し た 場 合 に お い
て も 運 転 員 が と ど
ま る た め に 必 要 な
手 順 等 が 適 切 に 整
備 さ れ て い る か 、
又 は 整 備 さ れ る 方
針 が 適 切 に 示 さ れ
て い る こ と 。  

①

 【 本 文 】
第 二 十 条 第 一 項 の
規 定 に よ り 設 置 さ
れ る 制 御 室 に は 、
重 大 事 故 が 発 生 し
た 場 合 に お い て も
運 転 員 が と ど ま る
た め に 必 要 な 設 備
を 設 け な け れ ば な
ら な い 。  

 【 本 文 】
第 十 五 条 第 一 項 の
規 定 に よ り 設 置 さ
れ る 制 御 室 に は 、
重 大 事 故 が 発 生 し
た 場 合 に お い て も
運 転 員 が と ど ま る
た め に 必 要 な 設 備
を 施 設 し な け れ ば
な ら な い 。  

④

１ 「 運 転 員 が と ど
ま る た め に 必 要 な
手 順 等 」 と は 、 以
下 に 掲 げ る 措 置
（ 制 御 室 の 遮 蔽 設
計 及 び 換 気 設 計 に
加 え て マ ス ク 及 び
ボ ン ベ 等 に よ り 対
応 す る 場 合 ） 又 は
こ れ ら と 同 等 以 上
の 効 果 を 有 す る 措
置 を 行 う た め の 手
順 等 を い う 。  

－

【 解 釈 】
１  第 44条 に 規 定 す
る「 運 転 員 が と ど ま
る た め に 必 要 な 設
備 」と は 、以 下 に 掲
げ る 措 置 又 は こ れ
ら と 同 等 以 上 の 効
果 を 有 す る 措 置 を
講 じ た 設 備 を い う 。 

－ －

a) 重 大 事 故 が 発
生 し た 場 合 に お い
て も 、 放 射 線 防 護
措 置 等 に よ り 、 運
転 員 が と ど ま る た
め に 必 要 な 手 順 等
を 整 備 す る こ と 。

② － － －

b) 中 央 制 御 室 用
の 電 源 （ 空 調 及 び
照 明 等 ） が 、 代 替
電 源 設 備 か ら の 給
電 を 可 能 と す る 手
順 等 （ 手 順 及 び 装
備 等 ） を 整 備 す る
こ と 。

③

一  制 御 室 用 の 電
源 (空 調 、 照 明 他 )
は 、代 替 電 源 設 備 か
ら の 給 電 を 可 能 と
す る こ と 。  

－ ⑤
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第１表 審査基準，基準規則と対処設備との対応表（２/11）

技 術 的 能 力 審 査 基
準 （ 1.11）  

番 号 設 置 許 可 基 準 規 則
(４ ４ 条 ) 

技 術 基 準 規 則 (38
条 ) 

番 号

－ －

二  重 大 事 故 が 発
生 し た 場 合 の 制 御
室 の 居 住 性 に つ い
て 、以 下 に 掲 げ る 要
件 を 満 た す も の を
い う 。  

－ －

－ －

① 本 規 定 第 28条 に
規 定 す る 重 大 事 故
対 策 の う ち 、制 御 室
の 運 転 員 の 被 ば く
の 観 点 か ら 結 果 が
最 も 厳 し く な る 事
故 を 想 定 す る こ と 。

－ ⑥

－ －

② 運 転 員 は マ ス ク
の 着 用 を 考 慮 し て
も 良 い 。た だ し 、そ
の 場 合 は 、実 施 の た
め の 体 制 を 整 備 す
る こ と 。

－ ⑦

－ －

③ 交 替 要 員 体 制 を
考 慮 し て も 良 い 。た
だ し 、 そ の 場 合 は 、
実 施 の た め の 体 制
を 整 備 す る こ と 。

－ ⑧

－ －

④ 判 断 基 準 は 、 運
転 員 の 実 効 線 量 が 7
日 間 で 100mSv を 超
え な い こ と 。

－ ⑨

－ －

三  制 御 室 の 外 側
が 放 射 性 物 質 に よ
り 汚 染 し た よ う な
状 況 下 に お い て 、制
御 室 へ の 汚 染 の 持
込 み を 防 止 す る た
め 、モ ニ タ リ ン グ 及
び 作 業 服 の 着 替 え
等 を 行 う た め の 区
画 を 設 け る こ と 。  

－ ⑩
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第１表 審査基準，基準規則と対処設備との対応表（３/11） 

技術的能力審査基準（1.11） 適合方針 

【本文】 
再処理事業者において、制御室に関し、重大
事故が発生した場合においても運転員がとど
まるために必要な手順等が適切に整備されて
いるか、又は整備される方針が適切に示され
ていること。 

重大事故が発生した場合においても可搬型中
央制御室送風機、可搬型制御室送風機及び可
搬照明（SA）等により制御室に実施組織要員
がとどまるために必要な手順を整備する。 

【解釈】 
１「運転員がとどまるために必要な手順等」
とは、以下に掲げる措置（制御室の遮蔽設計
及び換気設計に加えてマスク及びボンベ等に
より対応する場合）又はこれらと同等以上の
効果を有する措置を行うための手順等をい
う。 

a) 重大事故が発生した場合においても、放
射線防護措置等により、運転員がとどまるた
めに必要な手順等を整備すること。

重大事故が発生した場合においても資機材
（防護具及び出入管理区画用資機材）を用い
た放射線防護措置により制御室に実施組織要
員がとどまるために必要な手順を整備する。 

b) 制御室用の電源（空調及び照明等）が、
代替電源設備からの給電を可能とする手順等
（手順及び装備等）を整備すること。

制御室の電源（空調及び照明等）が、設計
基準事故に対処するための電気設備（第42条 
電源設備）へ共通電源車（第42条 電源設
備）からの給電を可能とする手順等（手順及
び装備等）は、技術的能力「1.9 電源の確保
に関する手順等」にて整備する。 
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第１表 審査基準，基準規則と対処設備との対応表（４/11） 
重大事故等対処設備を使用した手段 
審査基準の要求に適合するための手段 

自主対策設備 

手段 機器名称 既設 
新設 

解釈 
対応番号 

備考 手段 機器名称 

代
替
中
央
制
御
室
送
風
機
に
よ
る
中
央
制
御
室
の
換
気
確
保

代替中央制御室送風機 
新設 

(可搬) 

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

制
御
建
屋
に
接
続
し
た
共
通
電
源
車
か
ら
の
受
電
に
よ
る
中
央
制
御
室
の
換
気
確
保

中央制御室送風機
（設計基準対象の施
設と兼用） 

制御建屋の可搬型ダクト 
新設 

(可搬) 

制御建屋の換気ダク
ト（設計基準対象の
施設と兼用）

制御建屋可搬型発電機 
新設 

(可搬) 

制御建屋の 6.9ｋＶ
非常用母線（設計基
準対象の施設と兼
用） 

制御建屋の可搬型分電盤 
新設 

(可搬) 

制御建屋の 460Ｖ非
常用母線（設計基準
対象の施設と兼用） 

制御建屋の可搬型電源ケ
ーブル 

新設 
(可搬) 

制御建屋安全系監視
制御盤（設計基準対
象の施設と兼用） 

軽油貯槽 
新設 

(常設) 
共通電源車 

軽油用タンクローリ 
新設 

(常設) 

第２非常用ディーゼ
ル発電機の燃料油貯
蔵タンク（設計基準
対象の施設と兼用）

可
搬
型
代
替
照
明
に
よ
る
中
央
制

御
室
の
照
明
確
保可搬型代替照明 

新設 
(可搬) 

①
②
③
④
⑤

燃料供給ポンプ（第
42条 電燃料供給ポ
ンプ

燃料供給ポンプ用電
源ケーブル 

可搬型燃料供給ホー
ス 

可搬型電源ケーブル 
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第１表 審査基準，基準規則と対処設備との対応表（５/11） 
重大事故等対処設備を使用した手段 
審査基準の要求に適合するための手段 

自主対策設備 

手段 機器名称 既設 
新設 

解釈 
対応番号 

備考 手段 機器名称 

中
央
制
御
室
の
酸
素
及
び
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
測
定

可搬型酸素濃度計 
新設 

(可搬) 

①
②
④

非
常
用
電
源
建
屋
に
接
続
し
た
共
通
電
源
車
か
ら
の
受
電
に
よ
る
中
央
制
御
室
の
換
気
の
確
保

中央制御室送風機
（設計基準対象の施
設と兼用） 

制御建屋の換気ダク
ト（設計基準対象の
施設と兼用）

非常用電源建屋の
6.9ｋＶ非常用主母
線（設計基準対象の
施設と兼用） 

制御建屋の 6.9ｋＶ
非常用母線（設計基
準対象の施設と兼
用） 

可搬型二酸化炭素濃度
計 

新設 
(可搬) 

制御建屋の 460Ｖ非
常用母線（設計基準
対象の施設と兼用） 

制御建屋安全系監視
制御盤（設計基準対
象の施設と兼用） 

共通電源車 

中
央
制
御
室
の
窒
素
酸
化
物
の
濃
度
測
定

可搬型窒素酸化物濃度
計 

新設 
(可搬) ①

②
④

第２非常用ディーゼ
ル発電機の燃料油貯
蔵タンク（設計基準
対象の施設と兼用）

燃料供給ポンプ 

燃料供給ポンプ用電
源ケーブル 

可搬型燃料供給ホー
ス 

可搬型電源ケーブル 

2829



第１表 審査基準，基準規則と対処設備との対応表（６/11） 
重大事故等対処設備を使用した手段 
審査基準の要求に適合するための手段 

自主対策設備 

手段 機器名称 既設 
新設 

解釈 
対応番号 

備考 手段 機器名称 

中
央
制
御
室
の
放
射
線
計
測

ガンマ線用サーベイメー
タ（ＳＡ）

新設 
(可搬) 

①
②
④
⑩

可
搬
型
よ
う
素
フ
ィ
ル
タ
の
設
置

可搬型よう素フィル
タ 

アルファ・ベータ線用サ
ーベイメータ（ＳＡ）

新設 
(可搬) 

可搬型ダストサンプラ
（ＳＡ） 

新設 
(可搬) 

中
央
制
御
室
の
出
入
管
理

区
画
の
設
置
及
び
運
用

可搬型代替照明 
新設 

(可搬) 

①
②
④
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

中
央
制
御
室
の
通
信
連
絡
設
備
の
設
置

可搬型通話装置 
新設 

(可搬) 

①
②
④

可搬型衛星電話（屋内用） 
新設 

(可搬) 

可搬型衛星電話（屋外用） 
新設 

(可搬) 

可搬型トランシーバ（屋
内用） 

新設 
(可搬) 

可搬型トランシーバ（屋
外用） 

新設 
(可搬) 
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第１表 審査基準，基準規則と対処設備との対応表（７/11） 
重大事故等対処設備を使用した手段 
審査基準の要求に適合するための手段 

自主対策設備 

手段 機器名称 既設 
新設 

解釈 
対応番号 

備考 手段 機器名称 

中
央
制
御
室
の
情
報
把

握
計
装
設
備
の
設
置

可搬型情報収集装置 
新設 

(可搬) 
①
②
④

可搬型情報表示装置 
新設 

(可搬) 
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第１表 審査基準，基準規則と対処設備との対応表（８/11） 
重大事故等対処設備を使用した手段 
審査基準の要求に適合するための手段 

自主対策設備 

手段 機器名称 既設 
新設 

解釈 
対応番号 

備考 手段 機器名称 

代
替
制
御
室
送
風
機
に
よ
る
使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の
制
御

室
の
換
気
確
保

代替制御室送風機 
新設 

(可搬) 

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
に
接
続
し
た
共
通
電
源
車
か
ら
の
受
電
に
よ
る
中
央
制
御
室
の
換
気
の
確
保

制御室送風機（設計
基準対象の施設と兼
用） 

使用済燃料の受入れ施設
及び貯蔵施設の可搬型ダ
クト

新設 
(可搬) 

使用済燃料受入れ・
貯蔵建屋の換気ダク
ト（設計基準対象の
施設と兼用）

使用済燃料の受入れ施設
及び貯蔵施設可搬型発電
機 

新設 
(可搬) 

使用済燃料受入れ・
貯蔵建屋の 6.9ｋＶ
非常用母線（設計基
準対象の施設と兼
用） 

使用済燃料の受入れ施設
及び貯蔵施設の可搬型分
電盤 

新設 
(可搬) 

使用済燃料受入れ・
貯蔵建屋の 460Ｖ非
常用母線（設計基準
対象の施設と兼用） 

使用済燃料の受入れ施設
及び貯蔵施設の可搬型電
源ケーブル 

新設 
(可搬) 

使用済燃料受入れ・
貯蔵建屋安全系監視
制御盤（設計基準対
象の施設と兼用） 

軽油貯槽 
新設 

(常設) 
共通電源車 

軽油用タンクローリ 
新設 

(常設) 

第１非常用ディーゼ
ル発電機の燃料油貯
蔵タンク（設計基準
対象の施設と兼用）

可
搬
型
代
替
照
明
に
よ
る
使
用
済
燃
料
の
受
入
れ

施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の
制
御
室
の
照
明
確
保

可搬型代替照明 
新設 

(可搬) 

①
②
③
④
⑤

燃料供給ポンプ（第
42条 電燃料供給ポ
ンプ

燃料供給ポンプ用電
源ケーブル 

可搬型燃料供給ホー
ス 

可搬型電源ケーブル 
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第１表 審査基準，基準規則と対処設備との対応表（９/11） 
重大事故等対処設備を使用した手段 
審査基準の要求に適合するための手段 

自主対策設備 

手段 機器名称 既設 
新設 

解釈 
対応番号 

備考 手段 機器名称 

使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の
制
御
室
の
酸

素
及
び
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
測
定

可搬型酸素濃度計 
新設 

(可搬) 

①
②
④

可搬型二酸化炭素濃度
計 

新設 
(可搬) 

使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設

の
制
御
室
の
窒
素
酸
化
物
の
濃
度
測
定

可搬型窒素酸化物濃度
計 

新設 
(可搬) ①

②
④
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第１表 審査基準，基準規則と対処設備との対応表（10/11） 
重大事故等対処設備を使用した手段 
審査基準の要求に適合するための手段 

自主対策設備 

手段 機器名称 既設 
新設 

解釈 
対応番号 

備考 手段 機器名称 

使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯

蔵
施
設
の
制
御
室
の
放
射
線
計
測

ガンマ線用サーベイメー
タ（ＳＡ）

新設 
(可搬) 

①
②
④
⑩

アルファ・ベータ線用サ
ーベイメータ（ＳＡ）

新設 
(可搬) 

可搬型ダストサンプラ
（ＳＡ） 

新設 
(可搬) 

使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の

制
御
室
の
出
入
管
理
区
画
の
設
置
及
び
運
用

可搬型代替照明 
新設 

(可搬) 

①
②
④
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の

制
御
室
の
通
信
連
絡
設
備
の
設
置

可搬型衛星電話（屋内用） 
新設 

(可搬) 

①
②
④

可搬型衛星電話（屋外用） 
新設 

(可搬) 

可搬型トランシーバ（屋
内用） 

新設 
(可搬) 

可搬型トランシーバ（屋
外用） 

新設 
(可搬) 
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第１表 審査基準，基準規則と対処設備との対応表（11/11） 
重大事故等対処設備を使用した手段 
審査基準の要求に適合するための手段 

自主対策設備 

手段 機器名称 既設 
新設 

解釈 
対応番号 

備考 手段 機器名称 

使
用
済
燃
料
の
受
入
れ
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
の

制
御
室
の
情
報
把
握
計
装
設
備
の
設
置

可搬型情報収集装置 
新設 

(可搬) 

①
②
④

可搬型情報表示装置 
新設 

(可搬) 
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令和２年 3 月 13 日 R3 

補足説明資料 1.11-３ 
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補足説明資料 1.11－ 3 

制御室換気系再循環運転時の 

酸素及び二酸化炭素濃度について

 制御室の酸素濃度及び二酸化炭素濃度の評価を，「空気調和・

衛生工学便覧 空気調和設備設計」に基づき実施した。 

１．酸素濃度，二酸化炭素濃度に関する法令要求について

酸素濃度・二酸化炭素濃度計による室内酸素濃度，二酸化炭

素濃度管理は，「労働安全衛生法」，ＪＥＡＣ4622－ 2009「原子

力発電所中央制御室運転員等の事故時被ばくに関する規定」及

び「鉱山保安施行規則」に基づき，酸素濃度が 19％以上，かつ

二酸化炭素濃度が 1％以下で運用する。 

補 1.11-3-1 
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補 1.11-3-2 

（１） 酸素濃度

酸素欠乏症等防止規則（一部抜粋） 

（定義） 

第二条 この省令において，次の各号に掲げる用語の意義は，

それぞれ当該各号に定めるところによる。 

一  酸素欠乏  空気中の酸素の濃度が十八パーセント未満で

ある状態をいう。 

（換気） 

第五条 事業者は，酸素欠乏危険作業に労働者を従事させる場

合は，当該作業を行う場所の空気中の酸素の濃度を十八パ

ーセント以上（第二種酸素欠乏危険作業に係る場所にあっ

ては，空気中の酸素の濃度を十八パーセント以上，かつ，

硫化水素の濃度を百万分の十以下）に保つように換気しな

ければならない。ただし，爆発，酸化等を防止するため換

気することができない場合または作業の性質上換気する

ことが著しく困難な場合は，この限りでない。

「鉱山保安法施行規則」（一部抜粋）

第十六条の一 

一 鉱山労働者が作業し，又は通行する坑内の空気の酸素含有

率は十九パーセント以上とし，炭酸ガス含有率は一パーセ

ント以下とすること。
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補 1.11-3-3 

第１表 酸素濃度の人体への影響について(［出典］厚生労働省

ホームページ（抜粋）)

酸素濃度 症状等

21％ 通常の空気の状態

18％ 安全限界だが連続換気が必要

16％ 頭痛，吐き気

12％ 目まい，筋力低下

８％ 失神昏倒，7～8分以内に死亡

６％ 瞬時に昏倒，呼吸停止，死亡

（２） 二酸化炭素濃度

「鉱山保安法施行規則」（一部抜粋） 

第十六条の一 

一 鉱山労働者が作業し，又は通行する坑内の空気の酸素含有

率は十九パーセント以上とし，炭酸ガス含有率は一パーセ

ント以下とすること。
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補 1.11-3-4 

 

第10表  二酸化炭素濃度の人体への影響について（［出典］消防

庁「二酸化炭素消火設備の安全対策について（通知）」平成８

年９月20日） 

二 酸 化 炭 素 濃

度 

症 状 発 現 ま で の 暴 露

時間 

人体への影響 

＜2％  は っ き り し た 影 響 は

認められない 

2％～3％ 5～ 10分  呼 吸 深 度 の 増 加 ， 呼

吸数の増加 

3％～4％ 10～ 30分  頭痛，めまい，悪心，

知覚低下 

4％～6％ 5～ 10分  上 記 症 状 ， 過 呼 吸 に

よる不快感 

6％～8％ 10～ 60分  意 識 レ ベ ル の 低 下 ，

そ の 後 意 識 喪 失 へ 進

む，ふるえ，けいれん

な ど の 不 随 意 運 動 を

伴うこともある 

8％～10％  1～ 10分  同上 

10％＜ ＜ 数分 意 識 喪 失 ， そ の 後 短

時 間 で 生 命 の 危 険 あ

り 

30％  8～ 12呼吸 同上 
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補 1.11-3-5 

２．中央制御室の必要空気換気量

（ １ ）  酸素濃度基準に基づく必要換気量

ａ．収容人数：ｎ＝164 名  

ｂ．吸気酸素濃度：ａ＝21.0％（標準大気の酸素濃度） 

ｃ．許容酸素濃度：ｂ＝19％（鉱山保安法施行規則） 

ｄ．成人の呼吸量：ｃ＝0.48ｍ 3／ｈ／人（空気調和・衛生

工学便覧） 

ｅ．乾燥空気換算酸素濃度：ｄ＝16.4％（空気調和・衛生工

学便覧） 

ｆ．必要換気量：Ｑ１＝100×ｃ×ｎ／（ａ－ｂ）ｍ３／ｈ（空

気調和・衛生工学便覧の酸素基準の必要換気量）

Ｑ１＝100×0.48×164÷（21－ 19）  

＝3,936ｍ 3／ｈ

（ ２ ）  二酸化炭素濃度基準に基づく必要換気量

ａ．収容人数：ｎ＝164 名  

ｂ．許容二酸化炭素濃度：Ｃ＝1.0％（鉱山保安法施行規則）

ｃ．大気二酸化炭素濃度：Ｃｏ＝0.03％（標準大気の二酸化

炭素濃度） 

ｄ．呼吸による二酸化炭素発生量：Ｍ＝0.030ｍ 3／ｈ／人

（空気調和・衛生工学便覧の極軽作業の作業程度の吐

出し量） 

ｅ．必要換気量：Ｑ２＝100×Ｍ×ｎ／（Ｃ－Ｃｏ）ｍ３／ｈ
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補 1.11-3-6 

（空気調和・衛生工学便覧の二酸化炭素基準の必要換

気量） 

Ｑ２＝100×0.030×164÷（1.0-0.03）  

＝ 507.22 

≒ 507 ｍ 3／ｈ

以上により，中央制御室使用に必要な空気供給量は酸素

濃度基準の 3936ｍ 3／ｈとする。 
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補 1.11-3-7 

３．使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の必要空気換

気量

（ １ ）  酸素濃度基準に基づく必要換気量

ａ．収容人数：ｎ＝10 名  

ｂ．吸気酸素濃度：ａ＝21.0％（標準大気の酸素濃度） 

ｃ．許容酸素濃度：ｂ＝19％（鉱山保安法施行規則） 

ｄ．成人の呼吸量：ｃ＝0.48ｍ 3／ｈ／人（空気調和・衛生

工学便覧） 

ｅ．乾燥空気換算酸素濃度：ｄ＝16.4％（空気調和・衛生工

学便覧） 

ｆ．必要換気量：Ｑ１＝100×ｃ×ｎ／（ａ－ｂ）ｍ３／ｈ（空

気調和・衛生工学便覧の酸素基準の必要換気量）

Ｑ１＝100×0.48×10÷（21－ 19）  

＝240ｍ 3／ｈ

（ ２ ）  二酸化炭素濃度基準に基づく必要換気量

ａ．収容人数：ｎ＝10 名  

ｂ．許容二酸化炭素濃度：Ｃ＝1.0％（鉱山保安法施行規則）

ｃ．大気二酸化炭素濃度：Ｃｏ＝0.03％（標準大気の二酸化

炭素濃度） 

ｄ．呼吸による二酸化炭素発生量：Ｍ＝0.030ｍ 3／ｈ／人

（空気調和・衛生工学便覧の極軽作業の作業程度の吐

出し量） 
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補 1.11-3-8 

ｅ．必要換気量：Ｑ２＝100×Ｍ×ｎ／（Ｃ－Ｃｏ）ｍ３／ｈ

（空気調和・衛生工学便覧の二酸化炭素基準の必要換

気量） 

Ｑ２＝100×0.030×10÷（1.0-0.03）  

＝ 30.9 

≒ 31 ｍ 3／ｈ

以上により，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制

御室使用に必要な空気供給量は酸素濃度基準の 240ｍ 3／ｈ

とする。 
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補 1.11-3-9 

４．無換気状態での中央制御室の二酸化炭素許容限界濃度までの

時間について

質量保存の法則より、微小時間 dt 間の室内 CO2 濃度 C( t )の変化

量 dC( t )は、以下のように示される。  

dC( t )＝ {Q・ C0+q－ Q・ C( t ) }dt/V…式①

Q：外気取入れ量 (㎥ /ｈ )  

C0：外気 CO2 濃度 (%vol) 

C( t )：時刻 t における室内 CO2 濃度 (%vol) 

q： CO2 発生量（㎥ /ｈ）  

V：室内容積（㎥）  

t：二酸化炭素の許容限界濃度までの時間 (h) 

この微分方程式を、ｔ＝ 0 で C( t )＝ C( 0 )として解くと、C( t )は以下

のようになる。

C( t )＝ {C( 0 )－ C0－ｑ /Q}exp（－ Qt/V） +C0+ｑ /Q…式②  

ここで、長時間換気されている定常状態の CO2 濃度は、 t＝∞と

すると、

C(∞ )＝ C0+q/Q…式③  

で示され、また、外気取入れ量 Q＝ 0 とすると、式①より

C( t )＝ C(０ )+q・ t/V…式④
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補 1.11-3-10 

 

外気中の CO2 濃度 0.03％ vol（一定）より、  

   C0＝ 0.03％ vol…⑤  

 

室内の CO2 発生量 q は、中央制御室及び中央安全監視室内にい

る実施組織要員の想定人数 164 人が、極軽作業時の発生量（ 0.022

㎥ /ｈ）と同等の呼吸を実施していると想定すると、  

   q＝ 0.022×164＝ 3.608 ㎥ /ｈ…⑥  

 

室内容積は、安全側として中央制御室及び中央安全監視室の天井

以下の居住空間のみの容積として、  

V=8910+900＝ 9810 ㎥…⑦  

 

また二酸化炭素の許容限界濃度は、鉱山保安法施行規則第十六条

の一より、 1％以下とすることから  

   C(t)＝ 1.0％ vol…⑧  

 

これより、二酸化炭素の許容限界濃度までの時間 (h)は、式④に

⑤～⑧を代入して、  

   1.0/100＝ 0.03/100+3.608・ t/9810 

   t＝（ 1.0－ 0.03） /100・ 9810/3.608 

   t＝ 26.37 

   t＝ 26ｈ  

以上より、無換気状態で中央制御室の二酸化炭素許容限界濃度ま

での時間は、約 26 時間程度となる。  
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補 1.11-3-11 

５．無換気状態での使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御

室の二酸化炭素許容限界濃度までの時間について

質量保存の法則より、微小時間 dt 間の室内 CO2 濃度 C( t )の変化

量 dC( t )は、以下のように示される。  

dC( t )＝ {Q・ C0+q－ Q・ C( t ) }dt/V…式①

Q：外気取入れ量 (㎥ /ｈ )  

C0：外気 CO2 濃度 (%vol) 

C( t )：時刻 t における室内 CO2 濃度 (%vol) 

q： CO2 発生量（㎥ /ｈ）  

V：室内容積（㎥）  

t：二酸化炭素の許容限界濃度までの時間 (h) 

この微分方程式を、ｔ＝ 0 で C( t )＝ C( 0 )として解くと、C( t )は以下

のようになる。

C( t )＝ {C( 0 )－ C0－ｑ /Q}exp（－ Qt/V） +C0+ｑ /Q…式②  

ここで、長時間換気されている定常状態の CO2 濃度は、 t＝∞と

すると、

C(∞ )＝ C0+q/Q…式③  

で示され、また、外気取入れ量 Q＝ 0 とすると、式①より

C( t )＝ C(０ )+q・ t/V…式④
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補 1.11-3-12 

外気中の CO2 濃度 0.03％ vol（一定）より、

C0＝ 0.03％ vol…⑤

室内の CO2 発生量 q は、使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室内にいる実施組織要員の想定人数 10 人が、極軽作業時

の発生量（ 0.022 ㎥ /ｈ）と同等の呼吸を実施していると想定する

と、

q＝ 0.022×10＝ 0.22 ㎥ /ｈ…⑥

室内容積は、安全側として使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室の天井以下の居住空間のみの容積として、

V=3714.5 ㎥…⑦

また二酸化炭素の許容限界濃度は、鉱山保安法施行規則第十六条

の一より、 1％以下とすることから  

C(t)＝ 1.0％ vol…⑧  

これより、二酸化炭素の許容限界濃度までの時間 (h)は、式④に

⑤～⑧を代入して、

1.0/100＝ 0.03/100+0.22・ t/3714.5 

t＝（ 1.0－ 0.03） /100・ 3714.5/0.22 

t＝ 163.78ｈ  

以上より、無換気状態で使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の

制御室の二酸化炭素許容限界濃度までの時間は、約 163 時間程

度となる。
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補足説明資料 １.11－４ 可搬型代替照明の配置について

補１.11-4-1 

第 1 図  可搬型代替照明を用いた場合の中央制御室の監視操作につ

いて 
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第 ２図 可搬型代替照明を用いた場合の使用済燃料の受入れ施設及

び貯蔵施設の制御室の監視操作について 

補１.11-4-2 
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令和２年4月 28 日 R4 
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補足説明資料1.11-5 

出入管理区画について

(1)   出入管理区画の基本的な考え方

出入管理区画の設置に当たっては，「再処理施設の位置、構造

及び設備の基準に関する規則の解釈」第44条第１項（運転員がと

どまるために必要な設備）に基づき，制御室の外側が放射性物質

により汚染した状況下において，制御室への汚染の持ち込みを防

止するため，身体の汚染検査及び防護具の脱装等を行うための区

画を設けることを基本的な考え方とする。 

(2 )   出入管理区画の概要

出入管理区画は，放射線防護具脱装エリア，サーベイエリア，

除染エリアからなり，中央制御室については，出入管理建屋玄関

又は制御建屋内搬出入口付近に，使用済燃料の受入れ施設及び貯

蔵施設の制御室については，使用済燃料受入れ・貯蔵管理建屋玄

関に設置する。第１表に出入管理区画の概要を示す。

(3)   出入管理区画の設置場所及びアクセスルート

出入管理区画は，中央制御室については，出入管理建屋玄関又

は制御建屋内搬出入口付近に，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵

施設の制御室については，使用済燃料受入れ・貯蔵管理建屋玄関

に設置する。出入管理建屋（出入管理建屋玄関）及び制御建屋内

搬出入口付近並びに使用済燃料受入れ・貯蔵管理建屋玄関の出入

管理区画の設置場所及び概要図を第１図から第３図に，出入管理
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区画設置場所及びアクセスルートを第４図から第６図にそれぞ

れ示す。 

(4 )   出入管理区画の設置（考え方，資機材）

ａ．考え方

制御室への放射性物質の持ち込みを防止するため，第７図

の設置フローに従い，第１図から第３図のとおり，出入管理

区画を設置する。中央制御室の出入管理区画の設置は，初動

対応要員（現場環境確認班）が，現場作業を終えて中央制御

室に戻る時間を考慮し，夜間・休日を問わず放射線対応班員

3人で，１時間30分以内（大規模地震等の重大事故起因となる

事象発生後）を想定している。 

使用済燃料の受入れ 施設 及 び貯 蔵施 設の 制 御室 の出 入管

理区画の設置は，実施組織における実施責任者（統括当直長）

が，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室において

重大事故等の対処が必要と判断した場合に，夜間・休日を問

わず放射線対応班員3人で，１時間以内（指示後）を想定して

いる。

なお，出入管理区画が速やかに設置できるように定期的に

訓練を行い，設置時間の短縮及び更なる改善を図ることとし

ている。 

出入管理区画の設置は，放射線対応班員11人のうち，出入

管理区画の設置に割り当てることができる要員で行う。設置

は，大規模地震等により全交流電源供給機能が喪失し，実施

組織における実施責任者（統括当直長）が重大事故等の対処
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が必要と判断した場合に実施する。 

 

ｂ．出入管理区画の設置（制御室） 

   中央制御室の出入管理区画設置開始は，事象発生から線量

計貸出及び初動対応要員の着装補助が完了する約30分後か

ら設置を開始する。使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の

制御室は実施組織における実施責任者（統括当直長）が，使

用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室において重大

事故等の対処が必要と判断し設置の指示を出したときから

開始する。設置は，中央制御室については実施責任者等の要

員８人，建屋対策班の班員６人の合計14人，使用済燃料の受

入れ施設及び貯蔵施設の制御室については建屋外対応班長

を除く実施責任者等の要員８人，建屋対策班の班員２人の合

計10人で行い，出入管理区画資機材置場から資機材の搬出及

び可搬型代替照明の設置を約10分で行う。その後，床及び壁

の養生，仕切り壁を約30分で設置し，放管資器材の配備及び

測定器の配備を約10分，その後除染エリアの設置を10分で行

う。 

以下の表に設置に係るタイムチャートを示す。 

資機材準備・搬出、仮設照明の設置

　壁の養生　

　仕切り壁の設置（導線の確保）

　放管資器材と放射線測定器の配備

除染エリアの設営

運用開始

経過時間
（分）

必要要員数
　　　　　▽活動開始（中央制御室は事象発生から３０分後、制御室は実施責任者の指示後から開始）
　　　　　　　　　　　　　　　                                                  　▽設置完了（運用開始）

初動：３名
～

最大：６名

　床の養生　

０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０ ８０ ９０ １００ １１０
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ｃ．出入管理区画用資機材 

出入管理区画用資機材については，運用開始後の出入管理区

画の補修や汚染の除去等も考慮し，第２表に保管場所及び保管

数を示す。出入管理区画用資機材は，出入管理区画付近に保管

する。また，確実に出入管理区画の設置ができるよう出入管理

区画用の資機材は，複数の個所に保管する。 

 

(5 )  出入管理区画の運用（出入管理，脱装，汚染検査，除染，廃棄

物管理，出入管理区画の維持管理） 

ａ．出入管理 

出入管理区画は，制御室の外側が放射性物質により汚染し

たような状況下において，制御建屋及び使用済燃料受入れ・

貯蔵建屋外で作業を行った要員が，制御室に入室する際に利

用する。なお，建屋外で活動する要員は，防護具及び個人線

量計を着用する。 

出入管理区画のレイアウトは，第１図から第３図のとおり

であり，出入管理区画には，下記の①から③のエリアを設け

ることで，制御室内への放射性物質の持ち込みを防止する。 

①  放射線防護具脱装エリア 

・防護具を適切な順番で脱装するエリア 

②  サーベイエリア 

・防護具を脱装した作業員の身体や物品の汚染検査を行う

エリア 

・汚染が確認されなければ制御室内へ移動する。 

③   除染エリア 
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・サーベイエリアで汚染が確認された際に，除染を行うエ

リア

ｂ．脱装

出入管理区画における防護具の脱装手順は，以下のとおり。 

・放射線防護具脱装エリアで，シューズカバー，ヘルメッ

ト及び放射線防護具（外側：汚染防護衣（化学物質）及

びケミカルグローブ，ゴム手袋）を脱装する。

・マスク，帽子及び靴下を着用したまま，サーベイエリア

へ移動する。

なお，出入管理区画では，放射線対応班員は，要員の脱装

状況を適宜確認し，指導，助言，防護具の脱装の補助を行う。

ｃ．汚染検査

出入管理区画における汚染検査等の手順は，以下のとおり。 

① 帽子，靴下，綿手袋及びマスクを着装したままサーベイ

エリアに移動する。

② サーベイエリアにて汚染検査を受ける。

放射線対応班員は汚染検査の状況について，適宜確認

し，指導及び助言をする。

③ 汚染基準を満足する場合には，クリーンエリアへ移動後

に，マスク，帽子及び靴下を脱装し，制御室へ入室する。

④ ②の汚染検査において，汚染基準を満足しない場合には，

除染エリアに移動する。

なお，基本的に汚染検査は放射線対応班員が実施する。対
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応要員が不足する場合は，放射線管理班長は原子力防災管理

者に対し活動助勢要員を選定するように依頼し，選定された

活動助勢要員が汚染検査を実施する。 

 

ｄ．除染 

サーベイエリア内で要員の汚染が確認された場合は，サー

ベイエリアに隣接した除染エリアで要員の除染を行う。 

要員の除染については，紙タオルでの拭き取りによる除染

を基本とするが，拭き取りにて除染ができない場合も想定し，

汚染箇所への水洗によ って 除染 が行え るよ う簡 易シャ ワ ー

を設ける。簡易シャワーで発生した汚染水は，第６－６図の

とおり，必要に応じて紙タオル等へ染み込ませる等により固

体廃棄物として処理する。 

出入管理区画における除染手順は，以下のとおり。 

・汚染検査にて汚染基準を満足しない場合は，除染エリアに

移動する。 

・汚染箇所を紙タオルで拭き取りする。 

・再度汚染箇所について汚染検査をする。 

・汚染基準を満足しない場合には，簡易シャワーで除染する。 

 

ｅ．廃棄物管理 

制御室外で活動した要員が脱装した防護具については，出

入管理区画内に とどめ て置 くと出入管 理区 画内 の線量 当量

率の上昇及び汚染拡大につながる要因となることから，適宜

出入管理区画外に持ち出し，出入管理区画内の線量当量率の
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上昇及び汚染拡大防止を図る。

ｆ．出入管理区画の維持管理

放射線対応班員は，出入管理区画内の表面密度，線量当量

率及び空気中放射性物質濃度を定期的（1 回／日以上）に測

定し，放射性物質の異常な流入や拡大がないことを確認する。 

(6 )  出入管理区画の汚染拡大防止について

ａ．汚染拡大防止の考え方

制御室への汚染の持ち込みを防止するため，身体及び物品

サーベイを行うためのサーベイエリア，脱装を行うための放

射線防 護具脱装エリア 及び 身体 に付着 した 放射 性物質 の除

染を行うための除染エ リア を設 けると とも に出 入口に 粘着

マットを設置し，制御室の放射性物質を低減する設計とする。 

ｂ．出入管理区画の区画

出入管理区画は，放射線防護具脱装エリア，サーベイエリ

ア，除染エリアごとに区分し，通常時より床・壁等について，

あらかじめプラスチッ ク段 ボー ル等に よる 区画 養生物 を準

備しておくことで，出入管理区画設置時間の短縮を図る。 

また，出入管理区画床面については，必要に応じて汚染の

除去の容易さの観点か ら養 生シ ートを 積層 して 貼るこ とと

し，汚染の除去の時間を短縮している。 

更に出入管理区画内には，靴等に付着した放射性物質を持

ち込まないように粘着マットを設置する。 
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ｃ．出入管理区画でのクロスコンタミ防止について

制御室に入室しようとする作業員に付着した汚染が，他の作

業員に伝播することがないように，サーベイエリアにおいて要

員の汚染が確認された場合には，汚染箇所を養生するとともに

サーベイエリア内に汚染が拡大していないことを確認する。サ

ーベイエリア内に汚染が確認された場合には，速やかに紙タオ

ルによる拭き取り等により，作業員の出入りに極力影響を与え

ないようにする。

また，出入管理区画内は制御室への入室の動線と退室の動線

を分離することで，脱装する要員との接触による汚染の伝播を

防止する。 

(7 )  汚染の管理基準

第３表のとおり，状況に応じた汚染の管理基準を運用する。

ただし，サーベイエリアのバックグラウンドに応じて，第３表

の管理基準での運用が困難となった場合は，バックグラウンド

と識別できる値を設定する。 

(8 )  可搬型代替照明

出入管理区画設置場所付近の全照明が消灯した場合に使用

する可搬型照明は，出入管理区画の設置，脱装，汚染検査及び

除染時に必要な照度を確保するために，６ 個（予備４個含む）

を使用する。可搬型代替照明の仕様を第４表に示す。 
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( 9 )  出入管理区画のスペースについて 

中央制御室における現場作業を行う要員は，３人１組で各建

屋２組を想定し，同時に６人程度の要員が出入管理区画内にて

脱装及び身体の汚染検査等ができる設計とする。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室における現

場作業を行う要員は，２人１組で２組を想定し，同時に４人程

度の要員が出入管理区画内にて脱装及び身体の汚染検査等が

できる設計とする。 

また，仮に想定人数以上の要員が同時に出入管理区画に来た

場合でも，出入管理区画は，建屋内に設置しているため，屋外

での待機はなく，不要な被ばくを防止することができる。 

 

(1 0 )  出入管理区画設置前の汚染の持ち込み防止について 

夜間・休祭日は，参集要員により出入管理区画の設置を行う

可能性があるが，事象発生から出入管理区画の設置まで１時間

30分程度要する。出入管理区画の運用開始までは，下記の対応

により制御室への過度な汚染の持ち込みを防止する。 

 

・要員は，自ら汚染検査を実施し，必要に応じ除染（紙タオル

による拭き取り）を行った上で，制御室に入室する。 

・放射線対応班員は，出入管理区画の初期運用開始に必要な

サーベイエリア及び除染エリアを設置後，要員の汚染検査

を実施し，必要に応じて除染（紙タオルでの拭き取り又は簡

易シャワーによる水洗）を行う。また，放射線対応班員は，

制御室内の環境測定を行う。 
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第1表 出入管理区画の概要

設置

場所

○中央制御室

第１候補:出入管理建屋

玄関 

第２候補：制御建屋内搬出入

口付近

○使用済燃料の 受入れ施設及

び貯蔵施設の制御室

：使用済燃料受入れ・貯蔵管

理建屋玄関

・制御建屋及び使用済燃料

受入れ・貯蔵建屋の外側

が 放 射 性 物 質 に よ り 汚

染 し た よ う な 状 況 下 に

おいて，制御室への汚染

の 持 ち 込 み を 防 止 す る

ため，身体の汚染検査及

び 防 護 具 の 脱 装 等 を 行

うための区画を設ける。

設置

形式

○共通

プラスチック段 ボール等の区

画化 

・事象発生時，床・壁等に

ついて，プラスチック段

ボール等により区画養生

する。

手順着

手の判

断基準

○中央制御室

実施組織におけ る実 施 責任

者（統括当直長）が，中央制御

室において重大 事故等の対処

が必要と判断した場合 

○使用済燃料の受入れ施設及

び貯蔵施設の制御室

実施組織におけ る実 施 責任

者（統括当直長）が，使用済燃

料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室において重大事故等

の対処が必要と判断した場合 

・制御室の外側が放射性物

質 に よ り 汚 染 す る よ う

な お そ れ が 発 生 し た 場

合，出入管理区画の設置

を行う。

・事故進展の状況，参集済

み の 要 員 数 等 を 考 慮 し

て 放 射 線 対 応 班 員 が 実

施 す る 作 業 の 優 先 順 位

を判断し，速やかに設置

を行う。

実施者

○共通

実施組織における放射線対応

班員 

・出入管理区画を速やかに

設置できるように，定期

的 に 訓 練 を 行 っ て い る

放 射 線 対 応 班 員 が 参 集

した後に設置を行う。
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第２表 出入管理区画用資機材の保管場所及び保管数量

品名

出入管理

建屋

（数量）

制御建屋

（数量）

使用済燃料

受入れ・貯

蔵建屋 

（数量） 

ライト ２台 ２台 ２台

簡易シャワー １台 １台 １台

汚染防護衣 

（放射性物質）
13 着 13 着 13 着

除染エリア用簡易テント １セット １セット １セット

メディカルシーツ ３枚 ３枚 ３枚

ゴミ箱

６箱 

（白１，黄

５） 

６箱 

（白１，黄

５） 

６箱 

（白１，黄

５） 

ポール 12 本 12 本 12 本

養生シート（ピンク） ５巻 ５巻 ５巻

養生シート（白） ３巻 ３巻 ３巻

ロール袋 ９巻 ９巻 ９巻

紙タオル 30 束 30 束 30 束

養生テープ ７巻 ７巻 ７巻

はさみ ５本 ５本 ５本

ポリ手袋 

（左右Ｌサイズ）

20×２

セット

20×２

セット

20×２

セット
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品名 

出入管理 

建屋 

（数量） 

制御建屋 

（数量） 

使用済燃料

受入れ・貯

蔵建屋 

（数量） 

表示物  

「出入管理区画図」  

「この先サーベイエリア」 

「放射線防護具脱装エリ

ア」 

２枚 

１枚 

１枚 

２枚 

１枚 

１枚 

２枚 

１枚 

１枚 

油性ペン（黒，赤，青） 

黒６本 

赤３本 

青２本 

黒６本 

赤３本 

青２本 

黒６本 

赤３本 

青２本 

バリア ９台 ９台 ９台 

積層マット ８ｒ枚 ８枚 ８枚 

プラスチックダンボール 25 枚  ８枚 ８枚 

木柱 １本 １本 －  

木枠 

（扉 1 枚分の大きさ） 
１本 １本 －  

ロープ ２本 ２本 －  

ゴムロープ １本 １本 －  
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第３表 汚染の管理基準

状況 汚染の管理基準 根拠等

状

況

①

屋 外 （ 再 処 理

事 業 所 構 内 ）

へ 少 量 の 放 射

性 物 質 が 漏 え

い 又 は 放 出 さ

れ る よ う な 原

子力災害時 

α線 ：約 100cpm 

（０.４Bq/㎝２相当） 

βγ線：約 1，300cpm 

（４Bq/㎝２相当） 

法令に定める表面密度限度の

１/10 

・α線を放出する放射性同位

元素：０.４ Bq/㎝２

・α線を放出しない放射性同

位元素：４ Bq/㎝２

状

況

②

大 規 模 プ ル ー

ム が 放 出 さ れ

る よ う な 原 子

力災害時 

α線 ：約 3，000cpm 

（12Bq／㎝２相当） 

βγ線：約 40，000cpm 

（120Bq／㎝２相当） 

法令に定める表面密度限度の

３倍 

原子力災害対策指針における 

OIL４に準拠 

α線 ：約 1，000cpm 

（４Bq/㎝２相当） 

βγ線：約 13，000cpm 

（40Bq/㎝２相当） 

法令に定める表面密度限度 

原子力災害対策指針における 

OIL4【1 ヶ月後の値】に準拠 

第４表出入管理区画の可搬型照明

名称及び外観 保管場所 数量

可搬型代替照明
出入管理区画

設置箇所近傍

６個 

（予備４個含む）
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第１図 出入管理建屋出入管理区画

設置場所及び概要図

サンプルイメージ図
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第２図 制御建屋出入管理区画設置場所及び

概要図

サンプルイメージ図
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第３図 使用済燃料受入れ・貯蔵管理建屋出入管理区画設置場所

及び概要図

サンプルイメージ図
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第４図 出入管理建屋出入管理区画設置場所及び 

アクセスルート 

 

 

 

サンプルイメージ図  
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第５図 制御建屋出入管理区画設置場所及び

アクセスルート

サンプルイメージ図
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第６図 使用済燃料受入れ・貯蔵管理建屋出入管理区画設置場所

及びアクセスルート 

 

 

 

 

 

 

 

サンプルイメージ図  
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第７図 出入管理建屋出入管理区画設置場所及び

設置資機材等の流れ

放射線管理要員

中央制御室より

チェンジング

エリア設営

資機材

置場

チェンジングエリア

設営場所

【設営用資機材搬出の往復回数】

３人×８往復／人（プラスチックダンボール）

３人×７往復／人（その他資機材）

資機材搬出完了までの時間：１０分

（訓練実績より）

チェンジングエリア設営場所到着以

降のチェンジングエリア資機材搬出

入は、資機材置場付近の扉より搬

出入を行う

サンプルイメージ図
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第８図 制御建屋出入管理区画設置場所及び 

設置資機材等の流れ 

 

サンプルイメージ図  

放射線管理要員

中央制御室から出発

チェンジングエリア

設営場所チェンジング

エリア設営

資機材

置場

【設営用資機材搬出の往復回数】

３人×２往復／人（プラスチックダンボール）

３人×７往復／人（その他資機材）

資機材搬出完了までの時間：５分

（訓練実績より）

チェンジングエリア設営場所到着から

チェンジングエリア資機材置場までの往

復ルート

チェンジングエリア資機材搬出ルート：
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第９図 使用済燃料受入れ・貯蔵管理建屋出入管理区画設置場

所及び設置資機材等の流れ 

サンプルイメージ図
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第７図 出入管理区画の設置フロー

① 出 入 管 理 区 画 用 資 機 材 の移 動 ・設 置

（出入 管理 区画の設置場所の照明が 確保されてい

ない場合は可搬型代替照明を設置）

②床・壁等の養生の状態確認

③バリア・粘着マット等の設置

④ 除染用資機材・サーベイメータ等の配備
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第８図 中央制御室出入管理区画

サーベイエリアにて，

汚染確認

除染エリア 退域

【除染①】

紙タオルによる

拭き取り

【除染②】

簡易シャワーによる除染

第９図 除染イメージ

難 燃 袋

紙 タ オ ル 等

簡 易 水 槽
ゴ ミ
箱

紙 タ オ ル

移 動 移 動

汚 染 箇 所

サ ー ベ イ
メ ー タ

（ 汚 染 ）

除 染 不
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補足説明資料 1.11-６ 
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補 1.11－6－1 

補足説明資料 １.11-６ 

１．中央制御室内に配備する資機材の数量について

（１） 防護具の準備個数

重大事故等の対応により中央制御室での実施組織要員は 163 人（待機

要員含む）となることから，防護具は，再処理施設用として原則 170 人分

以上の数量を備える。 

なお，準備する防護具のうち，酸素呼吸器，汚染防護衣（化学物質），

耐薬品用グローブ及び耐薬品用長靴については，現場環境確認以降に再使

用が可能，かつ，対策班の間で装備の融通が可能であり，現場環境確認の

結果に応じて必要装備の低減が図れることから，最大必要数は以下のとお

りとなる。 

① 現場環境確認者 32 人

内訳：各班３人×各建屋２人×５建屋※１+２人×１班※２＝32 人

※１：前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム

混合脱硝建屋，高レベル廃液ガラス固化建屋 

※２：使用済み燃料受入れ・貯蔵建屋

②要員管理班員 ２人

② 建屋対策班 36 人

合計 70 人（①+②+③） 

以上より，再使用前提の防護具は，90 人分以上の数量を備える。 

準備する防護具の内訳を第 16 表に示す。 
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補 1.11－6－2 

第 16 表 防護具類 

(1)放射線防護資機材

区分 品名 数量 保管場所 

放射線

管理及

び有毒

ガス用

資機材 

防護具 

・酸素呼吸器：90 台以上

・汚染防護衣（化学物質）：90 着以上

・耐薬品用グローブ：90 双以上

・耐薬品用長靴：90 足以上

・全面マスク：150 個以上

・半面マスク：150 個以上

・アノラック：150 着以上

・汚染防護衣（放射性物質）：2,100 着

以上（150 人×２回×７日間）

・ゴム手袋：2,100 双以上（150 人×２

回×７日間）

・安全帯：６本以上

制御建屋 

測定機材 

・警報付ポケット線量計：150 台以上

・アルファ・ベータ線用サーベイメー

タ：15 台以上

・ガンマ線用サーベイメータ：15 台以

上

・作業時間計測器（時計、ストップウ

ォッチ等）：40 個以上（６建屋×２班

×３台（予備含む））

制御建屋 

資料 

対処に必

要な資料 

・事業許可申請書/設工認図書

・系統説明図 ・単線結線図

・機器配置図 ・運転手順書 等 

・展開接続図

制御建屋 

（中央制御

室） 

その他 

可搬型照

明・測定器 

・LED ハンドライト及びヘッドライト：

150 個以上 

・二酸化炭素濃度計：50 台以上

・酸素濃度系：50 台以上

・NOx 濃度計：50 台以上

・絶縁抵抗計：３台以上

制御建屋 

非常食・飲

料水 

非常食：450 食以上（中央制御室にい

る要員 

総計 150 人×３食×１日） 

飲料水：300L 以上（中央制御室にいる

要員 

総計 150 人×２L×１日） 

制御建屋 
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補 1.11－6－3 

 

（２） 薬品防護具一覧 

装備品 耐薬品性 保管場所 

汚染防護衣（化学

物質） 
薬品全般 

中央制御室：（７５６着）※2 

耐薬品用グローブ 中央制御室： 

（１０８セット）※3，4 耐薬品用長靴 

防毒マスク 飛沫からの防護、

揮発性の薬品に対

応 

中央制御室：（１９０個）※3，5 

吸収缶 中央制御室：（１３２７セット）
※6 

酸素呼吸器 揮発性の薬品に対

応 

中央制御室：（１０８セット）※

3，4 
※1 上記の表の装備品一式をセットして保管場所に配備する。 
※2 1 着/人×90 人×７日間＋予備（90 着×７日×0.2）＝756 着 
※3 装備品は洗浄し再使用する。 
※4 1 セット/人×90 人（初動対応要員）＋予備（90 セット×0.2）＝108
セット 
※5 1 個/人×158 人（中央制御室にいる要員）＋予備（158 個×0.2）＝
190 個 
※6 158 人×７日間＋予備（1106 セット×0.2）＝1327 セット 
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令和２年 4 月 28 日 R2 

補足説明資料 1.11-９ 
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補足説明資料１.11－９ 

重大事故等対処設備を用いた対応と自主対策を並行して実施した 

場合の悪影響の防止について 

１．制御建屋に接続した共通電源車からの受電による中央制御室の換

気確保 

（１） 要員への悪影響防止

本対応は，全交流動力電源の喪失に伴う対応のため，前処理

建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建

屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋（以下「全建屋」という。）

での同時発生事象となる。 

中央制御室は，代替制御建屋中央制御室換気設備で居住性を

確保することが可能であることから，対策を実施するための要

員の確保，対策実施の準備ができたと判断した場合に本対応を

実施する。 

そのため，重大事故等対処設備を用いた対応に悪影響を与え

ない。 

（２） 設備への悪影響防止

本対応は，共通電源車から制御建屋へ給電する作業であり，

重大事故等対処設備を用いた対応の準備と異なる場所での対応

となるため，重大事故等対処設備に悪影響を与えない。 

２．非常用電源建屋に接続した共通電源車からの受電による中央制御

室の換気確保 

（１） 要員への悪影響防止

本対応は，全交流動力電源の喪失に伴う対応のため，前処理

建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建

屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋（以下「全建屋」という。）

での同時発生事象となる。 

中央制御室は，代替制御建屋中央制御室換気設備で居住性を

確保することが可能であることから，対策を実施するための要

員の確保，対策実施の準備ができたと判断した場合に本対応を

実施する。 

そのため，重大事故等対処設備を用いた対応に悪影響を与え

ない。 

2882



（２） 設備への悪影響防止

本対応は，共通電源車から非常用電源建屋へ給電する作業で

あり，重大事故等対処設備を用いた対応の準備と異なる場所で

の対応となる。 

このため，重大事故等対処設備を用いた対応の準備と本対応

を同時に行った場合であっても，重大事故等対処設備に悪影響

を与えない。 

３．使用済燃料受入れ・貯蔵建屋に接続した共通電源車からの受電に

よる使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の換気確保 

（１） 要員への悪影響防止

本対応は，全交流動力電源の喪失に伴う対応のため，前処理

建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建

屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋（以下「全建屋」という。）

での同時発生事象となる。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室は，代替使用

済燃料受入れ貯蔵建屋制御室換気設備で居住性を確保すること

が可能であることから，対策を実施するための要員の確保，対

策実施の準備ができたと判断した場合に本対応を実施する。 

（２） 設備への悪影響防止

本対応は，共通電源車から使用済燃料受入れ・貯蔵建屋へ給

電する作業であり，重大事故等対処設備を用いた対応の準備と

異なる場所での対応となるため，重大事故等対処設備に悪影響

を与えない。 

以 上 
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空

気
圧

力
,貯

槽
掃

気
流

量
）

A
C

1
班

2

・
計

器
監

視
（
水

素
掃

気
系

統
圧

縮
空

気
圧

力
,貯

槽
掃

気
流

量
）

A
C

2
班

2

・
膨

張
槽

液
位

確
認

A
C

2
班

、
A

C
3
班

4

・
可

搬
型

貯
槽

温
度

計
設

置
及

び
貯

槽
溶

液
温

度
計

測
A

C
4
班

、
A

C
5
班

4

・
内

部
ル

ー
プ

通
水

準
備

（
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
，

隔
離

）
A

C
6
班

、
A

C
7
班

4

・
内

部
ル

ー
プ

通
水

（
弁

操
作

，
漏

え
い

確
認

，
内

部
ル

ー
プ

健
全

性
確

認
，

冷
却

水
流

量
（
内

部
ル

ー
プ

通
水

）
確

認
）

A
C

4
班

2

・
貯

槽
溶

液
温

度
計

測
A

C
5
班

2

・
可

搬
型

漏
え

い
液

受
皿

液
位

計
設

置
（
漏

え
い

液
受

皿
液

位
測

定
）

A
C

6
班

、
A

C
7
班

4

・
計

器
監

視
（
貯

槽
溶

液
温

度
，

冷
却

水
流

量
（
内

部
ル

ー
プ

通
水

）
)

A
C

1
班

2

・
計

器
監

視
（
貯

槽
溶

液
温

度
，

冷
却

水
流

量
（
内

部
ル

ー
プ

通
水

）
)

A
C

2
班

2

作
業

名
作

業
班

要
員

数

・
可

搬
型

建
屋

外
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
A

B
1
班

2

・
可

搬
型

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

計
及

び
可

搬
型

水
素

掃
気

系
統

圧
縮

空
気

圧
力

計
設

置
A

B
2
班

2

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
A

B
1
班

2

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
A

B
1
班

2

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
A

B
5
班

2

・
可

搬
型

空
気

圧
縮

機
起

動
A

B
5
班

2

・
可

搬
型

空
気

圧
縮

機
か

ら
の

供
給

開
始

，
水

素
掃

気
系

統
圧

縮
空

気
圧

力
確

認
A

B
5
班

2

・
水

素
掃

気
系

統
圧

縮
空

気
圧

力
及

び
貯

槽
掃

気
流

量
確

認
，

貯
槽

掃
気

流
量

調
整

，
セ

ル
導

出
ユ

ニ
ッ

ト
流

量
確

認
A

B
6
班

、
A

B
7
班

4

・
計

器
監

視
（
水

素
掃

気
系

統
圧

縮
空

気
圧

力
，

貯
槽

掃
気

流
量

）
A

B
2
班

2

・
計

器
監

視
（
水

素
掃

気
系

統
圧

縮
空

気
圧

力
，

貯
槽

掃
気

流
量

）
A

B
3
班

2

・
可

搬
型

貯
槽

温
度

計
設

置
及

び
高

レ
ベ

ル
廃

液
濃

縮
缶

溶
液

温
度

測
定

A
B

2
班

2

・
内

部
ル

ー
プ

通
水

準
備

(可
搬

型
建

屋
内

ホ
ー

ス
敷

設
，

 接
続

)
A

B
6
班

、
A

B
7
班

4

・
内

部
ル

ー
プ

通
水

準
備

(ポ
ン

プ
隔

離
，

弁
隔

離
)

A
B

3
班

、
A

B
4
班

4

・
内

部
ル

ー
プ

通
水

（
弁

操
作

，
漏

え
い

確
認

，
内

部
ル

ー
プ

健
全

性
確

認
，

冷
却

水
流

量
（
内

部
ル

ー
プ

通
水

）
確

認
）

A
B

3
班

、
A

B
4
班

4

・
高

レ
ベ

ル
廃

液
濃

縮
缶

溶
液

温
度

計
測

A
B

1
班

2

・
可

搬
型

漏
え

い
液

受
皿

液
位

計
設

置
(漏

え
い

液
受

皿
液

位
測

定
)

A
B

1
班

、
A

B
2
班

4

・
計

器
監

視
(高

レ
ベ

ル
廃

液
濃

縮
缶

溶
液

温
度

，
冷

却
水

流
量

(内
部

ル
ー

プ
通

水
))

A
B

2
班

2

・
計

器
監

視
(高

レ
ベ

ル
廃

液
濃

縮
缶

溶
液

温
度

，
冷

却
水

流
量

(内
部

ル
ー

プ
通

水
))

A
B

3
班

2

作
業

名
作

業
班

要
員

数

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

等
運

搬
（
分

離
建

屋
蒸

発
乾

固
 2

）
A

C
1
2
班

、
A

C
1
3
班

A
C

1
4
班

6

・
膨

張
槽

液
位

確
認

（
分

離
建

屋
蒸

発
乾

固
 2

）
A

C
1
2
班

、
A

C
1
3
班

4

・
可

搬
型

貯
槽

温
度

計
設

置
及

び
貯

槽
溶

液
温

度
計

測
（
分

離
建

屋
蒸

発
乾

固
2
）

A
C

1
4
班

、
A

C
1
5
班

4

・
内

部
ル

ー
プ

通
水

準
備

（
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
）
（
分

離
建

屋
蒸

発
乾

固
 2

）
A

C
1
2
班

、
A

C
1
3
班

4

・
内

部
ル

ー
プ

通
水

準
備

(ポ
ン

プ
隔

離
，

弁
隔

離
)（

分
離

建
屋

蒸
発

乾
固

 2
）

A
C

1
2
班

、
A

C
1
3
班

4

・
内

部
ル

ー
プ

通
水

（
弁

操
作

，
漏

え
い

確
認

，
冷

却
水

流
量

（
内

部
ル

ー
プ

通
水

）
確

認
）
（
分

離
建

屋
蒸

発
乾

固
 2

）
A

C
1
4
班

、
A

C
1
5
班

4

・
貯

槽
溶

液
温

度
計

測
（
分

離
建

屋
蒸

発
乾

固
 2

）
K
A

9
班

2

・
可

搬
型

漏
え

い
液

受
皿

液
位

計
設

置
（
漏

え
い

液
受

皿
液

位
測

定
）
（
分

離
建

屋
蒸

発
乾

固
 2

）
K
A

1
3
班

2

・
計

器
監

視
（
貯

槽
溶

液
温

度
，

冷
却

水
流

量
（
内

部
ル

ー
プ

通
水

）
)（

分
離

建
屋

蒸
発

乾
固

 2
）

A
B

2
班

2

・
計

器
監

視
（
貯

槽
溶

液
温

度
，

冷
却

水
流

量
（
内

部
ル

ー
プ

通
水

）
)（

分
離

建
屋

蒸
発

乾
固

 2
）

A
B

3
班

2

・
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

等
運

搬
（
分

離
建

屋
蒸

発
乾

固
 3

）
K
A

3
班

、
K
A

4
班

K
A

1
3
班

6

・
膨

張
槽

液
位

確
認

（
分

離
建

屋
蒸

発
乾

固
 3

）
K
A

7
班

、
K
A

8
班

4

・
可

搬
型

貯
槽

温
度

計
設

置
及

び
貯

槽
溶

液
温

度
計

測
（
分

離
建

屋
蒸

発
乾

固
3
）

K
A

5
班

、
K
A

6
班

K
A

1
0
班

、
6

・
可

搬
型

貯
槽

温
度

計
設

置
及

び
貯

槽
溶

液
温

度
計

測
（
分

離
建

屋
蒸

発
乾

固
3
）

K
A

1
1
班

、
K
A

1
2
班

K
A

1
3
班

、
6

・
内

部
ル

ー
プ

通
水

準
備

（
可

搬
型

建
屋

内
ホ

ー
ス

敷
設

，
接

続
）
（
分

離
建

屋
蒸

発
乾

固
 3

）
K
A

3
班

、
K
A

4
班

4

・
内

部
ル

ー
プ

通
水

準
備

(ポ
ン

プ
隔

離
，

弁
隔

離
)（

分
離

建
屋

蒸
発

乾
固

 3
）

K
A

3
班

、
K
A

4
班

4

・
内

部
ル

ー
プ

通
水

（
弁

操
作

，
漏

え
い

確
認

，
冷

却
水

流
量

（
内

部
ル

ー
プ

通
水

）
確

認
）
（
分

離
建

屋
蒸

発
乾

固
 3

）
K
A

5
班

、
K
A

6
班

4

・
貯

槽
溶

液
温

度
計

測
（
分

離
建

屋
蒸

発
乾

固
 3

）
K
A

1
0
班

2

・
可

搬
型

漏
え

い
液

受
皿

液
位

計
設

置
（
漏

え
い

液
受

皿
液

位
測

定
）
（
分

離
建

屋
蒸

発
乾

固
 3

）
K
A

2
班

、
K
A

3
班

K
A

4
班

、
6

・
可

搬
型

漏
え

い
液

受
皿

液
位

計
設

置
（
漏

え
い

液
受

皿
液

位
測

定
）
（
分

離
建

屋
蒸

発
乾

固
 3

）
K
A

1
班

、
K
A

7
班

K
A

8
班

、
6

・
計

器
監

視
（
貯

槽
溶

液
温

度
，

冷
却

水
流

量
（
内

部
ル

ー
プ

通
水

）
)（

分
離

建
屋

蒸
発

乾
固

 3
）

A
B

2
班

2

・
計

器
監

視
（
貯

槽
溶

液
温

度
，

冷
却

水
流

量
（
内

部
ル

ー
プ

通
水

）
)（

分
離

建
屋

蒸
発

乾
固

 3
）

A
B

3
班

2
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処

理
建

屋

非
常

用
電

源
建

屋
（
共

通
電

源
車

を
用

い
た

冷
却

機
能

の
回

復
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※
1：

他
建

屋
で

の
内

部
ル

ー
プ

通
水

開
始

に
合

わ
せ

、
自

建
屋

内
部

ル
ー

プ
通

水
流

量
を

調
整

す
る

。

※
2：

一
班

は
、
2名

で
編

成
す

る
。

分
離

建
屋

蒸
発

乾
固

制
限

時
間

・
他

作
業

場
所

に
て

、
対

策
を

実
施

・
他

作
業

場
所

に
て

、
対

策

を
実

施

・
他

作
業

場
所

に
て

、
対

策
を

実
施

・
他

作
業

場
所

に
て

、
対

策
を

実
施

・
他

作
業

場
所

に
て

、
対

策
を

実
施

・
他

作
業

場
所

に
て

、
対

策
を

実
施

・
他

作
業

場
所

に
て

、
対

策
を

実
施

※
1

前
処

理
建

屋

蒸
発

乾
固

制
限

時
間

・
他

作
業

場
所

に
て

、
対

策
を

実
施

・
他

作
業

場
所

に
て

、

対
策

を
実

施

前
処

理
建

屋

水
素

爆
発

制
限

時
間

・
他

作
業

場
所

に
て

、
対

策
を

実
施
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他

作
業
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所

に
て
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実
施
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に
て
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対

策
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実
施
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他
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共
通

電
源

車
を

用
い

た
冷

却
機

能
の

回
復

の
作

業
と

所
要

時
間
(1
/4
).
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縮
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縮
空

気
圧

力
，

貯
槽

掃
気

圧
縮

空
気

流
量

）
A

C
1
7
班

2

・
膨

張
槽

液
位

測
定

A
C

1
3
班

2

・
可

搬
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度
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度
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搬
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ラ
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業
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実
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※
1

※
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プ
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る
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対応手段 機器名称 常設／可搬 耐震性 容量 揚程 個数

中央制御室空調系　中央制御室送風
機

常設 Sクラス 107700m
3
／h／台 － 2台

中央制御室空調系　中央制御室フィ
ルタユニット

常設 Sクラス 3000m
3
/h/台 － 3台

共通電源車 可搬 － 2000KVA － 3台

第２非常用ディーゼル発電機の燃料
油貯蔵タンク

常設 Sクラス 165kL － 4基

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋制御室
空調系　制御室送風機

常設 Sクラス 60000m
3
／h／個 － 2個

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋制御室
空調系　制御室フィルタユニット

常設 Sクラス 5000m
3
／h／個 － 2個

共通電源車 可搬 － 2000KVA － 2台

ディーゼル発電機用燃料油貯蔵タン
ク

常設 Cクラス 50kL － 4基

可搬型よう素フィルタの設置 可搬型よう素フィルタ 可搬 － 5100m
3
/h/台 － 1台

自主対策設備仕様

制御建屋に接続した共通電源車から
の受電による中央制御室の換気確保
/非常用電源建屋に接続した共通電
源車からの受電による中央制御室の

換気確保

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋に接続
した共通電源車からの受電による使
用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室の換気確保

補足説明資料１.11-10

補1.11-10-1 2889
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補 1.11－11－1 

補足説明資料 1.11-11 

重大事故対策の成立性 

１．制御室の換気を確保するための措置の対応手順 

ａ．代替中央制御室送風機による中央制御室の換気確保 

(ａ)所要時間 

作業内容 
想定作業時

間 
実績等※ 備考 

現場状況確認 50 分 約 50 分 現場状況の確認を 50 分/6 名（制御建屋対策班）と想定 

制御建屋可搬型発電

機の起動準備 
2 時間 50 分 

約 2 時間

50 分 

ケーブル長さ約 50ｍ，ケーブル敷設 50ｍ/10 分/2 名（制御建屋

対策班）と想定。想定作業時間は，発電機準備作業等含む。 

代替中央制御室送風

機の起動準備 
2 時間 50 分 

約 2 時間

50 分 

ダクト長さ約 300ｍ，ダクト敷設 50ｍ/10 分/2 名（制御建屋対

策班）と想定。想定作業時間は，送風機準備作業等含む。 

制御建屋可搬型発電

機の起動 
10 分 約 10 分 起動操作を 10 分/2 名(制御建屋対策班)と想定 

代替中央制御室送風

機の起動 
10 分 約 10 分 起動操作を 10 分/2 名(制御建屋対策班)と想定 

※対策作業のみに必要となる時間であり，作業場所への移動時間及び

要員の装備の着装時間を含まない。

(ｂ)操作の成立性 

作業環境：全交流動力電源の喪失に伴う建屋内の照明消灯時に

おいても，ＬＥＤハンドライト及びＬＥＤヘッドラ

イトを携行している。また，操作は初動対応にて確

認した作業環境に応じて適切な防護具（酸素呼吸器，

汚染防護衣(放射性物質)，個人線量計等）を着用又

は携行して作業を行う。

 移動経路：ＬＥＤハンドライト及びＬＥＤヘッドライトを携行

しており近接可能である。また，作業前に実施する

初動対応において，アクセスルートにおける火災，

溢水，薬品漏えい及び線量上昇の有無等の対処の阻

害要因を把握し，その状況に応じて，適切なアクセ

スルートの選定，対処の阻害要因の除去を行うため，

アクセスルートに支障はない。

 操作性 ：既設と独立した系統構成であり容易に操作可能であ

る。 

連絡手段：操作を行う建屋内の通信連絡は，可搬型通話装置,

可搬型衛星電話（屋内用），可搬型トランシーバ（屋

内用）にて行う。通信連絡を行うために必要な設備
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補 1.11－11－2 

の詳細については，「１．14 通信連絡に関する手順

等」にて整備する。 
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補 1.11－11－3 

ｂ．使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の換気を確保す

るための手順 

(ａ)所要時間 

作業内容 
想定作業

時間 
実績等※ 備考 

現場状況確認 40 分 約 40 分 現場状況の確認を 40 分/6 名（制御建屋対策班）と想定 

使用済燃料の受入れ

施設及び貯蔵施設可

搬型発電機の起動準

備 

25 分 約 25 分 
ケーブル長さ約 120ｍ，ケーブル敷設 100ｍ/10 分/4 名（制御建

屋対策班）と想定。想定作業時間は，発電機準備作業等含む。 

代替制御室送風機の

起動準備 
25 分 約 25 分 

ダクト長さ約 300ｍ，ダクト敷設 50ｍ/10 分/2 名（制御建屋対

策班）と想定。想定作業時間は，送風機準備作業等含む。 

代替制御室送風機の

起動 
10 分 約 10 分 起動操作を 10 分/2 名（制御建屋対策班）と想定 

※対策作業のみに必要となる時間であり，作業場所への移動時間及び

要員の装備の着装時間を含まない。

(ｂ)操作の成立性 

作業環境：全交流動力電源の喪失に伴う建屋内の照明消灯時に

おいても，ＬＥＤハンドライト及びＬＥＤヘッドラ

イトを携行している。また，操作は初動対応にて確

認した作業環境に応じて適切な防護具（酸素呼吸器，

汚染防護衣(放射性物質)，個人線量計等）を着用又

は携行して作業を行う。

移動経路：ＬＥＤハンドライト及びＬＥＤヘッドライトを携行

しており近接可能である。また，作業前に実施する

初動対応において，アクセスルートにおける火災，

溢水，薬品漏えい及び線量上昇の有無等の対処の阻

害要因を把握し，その状況に応じて，適切なアクセ

スルー トの選定，対処の阻害要因の除去を行うため，

アクセスルートに支障はない。

 操作性 ：既設と独立した系統構成であり容易に操作可能であ

る。 

 連絡手段：操作を行う建屋内と建屋外の通信連絡は，可搬型通

話装置,可搬型衛星電話（屋内用），可搬型トランシ

ーバ（屋内用），可搬型衛星電話（屋外用），可搬

型トランシーバ（屋外用）にて行う。通信連絡を行

うために必要な設備の詳細については，「１．14 通

信連絡に関する手順等」にて整備する。 
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２．中央制御室並びに使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室

の照明を確保するための措置の対応 

 ａ．可搬型代替照明による中央制御室の照明確保 

 (ａ)所要時間 

作業内容 
想定作業

時間 
実績等※ 備考 

中央安全監視室への

可搬型代替照明設置 
60 分 約 60 分 設置を 60 分/2 名(制御建屋対策班)と想定 

第 3 ブロックへの可搬

型代替照明設置 
50 分 約 50 分 設置を 50 分/1 名(制御建屋対策班)と想定 

第 4 ブロックへの可搬

型代替照明設置 
50 分 約 50 分 設置を 50 分/1 名(制御建屋対策班)と想定 

第 6 ブロックへの可搬

型代替照明設置 
30 分 約 30 分 設置を 30 分/2 名(制御建屋対策班)と想定 

第 1 ブロックへの可搬

型代替照明設置 
40 分 約 40 分 設置を 40 分/2 名(制御建屋対策班)と想定 

第 5 ブロックへの可搬

型代替照明設置 
35 分 約 35 分 設置を 35 分/2 名(制御建屋対策班)と想定 

第 2 ブロックへの可搬

型代替照明設置 
30 分 約 30 分 設置を 30 分/2 名(制御建屋対策班)と想定 

※対策作業のみに必要となる時間であり，作業場所への移動時間及び

要員の装備の着装時間を含まない。 

 

 (ｂ)操作の成立性 

作業環境：全交流動力電源の喪失に伴う建屋内の照明消灯時に

おいても，ＬＥＤハンドライト及びＬＥＤヘッドラ

イトを携行している。また，操作は初動対応にて確

認した作業環境に応じて適切な防護具（酸素呼吸器，

汚染防護衣(放射性物質)，個人線量計等）を着用又

は携行して作業を行う。 

    移動経路：ＬＥＤハンドライト及びＬＥＤヘッドライトを携行

しており近接可能である。また，作業前に実施する

初動対応において，アクセスルートにおける火災，

溢水，薬品漏えい及び線量上昇の有無等の対処の阻

害要因を把握し，その状況に応じて，適切なアクセ

スルートの選定，対処の阻害要因の除去を行うため，

アクセスルートに支障はない。 

    操作性 ：既設と独立した系統構成であり容易に操作可能であ

る。 

    連絡手段：操作を行う建屋内の通信連絡は，可搬型通話装置,

可搬型衛星電話（屋内用），可搬型トランシーバ（屋
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内用）にて行う。通信連絡を行うために必要な設備

の詳細については，「１．14 通信連絡に関する手順

等」にて整備する。 
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ｂ．可搬型代替照明による使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の

制御室の照明確保 

(ａ)所要時間 

作業内容 
想定作業

時間 
実績等※ 備考 

使用済燃料の受入れ

施設及び貯蔵施設の

制御室への可搬型代

替照明設置 

30 分 約 30 分 設置を 30 分/4 名(制御建屋対策班)と想定 

※対策作業のみに必要となる時間であり，作業場所への移動時間及び

要員の装備の着装時間を含まない。

(ｂ)操作の成立性 

作業環境：全交流動力電源の喪失に伴う建屋内の照明消灯時に

おいても，ＬＥＤハンドライト及びＬＥＤヘッドラ

イトを携行している。また，操作は初動対応にて確

認した作業環境に応じて適切な防護具（酸素呼吸器，

汚染防護衣(放射性物質)，個人線量計等）を着用又

は携行して作業を行う。

 移動経路：ＬＥＤハンドライト及びＬＥＤヘッドライトを携行

しており近接可能である。また，作業前に実施する

初動対応において，アクセスルートにおける火災，

溢水，薬品漏えい及び線量上昇の有無等の対処の阻

害要因を把握し，その状況に応じて，適切なアクセ

スルートの選定，対処の阻害要因の除去を行うため，

アクセスルートに支障はない。

 操作性 ：既設と独立した系統構成であり容易に操作可能であ

る。 

 連絡手段：操作を行う建屋内と建屋外の通信連絡は，可搬型通

話装置,可搬型衛星電話（屋内用），可搬型トラン

シーバ（屋内用），可搬型衛星電話（屋外用），可

搬型トランシーバ（屋外用）にて行う。通信連絡を

行うために必要な設備の詳細については，「１．14

通信連絡に関する手順等」にて整備する。
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３．中央制御室並びに使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室

の酸素等濃度管理に関する措置の対応手順 

ａ．中央制御室の酸素及び二酸化炭素の濃度測定 

(ａ)所要時間 

作業内容 
想定作業

時間 
実績等※ 備考 

酸素及び二酸化炭素

の濃度測定 
10 分 約 10 分 測定を 10 分/2 名(制御建屋対策班)と想定 

※対策作業のみに必要となる時間であり，作業場所への移動時間及び

要員の装備の着装時間を含まない。

(ｂ)操作の成立性 

作業環境：全交流動力電源の喪失に伴う建屋内の照明消灯時に

おいても，ＬＥＤハンドライト及びＬＥＤヘッドラ

イトを携行している。また，操作は初動対応にて確

認した作業環境に応じて適切な防護具（酸素呼吸器，

汚染防護衣(放射性物質)，個人線量計等）を着用又

は携行して作業を行う。

 移動経路：ＬＥＤハンドライト及びＬＥＤヘッドライトを携行

しており近接可能である。また，作業前に実施する

初動対応において，アクセスルートにおける火災，

溢水，薬品漏えい及び線量上昇の有無等の対処の阻

害要因を把握し，その状況に応じて，適切なアクセ

スルートの選定，対処の阻害要因の除去を行うため，

アクセスルートに支障はない。

 操作性 ：既設と独立した系統構成であり容易に操作可能であ

る。 

連絡手段：操作を行う建屋内の通信連絡は，可搬型通話装置,

可搬型衛星電話（屋内用），可搬型トランシーバ（屋

内用）にて行う。通信連絡を行うために必要な設備

の詳細については，「１．14 通信連絡に関する手順

等」にて整備する。 
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ｂ．中央制御室の窒素酸化物の濃度測定 

(ａ)所要時間 

作業内容 
想定作業

時間 
実績等※ 備考 

窒素酸化物の濃度測

定 
10 分 約 10 分 測定を 10 分/2 名(制御建屋対策班)と想定 

※対策作業のみに必要となる時間であり，作業場所への移動時間及び

要員の装備の着装時間を含まない。

(ｂ)操作の成立性 

作業環境：全交流動力電源の喪失に伴う建屋内の照明消灯時に

おいても，ＬＥＤハンドライト及びＬＥＤヘッドラ

イトを携行している。また，操作は初動対応にて確

認した作業環境に応じて適切な防護具（酸素呼吸器，

汚染防護衣(放射性物質)，個人線量計等）を着用又

は携行して作業を行う。

 移動経路：ＬＥＤハンドライト及びＬＥＤヘッドライトを携行

しており近接可能である。また，作業前に実施する

初動対応において，アクセスルートにおける火災，

溢水，薬品漏えい及び線量上昇の有無等の対処の阻

害要因を把握し，その状況に応じて，適切なアクセ

スルートの選定，対処の阻害要因の除去を行うため，

アクセスルートに支障はない。

 操作性 ：既設と独立した系統構成であり容易に操作可能であ

る。 

連絡手段：操作を行う建屋内の通信連絡は，可搬型通話装置,

可搬型衛星電話（屋内用），可搬型トランシーバ（屋

内用）にて行う。通信連絡を行うために必要な設備

の詳細については，「１．14 通信連絡に関する手順

等」にて整備する。 
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ｃ．使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の酸素及び二酸

化炭素の濃度測定 

(ａ)所要時間 

作業内容 
想定作業

時間 
実績等※ 備考 

酸素及び二酸化炭素

の濃度測定 
10 分 約 10 分 測定を 10 分/2 名(使用済燃料受入れ・貯蔵建屋対策班)と想定 

※対策作業のみに必要となる時間であり，作業場所への移動時間及び

要員の装備の着装時間を含まない。

(ｂ)操作の成立性 

作業環境：全交流動力電源の喪失に伴う建屋内の照明消灯時に

おいても，ＬＥＤハンドライト及びＬＥＤヘッドラ

イトを携行している。また，操作は初動対応にて確

認した作業環境に応じて適切な防護具（酸素呼吸器，

汚染防護衣(放射性物質)，個人線量計等）を着用又

は携行して作業を行う。

 移動経路：ＬＥＤハンドライト及びＬＥＤヘッドライトを携行

しており近接可能である。また，作業前に実施する

初動対応において，アクセスルートにおける火災，

溢水，薬品漏えい及び線量上昇の有無等の対処の阻

害要因を把握し，その状況に応じて，適切なアクセ

スルートの選定，対処の阻害要因の除去を行うため，

アクセスルートに支障はない。

 操作性 ：既設と独立した系統構成であり容易に操作可能であ

る。 

 連絡手段：操作を行う建屋内と建屋外の通信連絡は，可搬型通

話装置,可搬型衛星電話（屋内用），可搬型トランシ

ーバ（屋内用），可搬型衛星電話（屋外用），可搬

型トランシーバ（屋外用）にて行う。通信連絡を行

うために必要な設備の詳細については，「１．14 通

信連絡に関する手順等」にて整備する。 
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 ｄ．使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の窒素酸化物の

濃度測定 

 (ａ)所要時間 

作業内容 
想定作業

時間 
実績等※ 備考 

窒素酸化物の濃度測

定 
10 分 約 10 分 測定を 10 分/2 名(使用済燃料受入れ・貯蔵建屋対策班)と想定 

※対策作業のみに必要となる時間であり，作業場所への移動時間及び

要員の装備の着装時間を含まない。 

 

 (ｂ)操作の成立性 

作業環境：全交流動力電源の喪失に伴う建屋内の照明消灯時に

おいても，ＬＥＤハンドライト及びＬＥＤヘッドラ

イトを携行している。また，操作は初動対応にて確

認した作業環境に応じて適切な防護具（酸素呼吸器，

汚染防護衣(放射性物質)，個人線量計等）を着用又

は携行して作業を行う。 

    移動経路：ＬＥＤハンドライト及びＬＥＤヘッドライトを携行

しており近接可能である。また，作業前に実施する

初動対応において，アクセスルートにおける火災，

溢水，薬品漏えい及び線量上昇の有無等の対処の阻

害要因を把握し，その状況に応じて，適切なアクセ

スルートの選定，対処の阻害要因の除去を行うため，

アクセスルートに支障はない。 

    操作性 ：既設と独立した系統構成であり容易に操作可能であ

る。 

    連絡手段：操作を行う建屋内と建屋外の通信連絡は，可搬型通

話装置,可搬型衛星電話（屋内用），可搬型トランシ

ーバ（屋内用），可搬型衛星電話（屋外用），可搬

型トランシーバ（屋外用）にて行う。通信連絡を行

うために必要な設備の詳細については，「１．14 通

信連絡に関する手順等」にて整備する。 
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４．制御室の放射線計測に関する措置の対応手順 

ａ．中央制御室の放射線計測 

(ａ)所要時間 

作業内容 
想定作業

時間 
実績等※ 備考 

中央制御室の放射線

計測 
15 分 約 10 分 測定を 15 分/2 名(制御建屋対策班)と想定 

※対策作業のみに必要となる時間であり，作業場所への移動時間及び

要員の装備の着装時間を含まない。

(ｂ)操作の成立性 

作業環境：全交流動力電源の喪失に伴う建屋内の照明消灯時に

おいても，ＬＥＤハンドライト及びＬＥＤヘッドラ

イトを携行している。また，操作は初動対応にて確

認した作業環境に応じて適切な防護具（酸素呼吸器，

汚染防護衣(放射性物質)，個人線量計等）を着用又

は携行して作業を行う。

 移動経路：ＬＥＤハンドライト及びＬＥＤヘッドライトを携行

しており近接可能である。また，作業前に実施する

初動対応において，アクセスルートにおける火災，

溢水，薬品漏えい及び線量上昇の有無等の対処の阻

害要因を把握し，その状況に応じて，適切なアクセ

スルートの選定，対処の阻害要因の除去を行うため，

アクセスルートに支障はない。

 操作性 ：既設と独立した系統構成であり容易に操作可能であ

る。 

 連絡手段：操作を行う建屋内の通信連絡は，可搬型通話装

置,可搬型衛星電話（屋内用），可搬型トラン

シーバ（屋内用）にて行う。通信連絡を行うた

めに必要な設備の詳細については，「１．14 通

信連絡に関する手順等」にて整備する。
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ｂ．使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の放射線計測 

(ａ)所要時間 

作業内容 
想定作業

時間 
実績等※ 備考 

使用済燃料の受入れ

施設及び貯蔵施設の

制御室の放射線計測 

15 分 約 10 分 測定を 15 分/2 名(使用済燃料受入れ・貯蔵建屋対策班)と想定 

※対策作業のみに必要となる時間であり，作業場所への移動時間及び

要員の装備の着装時間を含まない。

(ｂ)操作の成立性 

作業環境：全交流動力電源の喪失に伴う建屋内の照明消灯時に

おいても，ＬＥＤハンドライト及びＬＥＤヘッドラ

イトを携行している。また，操作は初動対応にて確

認した作業環境に応じて適切な防護具（酸素呼吸器，

汚染防護衣(放射性物質)，個人線量計等）を着用又

は携行して作業を行う。

 移動経路：ＬＥＤハンドライト及びＬＥＤヘッドライトを携行

しており近接可能である。また，作業前に実施する

初動対応において，アクセスルートにおける火災，

溢水，薬品漏えい及び線量上昇の有無等の対処の阻

害要因を把握し，その状況に応じて，適切なアクセ

スルートの選定，対処の阻害要因の除去を行うため，

アクセスルートに支障はない。

 操作性 ：既設と独立した系統構成であり容易に操作可能であ

る。 

 連絡手段：操作を行う建屋内と建屋外の通信連絡は，可搬

型通話装置,可搬型衛星電話（屋内用），可搬

型トランシーバ（屋内用），可搬型衛星電話（屋

外用），可搬型トランシーバ（屋外用）にて行

う。通信連絡を行うために必要な設備の詳細に

ついては，「１．14 通信連絡に関する手順等」

にて整備する。 
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１．12 監視測定等に関する手順等 
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1.12.1 概要  

(１ ) 排気モニタリング設備による主排気筒から放出される放

射性物質の濃度の測定のための措置  

重大事故等時に主排気筒の排気モニタリング設備による

放射性物質の濃度の監視，測定及びその結果を記録するた

め，通常時と同じ手順に着手する。  

本手順では，常設の設備を使用するため，主排気筒の排

気モニタリング設備による監視の継続を２人により，速や

かに対応が可能である。測定値は中央制御室及び緊急時対

策所に自動伝送される。  

 

(２ ) 可搬型排気モニタリング設備による主排気筒から放出さ

れる放射性物質の濃度の代替測定のための措置  

重大事故等時に主排気筒の排気モニタリング設備が機能

喪失した場合，可搬型排気モニタリング設備による主排気

筒から放出される放射性物質の濃度の代替測定の手順に着

手する。  

本手順では，可搬型排気モニタリング設備の運搬，設置

等を８人により，事象発生から可搬型排気モニタリング設

備による放射性物質の濃度の測定は１時間 20 分以内に実

施し，中央制御室及び緊急時対策所への測定値の伝送を８

人により，作業開始を判断してから１時間 30 分以内に実

施する。測定値は中央制御室及び緊急時対策所に自動伝送

され，記録される。  
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(３ ) 放出管理分析設備による主排気筒から放出される放射性

物質の濃度の測定のための措置  

重大事故等時に放出管理分析設備の機能が維持されてい

る場合，排気中の放射性物質の濃度を測定及び記録するた

め，通常時と同じ手順に着手する。  

本手順では，主排気筒の排気サンプリング設備もしくは

可搬型排気サンプリング設備で捕集した試料の測定を４人

により，排気サンプリング設備の試料採取実施判断後１時

間以内に実施する。測定データは無線により，中央制御室

に連絡する。  

 

(４ ) 可搬型試料分析設備による主排気筒から放出される放射

性物質の濃度の代替測定のための措置  

重大事故等時に放出管理分析設備が機能喪失した場合，

排気中の放射性物質濃度を測定するために可搬型試料分析

設備による主排気筒から放出される放射性物質の濃度の代

替測定の手順に着手する。  

本手順では，主排気筒の排気サンプリング設備もしくは

可搬型排気サンプリング設備で捕集した試料の測定を８人

により，排気サンプリング設備の試料採取実施判断後１時

間以内に実施する。測定データは無線により，中央制御室

に連絡する。  

 

(５ ) 排気モニタリング設備による北換気筒（使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋換気筒）から放出される放射性物質の濃度
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の測定のための措置  

重大事故等時に北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋

換気筒）の排気モニタリング設備による放射性物質の濃度

の監視，測定及びその結果を記録するため，通常時と同じ

手順に着手する。  

本手順では，常設の設備を使用するため，北換気筒（使

用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気モニタリング設

備による監視の継続を２人により，速やかに対応が可能で

ある。測定値は中央制御室及び緊急時対策所に自動伝送さ

れる。  

 

(６ ) 可搬型排気モニタリング設備による北換気筒（使用済燃

料受入れ・貯蔵建屋換気筒）から放出される放射性物質

の濃度の代替測定のための措置  

重大事故等時に北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋

換気筒）の排気モニタリング設備が機能喪失した場合，可

搬型排気モニタリング設備による北換気筒（使用済燃料受

入れ・貯蔵建屋換気筒）から放出される放射性物質の濃度

の代替測定の手順に着手する。  

本手順では，可搬型排気モニタリング設備の運搬，設置

等を 12 人により，事象発生から可搬型排気モニタリング

設備による放射性物質の濃度の測定は 23 時間以内に実施

する。測定値は中央制御室及び緊急時対策所に自動伝送さ

れ，記録される。  
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(７ ) 放出管理分析設備備による北換気筒（使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋換気筒）から放出される放射性物質の濃度

の測定のための措置  

重大事故等時に放出管理分析設備の機能が維持されてい

る場合，排気中の放射性物質の濃度を測定及び記録するた

め，通常時と同じ手順に着手する。  

本手順では，北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換

気筒）の排気サンプリング設備もしくは可搬型排気サンプ

リング設備で捕集した試料の測定を４人により，排気サン

プリング設備の試料採取実施判断後１時間以内に実施す

る。測定データは無線により，中央制御室に連絡する。  

 

(８ ) 可搬型試料分析設備による北換気筒（使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋換気筒）から放出される放射性物質の濃度

の代替測定のための措置  

重大事故等時に放出管理分析設備が機能喪失した場合，

排気中の放射性物質濃度を測定するために可搬型試料分析

設備による北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気

筒）から放出される放射性物質の濃度の代替測定の手順に

着手する。  

本手順では，北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換

気筒）の排気サンプリング設備もしくは可搬型排気サンプ

リング設備で捕集した試料の測定を８人により，排気サン

プリング設備の試料採取実施判断後１時間以内に実施す

る。測定データは無線により，中央制御室に連絡する。  
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(９ ) 環境モニタリング設備による空気中の放射性物質の濃度

及び線量の測定のための措置  

重大事故等時に環境モニタリング設備による放射線量及

び放射性物質の濃度の監視，測定及びその結果を記録する

ため，通常時と同じ手順に着手する。  

本手順では，常設の設備を使用するため，環境モニタリ

ング設備による監視の継続を２人により，速やかに対応が

可能である。測定値は中央制御室及び緊急時対策所に自動

伝送される。  

 

( 1 0 ) 可搬型環境モニタリング設備による空気中の放射性物質

の濃度及び線量の代替測定のための措置  

重大事故等時に環境モニタリング設備が機能喪失した場

合，可搬型環境モニタリング設備による放射線量及び放射

性物質の濃度の代替測定の手順に着手する。  

本手順では，可搬型環境モニタリング設備を９台配置す

るための運搬，設置等を 12 人により，事象発生から可搬

型環境モニタリング設備による空気中の放射性物質の濃度

及び線量の測定は５時間以内に実施する。また，測定値は

中央制御室及び緊急時対策所に自動伝送され，記録され

る。  

 

( 1 1 ) 可搬型建屋周辺モニタリング設備による空気中の放射性

物質の濃度及び線量の測定のための措置  
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重大事故等時に可搬型環境モニタリング設備を設置する

までの間，可搬型建屋周辺モニタリング設備による放射線

量及び放射性物質の濃度の代替測定の手順に着手する。  

本手順では，可搬型建屋周辺モニタリング設備による測

定及び記録するため 20 人により，事象発生から可搬型建

屋周辺モニタリング設備による空気中の放射性物質の濃度

及び線量の測定は１時間以内に実施する。また，測定デー

タは，中央制御室に無線で連絡する。  

 

( 1 2 ) 放射能観測車による空気中の放射性物質の濃度及び線量

の測定のための措置  

重大事故等時に放射能観測車による空気中の放射性物質

の濃度及び線量の測定及びその結果を記録するため，通常

時と同じ手順に着手する。  

本手順では，放射能観測車による測定を４人により，本

対策実施判断後２時間以内に実施する。測定データは無線

により，中央制御室に連絡する。  

 

( 1 3 ) 可搬型放射能観測設備による空気中の放射性物質の濃度

及び線量の代替測定のための措置  

重大事故等時に放射能観測車（搭載機器の測定機能又は

車両の走行機能）が機能喪失した場合に，可搬型放射能観

測設備により放射線量及び放射性物質の濃度の代替測定の

手順に着手する。  

本手順では，可搬型放射能観測設備による運搬，測定等
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を４人により，本対策実施判断後２時間以内に実施する。

また，測定データは，中央制御室に無線で連絡される。  

 

( 1 4 ) 環境試料測定設備による空気中の放射性物質の濃度の測

定のための措置  

重大事故等時に環境試料測定設備の機能が維持されてい

る場合，環境試料中の放射性物質の濃度を測定及び記録す

るため，通常時と同じ手順に着手する。  

本手順では，ダストモニタもしくは可搬型ダストモニタ

で捕集した試料の測定を３人により，ダストモニタの試料

採取実施判断後２時間 50 分以内に実施する。測定データ

は無線により，緊急時対策所に連絡する。  

 

( 1 5 ) 環境試料測定設備による水中及び土壌中の放射性物質の

濃度の測定のための措置  

重大事故等時に環境試料測定設備の機能が維持されてい

る場合，環境試料中の放射性物質の濃度を測定及び記録す

るため，通常時と同じ手順に着手する。  

本手順では，水試料又は土壌試料の測定を３人により，

水試料及び土壌試料の試料採取実施判断後２時間以内に実

施する。測定データは無線により，緊急時対策所に連絡す

る。  

 

( 1 6 ) 可搬型試料分析設備による空気中の放射性物質の濃度の

代替測定のための措置  
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重大事故等時に環境試料測定設備が機能喪失した場合，

空気中の放射性物質濃度を測定するために，可搬型試料分

析設備による放射性物質の濃度の代替測定の手順に着手す

る。  

本手順では，可搬型ダストモニタで捕集した試料の測定

を７人により，ダストモニタの試料採取実施判断後２時間

50 分以内に実施する。また，測定データは，緊急時対策所

に無線で連絡される。  

 

( 1 7 ) 可搬型試料分析設備による水中及び土壌中の放射性物質

の濃度の測定のための措置  

重大事故等時に環境試料測定設備が機能喪失した場合，

敷地内において，可搬型試料分析設備により，水中及び土

壌中の放射性物質の濃度を測定する手順に着手する。  

本手順では，試料採取，測定及び記録を７人により，水

試料及び土壌試料の試料採取実施判断後２時間以内に実施

する。測定データは無線により，緊急時対策所に連絡す

る。  

 

( 1 8 ) 気象観測設備による気象観測項目の測定のための措置  

重大事故等時に気象観測設備による気象観測項目の測定

及びその結果を記録するため，通常時と同じ手順に着手す

る。  

本手順では，常設の設備を使用するため，気象観測設備

による観測の継続を２人により，速やかに対応が可能であ
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る。観測値は中央制御室及び緊急時対策所に自動伝送され

る。  

 

( 1 9 ) 可搬型気象観測設備による気象観測項目の代替測定のた

めの措置  

重大事故等時に気象観測設備による風向，風速，日射

量，放射収支量及び雨量のいずれかの測定機能が喪失した

と判断した場合は，可搬型気象観測設備による風向，風速

その他の気象観測条件の代替測定の手順に着手する。  

本手順では，装置の配置等を８人により，可搬型排気モ

ニタリング設備の設置完了後，作業を開始してから２時間

以内に実施する。また，観測値は，中央制御室及び緊急時

対策所に自動伝送され，記録される。  

 

( 2 0 ) 可搬型風向風速計による風向及び風速の測定のための措

置  

重大事故時に，気象観測設備が機能喪失したと判断した

場合，可搬型気象観測設備を設置するまでの間，可搬型風

向風速計による風向及び風速を測定する手順に着手する。  

本手順では，可搬型風向風速計での測定は４人により，

事象発生から可搬型風向風速計による風向及び風速の測定

は 30 分以内に実施する。また，観測値は，無線により中

央制御室に連絡され記録する。  

 

( 2 1 ) 環境モニタリング用可搬型発電機による環境モニタリン
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グ設備への給電のための措置  

重大事故時に，環境モニタリング設備の常用電源が喪失

した場合には，専用の無停電電源装置から給電を開始す

る。給電状況は中央制御室において確認する。また，環境

モニタリング用可搬型発電機から環境モニタリング設備へ

給電するための手順に着手する。環境モニタリング設備用

可搬型発電機から環境モニタリング設備への給電が開始さ

れた場合には，専用の無停電電源設備から環境モニタリン

グ用可搬型発電機に切り替える。  

本手順では，環境モニタリング用可搬型発電機による給

電のための運搬，設置等を 12 人により，作業開始を判断

してから５時間以内に実施する。  

 

( 2 2 ) 敷地外でのモニタリングにおける他の機関との連携体制

のための措置  

敷地外でのモニタリングは，国が立ち上げる緊急時モニ

タリングセンターにおいて，国及び地方公共団体が連携し

て策定するモニタリング計画に従って実施する。  

 

( 2 3 ) モニタリングポストのバックグラウンド低減対策のため

の措置  

事故後の周辺汚染により測定できなくなることを避ける

ため，バックグラウンド低減対策の手順に着手する。な

お，モニタリングポストについては，検出器カバーの養

生，局舎壁等の除染，周辺の土壌撤去及び木々の伐採を行
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う。  

本手順では，モニタリングポスト９台分の養生は３人に

より，作業開始を判断してから５時間以内に実施する。  

 

( 2 4 ) 可搬型環境モニタリング設備のバックグラウンド低減対

策のための措置  

事故後の周辺汚染により測定できなくなることを避ける

ため，バックグラウンド低減対策の手順に着手する。可搬

型環境モニタリング設備については，検出器のカバーの養

生，周辺の土壌の撤去，及び木々の伐採を行う。  

本手順では，可搬型環境モニタリング設備９台分の養生

は３人により，作業開始を判断してから５時間以内に実施

する。  

 

( 2 5 ) 可搬型試料分析設備のバックグラウンド低減対策のため

の措置  

重大事故等時に可搬型試料分析設備による放射性物質の

濃度の測定場所は，主排気筒管理建屋を基本とする。  

ただし，試料測定に影響が生じる場合は，緊急時対策所

又は再処理事業所外の適切な場所に設備を移動し，測定す

る。  

 

( 2 6 ) 自主対策設備  

重大事故等の対処を確実に実施するためフォールトツリ

ー分析等により機能喪失の原因分析を行った上で対策の抽
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出を行った結果，再処理施設から大気中へ放出される放射

性物質の濃度及び線量を監視し，及び測定し，並びにその

結果を記録するための自主対策設備及び手順等を以下のと

おり整備する。  

 

ａ．主排気筒における放射性物質の濃度の測定のための設備

及び手順  

(ａ ) 排気モニタリング設備による主排気筒から放出される放

射性物質の濃度の測定のための設備及び手順  

ⅰ．設備  

重大事故等時に主排気筒の排気モニタリング設備の機

能が維持されている場合は，排気筒モニタにより放射性

希ガスを連続監視するとともに，排気サンプリング設備

により放射性物質を連続的に捕集する。排気筒モニタの

測定値は，中央制御室において指示及び記録し，放射能

レベルがあらかじめ設定した値を超えたときは，警報を

発する。また，排気筒モニタの測定値は，緊急時対策所

へ伝送する。  

ⅱ．手順  

主排気筒の排気モニタリング設備による放射性物質の

濃度の測定の主な手順は以下のとおり。  

重大事故等時に，主排気筒の排気モニタリング設備に

よる放射性物質の濃度の監視を継続する手順に着手す

る。中央制御室における主排気筒の排気モニタリング設

備による放射性物質の濃度の監視の継続は２人にて，常
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設の設備を使用することから，速やかに実施する。  

 

(ｂ ) 放出管理分析設備による主排気筒から放出される放射性

物質の濃度の測定のための設備及び手順  

ⅰ．設備  

重大事故等時に放出管理分析設備の機能が維持されて

いる場合は，放出管理分析設備により主排気筒から放出

される放射性物質の濃度を測定する。  

ⅱ．手順  

放出管理分析設備による放射性物質の濃度の測定の主

な手順は以下のとおり。  

重大事故等時に，主排気筒の排気サンプリング設備又

は可搬型排気サンプリング設備で捕集された試料の採

取，放出管理分析設備による放射性物質の濃度を測定す

る手順に着手する。放出管理分析設備による放射性物質

の濃度の測定は４人にて，排気サンプリング設備の試料

採取実施判断後１時間以内に実施する。  

 

ｂ．北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）におけ

る放射性物質の濃度の測定のための設備及び手順  

(ａ ) 排気モニタリング設備による北換気筒（使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋換気筒）から放出される放射性物質の濃度

の測定のための設備及び手順  

ⅰ．設備  

重大事故等時に北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建
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屋換気筒）の排気モニタリング設備の機能が維持されて

いる場合は，排気筒モニタにより放射性希ガスを連続監

視するとともに，排気サンプリング設備により放射性物

質を連続的に捕集する。排気筒モニタの測定値は，中央

制御室において指示及び記録し，放射能レベルがあらか

じめ設定した値を超えたときは，警報を発する。また，

排気筒モニタの測定値は，緊急時対策所へ伝送する。  

ⅱ．手順  

北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排

気モニタリング設備による放射性物質の濃度の測定の主

な手順は以下のとおり。  

重大事故等時に，北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵

建屋換気筒）の排気モニタリング設備による放射性物質

の濃度の監視を継続する手順に着手する。中央制御室に

おける北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）

の排気モニタリング設備による放射性物質の濃度の監視

の継続は２人にて，常設の設備を使用することから，速

やかに実施する。  

 

(ｂ ) 放出管理分析設備による北換気筒（使用済燃料受入れ・

貯蔵建屋換気筒）から放出される放射性物質の濃度の測

定のための設備及び手順  

ⅰ．設備  

重大事故等時に放出管理分析設備の機能が維持されて

いる場合は，放出管理分析設備により北換気筒（使用済
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燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）から放出される放射性物

質の濃度を測定する。  

ⅱ．手順  

放出管理分析設備による放射性物質の濃度の測定の主

な手順は以下のとおり。  

重大事故等時に，北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵

建屋換気筒）の排気サンプリング設備又は可搬型排気サ

ンプリング設備で捕集された試料の採取，放出管理分析

設備による放射性物質の濃度を測定する手順に着手す

る。放出管理分析設備による放射性物質の濃度の測定は

４人にて，排気サンプリング設備の試料採取実施判断後

１時間以内に実施する。  

 

ｃ．環境モニタリング設備による空気中の放射性物質の濃度

及び線量の測定のための設備及び手順  

(ａ ) 設備  

重大事故等時に環境モニタリング設備の機能が維持され

ている場合は，モニタリングポストにより空間放射線量率

を連続監視するとともに，ダストモニタにより空気中の放

射性物質を連続的に捕集及び測定する。環境モニタリング

設備の測定値は，中央制御室において指示及び記録し，空

間放射線量率があらかじめ設定した値を超えたときは，警

報を発する。また，環境モニタリング設備の測定値は，緊

急時対策所へ伝送する。  

(ｂ ) 手順  
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環境モニタリング設備による空気中の放射性物質の濃度

及び線量の測定についての手順の概要は以下のとおり。  

中央制御室における環境モニタリング設備による空気中

の放射性物質の濃度及び線量の監視の継続は２人にて，常

設の設備を使用することから，速やかに実施する。  

 

ｄ．放射能観測車による空気中の放射性物質の濃度及び線量

の測定のための設備及び手順  

(ａ ) 設備  

重大事故等時に放射能観測車の機能が維持されている場

合は，放射能観測車により敷地周辺の空気中の放射性物質

の濃度及び線量を測定する。  

(ｂ ) 手順  

放射能観測車による空気中の放射性物質の濃度及び線量

の測定の主な手順は以下のとおり。  

重大事故等時に，最大濃度地点又は風下方向において，

放射能観測車による空気中の放射性物質の濃度及び線量を

測定する手順に着手する。放射能観測車による空気中の放

射性物質の濃度及び線量の測定は４人にて，本対策実施判

断後２時間以内に実施する。  

 

ｅ．環境試料測定設備による空気中の放射性物質の濃度の測

定のための設備及び手順  

(ａ ) 設備  

重大事故等時に環境試料測定設備の機能が維持されてい
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る場合は，環境試料測定設備により空気中の放射性物質の

濃度を測定する。  

(ｂ ) 手順  

環境試料測定設備による空気中の放射性物質の濃度の測

定の主な手順は以下のとおり。  

重大事故等時に，ダストモニタ又は可搬型ダストモニタ

で捕集した試料の採取，環境試料測定設備による空気中の

放射性物質の濃度を測定する手順に着手する。環境試料測

定設備による空気中の放射性物質の濃度の測定は３人に

て，ダストモニタの試料採取実施判断後２時間 50 分以内

に実施する。  

 

ｆ．環境試料測定設備による水中及び土壌中の放射性物質の

濃度の測定のための設備及び手順  

(ａ ) 設備  

重大事故等時に環境試料測定設備の機能が維持されてい

る場合は，環境試料測定設備により水中及び土壌中の放射

性物質の濃度を測定する。  

(ｂ ) 手順  

環境試料測定設備による水中及び土壌中の放射性物質の

濃度の測定の主な手順は以下のとおり。  

重大事故等時に，水試料及び土壌試料の採取，環境試料

測定設備による水中及び土壌中の放射性物質の濃度を測定

する手順に着手する。環境試料測定設備による水中及び土

壌中の放射性物質の濃度の測定は２人にて，水試料及び土
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壌試料の試料採取実施判断後２時間以内に実施する。  

 

ｇ．気象観測設備による気象観測項目の測定のための設備及

び手順  

(ａ ) 設備  

重大事故等時に気象観測設備の機能が維持されている場

合は，気象観測設備により風向，風速，日射量，放射収支

量及び雨量を測定し，その測定値を中央制御室及び緊急時

対策所に伝送する。  

(ｂ ) 手順  

気象観測設備による気象観測項目の測定の主な手順は以

下のとおり。  

重大事故等時に，気象観測設備による気象観測項目の監

視を継続する手順に着手する。中央制御室における気象観

測設備による気象観測項目の監視の継続は１人にて，常設

の設備を使用することから，速やかに実施する。  
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第５表 重大事故等対処における手順の概要（13／15） 

1.12 監視測定等に関する手順等 

方
針
目
的 

重大事故等が発生した場合に再処理施設から大気中へ放出される

放射性物質の濃度及び線量を監視し，及び測定し，並びにその結果を

記録するための手順を整備する。また，風向，風速その他の気象条件

を測定し，及びその結果を記録するための手順を整備する。 

対
応
手
段
等 

設
計
基
準
対
象
の
施
設 

設計基準対象の以下の施設を重大事故等対処設備とし

て位置付け重大事故等の対処に用いる。 

［放射線監視設備］ 

・主排気筒の排気モニタリング設備（排気筒モニタ及び排

気サンプリング設備） 

・北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気

モニタリング設備（排気筒モニタ及び排気サンプリング

設備） 

・環境モニタリング設備（モニタリングポスト及びダスト

モニタ） 

［試料分析関係設備］ 

・放出管理分析設備（放射能測定装置（ガスフローカウン

タ），放射能測定装置（液体シンチレーションカウンタ），

核種分析装置） 

・環境試料測定設備（核種分析装置） 

［環境管理設備］ 

・気象観測設備 

・放射能観測車 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

排
気
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
に
よ
る
主
排
気
筒
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定 

主排気筒の排気モニタリング設備は，平常運転時か

ら排気筒モニタにより放射性希ガスの連続監視及び排

気サンプリング設備により放射性物質を連続的に捕集

している。重大事故等時に主排気筒の排気モニタリン

グ設備の機能が維持されていると判断した場合，手順

に着手する。 

具体的には，継続して排気筒モニタにより放射性希

ガスを連続監視するとともに，排気サンプリング設備

により放射性物質を連続的に捕集する。排気筒モニタ

の測定値は，中央制御室において指示及び記録し，放

射能レベルがあらかじめ設定した値を超えたときは，

警報を発する。また，排気筒モニタの測定値は，緊急

時対策所へ伝送する。 

排気筒モニタによる放射性希ガスの測定及び排気サ

ンプリング設備による放射性物質の捕集は継続されて

いるため，排気筒モニタにより監視及び測定並びにそ

の結果の記録を継続し，排気サンプリング設備により

連続的に捕集する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

可
搬
型
排
気
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
に
よ
る
主
排
気
筒
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
代
替
測
定 

重大事故等時に主排気筒の排気モニタリング設備が

機能喪失したと判断した場合，手順に着手する。 

具体的には，可搬型排気モニタリング設備（可搬型

ガスモニタ及び可搬型排気サンプリング設備）を主排

気筒の排気モニタリング設備の接続口に接続し，主排

気筒から大気中へ放出される放射性よう素，粒子状放

射性物質，炭素－14 及びトリチウムを連続的に捕集す

るとともに，放射性希ガスの濃度を連続測定し，記録

する。 

可搬型排気モニタリング用データ伝送装置を可搬型

排気モニタリング設備の可搬型ガスモニタに接続し，

測定値を衛星通信により中央制御室及び緊急時対策所

に伝送する。伝送した測定値は，中央制御室に設置す

る可搬型データ表示装置により，監視及び記録すると

ともに，緊急時対策所においても緊急時対策建屋情報

把握設備により監視及び記録する。 

可搬型排気モニタリング用発電機により可搬型排気

モニタリング設備及び可搬型排気モニタリング用デー

タ伝送装置への給電を行い，放射性物質の濃度の測定

を行う。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を

確認した場合は，事前の対応として，可搬型排気モニ

タリング用データ伝送装置及び可搬型排気モニタリン

グ用発電機の建屋内への移動及び除灰作業の準備を実

施する。また，降灰を確認したのち必要に応じ，除灰

作業を実施する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

放
出
管
理
分
析
設
備
に
よ
る
主
排
気
筒
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定 

放出管理分析設備（放射能測定装置（ガスフローカ

ウンタ），放射能測定装置（液体シンチレーションカウ

ンタ）及び核種分析装置）は，平常運転時から主排気

筒の排気サンプリング設備により捕集した放射性物質

の濃度を測定している。重大事故等時に放出管理分析

設備の機能が維持されていると判断した場合，手順に

着手する。 

具体的には，継続して放出管理分析設備により，主

排気筒の排気サンプリング設備又は可搬型排気サンプ

リング設備で捕集した放射性物質の濃度を測定する。 

主排気筒の排気サンプリング設備又は可搬型排気サ

ンプリング設備で捕集した試料は，定期的（１日ごと）

又は大気中への放射性物質の放出のおそれがある場合

に回収し，放出管理分析設備により放射性物質の濃度

を測定し，主排気筒から大気中へ放出される放射性物

質の濃度を評価し，記録する。測定結果及び評価結果

は，通信連絡設備により中央制御室に連絡する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

可
搬
型
試
料
分
析
設
備
に
よ
る
主
排
気
筒
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
代
替
測
定 

重大事故等時に放出管理分析設備が機能喪失したと

判断した場合，手順に着手する。 

具体的には，可搬型試料分析設備（可搬型放射能測

定装置，可搬型核種分析装置及び可搬型トリチウム測

定装置）により，主排気筒の排気サンプリング設備又

は可搬型排気サンプリング設備で捕集した放射性物質

の濃度を測定する。 

主排気筒の排気サンプリング設備又は可搬型排気サ

ンプリング設備で捕集した試料は，定期的（１日ごと）

又は大気中への放射性物質の放出のおそれがある場合

に回収し，可搬型試料分析設備により放射性物質の濃

度を測定し，主排気筒から大気中へ放出される放射性

物質の濃度を評価し，記録する。測定結果及び評価結

果は，通信連絡設備により中央制御室に連絡する。 

可搬型排気モニタリング用発電機により可搬型試料

分析設備への給電を行い，放射性物質の濃度の測定を

行う。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を

確認した場合は，事前の対応として，可搬型排気モニ

タリング用発電機の建屋内への移動及び除灰作業の準

備を実施する。また，降灰を確認したのち必要に応じ，

除灰作業を実施する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

排
気
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
に
よ
る
北
換
気
筒
（
使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
換
気
筒
）
か
ら
放
出
さ
れ
る 

放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定 

北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の

排気モニタリング設備は，平常運転時から排気筒モニ

タにより放射性希ガスの連続監視及び排気サンプリン

グ設備により放射性物質を連続的に捕集している。重

大事故等時に北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋

換気筒）の排気モニタリング設備の機能が維持されて

いると判断した場合，手順に着手する。 

具体的には，継続して排気筒モニタにより放射性希

ガスを連続監視するとともに，排気サンプリング設備

により放射性物質を連続的に捕集する。排気筒モニタ

の測定値は，中央制御室において指示及び記録し，放

射能レベルがあらかじめ設定した値を超えたときは，

警報を発する。また，排気筒モニタの測定値は，緊急

時対策所へ伝送する。 

排気筒モニタによる放射性希ガスの測定及び排気サ

ンプリング設備による放射性物質の捕集は継続されて

いるため，排気筒モニタにより監視及び測定並びにそ

の結果の記録を継続し，排気サンプリング設備により

連続的に捕集する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

可
搬
型
排
気
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
に
よ
る
北
換
気
筒
（
使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
換
気
筒
）
か
ら
放
出
さ
れ
る 

放
射
性
物
質
の
濃
度
の
代
替
測
定 

重大事故等時に使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施

設の気体廃棄物の廃棄施設の機能が維持されていると

判断した場合，また，北換気筒（使用済燃料受入れ・

貯蔵建屋換気筒）の排気モニタリング設備が機能喪失

したと判断した場合，手順に着手する。 

具体的には，可搬型排気モニタリング設備（可搬型

ガスモニタ及び可搬型排気サンプリング設備）を使用

済燃料受入れ・貯蔵建屋換気設備のダクトに接続し，

北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）から

大気中へ放出される放射性よう素，粒子状放射性物質，

炭素－14 及びトリチウムを連続的に捕集するととも

に，放射性希ガスの濃度を連続測定し，記録する。 

可搬型排気モニタリング用データ伝送装置を可搬型

排気モニタリング設備の可搬型ガスモニタに接続し，

測定値を衛星通信により中央制御室及び緊急時対策所

に伝送する。伝送した測定値は，中央制御室に設置す

る可搬型データ表示装置により，監視及び記録すると

ともに，緊急時対策所においても緊急時対策建屋情報

把握設備により監視及び記録する。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機

により可搬型排気モニタリング設備及び可搬型排気モ

ニタリング用データ伝送装置への給電を行い，放射性

物質の濃度の測定を行う。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を

確認した場合は，事前の対応として，可搬型排気モニ

タリング用データ伝送装置の建屋内への移動及び除灰

作業の準備を実施する。また，降灰を確認したのち必

要に応じ，除灰作業を実施する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

放
出
管
理
分
析
設
備
に
よ
る
北
換
気
筒
（
使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
換
気
筒
）
か
ら
放
出
さ
れ
る 

放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定 

放出管理分析設備（放射能測定装置（ガスフローカ

ウンタ），放射能測定装置（液体シンチレーションカウ

ンタ）及び核種分析装置）は，平常運転時から北換気

筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気サン

プリング設備により捕集した放射性物質の濃度を測定

している。重大事故等時に放出管理分析設備の機能が

維持されていると判断した場合，手順に着手する。 

具体的には，継続して放出管理分析設備により，北

換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気

サンプリング設備又は可搬型排気サンプリング設備で

捕集した放射性物質の濃度を測定する。 

北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の

排気サンプリング設備又は可搬型排気サンプリング設

備で捕集した試料は，定期的（１日ごと）又は大気中

への放射性物質の放出のおそれがある場合に回収し，

放出管理分析設備により放射性物質の濃度を測定し，

北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）から

大気中へ放出される放射性物質の濃度を評価し，記録

する。測定結果及び評価結果は，通信連絡設備により

中央制御室に連絡する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

可
搬
型
試
料
分
析
設
備
に
よ
る
北
換
気
筒
（
使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
換
気
筒
）
か
ら
放
出
さ
れ
る 

放
射
性
物
質
の
濃
度
の
代
替
測
定 

重大事故等時に放出管理分析設備が機能喪失したと

判断した場合，手順に着手する。 

具体的には，可搬型試料分析設備（可搬型放射能測

定装置，可搬型核種分析装置及び可搬型トリチウム測

定装置）により，北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵

建屋換気筒）の排気サンプリング設備又は可搬型排気

サンプリング設備で捕集した放射性物質の濃度を測定

する。 

北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の

排気サンプリング設備又は可搬型排気サンプリング設

備で捕集した試料は，定期的（１日ごと）又は大気中

への放射性物質の放出のおそれがある場合に回収し，

可搬型試料分析設備により放射性物質の濃度を測定

し，北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）

から大気中へ放出される放射性物質の濃度を評価し，

記録する。測定結果及び評価結果は，通信連絡設備に

より中央制御室に連絡する。 

可搬型排気モニタリング用発電機により可搬型試料

分析設備への給電を行い，放射性物質の濃度の測定を

行う。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を

確認した場合は，事前の対応として，可搬型排気モニ

タリング用発電機の建屋内への移動及び除灰作業の準

備を実施する。また，降灰を確認したのち必要に応じ，

除灰作業を実施する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
に
よ
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定 

モニタリングポストは，平常運転時から周辺監視区

域境界付近にて，空間放射線量率の連続監視を行って

いる。また，ダストモニタは，平常運転時から空気中

の放射性物質の濃度を監視するため，粒子状放射性物

質を連続的に捕集及び測定している。重大事故等時に

環境モニタリング設備の機能が維持されていると判断

した場合，手順に着手する。 

具体的には，モニタリングポストにより空間放射線

量率を連続監視するとともに，ダストモニタにより空

気中の放射性物質を連続的に捕集及び測定する。環境

モニタリング設備の測定値は，中央制御室において指

示及び記録し，空間放射線量率又は放射能レベルがあ

らかじめ設定した値を超えたときは，警報を発する。

また，環境モニタリング設備の測定値は，緊急時対策

所へ伝送する。 

モニタリングポストによる空間放射線量率の測定及

びダストモニタによる空気中の放射性物質の捕集及び

測定は継続されているため，監視及び測定並びにその

結果の記録を継続する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

可
搬
型
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
に
よ
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
代
替
測
定 

重大事故等時に環境モニタリング設備が機能喪失し

たと判断した場合，手順に着手する。 

具体的には，可搬型環境モニタリング設備（モニタ

リングポストの代替として可搬型線量率計，ダストモ

ニタの代替として可搬型ダストモニタ）により，周辺

監視区域境界付近において，線量を測定するとともに，

空気中の粒子状放射性物質を連続的に捕集及び測定す

る。 

可搬型環境モニタリング用データ伝送装置を可搬型

環境モニタリング設備に接続し，測定値を衛星通信に

より中央制御室及び緊急時対策所に伝送する。伝送し

た測定値は，中央制御室に設置する可搬型データ表示

装置により，監視及び記録するとともに，緊急時対策

所においても緊急時対策建屋情報把握設備により監視

及び記録する。 

可搬型環境モニタリング用発電機により可搬型環境

モニタリング設備及び可搬型環境モニタリング用デー

タ伝送装置への給電を行い，放射性物質の濃度及び線

量の測定を行う。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を

確認した場合は，事前の対応として，可搬型環境モニ

タリング設備，可搬型環境モニタリング用データ伝送

装置及び可搬型環境モニタリング用発電機の建屋内へ

の移動及び除灰作業の準備を実施する。また，降灰を

確認したのち必要に応じ，除灰作業を実施する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

可
搬
型
建
屋
周
辺
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
に
よ
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定 

重大事故等時に環境モニタリング設備が機能喪失し

たと判断した場合，手順に着手する。 

具体的には，可搬型環境モニタリング設備を設置す

るまでの間，可搬型建屋周辺モニタリング設備（ガン

マ線用サーベイメータ（ＳＡ），中性子線用サーベイメ

ータ（ＳＡ），アルファ・ベータ線用サーベイメータ（Ｓ

Ａ）及び可搬型ダストサンプラ（ＳＡ））により，重大

事故等の対処を行う前処理建屋，分離建屋，精製建屋，

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋，高レベル廃液ガ

ラス固化建屋及び使用済燃料受入れ・貯蔵建屋の周辺

における線量当量率並びに出入管理室を設置する出入

管理建屋，低レベル廃棄物処理建屋及び使用済燃料受

入れ・貯蔵管理建屋の周辺における空気中の放射性物

質の濃度及び線量当量率を測定する。 

線量当量率の測定については，想定事象を踏まえて，

測定線種及び対象建屋を設定する。 

可搬型建屋周辺モニタリング設備による測定結果

は，通信連絡設備により中央制御室に連絡する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

放
射
能
観
測
車
に
よ
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の 

濃
度
及
び
線
量
の
測
定 

放射能観測車は，平常時及び事故時に，敷地周辺の

空間放射線量率及び空気中の放射性物質の濃度を迅速

に測定するため，空間放射線量率測定器，中性子線用

サーベイメータ，ダストサンプラ，よう素サンプラ及

び放射能測定器を搭載した無線通話装置付きの放射能

観測車を備えている。重大事故等時に放射能観測車の

機能が維持されていると判断した場合，手順に着手す

る。 

具体的には，放射能観測車により，敷地周辺の空間

放射線量率及び空気中の放射性物質の濃度を測定す

る。 

放射能観測車による測定結果は，通信連絡設備によ

り中央制御室に連絡する。 

可
搬
型
放
射
能
観
測
設
備
に
よ
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の 

濃
度
及
び
線
量
の
代
替
測
定 

重大事故等時に放射能観測車が機能喪失（搭載機器

の測定機能又は車両の走行機能）したと判断した場合，

手順に着手する。 

具体的には，可搬型放射能観測設備（ガンマ線用サ

ーベイメータ（ＮａＩ（Ｔｌ）シンチレーション）（Ｓ

Ａ），ガンマ線用サーベイメータ（電離箱）（ＳＡ），中

性子線用サーベイメータ（ＳＡ），アルファ・ベータ線

用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬型ダスト・よう素

サンプラ（ＳＡ））により，再処理施設及びその周辺に

おいて，空気中の放射性物質の濃度及び線量を測定す

る。 

可搬型放射能観測設備による測定結果は，通信連絡

設備により中央制御室に連絡する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

環
境
試
料
測
定
設
備
に
よ
る
空
気
中
の 

放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定 

環境試料測定設備（核種分析装置）は，平常運転時

から再処理施設及びその周辺における環境試料の分

析，放射性物質の濃度を測定している。重大事故等時

に環境試料測定設備の機能が維持されていると判断し

た場合，手順に着手する。 

具体的には，継続して環境試料測定設備により，ダ

ストモニタ又は可搬型ダストモニタで捕集した粒子状

放射性物質の濃度を測定する。 

ダストモニタ又は可搬型ダストモニタで捕集した試

料は，定期的（１日ごと）又は大気中への放射性物質

の放出のおそれがある場合に回収し，環境試料測定設

備により放射性物質の濃度を測定し，空気中の放射性

物質の濃度を評価する。測定結果及び評価結果は，通

信連絡設備により緊急時対策所に連絡する。 

 

環
境
試
料
測
定
設
備
に
よ
る
水
中
及
び
土
壌
中
の 

放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定 

環境試料測定設備（核種分析装置）は，平常運転時

から再処理施設及びその周辺における環境試料の分

析，放射性物質の濃度を測定している。重大事故等時

に環境試料測定設備の機能が維持されていると判断し

た場合，また，主排気筒の排気モニタリング設備，北

換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気

モニタリング設備，環境モニタリング設備，可搬型排

気モニタリング設備，可搬型環境モニタリング設備，

可搬型建屋周辺モニタリング設備，放出管理分析設備，

環境試料測定設備，可搬型試料分析設備，放射能観測

車及び可搬型放射能観測設備による測定により，再処

理施設からの放射性物質の放出のおそれがあると判断

した場合，手順に着手する。 

具体的には，環境試料測定設備により，再処理施設

及びその周辺において採取した水試料及び土壌試料の

放射性物質の濃度を測定し，水中及び土壌中の放射性

物質の濃度を評価する。測定結果及び評価結果は，通

信連絡設備により緊急時対策所に連絡する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
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放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
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測
定
の
手
順
等 

可
搬
型
試
料
分
析
設
備
に
よ
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
代
替
測
定 

重大事故等時に環境試料測定設備が機能喪失したと

判断した場合，手順に着手する。 

具体的には，可搬型試料分析設備（可搬型放射能測

定装置及び可搬型核種分析装置）により，ダストモニ

タ又は可搬型ダストモニタで捕集した粒子状放射性物

質の濃度を測定する。 

ダストモニタ又は可搬型ダストモニタで捕集した試

料は，定期的（１日ごと）又は大気中への放射性物質

の放出のおそれがある場合に回収し，可搬型試料分析

設備により放射性物質の濃度を測定し，空気中の放射

性物質の濃度を評価する。測定結果及び評価結果は，

通信連絡設備により緊急時対策所に連絡する。 

可搬型排気モニタリング用発電機により可搬型試料

分析設備への給電を行い，放射性物質の濃度の測定を

行う。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を

確認した場合は，事前の対応として，可搬型排気モニ

タリング用発電機の建屋内への移動及び除灰作業の準

備を実施する。また，降灰を確認したのち必要に応じ，

除灰作業を実施する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

可
搬
型
試
料
分
析
設
備
に
よ
る
水
中
及
び
土
壌
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定 

重大事故等時に環境試料測定設備が機能喪失したと

判断した場合，また，主排気筒の排気モニタリング設

備，北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）

の排気モニタリング設備，環境モニタリング設備，可

搬型排気モニタリング設備，可搬型環境モニタリング

設備，可搬型建屋周辺モニタリング設備，放出管理分

析設備，環境試料測定設備，可搬型試料分析設備，放

射能観測車及び可搬型放射能観測設備による測定によ

り，再処理施設からの放射性物質の放出のおそれがあ

ると判断した場合，手順に着手する。 

具体的には，可搬型試料分析設備（可搬型放射能測

定装置及び可搬型核種分析装置）により，再処理施設

及びその周辺において採取した水試料及び土壌試料の

放射性物質の濃度を測定し，水中及び土壌中の放射性

物質の濃度を評価する。測定結果及び評価結果は，通

信連絡設備により緊急時対策所に連絡する。 

可搬型排気モニタリング用発電機により可搬型試料

分析設備への給電を行い，放射性物質の濃度の測定を

行う。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を

確認した場合は，事前の対応として，可搬型排気モニ

タリング用発電機の建屋内への移動及び除灰作業の準

備を実施する。また，降灰を確認したのち必要に応じ，

除灰作業を実施する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

風
向
，
風
速
そ
の
他
の
気
象
条
件
の
測
定
の
手
順
等 

気
象
観
測
設
備
に
よ
る 

気
象
観
測
項
目
の
測
定 

気象観測設備は，敷地内において，風向，風速，日

射量，放射収支量及び雨量を観測している。重大事故

等時に気象観測設備の機能が維持されていると判断し

た場合，手順に着手する。 

具体的には，継続して気象観測設備により風向，風

速，日射量，放射収支量及び雨量を観測し，その観測

値を中央制御室及び緊急時対策所に伝送する。 

気象観測設備による気象観測項目の測定は継続され

ているため，測定及びその結果の記録を継続する。 

可
搬
型
気
象
観
測
設
備
に
よ
る
気
象
観
測
項
目
の
代
替
測
定 

重大事故等時に気象観測設備（風向風速計，日射計，

放射収支計，雨量計）が機能喪失したと判断した場合，

手順に着手する。 

具体的には，可搬型気象観測設備（風向風速計，日

射計，放射収支計，雨量計）により，敷地内において

風向，風速その他の気象条件を測定する。 

可搬型気象観測用データ伝送装置を可搬型気象観測

設備に接続し，観測値を衛星通信により中央制御室及

び緊急時対策所に伝送する。伝送した観測値は，中央

制御室に設置する可搬型データ表示装置により記録す

るとともに，緊急時対策所においても緊急時対策建屋

情報把握設備により記録する。 

可搬型気象観測用発電機により可搬型気象観測設備

及び可搬型気象観測用データ伝送装置への給電を行

い，敷地内において風向，風速その他の気象条件の測

定を行う。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を

確認した場合は，事前の対応として，可搬型気象観測

設備，可搬型気象観測用データ伝送装置及び可搬型気

象観測用発電機の建屋内への移動及び除灰作業の準備

を実施する。また，降灰を確認したのち必要に応じ，

除灰作業を実施する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

風
向
，
風
速
そ
の
他
の
気
象
条
件
の
測
定
の
手
順
等 

可
搬
型
風
向
風
速
計
に
よ
る
風
向
及
び
風
速
の
測
定 

重大事故等時に気象観測設備が機能喪失したと判断

した場合，手順に着手する。 

具体的には，可搬型気象観測設備を設置するまでの

間，可搬型風向風速計により，敷地内において風向及

び風速を測定する。 

可搬型風向風速計による測定結果は，通信連絡設備

により中央制御室に連絡する。 

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
の
電
源
を
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
用 

代
替
電
源
設
備
か
ら
給
電
す
る
手
順
等 

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
用
可
搬
型
発
電
機
に
よ
る 

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
へ
の
給
電 

重大事故等時に，第１非常用ディーゼル発電機が自

動起動せず，非常用所内電源系統から環境モニタリン

グ設備への給電が喪失し，無停電電源装置により給電

され，環境モニタリング設備の機能が維持されている

と判断した場合，手順に着手する。 

具体的には，環境モニタリング用可搬型発電機によ

り，環境モニタリング設備へ給電する。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を

確認した場合は，事前の対応として，環境モニタリン

グ用可搬型発電機の建屋内への移動及び除灰作業の準

備を実施する。また，降灰を確認したのち必要に応じ，

除灰作業を実施する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
の
手
順 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の 

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策 

重大事故等時に，再処理施設から大気中への放射性

物質の放出により，モニタリングポストのバックグラ

ウンドが上昇するおそれがあると判断した場合，手順

に着手する。 

具体的には，事故後の周辺汚染により，モニタリン

グポストによる測定ができなくなることを避けるた

め，モニタリングポスト局舎内の換気システムを停止

し，モニタリングポストの検出器カバーに養生シート

を被せ，養生する。検出器カバーの養生シートは，必

要に応じて交換する。 

また，バックグラウンドが通常より高い場合には，

必要に応じてモニタリングポスト局舎の除染，周辺土

壌の撤去及び樹木の伐採を行いバックグラウンドの低

減を図る。 

可
搬
型
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
の 

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策 

重大事故等時に，再処理施設から大気中への放射性

物質の放出により，可搬型環境モニタリング設備のバ

ックグラウンドが上昇するおそれがあると判断した場

合，手順に着手する。 

具体的には，事故後の周辺汚染により，可搬型環境

モニタリング設備による測定ができなくなることを避

けるため，可搬型環境モニタリング設備を設置する際

にあらかじめ検出器カバーに養生シートを被せた後，

可搬型環境モニタリング設備を設置する。検出器カバ

ーの養生シートは，必要に応じて交換する。 

また，バックグラウンドが通常より高い場合には，

必要に応じて可搬型環境モニタリング設備の除染，周

辺土壌の撤去及び樹木の伐採を行いバックグラウンド

の低減を図る。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
の
手
順 

可
搬
型
試
料
分
析
設
備
の 

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策 

重大事故等時に可搬型試料分析設備による放射性物

質を捕集した試料の測定場所は，主排気筒管理建屋を

基本とする。ただし，試料測定に影響が生じる場合は，

緊急時対策所又は再処理事業所外の適切な場所に設備

を移動し，測定する。 

配
慮
す
べ
き
事
項 

作
業
性 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加

えて，放射線環境や作業環境に応じた防護具の配備を

行い，移動時及び作業時の状況に応じて着用すること

とする。 

また，中央制御室等との連絡手段を確保する。夜間

及び停電時においては，確実に運搬，移動ができるよ

うに，可搬型照明を配備する。 

電
源
確
保 

全交流電源喪失時は，可搬型重大事故等対処設備の

可搬型発電機を用いて，放射性物質の濃度及び線量の

測定で使用する設備及び風向，風速その他の気象条件

の測定で使用する設備へ給電する。 

燃
料
給
油 

配慮すべき事項は，第５表（10／15）「電源の確保に

関する手順等」の燃料給油と同様である。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

配
慮
す
べ
き
事
項 

放
射
線
管
理 

放
射
線
防
護 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加

えて，放射線環境や作業環境に応じた防護具の配備を

行い，移動時及び作業時の状況に応じて着用すること

とする。線量管理については個人線量計を着用し，１

作業当たり 10ｍＳｖ以下とすることを目安に管理す

る。さらに，実施組織要員及び支援組織要員の作業場

所への移動及び作業においては，作業場所の線量率の

把握及び状況に応じた対応を行うことにより，実施組

織要員及び支援組織要員の被ばく線量を可能な限り低

減する。 

他
の
機
関
と
の
連
携 

重大事故等時の敷地外でのモニタリングは，国が立

ち上げる緊急時モニタリングセンターにおいて，国が

地方公共団体と連携して策定するモニタリング計画に

従い，資機材，要員及び放出源情報を提供するととも

にモニタリングに協力する。 

また，原子力災害が発生した場合に他の原子力事業

者との協力体制を構築するため原子力事業者間協力協

定を締結し，環境放射線モニタリング等への要員の派

遣，資機材の貸与等を受けることが可能である。 
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第６表 重大事故等対策における操作の成立性(12/14) 
手順等 対応手段 要員 要員数 想定時間 制限時間 

監
視
測
定
等
に
関
す
る
手
順
等 

排気モニタリング設備による主

排気筒から放出される放射性物

質の濃度の測定 

実施責任者 

放射線対応班長 
２人 

速やかに対応

が可能 
11時間 

可搬型排気モニタリング設備に

よる主排気筒から放出される放

射性物質の濃度の代替測定（可

搬型排気モニタリング設備の設

置） 

実施責任者 

放射線対応班長 

建屋外対応班長 

３人 
１時間 20分 

以内 
11時間 

放射線対応班の班員 ２人 

建屋外対応班の班員 ３人 

可搬型排気モニタリング設備に

よる主排気筒から放出される放

射性物質の濃度の代替測定（可

搬型ガスモニタの測定値の伝

送） 

実施責任者 

放射線対応班長 

建屋外対応班長 

３人 
１時間 30分 

以内 
※１ 

放射線対応班の班員 ２人 

建屋外対応班の班員 ３人 

放出管理分析設備による主排気

筒から放出される放射性物質の

濃度の測定 

実施責任者 

放射線対応班長 
２人 １時間 

以内 
※１ 

放射線対応班の班員 ２人 

可搬型試料分析設備による主排

気筒から放出される放射性物質

の濃度の代替測定 

実施責任者 

放射線対応班長 

建屋外対応班長 

３人 
１時間 

以内 
※１ 

放射線対応班の班員 ２人 

建屋外対応班の班員 ３人 

排気モニタリング設備による北

換気筒（使用済燃料受入れ・貯

蔵建屋換気筒）から放出される

放射性物質の濃度の測定 

実施責任者 

放射線対応班長 
２人 

速やかに対応

が可能 
35時間 

可搬型排気モニタリング設備に

よる北換気筒（使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋換気筒）から放出

される放射性物質の濃度の代替

測定 

実施責任者 

放射線対応班長 

建屋外対応班長 

３人 
23時間 

以内 
35時間 

放射線対応班の班員 ６人 

建屋外対応班の班員 ３人 

放出管理分析設備による北換気

筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建

屋換気筒）から放出される放射

性物質の濃度の測定 

実施責任者 

放射線対応班長 
２人 １時間 

以内 
※１ 

放射線対応班の班員 ２人 

可搬型試料分析設備による北換

気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵

建屋換気筒）から放出される放

射性物質の濃度の代替測定 

実施責任者 

放射線対応班長 

建屋外対応班長 

３人 
１時間 

以内 
※１ 

放射線対応班の班員 ２人 

建屋外対応班の班員 ３人 

環境モニタリング設備による空

気中の放射性物質の濃度及び線

量の測定 

実施責任者 

放射線対応班長 
２人 

速やかに対応

が可能 
11時間 

可搬型環境モニタリング設備に

よる空気中の放射性物質の濃度

及び線量の代替測定 

実施責任者 

放射線対応班長 

建屋外対応班長 

３人 
５時間 

以内 
11時間 

放射線対応班の班員 ６人 

建屋外対応班の班員 ３人 

可搬型建屋周辺モニタリング設

備による空気中の放射性物質の

濃度及び線量の測定 

実施責任者 

放射線対応班長 
２人 

１時間 

以内 
※１ 

放射線対応班の班員 

建屋対策班の班員 
８人 

現場管理者 

建屋対策班の班員 
10人 

放射能観測車による空気中の放

射性物質の濃度及び線量の測定 

実施責任者 

放射線対応班長 
２人 ２時間 

以内 
※１ 

放射線対応班の班員 ２人 
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第６表 重大事故等対策における操作の成立性(12/14) 
手順等 対応手段 要員 要員数 想定時間 制限時間 

監
視
測
定
等
に
関
す
る
手
順
等 

可搬型放射能観測設備による空

気中の放射性物質の濃度及び線

量の代替測定 

実施責任者 

放射線対応班長 
２人 ２時間 

以内 
※１ 

放射線対応班の班員 ２人 

環境試料測定設備による空気中

の放射性物質の濃度の測定 

放射線管理班長 １人 
２時間 50分 

以内 
※１ 

放射線管理班の班員 ２人 

環境試料測定設備による水中及

び土壌中の放射性物質の濃度の

測定 

放射線管理班長 １人 ２時間 

以内 
※１ 

放射線管理班の班員 ２人 

可搬型試料分析設備による空気

中の放射性物質の濃度の代替測

定 

放射線管理班長 

建屋外対応班長 
２人 

２時間 50分 

以内 
※１ 

放射線管理班の班員 ２人 

建屋外対応班の班員 ３人 

可搬型試料分析設備による水中

及び土壌中の放射性物質の濃度

の測定 

放射線管理班長 

建屋外対応班長 
２人 

２時間 

以内 
※１ 

放射線管理班の班員 ２人 

建屋外対応班の班員 ３人 

気象観測設備による気象観測項

目の測定 

実施責任者 

放射線対応班長 
２人 

速やかに対応

が可能 
※１ 

可搬型気象観測設備による気象

観測項目の代替測定 

実施責任者 

放射線対応班長 

建屋外対応班長 

３人 
２時間 

以内 
※１ 

放射線対応班の班員 ２人 

建屋外対応班の班員 ３人 

可搬型風向風速計による風向及

び風速の測定 

実施責任者 

放射線対応班長 
２人 

30分 

以内 
※１ 

放射線対応班の班員 ２人 

環境モニタリング用可搬型発電

機による環境モニタリング設備

への給電 

実施責任者 

放射線対応班長 

建屋外対応班長 

３人 
５時間 

以内 
※１ 

放射線対応班の班員 ６人 

建屋外対応班の班員 ３人 

モニタリングポストのバックグ

ラウンド低減対策 

放射線管理班長 １人 ５時間 

以内 
※１ 

放射線管理班の班員 ２人 

可搬型環境モニタリング設備の

バックグラウンド低減対策 

放射線管理班長 １人 ５時間 

以内 
※１ 

放射線管理班の班員 ２人 

※１：事故の事象進展に影響がなく，制限時間がないものを示す。 
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第５－１表 重大事故等対処における手順の概要（13／15） 

1.12 監視測定等に関する手順等 

方
針
目
的 

重大事故等が発生した場合に再処理施設から大気中へ放出される

放射性物質の濃度及び線量を監視し，及び測定し，並びにその結果を

記録するための手順を整備する。また，風向，風速その他の気象条件

を測定し，及びその結果を記録するための手順を整備する。 

対
応
手
段
等 

設
計
基
準
対
象
の
施
設 

設計基準対象の以下の施設を重大事故等対処設備とし

て位置付け重大事故等の対処に用いる。 

［放射線監視設備］ 

・主排気筒の排気モニタリング設備（排気筒モニタ及び排

気サンプリング設備） 

・北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気

モニタリング設備（排気筒モニタ及び排気サンプリング

設備） 

・環境モニタリング設備（モニタリングポスト及びダスト

モニタ） 

［試料分析関係設備］ 

・放出管理分析設備（放射能測定装置（ガスフローカウン

タ），放射能測定装置（液体シンチレーションカウンタ），

核種分析装置） 

・環境試料測定設備（核種分析装置） 

［環境管理設備］ 

・気象観測設備 

・放射能観測車 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

排
気
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
に
よ
る
主
排
気
筒
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定 

主排気筒の排気モニタリング設備は，平常運転時か

ら排気筒モニタにより放射性希ガスの連続監視及び排

気サンプリング設備により放射性物質を連続的に捕集

している。重大事故等時に主排気筒の排気モニタリン

グ設備の機能が維持されていると判断した場合，手順

に着手する。 

具体的には，継続して排気筒モニタにより放射性希

ガスを連続監視するとともに，排気サンプリング設備

により放射性物質を連続的に捕集する。排気筒モニタ

の測定値は，中央制御室において指示及び記録し，放

射能レベルがあらかじめ設定した値を超えたときは，

警報を発する。また，排気筒モニタの測定値は，緊急

時対策所へ伝送する。 

排気筒モニタによる放射性希ガスの測定及び排気サ

ンプリング設備による放射性物質の捕集は継続されて

いるため，排気筒モニタにより監視及び測定並びにそ

の結果の記録を継続し，排気サンプリング設備により

連続的に捕集する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

可
搬
型
排
気
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
に
よ
る
主
排
気
筒
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
代
替
測
定 

重大事故等時に主排気筒の排気モニタリング設備が

機能喪失したと判断した場合，手順に着手する。 

具体的には，可搬型排気モニタリング設備（可搬型

ガスモニタ及び可搬型排気サンプリング設備）を主排

気筒の排気モニタリング設備の接続口に接続し，主排

気筒から大気中へ放出される放射性よう素，粒子状放

射性物質，炭素－14 及びトリチウムを連続的に捕集す

るとともに，放射性希ガスの濃度を連続測定し，記録

する。 

可搬型排気モニタリング用データ伝送装置を可搬型

排気モニタリング設備の可搬型ガスモニタに接続し，

測定値を衛星通信により中央制御室及び緊急時対策所

に伝送する。伝送した測定値は，中央制御室に設置す

る可搬型データ表示装置により，監視及び記録すると

ともに，緊急時対策所においても緊急時対策建屋情報

把握設備により監視及び記録する。 

可搬型排気モニタリング用発電機により可搬型排気

モニタリング設備及び可搬型排気モニタリング用デー

タ伝送装置への給電を行い，放射性物質の濃度の測定

を行う。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を

確認した場合は，事前の対応として，可搬型排気モニ

タリング用データ伝送装置及び可搬型排気モニタリン

グ用発電機の建屋内への移動及び除灰作業の準備を実

施する。また，降灰を確認したのち必要に応じ，除灰

作業を実施する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

放
出
管
理
分
析
設
備
に
よ
る
主
排
気
筒
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定 

放出管理分析設備（放射能測定装置（ガスフローカ

ウンタ），放射能測定装置（液体シンチレーションカウ

ンタ）及び核種分析装置）は，平常運転時から主排気

筒の排気サンプリング設備により捕集した放射性物質

の濃度を測定している。重大事故等時に放出管理分析

設備の機能が維持されていると判断した場合，手順に

着手する。 

具体的には，継続して放出管理分析設備により，主

排気筒の排気サンプリング設備又は可搬型排気サンプ

リング設備で捕集した放射性物質の濃度を測定する。 

主排気筒の排気サンプリング設備又は可搬型排気サ

ンプリング設備で捕集した試料は，定期的（１日ごと）

又は大気中への放射性物質の放出のおそれがある場合

に回収し，放出管理分析設備により放射性物質の濃度

を測定し，主排気筒から大気中へ放出される放射性物

質の濃度を評価し，記録する。測定結果及び評価結果

は，通信連絡設備により中央制御室に連絡する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

可
搬
型
試
料
分
析
設
備
に
よ
る
主
排
気
筒
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
代
替
測
定 

重大事故等時に放出管理分析設備が機能喪失したと

判断した場合，手順に着手する。 

具体的には，可搬型試料分析設備（可搬型放射能測

定装置，可搬型核種分析装置及び可搬型トリチウム測

定装置）により，主排気筒の排気サンプリング設備又

は可搬型排気サンプリング設備で捕集した放射性物質

の濃度を測定する。 

主排気筒の排気サンプリング設備又は可搬型排気サ

ンプリング設備で捕集した試料は，定期的（１日ごと）

又は大気中への放射性物質の放出のおそれがある場合

に回収し，可搬型試料分析設備により放射性物質の濃

度を測定し，主排気筒から大気中へ放出される放射性

物質の濃度を評価し，記録する。測定結果及び評価結

果は，通信連絡設備により中央制御室に連絡する。 

可搬型排気モニタリング用発電機により可搬型試料

分析設備への給電を行い，放射性物質の濃度の測定を

行う。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を

確認した場合は，事前の対応として，可搬型排気モニ

タリング用発電機の建屋内への移動及び除灰作業の準

備を実施する。また，降灰を確認したのち必要に応じ，

除灰作業を実施する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

排
気
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
に
よ
る
北
換
気
筒
（
使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
換
気
筒
）
か
ら
放
出
さ
れ
る 

放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定 

北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の

排気モニタリング設備は，平常運転時から排気筒モニ

タにより放射性希ガスの連続監視及び排気サンプリン

グ設備により放射性物質を連続的に捕集している。重

大事故等時に北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋

換気筒）の排気モニタリング設備の機能が維持されて

いると判断した場合，手順に着手する。 

具体的には，継続して排気筒モニタにより放射性希

ガスを連続監視するとともに，排気サンプリング設備

により放射性物質を連続的に捕集する。排気筒モニタ

の測定値は，中央制御室において指示及び記録し，放

射能レベルがあらかじめ設定した値を超えたときは，

警報を発する。また，排気筒モニタの測定値は，緊急

時対策所へ伝送する。 

排気筒モニタによる放射性希ガスの測定及び排気サ

ンプリング設備による放射性物質の捕集は継続されて

いるため，排気筒モニタにより監視及び測定並びにそ

の結果の記録を継続し，排気サンプリング設備により

連続的に捕集する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

可
搬
型
排
気
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
に
よ
る
北
換
気
筒
（
使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
換
気
筒
）
か
ら
放
出
さ
れ
る 

放
射
性
物
質
の
濃
度
の
代
替
測
定 

重大事故等時に使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施

設の気体廃棄物の廃棄施設の機能が維持されていると

判断した場合，また，北換気筒（使用済燃料受入れ・

貯蔵建屋換気筒）の排気モニタリング設備が機能喪失

したと判断した場合，手順に着手する。 

具体的には，可搬型排気モニタリング設備（可搬型

ガスモニタ及び可搬型排気サンプリング設備）を使用

済燃料受入れ・貯蔵建屋換気設備のダクトに接続し，

北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）から

大気中へ放出される放射性よう素，粒子状放射性物質，

炭素－14 及びトリチウムを連続的に捕集するととも

に，放射性希ガスの濃度を連続測定し，記録する。 

可搬型排気モニタリング用データ伝送装置を可搬型

排気モニタリング設備の可搬型ガスモニタに接続し，

測定値を衛星通信により中央制御室及び緊急時対策所

に伝送する。伝送した測定値は，中央制御室に設置す

る可搬型データ表示装置により，監視及び記録すると

ともに，緊急時対策所においても緊急時対策建屋情報

把握設備により監視及び記録する。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機

により可搬型排気モニタリング設備及び可搬型排気モ

ニタリング用データ伝送装置への給電を行い，放射性

物質の濃度の測定を行う。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を

確認した場合は，事前の対応として，可搬型排気モニ

タリング用データ伝送装置の建屋内への移動及び除灰

作業の準備を実施する。また，降灰を確認したのち必

要に応じ，除灰作業を実施する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

放
出
管
理
分
析
設
備
に
よ
る
北
換
気
筒
（
使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
換
気
筒
）
か
ら
放
出
さ
れ
る 

放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定 

放出管理分析設備（放射能測定装置（ガスフローカ

ウンタ），放射能測定装置（液体シンチレーションカウ

ンタ）及び核種分析装置）は，平常運転時から北換気

筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気サン

プリング設備により捕集した放射性物質の濃度を測定

している。重大事故等時に放出管理分析設備の機能が

維持されていると判断した場合，手順に着手する。 

具体的には，継続して放出管理分析設備により，北

換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気

サンプリング設備又は可搬型排気サンプリング設備で

捕集した放射性物質の濃度を測定する。 

北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の

排気サンプリング設備又は可搬型排気サンプリング設

備で捕集した試料は，定期的（１日ごと）又は大気中

への放射性物質の放出のおそれがある場合に回収し，

放出管理分析設備により放射性物質の濃度を測定し，

北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）から

大気中へ放出される放射性物質の濃度を評価し，記録

する。測定結果及び評価結果は，通信連絡設備により

中央制御室に連絡する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

可
搬
型
試
料
分
析
設
備
に
よ
る
北
換
気
筒
（
使
用
済
燃
料
受
入
れ
・
貯
蔵
建
屋
換
気
筒
）
か
ら
放
出
さ
れ
る 

放
射
性
物
質
の
濃
度
の
代
替
測
定 

重大事故等時に放出管理分析設備が機能喪失したと

判断した場合，手順に着手する。 

具体的には，可搬型試料分析設備（可搬型放射能測

定装置，可搬型核種分析装置及び可搬型トリチウム測

定装置）により，北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵

建屋換気筒）の排気サンプリング設備又は可搬型排気

サンプリング設備で捕集した放射性物質の濃度を測定

する。 

北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の

排気サンプリング設備又は可搬型排気サンプリング設

備で捕集した試料は，定期的（１日ごと）又は大気中

への放射性物質の放出のおそれがある場合に回収し，

可搬型試料分析設備により放射性物質の濃度を測定

し，北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）

から大気中へ放出される放射性物質の濃度を評価し，

記録する。測定結果及び評価結果は，通信連絡設備に

より中央制御室に連絡する。 

可搬型排気モニタリング用発電機により可搬型試料

分析設備への給電を行い，放射性物質の濃度の測定を

行う。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を

確認した場合は，事前の対応として，可搬型排気モニ

タリング用発電機の建屋内への移動及び除灰作業の準

備を実施する。また，降灰を確認したのち必要に応じ，

除灰作業を実施する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
に
よ
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定 

モニタリングポストは，平常運転時から周辺監視区

域境界付近にて，空間放射線量率の連続監視を行って

いる。また，ダストモニタは，平常運転時から空気中

の放射性物質の濃度を監視するため，粒子状放射性物

質を連続的に捕集及び測定している。重大事故等時に

環境モニタリング設備の機能が維持されていると判断

した場合，手順に着手する。 

具体的には，モニタリングポストにより空間放射線

量率を連続監視するとともに，ダストモニタにより空

気中の放射性物質を連続的に捕集及び測定する。環境

モニタリング設備の測定値は，中央制御室において指

示及び記録し，空間放射線量率又は放射能レベルがあ

らかじめ設定した値を超えたときは，警報を発する。

また，環境モニタリング設備の測定値は，緊急時対策

所へ伝送する。 

モニタリングポストによる空間放射線量率の測定及

びダストモニタによる空気中の放射性物質の捕集及び

測定は継続されているため，監視及び測定並びにその

結果の記録を継続する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

可
搬
型
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
に
よ
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
代
替
測
定 

重大事故等時に環境モニタリング設備が機能喪失し

たと判断した場合，手順に着手する。 

具体的には，可搬型環境モニタリング設備（モニタ

リングポストの代替として可搬型線量率計，ダストモ

ニタの代替として可搬型ダストモニタ）により，周辺

監視区域境界付近において，線量を測定するとともに，

空気中の粒子状放射性物質を連続的に捕集及び測定す

る。 

可搬型環境モニタリング用データ伝送装置を可搬型

環境モニタリング設備に接続し，測定値を衛星通信に

より中央制御室及び緊急時対策所に伝送する。伝送し

た測定値は，中央制御室に設置する可搬型データ表示

装置により，監視及び記録するとともに，緊急時対策

所においても緊急時対策建屋情報把握設備により監視

及び記録する。 

可搬型環境モニタリング用発電機により可搬型環境

モニタリング設備及び可搬型環境モニタリング用デー

タ伝送装置への給電を行い，放射性物質の濃度及び線

量の測定を行う。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を

確認した場合は，事前の対応として，可搬型環境モニ

タリング設備，可搬型環境モニタリング用データ伝送

装置及び可搬型環境モニタリング用発電機の建屋内へ

の移動及び除灰作業の準備を実施する。また，降灰を

確認したのち必要に応じ，除灰作業を実施する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

可
搬
型
建
屋
周
辺
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
に
よ
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定 

重大事故等時に環境モニタリング設備が機能喪失し

たと判断した場合，手順に着手する。 

具体的には，可搬型環境モニタリング設備を設置す

るまでの間，可搬型建屋周辺モニタリング設備（ガン

マ線用サーベイメータ（ＳＡ），中性子線用サーベイメ

ータ（ＳＡ），アルファ・ベータ線用サーベイメータ（Ｓ

Ａ）及び可搬型ダストサンプラ（ＳＡ））により，重大

事故等の対処を行う前処理建屋，分離建屋，精製建屋，

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋，高レベル廃液ガ

ラス固化建屋及び使用済燃料受入れ・貯蔵建屋の周辺

における線量当量率並びに出入管理室を設置する出入

管理建屋，低レベル廃棄物処理建屋及び使用済燃料受

入れ・貯蔵管理建屋の周辺における空気中の放射性物

質の濃度及び線量当量率を測定する。 

線量当量率の測定については，想定事象を踏まえて，

測定線種及び対象建屋を設定する。 

可搬型建屋周辺モニタリング設備による測定結果

は，通信連絡設備により中央制御室に連絡する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

放
射
能
観
測
車
に
よ
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の 

濃
度
及
び
線
量
の
測
定 

放射能観測車は，平常時及び事故時に，敷地周辺の

空間放射線量率及び空気中の放射性物質の濃度を迅速

に測定するため，空間放射線量率測定器，中性子線用

サーベイメータ，ダストサンプラ，よう素サンプラ及

び放射能測定器を搭載した無線通話装置付きの放射能

観測車を備えている。重大事故等時に放射能観測車の

機能が維持されていると判断した場合，手順に着手す

る。 

具体的には，放射能観測車により，敷地周辺の空間

放射線量率及び空気中の放射性物質の濃度を測定す

る。 

放射能観測車による測定結果は，通信連絡設備によ

り中央制御室に連絡する。 

可
搬
型
放
射
能
観
測
設
備
に
よ
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の 

濃
度
及
び
線
量
の
代
替
測
定 

重大事故等時に放射能観測車が機能喪失（搭載機器

の測定機能又は車両の走行機能）したと判断した場合，

手順に着手する。 

具体的には，可搬型放射能観測設備（ガンマ線用サ

ーベイメータ（ＮａＩ（Ｔｌ）シンチレーション）（Ｓ

Ａ），ガンマ線用サーベイメータ（電離箱）（ＳＡ），中

性子線用サーベイメータ（ＳＡ），アルファ・ベータ線

用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬型ダスト・よう素

サンプラ（ＳＡ））により，再処理施設及びその周辺に

おいて，空気中の放射性物質の濃度及び線量を測定す

る。 

可搬型放射能観測設備による測定結果は，通信連絡

設備により中央制御室に連絡する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

環
境
試
料
測
定
設
備
に
よ
る
空
気
中
の 

放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定 

環境試料測定設備（核種分析装置）は，平常運転時

から再処理施設及びその周辺における環境試料の分

析，放射性物質の濃度を測定している。重大事故等時

に環境試料測定設備の機能が維持されていると判断し

た場合，手順に着手する。 

具体的には，継続して環境試料測定設備により，ダ

ストモニタ又は可搬型ダストモニタで捕集した粒子状

放射性物質の濃度を測定する。 

ダストモニタ又は可搬型ダストモニタで捕集した試

料は，定期的（１日ごと）又は大気中への放射性物質

の放出のおそれがある場合に回収し，環境試料測定設

備により放射性物質の濃度を測定し，空気中の放射性

物質の濃度を評価する。測定結果及び評価結果は，通

信連絡設備により緊急時対策所に連絡する。 

 

環
境
試
料
測
定
設
備
に
よ
る
水
中
及
び
土
壌
中
の 

放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定 

環境試料測定設備（核種分析装置）は，平常運転時

から再処理施設及びその周辺における環境試料の分

析，放射性物質の濃度を測定している。重大事故等時

に環境試料測定設備の機能が維持されていると判断し

た場合，また，主排気筒の排気モニタリング設備，北

換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気

モニタリング設備，環境モニタリング設備，可搬型排

気モニタリング設備，可搬型環境モニタリング設備，

可搬型建屋周辺モニタリング設備，放出管理分析設備，

環境試料測定設備，可搬型試料分析設備，放射能観測

車及び可搬型放射能観測設備による測定により，再処

理施設からの放射性物質の放出のおそれがあると判断

した場合，手順に着手する。 

具体的には，環境試料測定設備により，再処理施設

及びその周辺において採取した水試料及び土壌試料の

放射性物質の濃度を測定し，水中及び土壌中の放射性

物質の濃度を評価する。測定結果及び評価結果は，通

信連絡設備により緊急時対策所に連絡する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

可
搬
型
試
料
分
析
設
備
に
よ
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
代
替
測
定 

重大事故等時に環境試料測定設備が機能喪失したと

判断した場合，手順に着手する。 

具体的には，可搬型試料分析設備（可搬型放射能測

定装置及び可搬型核種分析装置）により，ダストモニ

タ又は可搬型ダストモニタで捕集した粒子状放射性物

質の濃度を測定する。 

ダストモニタ又は可搬型ダストモニタで捕集した試

料は，定期的（１日ごと）又は大気中への放射性物質

の放出のおそれがある場合に回収し，可搬型試料分析

設備により放射性物質の濃度を測定し，空気中の放射

性物質の濃度を評価する。測定結果及び評価結果は，

通信連絡設備により緊急時対策所に連絡する。 

可搬型排気モニタリング用発電機により可搬型試料

分析設備への給電を行い，放射性物質の濃度の測定を

行う。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を

確認した場合は，事前の対応として，可搬型排気モニ

タリング用発電機の建屋内への移動及び除灰作業の準

備を実施する。また，降灰を確認したのち必要に応じ，

除灰作業を実施する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
の
測
定
の
手
順
等 

可
搬
型
試
料
分
析
設
備
に
よ
る
水
中
及
び
土
壌
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定 

重大事故等時に環境試料測定設備が機能喪失したと

判断した場合，また，主排気筒の排気モニタリング設

備，北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）

の排気モニタリング設備，環境モニタリング設備，可

搬型排気モニタリング設備，可搬型環境モニタリング

設備，可搬型建屋周辺モニタリング設備，放出管理分

析設備，環境試料測定設備，可搬型試料分析設備，放

射能観測車及び可搬型放射能観測設備による測定によ

り，再処理施設からの放射性物質の放出のおそれがあ

ると判断した場合，手順に着手する。 

具体的には，可搬型試料分析設備（可搬型放射能測

定装置及び可搬型核種分析装置）により，再処理施設

及びその周辺において採取した水試料及び土壌試料の

放射性物質の濃度を測定し，水中及び土壌中の放射性

物質の濃度を評価する。測定結果及び評価結果は，通

信連絡設備により緊急時対策所に連絡する。 

可搬型排気モニタリング用発電機により可搬型試料

分析設備への給電を行い，放射性物質の濃度の測定を

行う。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を

確認した場合は，事前の対応として，可搬型排気モニ

タリング用発電機の建屋内への移動及び除灰作業の準

備を実施する。また，降灰を確認したのち必要に応じ，

除灰作業を実施する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

風
向
，
風
速
そ
の
他
の
気
象
条
件
の
測
定
の
手
順
等 

気
象
観
測
設
備
に
よ
る 

気
象
観
測
項
目
の
測
定 

気象観測設備は，敷地内において，風向，風速，日

射量，放射収支量及び雨量を観測している。重大事故

等時に気象観測設備の機能が維持されていると判断し

た場合，手順に着手する。 

具体的には，継続して気象観測設備により風向，風

速，日射量，放射収支量及び雨量を観測し，その観測

値を中央制御室及び緊急時対策所に伝送する。 

気象観測設備による気象観測項目の測定は継続され

ているため，測定及びその結果の記録を継続する。 

可
搬
型
気
象
観
測
設
備
に
よ
る
気
象
観
測
項
目
の
代
替
測
定 

重大事故等時に気象観測設備（風向風速計，日射計，

放射収支計，雨量計）が機能喪失したと判断した場合，

手順に着手する。 

具体的には，可搬型気象観測設備（風向風速計，日

射計，放射収支計，雨量計）により，敷地内において

風向，風速その他の気象条件を測定する。 

可搬型気象観測用データ伝送装置を可搬型気象観測

設備に接続し，観測値を衛星通信により中央制御室及

び緊急時対策所に伝送する。伝送した観測値は，中央

制御室に設置する可搬型データ表示装置により記録す

るとともに，緊急時対策所においても緊急時対策建屋

情報把握設備により記録する。 

可搬型気象観測用発電機により可搬型気象観測設備

及び可搬型気象観測用データ伝送装置への給電を行

い，敷地内において風向，風速その他の気象条件の測

定を行う。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を

確認した場合は，事前の対応として，可搬型気象観測

設備，可搬型気象観測用データ伝送装置及び可搬型気

象観測用発電機の建屋内への移動及び除灰作業の準備

を実施する。また，降灰を確認したのち必要に応じ，

除灰作業を実施する。 

2961



1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

風
向
，
風
速
そ
の
他
の
気
象
条
件
の
測
定
の
手
順
等 

可
搬
型
風
向
風
速
計
に
よ
る
風
向
及
び
風
速
の
測
定 

重大事故等時に気象観測設備が機能喪失したと判断

した場合，手順に着手する。 

具体的には，可搬型気象観測設備を設置するまでの

間，可搬型風向風速計により，敷地内において風向及

び風速を測定する。 

可搬型風向風速計による測定結果は，通信連絡設備

により中央制御室に連絡する。 

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
の
電
源
を
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
用 

代
替
電
源
設
備
か
ら
給
電
す
る
手
順
等 

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
用
可
搬
型
発
電
機
に
よ
る 

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
へ
の
給
電 

重大事故等時に，第１非常用ディーゼル発電機が自

動起動せず，非常用所内電源系統から環境モニタリン

グ設備への給電が喪失し，無停電電源装置により給電

され，環境モニタリング設備の機能が維持されている

と判断した場合，手順に着手する。 

具体的には，環境モニタリング用可搬型発電機によ

り，環境モニタリング設備へ給電する。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を

確認した場合は，事前の対応として，環境モニタリン

グ用可搬型発電機の建屋内への移動及び除灰作業の準

備を実施する。また，降灰を確認したのち必要に応じ，

除灰作業を実施する。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
の
手
順 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の 

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策 

重大事故等時に，再処理施設から大気中への放射性

物質の放出により，モニタリングポストのバックグラ

ウンドが上昇するおそれがあると判断した場合，手順

に着手する。 

具体的には，事故後の周辺汚染により，モニタリン

グポストによる測定ができなくなることを避けるた

め，モニタリングポスト局舎内の換気システムを停止

し，モニタリングポストの検出器カバーに養生シート

を被せ，養生する。検出器カバーの養生シートは，必

要に応じて交換する。 

また，バックグラウンドが通常より高い場合には，

必要に応じてモニタリングポスト局舎の除染，周辺土

壌の撤去及び樹木の伐採を行いバックグラウンドの低

減を図る。 

可
搬
型
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備
の 

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策 

重大事故等時に，再処理施設から大気中への放射性

物質の放出により，可搬型環境モニタリング設備のバ

ックグラウンドが上昇するおそれがあると判断した場

合，手順に着手する。 

具体的には，事故後の周辺汚染により，可搬型環境

モニタリング設備による測定ができなくなることを避

けるため，可搬型環境モニタリング設備を設置する際

にあらかじめ検出器カバーに養生シートを被せた後，

可搬型環境モニタリング設備を設置する。検出器カバ

ーの養生シートは，必要に応じて交換する。 

また，バックグラウンドが通常より高い場合には，

必要に応じて可搬型環境モニタリング設備の除染，周

辺土壌の撤去及び樹木の伐採を行いバックグラウンド

の低減を図る。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

対
応
手
段
等 

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策
の
手
順 

可
搬
型
試
料
分
析
設
備
の 

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
低
減
対
策 

重大事故等時に可搬型試料分析設備による放射性物

質を捕集した試料の測定場所は，主排気筒管理建屋を

基本とする。ただし，試料測定に影響が生じる場合は，

緊急時対策所又は再処理事業所外の適切な場所に設備

を移動し，測定する。 

配
慮
す
べ
き
事
項 

作
業
性 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加

えて，放射線環境や作業環境に応じた防護具の配備を

行い，移動時及び作業時の状況に応じて着用すること

とする。 

また，中央制御室等との連絡手段を確保する。夜間

及び停電時においては，確実に運搬，移動ができるよ

うに，可搬型照明を配備する。 

電
源
確
保 

全交流電源喪失時は，可搬型重大事故等対処設備の

可搬型発電機を用いて，放射性物質の濃度及び線量の

測定で使用する設備及び風向，風速その他の気象条件

の測定で使用する設備へ給電する。 

燃
料
給
油 

配慮すべき事項は，第５表（10／15）「電源の確保に

関する手順等」の燃料給油と同様である。 
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1.12 監視測定等に関する手順等 

配
慮
す
べ
き
事
項 

放
射
線
管
理 

放
射
線
防
護 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加

えて，放射線環境や作業環境に応じた防護具の配備を

行い，移動時及び作業時の状況に応じて着用すること

とする。線量管理については個人線量計を着用し，１

作業当たり 10ｍＳｖ以下とすることを目安に管理す

る。さらに，実施組織要員及び支援組織要員の作業場

所への移動及び作業においては，作業場所の線量率の

把握及び状況に応じた対応を行うことにより，実施組

織要員及び支援組織要員の被ばく線量を可能な限り低

減する。 

他
の
機
関
と
の
連
携 

重大事故等時の敷地外でのモニタリングは，国が立

ち上げる緊急時モニタリングセンターにおいて，国が

地方公共団体と連携して策定するモニタリング計画に

従い，資機材，要員及び放出源情報を提供するととも

にモニタリングに協力する。 

また，原子力災害が発生した場合に他の原子力事業

者との協力体制を構築するため原子力事業者間協力協

定を締結し，環境放射線モニタリング等への要員の派

遣，資機材の貸与等を受けることが可能である。 
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第５－２表 重大事故等対策における操作の成立性(12/14) 
手順等 対応手段 要員 要員数 想定時間 制限時間 

監
視
測
定
等
に
関
す
る
手
順
等 

排気モニタリング設備による主

排気筒から放出される放射性物

質の濃度の測定 

実施責任者 

放射線対応班長 
２人 

速やかに対応

が可能 
11時間 

可搬型排気モニタリング設備に

よる主排気筒から放出される放

射性物質の濃度の代替測定（可

搬型排気モニタリング設備の設

置） 

実施責任者 

放射線対応班長 

建屋外対応班長 

３人 
１時間 20分 

以内 
11時間 

放射線対応班の班員 ２人 

建屋外対応班の班員 ３人 

可搬型排気モニタリング設備に

よる主排気筒から放出される放

射性物質の濃度の代替測定（可

搬型ガスモニタの測定値の伝

送） 

実施責任者 

放射線対応班長 

建屋外対応班長 

３人 
１時間 30分 

以内 
※１ 

放射線対応班の班員 ２人 

建屋外対応班の班員 ３人 

放出管理分析設備による主排気

筒から放出される放射性物質の

濃度の測定 

実施責任者 

放射線対応班長 
２人 １時間 

以内 
※１ 

放射線対応班の班員 ２人 

可搬型試料分析設備による主排

気筒から放出される放射性物質

の濃度の代替測定 

実施責任者 

放射線対応班長 

建屋外対応班長 

３人 
１時間 

以内 
※１ 

放射線対応班の班員 ２人 

建屋外対応班の班員 ３人 

排気モニタリング設備による北

換気筒（使用済燃料受入れ・貯

蔵建屋換気筒）から放出される

放射性物質の濃度の測定 

実施責任者 

放射線対応班長 
２人 

速やかに対応

が可能 
35時間 

可搬型排気モニタリング設備に

よる北換気筒（使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋換気筒）から放出

される放射性物質の濃度の代替

測定 

実施責任者 

放射線対応班長 

建屋外対応班長 

３人 
23時間 

以内 
35時間 

放射線対応班の班員 ６人 

建屋外対応班の班員 ３人 

放出管理分析設備による北換気

筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建

屋換気筒）から放出される放射

性物質の濃度の測定 

実施責任者 

放射線対応班長 
２人 １時間 

以内 
※１ 

放射線対応班の班員 ２人 

可搬型試料分析設備による北換

気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵

建屋換気筒）から放出される放

射性物質の濃度の代替測定 

実施責任者 

放射線対応班長 

建屋外対応班長 

３人 
１時間 

以内 
※１ 

放射線対応班の班員 ２人 

建屋外対応班の班員 ３人 

環境モニタリング設備による空

気中の放射性物質の濃度及び線

量の測定 

実施責任者 

放射線対応班長 
２人 

速やかに対応

が可能 
11時間 

可搬型環境モニタリング設備に

よる空気中の放射性物質の濃度

及び線量の代替測定 

実施責任者 

放射線対応班長 

建屋外対応班長 

３人 
５時間 

以内 
11時間 

放射線対応班の班員 ６人 

建屋外対応班の班員 ３人 

可搬型建屋周辺モニタリング設

備による空気中の放射性物質の

濃度及び線量の測定 

実施責任者 

放射線対応班長 
２人 

１時間 

以内 
※１ 

放射線対応班の班員 

建屋対策班の班員 
８人 

現場管理者 

建屋対策班の班員 
10人 

放射能観測車による空気中の放

射性物質の濃度及び線量の測定 

実施責任者 

放射線対応班長 
２人 ２時間 

以内 
※１ 

放射線対応班の班員 ２人 
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第５－２表 重大事故等対策における操作の成立性(12/14) 
手順等 対応手段 要員 要員数 想定時間 制限時間 

監
視
測
定
等
に
関
す
る
手
順
等 

可搬型放射能観測設備による空

気中の放射性物質の濃度及び線

量の代替測定 

実施責任者 

放射線対応班長 
２人 ２時間 

以内 
※１ 

放射線対応班の班員 ２人 

環境試料測定設備による空気中

の放射性物質の濃度の測定 

放射線管理班長 １人 
２時間 50分 

以内 
※１ 

放射線管理班の班員 ２人 

環境試料測定設備による水中及

び土壌中の放射性物質の濃度の

測定 

放射線管理班長 １人 ２時間 

以内 
※１ 

放射線管理班の班員 ２人 

可搬型試料分析設備による空気

中の放射性物質の濃度の代替測

定 

放射線管理班長 

建屋外対応班長 
２人 

２時間 50分 

以内 
※１ 

放射線管理班の班員 ２人 

建屋外対応班の班員 ３人 

可搬型試料分析設備による水中

及び土壌中の放射性物質の濃度

の測定 

放射線管理班長 

建屋外対応班長 
２人 

２時間 

以内 
※１ 

放射線管理班の班員 ２人 

建屋外対応班の班員 ３人 

気象観測設備による気象観測項

目の測定 

実施責任者 

放射線対応班長 
２人 

速やかに対応

が可能 
※１ 

可搬型気象観測設備による気象

観測項目の代替測定 

実施責任者 

放射線対応班長 

建屋外対応班長 

３人 
２時間 

以内 
※１ 

放射線対応班の班員 ２人 

建屋外対応班の班員 ３人 

可搬型風向風速計による風向及

び風速の測定 

実施責任者 

放射線対応班長 
２人 

30分 

以内 
※１ 

放射線対応班の班員 ２人 

環境モニタリング用可搬型発電

機による環境モニタリング設備

への給電 

実施責任者 

放射線対応班長 

建屋外対応班長 

３人 
５時間 

以内 
※１ 

放射線対応班の班員 ６人 

建屋外対応班の班員 ３人 

モニタリングポストのバックグ

ラウンド低減対策 

放射線管理班長 １人 ５時間 

以内 
※１ 

放射線管理班の班員 ２人 

可搬型環境モニタリング設備の

バックグラウンド低減対策 

放射線管理班長 １人 ５時間 

以内 
※１ 

放射線管理班の班員 ２人 

※１：事故の事象進展に影響がなく，制限時間がないものを示す。 
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11. 監視測定等に関する手順等 

【要求事項】 

１ 再処理事業者において、重大事故等が発生した場合に工場等及びその周

辺（工場等の周辺海域を含む。）において再処理施設から放出される放射

性物質の濃度及び線量を監視し、及び測定し、並びにその結果を記録する

ために必要な手順等が適切に整備されているか、又は整備される方針が適

切に示されていること。 

２ 再処理事業者は、重大事故等が発生した場合に工場等において、風向、

風速その他の気象条件を測定し、及びその結果を記録するために必要な手

順等が適切に整備されているか、又は整備される方針が適切に示されてい

ること。 

【解釈】 

１ 第１項に規定する「再処理施設から放出される放射性物質の濃度及び放

射線量を監視し、及び測定し、並びにその結果を記録するために必要な手

順等」とは、以下に掲げる措置又はこれらと同等以上の効果を有する措置

を行うための手順等をいう。 

ａ）重大事故等が発生した場合でも、工場等及びその周辺（工場等の

周辺海域を含む。）において、モニタリング設備等により、再処理

施設から放出される放射性物質の濃度及び放射線量を監視し、及び

測定し、並びにその結果を記録するために必要な手順等を整備する

こと。 

ｂ）常設モニタリング設備が、代替電源設備からの給電を可能とする

こと。 

ｃ）敷地外でのモニタリングは、他の機関との適切な連携体制を構築

すること。 

2968



 

２ 事故後の周辺の汚染により測定ができなくなることを避けるため、バッ

クグラウンド低減対策手段を検討しておくこと。 

 

重大事故等が発生した場合に再処理施設から大気中へ放出される放射性物

質の濃度及び線量を監視し，及び測定し，並びにその結果を記録するための

設備を整備する。また，風向，風速その他の気象条件を測定し，及びその結

果を記録するための設備を整備する。 

ここでは，これらの対処設備を活用した手順等について説明する。 
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 ａ．対応手段と設備の選定 

 (ａ) 対応手段と設備の選定の考え方 

重大事故等が発生した場合において，再処理施設から大気中へ放出

される放射性物質の濃度及び線量を監視し，及び測定し，並びにその

結果を記録するための対応手段と重大事故等対処設備を選定する（第

11－１図～第 11－３図）。 

また，重大事故等が発生した場合に，敷地内において風向，風速そ

の他の気象条件を測定し，及びその結果を記録するための対応手段と

重大事故等対処設備を選定する（第 11－４図）。 

重大事故等対処設備の他に，柔軟な事故対応を行うための対応手段

と自主対策設備を選定する。 

選定した重大事故等対処設備により，技術的能力審査基準だけでな

く，事業指定基準規則第四十五条及び技術基準規則第四十九条の要求

機能を満足する設備が網羅されていることを確認するとともに，重大

事故等対処設備及び自主対策設備との関係を明確にする。 

 

 (ｂ) 対応手段と設備の選定の結果 

上記「(ａ） 対応手段と設備の選定の考え方」に基づき選定した対応

手段並びに技術的能力審査基準，事業指定基準規則第四十五条及び技

術基準規則第四十九条からの要求により選定した対応手段とその対応

に使用する重大事故等対処設備，資機材及び自主対策設備を以下に示

す。 

なお，機能喪失を想定する設計基準設備，対応に使用する重大事故

等対処設備，自主対策設備及び整備する手順についての関係を第 11－

１表に整理する。 
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  ⅰ．放射性物質の濃度及び線量の測定の対応手段及び設備 

  (ⅰ) 排気口における放射性物質の濃度の測定 

   １） 主排気筒における放射性物質の濃度の測定 

   ａ） 対応手段 

重大事故等が発生した場合に，主排気筒において放射性物質の濃

度を測定する手段がある。 

地震起因による機器の損壊，故障，その他の異常により，非常用

電源建屋の 6.9ｋＶ非常用主母線から各建屋への共通電源車による

給電ができない場合は，可搬型排気モニタリング用発電機を放射性

物質の濃度の測定で使用する設備に接続して，対処に必要な電力を

確保する。 

放射性物質の濃度の測定で使用する設備及び給電に使用する設備

は以下のとおり（第 11－２表）。 

可搬型排気モニタリング用発電機に必要な燃料は，補機駆動用燃

料補給設備の軽油貯槽から軽油用タンクローリを用いて移送する。 

系統図を第 11－５図に示す。 

   ⅰ） 放射線監視設備 

・主排気筒の排気モニタリング設備（設計基準対象の施設と兼

用） 

排気筒モニタ 

排気サンプリング設備 

   ⅱ） 試料分析関係設備 

・放出管理分析設備（設計基準対象の施設と兼用） 

放射能測定装置（ガスフローカウンタ） 
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放射能測定装置（液体シンチレーションカウンタ） 

核種分析装置 

   ⅲ） 代替モニタリング設備 

・可搬型排気モニタリング設備 

可搬型ガスモニタ 

可搬型排気サンプリング設備 

・可搬型排気モニタリング用データ伝送装置 

・可搬型データ表示装置 

・可搬型排気モニタリング用発電機 

   ⅳ） 代替試料分析関係設備 

・可搬型試料分析設備 

可搬型放射能測定装置 

可搬型核種分析装置 

可搬型トリチウム測定装置 

   ⅴ） 受電開閉設備 

・受電開閉設備 

・受電変圧器 

   ⅵ） 所内高圧系統 

・6.9ｋＶ非常用主母線 

・6.9ｋＶ運転予備用主母線 

・6.9ｋＶ非常用母線 

・6.9ｋＶ運転予備用母線 

   ⅶ） 所内低圧系統 

・460Ｖ非常用母線 

・460Ｖ運転予備用母線 
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   ⅶ） 直流電源設備 

・第２非常用直流電源設備 

   ⅸ） 計測制御用交流電源設備 

・計測制御用交流電源設備 

   ⅹ） 補機駆動用燃料補給設備 

・軽油貯槽 

・軽油用タンクローリ 

   ｂ） 重大事故等対処設備と自主対策設備 

主排気筒において放射性物質の濃度の測定に使用する設備のうち，

放射線監視設備の主排気筒の排気モニタリング設備（排気筒モニタ

及び排気サンプリング設備）及び試料分析関係設備の放出管理分析

設備（放射能測定装置（ガスフローカウンタ），放射能測定装置

（液体シンチレーションカウンタ）及び核種分析装置）を，常設重

大事故等対処設備として位置付ける。また，代替モニタリング設備

の可搬型排気モニタリング設備（可搬型ガスモニタ及び可搬型排気

サンプリング設備），可搬型排気モニタリング用データ伝送装置，

可搬型データ表示装置，可搬型排気モニタリング用発電機及び代替

試料分析関係設備の可搬型試料分析設備（可搬型放射能測定装置，

可搬型核種分析装置及び可搬型トリチウム測定装置）を，可搬型重

大事故等対処設備として配備する。 

主排気筒において放射性物質の濃度の測定で使用する設備に必要

な電力を給電する設備のうち，受電開閉設備，所内高圧系統，所内

低圧系統，直流電源設備及び計測制御用交流電源設備を，常設重大

事故等対処設備として位置付ける。 

可搬型排気モニタリング用発電機に必要な燃料を補給する設備の
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うち，補機駆動用燃料補給設備の軽油貯槽を，常設重大事故等対処

設備として設置する。また，軽油用タンクローリを，可搬型重大事

故等対処設備として配備する。 

これらの選定した設備は，技術的能力審査基準，事業指定基準規

則第四十五条及び技術基準規則第四十九条に要求される設備として

全て網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，再処理施設から大気中へ放出

される放射性物質の濃度を監視し，及び測定し，並びにその結果を

記録できる。 

また，以下の設備は地震により機能喪失するおそれがあることか

ら，重大事故等対処設備とは位置付けないが，機能が維持されてい

る場合は，迅速性の観点から事故対応に有効な設備であるため，自

主対策設備として位置付ける。なお，自主対策設備が機能喪失した

場合は，重大事故等対処設備を用いて対処を行うため，重大事故対

策に悪影響を及ぼすことはない。 

・放射性物質の濃度及び線量の測定に用いる設計基準対象の設備 

 

   ２） 北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）における放射

性物質の濃度の測定 

   ａ） 対応手段 

重大事故等が発生した場合に，北換気筒（使用済燃料受入れ・貯

蔵建屋換気筒）において放射性物質の濃度を測定する手段がある。 

地震起因による機器の損壊，故障，その他の異常により，電源供

給が確認できない場合は，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可

搬型発電機及び可搬型排気モニタリング用発電機を放射性物質の濃
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度の測定で使用する設備に接続して，対処に必要な電力を確保する。 

放射性物質の濃度の測定で使用する設備及び給電に使用する設備

は以下のとおり（第 11－２表）。 

可搬型排気モニタリング用発電機及び監視測定用運搬車に必要な

燃料は，補機駆動用燃料補給設備の軽油貯槽から軽油用タンクロー

リを用いて移送する。 

系統図を第 11－５図に示す。 

   ⅰ） 放射線監視設備 

・北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気モニタ

リング設備（設計基準対象の施設と兼用） 

排気筒モニタ 

排気サンプリング設備 

・北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）（設計基準対

象の施設と兼用） 

・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気設備のダクト（設計基準対象

の施設と兼用） 

   ⅱ） 試料分析関係設備 

・放出管理分析設備（設計基準対象の施設と兼用） 

放射能測定装置（ガスフローカウンタ） 

放射能測定装置（液体シンチレーションカウンタ） 

核種分析装置 

   ⅲ） 代替モニタリング設備 

・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気設備のダクト（設計基準対象

の施設と兼用） 

・可搬型排気モニタリング設備 
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可搬型ガスモニタ 

可搬型排気サンプリング設備 

・可搬型排気モニタリング用データ伝送装置 

・可搬型データ表示装置 

・可搬型排気モニタリング用発電機 

・監視測定用運搬車 

   ⅳ） 代替試料分析関係設備 

・可搬型試料分析設備 

可搬型放射能測定装置 

可搬型核種分析装置 

可搬型トリチウム測定装置 

   ⅴ） 受電開閉設備 

・受電開閉設備 

・受電変圧器 

   ⅵ） 所内高圧系統 

・6.9ｋＶ非常用主母線 

・6.9ｋＶ運転予備用主母線 

・6.9ｋＶ常用主母線 

・6.9ｋＶ非常用母線 

・6.9ｋＶ運転予備用母線 

・6.9ｋＶ常用母線 

   ⅶ） 所内低圧系統 

・460Ｖ非常用母線 

・460Ｖ運転予備用母線 

   ⅷ） 計測制御用交流電源設備 
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・計測制御用交流電源設備 

   ⅸ） 代替電源設備 

・使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機 

   ⅹ） 補機駆動用燃料補給設備 

・軽油貯槽 

・軽油用タンクローリ 

   ｂ） 重大事故等対処設備と自主対策設備 

北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）において放射性

物質の濃度の測定に使用する設備のうち，放射線監視設備の北換気

筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気モニタリング設備

（排気筒モニタ及び排気サンプリング設備），北換気筒（使用済燃

料受入れ・貯蔵建屋換気筒）及び使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気

設備のダクトの一部，試料分析関係設備の放出管理分析設備（放射

能測定装置（ガスフローカウンタ），放射能測定装置（液体シンチ

レーションカウンタ）及び核種分析装置）及び代替モニタリング設

備の使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気設備のダクトの一部を，常設

重大事故等対処設備として位置付ける。また，代替モニタリング設

備の可搬型排気モニタリング設備（可搬型ガスモニタ及び可搬型排

気サンプリング設備），可搬型排気モニタリング用データ伝送装置，

可搬型データ表示装置，可搬型排気モニタリング用発電機，監視測

定用運搬車及び代替試料分析関係設備の可搬型試料分析設備（可搬

型放射能測定装置，可搬型核種分析装置及び可搬型トリチウム測定

装置）を，可搬型重大事故等対処設備として配備する。 

北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）において放射性

物質の濃度の測定で使用する設備に必要な電力を給電する設備のう
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ち，受電開閉設備，所内高圧系統，所内低圧系統及び計測制御用交

流電源設備を，常設重大事故等対処設備として位置付ける。また，

代替電源設備の使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機

を，可搬型重大事故等対処設備として配備する。 

可搬型排気モニタリング用発電機及び監視測定用運搬車に必要な

燃料を補給する設備のうち，補機駆動用燃料補給設備の軽油貯槽を，

常設重大事故等対処設備として設置する。また，軽油用タンクロー

リを，可搬型重大事故等対処設備として配備する。 

これらの選定した設備は，技術的能力審査基準，事業指定基準規

則第四十五条及び技術基準規則第四十九条に要求される設備として

全て網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，再処理施設から大気中へ放出

される放射性物質の濃度を監視し，及び測定し，並びにその結果を

記録できる。 

また，以下の設備は地震により機能喪失するおそれがあることか

ら，重大事故等対処設備とは位置付けないが，機能が維持されてい

る場合は，迅速性の観点から事故対応に有効な設備であるため，自

主対策設備として位置付ける。なお，自主対策設備が機能喪失した

場合は，重大事故等対処設備を用いて対処を行うため，重大事故対

策に悪影響を及ぼすことはない。 

・放射性物質の濃度及び線量の測定に用いる設計基準対象の設備 

 

  (ⅱ) 周辺監視区域における放射性物質の濃度及び線量の測定 

   １） 対応手段 

重大事故等が発生した場合に，周辺監視区域において放射性物質

2978



 

の濃度及び線量を測定する手段がある。 

地震起因による機器の損壊，故障，その他の異常により，電源供

給が確認できない場合は，可搬型環境モニタリング用発電機を放射

性物質の濃度及び線量の測定で使用する設備に接続して，対処に必

要な電力を確保する。 

放射性物質の濃度及び線量の測定で使用する設備及び給電に使用

する設備は以下のとおり（第 11－２表）。 

可搬型環境モニタリング用発電機及び監視測定用運搬車に必要な

燃料は，補機駆動用燃料補給設備の軽油貯槽から軽油用タンクロー

リを用いて移送する。 

系統図を第 11－５図に示す。 

   ａ） 放射線監視設備 

・環境モニタリング設備（設計基準対象の施設と兼用） 

モニタリングポスト 

ダストモニタ 

   ｂ） 試料分析関係設備 

・環境試料測定設備（設計基準対象の施設と兼用） 

核種分析装置 

   ｃ） 環境管理設備 

・放射能観測車（搭載機器：空間放射線量率測定器，中性子線用

サーベイメータ，ダストサンプラ，よう素サンプラ及び放射

能測定器）（設計基準対象の施設と兼用） 

   ｄ） 代替モニタリング設備 

・可搬型環境モニタリング設備 

可搬型線量率計 
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可搬型ダストモニタ 

・可搬型環境モニタリング用データ伝送装置 

・可搬型データ表示装置 

・監視測定用運搬車 

・可搬型環境モニタリング用発電機 

・可搬型建屋周辺モニタリング設備 

ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ） 

中性子線用サーベイメータ（ＳＡ） 

アルファ・ベータ線用サーベイメータ（ＳＡ） 

可搬型ダストサンプラ（ＳＡ） 

   ｅ） 代替試料分析関係設備 

・可搬型試料分析設備 

可搬型放射能測定装置 

可搬型核種分析装置 

   ｆ） 代替放射能観測設備 

・可搬型放射能観測設備 

ガンマ線用サーベイメータ（ＮａＩ（Ｔｌ）シンチレーシ

ョン）（ＳＡ） 

ガンマ線用サーベイメータ（電離箱）（ＳＡ） 

中性子線用サーベイメータ （ＳＡ） 

アルファ・ベータ線用サーベイメータ（ＳＡ） 

可搬型ダスト・よう素サンプラ（ＳＡ） 

   ｇ） 受電開閉設備 

・受電開閉設備 

・受電変圧器 
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   ｈ） 所内高圧系統 

・6.9ｋＶ非常用主母線 

・6.9ｋＶ運転予備用主母線 

・6.9ｋＶ常用主母線 

・6.9ｋＶ非常用母線 

・6.9ｋＶ運転予備用母線 

・6.9ｋＶ常用母線 

   ｉ） 所内低圧系統 

・460Ｖ非常用母線 

   ｊ） 計測制御用交流電源設備 

・計測制御用交流電源設備 

   ｋ） 補機駆動用燃料補給設備 

・軽油貯槽 

・軽油用タンクローリ 

   ２） 重大事故等対処設備と自主対策設備 

周辺監視区域において放射性物質の濃度及び線量の測定に使用す

る設備のうち，放射線監視設備の環境モニタリング設備（モニタリ

ングポスト及びダストモニタ）及び試料分析関係設備の環境試料測

定設備（核種分析装置）を，常設重大事故等対処設備として位置付

ける。また，放射能観測車を，可搬型重大事故等対処設備として位

置付ける。 

周辺監視区域において放射性物質の濃度及び線量の測定に使用す

る設備のうち，代替モニタリング設備の可搬型環境モニタリング設

備（モニタリングポストの代替として可搬型線量率計，ダストモニ

タの代替として可搬型ダストモニタ），可搬型環境モニタリング用
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データ伝送装置，可搬型データ表示装置，監視測定用運搬車，可搬

型環境モニタリング用発電機，可搬型建屋周辺モニタリング設備

（ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ），中性子線用サーベイメータ

（ＳＡ），アルファ・ベータ線用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬

型ダストサンプラ（ＳＡ）），代替試料分析関係設備の可搬型試料分

析設備（可搬型放射能測定装置及び可搬型核種分析装置）及び代替

放射能観測設備の可搬型放射能観測設備（ガンマ線用サーベイメー

タ（ＮａＩ（Ｔｌ）シンチレーション）（ＳＡ），ガンマ線用サーベ

イメータ（電離箱）（ＳＡ），中性子線用サーベイメータ（ＳＡ），

アルファ・ベータ線用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬型ダスト・

よう素サンプラ（ＳＡ））を，可搬型重大事故等対処設備として配

備する。 

周辺監視区域において放射性物質の濃度及び線量の測定に使用す

る設備に必要な電力を給電する設備のうち，受電開閉設備，所内高

圧系統，所内低圧系統及び計測制御用交流電源設備の計測制御用交

流電源設備を，常設重大事故等対処設備として位置付ける。 

可搬型環境モニタリング用発電機及び監視測定用運搬車に必要な

燃料を補給する設備のうち，補機駆動用燃料補給設備の軽油貯槽を，

常設重大事故等対処設備として設置する。また，軽油用タンクロー

リを，可搬型重大事故等対処設備として配備する。 

これらの選定した設備は，技術的能力審査基準，事業指定基準規

則第四十五条及び技術基準規則第四十九条に要求される設備として

全て網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，再処理施設から大気中へ放出

される放射性物質の濃度及び線量を監視し，及び測定し，並びにそ
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の結果を記録できる。 

また，以下の設備は地震により機能喪失するおそれがあることか

ら，重大事故等対処設備とは位置付けないが，機能が維持されてい

る場合は，迅速性の観点から事故対応に有効な設備であるため，自

主対策設備として位置付ける。なお，自主対策設備が機能喪失した

場合は，重大事故等対処設備を用いて対処を行うため，重大事故対

策に悪影響を及ぼすことはない。 

・放射性物質の濃度及び線量の測定に用いる設計基準対象の設備 

 

  ⅱ．風向，風速その他の気象条件の測定の対応手段及び設備 

  (ⅰ) 対応手段 

重大事故等が発生した場合に，敷地内において風向，風速その他の

気象条件を測定する手段がある。 

地震起因による機器の損壊，故障，その他の異常により，電源供給

が確認できない場合は，可搬型気象観測用発電機を風向，風速その他

の気象条件の測定で使用する設備に接続して，対処に必要な電力を確

保する。 

風向，風速その他の気象条件の測定で使用する設備及び給電に使用

する設備は以下のとおり（第 11－２表）。 

可搬型気象観測用発電機及び監視測定用運搬車に必要な燃料は，補

機駆動用燃料補給設備の軽油貯槽から軽油用タンクローリを用いて移

送する。 

系統図を第 11－５図に示す。 

   １） 環境管理設備 

・気象観測設備（風向風速計，日射計，放射収支計，雨量計）
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（設計基準対象の施設と兼用） 

   ２） 代替気象観測設備 

・可搬型気象観測設備（風向風速計，日射計，放射収支計，雨量

計） 

・可搬型風向風速計 

・可搬型気象観測用データ伝送装置 

・可搬型データ表示装置 

・監視測定用運搬車 

・可搬型気象観測用発電機 

   ３） 受電開閉設備 

・受電開閉設備 

・受電変圧器 

   ４） 所内高圧系統 

・6.9ｋＶ非常用主母線 

・6.9ｋＶ運転予備用主母線 

・6.9ｋＶ非常用母線 

・6.9ｋＶ運転予備用母線 

   ５） 所内低圧系統 

・460Ｖ非常用母線 

   ６） 計測制御用交流電源設備 

・計測制御用交流電源設備 

   ７） 補機駆動用燃料補給設備 

・軽油貯槽 

・軽油用タンクローリ 

  (ⅱ) 重大事故等対処設備と自主対策設備 
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敷地内において風向，風速その他の気象条件の測定に使用する設備

のうち，環境管理設備の気象観測設備を常設重大事故等対処設備とし

て位置付ける。また，代替気象観測設備の可搬型気象観測設備，可搬

型風向風速計，可搬型気象観測用データ伝送装置，可搬型データ表示

装置，監視測定用運搬車及び可搬型気象観測用発電機を，可搬型重大

事故等対処設備として配備する。 

敷地内において風向，風速その他の気象条件の測定に使用する設備

に必要な電力を給電する設備のうち，受電開閉設備，所内高圧系統，

所内低圧系統及び計測制御用交流電源設備を，常設重大事故等対処設

備として位置付ける。 

可搬型気象観測用発電機及び監視測定用運搬車に必要な燃料を補給

する設備のうち，補機駆動用燃料補給設備の軽油貯槽を，常設重大事

故等対処設備として設置する。また，軽油用タンクローリを，可搬型

重大事故等対処設備として配備する。 

これらの選定した設備は，技術的能力審査基準，事業指定基準規則

第四十五条及び技術基準規則第四十九条に要求される設備として全て

網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，敷地内において風向，風速その

他の気象条件を測定し，及びその結果を記録できる。 

また，以下の設備は地震により機能喪失するおそれがあることから，

重大事故等対処設備とは位置付けないが，機能が維持されている場合

は，迅速性の観点から事故対応に有効な設備であるため，自主対策設

備として位置付ける。なお，自主対策設備が機能喪失した場合は，重

大事故等対処設備を用いて対処を行うため，重大事故対策に悪影響を

及ぼすことはない。 
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・気象観測設備 

 

  ⅲ．環境モニタリング設備の電源回復又は機能回復の対応手段及び設備 

  (ⅰ) 対応手段 

環境モニタリング設備の電源が喪失した際に，環境モニタリング用

可搬型発電機により，電源を回復させるための手段がある。 

なお，環境モニタリング設備の電源を回復しても環境モニタリング

設備の機能が回復しない場合は，可搬型環境モニタリング設備，可搬

型建屋周辺モニタリング設備，可搬型環境モニタリング用データ伝送

装置及び可搬型データ表示装置により代替測定する手順がある。 

環境モニタリング設備の電源回復又は機能回復で使用する設備は以

下のとおり（第 11－２表）。 

可搬型環境モニタリング用発電機及び監視測定用運搬車に必要な燃

料は，補機駆動用燃料補給設備の軽油貯槽から軽油用タンクローリを

用いて移送する。 

系統図を第 11－５図に示す。 

   １） 環境モニタリング用代替電源設備 

・環境モニタリング用可搬型発電機 

   ２） 代替モニタリング設備 

・可搬型環境モニタリング設備 

可搬型線量率計 

可搬型ダストモニタ 

・可搬型環境モニタリング用データ伝送装置 

・可搬型データ表示装置 

・監視測定用運搬車 
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・可搬型環境モニタリング用発電機 

・可搬型建屋周辺モニタリング設備 

ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ） 

中性子線用サーベイメータ（ＳＡ） 

アルファ・ベータ線用サーベイメータ（ＳＡ） 

可搬型ダストサンプラ（ＳＡ） 

   ３） 補機駆動用燃料補給設備 

・軽油貯槽 

・軽油用タンクローリ 

  (ⅱ) 重大事故等対処設備 

環境モニタリング設備の電源回復又は機能回復で使用する設備のう

ち，環境モニタリング用代替電源設備の環境モニタリング用可搬型発

電機，代替モニタリング設備の可搬型環境モニタリング設備（モニタ

リングポストの代替として可搬型線量率計，ダストモニタの代替とし

て可搬型ダストモニタ），可搬型環境モニタリング用データ伝送装置，

可搬型データ表示装置，監視測定用運搬車，可搬型環境モニタリング

用発電機及び可搬型建屋周辺モニタリング設備（ガンマ線用サーベイ

メータ（ＳＡ），中性子線用サーベイメータ（ＳＡ），アルファ・ベー

タ線用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬型ダストサンプラ（ＳＡ））

を，可搬型重大事故等対処設備として配備する。 

環境モニタリング用可搬型発電機，可搬型環境モニタリング用発電

機及び監視測定用運搬車に必要な燃料を補給する設備のうち，補機駆

動用燃料補給設備の軽油貯槽を，常設重大事故等対処設備として設置

する。また，軽油用タンクローリを，可搬型重大事故等対処設備とし

て配備する。 
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これらの選定した設備は，技術的能力審査基準，事業指定基準規則

第四十五条及び技術基準規則第四十九条に要求される設備として全て

網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，非常用所内電源系統からの電源

が喪失した場合においても，環境モニタリング設備の電源又は機能を

回復し，周辺監視区域境界付近において空間放射線量率及び空気中の

放射性物質の濃度を監視し，及び測定し，並びにその結果を記録でき

る。 

 

  ⅳ．手順等 

上記「ⅰ．放射性物質の濃度及び線量の測定の対応手段及び設備」，

「ⅱ．風向，風速その他の気象条件の測定の対応手段及び設備」及び

「ⅲ．環境モニタリング設備の電源回復又は機能回復の対応手段及び

設備」により選定した対応手段に係る手順を整備する（第 11－１表）。 

これらの手順は，重大事故等時における放射線対応班の班員による

一連の対応として「放射線管理部 重大事故等発生時対応手順書」に

定める。また，放射線管理班の班員による一連の対応として「放射線

管理部 非常時対策組織等 放射線管理班マニュアル」に定める。 

重大事故等時に監視が必要となる項目及び給電が必要となる設備に

ついても整備する（第 11－３表，第 11－４表）。 
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ｂ．重大事故等時の手順等 

 (ａ) 放射性物質の濃度及び線量の測定の手順等 

重大事故等時に再処理施設から大気中へ放出される放射性物質の濃

度及び線量を監視し，及び測定し，並びにその結果を記録するため，

以下の手段を用いた手順を整備する。 

重大事故等時における主排気筒及び北換気筒（使用済燃料受入れ・

貯蔵建屋換気筒）の排気筒モニタ及び可搬型ガスモニタを用いた放射

性希ガスの濃度の測定，モニタリングポスト及び可搬型線量率計を用

いた線量の測定及びダストモニタを用いた放射性物質の濃度の測定は，

連続測定を行う。また，放射性物質の濃度の測定頻度は，定期的（１

日ごと）又は大気中への放射性物質の放出のおそれがある場合（ダス

トモニタの指示値上昇等）とする。 

放射性物質の濃度及び線量の測定に用いる設備に対して，可搬型排

気モニタリング用発電機及び可搬型環境モニタリング用発電機により

必要な負荷へ電力を供給する。 

 

 ⅰ．排気口における放射性物質の濃度の測定 

 (ⅰ) 主排気筒における放射性物質の濃度の測定 

   １） 排気モニタリング設備による主排気筒から放出される放射性物

質の濃度の測定 

主排気筒の排気モニタリング設備は，平常運転時から排気筒モニ

タにより放射性希ガスの連続監視及び排気サンプリング設備により

放射性物質を連続的に捕集している。重大事故等時に主排気筒の排

気モニタリング設備の機能が維持されている場合は，継続して排気

筒モニタにより放射性希ガスを連続監視するとともに，排気サンプ
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リング設備により放射性物質を連続的に捕集する。排気筒モニタの

測定値は，中央制御室において指示及び記録し，放射能レベルがあ

らかじめ設定した値を超えたときは，警報を発する。また，排気筒

モニタの測定値は，緊急時対策所へ伝送する。 

排気筒モニタによる放射性希ガスの測定及び排気サンプリング設

備による放射性物質の捕集は継続されているため，排気筒モニタに

より監視及び測定並びにその結果の記録を継続し，排気サンプリン

グ設備により連続的に捕集する。この手順のフローチャートを第

11－６図に示す。 

排気モニタリングに係るアクセスルートを第 11－29 図～第 11－

36 図に示す。 

なお，主排気筒の排気モニタリング設備が機能喪失した場合は，

「(ａ)ⅰ．(ⅰ) 2）可搬型排気モニタリング設備による主排気筒から放

出される放射性物質の濃度の代替測定」を行う。 

   ａ） 手順着手の判断基準 

重大事故等時に，主排気筒の排気モニタリング設備の状況を確認

し，当該設備が機能維持されていると判断した場合（第 11－５表）。 

   ｂ） 操作手順 

主排気筒の排気モニタリング設備による放射性物質の濃度の測定

についての手順の概要は以下のとおり。 

①実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，放射線対応班長に

主排気筒の排気モニタリング設備による放射性物質の濃度の監視

を指示する。 

②放射線対応班長は，主排気筒の排気モニタリング設備による放射

性物質の濃度の監視を継続する。 
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   ｃ） 操作の成立性 

上記の対応は，実施責任者及び放射線対応班長の２人にて実施し，

対策の制限時間（精製建屋における冷却機能の喪失による硝酸プル

トニウム溶液の沸騰開始）11 時間に対し，常設の設備を使用する

ことから，速やかに対応が可能である。 

 

   ２） 可搬型排気モニタリング設備による主排気筒から放出される放

射性物質の濃度の代替測定 

重大事故等時に主排気筒の排気モニタリング設備が機能喪失した

場合，可搬型排気モニタリング設備（可搬型ガスモニタ及び可搬型

排気サンプリング設備）を主排気筒の排気モニタリング設備の接続

口に接続し，主排気筒から大気中へ放出される放射性よう素，粒子

状放射性物質，炭素－14 及びトリチウムを連続的に捕集するとと

もに，放射性希ガスの濃度を連続測定し，記録する。 

可搬型排気モニタリング用データ伝送装置を可搬型排気モニタリ

ング設備の可搬型ガスモニタに接続し，測定値を衛星通信により中

央制御室及び緊急時対策所に伝送する。伝送した測定値は，中央制

御室に設置する可搬型データ表示装置により，監視及び記録すると

ともに，緊急時対策所においても緊急時対策建屋情報把握設備によ

り監視及び記録する。 

可搬型排気モニタリング用発電機により可搬型排気モニタリング

設備及び可搬型排気モニタリング用データ伝送装置への給電を行い，

放射性物質の濃度の測定を行う。 

上記給電を継続するために可搬型排気モニタリング用発電機への

燃料給油を実施する。燃料の給油手順については，「８．電源の確
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保に関する手順等」にて整備する。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を確認した場

合は，事前の対応として，可搬型排気モニタリング用データ伝送装

置及び可搬型排気モニタリング用発電機の建屋内への移動及び除灰

作業の準備を実施する。また，降灰を確認したのち必要に応じ，除

灰作業を実施する。 

可搬型排気モニタリング設備により放射性物質の濃度を監視し，

及び測定し，並びにその結果を記録するための手順を整備する。こ

の手順のフローチャートを第 11－６図及び第 11－７図に示す。 

   ａ） 手順着手の判断基準 

重大事故等時に，主排気筒の排気モニタリング設備の状況を確認

し，当該設備が機能喪失したと判断した場合（第 11－５表）。 

   ｂ） 操作手順 

可搬型排気モニタリング設備による放射性物質の濃度の測定につ

いての手順の概要は以下のとおり。このタイムチャートを第 11－

８図に示す。 

   ⅰ） 可搬型排気モニタリング設備の設置 

①実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，放射線対応班の班

員に可搬型排気モニタリング設備による放射性物質の濃度の測定

の開始を指示する。 

②放射線対応班の班員は，主排気筒管理建屋に保管している可搬型

排気モニタリング設備及び可搬型排気モニタリング用発電機の健

全性を確認する。 

③放射線対応班の班員は，可搬型排気モニタリング用発電機を主排

気筒管理建屋近傍へ運搬する。 
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④放射線対応班の班員は，可搬型排気モニタリング設備を可搬型排

気モニタリング用発電機に接続し，可搬型排気モニタリング用発

電機を起動し，給電する。可搬型排気モニタリング用発電機に必

要となる軽油は，軽油貯槽から軽油用タンクローリにより運搬し，

給油することにより，給電開始から７日以上の稼動が可能である。 

⑤放射線対応班の班員は，可搬型排気モニタリング設備を主排気筒

の排気モニタリング設備の接続口に接続し，主排気筒から大気中

へ放出される放射性物質を捕集するとともに，放射性希ガスの濃

度を測定する。 

⑥放射線対応班の班員は，可搬型排気モニタリング設備及び可搬型

排気モニタリング用発電機について，異臭，発煙，破損，保護装

置の動作等の異常がないことを外観点検により確認する。 

⑦放射線対応班の班員は，可搬型排気モニタリング設備の設置状況

及び測定結果を記録し，中央制御室及び緊急時対策所への伝送が

確立するまでの間，通信連絡設備により定期的に中央制御室に連

絡する。火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を確

認した場合は，事前の対応として，可搬型排気モニタリング用発

電機の建屋内への移動及び除灰作業の準備を実施する。また，降

灰を確認したのち必要に応じ，除灰作業を実施する。なお，主排

気筒の排気モニタリング設備が復旧した場合は，主排気筒の排気

モニタリング設備により放射性物質の濃度を測定する。 

   ⅱ） 可搬型ガスモニタの測定値の伝送 

①放射線対応班の班員は，主排気筒管理建屋に保管している可搬型

排気モニタリング用データ伝送装置の健全性を確認する。 

②放射線対応班の班員は，可搬型排気モニタリング用データ伝送装
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置を主排気筒管理建屋近傍まで運搬する。 

③放射線対応班の班員は，可搬型排気モニタリング用データ伝送装

置を可搬型排気モニタリング用発電機に接続し，給電する。 

④放射線対応班の班員は，可搬型排気モニタリング用データ伝送装

置を可搬型排気モニタリング設備の可搬型ガスモニタに接続し，

測定値を衛星通信により中央制御室及び緊急時対策所に伝送する。

また，伝送した測定値は，制御建屋に保管している可搬型データ

表示装置を中央制御室に設置し，監視及び記録するとともに，緊

急時対策所においても緊急時対策建屋情報把握設備により監視及

び記録する。火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）

を確認した場合は，事前の対応として，可搬型排気モニタリング

用データ伝送装置及び可搬型排気モニタリング用発電機の建屋内

への移動及び除灰作業の準備を実施する。また，降灰を確認した

のち必要に応じ，除灰作業を実施する。なお，主排気筒の排気モ

ニタリング設備が復旧した場合は，主排気筒の排気モニタリング

設備により放射性物質の濃度を監視及び記録する。 

⑤放射線対応班の班員は，可搬型排気モニタリング用データ伝送装

置及び可搬型排気モニタリング用発電機について，異臭，発煙，

破損，保護装置の動作等異常がないことを外観点検により確認す

る。 

⑥可搬型データ表示装置の電源は，乾電池又は充電池を使用し，使

用中に残量が少ない場合，予備の乾電池又は充電池と交換するこ

とで，重大事故等の必要な期間使用できる。 

   ｃ） 操作の成立性 

上記「ⅰ） 可搬型排気モニタリング設備の設置」の対応は，実
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施責任者，放射線対応班長及び建屋外対応班長の３人，放射線対応

班の班員２人並びに建屋外対応班の班員３人の合計８人にて実施し，

対策の制限時間（精製建屋における冷却機能の喪失による硝酸プル

トニウム溶液の沸騰開始）11 時間に対し，事象発生から可搬型排

気モニタリング設備による放射性物質の濃度の測定は１時間 20 分

以内で可能である。 

上記「ⅱ） 可搬型ガスモニタの測定値の伝送」の対応は，実施

責任者，放射線対応班長及び建屋外対応班長の３人，放射線対応班

の班員２人並びに建屋外対応班の班員３人の合計８人にて実施し，

作業開始を判断してから１時間 30 分以内で可能である。 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，放射線

環境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動時及び作業時の

状況に応じて着用することとする。線量管理については個人線量計

を着用し，１作業当たり 10ｍＳｖ以下とすることを目安に管理す

る。さらに，実施組織要員の作業場所への移動及び作業においては，

作業場所の線量率の把握及び状況に応じた対応を行うことにより，

実施組織要員の被ばく線量を可能な限り低減する。重大事故等の対

処時においては，中央制御室等との連絡手段を確保する。夜間及び

停電時においては，確実に運搬，移動ができるように，可搬型照明

を配備する。 

 

   ３） 放出管理分析設備による主排気筒から放出される放射性物質の

濃度の測定 

放出管理分析設備（放射能測定装置（ガスフローカウンタ），放

射能測定装置（液体シンチレーションカウンタ）及び核種分析装
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置）は，平常運転時から主排気筒の排気サンプリング設備により捕

集した放射性物質の濃度を測定している。重大事故等時に放出管理

分析設備の機能が維持されている場合は，継続して放出管理分析設

備により，主排気筒の排気サンプリング設備又は可搬型排気サンプ

リング設備で捕集した放射性物質の濃度を測定する。 

主排気筒の排気サンプリング設備又は可搬型排気サンプリング設

備で捕集した試料は，定期的（１日ごと）又は大気中への放射性物

質の放出のおそれがある場合に回収し，放出管理分析設備により放

射性物質の濃度を測定し，主排気筒から大気中へ放出される放射性

物質の濃度を評価し，記録する。測定結果及び評価結果は，通信連

絡設備により中央制御室に連絡する。この手順のフローチャートを

第 11－６図に示す。 

なお，放出管理分析設備が機能喪失した場合は，「(ａ)ⅰ．(ⅰ)４） 

可搬型試料分析設備による主排気筒から放出される放射性物質の濃

度の代替測定」を行う。 

   ａ） 手順着手の判断基準 

重大事故等時に，放出管理分析設備の状況を確認し，当該設備が

機能維持されていると判断した場合（第 11－５表）。 

   ｂ） 操作手順 

放出管理分析設備による放射性物質の濃度の測定についての手順

の概要は以下のとおり。このタイムチャートを第 11－９図に示す。 

①実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，放射線対応班の班

員に主排気筒の排気サンプリング設備又は可搬型排気サンプリン

グ設備で捕集された試料の採取，放出管理分析設備による放射性

物質の濃度の測定を指示する。 
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②放射線対応班の班員は，主排気筒の排気サンプリング設備又は可

搬型排気サンプリング設備で捕集された試料の採取，放出管理分

析設備による放射性物質の濃度を測定する。 

③放射線対応班の班員は，測定結果を重大事故対応手順書の記録用

紙に記録し，保存する。測定結果及び評価結果は，通信連絡設備

により中央制御室に連絡する。 

   ｃ） 操作の成立性 

上記の対応は，実施責任者及び放射線対応班長の２人並びに放射

線対応班の班員２人の合計４人にて実施し，排気サンプリング設備

の試料採取実施判断後１時間以内で可能である。 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，放射線

環境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動時及び作業時の

状況に応じて着用することとする。線量管理については個人線量計

を着用し，１作業当たり 10ｍＳｖ以下とすることを目安に管理す

る。さらに，実施組織要員の作業場所への移動及び作業においては，

作業場所の線量率の把握及び状況に応じた対応を行うことにより，

実施組織要員の被ばく線量を可能な限り低減する。重大事故等の対

処時においては，中央制御室等との連絡手段を確保する。夜間及び

停電時においては，確実に運搬，移動ができるように，可搬型照明

を配備する。 

 

   ４） 可搬型試料分析設備による主排気筒から放出される放射性物質

の濃度の代替測定 

重大事故等時に放出管理分析設備が機能喪失した場合，可搬型試

料分析設備（可搬型放射能測定装置，可搬型核種分析装置及び可搬
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型トリチウム測定装置）により，主排気筒の排気サンプリング設備

又は可搬型排気サンプリング設備で捕集した放射性物質の濃度を測

定する。 

主排気筒の排気サンプリング設備又は可搬型排気サンプリング設

備で捕集した試料は，定期的（１日ごと）又は大気中への放射性物

質の放出のおそれがある場合に回収し，可搬型試料分析設備により

放射性物質の濃度を測定し，主排気筒から大気中へ放出される放射

性物質の濃度を評価し，記録する。測定結果及び評価結果は，通信

連絡設備により中央制御室に連絡する。 

可搬型排気モニタリング用発電機により可搬型試料分析設備への

給電を行い，放射性物質の濃度の測定を行う。 

上記給電を継続するために可搬型排気モニタリング用発電機への

燃料給油を実施する。燃料の給油手順については，「８．電源の確

保に関する手順等」にて整備する。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を確認した場

合は，事前の対応として，可搬型排気モニタリング用発電機の建屋

内への移動及び除灰作業の準備を実施する。また，降灰を確認した

のち必要に応じ，除灰作業を実施する。 

可搬型試料分析設備により放射性物質の濃度を測定し，並びにそ

の結果を記録するための手順を整備する。この手順のフローチャー

トを第 11－６図及び第 11－７図に示す。 

   ａ） 手順着手の判断基準 

重大事故等時に，放出管理分析設備の状況を確認し，当該設備が

機能喪失したと判断した場合（第 11－５表）。 
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   ｂ） 操作手順 

可搬型試料分析設備による放射性物質の濃度の測定についての手

順の概要は以下のとおり。このタイムチャートを第 11－10 図に示

す。 

①実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，放射線対応班の班

員に主排気筒の排気サンプリング設備又は可搬型排気サンプリン

グ設備で捕集された試料の採取，可搬型試料分析設備による放射

性物質の濃度の測定の開始を指示する。 

②放射線対応班の班員は，主排気筒管理建屋に保管している可搬型

試料分析設備又は第１保管庫・貯水所に保管している可搬型試料

分析設備のうち可搬型核種分析装置の健全性を確認する。 

③放射線対応班の班員は，必要に応じて第１保管庫・貯水所に保管

している可搬型試料分析設備のうち可搬型核種分析装置を，主排

気筒管理建屋まで運搬する。 

④放射線対応班の班員は，可搬型試料分析設備のうち可搬型核種分

析装置及び可搬型トリチウム測定装置を，可搬型排気モニタリン

グ用発電機に接続し，給電する。 

⑤放射線対応班の班員は，可搬型試料分析設備のうち可搬型核種分

析装置及び可搬型トリチウム測定装置並びに可搬型排気モニタリ

ング用発電機について，異臭，発煙，破損，保護装置の動作等異

常がないことを外観点検により確認する。 

⑥放射線対応班の班員は，可搬型試料分析設備のうち可搬型放射能

測定装置の使用前に乾電池又は充電池の残量を確認し，少ない場

合は予備の乾電池又は充電池と交換する。 

⑦放射線対応班の班員は，主排気筒の排気サンプリング設備又は可
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搬型排気サンプリング設備で捕集した試料を回収する。 

⑧放射線対応班の班員は，必要に応じて前処理を行い，可搬型試料

分析設備により放射性物質の濃度を測定する。 

⑨放射線対応班の班員は，測定結果を重大事故対応手順書の記録用

紙に記録し，保存する。測定結果及び評価結果は，通信連絡設備

により中央制御室に連絡する。火山の影響により，降灰予報

（「やや多量」以上）を確認した場合は，事前の対応として，可

搬型排気モニタリング用発電機の建屋内への移動及び除灰作業の

準備を実施する。また，降灰を確認したのち必要に応じ，除灰作

業を実施する。なお，放出管理分析設備が復旧した場合は，放出

管理分析設備により放射性物質の濃度を測定する。 

   ｃ） 操作の成立性 

上記の対応は，実施責任者，放射線対応班長及び建屋外対応班長

の３人，放射線対応班の班員２人並びに建屋外対応班の班員３人の

合計８人にて実施し，排気サンプリング設備の試料採取実施判断後

１時間以内で可能である。 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，放射線

環境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動時及び作業時の

状況に応じて着用することとする。線量管理については個人線量計

を着用し，１作業当たり 10ｍＳｖ以下とすることを目安に管理す

る。さらに，実施組織要員の作業場所への移動及び作業においては，

作業場所の線量率の把握及び状況に応じた対応を行うことにより，

実施組織要員の被ばく線量を可能な限り低減する。重大事故等の対

処時においては，中央制御室等との連絡手段を確保する。夜間及び

停電時においては，確実に運搬，移動ができるように，可搬型照明
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を配備する。 

 

  (ⅱ) 北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）における放射性

物質の濃度の測定 

   １） 排気モニタリング設備による北換気筒（使用済燃料受入れ・貯

蔵建屋換気筒）から放出される放射性物質の濃度の測定 

北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気モニタリ

ング設備は，平常運転時から排気筒モニタにより放射性希ガスの連

続監視及び排気サンプリング設備により放射性物質を連続的に捕集

している。重大事故等時に北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋

換気筒）の排気モニタリング設備の機能が維持されている場合は，

継続して排気筒モニタにより放射性希ガスを連続監視するとともに，

排気サンプリング設備により放射性物質を連続的に捕集する。排気

筒モニタの測定値は，中央制御室において指示及び記録し，放射能

レベルがあらかじめ設定した値を超えたときは，警報を発する。ま

た，排気筒モニタの測定値は，緊急時対策所へ伝送する。 

排気筒モニタによる放射性希ガスの測定及び排気サンプリング設

備による放射性物質の捕集は継続されているため，排気筒モニタに

より監視及び測定並びにその結果の記録を継続し，排気サンプリン

グ設備により連続的に捕集する。この手順のフローチャートを第

11－６図に示す。 

なお，北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気モ

ニタリング設備が機能喪失した場合は，「(ａ)ⅰ．(ⅱ)２） 可搬型排気

モニタリング設備による北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換

気筒）から放出される放射性物質の濃度の代替測定」を行う。 
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   ａ） 手順着手の判断基準 

重大事故等時に，北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気

筒）の排気モニタリング設備の状況を確認し，当該設備が機能維持

されていると判断した場合（第 11－５表）。 

   ｂ） 操作手順 

北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気モニタリ

ング設備による放射性物質の濃度の測定についての手順の概要は以

下のとおり。 

①実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，放射線対応班長に

北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気モニタリ

ング設備による放射性物質の濃度の監視を指示する。 

②放射線対応班長は，北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気

筒）の排気モニタリング設備による放射性物質の濃度の監視を継

続する。 

   ｃ） 操作の成立性 

上記の対応は，実施責任者及び放射線対応班長の２人にて実施し，

対策の制限時間（燃料貯蔵プールの小規模な漏えい並びに冷却機能

及び注水機能の喪失による燃料貯蔵プール等の沸騰開始）35 時間

に対し，常設の設備を使用することから，速やかに対応が可能であ

る。 

 

   ２） 可搬型排気モニタリング設備による北換気筒（使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋換気筒）から放出される放射性物質の濃度の代替測定 

重大事故等時に使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の気体廃棄

物の廃棄施設の機能が維持されており，北換気筒（使用済燃料受入
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れ・貯蔵建屋換気筒）の排気モニタリング設備が機能喪失した場合，

可搬型排気モニタリング設備（可搬型ガスモニタ及び可搬型排気サ

ンプリング設備）を使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気設備のダクト

に接続し，北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）から大

気中へ放出される放射性よう素，粒子状放射性物質，炭素－14 及

びトリチウムを連続的に捕集するとともに，放射性希ガスの濃度を

連続測定し，記録する。 

可搬型排気モニタリング用データ伝送装置を可搬型排気モニタリ

ング設備の可搬型ガスモニタに接続し，測定値を衛星通信により中

央制御室及び緊急時対策所に伝送する。伝送した測定値は，中央制

御室に設置する可搬型データ表示装置により，監視及び記録すると

ともに，緊急時対策所においても緊急時対策建屋情報把握設備によ

り監視及び記録する。 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機により可搬型

排気モニタリング設備及び可搬型排気モニタリング用データ伝送装

置への給電を行い，放射性物質の濃度の測定を行う。 

可搬型排気モニタリング設備及び可搬型排気モニタリング用デー

タ伝送装置を使用済燃料受入れ・貯蔵管理建屋近傍に運搬するため，

監視測定用運搬車を使用する。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を確認した場

合は，事前の対応として，可搬型排気モニタリング用データ伝送装

置の建屋内への移動及び除灰作業の準備を実施する。また，降灰を

確認したのち必要に応じ，除灰作業を実施する。 

可搬型排気モニタリング設備により放射性物質の濃度を監視し，

及び測定し，並びにその結果を記録するための手順を整備する。こ
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の手順のフローチャートを第 11－６図及び第 11－７図に示す。 

なお，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気設備の排気経路が損傷し

ている場合は，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋の周辺において，モニ

タリングを実施する。 

   ａ） 手順着手の判断基準 

重大事故等時に，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の気体廃

棄物の廃棄施設の機能が維持されている場合。また，北換気筒（使

用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気モニタリング設備の状況

を確認し，当該設備が機能喪失したと判断した場合（第 11－５表）。 

   ｂ） 操作手順 

可搬型排気モニタリング設備による放射性物質の濃度の測定につ

いての手順の概要は以下のとおり。このタイムチャートを第 11－

11 図に示す。 

①実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，放射線対応班の班

員に可搬型排気モニタリング設備による放射性物質の濃度の測定

の開始を指示する。 

②放射線対応班の班員は，第１保管庫・貯水所に保管している可搬

型排気モニタリング設備及び可搬型排気モニタリング用データ伝

送装置の健全性を確認する。 

③放射線対応班の班員は，可搬型排気モニタリング設備及び可搬型

排気モニタリング用データ伝送装置を監視測定用運搬車に積載し，

可搬型排気モニタリング設備を使用済燃料受入れ・貯蔵管理建屋，

可搬型排気モニタリング用データ伝送装置を使用済燃料受入れ・

貯蔵管理建屋近傍まで運搬する。 

④放射線対応班の班員は，可搬型排気モニタリング設備及び可搬型
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排気モニタリング用データ伝送装置を使用済燃料の受入れ施設及

び貯蔵施設可搬型発電機に接続し，給電する。 

⑤放射線対応班の班員は，可搬型排気モニタリング設備を使用済燃

料受入れ・貯蔵建屋換気設備のダクトに接続し，北換気筒（使用

済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）から大気中へ放出される放射性

物質を捕集するとともに，放射性希ガスの濃度を測定する。 

⑥放射線対応班の班員は，可搬型排気モニタリング設備及び使用済

燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機について，異臭，発

煙，破損，保護装置の動作等の異常がないことを外観点検により

確認する。 

⑦放射線対応班の班員は，可搬型排気モニタリング設備の設置状況

及び測定結果を記録し，中央制御室及び緊急時対策所への伝送が

確立するまでの間，通信連絡設備により定期的に中央制御室に連

絡する。 

⑧放射線対応班の班員は，可搬型排気モニタリング用データ伝送装

置を可搬型排気モニタリング設備の可搬型ガスモニタに接続し，

測定値を衛星通信により中央制御室及び緊急時対策所に伝送する。

また，伝送した測定値は，制御建屋に保管している可搬型データ

表示装置を中央制御室に設置し，監視及び記録するとともに，緊

急時対策所においても緊急時対策建屋情報把握設備により監視及

び記録する。火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）

を確認した場合は，事前の対応として，可搬型排気モニタリング

用データ伝送装置の建屋内への移動及び除灰作業の準備を実施す

る。また，降灰を確認したのち必要に応じ，除灰作業を実施する。

なお，北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気モ
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ニタリング設備が復旧した場合は，北換気筒（使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋換気筒）の排気モニタリング設備により放射性物質

の濃度を測定，監視及び記録する。 

⑨放射線対応班の班員は，可搬型排気モニタリング用データ伝送装

置及び使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機につい

て，異臭，発煙，破損，保護装置の動作等異常がないことを外観

点検により確認する。 

⑩可搬型データ表示装置の電源は，乾電池又は充電池を使用し，使

用中に残量が少ない場合，予備の乾電池又は充電池と交換するこ

とで，重大事故等の必要な期間使用できる。 

   ｃ） 操作の成立性 

上記の対応は，実施責任者，放射線対応班長及び建屋外対応班長

の３人，放射線対応班の班員６人並びに建屋外対応班の班員３人の

合計 12 人にて実施し，対策の制限時間（燃料貯蔵プールの小規模

な漏えい並びに冷却機能及び注水機能の喪失による燃料貯蔵プール

等の沸騰開始）35 時間に対し，事象発生から可搬型排気モニタリ

ング設備による放射性物質の濃度の測定は 23 時間以内で可能であ

る。 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，放射線

環境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動時及び作業時の

状況に応じて着用することとする。線量管理については個人線量計

を着用し，１作業当たり 10ｍＳｖ以下とすることを目安に管理す

る。さらに，実施組織要員の作業場所への移動及び作業においては，

作業場所の線量率の把握及び状況に応じた対応を行うことにより，

実施組織要員の被ばく線量を可能な限り低減する。重大事故等の対
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処時においては，中央制御室等との連絡手段を確保する。夜間及び

停電時においては，確実に運搬，移動ができるように，可搬型照明

を配備する。 

 

   ３） 放出管理分析設備による北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建

屋換気筒）から放出される放射性物質の濃度の測定 

放出管理分析設備（放射能測定装置（ガスフローカウンタ），放

射能測定装置（液体シンチレーションカウンタ）及び核種分析装

置）は，平常運転時から北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換

気筒）の排気サンプリング設備により捕集した放射性物質の濃度を

測定している。重大事故等時に放出管理分析設備の機能が維持され

ている場合は，継続して放出管理分析設備により，北換気筒（使用

済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気サンプリング設備又は可搬

型排気サンプリング設備で捕集した放射性物質の濃度を測定する。 

北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気サンプリ

ング設備又は可搬型排気サンプリング設備で捕集した試料は，定期

的（１日ごと）又は大気中への放射性物質の放出のおそれがある場

合に回収し，放出管理分析設備により放射性物質の濃度を測定し，

北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）から大気中へ放出

される放射性物質の濃度を評価し，記録する。測定結果及び評価結

果は，通信連絡設備により中央制御室に連絡する。この手順のフロ

ーチャートを第 11－６図に示す。 

なお，放出管理分析設備が機能喪失した場合は，「(ａ)ⅰ．(ⅱ)４） 

可搬型試料分析設備による北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋

換気筒）から放出される放射性物質の濃度の代替測定」を行う。 
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   ａ） 手順着手の判断基準 

重大事故等時に，放出管理分析設備の状況を確認し，当該設備が

機能維持されていると判断した場合（第 11－５表）。 

   ｂ） 操作手順 

放出管理分析設備による放射性物質の濃度の測定についての手順

の概要は以下のとおり。このタイムチャートを第 11－９図に示す。 

①実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，放射線対応班の班

員に北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気サン

プリング設備又は可搬型排気サンプリング設備で捕集された試料

の採取，放出管理分析設備による放射性物質の濃度の測定の開始

を指示する。 

②放射線対応班の班員は，北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋

換気筒）の排気サンプリング設備又は可搬型排気サンプリング設

備で捕集された試料の採取，放出管理分析設備による放射性物質

の濃度を測定する。 

③放射線対応班の班員は，測定結果を重大事故対応手順書の記録用

紙に記録し，保存する。測定結果及び評価結果は，通信連絡設備

により中央制御室に連絡する。 

   ｃ） 操作の成立性 

上記の対応は，実施責任者及び放射線対応班長の２人並びに放射

線対応班の班員２人の合計４人にて実施し，排気サンプリング設備

の試料採取実施判断後１時間以内で可能である。 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，放射線

環境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動時及び作業時の

状況に応じて着用することとする。線量管理については個人線量計
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を着用し，１作業当たり 10ｍＳｖ以下とすることを目安に管理す

る。さらに，実施組織要員の作業場所への移動及び作業においては，

作業場所の線量率の把握及び状況に応じた対応を行うことにより，

実施組織要員の被ばく線量を可能な限り低減する。重大事故等の対

処時においては，中央制御室等との連絡手段を確保する。夜間及び

停電時においては，確実に運搬，移動ができるように，可搬型照明

を配備する。 

 

   ４） 可搬型試料分析設備による北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵

建屋換気筒）から放出される放射性物質の濃度の代替測定 

重大事故等時に放出管理分析設備が機能喪失した場合，可搬型試

料分析設備（可搬型放射能測定装置，可搬型核種分析装置及び可搬

型トリチウム測定装置）により，北換気筒（使用済燃料受入れ・貯

蔵建屋換気筒）の排気サンプリング設備又は可搬型排気サンプリン

グ設備で捕集した放射性物質の濃度を測定する。 

北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気サンプリ

ング設備又は可搬型排気サンプリング設備で捕集した試料は，定期

的（１日ごと）又は大気中への放射性物質の放出のおそれがある場

合に回収し，可搬型試料分析設備により放射性物質の濃度を測定し，

北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）から大気中へ放出

される放射性物質の濃度を評価し，記録する。測定結果及び評価結

果は，通信連絡設備により中央制御室に連絡する。 

可搬型排気モニタリング用発電機により可搬型試料分析設備への

給電を行い，放射性物質の濃度の測定を行う。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を確認した場
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合は，事前の対応として，可搬型排気モニタリング用発電機の建屋

内への移動及び除灰作業の準備を実施する。また，降灰を確認した

のち必要に応じ，除灰作業を実施する。 

上記給電を継続するために可搬型排気モニタリング用発電機への

燃料給油を実施する。燃料の給油手順については，「８．電源の確

保に関する手順等」にて整備する。 

可搬型試料分析設備により放射性物質の濃度を測定し，並びにそ

の結果を記録するための手順を整備する。この手順のフローチャー

トを第 11－６図及び第 11－７図に示す。 

   ａ） 手順着手の判断基準 

重大事故等時に，放出管理分析設備の状況を確認し，当該設備が

機能喪失したと判断した場合（第 11－５表）。 

   ｂ） 操作手順 

可搬型試料分析設備による放射性物質の濃度の測定についての手

順の概要は以下のとおり。このタイムチャートを第 11－10 図に示

す。 

①実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，放射線対応班の班

員に北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気サン

プリング設備又は可搬型排気サンプリング設備で捕集された試料

の採取，可搬型試料分析設備による放射性物質の濃度の測定の開

始を指示する。 

②放射線対応班の班員は，主排気筒管理建屋に保管している可搬型

試料分析設備又は第１保管庫・貯水所に保管している可搬型試料

分析設備のうち可搬型核種分析装置の健全性を確認する。 

③放射線対応班の班員は，必要に応じて第１保管庫・貯水所に保管
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している可搬型試料分析設備のうち可搬型核種分析装置を，主排

気筒管理建屋まで運搬する。 

④放射線対応班の班員は，可搬型試料分析設備のうち可搬型核種分

析装置及び可搬型トリチウム測定装置を，可搬型排気モニタリン

グ用発電機に接続し，給電する。 

⑤放射線対応班の班員は，可搬型試料分析設備のうち可搬型核種分

析装置及び可搬型トリチウム測定装置並びに可搬型排気モニタリ

ング用発電機について，異臭，発煙，破損，保護装置の動作等異

常がないことを外観点検により確認する。 

⑥放射線対応班の班員は，可搬型試料分析設備のうち可搬型放射能

測定装置の使用前に乾電池又は充電池の残量を確認し，少ない場

合は予備の乾電池又は充電池と交換する。 

⑦放射線対応班の班員は，北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋

換気筒）の排気サンプリング設備又は可搬型排気サンプリング設

備で捕集した試料を回収する。 

⑧放射線対応班の班員は，必要に応じて前処理を行い，可搬型試料

分析設備により放射性物質の濃度を測定する。 

⑨放射線対応班の班員は，測定結果を重大事故対応手順書の記録用

紙に記録し，保存する。測定結果及び評価結果は，通信連絡設備

により中央制御室に連絡する。火山の影響により，降灰予報

（「やや多量」以上）を確認した場合は，事前の対応として，可

搬型排気モニタリング用発電機の建屋内への移動及び除灰作業の

準備を実施する。また，降灰を確認したのち必要に応じ，除灰作

業を実施する。なお，放出管理分析設備が復旧した場合は，放出

管理分析設備により放射性物質の濃度を測定する。 
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   ｃ） 操作の成立性 

上記の対応は，実施責任者，放射線対応班長及び建屋外対応班長

の３人，放射線対応班の班員２人並びに建屋外対応班の班員３人の

合計８人にて実施し，排気サンプリング設備の試料採取実施判断後

１時間以内で可能である。 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，放射線

環境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動時及び作業時の

状況に応じて着用することとする。線量管理については個人線量計

を着用し，１作業当たり 10ｍＳｖ以下とすることを目安に管理す

る。さらに，実施組織要員の作業場所への移動及び作業においては，

作業場所の線量率の把握及び状況に応じた対応を行うことにより，

実施組織要員の被ばく線量を可能な限り低減する。重大事故等の対

処時においては，中央制御室等との連絡手段を確保する。夜間及び

停電時においては，確実に運搬，移動ができるように，可搬型照明

を配備する。 

 

  ⅱ．周辺監視区域における放射性物質の濃度及び線量の測定 

  (ⅰ) 環境モニタリング設備による空気中の放射性物質の濃度及び線量

の測定 

モニタリングポストは，平常運転時から周辺監視区域境界付近にて，

空間放射線量率の連続監視を行っている。また，ダストモニタは，平

常運転時から空気中の放射性物質の濃度を監視するため，粒子状放射

性物質を連続的に捕集及び測定している。 

重大事故等時に環境モニタリング設備の機能が維持されている場合

は，モニタリングポストにより空間放射線量率を連続監視するととも
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に，ダストモニタにより空気中の放射性物質を連続的に捕集及び測定

する。環境モニタリング設備の測定値は，中央制御室において指示及

び記録し，空間放射線量率又は放射能レベルがあらかじめ設定した値

を超えたときは，警報を発する。また，環境モニタリング設備の測定

値は，緊急時対策所へ伝送する。 

モニタリングポストによる空間放射線量率の測定及びダストモニタ

による空気中の放射性物質の捕集及び測定は継続されているため，監

視及び測定並びにその結果の記録を継続する。この手順のフローチャ

ートを第 11－12 図に示す。 

なお，環境モニタリング設備が機能喪失した場合は，以下の対応を

行う。 

・「(ａ)ⅱ．(ⅱ) 可搬型環境モニタリング設備による空気中の放射性

物質の濃度及び線量の代替測定」 

・「(ａ)ⅱ．(ⅲ) 可搬型建屋周辺モニタリング設備による空気中の放

射性物質の濃度及び線量の測定」 

   １） 手順着手の判断基準 

重大事故等時に，環境モニタリング設備の状況を確認し，当該設

備が機能維持されていると判断した場合（第 11－５表）。 

   ２） 操作手順 

環境モニタリング設備による空気中の放射性物質の濃度及び線量

の測定についての手順の概要は以下のとおり。 

①実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，放射線対応班長に

環境モニタリング設備による空気中の放射性物質の濃度及び線量

の監視を指示する。 

②放射線対応班長は，環境モニタリング設備による空気中の放射性
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物質の濃度及び線量の監視を継続する。 

   ３） 操作の成立性 

上記の対応は，実施責任者及び放射線対応班長の２人にて実施し，

対策の制限時間（精製建屋における冷却機能の喪失による硝酸プル

トニウム溶液の沸騰開始）11 時間に対し，常設の設備を使用する

ことから，速やかに対応が可能である。 

 

  (ⅱ) 可搬型環境モニタリング設備による空気中の放射性物質の濃度及

び線量の代替測定 

重大事故等時に環境モニタリング設備が機能喪失した場合，可搬型

環境モニタリング設備（モニタリングポストの代替として可搬型線量

率計，ダストモニタの代替として可搬型ダストモニタ）により，周辺

監視区域境界付近において，線量を測定するとともに，空気中の粒子

状放射性物質を連続的に捕集及び測定する。 

可搬型環境モニタリング用データ伝送装置を可搬型環境モニタリン

グ設備に接続し，測定値を衛星通信により中央制御室及び緊急時対策

所に伝送する。伝送した測定値は，中央制御室に設置する可搬型デー

タ表示装置により，監視及び記録するとともに，緊急時対策所におい

ても緊急時対策建屋情報把握設備により監視及び記録する。 

可搬型環境モニタリング用発電機により可搬型環境モニタリング設

備及び可搬型環境モニタリング用データ伝送装置への給電を行い，放

射性物質の濃度及び線量の測定を行う。 

上記給電を継続するために可搬型環境モニタリング用発電機への燃

料給油を実施する。燃料の給油手順については，「８．電源の確保に

関する手順等」にて整備する。 
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可搬型環境モニタリング設備，可搬型環境モニタリング用データ伝

送装置及び可搬型環境モニタリング用発電機を設置場所に運搬するた

め，監視測定用運搬車を使用する。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を確認した場合

は，事前の対応として，可搬型環境モニタリング設備，可搬型環境モ

ニタリング用データ伝送装置及び可搬型環境モニタリング用発電機の

建屋内への移動及び除灰作業の準備を実施する。また，降灰を確認し

たのち必要に応じ，除灰作業を実施する。 

可搬型環境モニタリング設備により放射性物質の濃度及び線量を監

視し，及び測定し，並びにその結果を記録するための手順を整備する。

この手順のフローチャートを第 11－７図及び第 11－12 図に示す。 

可搬型環境モニタリング設備による代替測定地点については，測定

値の連続性を考慮し，環境モニタリング設備に隣接した位置に設置す

ることを原則とする。 

ただし，地震，火災等で設置場所にアクセスすることができない場

合は，アクセスルート上の監視測定用運搬車で運搬できる範囲に設置

場所を変更する。 

可搬型環境モニタリング設備の設置場所の例を第 11－13 図に示す。 

   １） 手順着手の判断基準 

重大事故等時に，環境モニタリング設備の状況を確認し，当該設

備が機能喪失したと判断した場合（第 11－５表）。 

   ２） 操作手順 

可搬型環境モニタリング設備による放射性物質の濃度及び線量の

測定についての手順の概要は以下のとおり。このタイムチャートを

第 11－14 図に示す。 
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①実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，放射線対応班の班

員に可搬型環境モニタリング設備による放射性物質の濃度及び線

量の測定の開始を指示する。 

②可搬型環境モニタリング設備による代替測定地点については，測

定値の連続性を考慮し，環境モニタリング設備に隣接した位置に

設置することを原則とする。ただし，地震，火災等で設置場所に

アクセスすることができない場合は，アクセスルート上の監視測

定用運搬車で運搬できる範囲に設置場所を変更する。 

③放射線対応班の班員は，第１保管庫・貯水所に保管している可搬

型環境モニタリング設備，可搬型環境モニタリング用データ伝送

装置及び可搬型環境モニタリング用発電機の健全性を確認する。 

④放射線対応班の班員は，可搬型環境モニタリング設備，可搬型環

境モニタリング用データ伝送装置及び可搬型環境モニタリング用

発電機を監視測定用運搬車に積載し，設置場所まで運搬する。 

⑤放射線対応班の班員は，可搬型環境モニタリング設備及び可搬型

環境モニタリング用データ伝送装置を可搬型環境モニタリング用

発電機に接続し，可搬型環境モニタリング用発電機を起動し，給

電する。可搬型環境モニタリング用発電機に必要となる軽油は，

軽油貯槽から軽油用タンクローリにより運搬し，給油することに

より，給電開始から７日以上の稼動が可能である。 

⑥放射線対応班の班員は，可搬型環境モニタリング設備を設置し，

周辺監視区域境界付近における空間放射線量率を連続測定すると

ともに，空気中の放射性物質を捕集及び測定する。 

⑦放射線対応班の班員は，可搬型環境モニタリング設備及び可搬型

環境モニタリング用発電機について，異臭，発煙，破損，保護装
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置の動作等異常がないことを外観点検により確認する。 

⑧放射線対応班の班員は，可搬型環境モニタリング設備の設置状況

及び測定結果を記録し，中央制御室及び緊急時対策所への伝送が

確立するまでの間，通信連絡設備により定期的に中央制御室に連

絡する。 

⑨放射線対応班の班員は，可搬型環境モニタリング用データ伝送装

置を可搬型環境モニタリング設備に接続し，測定値を衛星通信に

より中央制御室及び緊急時対策所に伝送する。また，伝送した測

定値は，制御建屋に保管している可搬型データ表示装置を中央制

御室に設置し，監視及び記録するとともに，緊急時対策所におい

ても緊急時対策建屋情報把握設備により監視及び記録する。火山

の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を確認した場合は，

事前の対応として，可搬型環境モニタリング設備，可搬型環境モ

ニタリング用データ伝送装置及び可搬型環境モニタリング用発電

機の建屋内への移動及び除灰作業の準備を実施する。また，降灰

を確認したのち必要に応じ，除灰作業を実施する。なお，環境モ

ニタリング設備が復旧した場合は，環境モニタリング設備により

放射性物質の濃度及び線量を測定，監視及び記録する。 

⑩放射線対応班の班員は，可搬型環境モニタリング用データ伝送装

置及び可搬型環境モニタリング用発電機について，異臭，発煙，

破損，保護装置の動作等異常がないことを外観点検により確認す

る。 

⑪可搬型データ表示装置の電源は，乾電池又は充電池を使用し，使

用中に残量が少ない場合，予備の乾電池又は充電池と交換するこ

とで，重大事故等の必要な期間使用できる。 
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   ３） 操作の成立性 

上記の対応は，実施責任者，放射線対応班長及び建屋外対応班長

の３人，放射線対応班の班員６人並びに建屋外対応班の班員３人の

合計 12 人にて実施し，対策の制限時間（精製建屋における冷却機

能の喪失による硝酸プルトニウム溶液の沸騰開始）11 時間に対し，

事象発生から可搬型環境モニタリング設備（９台）による空気中の

放射性物質の濃度及び線量の測定は５時間以内で可能である。 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，放射線

環境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動時及び作業時の

状況に応じて着用することとする。線量管理については個人線量計

を着用し，１作業当たり 10ｍＳｖ以下とすることを目安に管理す

る。さらに，実施組織要員の作業場所への移動及び作業においては，

作業場所の線量率の把握及び状況に応じた対応を行うことにより，

実施組織要員の被ばく線量を可能な限り低減する。重大事故等の対

処時においては，中央制御室等との連絡手段を確保する。夜間及び

停電時においては，確実に運搬，移動ができるように，可搬型照明

を配備する。 

 

  (ⅲ) 可搬型建屋周辺モニタリング設備による空気中の放射性物質の濃

度及び線量の測定 

重大事故等時に環境モニタリング設備が機能喪失した場合，可搬型

環境モニタリング設備を設置するまでの間，可搬型建屋周辺モニタリ

ング設備（ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ），中性子線用サーベイ

メータ（ＳＡ），アルファ・ベータ線用サーベイメータ（ＳＡ）及び

可搬型ダストサンプラ（ＳＡ））により，重大事故等の対処を行う前
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処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋，

高レベル廃液ガラス固化建屋及び使用済燃料受入れ・貯蔵建屋の周辺

における線量当量率並びに出入管理室を設置する出入管理建屋，低レ

ベル廃棄物処理建屋及び使用済燃料受入れ・貯蔵管理建屋の周辺にお

ける空気中の放射性物質の濃度及び線量当量率を測定する。 

線量当量率の測定については，想定事象を踏まえて，測定線種及び

対象建屋を設定する。 

可搬型建屋周辺モニタリング設備による測定結果は，通信連絡設備

により中央制御室に連絡する。 

可搬型建屋周辺モニタリング設備により放射性物質の濃度及び線量

を測定し，並びにその結果を記録するための手順を整備する。この手

順のフローチャートを第 11－12 図に示す。 

環境モニタリングに係るアクセスルートを第 11－37 図～第 11－41

図に示す。 

   １） 手順着手の判断基準 

重大事故等時に，環境モニタリング設備の状況を確認し，当該設

備が機能喪失したと判断した場合（第 11－５表）。 

   ２） 操作手順 

可搬型建屋周辺モニタリング設備による空気中の放射性物質の濃

度及び線量の測定についての手順の概要は以下のとおり。このタイ

ムチャートを第 11－15 図に示す。 

①実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，放射線対応班の班

員に可搬型建屋周辺モニタリング設備による放射性物質の濃度及

び線量の測定の開始を指示する。 

②放射線対応班の班員は，制御建屋及び使用済燃料受入れ・貯蔵建
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屋に保管している可搬型建屋周辺モニタリング設備の健全性を確

認する。 

③放射線対応班の班員は，可搬型建屋周辺モニタリング設備の使用

前に乾電池又は充電池の残量を確認し，少ない場合は予備の乾電

池又は充電池と交換する。 

④放射線対応班及び建屋対策班の班員は，出入管理建屋，低レベル

廃棄物処理建屋，使用済燃料受入れ・貯蔵建屋及び使用済燃料受

入れ・貯蔵管理建屋近傍において，制御建屋及び使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋に保管している可搬型建屋周辺モニタリング設備の

ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ）及び中性子線用サーベイメー

タ（ＳＡ）により，線量当量率を測定するとともに，可搬型ダス

トサンプラ（ＳＡ）にダストろ紙をセットし試料を捕集し，アル

ファ・ベータ線用サーベイメータ（ＳＡ）により，空気中の放射

性物質の濃度を測定する。 

⑤現場管理者及び建屋対策班の班員は，制御建屋に保管している可

搬型建屋周辺モニタリング設備のガンマ線用サーベイメータ（Ｓ

Ａ）により，前処理建屋，分離建屋，精製建屋，ウラン・プルト

ニウム混合脱硝建屋及び高レベル廃液ガラス固化建屋の周辺の線

量当量率を測定する。 

⑥放射線対応班の班員は，可搬型建屋周辺モニタリング設備による

測定を，可搬型環境モニタリング設備を設置するまでの間，定期

的に実施し，測定結果を記録し，通信連絡設備により中央制御室

に連絡する。 

   ３） 操作の成立性 

上記の対応は，実施責任者及び放射線対応班長の２人，放射線対
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応班及び建屋対策班の班員８人並びに現場管理者及び建屋対策班の

班員 10 人の合計 20 人にて実施し，事象発生から可搬型建屋周辺モ

ニタリング設備による空気中の放射性物質の濃度及び線量の測定は

１時間以内で可能である。 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，放射線

環境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動時及び作業時の

状況に応じて着用することとする。線量管理については個人線量計

を着用し，１作業当たり 10ｍＳｖ以下とすることを目安に管理す

る。さらに，実施組織要員の作業場所への移動及び作業においては，

作業場所の線量率の把握及び状況に応じた対応を行うことにより，

実施組織要員の被ばく線量を可能な限り低減する。重大事故等の対

処時においては，中央制御室等との連絡手段を確保する。夜間及び

停電時においては，確実に運搬，移動ができるように，可搬型照明

を配備する。 

 

  (ⅳ) 放射能観測車による空気中の放射性物質の濃度及び線量の測定 

放射能観測車は，平常時及び事故時に敷地周辺の空間放射線量率及

び空気中の放射性物質の濃度を迅速に測定するため，空間放射線量率

測定器，中性子線用サーベイメータ，ダストサンプラ，よう素サンプ

ラ及び放射能測定器を搭載した無線通話装置付きの放射能観測車を備

えている。重大事故等時に放射能観測車の機能が維持されている場合

は，敷地周辺の空間放射線量率及び空気中の放射性物質の濃度を測定

する。 

放射能観測車による測定結果は，通信連絡設備により中央制御室に

連絡する。 
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放射能観測車により放射性物質の濃度及び線量を測定し，並びにそ

の結果を記録するための手順を整備する。この手順のフローチャート

を第 11－12 図に示す。 

なお，放射能観測車が機能喪失した場合は，「(ａ）ⅱ．(ⅴ) 可搬型放

射能観測設備による空気中の放射性物質の濃度及び線量の代替測定」

を行う。 

   １） 手順着手の判断基準 

重大事故等時に，放射能観測車の状況を確認し，当該設備が機能

維持されていると判断した場合（第 11－５表）。 

   ２） 操作手順 

放射能観測車による空気中の放射性物質の濃度及び線量の測定に

ついての手順の概要は以下のとおり。このタイムチャートを第 11

－16 図に示す。 

①実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，放射線対応班の班

員に放射能観測車による空気中の放射性物質の濃度及び線量の測

定の開始を指示する。 

②放射線対応班の班員は，最大濃度地点又は風下方向において，放

射能観測車（搭載機器：空間放射線量率測定器，中性子線用サー

ベイメータ，ダストサンプラ，よう素サンプラ及び放射能測定

器）により，空気中の放射性物質の濃度及び線量率を測定する。 

③放射線対応班の班員は，放射能観測車による測定結果を記録し，

通信連絡設備により中央制御室に連絡する。 

   ３） 操作の成立性 

上記の対応は，実施責任者及び放射線対応班長の２人並びに放射

線対応班の班員２人の合計４人にて実施し，本対策実施判断後２時
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間以内で可能である。 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，放射線

環境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動時及び作業時の

状況に応じて着用することとする。線量管理については個人線量計

を着用し，１作業当たり 10ｍＳｖ以下とすることを目安に管理す

る。さらに，実施組織要員の作業場所への移動及び作業においては，

作業場所の線量率の把握及び状況に応じた対応を行うことにより，

実施組織要員の被ばく線量を可能な限り低減する。重大事故等の対

処時においては，中央制御室等との連絡手段を確保する。夜間及び

停電時においては，確実に運搬，移動ができるように，可搬型照明

を配備する。 

 

  (ⅴ) 可搬型放射能観測設備による空気中の放射性物質の濃度及び線量

の代替測定 

重大事故等時に放射能観測車が機能喪失（搭載機器の測定機能又は

車両の走行機能）した場合，可搬型放射能観測設備（ガンマ線用サー

ベイメータ（ＮａＩ（Ｔｌ）シンチレーション）（ＳＡ），ガンマ線用

サーベイメータ（電離箱）（ＳＡ），中性子線用サーベイメータ（Ｓ

Ａ），アルファ・ベータ線用サーベイメータ（ＳＡ）及び可搬型ダス

ト・よう素サンプラ（ＳＡ））により，再処理施設及びその周辺にお

いて，空気中の放射性物質の濃度及び線量を測定する。 

可搬型放射能観測設備による測定結果は，通信連絡設備により中央

制御室に連絡する。 

可搬型放射能観測設備により放射性物質の濃度及び線量を測定し，

並びにその結果を記録するための手順を整備する。この手順のフロー
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チャートを第 11－12 図に示す。 

   １） 手順着手の判断基準 

重大事故等時に，放射能観測車の状況を確認し，当該設備が機能

喪失したと判断した場合（第 11－５表）。 

   ２） 操作手順 

可搬型放射能観測設備による空気中の放射性物質の濃度及び線量

の測定についての手順の概要は以下のとおり。このタイムチャート

を第 11－17 図に示す。 

①実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，放射線対応班の班

員に可搬型放射能観測設備による放射性物質の濃度及び線量の測

定の開始を指示する。 

②放射線対応班の班員は，第１保管庫・貯水所に保管している可搬

型放射能観測設備の健全性を確認する。 

③放射線対応班の班員は，可搬型放射能観測設備の使用前に乾電池

又は充電池の残量を確認し，少ない場合は予備の乾電池又は充電

池と交換する。 

④放射線対応班の班員は，最大濃度地点又は風下方向において，可

搬型放射能観測設備のガンマ線用サーベイメータ（ＮａＩ（Ｔ

ｌ）シンチレーション）（ＳＡ），ガンマ線用サーベイメータ（電

離箱）（ＳＡ）及び中性子線用サーベイメータ（ＳＡ）により，

線量率を測定するとともに，可搬型ダスト・よう素サンプラ（Ｓ

Ａ）にダストろ紙及びよう素カートリッジをセットし試料を採取

し，ガンマ線用サーベイメータ（ＮａＩ（Ｔｌ）シンチレーショ

ン）（ＳＡ）及びアルファ・ベータ線用サーベイメータ（ＳＡ）

により，空気中の放射性物質の濃度を測定する。 
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⑤放射線対応班の班員は，可搬型放射能観測設備による測定結果を

記録し，通信連絡設備により中央制御室に連絡する。なお，放射

能観測車が復旧した場合は，放射能観測車により放射性物質の濃

度を測定する。 

   ３） 操作の成立性 

上記の対応は，実施責任者及び放射線対応班長の２人並びに放射

線対応班の班員２人の合計４人にて実施し，本対策実施判断後２時

間以内で可能である。 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，放射線

環境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動時及び作業時の

状況に応じて着用することとする。線量管理については個人線量計

を着用し，１作業当たり 10ｍＳｖ以下とすることを目安に管理す

る。さらに，実施組織要員の作業場所への移動及び作業においては，

作業場所の線量率の把握及び状況に応じた対応を行うことにより，

実施組織要員の被ばく線量を可能な限り低減する。重大事故等の対

処時においては，中央制御室等との連絡手段を確保する。夜間及び

停電時においては，確実に運搬，移動ができるように，可搬型照明

を配備する。 

 

  (ⅵ) 環境試料測定設備による空気中の放射性物質の濃度の測定 

環境試料測定設備（核種分析装置）は，平常運転時から再処理施設

及びその周辺における環境試料の分析，放射性物質の濃度を測定して

いる。重大事故等時に環境試料測定設備の機能が維持されている場合

は，継続して環境試料測定設備により，ダストモニタ又は可搬型ダス

トモニタで捕集した粒子状放射性物質の濃度を測定する。 
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ダストモニタ又は可搬型ダストモニタで捕集した試料は，定期的

（１日ごと）又は大気中への放射性物質の放出のおそれがある場合に

回収し，環境試料測定設備により放射性物質の濃度を測定し，空気中

の放射性物質の濃度を評価する。測定結果及び評価結果は，通信連絡

設備により緊急時対策所に連絡する。この手順のフローチャートを第

11－12 図に示す。 

なお，環境試料測定設備が機能喪失した場合は，「(ａ)ⅱ．(ⅷ) 可搬

型試料分析設備による空気中の放射性物質の濃度の代替測定」を行う。 

   １） 手順着手の判断基準 

重大事故等時に，環境試料測定設備の状況を確認し，当該設備が

機能維持されていると判断した場合（第 11－５表）。 

   ２） 操作手順 

環境試料測定設備による空気中の放射性物質の濃度の測定につい

ての手順の概要は以下のとおり。このタイムチャートを第 11－18

図に示す。 

①放射線管理班長は，手順着手の判断基準に基づき，放射線管理班

の班員に環境試料測定設備による空気中の放射性物質の濃度の測

定の開始を指示する。 

②放射線管理班の班員は，ダストモニタ又は可搬型ダストモニタで

捕集した試料を回収する。 

③放射線管理班の班員は，必要に応じて前処理を行い，環境試料測

定設備により放射性物質の濃度を測定する。 

④放射線管理班の班員は，測定結果を重大事故対応手順書の記録用

紙に記録し，保存する。測定結果及び評価結果は，通信連絡設備

により緊急時対策所に連絡する。 
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   ３） 操作の成立性 

上記の対応は，放射線管理班長１人及び放射線管理班の班員２人

の合計３人にて実施し，ダストモニタの試料採取実施判断後２時間

50 分以内で可能である。 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，放射線

環境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動時及び作業時の

状況に応じて着用することとする。線量管理については個人線量計

を着用し，１作業当たり 10ｍＳｖ以下とすることを目安に管理す

る。さらに，支援組織要員の作業場所への移動及び作業においては，

作業場所の線量率の把握及び状況に応じた対応を行うことにより，

支援組織要員の被ばく線量を可能な限り低減する。重大事故等の対

処時においては，中央制御室等との連絡手段を確保する。夜間及び

停電時においては，確実に運搬，移動ができるように，可搬型照明

を配備する。 

 

  (ⅶ) 環境試料測定設備による水中及び土壌中の放射性物質の濃度の測

定 

環境試料測定設備（核種分析装置）は，平常運転時から再処理施設

及びその周辺における環境試料の分析，放射性物質の濃度を測定して

いる。重大事故等時に環境試料測定設備の機能が維持されている場合

は，環境試料測定設備により，再処理施設及びその周辺において採取

した水試料及び土壌試料の放射性物質の濃度を測定し，水中及び土壌

中の放射性物質の濃度を評価する。測定結果及び評価結果は，通信連

絡設備により緊急時対策所に連絡する。 

なお，環境試料測定設備が機能喪失した場合は，「(ａ)ⅱ．(ⅸ) 可搬
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型試料分析設備による水中及び土壌中の放射性物質の濃度の測定」を

行う。 

   １） 手順着手の判断基準 

重大事故等時に，環境試料測定設備の状況を確認し，当該設備が

機能維持されていると判断した場合。また，主排気筒の排気モニタ

リング設備，北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排

気モニタリング設備，環境モニタリング設備，可搬型排気モニタリ

ング設備，可搬型環境モニタリング設備，可搬型建屋周辺モニタリ

ング設備，放出管理分析設備，環境試料測定設備，可搬型試料分析

設備，放射能観測車及び可搬型放射能観測設備による測定により，

再処理施設からの放射性物質の放出のおそれがあると判断した場合

（第 11－５表）。 

   ２） 操作手順 

環境試料測定設備による水中及び土壌中の放射性物質の濃度の測

定についての手順の概要は以下のとおり。このタイムチャートを第

11－19 図に示す。 

①放射線管理班長は，手順着手の判断基準に基づき，放射線管理班

の班員に環境試料測定設備による水中及び土壌中の放射性物質の

濃度の測定の開始を指示する。 

②放射線管理班の班員は，放射線管理班長が指示した場所に移動し，

水試料又は土壌試料を採取する。 

③放射線管理班の班員は，必要に応じて前処理を行い，環境試料測

定設備により放射性物質の濃度を測定する。 

④放射線管理班の班員は，測定結果を重大事故対応手順書の記録用

紙に記録し，保存する。測定結果及び評価結果は，通信連絡設備
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により緊急時対策所に連絡する。 

   ３） 操作の成立性 

上記の対応は，放射線管理班長１人及び放射線管理班の班員２人

の合計３人にて実施し，水試料及び土壌試料の試料採取実施判断後

作業開始を判断してから２時間以内で可能である。 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，放射線

環境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動時及び作業時の

状況に応じて着用することとする。線量管理については個人線量計

を着用し，１作業当たり 10ｍＳｖ以下とすることを目安に管理す

る。さらに，支援組織要員の作業場所への移動及び作業においては，

作業場所の線量率の把握及び状況に応じた対応を行うことにより，

支援組織要員の被ばく線量を可能な限り低減する。重大事故等の対

処時においては，中央制御室等との連絡手段を確保する。夜間及び

停電時においては，確実に運搬，移動ができるように，可搬型照明

を配備する。 

 

  (ⅷ) 可搬型試料分析設備による空気中の放射性物質の濃度の代替測定 

重大事故等時に環境試料測定設備が機能喪失した場合，可搬型試料

分析設備（可搬型放射能測定装置及び可搬型核種分析装置）により，

ダストモニタ又は可搬型ダストモニタで捕集した粒子状放射性物質の

濃度を測定する。 

ダストモニタ又は可搬型ダストモニタで捕集した試料は，定期的

（１日ごと）又は大気中への放射性物質の放出のおそれがある場合に

回収し，可搬型試料分析設備により放射性物質の濃度を測定し，空気

中の放射性物質の濃度を評価する。測定結果及び評価結果は，通信連
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絡設備により緊急時対策所に連絡する。 

可搬型排気モニタリング用発電機により可搬型試料分析設備への給

電を行い，放射性物質の濃度の測定を行う。 

上記給電を継続するために可搬型排気モニタリング用発電機への燃

料給油を実施する。燃料の給油手順については，「８．電源の確保に

関する手順等」にて整備する。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を確認した場合

は，事前の対応として，可搬型排気モニタリング用発電機の建屋内へ

の移動及び除灰作業の準備を実施する。また，降灰を確認したのち必

要に応じ，除灰作業を実施する。 

可搬型試料分析設備により放射性物質の濃度を測定し，並びにその

結果を記録するための手順を整備する。この手順のフローチャートを

第 11－７図及び第 11－12 図に示す。 

   １） 手順着手の判断基準 

重大事故等時に，環境試料測定設備の状況を確認し，当該設備が

機能喪失したと判断した場合（第 11－５表）。 

   ２） 操作手順 

可搬型試料分析設備による放射性物質の濃度の測定についての手

順の概要は以下のとおり。このタイムチャートを第 11－20 図に示

す。 

①放射線管理班長は，手順着手の判断基準に基づき，放射線管理班

の班員に可搬型試料分析設備による放射性物質の濃度の測定の開

始を指示する。 

②放射線管理班の班員は，主排気筒管理建屋に保管している可搬型

試料分析設備又は第１保管庫・貯水所に保管している可搬型試料
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分析設備のうち可搬型核種分析装置の健全性を確認する。 

③放射線管理班の班員は，必要に応じて第１保管庫・貯水所に保管

している可搬型試料分析設備のうち可搬型核種分析装置を，主排

気筒管理建屋まで運搬する。 

④放射線管理班の班員は，可搬型試料分析設備のうち可搬型核種分

析装置を，可搬型排気モニタリング用発電機に接続し，給電する。 

⑤放射線管理班の班員は，可搬型試料分析設備のうち可搬型核種分

析装置並びに可搬型排気モニタリング用発電機について，異臭，

発煙，破損，保護装置の動作等異常がないことを外観点検により

確認する。 

⑥放射線管理班の班員は，可搬型試料分析設備のうち可搬型放射能

測定装置の使用前に乾電池又は充電池の残量を確認し，少ない場

合は予備の乾電池又は充電池と交換する。 

⑦放射線管理班の班員は，ダストモニタ又は可搬型ダストモニタで

捕集した試料を回収する。 

⑧放射線管理班の班員は，必要に応じて前処理を行い，可搬型試料

分析設備により放射性物質の濃度を測定する。 

⑨放射線管理班の班員は，測定結果を重大事故対応手順書の記録用

紙に記録し，保存する。測定結果及び評価結果は，通信連絡設備

により緊急時対策所に連絡する。火山の影響により，降灰予報

（「やや多量」以上）を確認した場合は，事前の対応として，可

搬型排気モニタリング用発電機の建屋内への移動及び除灰作業の

準備を実施する。また，降灰を確認したのち必要に応じ，除灰作

業を実施する。なお，環境試料測定設備が復旧した場合は，環境

試料測定設備により放射性物質の濃度を測定する。 
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   ３） 操作の成立性 

上記の対応は，放射線管理班長及び建屋外対応班長の２人，放射

線管理班の班員２人並びに建屋外対応班の班員３人の合計７人にて

実施し，ダストモニタの試料採取実施判断後２時間 50 分以内で可

能である。 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，放射線

環境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動時及び作業時の

状況に応じて着用することとする。線量管理については個人線量計

を着用し，１作業当たり 10ｍＳｖ以下とすることを目安に管理す

る。さらに，支援組織要員の作業場所への移動及び作業においては，

作業場所の線量率の把握及び状況に応じた対応を行うことにより，

支援組織要員の被ばく線量を可能な限り低減する。重大事故等の対

処時においては，中央制御室等との連絡手段を確保する。夜間及び

停電時においては，確実に運搬，移動ができるように，可搬型照明

を配備する。 

 

  (ⅸ) 可搬型試料分析設備による水中及び土壌中の放射性物質の濃度の

測定 

重大事故等時に環境試料測定設備が機能喪失した場合，可搬型試料

分析設備（可搬型放射能測定装置及び可搬型核種分析装置）により，

再処理施設及びその周辺において採取した水試料及び土壌試料の放射

性物質の濃度を測定し，水中及び土壌中の放射性物質の濃度を評価す

る。測定結果及び評価結果は，通信連絡設備により緊急時対策所に連

絡する。 

可搬型排気モニタリング用発電機により可搬型試料分析設備への給

3032



 

電を行い，放射性物質の濃度の測定を行う。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を確認した場合

は，事前の対応として，可搬型排気モニタリング用発電機の建屋内へ

の移動及び除灰作業の準備を実施する。また，降灰を確認したのち必

要に応じ，除灰作業を実施する。 

上記給電を継続するために可搬型排気モニタリング用発電機への燃

料給油を実施する。燃料の給油手順については，「８．電源の確保に

関する手順等」にて整備する。 

可搬型試料分析設備により水中及び土壌中の放射性物質の濃度を測

定し，並びにその結果を記録するための手順を整備する。 

   １） 手順着手の判断基準 

重大事故等時に，環境試料測定設備の状況を確認し，当該設備が

機能喪失したと判断した場合。また，主排気筒の排気モニタリング

設備，北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気モニ

タリング設備，環境モニタリング設備，可搬型排気モニタリング設

備，可搬型環境モニタリング設備，可搬型建屋周辺モニタリング設

備，放出管理分析設備，環境試料測定設備，可搬型試料分析設備，

放射能観測車及び可搬型放射能観測設備による測定により，再処理

施設からの放射性物質の放出のおそれがあると判断した場合（第

11－５表）。 

   ２） 操作手順 

可搬型試料分析設備による水中及び土壌中の放射性物質の濃度の

測定についての手順の概要は以下のとおり。このタイムチャートを

第 11－21 図に示す。 

①放射線管理班長は，手順着手の判断基準に基づき，放射線管理班
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の班員に可搬型試料分析設備による水中及び土壌中の放射性物質

の濃度の測定の開始を指示する。 

②放射線管理班の班員は，主排気筒管理建屋に保管している可搬型

試料分析設備又は第１保管庫・貯水所に保管している可搬型試料

分析設備のうち可搬型核種分析装置の健全性を確認する。 

③放射線管理班の班員は，必要に応じて第１保管庫・貯水所に保管

している可搬型試料分析設備のうち可搬型核種分析装置を，主排

気筒管理建屋まで運搬する。 

④放射線管理班の班員は，可搬型試料分析設備のうち可搬型核種分

析装置を，可搬型排気モニタリング用発電機に接続し，給電する。 

⑤放射線管理班の班員は，可搬型試料分析設備のうち可搬型核種分

析装置並びに可搬型排気モニタリング用発電機について，異臭，

発煙，破損，保護装置の動作等異常がないことを外観点検により

確認する。 

⑥放射線管理班の班員は，可搬型試料分析設備のうち可搬型放射能

測定装置の使用前に乾電池又は充電池の残量を確認し，少ない場

合は予備の乾電池又は充電池と交換する。 

⑦放射線管理班の班員は，放射線管理班長が指示した場所に移動し，

試料を採取する。 

⑧放射線管理班の班員は，必要に応じて前処理を行い，可搬型試料

分析設備により放射性物質の濃度を測定する。 

⑨放射線管理班の班員は，測定結果を重大事故対応手順書の記録用

紙に記録し，保存する。測定結果及び評価結果は，通信連絡設備

により緊急時対策所に連絡する。火山の影響により，降灰予報

（「やや多量」以上）を確認した場合は，事前の対応として，可
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搬型排気モニタリング用発電機の建屋内への移動及び除灰作業の

準備を実施する。また，降灰を確認したのち必要に応じ，除灰作

業を実施する。なお，環境試料測定設備が復旧した場合は，環境

試料測定設備により放射性物質の濃度を測定する。 

   ３） 操作の成立性 

上記の対応は，放射線管理班長及び建屋外対応班長の２人，放射

線管理班の班員２人並びに建屋外対応班の班員３人の合計７人にて

実施し，水中又は土壌中の放射性物質の濃度の測定は，水試料及び

土壌試料の試料採取実施判断後２時間以内で可能である。 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，放射線

環境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動時及び作業時の

状況に応じて着用することとする。線量管理については個人線量計

を着用し，１作業当たり 10ｍＳｖ以下とすることを目安に管理す

る。さらに，支援組織要員の作業場所への移動及び作業においては，

作業場所の線量率の把握及び状況に応じた対応を行うことにより，

支援組織要員の被ばく線量を可能な限り低減する。重大事故等の対

処時においては，中央制御室等との連絡手段を確保する。夜間及び

停電時においては，確実に運搬，移動ができるように，可搬型照明

を配備する。 

 

 (ｂ) 風向，風速その他の気象条件の測定の手順等 

重大事故等時に敷地内において，風向，風速その他の気象条件を測

定し，及びその結果を記録するため，以下の手段を用いた手順を整備

する。 

重大事故等時における気象観測設備及び可搬型気象観測設備による
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風向，風速その他の気象条件の測定を行う。 

 

  ⅰ．気象観測設備による気象観測項目の測定 

気象観測設備は，敷地内において，風向，風速，日射量，放射収支

量及び雨量を観測している。重大事故等時に気象観測設備の機能が維

持されている場合は，継続して気象観測設備により風向，風速，日射

量，放射収支量及び雨量を観測し，その観測値を中央制御室及び緊急

時対策所に伝送する。 

気象観測設備による気象観測項目の測定は継続されているため，測

定及びその結果の記録を継続する。この手順のフローチャートを第

11－24 図に示す。 

気象観測に係るアクセスルートを第 11－42 図～第 11－44 図に示す。 

なお，気象観測設備が機能喪失した場合は，以下の対応を行う。 

・「(ｂ) ⅱ. 可搬型気象観測設備による気象観測項目の代替測定」 

・「(ｂ) ⅲ. 可搬型風向風速計による風向及び風速の測定」 

  (ⅰ) 手順着手の判断基準 

重大事故等時に，気象観測設備の状況を確認し，当該設備が機能維

持されていると判断した場合（第 11－５表）。 

  (ⅱ) 操作手順 

気象観測設備による気象観測についての手順の概要は以下のとおり。 

①実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，放射線対応班長に

気象観測設備による気象観測を指示する。 

②放射線対応班長は，気象観測設備による気象観測を継続する。 

  (ⅲ) 操作の成立性 

上記の対応は，実施責任者及び放射線対応班長の２人にて実施し，
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常設の設備を使用することから，速やかに対応が可能である。 

 

 ⅱ．可搬型気象観測設備による気象観測項目の代替測定 

重大事故等時に気象観測設備（風向風速計，日射計，放射収支計，

雨量計）が機能喪失した場合，可搬型気象観測設備（風向風速計，日

射計，放射収支計，雨量計）により，敷地内において風向，風速その

他の気象条件を測定する。 

可搬型気象観測用データ伝送装置を可搬型気象観測設備に接続し，

観測値を衛星通信により中央制御室及び緊急時対策所に伝送する。伝

送した観測値は，中央制御室に設置する可搬型データ表示装置により

記録するとともに，緊急時対策所においても緊急時対策建屋情報把握

設備により記録する。 

可搬型気象観測用発電機により可搬型気象観測設備及び可搬型気象観

測用データ伝送装置への給電を行い，敷地内において風向，風速その

他の気象条件の測定を行う。 

上記給電を継続するために可搬型気象観測用発電機への燃料給油を実

施する。燃料の給油手順については，「８．電源の確保に関する手順

等」にて整備する。 

可搬型気象観測設備，可搬型気象観測用データ伝送装置及び可搬型気

象観測用発電機を設置場所に運搬するため，監視測定用運搬車を使用

する。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を確認した場合は，

事前の対応として，可搬型気象観測設備，可搬型気象観測用データ伝

送装置及び可搬型気象観測用発電機の建屋内への移動及び除灰作業の

準備を実施する。また，降灰を確認したのち必要に応じ，除灰作業を
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実施する。 

可搬型気象観測設備により敷地内において風向，風速その他の気象

条件を測定し，及びその結果を記録するための手順を整備する。この

手順のフローチャートを第 11－７図及び第 11－24 図に示す。 

可搬型気象観測設備は，敷地内の大きな障害物のない開けた場所に

設置することとする。可搬型気象観測設備の設置場所の例を第 11－25

図に示す。 

  (ⅰ) 手順着手の判断基準 

重大事故等時に，気象観測設備の状況を確認し，当該設備が機能喪

失したと判断した場合（第 11－５表）。 

  (ⅱ) 操作手順 

可搬型気象観測設備による風向，風速その他の気象条件の測定につ

いての手順の概要は以下のとおり。このタイムチャートを第 11－26

図に示す。 

①実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，放射線対応班の班員

に可搬型気象観測設備による風向，風速その他の気象条件の測定の

開始を指示する。 

②可搬型気象観測設備は，敷地内の大きな障害物のない開けた場所に

設置することとし，速やかに設置できるように，あらかじめ候補場

所を選定しておく。ただし，建屋外アクセスルートの整備状況及び

候補場所の状況に応じて，設置場所を変更することもある。 

③放射線対応班の班員は，第１保管庫・貯水所に保管している可搬型

気象観測設備，可搬型気象観測用データ伝送装置及び可搬型気象観

測用発電機の健全性を確認する。 

④放射線対応班の班員は，可搬型気象観測設備，可搬型気象観測用デ
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ータ伝送装置及び可搬型気象観測用発電機を監視測定用運搬車に積

載し，設置場所まで運搬する。 

⑤放射線対応班の班員は，可搬型気象観測設備及び可搬型気象観測用

データ伝送装置を可搬型気象観測用発電機に接続し，可搬型気象観

測用発電機を起動し，給電する。可搬型気象観測用発電機に必要と

なる軽油は，軽油貯槽から軽油用タンクローリにより運搬し，給油

することにより，給電開始から７日以上の稼動が可能である。 

⑥放射線対応班の班員は，可搬型気象観測設備を設置し，敷地内の風

向，風速，日射量，放射収支量及び雨量を観測する。 

⑦放射線対応班の班員は，可搬型気象観測設備及び可搬型気象観測用

発電機について，異臭，発煙，破損，保護装置の動作等異常がない

ことを外観点検により確認する。 

⑧放射線対応班の班員は，可搬型気象観測設備の設置状況及び測定結

果を記録し，中央制御室及び緊急時対策所への伝送が確立するまで

の間，通信連絡設備により定期的に中央制御室に連絡する。 

⑨放射線対応班の班員は，可搬型気象観測用データ伝送装置を可搬型

気象観測設備に接続し，観測値を衛星通信により中央制御室及び緊

急時対策所に伝送する。また，伝送した観測値は，制御建屋に保管

している可搬型データ表示装置を中央制御室に設置し，記録すると

ともに，緊急時対策所においても緊急時対策建屋情報把握設備によ

り記録する。火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を

確認した場合は，事前の対応として，可搬型気象観測設備，可搬型

気象観測用データ伝送装置及び可搬型気象観測用発電機の建屋内へ

の移動及び除灰作業の準備を実施する。また，降灰を確認したのち

必要に応じ，除灰作業を実施する。なお，気象観測設備が復旧した
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場合は，気象観測設備により気象観測項目を測定，監視及び記録す

る。 

⑩放射線対応班の班員は，可搬型気象観測用データ伝送装置及び可搬

型気象観測用発電機について，異臭，発煙，破損，保護装置の動作

等異常がないことを外観点検により確認する。 

⑪可搬型データ表示装置の電源は，乾電池又は充電池を使用し，使用

中に残量が少ない場合，予備の乾電池又は充電池と交換することで，

重大事故等の必要な期間使用できる。 

  (ⅲ) 操作の成立性 

上記の対応は，実施責任者，放射線対応班長及び建屋外対応班長の

３人，放射線対応班の班員２人並びに建屋外対応班の班員３人の合計

８人にて実施し，可搬型排気モニタリング設備の設置完了後，作業を

開始してから２時間以内で可能である。 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，放射線環

境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動時及び作業時の状況

に応じて着用することとする。線量管理については個人線量計を着用

し，１作業当たり 10ｍＳｖ以下とすることを目安に管理する。さら

に，実施組織要員の作業場所への移動及び作業においては，作業場所

の線量率の把握及び状況に応じた対応を行うことにより，実施組織要

員の被ばく線量を可能な限り低減する。重大事故等の対処時において

は，中央制御室等との連絡手段を確保する。夜間及び停電時において

は，確実に運搬，移動ができるように，可搬型照明を配備する。 

 

  ⅲ．可搬型風向風速計による風向及び風速の測定 

重大事故等時に気象観測設備が機能喪失した場合，可搬型風向風速
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計により，敷地内において風向及び風速を測定する。 

可搬型風向風速計による測定結果は，通信連絡設備により中央制御

室に連絡する。 

可搬型風向風速計により敷地内において風向及び風速を測定し，及

びその結果を記録するための手順を整備する。この手順のフローチャ

ートを第 11－24 図に示す。 

  (ⅰ) 手順着手の判断基準 

重大事故等時に，気象観測設備の状況を確認し，当該設備が機能喪

失したと判断した場合（第 11－５表）。 

  (ⅱ) 操作手順 

可搬型風向風速計による風向及び風速の測定についての手順の概要

は以下のとおり。このタイムチャートを第 11－27 図に示す。 

①実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，放射線対応班の班員

に可搬型風向風速計による風向及び風速の測定の開始を指示する。 

②放射線対応班の班員は，主排気筒管理建屋に保管している可搬型風

向風速計の健全性を確認する。 

③放射線対応班の班員は，可搬型風向風速計により，敷地内の大きな

障害物のない開けた場所にて風向及び風速を測定する。可搬型風向

風速計は電源を必要としない。 

④放射線対応班の班員は，可搬型風向風速計による測定を，可搬型気

象観測設備を設置するまでの間，定期的に実施し，測定結果を記録

し，通信連絡設備により中央制御室に連絡する。 

  (ⅲ) 操作の成立性 

上記の対応は，実施責任者及び放射線対応班長の２人並びに放射線

対応班の班員２人の合計４人にて実施し，事象発生から可搬型風向風

3041



 

速計による風向及び風速の測定は 30 分以内で可能である。 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，放射線環

境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動時及び作業時の状況

に応じて着用することとする。線量管理については個人線量計を着用

し，１作業当たり 10ｍＳｖ以下とすることを目安に管理する。さら

に，実施組織要員の作業場所への移動及び作業においては，作業場所

の線量率の把握及び状況に応じた対応を行うことにより，実施組織要

員の被ばく線量を可能な限り低減する。重大事故等の対処時において

は，中央制御室等との連絡手段を確保する。夜間及び停電時において

は，確実に運搬，移動ができるように，可搬型照明を配備する。 

 

 (ｃ) 環境モニタリング設備の電源を環境モニタリング用代替電源設備か

ら給電する手順等 

非常用所内電源系統からの給電が喪失した際は，環境モニタリング

用可搬型発電機により，環境モニタリング設備へ給電する。 

環境モニタリング用可搬型発電機から給電することにより，モニタ

リングポストによる空間放射線量率の測定及びダストモニタによる空

気中の放射性物質の捕集及び測定を開始する。 

環境モニタリング設備に対して，環境モニタリング用可搬型発電機

により必要な負荷へ電力を供給する。 

 

  ⅰ．環境モニタリング用可搬型発電機による環境モニタリング設備への

給電 

重大事故等時に，第１非常用ディーゼル発電機が自動起動せず，非

常用所内電源系統から環境モニタリング設備への給電が喪失し，無停
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電電源装置により給電され，環境モニタリング設備の機能が維持され

ている場合，環境モニタリング用可搬型発電機により，環境モニタリ

ング設備へ給電する。 

上記給電を継続するために環境モニタリング用可搬型発電機への燃

料給油を実施する。燃料の給油手順については，「８．電源の確保に

関する手順等」にて整備する。 

環境モニタリング用可搬型発電機をモニタリングポスト局舎近傍に

運搬するため，監視測定用運搬車を使用する。 

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を確認した場合

は，事前の対応として，環境モニタリング用可搬型発電機の建屋内へ

の移動及び除灰作業の準備を実施する。また，降灰を確認したのち必

要に応じ，除灰作業を実施する。 

環境モニタリング用可搬型発電機から給電するための手順を整備す

る。この手順のフローチャートを第 11－12 図に示す。 

  (ⅰ) 手順着手の判断基準 

重大事故等時に，非常用所内電源系統から環境モニタリング設備へ

の給電が喪失し，無停電電源装置により給電され，環境モニタリング

設備が機能維持されていると判断した場合（第 11－５表）。 

  (ⅱ) 操作手順 

環境モニタリング用可搬型発電機による環境モニタリング設備へ給

電する手順の概要は以下のとおり。このタイムチャートを第 11－28

図に示す。 

①実施責任者は，手順着手の判断基準に基づき，放射線対応班の班員

に環境モニタリング用可搬型発電機による環境モニタリング設備へ

の給電の開始を指示する。 
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②放射線対応班の班員は，第１保管庫・貯水所に保管している環境モ

ニタリング用可搬型発電機の健全性を確認する。 

③放射線対応班の班員は，環境モニタリング用可搬型発電機を監視測

定用運搬車に積載し，モニタリングポスト局舎近傍まで運搬及び設

置する。 

④放射線対応班の班員は，環境モニタリング設備と環境モニタリング

用可搬型発電機をケーブルで接続し，環境モニタリング用可搬型発

電機を起動する。環境モニタリング用可搬型発電機に必要となる軽

油は，軽油貯槽から軽油用タンクローリにより運搬し，給油するこ

とにより，給電開始から７日以上の稼動が可能である。 

⑤放射線対応班の班員は，環境モニタリング設備の受電状態において，

異臭，発煙，破損，保護装置の動作等の異常がないことを確認する。

火山の影響により，降灰予報（「やや多量」以上）を確認した場合

は，事前の対応として，環境モニタリング用可搬型発電機の建屋内

への移動及び除灰作業の準備を実施する。また，降灰を確認したの

ち必要に応じ，除灰作業を実施する。なお，非常用所内電源系統か

らの給電が再開した場合は，非常用所内電源系統からの給電に切り

替える。 

  (ⅲ) 操作の成立性 

上記の対応は，実施責任者，放射線対応班長及び建屋外対応班長の

３人，放射線対応班の班員６人並びに建屋外対応班の班員３人の合計

12 人にて実施し，作業開始を判断してから５時間以内で可能である。 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，放射線環

境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動時及び作業時の状況

に応じて着用することとする。線量管理については個人線量計を着用
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し，１作業当たり 10ｍＳｖ以下とすることを目安に管理する。さら

に，実施組織要員の作業場所への移動及び作業においては，作業場所

の線量率の把握及び状況に応じた対応を行うことにより，実施組織要

員の被ばく線量を可能な限り低減する。重大事故等の対処時において

は，中央制御室等との連絡手段を確保する。夜間及び停電時において

は，確実に運搬，移動ができるように，可搬型照明を配備する。 

 

 (ｄ) 敷地外でのモニタリングにおける他の機関との連携体制 

重大事故等時の敷地外でのモニタリングは，国が立ち上げる緊急時

モニタリングセンターにおいて，国が地方公共団体と連携して策定す

るモニタリング計画に従い，資機材，要員及び放出源情報を提供する

とともにモニタリングに協力する。 

また，原子力災害が発生した場合に他の原子力事業者との協力体制

を構築するため原子力事業者間協力協定を締結し，環境放射線モニタ

リング等への要員の派遣，資機材の貸与等を受けることが可能である。 

 

 (ｅ) バックグラウンド低減対策の手順 

事故後の周辺汚染による測定ができなくなることを避けるため，以

下の手段を用いた手順を整備する。 

 

  ⅰ．モニタリングポストのバックグラウンド低減対策 

事故後の周辺汚染により，モニタリングポストによる測定ができな

くなることを避けるため，モニタリングポストのバックグラウンド低

減対策を行う手順を整備する。 

  (ⅰ) 手順着手の判断基準 
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重大事故等時に，再処理施設から大気中への放射性物質の放出によ

り，モニタリングポストのバックグラウンドが上昇するおそれがある

と判断した場合（第 11－５表）。 

  (ⅱ) 操作手順 

モニタリングポストのバックグラウンド低減対策の手順の概要は以

下のとおり。このタイムチャートを第 11－22 図に示す。 

①放射線管理班長は，手順着手の判断基準に基づき，放射線管理班の

班員にモニタリングポストのバックグラウンド低減対策として，モ

ニタリングポストの検出器カバーを養生するよう指示する。 

②放射線管理班の班員は，モニタリングポストの汚染の防止に必要な

養生シートを準備する。 

③放射線管理班の班員は，車両等によりモニタリングポストに移動し，

モニタリングポスト局舎内の換気システムを停止する。 

④放射線管理班の班員は，モニタリングポストの検出器カバーに養生

シートを被せ，養生する。 

⑤放射線管理班の班員は，必要に応じて検出器カバーの養生シートを

交換する。 

⑥放射線管理班の班員は，バックグラウンドが通常より高い場合には，

必要に応じてモニタリングポスト局舎の除染，周辺土壌の撤去及び

樹木の伐採を行いバックグラウンドの低減を図る。 

  (ⅲ) 操作の成立性 

上記の対応は，放射線管理班長１人及び放射線管理班の班員２人の

合計３人にて実施し，モニタリングポスト９台分の検出器カバーの養

生作業は，作業開始を判断してから５時間以内で可能である。 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，放射線環
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境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動時及び作業時の状況

に応じて着用することとする。線量管理については個人線量計を着用

し，１作業当たり 10ｍＳｖ以下とすることを目安に管理する。さら

に，支援組織要員の作業場所への移動及び作業においては，作業場所

の線量率の把握及び状況に応じた対応を行うことにより，支援組織要

員の被ばく線量を可能な限り低減する。重大事故等の対処時において

は，中央制御室等との連絡手段を確保する。夜間及び停電時において

は，確実に運搬，移動ができるように，可搬型照明を配備する。 

 

  ⅱ．可搬型環境モニタリング設備のバックグラウンド低減対策 

事故後の周辺汚染により，可搬型環境モニタリング設備による測定

ができなくなることを避けるため，可搬型環境モニタリング設備のバ

ックグラウンド低減対策を行う手順を整備する。 

  (ⅰ) 手順着手の判断基準 

重大事故等時に，再処理施設から大気中への放射性物質の放出によ

り，可搬型環境モニタリング設備のバックグラウンドが上昇するおそ

れがあると判断した場合（第 11－５表）。 

  (ⅱ) 操作手順 

可搬型環境モニタリング設備のバックグラウンド低減対策の手順の

概要は以下のとおり。このタイムチャートを第 11－23 図に示す。 

①放射線管理班長は，手順着手の判断基準に基づき，放射線管理班の

班員に可搬型環境モニタリング設備のバックグラウンド低減対策と

して，可搬型環境モニタリング設備の検出器カバーを養生するよう

指示する。 

②放射線管理班の班員は，可搬型環境モニタリング設備の汚染の防止

3047



 

に必要な養生シートを準備する。 

③放射線管理班の班員は，車両等により可搬型環境モニタリング設備

の設置場所に移動し，可搬型環境モニタリング設備を設置する際に

あらかじめ養生を行っていた場合は，養生シートを取り除いた後，

検出器カバーに養生シートを被せ，養生する。 

④放射線管理班の班員は，必要に応じて検出器カバーの養生シートを

交換する。 

⑤放射線管理班の班員は，バックグラウンドが通常より高い場合には，

必要に応じて可搬型環境モニタリング設備の除染，周辺土壌の撤去

及び樹木の伐採を行いバックグラウンドの低減を図る。 

  (ⅲ) 操作の成立性 

上記の対応は，放射線管理班長１人及び放射線管理班の班員２人の

合計３人にて実施し，可搬型環境モニタリング設備９台分の検出器カ

バーの養生作業は，作業開始を判断してから５時間以内で可能である。 

重大事故等の対処においては，通常の安全対策に加えて，放射線環

境や作業環境に応じた防護具の配備を行い，移動時及び作業時の状況

に応じて着用することとする。線量管理については個人線量計を着用

し，１作業当たり 10ｍＳｖ以下とすることを目安に管理する。さら

に，支援組織要員の作業場所への移動及び作業においては，作業場所

の線量率の把握及び状況に応じた対応を行うことにより，支援組織要

員の被ばく線量を可能な限り低減する。重大事故等の対処時において

は，中央制御室等との連絡手段を確保する。夜間及び停電時において

は，確実に運搬，移動ができるように，可搬型照明を配備する。 

 

  ⅲ．可搬型試料分析設備のバックグラウンド低減対策 
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重大事故等時に可搬型試料分析設備による放射性物質の濃度の測定

場所は，主排気筒管理建屋を基本とする。 

ただし，試料測定に影響が生じる場合は，緊急時対策所又は再処理

事業所外の適切な場所に設備を移動し，測定する。 
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第 11－ 1 表  機能喪失を想定する設備と整備する対応手段，  

対処設備，手順書一覧（１／６）  

対応項目  

機能喪失
を想定す
る設計基
準設備  

対処に使用する設備  手順書  

排 気 口 に
お け る 放
射 性 物 質
の 濃 度 の
測定  

放 射 性 物 質
の 捕 集 及 び
放 射 性 希 ガ
スの測定  

－  

主排気筒の排気モニタ
リング設備  
・排気筒モニタ  
・排気サンプリング設

備  

重大事
故等対
処設備
（内的
事象）  

放射線管理部  
重大事故等  
発生時対応  

手順書  自主対
策設備
（外的
事象）  

放 射 性 物 質
の 捕 集 及 び
放 射 性 希 ガ
スの測定  

主 排 気 筒
の 排 気 モ
ニ タ リ ン
グ設備  

可搬型排気モニタリン
グ設備  
・可搬型ガスモニタ  
・可搬型排気サンプリ

ング設備  

重大事
故等対
処設備  

放射線管理部  
重大事故等  
発生時対応  

手順書  

指 示 値 の 伝
送 ， 監 視 及
び記録  

可搬型排気モニタリン
グ用データ伝送装置  
可搬型データ表示装置  

重大事
故等対
処設備  

可 搬 型 排 気
モ ニ タ リ ン
グ 設 備 及 び
可 搬 型 排 気
モ ニ タ リ ン
グ 用 デ ー タ
伝 送 装 置 へ
の給電  

可搬型排気モニタリン
グ用発電機  

重大事
故等対
処設備  
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第 11－ 1 表  機能喪失を想定する設備と整備する対応手段，  

対処設備，手順書一覧（２／６）  

対応項目  

機能喪失
を想定す
る設計基
準設備  

対処に使用する設備  手順書  

排 気 口 に
お け る 放
射 性 物 質
の 濃 度 の
測定  

放 射 性 物 質
の 捕 集 及 び
放 射 性 希 ガ
スの測定  

－  

北換気筒（使用済燃料
受入れ・貯蔵建屋換気
筒）の排気モニタリン
グ設備  
・排気筒モニタ  
・排気サンプリング設

備  

重大事
故等対
処設備
（内的
事象）  

放射線管理部  
重大事故等  
発生時対応  

手順書  自主対
策設備
（外的
事象）  

放 射 性 物 質
の 捕 集 及 び
放 射 性 希 ガ
スの測定  

北 換 気 筒
（ 使 用 済
燃 料 受 入
れ ・ 貯 蔵
建 屋 換 気
筒 ） の 排
気 モ ニ タ
リ ン グ 設
備  

可搬型排気モニタリン
グ設備  
・可搬型ガスモニタ  
・可搬型排気サンプリ

ング設備  

重大事
故等対
処設備  

放射線管理部  
重大事故等  
発生時対応  

手順書  

指 示 値 の 伝
送 ， 監 視 及
び記録  

可搬型排気モニタリン
グ用データ伝送装置  
可搬型データ表示装置  

重大事
故等対
処設備  

可 搬 型 排 気
モ ニ タ リ ン
グ 設 備 等 の
運搬  

監視測定用運搬車  
重大事
故等対
処設備  

捕 集 し た 排
気 試 料 の 放
射 性 物 質 の
濃度の測定  

－  

放出管理分析設備  
・放射能測定装置（ガ

スフローカウンタ）  
・放射能測定装置（液

体シンチレーション
カウンタ）  

・核種分析装置  

重大事
故等対
処設備
（内的
事象）  

放射線管理部  
重大事故等  
発生時対応  

手順書  自主対
策設備
（外的
事象）  

捕 集 し た 排
気 試 料 の 放
射 性 物 質 の
濃度の測定  放 出 管 理

分析設備  

可搬型試料分析設備  
・可搬型放射能測定装

置  
・可搬型核種分析装置  
・可搬型トリチウム測

定装置  

重大事
故等対
処設備  

放射線管理部  
重大事故等  
発生時対応  

手順書  

可 搬 型 試 料
分 析 設 備 へ
の給電  

可搬型排気モニタリン
グ用発電機  

重大事
故等対
処設備  

 

3051



 

第 11－ 1 表  機能喪失を想定する設備と整備する対応手段，  

対処設備，手順書一覧（３／６）  

対応項目  

機能喪失
を想定す
る設計基
準設備  

対処に使用する設備  手順書  

周 辺 監 視
区 域 に お
け る 空 間
放 射 線 量
率 及 び 空
気 中 の 放
射 性 物 質
の 濃 度 の
測定  

空 間 放 射 線
量 率 及 び 空
気 中 の 放 射
性 物 質 の 捕
集及び測定  

－  
環境モニタリング設備  
・モニタリニグポスト  
・ダストモニタ  

重大事
故等対
処設備
（内的
事象）  

放射線管理部  
重大事故等  
発生時対応  

手順書  自主対
策設備
（外的
事象）  

空 間 放 射 線
量 率 及 び 空
気 中 の 放 射
性 物 質 の 捕
集及び測定  

環 境 モ ニ
タ リ ン グ
設備  

可搬型環境モニタリン
グ設備  
・可搬型線量率計  
・可搬型ダストモニタ  

重大事
故等対
処設備  

放射線管理部  
重大事故等  
発生時対応  

手順書  

指 示 値 の 伝
送 ， 監 視 及
び記録  

可搬型環境モニタリン
グ用データ伝送装置  
可搬型データ表示装置  

重大事
故等対
処設備  

可 搬 型 環 境
モ ニ タ リ ン
グ 設 備 及 び
可 搬 型 環 境
モ ニ タ リ ン
グ 用 デ ー タ
伝 送 装 置 へ
の給電  

可搬型環境モニタリン
グ用発電機  

重大事
故等対
処設備  

可 搬 型 環 境
モ ニ タ リ ン
グ 設 備 等 の
運搬  

監視測定用運搬車  
重大事
故等対
処設備  

採 取 し た 環
境 試 料 の 放
射 性 物 質 の
濃度の測定  

－  
環境試料測定設備  
・核種分析装置  

重大事
故等対
処設備
（内的
事象）  

放射線管理部  
非常時対策  

組織等  
放射線管理班  
マニュアル  

自主対
策設備
（外的
事象）  
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第 11－ 1 表  機能喪失を想定する設備と整備する対応手段，  

対処設備，手順書一覧（４／６）  

対応項目  

機能喪失
を想定す
る設計基
準設備  

対処に使用する設備  手順書  

周 辺 監 視
区 域 に お
け る 空 間
放 射 線 量
率 及 び 空
気 中 の 放
射 性 物 質
の 濃 度 の
測定  

採 取 し た 環
境 試 料 の 放
射 性 物 質 の
濃度の測定  環 境 試 料

測定設備  

可搬型試料分析設備  
・可搬型放射能測定装

置  
・可搬型核種分析装置  

重大事
故等対
処設備  

放射線管理部  
非常時対策  

組織等  
放射線管理班  
マニュアル  

可 搬 型 試 料
分 析 設 備 へ
の給電  

可搬型排気モニタリン
グ用発電機  

重大事
故等対
処設備  

建屋周辺の線量当 量 率
及び放射性物質の 濃 度
の測定  
（※１）  

環 境 モ ニ
タ リ ン グ
設備  

可搬型建屋周辺モニタ
リング設備  
・ガンマ線用サーベイ

メータ (ＳＡ ) 
・中性子線用サーベイ

メータ (ＳＡ ) 
・アルファ・ベータ線

用 サ ー ベ イ メ ー タ
(ＳＡ ) 

・可搬型ダストサンプ
ラ (ＳＡ )  

重大事
故等対
処設備  

放射線管理部  
重大事故等  
発生時対応  

手順書  

敷地周辺の空間放 射 線
量率及び空気中の 放 射
性物質の濃度の測定  

－  放射能観測車  

重大事
故等対
処設備
（内的
事象）  

放射線管理部  
重大事故等  
発生時対応  

手順書  
自主対
策設備
（外的
事象）  

放 射 能 観
測車  

可搬型放射能観測設備  
・ガンマ線用サーベイ

メータ（ＮａＩ（Ｔ
ｌ）シンチレーショ
ン）  

・ガンマ線用サーベイ
メータ（電離箱）  

・中性子線用サーベイ
メータ  

・アルファ・ベータ線
用サーベイメータ  

・可搬型ダスト・よう
素サンプラ  

重大事
故等対
処設備  

放射線管理部  
重大事故等  
発生時対応  

手順書  
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第 11－ 1 表  機能喪失を想定する設備と整備する対応手段，  

対処設備，手順書一覧（５／６）  

対応項目  

機能喪失
を想定す
る設計基
準設備  

対処に使用する設備  手順書  

敷 地 内 の
気 象 条 件
の測定  

風 向 ， 風 速
そ の 他 気 象
条件の測定  

－  

気象観測設備  
・風向風速計  
・日射計  
・放射収支計  
・雨量計  

重大事
故等対
処設備
（内的
事象）  

放射線管理部  
重大事故等  
発生時対応  

手順書  自主対
策設備
（外的
事象）  

風 向 ， 風 速
そ の 他 気 象
条件の測定  

気 象 観 測
設備  

可搬型気象観測設備  
・風向風速計  
・日射計  
・放射収支計  
・雨量計  

重大事
故等対
処設備  

放射線管理部  
重大事故等  
発生時対応  

手順書  

観 測 値 の 伝
送 ， 監 視 及
び記録  

可搬型気象観測用デー
タ伝送装置  
可搬型データ表示装置  

重大事
故等対
処設備  

可 搬 型 気 象
観 測 設 備 及
び 可 搬 型 気
象 観 測 用 デ
ー タ 伝 送 装
置への給電  

可搬型気象観測用発電
機  

重大事
故等対
処設備  

可 搬 型 気 象
観 測 設 備 等
の運搬  

監視測定用運搬車  
重大事
故等対
処設備  

敷地内の風向及び 風 速
の測定（※２）  

気 象 観 測
設備  

可搬型風向風速計  
重大事
故等対
処設備  

放射線管理部  
重大事故等  
発生時対応  

手順書  
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第 11－ 1 表  機能喪失を想定する設備と整備する対応手段，  

対処設備，手順書一覧（６／６）  

対応項目  

機能喪失
を想定す
る設計基
準設備  

対処に使用する設備  手順書  

環 境 モ ニ
タ リ ン グ
設 備 へ の
環 境 モ ニ
タ リ ン グ
用 代 替 電
源 設 備 か
らの給電  

環 境 モ ニ
タ リ ン グ
設 備 へ の
給電  第 １ 非 常

用 デ ィ ー
ゼ ル 発 電
機Ｂ  

環境モニタリング用可
搬型発電機  

重大事
故等対
処設備  

放射線管理部  
重大事故等  
発生時対応  

手順書  環 境 モ ニ
タ リ ン グ
用 可 搬 型
発 電 機 の
運搬  

監視測定用運搬車  
重大事
故等対
処設備  

バックグラウンド 低 減
対策  

－  養生シート  資機材  

放射線管理部  
非常時対策  

組織等  
放射線管理班  
マニュアル  

※ １  環境モニタリング設備が 機 能 喪 失 し た 場 合 ， 可 搬 型 環 境 モ ニ タ リ ン グ

設 備 を 設 置 す る ま で の 間 ， 実 施 す る 。  

※ ２  気 象 観 測 設 備 が 機 能 喪 失 し た 場 合 ， 可 搬 型 気 象 観 測 設 備 を 設 置 す る ま で

の 間 ， 実 施 す る 。  
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第 11－ 2 表  監視測定に使用する設備（１／２）  

 

重大事故等
対処設備

重大事故等
対処設備

重大事故等
対処設備

重大事故等
対処設備

重大事故等
対処設備

重大事故等
対処設備

自主対策設備
重大事故等
対処設備

自主対策設備
重大事故等
対処設備

自主対策設備

主排気筒の排気モニタリング設備
排気筒モニタ

〇 〇 〇 〇 × ○ ○ × × × ×

主排気筒の排気モニタリング設備
排気サンプリング設備

〇 〇 〇 〇 × ○ ○ × × × ×

主排気筒の排気モニタリング設備
排気筒モニタ（配管の一部）[流路]

〇 〇 〇 〇 × ○ ○ × × × ×

主排気筒の排気モニタリング設備
排気サンプリング設備（配管の一部）［流路］

〇 〇 〇 〇 × ○ ○ × × × ×

北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気モニタリング設備
排気筒モニタ

× × × × × ○ ○ × × × ×

北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気モニタリング設備
排気サンプリング設備

× × × × × ○ ○ × × × ×

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気設備
（建屋排風機から北換気筒までのダクト）

× × × × × ○ × × × × ×

北換気筒
（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）

× × × × × ○ × × × × ×

環境モニタリング設備
モニタリングポスト

× × × × × ○ ○ × × × ×

環境モニタリング設備
ダストモニタ

× × × × × ○ ○ × × × ×

受電開閉設備 × × × × × ○ ○ × × × ×

受電変圧器 × × × × × ○ ○ × × × ×

6.9ｋＶ非常用主母線 × × × × × ○ ○ × × × ×

6.9ｋＶ運転予備用主母線 × × × × × ○ ○ × × × ×

6.9ｋＶ常用主母線 × × × × × ○ ○ × × × ×

6.9ｋＶ非常用母線 × × × × × ○ ○ × × × ×

6.9ｋＶ運転予備用母線 × × × × × ○ ○ × × × ×

6.9ｋＶ常用母線 × × × × × ○ ○ × × × ×

所内低圧系統 460Ｖ非常用母線 × × × × × ○ ○ × × × ×

直流電源設備 第２非常用直流電源設備 × × × × × ○ ○ × × × ×

計測制御用交流電源設備 計測制御用交流電源設備 × × × × × ○ ○ × × × ×

可搬型排気モニタリング設備
可搬型ガスモニタ

× ○ ○ × × ○ × × × × ×

可搬型排気モニタリング設備
可搬型排気サンプリング設備

× ○ ○ × × ○ × × × × ×

可搬型排気モニタリング用データ伝送装置 × ○ ○ × × ○ × × × × ×

可搬型データ表示装置 × ○ ○ × × ○ × × × × ×

可搬型排気モニタリング用可搬型発電機 × ○ ○ × × ○ × × × × ×

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気設備
（ダクトの一部）

× × × × × ○ × × × × ×

代替電源設備 使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機 × × × × × ○ × × × × ×

軽油貯槽 × × × × × ○ × × × × ×

軽油用タンクローリ × × × × × ○ × × × × ×

可搬型環境モニタリング設備
可搬型線量率計

× × × × × ○ × × × × ×

可搬型環境モニタリング設備
可搬型ダストモニタ

× × × × × ○ × × × × ×

可搬型環境モニタリング用データ伝送装置 × × × × × ○ × × × × ×

可搬型建屋周辺モニタリング設備
ガンマ線用サーベイメータ（SA)

× × × × × ○ × × × × ×

可搬型建屋周辺モニタリング設備
中性子線用サーベイメータ（SA)

× × × × × ○ × × × × ×

可搬型建屋周辺モニタリング設備
アルファ・ベータ線用サーベイメータ（SA)

× × × × × ○ × × × × ×

可搬型建屋周辺モニタリング設備
可搬型ダストサンプラ（SA)

× × × × × ○ × × × × ×

可搬型環境モニタリング用発電機 × × × × × ○ × × × × ×

監視測定用運搬車 × × × × × ○ × × × × ×

軽油貯槽 × × × × × ○ × × × × ×

軽油用タンクローリ × × × × × ○ × × × × ×

放出管理分析設備
放射能測定装置（ガスフローカウンタ）

〇 〇 〇 〇 × ○ ○ × × × ×

放出管理分析設備
放射能測定装置（液体シンチレーションカウンタ）

〇 〇 〇 〇 × ○ ○ × × × ×

放出管理分析設備
核種分析装置

〇 〇 〇 〇 × ○ ○ × × × ×

環境試料測定設備
核種分析装置

× × × × × ○ ○ × × × ×

受電開閉設備 × × × × × ○ ○ × × × ×

受電変圧器 × × × × × ○ ○ × × × ×

受電開閉設備

重大事故等対処に係る措置

環境モニタリング設備の
電源回復又は機能回復

風向，風速その他の
気象条件の測定

放射性物質の濃度及び
線量の測定

使用済燃料貯蔵
槽の冷却等の対
処において使用

する設備

ＴＢＰ等の錯体の
急激な分解反応
の対処に使用す

る設備

放射線分解により
発生する水素に
よる爆発の対処に
おいて使用する

設備

冷却機能の喪失
による蒸発乾固の
対処に使用する

設備

臨界事故の対処
に使用する設備機器グループ

放射線監視設備

試料分析関係設備

設備名称

設備

構成する機器

補機駆動用燃料補給設備

受電開閉設備

代替モニタリング設備

所内高圧系統

補機駆動用燃料補給設備

代替モニタリング設備

放射性物質の濃度
及び線量の測定
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第 11－ 2 表  監視測定に使用する設備（２／２）  

 

重大事故等
対処設備

重大事故等
対処設備

重大事故等
対処設備

重大事故等
対処設備

重大事故等
対処設備

重大事故等
対処設備

自主対策設備
重大事故等
対処設備

自主対策設備
重大事故等
対処設備

自主対策設備

6.9ｋＶ運転予備用主母線 × × × × × ○ ○ × × × ×

6.9ｋＶ運転予備用母線 × × × × × ○ ○ × × × ×

所内低圧系統 460Ｖ運転予備用母線 × × × × × ○ ○ × × × ×

軽油貯槽 × × × × × ○ × × × × ×

軽油用タンクローリ × × × × × ○ × × × × ×

環境管理設備
放射能観測車（空間放射線量率測定器，中性子線用サーベイメータ，ダストサンプラ，よう素
サンプラ，放射能測定器）

× × × × × ○ ○ × × × ×

可搬型放射能観測設備
ガンマ線用サーベイメータ（ＮａＩ（Ｔｌ）シンチレーション）（SA)

× × × × × ○ × × × × ×

可搬型放射能観測設備
ガンマ線用サーベイメータ（電離箱）（SA)

× × × × × ○ × × × × ×

可搬型放射能観測設備
中性子線用サーベイメータ（SA)

× × × × × ○ × × × × ×

可搬型放射能観測設備
アルファ・ベータ線用サーベイメータ（SA)

× × × × × ○ × × × × ×

可搬型放射能観測設備
可搬型ダスト・よう素サンプラ（SA)

× × × × × ○ × × × × ×

環境管理設備 気象観測設備（風向風速計，日射計，放射収支計，雨量計） × × × × × × × ○ ○ × ×

受電開閉設備 × × × × × × × ○ ○ × ×

受電変圧器 × × × × × × × ○ ○ × ×

6.9ｋＶ非常用主母線 × × × × × × × ○ 〇 × ×

6.9ｋＶ運転予備用主母線 × × × × × × × ○ 〇 × ×

6.9ｋＶ非常用母線 × × × × × × × ○ 〇 × ×

6.9ｋＶ運転予備用母線 × × × × × × × ○ 〇 × ×

所内低圧系統 460Ｖ非常用母線 × × × × × × × ○ 〇 × ×

計測制御用交流電源設備 計測制御用交流電源設備 × × × × × × × ○ 〇 × ×

可搬型気象観測設備（風向風速計，日射計，放射収支計，雨量計） × × × × × × × ○ × × ×

可搬型気象観測用データ伝送装置 × × × × × × × ○ × × ×

可搬型データ表示装置 × × × × × × × ○ × × ×

可搬型風向風速計 × × × × × × × ○ × × ×

可搬型気象観測用発電機 × × × × × × × ○ × × ×

監視測定用運搬車 × × × × × × × ○ × × ×

軽油貯槽 × × × × × × × ○ × × ×

軽油用タンクローリ × × × × × × × ○ × × ×

受電開閉設備 × × × × × ○ ○ × × ○ ○

受電変圧器 × × × × × ○ ○ × × ○ ○

6.9ｋＶ非常用主母線 × × × × × ○ ○ × × ○ ○

6.9ｋＶ運転予備用主母線 × × × × × ○ ○ × × ○ ○

6.9ｋＶ常用主母線 × × × × × ○ ○ × × ○ ○

6.9ｋＶ非常用母線 × × × × × ○ ○ × × ○ ○

6.9ｋＶ運転予備用母線 × × × × × ○ ○ × × ○ ○

6.9ｋＶ常用母線 × × × × × ○ ○ × × ○ ○

所内低圧系統 460Ｖ非常用母線 × × × × × ○ ○ × × ○ ○

計測制御用交流電源設備 計測制御用交流電源設備 × × × × × ○ ○ × × ○ ○

環境モニタリング用可搬型発電機 × × × × × ○ × × × ○ ×

監視測定用運搬車 × × × × × ○ × × × ○ ×

軽油貯槽 × × × × × × × × × ○ ×

軽油用タンクローリ × × × × × × × × × ○ ×

受電開閉設備

所内高圧系統

放射性物質の濃度
及び線量の測定

所内高圧系統

補機駆動用燃料補給設備

代替気象観測設備

環境モニタリング用代替電源設備

補機駆動用燃料補給設備

所内高圧系統

重大事故等対処に係る措置

環境モニタリング設備の
電源回復又は機能回復

風向，風速その他の
気象条件の測定

放射性物質の濃度及び
線量の測定

使用済燃料貯蔵
槽の冷却等の対
処において使用

する設備

ＴＢＰ等の錯体の
急激な分解反応
の対処に使用す

る設備

放射線分解により
発生する水素に
よる爆発の対処に
おいて使用する

設備

冷却機能の喪失
による蒸発乾固の
対処に使用する

設備

臨界事故の対処
に使用する設備機器グループ

設備名称

設備

構成する機器

環境モニタリング設備の
電源回復又は

機能回復

受電開閉設備

代替放射能観測設備

補機駆動用燃料補給設備

風向，風速その他の
気象条件の測定
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第 11－３表  重大事故等の対処に必要な監視項目（１／５）  

対応項目  
重大事故等の対処

に必要な監視項目  
対応する設備  

計測範囲  

（単位）  

(ａ )  放射性物質の濃度及び線量の測定の手順等  

ⅰ．排気口における 放射性物質の濃度の測定  

(ⅰ )  主排気筒における放射性物質の濃度の測定  

１ ) 排 気 モ

ニ タ リ ン

グ 設 備 に

よ る 主 排

気 筒 か ら

放 出 さ れ

る 放 射 性

物 質 の 濃

度の測定  

放射性物質の濃度  

（放射性希ガス）  

主 排 気 筒 の 排 気 モ ニ タ リ ン グ

設備  

・排気筒モニタ  

低レンジ  

10～ 10 6 min - 1 

中レンジ  

10～ 10 6 min - 1 

高レンジ  

10 - 1 2 ～ 10 - 7 A 

２ ) 可 搬 型

排 気 モ ニ

タ リ ン グ

設 備 に よ

る 主 排 気

筒 か ら 放

出 さ れ る

放 射 性 物

質 の 濃 度

の 代 替 測

定  

放射性物質の濃度  

（放射性希ガス）  

可搬型排気モニタリング設備  

・可搬型ガスモニタ  10 - 1 5 ～ 10 - 8 A 

３ ) 放 出 管

理 分 析 設

備 に よ る

主 排 気 筒

か ら 放 出

さ れ る 放

射 性 物 質

の 濃 度 の

測定  

放射性物質の濃度  

（粒子）  

放 射 能 測 定 装 置 （ ガ ス フ ロ ー

カウンタ）  
（アルファ /ベータ線）  

B.G. ～ 99.9kmin -

1 

核種分析装置  
（ガンマ線）  10～ 2500keV 

放射性物質の濃度  

（放射性よう素）  
核種分析装置  10～ 2500keV 

放射性物質の濃度  

（トリチウム）  

放 射 能 測 定 装 置 （ 液 体 シ ン チ

レーションカウンタ）  0～ 2000keV 

放射性物質の濃度  

（炭素－ 14）  

放 射 能 測 定 装 置 （ 液 体 シ ン チ

レーションカウンタ）  0～ 2000keV 

４ ) 可 搬 型

試 料 分 析

設 備 に よ

る 主 排 気

筒 か ら 放

出 さ れ る

放 射 性 物

質 の 濃 度

の 代 替 測

定  

放射性物質の濃度  

（粒子）  

可搬型放射能測定装置  
（アルファ /ベータ線）  

B.G. ～ 99.9kmin -

1 

可搬型核種分析装置  
（ガンマ線）  

27.5～ 11000keV 

放射性物質の濃度  

（放射性よう素）  
可搬型核種分析装置  27.5～ 11000keV 

放射性物質の濃度  

（トリチウム）  
可搬型トリチウム測定装置  2～ 2000keV 

放射性物質の濃度  

（炭素－ 14）  
可搬型トリチウム測定装置  2～ 2000keV 
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第 11－３表  重大事故等の対処に必要な監視項目（２／５）  

対応項目  
重大事故等の対処

に必要な監視項目  
対応する設備  

計測範囲  

（単位）  

(ａ )  放射性物質の濃度及び線量の測定の手順等  

ⅰ．排気口における 放射性物質の濃度の測定  

(ⅱ )  北 換 気 筒 （ 使 用 済 燃 料 受 入 れ ・ 貯 蔵 建 屋 換 気 筒 ） に お け る 放 射 性 物 質 の 濃 度 の 測 定  
１ ) 排 気 モ
ニ タ リ ン
グ 設 備 に
よ る 北 換
気筒（使用
済 燃 料 受
入れ・貯蔵
建 屋 換 気
筒）から放
出 さ れ る
放 射 性 物
質 の 濃 度
の測定  

放射性物質の濃度  
（放射性希ガス）  

北換気筒（使用済燃料受入れ・
貯 蔵 建 屋 換 気 筒 ） の 排 気 モ ニ
タリング設備  
・排気筒モニタ  

10～ 10 6 min - 1 

２ ) 可 搬 型
排 気 モ ニ
タ リ ン グ
設 備 に よ
る 北 換 気
筒（使用済
燃 料 受 入
れ・貯蔵建
屋換気筒）
か ら 放 出
さ れ る 放
射 性 物 質
の 濃 度 の
代替測定  

放射性物質の濃度  
（放射性希ガス）  

可搬型排気モニタリング設備  
・可搬型ガスモニタ  10 - 1 5 ～ 10 - 8 A 

３ ) 放 出 管
理 分 析 設
備 に よ る
北 換 気 筒
（ 使 用 済
燃 料 受 入
れ・貯蔵建
屋換気筒）
か ら 放 出
さ れ る 放
射 性 物 質
の 濃 度 の
測定  

放射性物質の濃度  
（粒子）  

放 射 能 測 定 装 置 （ ガ ス フ ロ ー
カウンタ）  
（アルファ /ベータ線）  

B.G. ～ 99.9kmin -

1 

核種分析装置  
（ガンマ線）  10～ 2500keV 

放射性物質の濃度  
（放射性よう素）  

核種分析装置  10～ 2500keV 

放射性物質の濃度  
（トリチウム）  

放 射 能 測 定 装 置 （ 液 体 シ ン チ
レーションカウンタ）  0～ 2000keV 

放射性物質の濃度  
（炭素－ 14）  

放 射 能 測 定 装 置 （ 液 体 シ ン チ
レーションカウンタ）  0～ 2000keV 

４ ) 可 搬 型
試 料 分 析
設 備 に よ
る 北 換 気
筒（使用済
燃 料 受 入
れ・貯蔵建
屋換気筒）
か ら 放 出
さ れ る 放
射 性 物 質
の 濃 度 の
代替測定  

放射性物質の濃度  
（粒子）  

可搬型放射能測定装置  
（アルファ /ベータ線）  

B.G. ～ 99.9kmin -

1 

可搬型核種分析装置  
（ガンマ線）  

27.5～ 11000keV 

放射性物質の濃度  
（放射性よう素）  

可搬型核種分析装置  27.5～ 11000keV 

放射性物質の濃度  
（トリチウム）  

可搬型トリチウム測定装置  2～ 2000keV 

放射性物質の濃度  
（炭素－ 14）  

可搬型トリチウム測定装置  2～ 2000keV 
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第 11－３表  重大事故等の対処に必要な監視項目（３／５）  

対応項目  
重大事故等の対処

に必要な監視項目  
対応する設備  

計測範囲  

（単位）  

(ａ )  放射性物質の濃度及び線量の測定の手順等  

ⅱ．周辺監視区域に おける放射性物質の濃度及び線量の測定  

( ⅰ ) 環 境 モ
ニ タ リ ン
グ 設 備 に
よ る 空 気
中 の 放 射
性 物 質 の
濃 度 及 び
線 量 の 測
定  

線量率  モニタリングポスト  

低レンジ  
10 - 2 ～ 10 1 μ Gy/h 
高レンジ  
10 0 ～ 10 5 μ Gy/h 

放射能レベル  
（粒子）  

ダストモニタ  

アルファ線，  
ベータ線  
10 - 2 ～ 10 4  s - 1 
(連 続 集 塵 ， 連 続
測定時 ) 

( ⅱ ) 可 搬 型
環 境 モ ニ
タ リ ン グ
設 備 に よ
る 空 気 中
の 放 射 性
物 質 の 濃
度 及 び 線
量 の 代 替
測定  

線量率  
可搬型環境モニタリング設備  
・可搬型線量率計  

B.G. ～ 100mSv/h
又は mGy/h 

放射能レベル  
（粒子）  

可搬型環境モニタリング設備  
・可搬型ダストモニタ  

B.G. ～ 99.9kmin -

1 

( ⅲ ) 可 搬 型
建 屋 周 辺
モ ニ タ リ
ン グ 設 備
に よ る 空
気 中 の 放
射 性 物 質
の 濃 度 及
び 線 量 の
測定  

線量率  

可 搬 型 建 屋 周 辺 モ ニ タ リ ン グ
設備  
・ ガ ン マ 線 用 サ ー ベ イ メ ー タ

(ＳＡ )  

0.0001～
1000mSv/h 

可 搬 型 建 屋 周 辺 モ ニ タ リ ン グ
設備  
・ 中 性 子 線 用 サ ー ベ イ メ ー タ

(ＳＡ )  

0.01～  
10000μ Sv/h 

放射性物質の濃度  
（粒子）  

可 搬 型 建 屋 周 辺 モ ニ タ リ ン グ
設備  
・アルファ・ベータ線用サーベ

イメータ (ＳＡ )  

B.G. ～ 100kmin - 1

（アルファ線）  

B.G. ～ 300kmin - 1

（ベータ線）  

( ⅳ ) 放 射 能
観 測 車 に
よ る 空 気
中 の 放 射
性 物 質 の
濃 度 及 び
線 量 の 測
定  

線量率  

空 間 放 射 線 量 率 測 定 器 （ Ｎ ａ
Ｉ（Ｔｌ）シンチレーション） B.G.～ 10μ Gy/h 

空間放射線量率測定器  
（電離箱）  1～ 300000μ Gy/h 

中性子線用サーベイメータ  0.01～  
10000μ Sv/h 

放射性物質の濃度  
（粒子）  

放射能測定器（ダスト）  
0.01～ 999999s - 1  

（アルファ線）  
0.1～ 999999s - 1 
（ベータ線）  

放射性物質の濃度  
（放射性よう素）  

放射能測定器（よう素）  0.1～ 999999s - 1 
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第 11－３表  重大事故等の対処に必要な監視項目（４／５）  

対応項目  
重大事故等の対処

に必要な監視項目  
対応する設備  

計測範囲  

（単位）  

(ａ )  放射性物質の濃度及び線量の測定の手順等  

ⅱ．周辺監視区域に おける放射性物質の濃度及び線量の測定  

( ⅴ ) 可 搬 型
放 射 能 観
測 設 備 に
よ る 空 気
中 の 放 射
性 物 質 の
濃 度 及 び
線 量 の 代
替測定  

線量率  

ガンマ線用サーベイメータ  
（ＮａＩ（Ｔｌ）シンチレーシ
ョン） (ＳＡ )  

B.G.～ 30μ Sv/h，
0～ 30ks - 1 

ガンマ線用サーベイメータ  
（電離箱） (ＳＡ )  0.001～ 300mSv/h 

中 性 子 線 用 サ ー ベ イ メ ー タ
(ＳＡ )  

0.01～  
10000μ Sv/h 

放射性物質の濃度  
（粒子）  

ア ル フ ァ ・ ベ ー タ 線 用 サ ー ベ
イメータ (ＳＡ ) 

B.G. ～ 100kmin - 1

（アルファ線）  

B.G. ～ 300kmin - 1

（ベータ線）  

放射性物質の濃度  
（放射性よう素）  

ガンマ線用サーベイメータ  
（ＮａＩ（Ｔｌ）シンチレーシ
ョン） (ＳＡ )  

B.G.～ 30μ Sv/h，
0～ 30ks - 1 

可搬型核種分析装置  27.5～ 11000keV 

( ⅵ ) 環 境 試
料 測 定 設
備 に よ る
空 気 中 の
放 射 性 物
質 の 濃 度
の測定  

放射性物質の濃度  
（粒子）  

核種分析装置（ガンマ線）  30～ 10000keV 

( ⅶ ) 環 境 試
料 測 定 設
備 に よ る
水 中 及 び
土 壌 中 の
放 射 性 物
質 の 濃 度
の測定  

放射性物質の濃度  
（粒子）  

核種分析装置（ガンマ線）  30～ 10000keV 

( ⅷ ) 可 搬 型
試 料 分 析
設 備 に よ
る 空 気 中
の 放 射 性
物 質 の 濃
度 の 代 替
測定  

放射性物質の濃度  
（粒子）  

可搬型放射能測定装置  
（アルファ /ベータ線）  

B.G. ～ 99.9kmin -

1 

可搬型核種分析装置  
（ガンマ線）  

27.5～ 11000keV 

( ⅸ ) 可 搬 型
試 料 分 析
設 備 に よ
る 水 中 及
び 土 壌 中
の 放 射 性
物 質 の 濃
度の測定  

放射性物質の濃度  
（粒子）  

可搬型放射能測定装置  
（アルファ /ベータ線）  

B.G. ～ 99.9kmin -

1 

可搬型核種分析装置  
（ガンマ線）  

27.5～ 11000keV 
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第 11－３表  重大事故等の対処に必要な監視項目（５／５）  

対応項目  
重大事故等の対処

に必要な監視項目  
対応する設備  

計測範囲  

（単位）  

(ｂ )  風向，風速その他の気象条件の測定の手順等  

ⅰ．気象観

測 設 備 に

よ る 気 象

観 測 項 目

の測定  

風 向 ， 風 速 そ の 他

気象条件  

気象観測設備  

  風向風速計  

地上 10m 

風向： 16 方位  

風速： 0～ 90m/s 

地上 150m 

風向： 16 方位  

風速： 0～ 30m/s 

気象観測設備  

  日射計  
0～ 1.50kW/m 2 

気象観測設備  

  放射収支計  
-0.3～ 1.2kW/m 2 

気象観測設備  

  雨量計  
0.5mm ごとの計測  

ⅱ．可搬型

気 象 観 測

設 備 に よ

る 気 象 観

測 項 目 の

代替測定  

風 向 ， 風 速 そ の 他

気象条件  

可搬型気象観測設備  

  風向風速計  

風向： 16 方位  

風速： 0～ 90m/s 

可搬型気象観測設備  

  日射計  
0～ 2.00kW/m 2 

可搬型気象観測設備  

  放射収支計  

-0.714～

1.50kW/m 2 

可搬型気象観測設備  

  雨量計  
0.5mm ごとの計測  

ⅲ．可搬型

風 向 風 速

計 に よ る

風 向 及 び

風 速 の 測

定  

風向及び風速  可搬型風向風速計  
風向： 8 方位  

風速： 2～ 30m/s 

(ｅ )  バックグラウンド低減対策の手順  

ⅰ．モニタ
リ ン グ ポ
ス ト の バ
ッ ク グ ラ
ウ ン ド 低
減対策  

線量率  モニタリングポスト  

低レンジ  
10 - 2 ～ 10 1 μ Gy/h 
高レンジ  
10 0 ～ 10 5 μ Gy/h 

ⅱ．可搬型
環 境 モ ニ
タ リ ン グ
設 備 の バ
ッ ク グ ラ
ウ ン ド 低
減対策  

線量率  
可搬型環境モニタリング設備  
  可搬型線量率計  

B.G. ～ 100mSv/h
又は mGy/h 
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第 11－ 4 表  審査基準における要求事項ごとの給電対策設備  

手順等  供給対象設備  給電元  

監 視 測 定 等 に 関 す る

手順等  

代替モニタリング設備  
  可 搬 型 排 気 モ ニ タ リ ン グ

設備  

  可 搬 型 排 気 モ ニ タ リ ン グ

用データ伝送装置  

代替モニタリング設備  

  可 搬 型 排 気 モ ニ タ リ ン グ

用発電機  

代替電源設備  

  使 用 済 燃 料 の 受 入 れ 施 設

及 び 貯 蔵 施 設 可 搬 型 発 電

機  

代替試料分析関係設備  
  可搬型核種分析装置  

  可 搬 型 ト リ チ ウ ム 測 定 装

置  

代替モニタリング設備  

  可 搬 型 排 気 モ ニ タ リ ン グ

用発電機  

代替モニタリング設備  
  可 搬 型 環 境 モ ニ タ リ ン グ

設備  

  可 搬 型 環 境 モ ニ タ リ ン グ

用データ伝送装置  

代替モニタリング設備  

  可 搬 型 環 境 モ ニ タ リ ン グ

用発電機  

代替気象観測設備  
  可搬型気象観測設備  

  可 搬 型 気 象 観 測 用 デ ー タ

伝送装置  

代替気象観測設備  

  可搬型気象観測用発電機  

環境モニタリング設備  
  モニタリングポスト  

  ダストモニタ  

  環 境 モ ニ タ リ ン グ 用 可 搬

型発電機  

  非常用所内電源系統  
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手 順  着 手 の 判 断 基 準  実 施 の 判 断 基 準  停 止 の 判 断 基 準  備 考  

排 気 口

に お け

る 放 射

性 物 質

の 濃 度

の 測 定  

主 排 気

筒 に お

け る 放

射 性 物

質 の 濃

度 の 測

定  

排 気 モ ニ タ リ ン

グ 設 備 に よ る 主

排 気 筒 か ら 放 出

さ れ る 放 射 性 物

質 の 濃 度 の 測 定  

主 排 気 筒 の 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 の 機 能

が 維 持 さ れ て い る 場 合  
監 視 を 継 続 す る 。  －   

可 搬 型 排 気 モ ニ

タ リ ン グ 設 備 に

よ る 主 排 気 筒 か

ら 放 出 さ れ る 放

射 性 物 質 の 濃 度

の 代 替 測 定  

以 下 の い ず れ か に よ り ，主 排 気 筒 の 排 気 モ

ニ タ リ ン グ 設 備 が 機 能 喪 失 し た 場 合  

① 主 排 気 筒 の 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 の 電

源 が 喪 失 （ 放 射 線 監 視 盤 に て 確 認 ）  

② 主 排 気 筒 の 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 の 故

障 警 報 が 発 生 （ 放 射 線 監 視 盤 に て 確 認 ） 

③ 放 射 線 監 視 盤 の 電 源 が 喪 失  

準 備 完 了 後 ， 直 ち

に 実 施 す る 。  

主 排 気 筒 の 排 気

モ ニ タ リ ン グ 設

備 が 復 旧 し た 場

合  

 

放 出 管 理 分 析 設

備 に よ る 主 排 気

筒 か ら 放 出 さ れ

る 放 射 性 物 質 の

濃 度 の 測 定  

放 出 管 理 分 析 設 備 の 機 能 が 維 持 さ れ て い

る 場 合  

試 料 採 取 後 ， 測 定

を 実 施 す る 。  
－   

可 搬 型 試 料 分 析

設 備 に よ る 主 排

気 筒 か ら 放 出 さ

れ る 放 射 性 物 質

の 濃 度 の 代 替 測

定  

以 下 の い ず れ か に よ り ，放 出 管 理 分 析 設 備

が 機 能 喪 失 し た 場 合  

① 放 出 管 理 分 析 設 備 の 電 源 が 喪 失  

② 放 出 管 理 分 析 設 備 が 故 障  

代 替 設 備 の 準 備 完

了 及 び 試 料 採 取

後 ， 測 定 を 実 施 す

る 。  

放 出 管 理 分 析 設

備 が 復 旧 し た 場

合  

 

 

 

 

 

 

第 11－５表  各手順の判断基準（ 1／ 5）  
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手 順  着 手 の 判 断 基 準  実 施 の 判 断 基 準  停 止 の 判 断 基 準  備 考  

排 気 口

に お け

る 放 射

性 物 質

の 濃 度

の 測 定  

北 換 気

筒（ 使 用

済 燃 料

受 入 れ ・

貯 蔵 建

屋 換 気

筒 ）に お

け る 放

射 性 物

質 の 濃

度 の 測

定  

排 気 モ ニ タ リ ン

グ 設 備 に よ る 北

換 気 筒（ 使 用 済 燃

料 受 入 れ・貯 蔵 建

屋 換 気 筒 ）か ら 放

出 さ れ る 放 射 性

物 質 の 濃 度 の 測

定  

北 換 気 筒（ 使 用 済 燃 料 受 入 れ・貯 蔵 建 屋 換

気 筒 ）の 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 の 機 能 が 維

持 さ れ て い る 場 合  

監 視 を 継 続 す る 。  －   

可 搬 型 排 気 モ ニ

タ リ ン グ 設 備 に

よ る 北 換 気 筒（ 使

用 済 燃 料 受 入 れ・

貯 蔵 建 屋 換 気 筒 ）

か ら 放 出 さ れ る

放 射 性 物 質 の 濃

度 の 代 替 測 定  

以 下 の い ず れ か に よ り ，北 換 気 筒（ 使 用 済

燃 料 受 入 れ・貯 蔵 建 屋 換 気 筒 ）の 排 気 モ ニ

タ リ ン グ 設 備 が 機 能 喪 失 し た 場 合  

① 北 換 気 筒（ 使 用 済 燃 料 受 入 れ・貯 蔵 建 屋

換 気 筒 ）の 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 の 電 源

が 喪 失 （ 放 射 線 監 視 盤 に て 確 認 ）  

② 北 換 気 筒（ 使 用 済 燃 料 受 入 れ・貯 蔵 建 屋

換 気 筒 ）の 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 の 故 障

警 報 が 発 生 （ 放 射 線 監 視 盤 に て 確 認 ）  

③ 放 射 線 監 視 盤 の 電 源 が 喪 失  

準 備 完 了 後 ， 直 ち

に 実 施 す る 。  

北 換 気 筒（ 使 用 済

燃 料 受 入 れ・貯 蔵

建 屋 換 気 筒 ）の 排

気 モ ニ タ リ ン グ

設 備 が 復 旧 し た

場 合  

 

放 出 管 理 分 析 設

備 に よ る 北 換 気

筒（ 使 用 済 燃 料 受

入 れ・貯 蔵 建 屋 換

気 筒 ）か ら 放 出 さ

れ る 放 射 性 物 質

の 濃 度 の 測 定  

放 出 管 理 分 析 設 備 の 機 能 が 維 持 さ れ て い

る 場 合  

試 料 採 取 後 ， 測 定

を 実 施 す る 。  
－   

可 搬 型 試 料 分 析

設 備 に よ る 北 換

気 筒（ 使 用 済 燃 料

受 入 れ・貯 蔵 建 屋

換 気 筒 ）か ら 放 出

さ れ る 放 射 性 物

質 の 濃 度 の 代 替

測 定  

以 下 の い ず れ か に よ り ，放 出 管 理 分 析 設 備

が 機 能 喪 失 し た 場 合  

① 放 出 管 理 分 析 設 備 の 電 源 が 喪 失  

② 放 出 管 理 分 析 設 備 が 故 障  

代 替 設 備 の 準 備 完

了 及 び 試 料 採 取

後 ， 測 定 を 実 施 す

る 。  

放 出 管 理 分 析 設

備 が 復 旧 し た 場

合  

 

 

第 11－５表  各手順の判断基準（ 2／ 5）  
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手 順  着 手 の 判 断 基 準  実 施 の 判 断 基 準  停 止 の 判 断 基 準  備 考  

周 辺 監 視 区

域 に お け る

放 射 性 物 質

の 濃 度 及 び

線 量 の 測 定  

環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備 に

よ る 空 気 中 の 放 射 性 物 質

の 濃 度 及 び 線 量 の 測 定  

環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備 の 機 能 が 維 持 さ れ

て い る 場 合  
監 視 を 継 続 す る 。  －   

可 搬 型 環 境 モ ニ タ リ ン グ

設 備 に よ る 空 気 中 の 放 射

性 物 質 の 濃 度 及 び 線 量 の

代 替 測 定  

以 下 の い ず れ か に よ り ，環 境 モ ニ タ リ ン グ

設 備 が 機 能 喪 失 し た 場 合  

① モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト 又 は ダ ス ト モ ニ タ

の 電 源 が 喪 失 （ 環 境 監 視 盤 に て 確 認 ）  

② モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト 又 は ダ ス ト モ ニ タ

の 故 障 警 報 が 発 生 （ 環 境 監 視 盤 に て 確

認 ）  

③ 環 境 監 視 盤 の 電 源 が 喪 失  

準 備 完 了 後 ， 直 ち

に 実 施 す る 。  

環 境 モ ニ タ リ ン

グ 設 備 が 復 旧 し

た 場 合  

 

可 搬 型 建 屋 周 辺 モ ニ タ リ

ン グ 設 備 に よ る 空 気 中 の

放 射 性 物 質 の 濃 度 及 び 線

量 の 測 定  

以 下 の い ず れ か に よ り ，環 境 モ ニ タ リ ン グ

設 備 が 機 能 喪 失 し た 場 合  

① モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト 又 は ダ ス ト モ ニ タ

の 電 源 が 喪 失 （ 環 境 監 視 盤 に て 確 認 ）  

② モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト 又 は ダ ス ト モ ニ タ

の 故 障 警 報 が 発 生 （ 環 境 監 視 盤 に て 確

認 ）  

③ 環 境 監 視 盤 の 電 源 が 喪 失  

準 備 完 了 後 ， 直 ち

に 実 施 す る 。  

可 搬 型 環 境 モ ニ

タ リ ン グ 設 備 の

設 置 が 完 了 し た

場 合  

 

放 射 能 観 測 車 に よ る 空 気

中 の 放 射 性 物 質 の 濃 度 及

び 線 量 の 測 定  

放 射 能 観 測 車 の 機 能（ 搭 載 機 器 の 測 定 機 能

又 は 車 両 の 走 行 機 能 ）が 維 持 さ れ て い る 場

合  

大 気 へ の 放 射 性 物

質 の 放 出 の お そ れ

が 確 認 さ れ た 場

合 ， 実 施 す る 。  

－   

可 搬 型 放 射 能 観 測 設 備 に

よ る 空 気 中 の 放 射 性 物 質

の 濃 度 及 び 線 量 の 代 替 測

定  

以 下 の い ず れ か に よ り ，放 射 能 観 測 車 が 機

能 喪 失 し た 場 合  

① 放 射 能 観 測 車 に 搭 載 し て い る 機 器 の 測

定 機 能 が 喪 失  

② 放 射 能 観 測 車 の 走 行 機 能 が 喪 失  

代 替 設 備 の 準 備 完

了 後 ， 大 気 へ の 放

射 性 物 質 の 放 出 の

お そ れ が 確 認 さ れ

た 場 合 ，実 施 す る 。 

放 射 能 観 測 車 が

復 旧 し た 場 合  
 

環 境 試 料 測 定 設 備 に よ る

空 気 中 の 放 射 性 物 質 の 濃

度 の 測 定  

環 境 試 料 測 定 設 備 の 機 能 が 維 持 さ れ て い

る 場 合  

試 料 採 取 後 ， 測 定

を 実 施 す る 。  
－   
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手 順  着 手 の 判 断 基 準  実 施 の 判 断 基 準  停 止 の 判 断 基 準  備 考  

周 辺 監 視 区

域 に お け る

放 射 性 物 質

の 濃 度 及 び

線 量 の 測 定  

環 境 試 料 測 定 設 備 に よ る

水 中 及 び 土 壌 中 の 放 射 性

物 質 の 濃 度 の 測 定  

環 境 試 料 測 定 設 備 の 機 能 が 維 持 さ れ て い

る 場 合  

ま た ， 主 排 気 筒 の 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 ，

北 換 気 筒（ 使 用 済 燃 料 受 入 れ・貯 蔵 建 屋 換

気 筒 ）の 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 ，環 境 モ ニ

タ リ ン グ 設 備 ，可 搬 型 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設

備 ，可 搬 型 環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備 ，可 搬 型

建 屋 周 辺 モ ニ タ リ ン グ 設 備 ，放 出 管 理 分 析

設 備 ，環 境 試 料 測 定 設 備 ，可 搬 型 試 料 分 析

設 備 ，放 射 能 観 測 車 及 び 可 搬 型 放 射 能 観 測

設 備 に よ る 測 定 に よ り ，再 処 理 施 設 か ら の

放 射 性 物 質 の 放 出 の お そ れ が あ る と 判 断

し た 場 合  

再 処 理 施 設 及 び そ

の 周 辺 に お い て ，

水 中 及 び 土 壌 中 の

放 射 性 物 質 の 濃 度

の 測 定 が 必 要 な 場

合 ， 実 施 す る 。  

－   

可 搬 型 試 料 分 析 設 備 に よ

る 空 気 中 の 放 射 性 物 質 の

濃 度 の 代 替 測 定  

以 下 の い ず れ か に よ り ，環 境 試 料 測 定 設 備

が 機 能 喪 失 し た 場 合  

① 環 境 試 料 測 定 設 備 の 電 源 が 喪 失  

② 環 境 試 料 測 定 設 備 が 故 障  

代 替 設 備 の 準 備 完

了 後 及 び 試 料 採 取

後 ， 測 定 を 実 施 す

る 。  

環 境 試 料 測 定 設

備 が 復 旧 し た 場

合  

 

可 搬 型 試 料 分 析 設 備 に よ

る 水 中 及 び 土 壌 中 の 放 射

性 物 質 の 濃 度 の 測 定  

以 下 の い ず れ か に よ り ，環 境 試 料 測 定 設 備

が 機 能 喪 失 し た 場 合  

① 環 境 試 料 測 定 設 備 の 電 源 が 喪 失  

② 環 境 試 料 測 定 設 備 が 故 障  

 

ま た ， 主 排 気 筒 の 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 ，

北 換 気 筒（ 使 用 済 燃 料 受 入 れ・貯 蔵 建 屋 換

気 筒 ）の 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 ，環 境 モ ニ

タ リ ン グ 設 備 ，可 搬 型 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設

備 ，可 搬 型 環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備 ，可 搬 型

建 屋 周 辺 モ ニ タ リ ン グ 設 備 ，放 出 管 理 分 析

設 備 ，環 境 試 料 測 定 設 備 ，可 搬 型 試 料 分 析

設 備 ，放 射 能 観 測 車 及 び 可 搬 型 放 射 能 観 測

設 備 に よ る 測 定 に よ り ，再 処 理 施 設 か ら の

放 射 性 物 質 の 放 出 の お そ れ が あ る と 判 断

し た 場 合  

再 処 理 施 設 及 び そ

の 周 辺 に お い て ，

水 中 及 び 土 壌 中 の

放 射 性 物 質 の 濃 度

の 測 定 が 必 要 な 場

合 ， 実 施 す る 。  

環 境 試 料 測 定 設

備 が 復 旧 し た 場

合  
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手 順  着 手 の 判 断 基 準  実 施 の 判 断 基 準  停 止 の 判 断 基 準  備 考  

風 向 ， 風 速

そ の 他 の 気

象 条 件 の 測

定  

気 象 観 測 設 備 に よ る 気 象

観 測 項 目 の 測 定  

気 象 観 測 設 備 の 機 能 が 維 持 さ れ て い る 場

合  
監 視 を 継 続 す る 。  －   

可 搬 型 気 象 観 測 設 備 に よ

る 気 象 観 測 項 目 の 代 替 測

定  

以 下 の い ず れ か に よ り ，気 象 観 測 設 備 が 機

能 喪 失 し た 場 合  

① 気 象 観 測 設 備 の 電 源 が 喪 失（ 気 象 盤 に て

確 認 ）  

② 気 象 観 測 設 備 の 故 障 警 報 が 発 生（ 気 象 盤

に て 確 認 ）  

③ 気 象 盤 の 電 源 が 喪 失  

準 備 完 了 後 ， 直 ち

に 実 施 す る 。  

気 象 観 測 設 備 が

復 旧 し た 場 合  
 

可 搬 型 風 向 風 速 計 に よ る

風 向 及 び 風 速 の 測 定  

以 下 の い ず れ か に よ り ，気 象 観 測 設 備 が 機

能 喪 失 し た 場 合  

① 気 象 観 測 設 備 の 電 源 が 喪 失（ 気 象 盤 に て

確 認 ）  

② 気 象 観 測 設 備 の 故 障 警 報 が 発 生（ 気 象 盤

に て 確 認 ）  

③ 気 象 盤 の 電 源 が 喪 失  

準 備 完 了 後 ， 直 ち

に 実 施 す る 。  

可 搬 型 気 象 観 測

設 備 の 設 置 が 完

了 し た 場 合  

 

 

環 境 モ ニ タ

リ ン グ 設 備

の 電 源 を 環

境 モ ニ タ リ

ン グ 用 代 替

電 源 設 備 か

ら 給 電  

環 境 モ ニ タ リ ン グ 用 可 搬

型 発 電 機 に よ る 環 境 モ ニ

タ リ ン グ 設 備 へ の 給 電  

非 常 用 所 内 電 源 系 統 か ら 環 境 モ ニ タ リ ン

グ 設 備 へ の 給 電 が 喪 失 し ，無 停 電 電 源 装 置

に よ り 給 電 さ れ ，環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備 の

機 能 が 維 持 さ れ て い る 場 合  

準 備 完 了 後 ， 直 ち

に 実 施 す る 。  

非 常 用 所 内 電 源

系 統 か ら の 給 電

が 再 開 し た 場 合  

 

モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト の バ ッ ク グ ラ ウ ン

ド 低 減 対 策  

再 処 理 施 設 か ら 大 気 中 へ の 放 射 性 物 質 の

放 出 に よ り ，モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト の バ ッ ク

グ ラ ウ ン ド が 上 昇 す る お そ れ が あ る と 判

断 し た 場 合  

準 備 完 了 後 ， 直 ち

に 実 施 す る 。  

再 処 理 施 設 か ら

大 気 中 へ の 放 射

性 物 質 の 放 出 が

収 ま っ た 場 合  

 

可 搬 型 環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備 の バ ッ ク

グ ラ ウ ン ド 低 減 対 策  

再 処 理 施 設 か ら 大 気 中 へ の 放 射 性 物 質 の

放 出 に よ り ，可 搬 型 環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備

の バ ッ ク グ ラ ウ ン ド が 上 昇 す る お そ れ が

あ る と 判 断 し た 場 合  

空 間 放 射 線 量 率 の

上 昇 後 ，実 施 す る 。 

再 処 理 施 設 か ら

大 気 中 へ の 放 射

性 物 質 の 放 出 が

収 ま っ た 場 合  
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第 11－１図 フォールトツリー分析（排気モニタリング設備）  

凡例 

  ：AND 条件       ：代替手段による対応 

  ：OR 条件        

 

排気モニタリング設備の機能喪失 

対応手段 

 可搬型排気モニタリング設備の設置 

 可搬型排気モニタリング用データ伝送装

置及び可搬型データ表示装置の設置 

放射線監視盤（A 系） 
機能喪失 

排気モニタリング設備（A 系） 
機能喪失 

※１ 地震 
※２ 火山の影響 
※３ 全交流動力電源の喪失 
※４ 動的機器の多重故障 

※１ ※１ 

排気モニタリング設備（B 系） 
機能喪失 

排気筒モニタ（A 系）， 
排気サンプリング設備（A 系） 

機能喪失 

  

排気筒モニタ 

（A 系） 

損傷 

排気サンプ

リング設備 

（A 系） 

損傷 

 

放射線監視盤（B 系） 
機能喪失 

※１ ※１ 

排気筒モニタ（B 系）， 
排気サンプリング設備（B 系） 

機能喪失 

   
放射線監視盤 

（A 系） 

損傷 

排気筒モニタ 

（B 系） 

損傷 

排気サンプ

リング設備 

（B 系） 

損傷 

※１ 

 

非常用電源 

（A 系） 

喪失 

※１ 
※２ 
※３ 

 

非常用電源 

（A 系） 

喪失 

※１ 
※２ 
※３ 

※１ 

 

非常用電源 

（B 系） 

喪失 

※１ 
※２ 
※３ 

 

非常用電源 

（B 系） 

喪失 

※１ 
※２ 
※３ 

放射線監視盤 

（B 系） 

損傷 
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第 11－２図 フォールトツリー分析（環境モニタリング設備）  

凡例 

  ：AND 条件       ：代替手段による対応 

  ：OR 条件        

 

環境モニタリング設備の機能喪失 ① 

環境監視盤 
機能喪失 

モニタリングポスト 
機能喪失 

ダストモニタ 
機能喪失 

対応手段 

①：可搬型建屋周辺モニタリング設備による測定 

可搬型環境モニタリング設備の設置 

可搬型環境モニタリング用データ伝送装置及 

び可搬型データ表示装置の設置 

②：環境モニタリング用可搬型発電機の設置 

② ② 

※１ 

※１ 地震 
※２ 火山の影響 
※３ 全交流動力電源の喪失 
※４ 動的機器の多重故障 

※１ 
※２ 
※３ 

※１ 
※２ 

※１ 
※２ 
※３ 

※１ 
※２ 
※３ 

※１ 

 
モニタリング

ポスト 

損傷 

 

ダスト 

モニタ 

損傷 

 
環境監視盤 

損傷 
 

非常用電源 

喪失 
 

非常用電源 

喪失 
 

非常用電源 

喪失 
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第 11－３図 フォールトツリー分析（放射能観測車）  

凡例 

  ：AND 条件       ：代替手段による対応 

  ：OR 条件        

 

放射能観測車の機能喪失 
対応手段 

 可搬型放射能観測設備による測定 

車両 
走行機能の喪失 

搭載機器 
測定機能の喪失 

※１ 
※２ 

※１ 
※２ 

 
搭載機器 

損傷 
 

車両 

損傷 

※１ 地震 
※２ 火山の影響 
※３ 全交流動力電源の喪失 
※４ 動的機器の多重故障 
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第 11－４図 フォールトツリー分析（気象観測設備） 

凡例 

  ：AND 条件       ：代替手段による対応 

  ：OR 条件        

 

気象観測設備の機能喪失 

対応手段 

 可搬型風向風速計による測定 

 可搬型気象観測設備の設置 

 可搬型気象観測用データ伝送装置及び可

搬型データ表示装置の設置 

気象盤 
機能喪失 

気象測器 
機能喪失 

※１ ※１ 
※２ 
※３ 

※１ 
※２ 
※３ 

※１ 

※１ 地震 
※２ 火山の影響 
※３ 全交流動力電源の喪失 
※４ 動的機器の多重故障 

 
気象測器 

損傷 
 

常用電源 

喪失 
 

気象盤 

損傷 
 

常用電源 

喪失 
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凡例 

：接続口 

：電源ケーブル 

第 11－５図 可搬型発電機接続時の系統図 

（建屋境界） 

可
搬
型
排
気
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ニ
タ
リ
ン
グ
設
備 

100Ｖ 

代替モニタリング設備 
可搬型排気モニタリング用発電機 

 Ｄ／Ｇ 

主排気筒管理

建屋 

可
搬
型
排
気
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
用

デ
ー
タ
伝
送
装
置 

100Ｖ 

100Ｖ 

代替モニタリング設備 
可搬型環境モニタリング用発電機 

 Ｄ／Ｇ 

可
搬
型
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
設
備 

100Ｖ 

代替気象観測設備 
可搬型気象観測用発電機 

 Ｄ／Ｇ 

可
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型
気
象
観
測
設
備 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト 

100Ｖ 

環境モニタリング用可搬型 
発電機 

 Ｄ／Ｇ 

ダ
ス
ト
モ
ニ
タ 

モニタリング

ポスト局舎 

200Ｖ 

/100Ｖ 

可
搬
型
環
境
モ
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タ
リ
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グ
用

デ
ー
タ
伝
送
装
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可
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気
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用 

デ
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伝
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装
置 
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搬
型
核
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分
析
装
置 

可
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型
ト
リ
チ
ウ
ム
測
定
装
置 
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可搬型試料分析設備の準備 

 

凡例 

   ：操作・確認 

   ：判断 

   ：監視 

主排気筒の排気モニタリング設備が

機能維持しているか 

放射性物質の捕集 

放射性希ガスの濃度の測定 

※１ 

・放射線監視盤の状況を確認し，電源が喪失

している又は故障警報が発生している場合

は，主排気筒の排気モニタリング設備が機

能喪失したと判断する。 

※２ 

・異常発生から施設の状態を把握する初動の

時間内に，可搬型ガスモニタ，可搬型排気

サンプリング設備を設置する。 

※５ 

・排気試料のうち集塵ろ紙は，定期的に簡易

測定する。 

・排気試料は，定期的及び大気中への放射性

物質の放出のおそれがある場合に，回収し

て測定する。 

指示値の監視及び記録 

（中央制御室及び緊急時対策所） 

放射線監視盤にて主排気筒の 

排気モニタリング設備の状況確認※１ 

放出管理分析設備の状況確認※４ 

※４ 

・放出管理分析設備の状況を確認し，電源が

喪失している又は故障している場合は，当

該設備が機能喪失したと判断する。 

 

機能維持している 機能喪失している 

放出管理分析設備が機能維持しているか 

 試料の放射性物質の濃度の測定 

放射性物質の濃度の評価※５ 

機能維持している 機能喪失している 

放射性物質の捕集 

放射性希ガスの濃度の測定※３ 

 

試料の放射性物質の濃度の測定 

放射性物質の濃度の評価※５，※６ 

 

※６ 

・放出管理分析設備が復旧した場合，放出管

理分析設備により測定を行う。 

可搬型ガスモニタ，可搬型排気サンプリング設備，可搬

型排気モニタリング用データ伝送装置の設置※２ ※３ 

・主排気筒の排気モニタリング設備が復旧し

た場合，主排気筒の排気モニタリング設備

により，測定，監視及び記録を行う。 

 

第 11－６図 排気モニタリングの手順の概要（１／２） 

 指示値の監視及び記録 

（中央制御室及び緊急時対策所）※３ 
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 試料の放射性物質の濃度の測定 

放射性物質の濃度の評価※５，※６ 

 

 

可搬型試料分析設備の準備 凡例 

   ：操作・確認 

   ：判断 

   ：監視 

※５ 

・排気試料は，定期的及び大気中への放射性

物質の放出のおそれがある場合に，回収し

て測定する。 

可搬型ガスモニタ，可搬型排気サンプリング設備， 

可搬型排気モニタリング用データ伝送装置の設置 
※４ 

・放出管理分析設備の状況を確認し，電源が

喪失している又は故障している場合は，当

該設備が機能喪失したと判断する。 

 

 

 

 

放射性物質の捕集 

放射性希ガスの濃度の測定 

※２ 

・放射線監視盤の状況を確認し，電源が喪失

している又は故障警報が発生している場合

は，北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建

屋換気筒）の排気モニタリング設備が機能

喪失したと判断する。 

試料の放射性物質の濃度の測定 

放射性物質の濃度の評価※５ 

指示値の監視及び記録 

（中央制御室及び緊急時対策所）※３ 

 

第 11－６図 排気モニタリングの手順の概要（２／２） 

北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の 

排気モニタリング設備が機能維持しているか 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の 

気体廃棄物の廃棄施設の状況確認※１ 

放出管理分析設備の状況確認※４ 

放出管理分析設備が機能維持しているか 

機能維持 

している 

機能喪失 

している 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の 

気体廃棄物の廃棄施設が機能維持しているか 

機能維持 

している 

機能喪失 

している 

建屋周辺における 

モニタリングを実施 

放射線監視盤にて北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒） 

の排気モニタリング設備の状況確認※２ 

機能維持 

している 
機能喪失 

している 

※１ 

・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気設備の状

況を確認し，電源が喪失している又は建屋

排風機が停止している場合は気体廃棄物の

廃棄施設が機能喪失したと判断する。 

※３ 

・北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換

気筒）の排気モニタリング設備が復旧した

場合，北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵

建屋換気筒）の排気モニタリング設備によ

り，測定，監視及び記録を行う。 

放射性物質の捕集 

放射性希ガスの濃度の測定※３ 

 

指示値の監視及び

記録 

（中央制御室及び

緊急時対策所） 

 
※６ 

・放出管理分析設備が復旧した場合，放出管

理分析設備により，測定を行う。 

3075



 

 

 

 

 

第 11－７図 可搬型発電機による給電手順の概要 

可搬型重大事故等 

対処設備の監視 

 

可搬型発電機 起動 

可搬型重大事故等 

対処設備の接続 

対処の移行判断 ※２ 

可搬型電源ケーブル 

敷設・接続 

可搬型重大事故等 

対処設備への給電 
※２ 対処の移行判断 
・可搬型発電機による可搬型重大事故等 

 対処設備への電源供給準備が完了した 

 場合。 

※１ 対処の移行判断 
・外部電源が喪失し，非常用ディーゼル 

 発電機が手動起動できない場合。 

・非常用ディーゼル発電機が起動した 

 ものの，各建屋の電力が確保されない 

 場合。 

重大事故等への対処の移行判断 ※１ 

可搬型発電機 起動 

可搬型重大事故等 

対処設備の接続 

対処の移行判断 ※２ 

可搬型電源ケーブル 

敷設・接続 

可搬型重大事故等 

対処設備への給電 

重大事故等への対処の移行判断 ※１ 

（可搬型発電機を建屋内に保管している場合） （可搬型発電機が外部保管エリアに保管されている場合） 

可搬型発電機の運搬・設置 

可搬型重大事故等 

対処設備の監視 

 

：操作・確認 
：判断 
：監視 
：発生防止対策 
：拡大防止対策 
：異常な水準の放出防止対策 

凡例 
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備考

1 対策活動の指揮 実施責任者 1 -

2 要員の指揮等 放射線対応班長 1 -

3 要員の指揮等 建屋外対応班長 1 -

4 重大事故等対処設備への燃料補給 建屋外対応班の班員 3 -

5 放射線監視盤確認，作業指示確認
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:15

6 制御建屋→主排気筒管理建屋へ移動
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:05

7 設置，測定開始
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:55

8 中央制御室へ移動，報告
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:05

可搬型排気モニタリング
設備による主排気筒から
放出される放射性物質の
濃度の代替測定
（可搬型排気モニタリング
設備の設置）

作業
番号

作業 対応要員・要員数
所要時間
（時：分）

経過時間（時：分）

0:10 0:20 0:30 0:40 0:50 1:00 1:10 1:20

▽ 活動開始 ▽ １時間20分

設置完了，測定開始

：定期的な頻度で実施する項目

・放射性希ガスの指示値確認

頻度：１回／30分

・捕集した排気試料の放射性物質の濃度の測定

頻度：１回／30分

・指示値の伝送，監視及び記録

頻度：１回／１時間

1:30 1:40 1:50 2:00

備考

1 対策活動の指揮 実施責任者 1 -

2 要員の指揮等 放射線対応班長 1 -

3 要員の指揮等 建屋外対応班長 1 -

4 重大事故等対処設備への燃料補給 建屋外対応班の班員 3 -

5 事前打合せ
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:20

6 移動（制御建屋→主排気筒管理建屋）
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:10

7 資機材準備
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:30

8 設置
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:30

経過時間（時：分）

可搬型排気モニタリン
グ設備による主排気
筒から放出される放
射性物質の濃度の代
替測定
（可搬型ガスモニタの
測定値の伝送）

要員数
所要時間
（時：分）

作業
作業
番号

0:10 0:20 0:30 0:40 0:50 1:00 1:10 1:20

▽ 活動開始 ▽

1:30 1:40 1:50 2:00

１時間30分

設置完了，伝送開始

第 11－８図  可搬型排気モニタリング設備による放射性物質の濃度の測定のタイムチャート  

（主排気筒）  
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第 11－９図  放出管理分析設備による放射性物質の濃度の測定のタイムチャート  

 

備考

1 対策活動の指揮 実施責任者 1 -

2 要員の指揮等 放射線対応班長 1 -

3 事前打合せ
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:15

4
制御建屋→主排気筒管理建屋又は使用
済燃料受入れ・貯蔵管理建屋へ移動

放射線対応班の班員
Ａ，Ｂ

2 0:05

5 試料回収
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:10

6
主排気筒管理建屋又は使用済燃料受入
れ・貯蔵管理建屋→分析建屋へ移動

放射線対応班の班員
Ａ，Ｂ

2 0:10

7 試料測定
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:20

放出管理分析設備によ
る主排気筒又は北換気
筒（使用済燃料受入れ・
貯蔵建屋換気筒）から
放出される放射性物質
の濃度の測定

経過時間（時：分）

所要時間
（時：分）

要員数作業
作業
番号

0:05 0:10 0:15 0:20 0:25 0:30

▽ 活動開始 ▽ １時間

測定完了

0:35 0:40 0:45 0:50 0:55 1:00
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第 11－ 10 図  可搬型試料分析設備による放射性物質の濃度の測定のタイムチャート  

 

備考

1 対策活動の指揮 実施責任者 1 -

2 要員の指揮等 放射線対応班長 1 -

3 要員の指揮等 建屋外対応班長 1 -

4 重大事故等対処設備への燃料補給 建屋外対応班の班員 3 -

5 事前打合せ
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:15

6
制御建屋→主排気筒管理建屋又は使用
済燃料受入れ・貯蔵管理建屋へ移動

放射線対応班の班員
Ａ，Ｂ

2 0:05

7 試料回収
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:10

8 試料測定
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:30

作業
番号

経過時間（時：分）

可搬型試料分析設備に
よる主排気筒又は北換
気筒（使用済燃料受入
れ・貯蔵建屋換気筒）
から放出される放射性
物質の濃度の代替測
定

所要時間
（時：分）

要員数作業

「主排気筒から放出される放射性物質の濃度の測定」と「可搬型
風向風速計による風向及び風速の測定」は2名で現場に移動す
る。

0:05 0:10 0:15 0:20 0:25 0:30

▽ 活動開始 ▽ １時間

測定完了

0:35 0:40 0:45 0:50 0:55 1:00
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第 11－ 11 図  可搬型排気モニタリング設備による放射性物質の濃度の測定のタイムチャート  

（北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒））  

 

備考

1 対策活動の指揮 実施責任者 1 -

2 要員の指揮等 放射線対応班長 1 -

3 要員の指揮等 建屋外対応班長 1 -

4 重大事故等対処設備への燃料補給 建屋外対応班の班員 3 -

5 放射線監視盤確認，作業指示確認
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:15

6
制御建屋→外部保管エリアへ移動，監視
測定用運搬車及び資機材準備，積載

放射線対応班の班員
G，H

2 0:25

7
外部保管エリア→使用済燃料受入れ・貯
蔵管理建屋へ移動，資機材荷卸

放射線対応班の班員
G，H

2 0:20

8 設置
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 1:00

9 設置及び測定開始，指示値の伝送
放射線対応班の班員

C，D（又はE，F又はG，H）
2 1:10

経過時間（時：分）

可搬型排気モニタリング設
備による北換気筒（使用
済燃料受入れ・貯蔵建屋
換気筒）から放出される放
射性物質の濃度の代替測
定

所要時間
（時：分）

要員数作業
作業
番号

0:20 0:40 1:00 1:20 1:40 2:00 2:20 2:40

▽ 活動開始
▽ ２３時間

設置完了・測定開始

21:40 22:00 22:20 22:40 23:00
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凡例 
   ：操作・確認 
   ：判断 
   ：監視 

環境モニタリング設備へ 

環境モニタリング用可搬型発電機

の接続・給電※３ 

 

可搬型試料分析設備の準備 

 試料の放射性物質の濃度の測定 

放射性物質の濃度の評価※６ 

※２ 

・可搬型環境モニタリング設備（モニタリングポストの代替とし

て可搬型線量率計，ダストモニタの代替として可搬型ダストモ

ニタ）による代替測定地点については，指示値の連続性を考慮

し，環境モニタリング設備に隣接した位置に設置することを原

則とする。 

・設置の順番は，風下方向を優先する。 

環境モニタリング設備により風下方向が監視できている場合

は，監視できていない方角を優先的に設置する。 

※６ 

・ダストモニタ又は可搬型ダストモニタで捕集した試料は，定期

的又は大気中への放射性物質の放出のおそれがある場合に試

料を回収して，測定する。 

・再処理施設からの放射性物質の放出のおそれがあると判断した

場合に，再処理施設及びその周辺において水試料及び土壌試料

を採取し，測定する。 

 

環境モニタリング設備が 

機能維持しているか 

環境監視盤にて環境モニタリング設備の

状況確認※１ 

指示値の監視及び記録 

（中央制御室及び 

  緊急時対策所） 

機能維持 

している 
機能喪失 

している 

※１ 

・環境監視盤の状況を確認し，電源が喪失している又は故障警報

が発生している場合は，環境モニタリング設備が機能喪失した

と判断する。 

非常用所内電源系統が

機能維持しているか 

機能維持 

している 

機能喪失 

している 

環境試料測定設備が 

機能維持しているか 

可搬型環境モニタリング設

備，可搬型環境モニタリング

用データ伝送装置の設置※２ 

 

※３ 

・環境モニタリング用可搬型発電機の設置位置である環境モニタ

リング設備の近傍への移動ルートが通行できない場合は，周辺

監視区域における放射性物質の濃度及び線量の測定を可搬型

環境モニタリング設備により実施する。 

その後，移動ルートが通行できる状況になった場合は，環境モ

ニタリング設備の近傍に設置する。 

なお，非常用所内電源系統からの給電が再開した場合は，非

常用所内電源系統からの給電に切り替える。 

第 11－12図 環境モニタリングの手順の概要（１／２） 

機能維持 

している 

 

機能喪失 

している 

可搬型建屋周辺モニタ 

リング設備の準備 

 周辺監視区域における線量当量率の測定 

放射性物質の捕集及び測定  
建屋周辺における 

線量当量率及び放射性 

物質の濃度の測定※５ 

 

※５ 

・可搬型環境モニタリング設備を設置するまでの間，定期的に測

定する。 

 

周辺監視区域における線量当量率の測定 

放射性物質の捕集及び測定※４ 

 
指示値の監視及び記録 

（中央制御室及び緊急時 

対策所）※４ 

試料の放射性物質の濃度の測定 

放射性物質の濃度の評価※６，７ 

※４ 

・環境モニタリング設備が復旧した場合，環境モニタリング設備

により，測定，監視及び記録を行う。 

 

※７ 

・環境試料測定設備が復旧した場合，環境試料測定設備により測

定を行う。 
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第 11－12図 環境モニタリングの手順の概要（２／２） 

※８ 

・搭載機器の測定機能又は車両の走行機能が喪失し

た場合は，放射能観測車が機能喪失したと判断す

る。 

※９ 

・再処理施設から大気中への放射性物質の放出のお

それがある場合は，最大濃度地点又は風下方向に

て測定する。 

・それ以外の場合は，可搬型環境モニタリング設備

又は環境モニタリングにより測定できていない方

角にて測定する。 

放射能観測車が 
機能維持しているか 

放射能観測車の状況確認 
※８ 

可搬型放射能観測設備 
の準備 

凡例 
   ：操作・確認 
   ：判断 
   ：監視 

最大濃度地点又は風下方向における 
線量当量率及び放射性物質の濃度の測定※９ 

機能喪失 
している 

機能維持 
している 

最大濃度地点又は風下方向における 
線量当量率及び放射性物質の濃度の測定

※９，１０ 
 

※１０ 

・放射能観測車が復旧した場合，放射能観測車によ

り測定を行う。 
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第 11－ 13 図  可搬型環境モニタリング設備の設置場所の例
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1 対策活動の指揮 実施責任者 1 -

2 要員の指揮等 放射線対応班長 1 -

3 要員の指揮等 建屋外対応班長 1 -

4 重大事故等対処設備への燃料補給 建屋外対応班の班員 3 -

5 事前打合せ
放射線対応班の班員

Ｃ，Ｄ
2 0:20

6 制御建屋→外部保管エリアへ移動
放射線対応班の班員

Ｃ，Ｄ
2 0:10

7
監視測定用運搬車及び資機材準
備，積載

放射線対応班の班員
Ｃ，Ｄ

2 0:30

8
外部保管エリア→ＭＰ１へ移動，荷
卸

放射線対応班の班員
Ｃ，Ｄ

2 0:20

9
ＭＰ１へ設置及び測定開始，指示値
の伝送

放射線対応班の班員
Ｃ，Ｄ

2 0:20

10 ＭＰ１→ＭＰ２へ移動，荷卸
放射線対応班の班員

Ｃ，Ｄ
2 0:20

11
ＭＰ２へ設置及び測定開始，指示値
の伝送

放射線対応班の班員
Ｃ，Ｄ

2 0:20

12 ＭＰ２→ＭＰ３へ移動，荷卸
放射線対応班の班員

Ｃ，Ｄ
2 0:20

13
ＭＰ３へ設置及び測定開始，指示値
の伝送

放射線対応班の班員
Ｃ，Ｄ

2 0:20

14 ＭＰ３→緊急時対策所へ移動
放射線対応班の班員

Ｃ，Ｄ
2 0:20

15
緊急時対策所へ伝送装置設置，指
示値の受信，監視及び記録

放射線対応班の班員
Ｃ，Ｄ

2 0:20

16 事前打合せ
放射線対応班の班員

Ｅ，Ｆ
2 0:20

17
制御建屋へケーブル敷設，表示装置
設置

放射線対応班の班員
Ｅ，Ｆ

2 1:00

18 制御建屋→外部保管エリアへ移動
放射線対応班の班員

Ｅ，Ｆ
2 0:10

19
監視測定用運搬車及び資機材準
備，積載

放射線対応班の班員
Ｅ，Ｆ

2 0:30

20
外部保管エリア→ＭＰ６へ移動，荷
卸

放射線対応班の班員
Ｅ，Ｆ

2 0:20

21
ＭＰ６へ設置及び測定開始，指示値
の伝送

放射線対応班の班員
Ｅ，Ｆ

2 0:20

22 ＭＰ６→ＭＰ７へ移動，荷卸
放射線対応班の班員

Ｅ，Ｆ
2 0:20

23
ＭＰ７へ設置及び測定開始，指示値
の伝送

放射線対応班の班員
Ｅ，Ｆ

2 0:20

24 ＭＰ７→ＭＰ８へ移動，荷卸
放射線対応班の班員

Ｅ，Ｆ
2 0:20

25
ＭＰ８へ設置及び測定開始，指示値
の伝送

放射線対応班の班員
Ｅ，Ｆ

2 0:20

26 事前打合せ
放射線対応班の班員

Ｇ，Ｈ
2 0:20

27 制御建屋→外部保管エリアへ移動
放射線対応班の班員

Ｇ，Ｈ
2 0:10

28
監視測定用運搬車及び資機材準
備，積載

放射線対応班の班員
Ｇ，Ｈ

2 0:30

29
外部保管エリア→ＭＰ９へ移動，荷
卸

放射線対応班の班員
Ｇ，Ｈ

2 0:30

30
ＭＰ９へ設置及び測定開始，指示値
の伝送

放射線対応班の班員
Ｇ，Ｈ

2 0:20

31 ＭＰ９→ＭＰ５へ移動，荷卸
放射線対応班の班員

Ｇ，Ｈ
2 0:30

32
ＭＰ５へ設置及び測定開始，指示値
の伝送

放射線対応班の班員
Ｇ，Ｈ

2 0:20

33 ＭＰ５→ＭＰ４へ移動，荷卸
放射線対応班の班員

Ｇ，Ｈ
2 0:30

34
ＭＰ４へ設置及び測定開始，指示値
の伝送

放射線対応班の班員
Ｇ，Ｈ

2 0:20

経過時間（時：分） 備考

可搬型環境モニタリング設備
による空気中の放射性物質
の濃度及び線量の代替測定

所要時間
（時：分）

要員数作業
作業
番号

0:30 1:00 1:30 2:00 2:30 3:00 3:30 4:00

▽ 活動開始 ５時間

設置完了

4:30 5:00 5:30 6:00

第 11－ 14 図  可搬型環境モニタリング設備による空気中の放射性物質の濃度及び線量の  

代替測定のタイムチャート  
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備考

1 対策活動の指揮 実施責任者 1 -

2 要員の指揮等 放射線対応班長 1 -

3
管理区域への入域状況確認
資機材準備及び搬出，仮設照明の設置

放射線対応班の班員
Ｉ，Ｊ

2 0:10 　　　　

4 通常退域者の支援
放射線対応班の班員

Ｉ
1 0:20

5
出入管理建屋玄関の確認
入退域状況等の報告

放射線対応班の班員
Ｊ

1 0:10

6
線量率（ガンマ線）の測定
放射性物質の捕集，測定

放射線対応班の班員
Ｉ

1 0:10 　　　　　

7 緊急避難者の対応
放射線対応班の班員

Ｊ
1 0:10

8 モニタリング結果等の報告
放射線対応班の班員

Ｉ，Ｊ
2 0:05

9
測定する建屋（北）移動
線量率（ガンマ線，中性子線）測定

放射線対応班の班員
Ｉ，Ｊ

2 0:10

10
測定する建屋（東）移動
線量率（ガンマ線，中性子線）測定

放射線対応班の班員
Ｉ，Ｊ

2 0:05

11
測定する建屋（西）移動
線量率（ガンマ線，中性子線）測定

放射線対応班の班員
Ｉ，Ｊ

2 0:10

12
測定する建屋（南）移動
線量率（ガンマ線，中性子線）測定

放射線対応班の班員
Ｉ，Ｊ

2 0:05

13
測定した建屋→制御建屋に移動
モニタリング結果の報告

放射線対応班の班員
Ｉ，Ｊ

2 0:10

14
線量率（ガンマ線，中性子線）の測定
放射性物質の捕集，測定

放射線対応班の班員
Ｉ，Ｊ

2 0:10

15
管理区域への入域状況確認
資機材準備及び搬出，仮設照明の設置

放射線対応班の班員 Ｋ
建屋対策班の班員

3 0:10 　　　　

16 通常退域者の支援
放射線対応班の班員 Ｋ

建屋対策班の班員
3 0:10

17 緊急避難者の対応
放射線対応班の班員 Ｋ

建屋対策班の班員
3 0:10

18
線量率（ガンマ線）の測定
放射性物質の捕集，測定

放射線対応班の班員 Ｋ
建屋対策班の班員

3 0:10

19
低レベル廃棄物処理建屋→制御建屋へ移動
モニタリング結果等の報告

放射線対応班の班員 Ｋ
建屋対策班の班員

3 0:10

20
管理区域への入域状況確認
資機材準備及び搬出，仮設照明の設置

放射線対応班の班員 Ｌ
建屋対策班の班員

3 0:10 　　　　

21 通常退域者の支援
放射線対応班の班員 Ｌ

建屋対策班の班員
3 0:10

22 緊急避難者の対応
放射線対応班の班員 Ｌ

建屋対策班の班員
3 0:10

23
線量率（ガンマ線）の測定
放射性物質の捕集

放射線対応班の班員 Ｌ
建屋対策班の班員

3 0:05

24
使用済燃料受入れ・貯蔵管理建屋→使用済燃料受入
れ・貯蔵建屋へ移動，線量率（ガンマ線）の測定

放射線対応班の班員 Ｌ
建屋対策班の班員

3 0:05

25 放射性物質の濃度の測定
放射線対応班の班員 Ｌ

建屋対策班の班員
3 0:05

26
廃棄物管理施設へ移動
入域状況確認

放射線対応班の班員 Ｌ
建屋対策班の班員

3 0:05

27
廃棄物管理施設→制御建屋へ移動
モニタリング結果等の報告

放射線対応班の班員 Ｌ
建屋対策班の班員

3 0:10

28
制御建屋→主要建屋へ移動
線量率（ガンマ線）の測定（無線での報告）

建屋対策班の現場管理者
建屋対策班の班員

（主要建屋）
2 0:10

経過時間（時：分）

所要時間
（時：分）

可搬型建屋周辺モニタ
リング設備による空気
中の放射性物質の濃
度及び線量の測定

作業
作業
番号

要員数 0:10 0:20 0:30 0:40 0:50 1:00 1:10 1:20 1:30 1:40 1:50 2:00

▽大規模損壊

報告後，出入管理区画設営に移行（出入管理区画設営タイムチャート参照）

大規模損壊発生時

※３ 使用済燃料受入れ・貯蔵建屋を除く

▽ １時間

測定完了

：出入管理建屋

：低レベル廃棄物処理建屋

：使用済燃料受入れ・貯蔵管理建屋

：前処理建屋

分離建屋

精製建屋

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋

高レベル廃液ガラス固化建屋

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋

▽活動開始

※１

１時間30分以降は，主要建屋および

大規模損壊建屋の周辺モニタリングを実施する。

（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋を含む）

作業番号４，５

作業番号３

作業番号３

作業番号６

作業番号４ 作業番号８

作業番号８

作業番号７

作業番号６，７

報告後，出入管理区画設営に移行（出入管理区画設営タイムチャート参照）

報告後，出入管理区画設営に移行（出入管理区画設営タイムチャート参照）

※３

※２ 使用済燃料受入れ・貯蔵建屋

作業番号５

※２

※１

主要建屋

第 11－ 15 図  可搬型建屋周辺モニタリング設備による空気中の放射性物質の濃度及び線量の  

測定のタイムチャート  
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第 11－ 16 図  放射能観測車による空気中の放射性物質の濃度及び線量の測定のタイムチャート  

 

備考

1 対策活動の指揮 実施責任者 1 -

2 要員の指揮等 放射線対応班長 1 -

3 事前打合せ
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:20

4 測定場所の決定
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:20

5 制御建屋→環境管理建屋近傍へ移動
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:15

6 放射能観測車準備
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:05

7 環境管理建屋近傍→測定場所へ移動
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:10

8 測定及び試料採取
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:50

放射能観測車による空気中
の放射性物質の濃度及び線
量の測定

作業
番号

作業 要員数
所要時間
（時：分）

経過時間（時：分）

0:10 0:20 0:30 0:40 0:50 1:00 1:10 1:20 1:30 1:40 1:50 2:00

▽ 活動開始

2:10

▽ ２時間

測定完了
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第 11－ 17 図  可搬型放射能観測設備による空気中の放射性物質の濃度及び線量の代替測定の  

タイムチャート  

備考

1 対策活動の指揮 実施責任者 1 -

2 要員の指揮等 放射線対応班長 1 -

3 事前打合せ
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:20

4 測定場所の決定
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:20

5 制御建屋→外部保管エリアへ移動
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:10

6 資機材準備・積載
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:10

7 外部保管エリア→測定場所へ移動
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:10

8 測定及び試料採取
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:50

可搬型放射能観測設備による空気中
の放射性物質の濃度及び線量の代
替測定

作業
番号

作業 要員数
所要時間
（時：分）

経過時間（時：分）

0:10 0:20 0:30 0:40 0:50 1:00 1:10 1:20 1:30 1:40 1:50 2:00

▽ 活動開始

2:10

▽ ２時間

測定完了
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第 11－ 18 図  環境試料測定設備による空気中の放射性物質の濃度の測定のタイムチャート  

1 要員の指揮等 放射線管理班長 1 -

2 事前打合せ
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:15

3 資機材準備，積載
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:05

4
緊急時対策所→試料回
収箇所①へ移動

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:10

5 試料回収①
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:05

6
試料回収箇所①→試料
回収箇所②へ移動

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:05

7 試料回収②
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:05

8
試料回収箇所②→試料
回収箇所③へ移動

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:05

9 試料回収③
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:05

10
試料回収箇所③→試料
回収箇所④へ移動

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:10

11 試料回収④
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:05

12
試料回収箇所④→試料
回収箇所⑤へ移動

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:10

13 試料回収⑤
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:05

14
試料回収箇所⑤→試料
回収箇所⑥へ移動

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:10

15 試料回収⑥
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:05

16
試料回収箇所⑥→試料
回収箇所⑦へ移動

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:05

17 試料回収⑦
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:05

18
試料回収箇所⑦→試料
回収箇所⑧へ移動

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:05

19 試料回収⑧
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:05

20
試料回収箇所⑧→試料
回収箇所⑨へ移動

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:10

21 試料回収⑨
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:05

22
試料回収箇所⑨→環境
管理建屋へ移動

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:10

23
回収した環境試料の放射
能測定

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:15

備考

環境試料測定設備による空気
中の放射性物質の濃度の測
定

作業
番号

作業 要員数
所要時間
（時：分）

経過時間（時：分）

0:10 0:20 0:30 0:40 0:50 1:00 1:10 1:20 1:30 1:40 1:50 2:00

▽２時間50分

測定完了
▽ 活動開始

2:10 2:20 2:30 2:40 2:50 3:00
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第 11－ 19 図  環境試料測定設備による水中及び土壌中の放射性物質の濃度の測定の  

タイムチャート  

備考

1 要員の指揮等 放射線管理班長 1 -

2 事前打合せ
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:20

3 緊急時対策所→試料採取場所へ移動
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:40

4 試料採取
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:10

5 試料採取場所→環境管理建屋へ移動
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:40

6 測定
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:10

環境試料測定設備による水中及
び土壌中の放射性物質の濃度の
測定

作業
番号

作業 要員数
所要時間
（時：分）

経過時間（時：分）

0:10 0:20 0:30 0:40 0:50 1:00 1:10 1:20

▽ 活動開始

1:30 1:40 1:50 2:00

２時間

測定完了

▽
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第 11－ 20 図  可搬型試料分析設備による空気中の放射性物質の濃度の測定のタイムチャート  

1 要員の指揮等 放射線管理班長 1 -

2 要員の指揮等 建屋外対応班長 1 -

3
重大事故等対処設備への
燃料補給

建屋外対応班の班員 3 -

4 事前打合せ
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:15

5 資機材準備，積載
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:05

6
緊急時対策所→試料回収
箇所①へ移動

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:10

7 試料回収①
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:05

8
試料回収箇所①→試料回
収箇所②へ移動

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:05

9 試料回収②
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:05

10
試料回収箇所②→試料回
収箇所③へ移動

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:05

11 試料回収③
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:05

12
試料回収箇所③→試料回
収箇所④へ移動

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:10

13 試料回収④
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:05

14
試料回収箇所④→試料回
収箇所⑤へ移動

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:10

15 試料回収⑤
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:05

16
試料回収箇所⑤→試料回
収箇所⑥へ移動

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:10

17 試料回収⑥
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:05

18
試料回収箇所⑥→試料回
収箇所⑦へ移動

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:05

19 試料回収⑦
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:05

20
試料回収箇所⑦→試料回
収箇所⑧へ移動

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:05

21 試料回収⑧
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:05

22
試料回収箇所⑧→試料回
収箇所⑨へ移動

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:10

23 試料回収⑨
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:05

24
試料回収箇所⑨→主排気
筒管理建屋へ移動

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:10

25
回収した環境試料の
放射能測定

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:15

備考

可搬型試料分析設備による空気
中の放射性物質の濃度の代替
測定

作業
番号

作業 要員数
所要時間
（時：分）

経過時間（時：分）

0:10 0:20 0:30 0:40 0:50 1:00 1:10 1:20 1:30 1:40 1:50 2:00

▽ ２時間50分

測定完了
▽ 活動開始

2:10 2:20 2:30 2:40 2:50 3:00
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第 11－ 21 図  可搬型試料分析設備による水中及び土壌中の放射性物質の濃度の測定の  

タイムチャート  

備考

1 要員の指揮等 放射線管理班長 1 -

2 要員の指揮等 建屋外対応班長 1 -

3 重大事故等対処設備への燃料補給 建屋外対応班の班員 3 -

4 事前打合せ
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:20

5 緊急時対策所→試料採取場所へ移動
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:40

6 試料回収
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:10

7 試料採取場所→主排気筒管理建屋へ移動
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:40

8 測定
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:10

可搬型試料分析設備による水中及び
土壌中の放射性物質の濃度の測定

作業
番号

作業 要員数
所要時間
（時：分）

経過時間（時：分）

２時間

測定完了

0:10 0:20 0:30 0:40 0:50 1:00 1:10 1:20

▽ 活動開始

1:30 1:40 1:50 2:00

▽
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備考

1 要員の指揮等 放射線管理班長 1 -

2 事前打合せ
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:20

3
移動（緊急時対策所→ＭＰ
１）

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:10

4
ＭＰ１：検出器養生
　　　　及び換気停止

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:20

5 移動（ＭＰ１→ＭＰ２）
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:05

6
ＭＰ２：検出器養生
　　　　及び換気停止

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:20

7 移動（ＭＰ２→ＭＰ３）
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:10

8
ＭＰ３：検出器養生
　　　　及び換気停止

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:20

9 移動（ＭＰ３→ＭＰ９）
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:10

10
ＭＰ９：検出器養生
　　　　及び換気停止

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:20

11 移動（ＭＰ９→ＭＰ８）
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:10

12
ＭＰ８：検出器養生
　　　　及び換気停止

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:20

13 移動（ＭＰ８→ＭＰ６）
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:10

14
ＭＰ６：検出器養生
　　　　及び換気停止

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:20

15 移動（ＭＰ６→ＭＰ７）
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:05

16
ＭＰ７：検出器養生
　　　　及び換気停止

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:20

17 移動（ＭＰ７→ＭＰ５）
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:20

18
ＭＰ５：検出器養生
　　　　及び換気停止

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:20

19 移動（ＭＰ５→ＭＰ４）
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:10

20
ＭＰ４：検出器養生
　　　　及び換気停止

放射線管理班の班員
Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）

2 0:20

モニタリングポストのバックグ
ラウンド低減対策

作業
番号

作業 要員数
所要時間
（時：分）

経過時間（時：分）

0:30 1:00 1:30 2:00 2:30 3:00 3:30 4:00 4:30 5:00 5:30

▽ ５時間

作業完了

▽ 活動開始

第 11－ 22 図  モニタリングポストのバックグラウンド低減対策のタイムチャート  
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備考

1 要員の指揮等 放射線管理班長 1 -

2 事前打合せ
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:20

3 移動（緊急時対策所→ＭＰ１）
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:10

4 測定場所①：検出器養生
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:20

5 移動（ＭＰ１→ＭＰ２）
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:05

6 測定場所②：検出器養生
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:20

7 移動（ＭＰ２→ＭＰ３）
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:10

8 測定場所③：検出器養生
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:20

9 移動（ＭＰ３→ＭＰ９）
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:10

10 測定場所④：検出器養生
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:20

11 移動（ＭＰ９→ＭＰ８）
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:10

12 測定場所⑤：検出器養生
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:20

13 移動（ＭＰ８→ＭＰ６）
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:10

14 測定場所⑥：検出器養生
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:20

15 移動（ＭＰ６→ＭＰ７）
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:05

16 測定場所⑦：検出器養生
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:20

17 移動（ＭＰ７→ＭＰ５）
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:20

18 測定場所⑧：検出器養生
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:20

19 移動（ＭＰ５→ＭＰ４）
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:10

20 測定場所⑨：検出器養生
放射線管理班の班員

Ｍ，Ｎ（又はＯ，Ｐ）
2 0:20

可搬型環境モニタリング設備のバッ
クグラウンド低減対策

作業
番号

作業 要員数
所要時間
（時：分）

経過時間（時：分）

0:30 1:00 1:30 2:00 2:30 3:00 3:30 4:00 4:30 5:00

▽活動開始 ▽ ５時間

作業完了

5:30

第 11－ 23 図  可搬型環境モニタリング設備のバックグラウンド低減対策のタイムチャート  
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観測値の記録 

（中央制御室及び緊急時対策所） 

 

凡例 

   ：操作・確認 

   ：判断 

   ：監視 

可搬型風向風速計の準備 

気象観測設備が機能維持しているか 

※１ 

・気象盤の状況を確認し，電源が喪失している又は

故障警報が発生している場合には，気象観測設備

が機能喪失したと判断する。 

※４ 

・周囲に大きな障害物のない開けた場所にて測定す

る。 

・可搬型気象観測設備を設置するまでの間，定期的

に測定する。 

※５ 

・外部からの気象情報の取得が可能な場合は，活用

する。 

※２ 

・周囲に大きな障害物のない開けた場所に設置す

る。 

風向及び風速の測定※４，５ 

機能喪失 

している 
機能維持 

している 

可搬型気象観測設備， 

可搬型気象観測用データ伝送装置

の設置※２ 

 

 風向，風速，日射量， 

放射収支量及び雨量の測定 

気象盤にて気象観測設備の 

状況確認※１ 

第 11－24図 気象観測の手順の概要 

※３ 

・気象観測設備が復旧した場合，気象観測設備によ

り，測定及び記録を行う。 

 

風向，風速，日射量， 

放射収支量及び雨量の測定※３ 
 

観測値の記録 

（中央制御室及び緊急時対策所）※３ 
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可搬型気象観測設備の設置場所の例  

環境モニタリング設備  

気象観測設備  

 

 

 

 

 

 

 

第 11－ 25 図  可搬型気象観測設備の設置場所の例  
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第 11－ 26 図  可搬型気象観測設備による気象観測項目の代替測定のタイムチャート  

 

備考

1 対策活動の指揮 実施責任者 1 -

2 要員の指揮等 放射線対応班長 1 -

3 要員の指揮等 建屋外対応班長 1 -

4 重大事故等対処設備への燃料補給 建屋外対応班の班員 3 -

5 事前打合せ
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:20

6 移動（制御建屋→外部保管エリア）
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:10

7 監視測定用運搬車及び資機材準備，積載
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:10

8 移動（外部保管エリア→可搬型気象観測設備設置場所）
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:10

9 設置及び測定開始
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:50

可搬型気象観測設備による気象
観測項目の代替測定

作業
番号

作業 要員数
所要時間
（時：分）

経過時間（時：分）

0:10 0:20 0:30 0:40 0:50 1:00 1:10 1:20 1:30 1:40 1:50 2:00

▽ 活動開始
▽ ２時間

設置完了・測定開始
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第 11－ 27 図  可搬型風向風速計による風向及び風速の測定のタイムチャート  

 

備考

1 対策活動の指揮 実施責任者 1 -

2 要員の指揮等 放射線対応班長 1 -

3 放射線監視盤確認，作業指示確認
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:15

4 制御建屋→主排気筒管理建屋へ移動
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:05

5 主排気筒管理建屋外へ移動
放射線対応班の班員

Ａ，Ｂ
2 0:05

6
風向及び風速の測定，中央制御室へ
報告

放射線対応班の班員
Ａ，Ｂ

2 0:05

可搬型風向風速計による風向及
び風速の測定

作業
番号

作業 要員数
所要時間
（時：分）

経過時間（時：分）

0:05 0:10 0:15 0:20 0:25 0:30

▽ 活動開始
▽ ３０分

測定完了

：定期的な頻度で実施する項目

・風向・風速の測定

頻度：１回／時間

（可搬型気象観測設備設置完了まで）

0:35 0:40 0:45

3097



 

 

 

1 対策活動の指揮 実施責任者 1 -

2 要員の指揮等 放射線対応班長 1 -

3 要員の指揮等 建屋外対応班長 1 -

4
重大事故等対処設備への燃
料補給

建屋外対応班の班員 3 -

5 事前打合せ
放射線対応班の班員

Ｃ，Ｄ
2 0:20

6
制御建屋→外部保管エリアへ
移動

放射線対応班の班員
Ｃ，Ｄ

2 0:10

7
監視測定用運搬車及び資機
材準備，積載

放射線対応班の班員
Ｃ，Ｄ

2 0:30

8
外部保管エリア→ＭＰ１へ移
動，荷卸

放射線対応班の班員
Ｃ，Ｄ

2 0:20

9 ＭＰ１へ設置，給電開始
放射線対応班の班員

Ｃ，Ｄ
2 0:30

10 ＭＰ１→ＭＰ２へ移動，荷卸
放射線対応班の班員

Ｃ，Ｄ
2 0:20

11 ＭＰ２へ設置，給電開始
放射線対応班の班員

Ｃ，Ｄ
2 0:30

12 ＭＰ２→ＭＰ３へ移動，荷卸
放射線対応班の班員

Ｃ，Ｄ
2 0:20

13 ＭＰ３へ設置，給電開始
放射線対応班の班員

Ｃ，Ｄ
2 0:30

14 事前打合せ
放射線対応班の班員

Ｅ，Ｆ
2 0:20

15
制御建屋→外部保管エリアへ
移動

放射線対応班の班員
Ｅ，Ｆ

2 0:10

16
監視測定用運搬車及び資機
材準備，積載

放射線対応班の班員
Ｅ，Ｆ

2 0:30

17
外部保管エリア→ＭＰ６へ移
動，荷卸

放射線対応班の班員
Ｅ，Ｆ

2 0:20

18 ＭＰ６へ設置，給電開始
放射線対応班の班員

Ｅ，Ｆ
2 0:30

19 ＭＰ６→ＭＰ７へ移動，荷卸
放射線対応班の班員

Ｅ，Ｆ
2 0:20

20 ＭＰ７へ設置，給電開始
放射線対応班の班員

Ｅ，Ｆ
2 0:30

21 ＭＰ７→ＭＰ８へ移動，荷卸
放射線対応班の班員

Ｅ，Ｆ
2 0:20

22 ＭＰ８へ設置，給電開始
放射線対応班の班員

Ｅ，Ｆ
2 0:30

23 事前打合せ
放射線対応班の班員

Ｇ，Ｈ
2 0:20

24
制御建屋→外部保管エリアへ
移動

放射線対応班の班員
Ｇ，Ｈ

2 0:10

25
監視測定用運搬車及び資機
材準備，積載

放射線対応班の班員
Ｇ，Ｈ

2 0:30

26
外部保管エリア→ＭＰ９へ移
動，荷卸

放射線対応班の班員
Ｇ，Ｈ

2 0:30

27 ＭＰ９へ設置，給電開始
放射線対応班の班員

Ｇ，Ｈ
2 0:30

28 ＭＰ９→ＭＰ５へ移動，荷卸
放射線対応班の班員

Ｇ，Ｈ
2 0:30

29 ＭＰ５へ設置，給電開始
放射線対応班の班員

Ｇ，Ｈ
2 0:30

30 ＭＰ５→ＭＰ４へ移動，荷卸
放射線対応班の班員

Ｇ，Ｈ
2 0:30

31 ＭＰ４へ設置，給電開始
放射線対応班の班員

Ｇ，Ｈ
2 0:30

環境モニタリング用可搬型発電機によ
る環境モニタリング設備への給電

作業
番号

作業 要員数
所要時間
（時：分）

経過時間（時：分） 備考

５時間

設置完了

0:30 1:00 1:30 2:00 2:30 3:00 3:30 4:00 4:30 5:00 5:30 6:00

▽ 活動開始

第 11－ 28 図  環境モニタリング用可搬型発電機による環境モニタリング設備への給電の  

タイムチャート  
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第 11－29 図 排気モニタリングのアクセスルート（制御建屋（第１アクセスルート）（北ルート）（地上１階）） 

：アクセスルート 

T.M.S.L.約+55,500 

：可搬型重大事故等対処設備 

保管場所 
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：アクセスルート 

第 11－30 図 排気モニタリングのアクセスルート（制御建屋（第１アクセスルート）（南ルート）（地上１階）） 

T.M.S.L.約+55,500 

：可搬型重大事故等対処設備

保管場所 
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：可搬型重大事故等対処設備 
  保管場所 

第 11－31 図 排気モニタリングのアクセスルート（主排気筒管理建屋（第１アクセスルート）（地上１階）） 

：アクセスルート 

T.M.S.L.約+55,500 
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：可搬型重大事故等対処設備 
  保管場所 

第 11－32 図 排気モニタリングのアクセスルート（制御建屋（第２アクセスルート）（北ルート）（地下１階）） 

：アクセスルート 

T.M.S.L.約+47,500 
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第 11－33 図 排気モニタリングのアクセスルート（制御建屋（第２アクセスルート）（北ルート）（地上１階）） 

：可搬型重大事故等対処設備 
  保管場所 

：アクセスルート 

T.M.S.L.約+55,500 
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：可搬型重大事故等対処設備 
  保管場所 

第 11－34 図 排気モニタリングのアクセスルート（制御建屋（第２アクセスルート）（南ルート）（地下１階）） 

：アクセスルート 

T.M.S.L.約+47,500 
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第 11－35 図 排気モニタリングのアクセスルート（制御建屋（第２アクセスルート）（南ルート）（地上１階）） 

：可搬型重大事故等対処設備 
  保管場所 

：アクセスルート 

T.M.S.L.約+55,500 
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：可搬型重大事故等対処設備 

 保管場所 

：アクセスルート 

T.M.S.L.約+55,500 

第 11－36 図 排気モニタリングのアクセスルート（主排気筒管理建屋（第２アクセスルート）（地上１階）） 
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：可搬型重大事故等対処設備 
  保管場所 

：アクセスルート 

第 11－37 図 環境モニタリングのアクセスルート（制御建屋（北ルート）（地上１階）） 

T.M.S.L.約+55,500 

3107



 

 

 

第 11－38 図 環境モニタリングのアクセスルート（制御建屋（南ルート）（地上１階）） 

：可搬型重大事故等対処設備 
  保管場所 

：アクセスルート 

T.M.S.L.約+55,500 
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第 11－39 図 環境モニタリングのアクセスルート（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋（北ルート）（地上２階）） 

：アクセスルート 
：可搬型重大事故等対処設備 
  保管場所 
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：アクセスルート 

第 11－40 図 環境モニタリングのアクセスルート（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋（南ルート）（地上１階）） 

：可搬型重大事故等対処設備 
  保管場所 
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：アクセスルート 

第 11－41 図 環境モニタリングのアクセスルート（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋（南ルート）（地上２階）） 

：可搬型重大事故等対処設備 
  保管場所 
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第 11－42 図 気象観測のアクセスルート（制御建屋（北ルート）（地上１階）） 

：アクセスルート 

：可搬型重大事故等対処設備 
  保管場所 

T.M.S.L.約+55,500 
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第 11－43 図 気象観測のアクセスルート（制御建屋（南ルート）（地上１階）） 

：アクセスルート 

：可搬型重大事故等対処設備 
  保管場所 

T.M.S.L.約+55,500 
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 ：可搬型重大事故等対処設備 
  保管場所 

：アクセスルート 

T.M.S.L.約+55,500 

第 11－44 図 気象観測のアクセスルート（主排気筒管理建屋（地上１階）） 
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補 1.12－1－1 

審査基準及び事業指定基準規則と対処設備の対応表（１／６）  

技 術 的 能 力 の 審 査 基 準 （ 1.1 2）  番 号   事 業 指 定 基 準 規 則 （ 45 条 ）  番 号  

【 本 文 】  

１  再 処 理 事 業 者 に お い て 、重 大 事 故

等 が 発 生 し た 場 合 に 工 場 等 及 び そ の

周 辺（ 工 場 等 の 周 辺 海 域 を 含 む 。）に お

い て 再 処 理 施 設 か ら 放 出 さ れ る 放 射

性 物 質 の 濃 度 及 び 線 量 を 監 視 し 、及 び

測 定 し 、並 び に そ の 結 果 を 記 録 す る た

め に 必 要 な 手 順 等 が 適 切 に 整 備 さ れ

て い る か 、又 は 整 備 さ れ る 方 針 が 適 切

に 示 さ れ て い る こ と 。  

①   【 本 文 】  

再 処 理 施 設 に は 、重 大 事 故 等 が 発

生 し た 場 合 に 工 場 等 及 び そ の 周

辺（ 工 場 等 の 周 辺 海 域 を 含 む 。）に

お い て 再 処 理 施 設 か ら 放 出 さ れ

る 放 射 性 物 質 の 濃 度 及 び 線 量 を

監 視 し 、 及 び 測 定 し 、 並 び に そ の

結 果 を 記 録 す る こ と が で き る 設

備 を 設 け な け れ ば な ら な い 。  

⑦  

２  再 処 理 事 業 者 は 、 重 大 事 故 等 が 発

生 し た 場 合 に 工 場 等 に お い て 、 風 向 、

風 速 そ の 他 の 気 象 条 件 を 測 定 し 、及 び

そ の 結 果 を 記 録 す る た め に 必 要 な 手

順 等 が 適 切 に 整 備 さ れ て い る か 、又 は

整 備 さ れ る 方 針 が 適 切 に 示 さ れ て い

る こ と 。  

②   ２  再 処 理 施 設 に は 、 重 大 事 故 等

が 発 生 し た 場 合 に 工 場 等 に お い

て 、 風 向 、 風 速 そ の 他 の 気 象 条 件

を 測 定 し 、 及 び そ の 結 果 を 記 録 す

る こ と が で き る 設 備 を 設 け な け

れ ば な ら な い 。  

⑧  

【 解 釈 】  

１  第 １ 項 に 規 定 す る 「 再 処 理 施 設 か

ら 放 出 さ れ る 放 射 性 物 質 の 濃 度 及 び

放 射 線 量 を 監 視 し 、及 び 測 定 し 、並 び

に そ の 結 果 を 記 録 す る た め に 必 要 な

手 順 等 」と は 、以 下 に 掲 げ る 措 置 又 は

こ れ ら と 同 等 以 上 の 効 果 を 有 す る 措

置 を 行 う た め の 手 順 等 を い う 。  

－   【 解 釈 】  

１  第 １ 項 に 規 定 す る 「 再 処 理 施

設 か ら 放 出 さ れ る 放 射 性 物 質 の

濃 度 及 び 線 量 を 監 視 し 、及 び 測 定

し 、 並 び に そ の 結 果 を 記 録 す る こ

と が で き る 設 備 」 と は 、 以 下 に 掲

げ る 措 置 又 は こ れ ら と 同 等 以 上

の 効 果 を 有 す る 措 置 を 講 じ た 設

備 を い う 。  

－  

ａ ） 重 大 事 故 等 が 発 生 し た 場 合 で も 、

工 場 等 及 び そ の 周 辺（ 工 場 等 の 周 辺 海

域 を 含 む 。）に お い て 、モ ニ タ リ ン グ 設

備 等 に よ り 、再 処 理 施 設 か ら 放 出 さ れ

る 放 射 性 物 質 の 濃 度 及 び 放 射 線 量 を

監 視 し 、及 び 測 定 し 、並 び に そ の 結 果

を 記 録 す る た め に 必 要 な 手 順 等 を 整

備 す る こ と 。  

③   一  モ ニ タ リ ン グ 設 備 は 、 重 大 事

故 等 が 発 生 し た 場 合 に 放 出 さ れ

る と 想 定 さ れ る 放 射 性 物 質 の 濃

度 及 び 線 量 を 測 定 で き る も の で

あ る こ と 。  

⑨  

ｂ ）常 設 モ ニ タ リ ン グ 設 備 が 、代 替 電

源 設 備 か ら の 給 電 を 可 能 と す る こ と 。 

④   二  常 設 モ ニ タ リ ン グ 設 備 （ モ ニ

タ リ ン グ ポ ス ト 等 ） が 機 能 喪 失 し

て も 代 替 し 得 る 十 分 な 台 数 の モ

ニ タ リ ン グ カ ー 又 は 可 搬 型 の 代

替 モ ニ タ リ ン グ 設 備 を 配 備 す る

こ と 。  

⑩  

ｃ ）敷 地 外 で の モ ニ タ リ ン グ は 、他 の

機 関 と の 適 切 な 連 携 体 制 を 構 築 す る

こ と 。  

⑤   三  常 設 モ ニ タ リ ン グ 設 備 は 、 代

替 電 源 設 備 か ら の 給 電 を 可 能 と

す る こ と 。  

⑪  

２  事 故 後 の 周 辺 の 汚 染 に よ り 測 定 が

で き な く な る こ と を 避 け る た め 、バ ッ

ク グ ラ ウ ン ド 低 減 対 策 手 段 を 検 討 し

て お く こ と 。  

⑥  
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補 1.12－1－2 

審査基準及び事業指定基準規則と対処設備の対応表（２／６）  

 

審 査 基 準 等 の 要 求 に 適 合 す る た め の 手 段  自 主 対 策  

手 段  機 器 名 称  
対 応  

番 号  
機 器 名 称  

常 設  

可 搬  
備 考  

排 気 口 に

お け る 放

射 性 物 質

の 濃 度 の

測 定  

主 排 気 筒 の 排 気 モ ニ タ リ

ン グ 設 備  

・ 排 気 筒 モ ニ タ  

・ 排 気 サ ン プ リ ン グ 設 備  

① ③ ⑦

⑨  
－  －  －  

北 換 気 筒 （ 使 用 済 燃 料 受

入 れ・貯 蔵 建 屋 換 気 筒 ）の

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備  

・ 排 気 筒 モ ニ タ  

・ 排 気 サ ン プ リ ン グ 設 備  

① ③ ⑦

⑨  
－  －  －  

可 搬 型 排 気 モ ニ タ リ ン グ

設 備  

・ 可 搬 型 ガ ス モ ニ タ  

・ 可 搬 型 排 気 サ ン プ リ ン

グ 設 備  

① ③ ⑦

⑨ ⑩  

主 排 気 筒 の 排 気 モ

ニ タ リ ン グ 設 備  

・ 排 気 筒 モ ニ タ  

・ 排 気 サ ン プ リ ン

グ 設 備  

常 設  

機 能 維 持 さ れ

て い る 場 合 は

使 用 す る  

北 換 気 筒（ 使 用 済 燃

料 受 入 れ・貯 蔵 建 屋

換 気 筒 ）の 排 気 モ ニ

タ リ ン グ 設 備  

・ 排 気 筒 モ ニ タ  

・ 排 気 サ ン プ リ ン

グ 設 備  

常 設  

機 能 維 持 さ れ

て い る 場 合 は

使 用 す る  

可 搬 型 排 気 モ ニ タ リ ン グ

用 デ ー タ 伝 送 装 置  
① ③ ⑦  

可 搬 型 デ ー タ 表 示 装 置  ① ③ ⑦  

監 視 測 定 用 運 搬 車  
① ③ ⑦

⑨  
－  －  －  

可 搬 型 排 気 モ ニ タ リ ン グ

用 発 電 機  
① ③ ⑦  －  －  －  

放 出 管 理 分 析 設 備  

・放 射 能 測 定 装 置（ ガ ス フ

ロ ー カ ウ ン タ ）  

・放 射 能 測 定 装 置（ 液 体 シ

ン チ レ ー シ ョ ン カ ウ ン

タ ）  

・ 核 種 分 析 装 置  

① ③ ⑦

⑨  
－  －  －  

可 搬 型 試 料 分 析 設 備  

・ 可 搬 型 放 射 能 測 定 装 置  

・ 可 搬 型 核 種 分 析 装 置  

・ 可 搬 型 ト リ チ ウ ム 測 定

装 置  

① ③ ⑦

⑨  

放 出 管 理 分 析 設 備  

・ 放 射 能 測 定 装 置

（ ガ ス フ ロ ー カ

ウ ン タ ）  

・ 放 射 能 測 定 装 置

（ 液 体 シ ン チ レ

ー シ ョ ン カ ウ ン

タ ）  

・ 核 種 分 析 装 置  

常 設  

機 能 維 持 さ れ

て い る 場 合 は

使 用 す る  
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補 1.12－1－3 

審査基準及び事業指定基準規則と対処設備の対応表（３／６）  

 

審 査 基 準 等 の 要 求 に 適 合 す る た め の 手 段  自 主 対 策  

手 段  機 器 名 称  
対 応  

番 号  
機 器 名 称  

常 設  

可 搬  
備 考  

周 辺 監 視 区 域 に

お け る 空 間 放 射

線 量 率 及 び 空 気

中 の 放 射 性 物 質

の 濃 度 の 測 定  

環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備  

・ モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト  

・ ダ ス ト モ ニ タ  

① ③ ⑦

⑨ ⑩  
－  －  －  

可 搬 型 環 境 モ ニ タ リ ン グ

設 備  

・ 可 搬 型 線 量 率 計  

・ 可 搬 型 ダ ス ト モ ニ タ  

① ③ ⑦

⑨ ⑩  

環 境 モ ニ タ リ ン

グ 設 備  

・ モ ニ タ リ ン グ

ポ ス ト  

・ ダ ス ト モ ニ タ  

常 設  

機 能 維 持 さ れ

て い る 場 合 は

使 用 す る  可 搬 型 環 境 モ ニ タ リ ン グ

用 デ ー タ 伝 送 装 置  
① ③ ⑦  

可 搬 型 デ ー タ 表 示 装 置  ① ③ ⑦  

監 視 測 定 用 運 搬 車  
① ③ ⑦

⑨  
－  －  －  

可 搬 型 環 境 モ ニ タ リ ン グ

用 発 電 機  
① ③ ⑦  －  －  －  

環 境 試 料 測 定 設 備  

・ 核 種 分 析 装 置  

① ③ ⑦

⑨  
－  －  －  

可 搬 型 試 料 分 析 設 備  

・ 可 搬 型 放 射 能 測 定 装 置  

・ 可 搬 型 核 種 分 析 装 置  

① ③ ⑦

⑨  

環 境 試 料 測 定 設

備  

・ 核 種 分 析 装 置  

常 設  

機 能 維 持 さ れ

て い る 場 合 は

使 用 す る  

建 屋 周 辺 の 線 量

当 量 率 及 び 放 射

性 物 質 の 濃 度 の

測 定  

可 搬 型 建 屋 周 辺 モ ニ タ リ

ン グ 設 備  
・ ガ ン マ 線 用 サ ー ベ イ メ

ー タ （ Ｓ Ａ ）  
・ 中 性 子 線 用 サ ー ベ イ メ

ー タ （ Ｓ Ａ ）  
・ ア ル フ ァ ・ ベ ー タ 線 用

サ ー ベ イ メ ー タ（ Ｓ Ａ ） 
・ 可 搬 型 ダ ス ト サ ン プ ラ

（ Ｓ Ａ ）  

① ③ ⑦

⑨  
－  －  －  

敷 地 周 辺 の 空 間

放 射 線 量 率 及 び

放 射 性 物 質 の 濃

度 の 測 定  

放 射 能 観 測 車  
① ③ ⑦

⑨ ⑩  
－  －  －  

可 搬 型 放 射 能 観 測 設 備  

・ ガ ン マ 線 用 サ ー ベ イ メ

ー タ （ Ｎ ａ Ｉ (Ｔ ｌ )シ

ン チ レ ー シ ョ ン ）（ Ｓ

Ａ ）  

・ ガ ン マ 線 用 サ ー ベ イ メ

ー タ （ 電 離 箱 ）（ Ｓ Ａ ） 

・ 中 性 子 線 用 サ ー ベ イ メ

ー タ （ Ｓ Ａ ）  

・ ア ル フ ァ ・ ベ ー タ 線 用

サ ー ベ イ メ ー タ（ Ｓ Ａ ） 

・ 可 搬 型 ダ ス ト ・ よ う 素

サ ン プ ラ （ Ｓ Ａ ）  

① ③ ⑦

⑨ ⑩  
放 射 能 観 測 車  可 搬  

機 能 維 持 さ れ

て い る 場 合 は

使 用 す る  

 

 

： 重 大 事 故 等 対 処 設 備  
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補 1.12－1－4 

審査基準及び事業指定基準規則と対処設備の対応表（４／６）  

 

審 査 基 準 等 の 要 求 に 適 合 す る た め の 手 段  自 主 対 策  

手 段  機 器 名 称  
対 応  

番 号  
機 器 名 称  

常 設  

可 搬  
備 考  

敷 地 内 の 気 象 条

件 の 測 定  

気 象 観 測 設 備  ② ⑧  －  －  －  

可 搬 型 気 象 観 測 設 備  ② ⑧  

気 象 観 測 設 備  常 設  

機 能 維 持 し て

い る 場 合 は 使

用 す る  

可 搬 型 気 象 観 測 用 デ ー

タ 伝 送 装 置  
② ⑧  

可 搬 型 デ ー タ 表 示 装 置  ② ⑧  

監 視 測 定 用 運 搬 車  ② ⑧  －  －  －  

可 搬 型 気 象 観 測 用 発 電

機  
② ⑧  －  －  －  

敷 地 内 の 風 向 及

び 風 速 の 測 定  
可 搬 型 風 向 風 速 計  ② ⑧  －  －  －  

環 境 モ ニ タ リ ン

グ 設 備 へ の 環 境

モ ニ タ リ ン グ 用

代 替 電 源 か ら の

給 電  

環 境 モ ニ タ リ ン グ 用 代

替 電 源 設 備  

・ 環 境 モ ニ タ リ ン グ 用

可 搬 型 発 電 機  

④ ⑪  －  －  －  

監 視 測 定 用 運 搬 車  ④ ⑪  －  －  －  

敷 地 外 の モ ニ タ

リ ン グ に お け る

他 の 機 関 と の 連

携 体 制  

－  ⑤  －  －  
設 備 を 必 要 と

し な い  

バ ッ ク グ ラ ウ ン

ド 低 減 対 策  
養 生 シ ー ト  ⑥  －  －  －  
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補 1.12－1－5 

 

審査基準及び事業指定基準規則と対処設備の対応表（５／６）  

技 術 的 能 力 の 審 査 基 準 （ 1.1 2）  適 合 方 針  

【 本 文 】  

１  再 処 理 事 業 者 に お い て 、重 大 事

故 等 が 発 生 し た 場 合 に 工 場 等 及 び

そ の 周 辺 （ 工 場 等 の 周 辺 海 域 を 含

む 。） に お い て 再 処 理 施 設 か ら 放 出

さ れ る 放 射 性 物 質 の 濃 度 及 び 線 量

を 監 視 し 、及 び 測 定 し 、並 び に そ の

結 果 を 記 録 す る た め に 必 要 な 手 順

等 が 適 切 に 整 備 さ れ て い る か 、又 は

整 備 さ れ る 方 針 が 適 切 に 示 さ れ て

い る こ と 。  

 

重 大 事 故 等 が 発 生 し た 場 合 に お い て ， 主 排 気 筒 の

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 ，北 換 気 筒（ 使 用 済 燃 料 受 入

れ・貯 蔵 建 屋 換 気 筒 ）の 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 ，放

出 管 理 分 析 設 備 ，環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備 ，環 境 試 料

測 定 設 備 ，放 射 能 観 測 車 ，可 搬 型 排 気 モ ニ タ リ ン グ

設 備 ，可 搬 型 環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備 ，可 搬 型 排 気 モ

ニ タ リ ン グ 用 デ ー タ 伝 送 装 置 ， 可 搬 型 環 境 モ ニ タ

リ ン グ 用 デ ー タ 伝 送 装 置 ， 可 搬 型 デ ー タ 表 示 装 置 ，

監 視 測 定 用 運 搬 車 ， 可 搬 型 排 気 モ ニ タ リ ン グ 用 発

電 機 ，可 搬 型 環 境 モ ニ タ リ ン グ 用 発 電 機 ，可 搬 型 建

屋 周 辺 モ ニ タ リ ン グ 設 備 ， 可 搬 型 試 料 分 析 設 備 及

び 可 搬 型 放 射 能 観 測 設 備 に よ り 放 出 さ れ る 放 射 性

物 質 の 濃 度 及 び 線 量 を 監 視 し ，及 び 測 定 し ，並 び に

そ の 結 果 を 記 録 す る た め に 必 要 な 手 順 を 整 備 す

る 。  

２  再 処 理 事 業 者 は 、 重 大 事 故 等 が

発 生 し た 場 合 に 工 場 等 に お い て 、風

向 、 風 速 そ の 他 の 気 象 条 件 を 測 定

し 、及 び そ の 結 果 を 記 録 す る た め に

必 要 な 手 順 等 が 適 切 に 整 備 さ れ て

い る か 、又 は 整 備 さ れ る 方 針 が 適 切

に 示 さ れ て い る こ と 。  

重 大 事 故 等 が 発 生 し た 場 合 に お い て ， 気 象 観 測 設

備 ，可 搬 型 気 象 観 測 設 備 ，可 搬 型 風 向 風 速 計 ，可 搬

型 気 象 観 測 用 デ ー タ 伝 送 装 置 ， 可 搬 型 デ ー タ 表 示

装 置 ， 監 視 測 定 用 運 搬 車 及 び 可 搬 型 気 象 観 測 用 発

電 機 に よ り 風 向 ， 風 速 そ の 他 の 気 象 条 件 を 測 定 し ，

及 び そ の 結 果 を 記 録 す る た め に 必 要 な 手 順 を 整 備

す る 。  

【 解 釈 】  

１  第 １ 項 に 規 定 す る 「 再 処 理 施 設

か ら 放 出 さ れ る 放 射 性 物 質 の 濃 度

及 び 放 射 線 量 を 監 視 し 、 及 び 測 定

し 、並 び に そ の 結 果 を 記 録 す る た め

に 必 要 な 手 順 等 」と は 、以 下 に 掲 げ

る 措 置 又 は こ れ ら と 同 等 以 上 の 効

果 を 有 す る 措 置 を 行 う た め の 手 順

等 を い う 。  

－  

ａ ） 重 大 事 故 等 が 発 生 し た 場 合 で

も 、工 場 等 及 び そ の 周 辺（ 工 場 等 の

周 辺 海 域 を 含 む 。）に お い て 、モ ニ タ

リ ン グ 設 備 等 に よ り 、再 処 理 施 設 か

ら 放 出 さ れ る 放 射 性 物 質 の 濃 度 及

び 放 射 線 量 を 監 視 し 、 及 び 測 定 し 、

並 び に そ の 結 果 を 記 録 す る た め に

必 要 な 手 順 等 を 整 備 す る こ と 。  

重 大 事 故 等 が 発 生 し た 場 合 に お い て ， 主 排 気 筒 の

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 ，北 換 気 筒（ 使 用 済 燃 料 受 入

れ・貯 蔵 建 屋 換 気 筒 ）の 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 ，放

出 管 理 分 析 設 備 ，環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備 ，環 境 試 料

測 定 設 備 ，放 射 能 観 測 車 ，可 搬 型 排 気 モ ニ タ リ ン グ

設 備 ，可 搬 型 環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備 ，可 搬 型 排 気 モ

ニ タ リ ン グ 用 デ ー タ 伝 送 装 置 ， 可 搬 型 環 境 モ ニ タ

リ ン グ 用 デ ー タ 伝 送 装 置 ， 可 搬 型 デ ー タ 表 示 装 置 ，

監 視 測 定 用 運 搬 車 ， 可 搬 型 排 気 モ ニ タ リ ン グ 用 発

電 機 ，可 搬 型 環 境 モ ニ タ リ ン グ 用 発 電 機 ，可 搬 型 建

屋 周 辺 モ ニ タ リ ン グ 設 備 ， 可 搬 型 試 料 分 析 設 備 及

び 可 搬 型 放 射 能 観 測 設 備 に よ り 放 出 さ れ る 放 射 性

物 質 の 濃 度 及 び 線 量 を 監 視 し ，及 び 測 定 し ，並 び に

そ の 結 果 を 記 録 す る た め に 必 要 な 手 順 を 整 備 す

る 。  

ｂ ）常 設 モ ニ タ リ ン グ 設 備 が 、代 替

電 源 設 備 か ら の 給 電 を 可 能 と す る

こ と 。  

環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備 は ， 非 常 用 所 内 電 源 系 統 か

ら の 給 電 が 喪 失 し た 場 合 ， 環 境 モ ニ タ リ ン グ 用 代

替 電 源 設 備 に よ り 給 電 で き る 設 計 と す る 。  
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審査基準及び事業指定基準規則と対処設備の対応表（６／６）  

技 術 的 能 力 の 審 査 基 準 （ 1.1 2）  適 合 方 針  

ｂ ）常 設 モ ニ タ リ ン グ 設 備 が 、代 替 電 源 設 備

か ら の 給 電 を 可 能 と す る こ と 。  

環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備 は ， 非 常 用 所 内 電 源

系 統 か ら の 給 電 が 喪 失 し た 場 合 ， 環 境 モ ニ

タ リ ン グ 用 代 替 電 源 設 備 に よ り 給 電 で き る

設 計 と す る 。  

ｃ ）敷 地 外 で の モ ニ タ リ ン グ は 、他 の 機 関 と

の 適 切 な 連 携 体 制 を 構 築 す る こ と 。  

敷 地 外 で の モ ニ タ リ ン グ は ， 国 が 立 ち 上 げ

る 緊 急 時 モ ニ タ リ ン グ セ ン タ ー に お い て ，

国 ， 地 方 公 共 団 体 及 び そ の 他 関 係 機 関 と 連

携 し て 策 定 さ れ る モ ニ タ リ ン グ 計 画 に 従

い ， モ ニ タ リ ン グ に 係 る 適 切 な 連 携 体 制 を

構 築 す る 。  

２  事 故 後 の 周 辺 の 汚 染 に よ り 測 定 が で き な

く な る こ と を 避 け る た め 、バ ッ ク グ ラ ウ ン ド

低 減 対 策 手 段 を 検 討 し て お く こ と 。  

事 故 後 の 周 辺 汚 染 に よ り 測 定 が で き な く な

る こ と を 避 け る た め ，モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト ，

可 搬 型 環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備 及 び 可 搬 型 試

料 分 析 設 備 の バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 低 減 対 策 の

た め に 必 要 な 手 順 を 整 備 す る 。  
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重大事故等が発生した場合に実施する敷地内及び周辺監視区

域境界のモニタリングは，以下の手順で行う。  

 

1. 排気モニタリング  

( １ )  再処理施設から放出される放射性物質の濃度を把握する

ため，主排気筒及び北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋

換気筒）の排気モニタリング設備の稼働状況を確認する。  

( ２ )  主排気筒の排気モニタリング設備が機能維持されている

場合は，監視を継続する。  

(３ )   主排気筒の排気モニタリング設備が機能喪失した場合，可

搬型排気モニタリング設備（可搬型ガスモニタ及び可搬型排

気サンプリング設備）を主排気筒の排気モニタリング設備の

接続口に接続し，主排気筒から大気中へ放出される放射性物

質を捕集するとともに，放射性希ガスの濃度を測定する。可

搬型ガスモニタ及び可搬型排気サンプリング設備の電源は，

可搬型排気モニタリング用発電機に接続し，給電する。  

(４ ) 北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気モ

ニタリング設備が機能維持されている場合は，監視を継続す

る。  

(５ )   北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換気筒）の排気モ

ニタリング設備が機能喪失した場合，可搬型排気モニタリン

グ設備（可搬型ガスモニタ及び可搬型排気サンプリング設備）

を監視測定用運搬車により運搬し，使用済燃料受入れ・貯蔵

建屋換気設備のダクトに接続し，北換気筒（使用済燃料受入

れ・貯蔵建屋換気筒）から大気中へ放出される放射性物質を
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捕集するとともに，放射性希ガスの濃度を測定する。可搬型

ガスモニタ及び可搬型排気サンプリング設備の電源は，使用

済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機に接続し，給

電する。  

( ６ )  可搬型排気モニタリング設備の可搬型ガスモニタへ可搬

型排気モニタリング用データ伝送装置を接続し，測定値を衛

星通信により中央制御室及び緊急時対策所に伝送する。また，

伝送した測定値は，中央制御室に設置する可搬型データ表示

装置により監視及び記録するとともに，緊急時対策所におい

ても緊急時対策建屋情報把握設備（第 46条  緊急時対策所）

により監視及び記録する。可搬型排気モニタリング用データ

伝送装置の電源は，可搬型排気モニタリング用発電機又は使

用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設可搬型発電機に接続し，

給電する。  

(７ ) 放出管理分析設備（放射能測定装置（ガスフローカウンタ），

放射能測定装置（液体シンチレーションカウンタ）及び核種

分析装置）の状況を確認する。  

(８ ) 放出管理分析設備が機能維持されている場合，主排気筒の

排気モニタリング設備，北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵

建屋換気筒）の排気モニタリング設備又は可搬型排気モニタ

リング設備で捕集した試料を，定期的（１日ごと）又は大気

中への放射性物質の放出のおそれがある場合に回収し，放出

管理分析設備により放射性物質の濃度を測定する。  

(９ ) 放出管理分析設備が機能喪失した場合，主排気筒の排気モ

ニタリング設備，北換気筒（使用済燃料受入れ・貯蔵建屋換
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気筒）の排気モニタリング設備又は可搬型排気モニタリング

設備で捕集した試料を，定期的（１日ごと）又は大気中への

放射性物質の放出のおそれがある場合に回収し，可搬型試料

分析設備（可搬型放射能測定装置，可搬型核種分析装置及び

可搬型トリチウム測定装置）により放射性物質の濃度を測定

する。可搬型試料分析設備のうち可搬型核種分析装置及び可

搬型トリチウム測定装置の電源は，可搬型排気モニタリング

用発電機に接続し，給電する。  

 

2. 環境モニタリング  

( １ )  周辺監視区域における放射性物質の濃度及び線量を把握

するため，環境モニタリング設備の稼働状況を確認する。  

(２ )   環境モニタリング設備が機能維持されている場合は，監視

を継続する。  

(３ ) 環境モニタリング設備が機能喪失した場合，可搬型環境モ

ニタリング設備を設置するまでの間，可搬型建屋周辺モニタ

リング設備（ガンマ線用サーベイメータ（ＳＡ），中性子線

用サーベイメータ（ＳＡ），アルファ・ベータ線用サーベイ

メータ（ＳＡ）及び可搬型ダストサンプラ（ＳＡ））により，

重大事故等の対処を行う前処理建屋，分離建屋，精製建屋，

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋，高レベル廃液ガラス固

化建屋及び使用済燃料受入れ・貯蔵建屋の周辺における線量

当量率並びに出入管理室を設置する出入管理建屋，低レベル

廃棄物処理建屋及び使用済燃料受入れ・貯蔵管理建屋の周辺

における空気中の放射性物質の濃度及び線量当量率を測定
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する。  

( ４ )  可搬型環境モニタリング設備による代替測定地点につい

ては，測定値の連続性を考慮し，環境モニタリング設備に隣

接した位置に設置することを原則とする。可搬型環境モニタ

リング設備を監視測定用運搬車により運搬及び設置し，周辺

監視区域境界付近における線量を測定するとともに，空気中

の粒子状放射性物質を連続的に捕集及び測定する。可搬型環

境モニタリング設備の電源は，可搬型環境モニタリング用発

電機に接続し，給電する。  

( ５ )  可搬型環境モニタリング設備へ可搬型環境モニタリング

用データ伝送装置を接続し，測定値を衛星通信により中央制

御室及び緊急時対策所に伝送する。また，伝送した測定値は，

中央制御室に設置する可搬型データ表示装置により監視及

び記録するとともに，緊急時対策所においても緊急時対策建

屋情報把握設備（第 46条  緊急時対策所）により監視及び記

録する。可搬型環境モニタリング用データ伝送装置の電源は，

可搬型環境モニタリング用発電機に接続し，給電する。  

(６ ) 環境試料測定設備（核種分析装置）の状況を確認する。  

(７ ) 環境試料測定設備が機能維持されている場合，ダストモニ

タ又は可搬型ダストモニタで捕集した試料を，定期的（１日

ごと）又は大気中への放射性物質の放出のおそれがある場合

に回収し，環境試料測定設備により放射性物質の濃度を測定

する。また，水中及び土壌中の放射性物質の濃度の測定が必

要な場合，環境試料測定設備により，採取した試料の放射性

物質の濃度を測定する。  
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(８ ) 環境試料測定設備が機能喪失した場合，ダストモニタ又は

可搬型ダストモニタで捕集した試料を，定期的（１日ごと）

又は大気中への放射性物質の放出のおそれがある場合に回

収し，可搬型試料分析設備（可搬型放射能測定装置及び可搬

型核種分析装置）により放射性物質の濃度を測定する。また，

水中及び土壌中の放射性物質の濃度の測定が必要な場合，可

搬型試料分析設備（可搬型放射能測定装置及び可搬型核種分

析装置）により，採取した試料の放射性物質の濃度を測定す

る。可搬型試料分析設備のうち可搬型核種分析装置の電源は，

可搬型排気モニタリング用発電機に接続し，給電する。  

(９ ) 放射能観測車の使用可否を確認する。  

( 1 0 ) 放射能観測車が機能維持されている場合，放射能観測車に

より，最大濃度地点又は風下方向における空気中の放射性物

質の濃度及び線量を測定する。  

( 1 1 ) 放射能観測車が機能喪失（搭載機器の測定機能又は車両の

走行機能）した場合，可搬型放射能観測設備（ガンマ線用サ

ーベイメータ（ＮａＩ（Ｔｌ）シンチレーション）（ＳＡ），

ガンマ線用サーベイメータ（電離箱）（ＳＡ），中性子線用

サーベイメータ（ＳＡ），アルファ・ベータ線用サーベイメ

ータ（ＳＡ）及び可搬型ダスト・よう素サンプラ（ＳＡ））

により，最大濃度地点又は風下方向における空気中の放射性

物質の濃度及び線量を測定する。  

( 1 2 ) 事故後の周辺汚染により，モニタリングポスト，可搬型環

境モニタリング設備及び可搬型試料分析設備による測定が

できなくなることを避けるため，モニタリングポスト，可搬
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型環境モニタリング設備及び可搬型試料分析設備のバック

グラウンド低減対策を行う。  

( 1 3 )  非常用所内電源系統から環境モニタリング設備への給電

が喪失し，無停電電源装置により給電され，環境モニタリン

グ設備が機能を維持している場合，環境モニタリング用可搬

型発電機を監視測定用運搬車により運搬及び設置し，環境モ

ニタリング設備へ給電する。  

 

3. 気象観測  

(１ ) 気象情報を把握するため，気象観測設備の稼働状況を確認

する。  

(２ )   気象観測設備が機能維持されている場合は，観測を継続す

る。  

(３ ) 気象観測設備が機能喪失した場合，可搬型気象観測設備を

設置するまでの間，可搬型風向風速計により，敷地内におい

て風向及び風速を測定する。  

(４ )  可搬型気象観測設備を敷地内の大きな障害物のない開け

た場所に監視測定用運搬車により運搬及び設置し，敷地内に

おいて風向，風速その他の気象条件を測定する。可搬型気象

観測設備の電源は，可搬型気象観測用発電機に接続し，給電

する。  

(５ )  可搬型気象観測設備へ可搬型気象観測用データ伝送装置

を接続し，観測値を衛星通信により中央制御室及び緊急時対

策所に伝送する。また，伝送した観測値は，中央制御室に設

置する可搬型データ表示装置により記録するとともに，緊急
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時対策所においても緊急時対策建屋情報把握設備（第 46条  

緊急時対策所）により記録する。可搬型気象観測用データ伝

送装置の電源は，可搬型気象観測用発電機に接続し，給電す

る。  
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4. 緊急時モニタリングの実施手順及び体制  

 

第１表  緊急時モニタリングの判断基準及び対応要員（１／３） 

手 順  具 体 的 実 施 事 項  開 始 時 期 の 考 え 方  
対 応 要 員  

（ 必 要 想 定 人 数 ）  

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設

備 に よ る 主 排 気 筒 か

ら 放 出 さ れ る 放 射 性

物 質 の 濃 度 の 測 定  

主 排 気 筒 の 排 気 モ ニ タ リ

ン グ 設 備 に よ る 放 射 性 物

質 の 濃 度 の 監 視  

主 排 気 筒 の 排 気 モ ニ タ リ

ン グ 設 備 の 機 能 が 維 持 さ

れ て い る 場 合  

２ 人  

可 搬 型 排 気 モ ニ タ リ

ン グ 設 備 に よ る 主 排

気 筒 か ら 放 出 さ れ る

放 射 性 物 質 の 濃 度 の

代 替 測 定  

可 搬 型 ガ ス モ ニ タ ， 可 搬

型 排 気 サ ン プ リ ン グ 設

備 ， 可 搬 型 排 気 モ ニ タ リ

ン グ 用 デ ー タ 伝 送 装 置 ，

可 搬 型 デ ー タ 表 示 装 置 及

び 可 搬 型 排 気 モ ニ タ リ ン

グ 用 発 電 機 の 設 置  

主 排 気 筒 の 排 気 モ ニ タ リ

ン グ 設 備 が 機 能 喪 失 し た

場 合  

８ 人  

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設

備 に よ る 北 換 気 筒

（ 使 用 済 燃 料 受 入

れ ・ 貯 蔵 建 屋 換 気 筒 ）

か ら 放 出 さ れ る 放 射

性 物 質 の 濃 度 の 測 定  

北 換 気 筒 （ 使 用 済 燃 料 受

入 れ・貯 蔵 建 屋 換 気 筒 ）の

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 に

よ る 放 射 性 物 質 の 濃 度 の

監 視  

北 換 気 筒 （ 使 用 済 燃 料 受

入 れ・貯 蔵 建 屋 換 気 筒 ）の

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 の

機 能 が 維 持 さ れ て い る 場

合  

２ 人  

可 搬 型 排 気 モ ニ タ リ

ン グ 設 備 に よ る 北 換

気 筒 （ 使 用 済 燃 料 受

入 れ ・ 貯 蔵 建 屋 換 気

筒 ） か ら 放 出 さ れ る

放 射 性 物 質 の 濃 度 の

代 替 測 定  

可 搬 型 ガ ス モ ニ タ ， 可 搬

型 排 気 サ ン プ リ ン グ 設

備 ， 可 搬 型 排 気 モ ニ タ リ

ン グ 用 デ ー タ 伝 送 装 置 及

び 可 搬 型 デ ー タ 表 示 装 置

の 設 置  

使 用 済 燃 料 の 受 入 れ 施 設

及 び 貯 蔵 施 設 の 気 体 廃 棄

物 の 廃 棄 施 設 の 機 能 が 維

持 さ れ て い る 場 合  

北 換 気 筒 （ 使 用 済 燃 料 受

入 れ・貯 蔵 建 屋 換 気 筒 ）の

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 が

機 能 喪 失 し た 場 合  

12 人  

放 出 管 理 分 析 設 備 に

よ る 主 排 気 筒 又 は 北

換 気 筒 （ 使 用 済 燃 料

受 入 れ ・ 貯 蔵 建 屋 換

気 筒 ） か ら 放 出 さ れ

る 放 射 性 物 質 の 濃 度

の 測 定  

主 排 気 筒 又 は 北 換 気 筒

（ 使 用 済 燃 料 受 入 れ ・ 貯

蔵 建 屋 換 気 筒 ） の 排 気 サ

ン プ リ ン グ 設 備 又 は 可 搬

型 排 気 サ ン プ リ ン グ 設 備

で 捕 集 し た 放 射 性 物 質 の

濃 度 の 測 定  

放 出 管 理 分 析 設 備 の 機 能

が 維 持 さ れ て い る 場 合  
４ 人  

可 搬 型 試 料 分 析 設 備

に よ る 主 排 気 筒 又 は

北 換 気 筒 （ 使 用 済 燃

料 受 入 れ ・ 貯 蔵 建 屋

換 気 筒 ） か ら 放 出 さ

れ る 放 射 性 物 質 の 濃

度 の 代 替 測 定  

主 排 気 筒 又 は 北 換 気 筒

（ 使 用 済 燃 料 受 入 れ ・ 貯

蔵 建 屋 換 気 筒 ） の 排 気 サ

ン プ リ ン グ 設 備 又 は 可 搬

型 排 気 サ ン プ リ ン グ 設 備

で 捕 集 し た 放 射 性 物 質 の

濃 度 の 測 定  

放 出 管 理 分 析 設 備 が 機 能

喪 失 し た 場 合  
８ 人  
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第１表  緊急時モニタリングの判断基準及び対応要員（２／３） 

手 順  具 体 的 実 施 事 項  開 始 時 期 の 考 え 方  
対 応 要 員  

（ 必 要 想 定 人 数 ）  

環 境 モ ニ タ リ ン グ 設

備 に よ る 空 気 中 の 放

射 性 物 質 の 濃 度 及 び

線 量 の 測 定  

環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備 に

よ る 空 気 中 の 放 射 性 物 質

の 濃 度 及 び 線 量 の 監 視  

環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備 の

機 能 が 維 持 さ れ て い る 場

合  

２ 人  

可 搬 型 環 境 モ ニ タ リ

ン グ 設 備 に よ る 空 気

中 の 放 射 性 物 質 の 濃

度 及 び 線 量 の 代 替 測

定  

可 搬 型 線 量 率 計 ， 可 搬 型

ダ ス ト モ ニ タ ， 可 搬 型 環

境 モ ニ タ リ ン グ 用 デ ー タ

伝 送 装 置 ， 可 搬 型 デ ー タ

表 示 装 置 及 び 可 搬 型 環 境

モ ニ タ リ ン グ 用 発 電 機 の

設 置  

環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備 が

機 能 喪 失 し た 場 合  
12 人  

可 搬 型 建 屋 周 辺 モ ニ

タ リ ン グ 設 備 に よ る

空 気 中 の 放 射 性 物 質

の 濃 度 及 び 線 量 の 測

定  

空 気 中 の 放 射 性 物 質 の 濃

度 及 び 線 量 の 測 定  

（ 可 搬 型 環 境 モ ニ タ リ ン

グ 設 備 を 設 置 す る ま で の

間 ）  

環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備 が

機 能 喪 失 し た 場 合  
20 人  

放 射 能 観 測 車 に よ る

空 気 中 の 放 射 性 物 質

の 濃 度 及 び 線 量 の 測

定  

空 気 中 の 放 射 性 物 質 の 濃

度 及 び 線 量 の 測 定  

放 射 能 観 測 車 の 機 能 が 維

持 さ れ て い る 場 合  
４ 人  

可 搬 型 放 射 能 観 測 設

備 に よ る 空 気 中 の 放

射 性 物 質 の 濃 度 及 び

線 量 の 代 替 測 定  

空 気 中 の 放 射 性 物 質 の 濃

度 及 び 線 量 の 測 定  

放 射 能 観 測 車 が 機 能 喪 失

（ 搭 載 機 器 の 測 定 機 能 又

は 車 両 の 走 行 機 能 ） し た

場 合  

４ 人  

環 境 試 料 測 定 設 備 に

よ る 空 気 中 の 放 射 性

物 質 の 濃 度 の 測 定  

ダ ス ト モ ニ タ 又 は 可 搬 型

ダ ス ト モ ニ タ で 捕 集 し た

放 射 性 物 質 の 濃 度 の 測 定  

環 境 試 料 測 定 設 備 の 機 能

が 維 持 さ れ て い る 場 合  
３ 人  

可 搬 型 試 料 分 析 設 備

に よ る 空 気 中 の 放 射

性 物 質 の 濃 度 の 代 替

測 定  

ダ ス ト モ ニ タ 又 は 可 搬 型

ダ ス ト モ ニ タ で 捕 集 し た

放 射 性 物 質 の 濃 度 の 測 定  

環 境 試 料 測 定 設 備 が 機 能

喪 失 し た 場 合  
７ 人  

環 境 試 料 測 定 設 備 に

よ る 水 中 及 び 土 壌 中

の 放 射 性 物 質 の 濃 度

の 測 定  

敷 地 内 に お い て 採 取 し た

試 料 の 放 射 性 物 質 の 濃 度

の 測 定  

（ 水 中 及 び 土 壌 中 ）  

環 境 試 料 測 定 設 備 の 機 能

が 維 持 さ れ て い る 場 合  

水 中 及 び 土 壌 中 の 放 射 性

物 質 の 濃 度 の 測 定 が 必 要

な 場 合  

３ 人  
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第１表  緊急時モニタリングの判断基準及び対応要員（３／３） 

手 順  具 体 的 実 施 事 項  開 始 時 期 の 考 え 方  
対 応 要 員  

（ 必 要 想 定 人 数 ）  

可 搬 型 試 料 分 析 設 備

に よ る 水 中 及 び 土 壌

中 の 放 射 性 物 質 の 濃

度 の 測 定  

敷 地 内 に お い て 採 取 し た

試 料 の 放 射 性 物 質 の 濃 度

の 測 定  

（ 水 中 及 び 土 壌 中 ）  

環 境 試 料 測 定 設 備 が 機 能

喪 失 し た 場 合  

水 中 及 び 土 壌 中 の 放 射 性

物 質 の 濃 度 の 測 定 が 必 要

な 場 合  

７ 人  

気 象 観 測 設 備 に よ る

気 象 観 測 項 目 の 測 定  

気 象 観 測 設 備 に よ る 気 象

観 測 項 目 の 監 視  

気 象 観 測 設 備 の 機 能 が 維

持 さ れ て い る 場 合  
２ 人  

可 搬 型 気 象 観 測 設 備

に よ る 気 象 観 測 項 目

の 代 替 測 定  

可 搬 型 気 象 観 測 設 備 ， 可

搬 型 気 象 観 測 用 デ ー タ 伝

送 装 置 ， 可 搬 型 デ ー タ 表

示 装 置 及 び 可 搬 型 気 象 観

測 用 発 電 機 の 設 置  

気 象 観 測 設 備 が 機 能 喪 失

し た 場 合  
８ 人  

可 搬 型 風 向 風 速 計 に

よ る 風 向 及 び 風 速 の

測 定  

敷 地 内 に お け る 風 向 及 び

風 速 の 測 定  

（ 可 搬 型 気 象 観 測 設 備 を

設 置 す る ま で の 間 ）  

気 象 観 測 設 備 が 機 能 喪 失

し た 場 合  
４ 人  

環 境 モ ニ タ リ ン グ 用

可 搬 型 発 電 機 に よ る

環 境 モ ニ タ リ ン グ 設

備 へ の 給 電  

環 境 モ ニ タ リ ン グ 用 可 搬

型 発 電 機 に よ る 環 境 モ ニ

タ リ ン グ 設 備 へ の 給 電  

非 常 用 所 内 電 源 系 統 か ら

の 給 電 が 喪 失 し ， 無 停 電

電 源 装 置 に よ り 給 電 さ

れ ， 環 境 モ ニ タ リ ン グ 設

備 の 機 能 が 維 持 さ れ て い

る 場 合  

12 人  

モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト

の バ ッ ク グ ラ ウ ン ド

低 減 対 策  

モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト の 検

出 器 カ バ ー の 養 生  

再 処 理 施 設 か ら 大 気 中 へ

の 放 射 性 物 質 の 放 出 に よ

り ， モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト

の バ ッ ク グ ラ ウ ン ド が 上

昇 す る お そ れ が あ る 場 合  

３ 人  

可 搬 型 環 境 モ ニ タ リ

ン グ 設 備 の バ ッ ク グ

ラ ウ ン ド 低 減 対 策  

可 搬 型 環 境 モ ニ タ リ ン グ

設 備 の 検 出 器 カ バ ー の 養

生  

再 処 理 施 設 か ら 大 気 中 へ

の 放 射 性 物 質 の 放 出 に よ

り ， 可 搬 型 環 境 モ ニ タ リ

ン グ 設 備 の バ ッ ク グ ラ ウ

ン ド が 上 昇 す る お そ れ が

あ る 場 合  

３ 人  
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緊急時モニタリングに関する要員の動き  
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緊急時モニタリングを行う放射線対応班の班員及び放射線管

理班の班員は，監視測定に係る手順等に示される各作業の他にも，

作業者の着装補助及び線量計貸出，緊急避難場所の退避者確認，

出入管理区画の設営，中央制御室及び緊急時対策所の放射線環境

測定を行う。これら対応項目の優先順位については，実施責任者，

放射線対応班長及び放射線管理班長が状況に応じ判断する。  

(１ ) 対処のために入域する作業者への入退域管理（個人線量計

の貸与及び回収，被ばく線量，入退域時間の確認）を行う。 

( ２ )  緊急避難場所に避難する作業者の被ばく管理及び汚染状

況の確認を行う。  

(３ ) 中央制御室，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御

室及び緊急時対策所への汚染の持ち込みを防止するため，出

入管理区画の設営を行う。  

(４ ) 中央制御室，使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御

室及び緊急時対策所の居住性を確保するため，施設内の放射

線環境の測定を行う。  

 

監視測定等に係る対応のタイムチャートを第１図に，データ伝

送及び情報連絡の概要を第２図に示す。なお，対応要員数及び対

応時間については，今後の訓練等の結果により見直す可能性があ

る。  
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11時間30分 60分 90分 2時間 5時間 6時間 7時間15分

退域者の身体サーベイ

緊急避難場所の退域者確認

建屋周辺モニタリング ※

27時間

制
御
建
屋
へ
の
移
動
／
点
呼

可搬型環境モニタリング設備の

環境試料の回収・測定

可搬型排気モニタリング設備の設置

（主排気筒管理建屋）

可搬型試料分析設備の準備

可搬型風向風速計による観測

・・・・・

構外から再処理施設の緊急時対策建屋に参集

初動対応 事故対処

着装補助・線量計貸出

出入管理区画設営（中央制御室用）

放射線対応班員の指揮、放射線管理用モニタの監視、情報・記録管理

着装補助・線量計貸出

制御建屋に戻った要員の身体サーベイ

出入管理区画管理（追加養生、除染）（使用済燃料受入れ･貯蔵建屋での対応を含む）

各建屋の線量・汚染に関するハザードの確認

排気試料の測定

▼地震等発生

0分

情報・記録管理

中央安全監視室との情報伝達

異常発生からの
時間経過

事故対処の段階

支
援
組
織

実
施
組
織

▼参集要員到着

要員の指揮等

・放射線対応班長 １人

出入管理区画設営等

・放射線対応班の班員 ２人

可搬型排気モニタリング

設備の設置等

・放射線対応班の班員 ２人

退域者の身体サーベイ、

建屋周辺モニタリング等

・放射線対応班の班員 ４人

情報連絡

・放射線管理班の班員 １人

環境試料の採取・測定（水中、土壌中）
環境試料の採取・測定

・放射線管理班の班員 ２人

環境試料の回収・測定

・放射線管理班の班員 ２人

可搬型排気モニタリング設備の設置

（可搬型排気モニタリング用データ伝送

装置含む）

（使用済燃料受入れ・貯蔵管理建屋）

以
降
、
対
応
を
継
続

可搬型環境モニタリング

設備の設置

・放射線対応班の班員 ６人 可搬型環境モニタリング設備の設置（可搬型環境モニタリング用データ伝送装置含む）

又は環境モニタリング用可搬型発電機によるモニタリングポスト等への給電

モニタリングポスト等のバックグラウンド

低減対策

バックグラウンド低減対策

・放射線管理班の班員 ２人

24時間 25時間 26時間10時間4時間

６人

可搬型放射能観測設備による最大濃度地点等の測定

放射線管理班員の指揮
要員の指揮等

・放射線管理班長 １人

建屋周辺モニタリング

8時間 9時間

可搬型気象観測設備の

設置（可搬型気象観測用

データ伝送装置含む）

可搬型排気モニタリング用データ伝送装置の設置

（主排気筒管理建屋）

可搬型風向風速計による観測

3時間

可搬型排気モニタリング設備の運搬

（使用済燃料受入れ・貯蔵管理建屋）

▼精製建屋における冷却機能の喪失

（硝酸プルトニウム溶液の沸騰開始）

12時間

排気試料の測定

21時間 23時間22時間

可搬型排気モニタリング設備の起動

（可搬型排気モニタリング用データ伝送装置含む）

（使用済燃料受入れ・貯蔵管理建屋）

  さ ら に 参 集 し て き た 要 員 に つ い て は 、 「 緊 急 時 対 策 建 屋 の 出 入 管 理 区 画 の 管 理 」 「 管 理 区 域 内 外 の サ ー ベ イ 」 「 放 射 線 監 視 設 備 の 復 旧 」 等 の 対

応 に 当 た る 。  

 黒 字 ： 第 4 5 条 （ 監 視 測 定 設 備 ） に 係 る 対 応   グ レ ー ： 第 45 条 （ 監 視 測 定 設 備 ） 以 外 の 放 射 線 管 理 対 応  

※ 放 射 線 対 応 班 の 班 員 4 名 に 加 え 、 重 大 事 故 の 対 策 に 係 る 建 屋 対 策 班 の 班 員 4 名 に て 実 施

 第１図  監視測定等に係る対応のタイムチャート  

補
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実 施 組 織 （ 制 御 建 屋 ）  支 援 組 織 （ 緊 急 時 対 策 建 屋 ）  

可 搬 型  

排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備  

可 搬 型  
環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備  

・ 環 境 試 料 の 測 定  
・ バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 低 減 対 策  

実 施 項 目  

・ 可 搬 型 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 に よ る 監

視 ， 測 定 及 び 記 録  

・ 可 搬 型 環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備 に よ る 監

視 ， 測 定 及 び 記 録  

・ 環 境 試 料 の 監 視 ， 測 定 及 び 記 録  

・ 可 搬 型 気 象 観 測 設 備 に よ る 観 測 及 び 記 録  

実 施 項 目  

・ 常 設 設 備 に よ る 監 視 ， 測 定 及 び 記 録  

・ 可 搬 型 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 に よ る 監 視 ， 測

定 及 び 記 録  

・ 排 気 試 料 の 監 視 ， 測 定 及 び 記 録  

・ 可 搬 型 環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備 に よ る 監 視 ， 測

定 及 び 記 録  

・ 建 屋 周 辺 モ ニ タ リ ン グ  

・ 放 射 能 観 測 車 又 は 代 替 放 射 能 観 測 設 備 に よ る

測 定 及 び 記 録  

・ 可 搬 型 気 象 観 測 設 備 に よ る 観 測 及 び 記 録  

・ 可 搬 型 風 向 風 速 計 に よ る 観 測  

 

排 気 筒 モ ニ タ  

可 搬 型  

気 象 観 測 設 備  

可 搬 型 デ ー タ  

表 示 装 置  

環 境 モ ニ タ リ ン グ

設 備  

監 視 盤  

気 象 観 測 設 備  

デ ー タ  

収 集 装 置  

情 報 把 握  

設 備  

・ 可 搬 型 排 気 モ ニ タ リ ン グ 設 備 の 設 置  

・ 排 気 試 料 の 測 定  

・ 可 搬 型 環 境 モ ニ タ リ ン グ 設 備 の 設 置  

・ 建 屋 周 辺 モ ニ タ リ ン グ  

・ 放 射 能 観 測 車 又 は 代 替 放 射 能 観 測 設 備 に

よ る 測 定  

・ 可 搬 型 気 象 観 測 設 備 の 設 置  

・ 可 搬 型 風 向 風 速 計 に よ る 観 測  

・ 環 境 モ ニ タ リ ン グ 用 可 搬 型 発 電 機 の 設 置  

情 報 連 絡  

常 設 設 備 の 伝 送  

可 搬 型 設 備 の 伝 送  

 実 線 は 有 線  

 点 線 は 無 線 （ 衛 星 電 話 ）  

無 線 機 等 に よ る 連 絡  

凡 例  

実 施 組 織  

支 援 組 織  

補
1
.
1
2
－

3
－

3
 

第２図  データ伝送及び情報連絡の概要  
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排気モニタリング設備  
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補 1.12－4－1 

1. 主排気筒の排気モニタリング設備の仕様等  

再処理施設から大気中へ放出される放射性物質の濃度を監

視し，及び測定するため，主排気筒の排気モニタリング設備（排

気筒モニタ及び排気サンプリング設備）２系列を設けている。 

排気筒モニタの測定値は，中央制御室において指示及び記録

し，放射能レベルがあらかじめ設定した値を超えたときは，警

報を発する設計とする。また，排気筒モニタの測定値は，緊急

時対策所において指示するため，排気筒モニタの測定値を伝送

できる設計とする。  

主排気筒の排気モニタリング設備の仕様を第１表に，系統図

を第１図に，外観を第２図に示す。  
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補 1.12－4－2 

第１表  主排気筒の排気モニタリング設備の仕様  

設備  検出器  計測範囲  台数  備考  

排気筒モニタ  
（ガスモニタ）  

低レンジ  
プラスチック  
シンチレーション  

10～ 10 6  

ｍｉｎ － １  
２  

非 常 用 所
内 電 源 系
統に接続  

中レンジ  
プラスチック  
シンチレーション  

10～ 10 6  

ｍｉｎ － １  
２  

高レンジ  電離箱  10 - 1 2～ 10 - 7Ａ  ２  

 

設備  捕集対象  台数  備考  

ダスト・よう素サン プラ  

放射性よう素  ２  

非 常 用 所 内
電 源 系 統 に
接続  

粒子状放射性物質  ２  

炭素－ 14 サンプラ  炭素－ 14 ２  

トリチウムサンプラ  トリチウム  ２  
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